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大御堂調査区寺院址遺構全景

大御堂調査区寺院址園池遺構（北東から）



大御堂調査区寺院址南池遣水遺構（東から）

大御堂調査区寺院址遺構（東から）



白石大御堂遺跡出土遺物（古瀬戸・常滑）
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白石大御堂遺跡出土遺物（輸入磁器）
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関越自動車道藤岡ジャンクションから分かれた上信越自動車道は、鏑川のつくる流域“甘楽の谷”を西に

走り、長野県佐久市へと向かいます。平成 4 年度の供用開始を目指し工事が進んでいますが、完成の暁には

県内高速自動車道路網の東西を横断する動脈のひとつとして、地域の発展に大きく貢献することになるで

しょう。この上信越自動車道建設工事に関連して多くの遺跡の発掘調査が行われ、貴重な埋蔵文化財の発見

が数多くあり、大きな成果を得ることができました。

白石大御堂遺跡は藤岡市街地の西部に所在し、縄文時代から江戸時代までの各時代にわたる遺構・遺物が

発見された複合遺跡です。なかでも、園池を持つ寺院址は鎌倉時代の創建と推定され、近世を経て現代に至

るまでその痕跡を地名や地割りなどに残してまいりました。浄土思想の流行に伴って建立された寺院と考え

られますが、瓦や土器・陶磁器類、そして骨蔵器などの出土遺物によって、中世の寺院址や埋葬遺構の調査

研究に多くの成果を上げることができました。

発掘調査から報告書刊行に至るまで、日本道路公団・群馬県教育委員会・藤岡市教育委員会をはじめとす

る関係諸機関、また、発掘調査・整理事業にあたられた多くの皆様、関係された皆様の御協力と御指導・御

支援に厚くお礼申し上げます。そして、本報告書が地域の歴史を解明する上で広く活用されることを願い、

序といたします。

平成 3 年 3 月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎

発掘作業風景（大御堂調査区寺院址園池遺構）





例曰

1 本書は関越自動車道（上越線）建設工事に伴い事前調査された「白石大御堂遺跡」（調査時の事業名称＝大

御堂遺跡）の発掘調査報告書である。

2 「白石大御堂遺跡」は群馬県藤岡市大字白石字大御堂・沖田・前原・上谷戸地内に所在し、上信越自動

車道（旧称＝関越自動車道上越線）建設工事に伴って発掘調査された遺跡の名称で、幅員約70m、路線長

約800mに及ぶ路線内の遺跡調査範囲について付けられた名称である。

3 白石大御堂遺跡の調査地番は次のとうりである。

大御堂調査区群馬県藤岡市大字白石字大御堂2192 、 2193、 2195~2199、 2206~2209、 2211~2214、

2216~2218、 2235-1 • 2 、 2237、 2238、 2240~2248 、 2250、字沖田2314-1 • 2 

前原調査区群馬県藤岡市大字白石字前原2316-1•3、 2318~2323、 2324-2、 2326~2333、 2400~2409

上谷戸調査区 群馬県藤岡市大字白石字前原2410、 2412~2417、字上谷戸2502~2504 、 2506~2512 、 2540 、

2543、 2544 、 2547

4 本発掘調査は日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

に委託して実施されたものである。

5 実際の発掘調査及び整理事業は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団関越道上越線調査事務所（群馬県

多野郡吉井町南陽台 3 -15-8 に所在）が担当した。関越道上越線調査事務所は上越線地域埋蔵文化財の

調査を目的に設置された事業団組織である。

6 調査期間及び担当者

(1) 発掘調査

（期間）昭和62年度発掘調査事業昭和62年 4 月 1 日～昭和63年 3 月 31 日

昭和63年度発掘調査事業 昭和63年 4 月 1 日～平成元年 3 月 15 日

（担当者）昭和62年度 右島和夫（専門員）、綿貫鋭次郎（調査研究員）、船藤亨（調査研究員）

昭和63年度 右島和夫（専門員）、船藤亨（調査研究員）、小林徹（調査研究員）、依田治雄（専門員）

(2) 整理

（期間）平成 2 年度整理事業平成 2 年 4 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日

（担当者）平成 2 年度 綿貫鋭次郎（主任調査研究員）

(3) 事務

常務理事 白石保三郎（昭和62 • 63年度）、邊見長雄（平成 2 年度）

事務局長 井上唯雄（昭和62 • 63年度）、松本浩一（平成 2 年度）

管理部長 田口紀雄（昭和62年度～平成 2 年度）

調査研究部長 上原啓巳（昭和62年度）、神保侑史（昭和63• 平成 2 年度）

関越道上越線調査事務所長、井上 信（昭和62 • 63年度）、高橋一夫（平成 2 年度）

同総括次長 片桐光一（昭和62 • 63年度）、大沢友治（平成 2 年度）

同次長原田恒弘（昭和62年度）、徳江紀（昭和63• 平成 2 年度）

同調査課長鬼形芳夫（昭和63• 平成 2 年度）

同庶務課係長代理 黒沢重樹（昭和62 • 63年度）、宮川初太郎（平成 2 年度）



同庶務課主任 国定均（昭和63年度）、笠原秀樹（平成 2 年度）

臨時職員 山崎郁夫、神戸市四郎、町田康子、本城美樹、田中智恵美、松井留男、後閑玲子

7 報告書作成担当者

編 集綿貫鋭次郎

本文執筆 原田恒弘、右島和夫、綿貫鋭次郎、船藤亨、小林徹、津金沢吉茂（専門員）、飯島義雄（専門員）、

菊池実（主任調査研究員） （※ 文末に執筆者名を付記した）

遺構写真 右島和夫、綿貫鋭次郎、船藤亨、小林徹、依田治雄

遺物写真佐藤元彦（技師）、飯島義雄

遺物保存処理 関邦ー（技師）、北爪健二（嘱託員）、小材浩一（補助員）

遺物観察 右島和夫（古墳～平安）、津金沢吉茂（石造物）、飯島義雄（弥生）、菊池実（縄文）、

関口博幸（石器）、綿貫鋭次郎（中・近世）

遺物実測・図版作成 石井緑、岩佐荏美枝、柿田順子、金田とも、中村順子、藤野ヒロ子、山縣深雪

（上記大御堂整理班の他に、矢田遺跡整理班、田篠・塩之入城遺跡整理班の協力を得た。）

委託関係 空中写真は御青高館に、航空写真測量を昧国際航業に、遺構測量及びトレースを卸測研に、

花粉分析・鉱物分析を閥パリノ・サーヴェイに、胎土分析を昧第 4 紀地質研究所に委託し、

人骨鑑定を緑川順氏、宮崎重雄氏に、石材鑑定を陣内主ー氏に依頼した。

8 報告書作成にあたり、下記の諸機関、諸氏に御教示、御指導をいただいた。記して謝意を表す次第であ

る。（以下敬称略）

愛知県陶磁文化資料館、足利市教育委員会、いわき市教育委員会、神川町教育委員会、鎌倉市教育委員会、

瀬戸市教育委員会、鶴ヶ島町教育委員会、奈良国立文化財研究所、横浜市教育委員会、前橋市教育委員会、

藤岡市教育委員会、藤岡市役所、吉井町教育委員会、富岡市教育委員会、赤羽一郎、浅野晴樹、市橋一郎、井

上太、伊藤実、上原真人、浦部正視、大上周三、大野清一郎、大塚初重、大橋康二、片山元治、加藤充彦、勝明

道、金沢陽、亀井明徳、久保智康、エ楽善通、小島純一、小森俊寛、斉木秀雄、佐川正敏、佐藤昭嗣、志村哲、清

水滋、清水信行、菅原征子、関口正巳、早田勉、田野倉武男、田村晃一、田村誠、玉林美男、坪井清足、徳永貞

紹、永井正憲、仲野泰裕、中原斉、西川制、橋本久和、服部郁、原博志、福田誠、藤沢良祐、藤田邦雄、古郡正志、

堀越克美、堀越茂三郎、前原豊、松村和男、峰岸純夫、宮本長二郎、茂木由行、茂木努、森島康雄、吉岡康暢、吉

田章一郎、五十嵐瓦店、中村鬼瓦店、藤岡市農業協同組合平井支所、石坂茂、石塚久則、大江正行、大西雅弘、

木津博明、木村収、小島敦子、坂ロ一、須田茂、新井仁、斎藤利昭、関口功一

9 出土遺物は一括して、群馬県埋蔵文化財調査センターの収蔵庫に保管してある。

10 発掘調査従事者

秋谷幸子、阿久津巳ツ子、新井峰子、荒舘好枝、有坂美江子、石井美津恵、伊藤寿、今井康久、内海好子、大柿

梅子、大木恒雄、大河原不美江、太田清子、太田保、小川正夫、岡崎昭子、岡部専八、小川茂吉、荻原マスミ、荻

野操、金井ミツェ、梶山市、河野セツ子、木部和子、木部つぎ子、黒沢幸代、小林喜美子、小林千代子、小林幸

雄、小峰政八、小山ツル、斎藤喜和子、斎藤邦枝、斎藤敏子、斎藤初子、桜井はる枝、清水妙子、須川幸、鈴木ヤ

ス、関口真一、関沼イソ、関沼和市、関沼さだ、高橋槌理、高山つね代、田口佳子、竹内文蔵、多胡なか、田島八

重子、徳江喜子、豊島たか、中村栄子、中山良江、萩原重寿、羽切四郎、林敏江、原田キクエ、平井光子、細矢ひ

さえ、堀ロシゲル、堀口孝子、堀越利政、堀越美恵子、松田ちか子、松本千代、三木まつ江、宮澤廣治、宮沢ひ

さ、八木保子、山下昭二郎、藤岡市立西中学校歴史研究部（米山康子先生引率）



凡 例

1 本報告書中に掲載した地形図は、国土地理院1 : 50000、 1 : 25000地形図、藤岡市都市計画図1 : 2500 を縮

小して使用した。

2 本書中の方位記号の方向は座標北 (G.N.) を指す（国家座標第IV系）。

3 本書中の挿図縮尺は以下を標準として作成した。

1 : 30 火葬跡、火葬墓、墓壊、土坑、住居跡内カマド跡遺構平面図

1 : 40 敷石住居跡、配石墓 1 : 50 溝状遺構土層断面図、溝状遺構遺物分布図

1: 60 竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、井戸跡 1 : 80 溝状遺構

1 : 100 濠跡・土塁跡・池跡・溝状遺構

4 遺物実測図の縮尺は次のとうりである。

1 : 200 、 1: 400、 1: 500 遺構全体図関係

％ガラス小玉 ½小型土製品・石製品、銭貨、鉄砲玉、鉄製品 ％土器（小型）、 陶磁器

％土器（大型）、瓦類 ％瓦類、陶器（大甕）、石製品・石造物（中世） ％石材

5 遺構及び遺物実測図中のスクリーントーン及びドット表示は下記のことを示す。

表土層（浅間A軽石） 冒璽暗褐色粘質土層 □□ 黒褐色砂質土（浅間 B軽石）

□ 黒色土層 圃•l 粘質土・シルト質土 固函砂礫層

蓋璽ローム層 (Y.P.)

ロコ炭化物・灰

響ローム層 (B.P.)

こコ焼 土

●手捏成形土師質土器 〇ロクロ成形土師質土器

△軟質陶器（焙烙・火舎香炉類） ＊中世陶器

●輸入磁器 楽国産磁器（肥前系青磁）

口図瓦 B 類

む須恵器

◆鉄製品

④鬼瓦A類

®ガラス小玉

④銭貨

区四ローム層（A.T.)

▲軟質陶器（摺鉢・内耳鍋類）

合近世陶器

口瓦 A 類

回鬼瓦B類

·~砥石

◇金属製品（銅•他）

（なお、上記の例以外のものについては、その都度凡例を示すこととした。）

6 出土遺物に関しては遺物観察表を用いて記した。なお、遺物番号は本報告書掲載•取り扱い遺物につい

て各調査区毎の種別通番とし、遺物実測図、遺物実測図内遺物番号、遺物観察表遺物番号、写真図版遺

物番号に一致する。

7 遺物観察表中の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 帥日本色彩研究所色票監修「新版標

準土色帖」 1988年版を使用している。

8 遺構名称については、発掘調査時の名称を整理作業の過程で再検討し、報告書掲載遺構については遺構

の性格にしたがって新たに報告名称を付けた。本報告書では報告名称に（ ）付きで調査名称を付記し

た。また、遺物については、本報告書掲載遺物としたものについて調査区・種別毎の通番とし、報告書

内で統一した。
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第 80 図 大御堂寺院址南池近世石垣遺構平面図・側面図・断面図 第142図 大御堂寺院址出土遺物実測図（1）一土師質土器一

第 81 図 大御堂寺院址中央南西隅遺構平面図 第143図 大御堂寺院址出土遺物実測図(2)一土師質土器一

第 82 図 大御堂第10号掘立柱建物跡遺構平面図 第144図 大御堂寺院址出土遺物実測図（3）一軟質陶器一

第 83 図 大御堂第11号掘立柱建物跡遺構平面図 第145図 大御堂寺院址出土遺物実測図(4)一軟質陶器一

第 84 図 大御堂第 1 号井戸跡遺構平面図 第146図 大御堂寺院址出土遺物実測図(5)一輸入磁器一

第 85 図 大御堂第 2 号土坑遺構平面図 第147図 大御堂寺院址出土遺物実測図(6)一輸入磁器一

第 86 図 大御堂寺院址中央部遺物出土分布図 第148図 大御堂寺院址出土遺物実測図(7)ー中世陶器一

第 87 図 大御堂寺院址東部第14号～第17号溝状遺構平面 第149図 大御堂寺院址出土遺物実測図(8)一近世磁器一

第 88 図 大御堂第14号溝状遺構遺物・礫出土状況平面図 第150図 大御堂寺院址出土遺物実測図(9)一近世磁器一

第 89 図 大御堂第15号溝状遺構遺物・礫出土状況平面図 第151図 大御堂寺院址出土遺物実測図UO)一近世陶器一

第 90 図 大御堂調査区埋葬関連遺構分布図 第152図 大御堂寺院址出土遺物実測図（l0ー近世桟瓦一

第 91 図 大御堂第 1 号配石墓遺構平面図 第153図 大御堂寺院址出土遺物実測図(12)-A類軒丸瓦一

第 92 図 大御堂第 1 号配石墓出土遺物実測図 第154図 大御堂寺院址出土遺物実測図U3)-A類軒丸瓦一

第 93 図 大御堂第 1 号配石墓列石配置平面図 第155図 大御堂寺院址出土遺物実測國04)-A類軒平瓦一

第 94 図 大御堂第 1 号火葬跡遺構平面図 第156図 大御堂寺院址出土遺物実測図U5)-A類軒平瓦一

第 95 因 大御堂第 2 号火葬跡遺構平面図 第157図 大御堂寺院址出土遺物実測図U6)-A類軒平瓦一

第 96 図 大御堂第 3 号火葬跡遺構平面図 第158図 大御堂寺院址出土遺物実測図07)~A類軒平瓦一

第 97 図 大御堂第 4 号火葬跡遺構平面図 第159図 大御堂寺院址出土遺物実測因08)-A類丸瓦一

第 98 図 大御堂第 5 • 6 号火葬跡遺構平面図 第160図 大御堂寺院址出土遺物実測図09)-A類丸瓦ー

第 99 図 大御堂第 5 号火葬跡遺構平面図 第161図 大御堂寺院址出土遺物実測図(20)-A類平瓦一

第100図 大御堂第 6 号火葬跡遺構平面図 第162図 大御堂寺院址出土遺物実測図(2D-A類平瓦一

第101図 大御堂第 4 • 5 • 6 号火葬跡切り込み面土層因 第163図 大御堂寺院址出土遺物実測図('tl)-A類平瓦一

第102図 大御堂第 7 号火葬跡遺構平面図 第164図 大御堂寺院址出土遺物実測図(23)~A類平瓦一

第103屈 大御堂第 8 号火葬跡遺構平面図 第165図 大御堂寺院址出土遺物実測図(24)―A類平瓦一

第104図 大御堂第 8 号火葬跡切り込み面土層図 第166図 大御堂寺院址出土遺物実測図(25)-B類軒丸瓦一

第105図 大御堂第 9 号火葬跡遺構平面図 第167図 大御堂寺院址出土遺物実測図(26)-B類軒丸瓦一

第106図 大御堂第10号火葬跡遺構平面図 第168図 大御堂寺院址出土遺物実測図('ll)-B類軒平瓦一

第107図 大御堂第11号火葬跡遺構平面図（1) 第169図 大御堂寺院址出土遺物実測図(28)-B類軒平瓦一

第108図 大御堂第11号火葬跡遺構平面図(2) 第170図 大御堂寺院址出土遺物実測図(29)-B類軒平瓦ー

第109図 大御堂第 1 号火葬墓遺構平面図 第171図 大御堂寺院址出土遺物実測図（30)-B 類軒平瓦一

第llO因 大御堂第 1 号火葬墓出土遺物実測図 第172図 大御堂寺院址出土遺物実測図(30-B類丸瓦一

第111図 大御堂第 9 号火葬跡・第 1 号火葬墓•第 1 号土坑墓遺構切 第173図 大御堂寺院址出土遺物実測図(32)-B類丸瓦一



第174図 大御堂寺院址出土遺物実測図(33)-B類丸瓦一 第237図 前原第 4 号掘立柱建物跡遺構平面図

第175図 大御堂寺院址出土遺物実測図(34)― B類丸瓦一 第238屈 前原第 5 号掘立柱建物跡遺構平面因

第176図 大御堂寺院址出土遺物実測図(35)-B類丸瓦一 第239図 前原第 6 号掘立柱建物跡遺構平面図

第177図 大御堂寺院址出土遺物実測図(36)-B類丸瓦一 第240図 前原調査区西群掘立柱建物跡遺構平面図

第178図 大御堂寺院址出土遺物実測図(37)-B類平瓦一 第241図 前原第 7 号掘立柱建物跡遺構平面図

第179図 大御堂寺院址出土遺物実測図（⑱-B類平瓦一 第242図 前原第 8 号掘立柱建物跡遺構平面図

第180図 大御堂寺院址出土遺物実測図(39)-B類平瓦一 第243図 前原第 9 号掘立柱建物跡遺構平面図

第181図 大御堂寺院址出土遺物実測図(40)-B類平瓦一 第244図 前原第 1 号井戸跡遺構平面図

第182図 大御堂寺院址出土遺物実測図(4U-B類平瓦一 第245図 前原第 1 号井戸跡出土遺物実測図

第183図 大御堂寺院址出土遺物実測図(42)-B類平瓦一 第246図 前原調査区出土遺物実測図(5)一輸入磁器一

第184図 大御堂寺院址出土遺物実測図(43)-B類平瓦一 第247図 前原調査区出土遺物実測図(6)ー近世磁器一

第185図 大御堂寺院址出土遺物実測図(4-0-A類鬼瓦一 第248図 前原調査区出土遺物実測図(7)-D 区・中近世遺物一

第186図 大御堂寺院址出土遺物実測図(45)-A • B類鬼瓦一 第249屈 前原調査区出土遺物実測図(8)-E 区・中近世遺物一

第187図 大御堂寺院址出土遺物実測図(46)一銭貨一 第250図 前原調査区出土遺物実測図(9)-E 区・銭貨・石製品一

第188図 大御堂寺院址出土遺物実測図(47)ー鉄製品 1- 第251図 上谷戸調査区出土遺物実測図(1)一縄文土器・石器一

第189固 大御堂寺院址出土遺物実測図(48)一鉄製品 2- 第252図 上谷戸調査区斜面部遺構全体図

第190因 大御堂寺院址出土遺物実測図(49)ー鉄製品 3- 第253図 上谷戸第 1 号住居跡遺構平面図

第191固 大御堂寺院址出土遺物実測図(50）ー鉄製品 4- 第254図 上谷戸第 1 号住居跡カマド平面図

第192図 大御堂寺院址出土遺物実測図(50ー鉄製品 5- 第255図 上谷戸第 1 号住居跡出土遺物実測図(1)

第193國 大御堂寺院址出土遺物実測図(52)ー鉄製品 6- 第256固 上谷戸第 1 号住居跡出土遺物実測区(2)

第194図 大御堂寺院址出土遺物実測図(5.1）ー鉄製品 7- 第257図 上谷戸第 1 号住居跡遺物分布図

第195図 大御堂寺院址出土遺物実測図(54)―石製品一 第258図 上谷戸第 2 号住居跡遺構平面図

第196図 大御堂調査区 c 区遺構全体屈 第259図 上谷戸第 2 号住居跡カマド平面屈

第197図 大御堂調査区 C 区中世遺構平面図 第260図 上谷戸第 2 号住居跡出土遺物実測図

第198図 大御堂調査区 c 区東群掘立柱建物跡遺構平面図 第261図 上谷戸第 2 号住居跡遺物分布図

第199図 大御堂第12号掘立柱建物跡遺構平面図 第262図 上谷戸第 3 号住居跡遺構平面図

第200図 大御堂第13号掘立柱建物跡遺構平面図 第263図 上谷戸第 3 号住居跡カマド平面図

第201図 大御堂第14号掘立柱建物跡遺構平面図 第264図 上谷戸第 3 号住居跡出土遺物実測図

第202図 大御堂調査区 C 区西群掘立柱建物跡遺構平面図 第265國 上谷戸第 3 号住居跡遺物分布図

第203図 大御堂第15号掘立柱建物跡遺構平面図 第266図 上谷戸第 4 号住居跡遺構平面図

第204図 大御堂第16号掘立柱建物跡遺構平面図 第267図 上谷戸第 4 号住居跡出土遺物実測図

第205図 大御堂第17号掘立柱建物跡遺構平面図 第268図 上谷戸第 5 号住居跡遺構平面図(1)一床面一

第206図 大御堂第18号掘立柱建物跡遺構平面図 第269図 上谷戸第 5 号住居跡遺構平面図(2)一掘り方面一

第207図 大御堂第19号掘立柱建物跡遺構平面図 第270図 上谷戸第 5 号住居跡出土遺物実測図（1)

第208図 大御堂第 2 号井戸跡遺構平面図 第271図 上谷戸第 5 号住居跡出土遺物実測図(2)

第209図 大御堂調査区出土遺物実測図(5.5)-C 区グリッドー 第272因 上谷戸第 5 号住居跡遺物分布図

第210図 大御堂調査区浅間A軽石埋没畠作遺構平面図 第273図上谷戸第 1 号集石遺構平面図

第211図 大御堂第 3 号土坑遺構平面図 第274図 上谷戸第 1 号集石遺構出土遺物実測因

第212図 大御堂第 4 号土坑遺構平面図 第275図 上谷戸第 1 号溝状遺構平面因

第213図 前原調査区遺構全体図 第276図 上谷戸第 1 号溝状遺構出土遺物実測因

第214図 前原第 1 号住居跡遺構平面図 第277図 上谷戸調査区出土遺物実測図(2)一土師器・埴輪一

第215図 前原第 1 号住居跡遺物分布図 第278図 上谷戸調査区出土遺物実測図(3)一須恵器一

第216図 前原第 1 号住居跡出土遺物実測因 第279図 上谷戸調査区溝状遺構土層断面図（1)

第217図 前原第 2 号住居跡遺構平面図 第280図上谷戸調査区平坦部遺構全体図

第218図 前原第 1 号土坑遺構平面図 第281因 上谷戸調査区溝状遺構土層断面図(2)

第219図 前原第 1 号土坑出土遺物実測図 第282図 上谷戸調査区溝状遺構出土遺物実測図ー中近世遺物一

第220図 前原第 2 号土坑遺構平面図・遺物分布図 第283図 上谷戸第 1 号掘立柱建物跡遺構平面図

第221図 前原第 2 号土坑出土遺物実測図 第284図 上谷戸第 1 号石組み遺構平面図

第222図 前原第 3 号土坑遺構平面図・遺物出土平面図 第285図 上谷戸第 1 号石組み遺構出土遺物実測固（1)

第223図 前原第 3 号土坑出土遺物実測図 第286図 上谷戸第 1 号石組み遺構出土遺物実測図(2)

第224図 前原第 4 号～第11号土坑遺構平面図 第287図 上谷戸第 1 号石組み遺構出土遺物実測図（3)

第225図 前原第12号土坑遺構平面図 第288図 上谷戸第 1 号井戸跡遺構平面図

第226図 前原第12号土坑遺物分布図 第289図 上谷戸第 1 号井戸跡出土遺物実測図

第227図 前原第12号出土遺物実測図一縄文土器・石器・軟質陶器一 第290図 上谷戸第 2 号井戸跡遺構平面図

第228図 前原調査区出土遺物実測図(1)一縄文土器一 第291図 上谷戸第 2 号井戸跡出土遺物実測図

第229図 前原調査区出土遺物実測図(2)一縄文土器一 第292図 上谷戸第 1 号～第 6 号土坑遺構平面図

第230図 前原調査区出土遺物実測図(3)一縄文土器一 第293図 上谷戸第 7 号～第19号土坑遺構平面図

第231図 前原調査区出土遺物実測図(4)一先土器・縄文石器一 第294屈 上谷戸第20号・第21号土坑遺構平面固

第232図 前原調査区道路跡遺構平面図・土層断面因 第295図上谷戸第22号土坑遺構平面図

第233図 前原第 1 号掘立柱建物跡遺構平面図 第296図 上谷戸第22号土坑出土遺物実測図

第234図 前原第 2 号掘立柱建物跡遺構平面図 第297図 上谷戸第23号土坑遺構平面図

第235図 前原調査区近世屋敷跡遺構平面図・土層断面図 第298図 上谷戸第24号土坑遺構平面図

第236図 前原第 3 号掘立柱建物跡遺構平面図 第299図 上谷戸第24号土坑出土遺物実測図



第300図 上谷戸第25号土坑遺構平面図 第330図 上谷戸調査区出土遺物実測図聞ー板碑一

第301図 上谷戸第26号土坑遺構平面図 第331図 上谷戸調査区出土遺物実測図(18)ー板碑・石臼一

第302因 上谷戸第26号土坑出土遺物実測図 第332図 鏑川流域敷石住居検出遺跡分布固

第303図 上谷戸第27号土坑遺構平面図 第333図 鏑｝ l|流域検出の敷石住居跡変遷図

第304屈 上谷戸第27号土坑出土遺物実測図 第334図 臨池伽藍寺院遺構集成図(1)

第305図 上谷戸第28号土坑遺構平面図 第335図 臨池伽藍寺院遺構集成図（2)

第306図 上谷戸第29号土坑遺構平面因 第336図 大御堂寺院址寺域推定図

第307図 上谷戸第29号土坑出土遺物実測図 第337図 大御堂寺院址遺物分布図(1)一瓦一

第308図 上谷戸第30号土坑遺構平面図 第338図 大御堂寺院址出土瓦当文様分類図

第309図 上谷戸第30号土坑出土遺物実測図 第339図 中世瓦集成固

第310図 上谷戸第31号～第33号・第36号・第37号土坑遺構平面図 第340図 大御堂寺院址遺物分布図(2)一土師質土器一

第311図 上谷戸第34号土坑遺構平面図 第341図 大御堂寺院址出土土師皿編年図(1)

第312図 上谷戸第34号土坑出土遺物実測図 第342図 大御堂寺院址出土土師皿編年図(2)

第313図 上谷戸第35号土坑遺構平面屈 第343図 大御堂寺院址遺物分布図(3)一輸入磁器一

第314図 上谷戸第35号土坑出土遺物実測屈 第344因 大御堂寺院址遺物分布図(4)一軟質陶器一

第315図 上谷戸第38号土坑遺構平面図 第345図 大御堂寺院址遺物分布図(5)一陶器一

第316図 上谷戸第38号土坑出土遺物実測図 第346図 大御堂寺院址遺物分布図(6)一磁器一

第317図 上谷戸調査区出土遺物実測図(4)一土師質土器一 第347図 大御堂寺院址遺物分布図(7)一鉄製品一

第318図 上谷戸調査区出土遺物実測図（5）一軟質陶器・陶器（摺鉢 第348図 大御堂寺院址遺物分布図(8)一銭貨一

類）一 第349図 群馬県内輸入磁器出土遺跡分布図

第319屈 上谷戸調査区出土遺物実測因(6)一陶器（摺鉢類）一 第350図 三角ダイヤグラム位置図
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抄録

1 遺跡の概略

白石大御堂遺跡は、群馬県藤岡市大字白石字大御堂•前原・上谷戸地内に所在する遺跡で、上信越自動車

道（関越道上越線）の建設工事に伴い、路線内の埋蔵文化財の記録保存を目的として、発掘調査が昭和62年

4 月より平成元年 3 月までの期間に、整理事業が平成 2 年 4 月より平成 3 年 3 月まで実施された。

遺跡は藤岡市街地の西方、鮎川左岸河岸段丘上の標高105m~140mのところに広がる。調査区域は長さ約

800m （幅約70m) にわたり、地形的には東から鮎川左岸上の沖積低地面（大御堂調査区）・洪積台地面（前原

調査区）・丘陵山麓地形（上谷戸調査区）とに区分でき、調査前には主に水田・畑地として利用されていた。

調査により縄文・古墳•平安の各時代の住居跡、中世の寺院址・埋葬遺構群、中近世の掘立柱建物跡・井戸

跡・土坑などが検出された。調査により確認され報告する遺構・遺物は下表のとうりである。（報告遺構件数

196件）

2 遺構数量

言言I/|：□1□1¥：IT；[IIIT.明1言丁：：I；□1溝状可］］ロニ石］主□／2
※遺物 I • | •| • | • | • | • I • I • I 遺構

（凡例 ◆遺構検出 ◇遺物出土）

, 
31 6 I 49 7 I 31 58 5

 

3 ま と め

先土器・縄文・弥生時代 前原調査区で尖頭器が 1 点、表採ではあるが確認された。縄文時代の遺構は、前

原調査区(D区）で竪穴住居跡が 2 軒、大御堂調査区 (C 区）で敷石住居跡が 2 軒検出されたほか、前原調査

区で土坑が検出された。いずれも中期後半である。遺物は前期から確認され、中期のものが多く、 C 区では

晩期から弥生時代初期（中期初頭）の土器もまとまって出土している。

古墳～平安時代 上谷戸調査区の丘陵斜面部で竪穴住居跡が 5 軒（古墳 2 、平安 3) 確認された。ここでは

古式の土師器片もややまとまって出土している。大御堂～前原調査区では、土師器・須恵器・埴輪片などの

遺物が少量出土しており、 C 区では溝が 1 条確認されている。

中世・近世 大御堂調査区で、中世創建と考えられる寺院址を検出した。寺院の堂宇を確認するには至らな

かったものの、濠・土塁・溝・池及び井戸跡・掘立柱建物跡などの寺院施設を構成すると考えられる遺構群

と、瓦・中世土器・陶磁器類・金属製品などを初めとする多種多量の遺物が出土しており、「アミダイケ」「大

御堂」等の地名伝承を裏付ける結果となった。更に、大御堂調査区の西半 (C 区）においては 2 つの掘立柱

建物跡群が方形に区画された溝とともに検出され、寺院址とも何らかの関連性をもつものと考えられる。ま

た、寺院址では埋葬関連の遺構（配石墓・火葬跡・火葬墓・土坑墓・土壊等）がまとまって検出された。特



に、配石墓は寺院址のほぼ中央部に位置し、骨蔵器も出土して、寺院との関連が注目される。このほか、前

原調査区で溝に囲まれた掘立柱建物跡群が、上谷戸調査区でも近世の屋敷跡とみられる遺構があり大量の近

世陶磁器類を出土している。今回の調査では、鮎川左岸の沖積低地面（大御堂調査区）・洪積台地面（前原調

査区）・丘陵山麓地形（上谷戸調査区）への各時代の土地開発状況の一端が明らかになった。特に、沖積低地

面からの縄文時代敷石住居跡・中世寺院址の検出は、従来あまり注目されなかった立地条件でもあり、今後、

当該地域における地域史の研究を進めるうえで重要な遺跡・遺構であると言えよう。



第 1 節 発掘調査の経緯

第 I 章 調 査 の 経 過

第 1 節 発掘調査の経緯

ー 上信越自動車道の建設工事と白石大御堂遺跡の発掘調査

昭和37年10月、全国総合開発計画が閣議決定された。高度経済成長の達成と所得格差拡大の是正、地域間

の均衡ある発展をその骨子とし、昭和45年を目標年次として策定された。特に地域発展の要素として、交通

運輸手段・道路網の整備が大きくクローズアップされた。そうした中で関越自動車道直江津線（上越線）は、

国土の発展と産業の振興、関東と日本海側・中部地域との連携などを基本として昭和41年度に予定路線とし

て第一次調査が実施された。

昭和44年 5 月、全国総合開発計画を受け、新全国総合開発計画（新全総）が決定された。 これは昭和60年

度を達成目標とし、引き続き高度経済成長を目指したもので、人口と産業の大都市集中を是正し、情報化、

m 

第 1 図 白石大御堂遺跡位置図

ー



第 I 章調査の経過

国際化、技術革新の進展を図り、開発の全国土への拡大と均衡化、開発に伴う大プロジェクト構想を骨子と

するものである。

昭和47年 6 月、関越自動車道直江津線の建設は、先の第一次調査の結果を経て第22回国土開発幹線自動車

道建設審議会に諮られ、基本計画が告示された。建設路線の起点は藤岡市から長野市までの区間とし、以降

昭和48年11月、更に長野市から上越市まで、東京練馬インターを起点として総延長280kmの区間の基本計画が

決定された。

折りしも、日本列島改造論が国土開発の中核として浮上し、新全総計画の中に盛り込まれた。日本列島改

造計画は、都市部に集中した工業の地方分散を図り、新25万人都市作りにより、都市への一極集中を是正す

る。更に全国一日通勤圏構想として主要都市間を新幹線と高速道路網で結ぶ事がその骨子であった。特に列

島改造論の中に新潟地区、松本・諏訪地区が新産業都市構想の中に位置付けられ、新幹線並びに高速自動車

道路の早期着手は関東と中部・日本海側を結ぶ動脈としてその重要性が提起された。こうした状況の中で関

越自動車道直江津線は、昭和48年第一次石油ショックによる若干の影響を受けながらも、その後の事業計画

の中で起点を藤岡市とし、長野県佐久市に至る全区間 4 車線67kmについての計画が策定された。

昭和49年 5 月、群馬県教育委員会では当該事業にかかる路線決定にあたり、藤岡市から下仁田町に至る文

化財並びに埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについて、群馬県企画部幹線交通課あて次のとうり要請した。 (1)基

本計画ルート決定に際し、文化財保護法を遵守する。 (2)市町村並びに県、国指定史跡を避ける。 (3)文化財の

取り扱いについては県教育委員会と協議する。

昭和52年11月、第三次全国総合開発計画（三全総）が10年間を目途として策定された。三全総では従来の

高度成長経済から安定成長経済へ、更に国土資源・エネルギーの有効利用、人間居住の総合的環境整備など

の方向性が提起された。

昭和53年 5 月、建設省から「関越自動車道（直江津線）藤岡・佐久間に関する環境影響調査報告書」（環境

アセスメント）が提示された。この中で路線決定に際し、先に行った文化財保護課の要請に基づいて、動・

植物の生態系を含め、主要な文化財については特に留意するとの方向性が提示された。

昭和54年、建設大臣より日本道路公団に対し、関越自動車道上越線の工事施行命令が下された。

昭和55年、群馬県教育委員会文化財保護課では通過周辺市町村における埋蔵文化財分布調査を実施し、「関

越自動車道上越線関連公共事業調査報告書」を作成した。

昭和56年、群馬県藤岡市 (5.6km) 、吉井町 (6.3km) 、甘楽町 (4.3km) 、富岡市 (11.6km) 、妙義町 (2.5km) 、

松井田町(19.5km) 、下仁田町 (5.3km) 、長野県佐久市 (11.9km) を通過する路線が発表され、昭和59年に県

教育委員会では予定路線にかかる埋蔵文化財包蔵地の詳細分布調査を行った。その結果、遺跡地の分布状況

から濃・淡及び要試掘区域とに区分した。遺跡数では55遺跡、発掘対象面積はおよそ100万m主なった。

県教育委員会ではかねてより日本道路公団と埋蔵文化財発掘調査について協議を行ってきたが、昭和60年

度に次の事項について合意に至った。

(1)発掘調査は昭和66年に終了する。 (2)調査は閲群馬県埋蔵文化財調査事業団が富岡市以東の約76万面につ

いて主に実施し、富岡市以西の約22万面については調査会方式の導入を図るほか、関係市町村にたいし円滑

な調査協力を依頼する。 (3湘漉罪翡珪且蔵文化財調査事業団に調査に必要な事務所を開設し、併せて整理作業

を実施する。調査の実施は日本道路公団東京第二建設局が群馬県教育委員会に依頼する。

昭和61年度、詞群馬県埋蔵文化財調査事業団関越道上越線調査事務所が多野郡吉井町南陽台 3 -15-8 に開

設され、職員15人体制で矢田・羽田倉・田篠・西平城の各遺跡について発掘調査を実施した。なお、妙義町
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古立 II遺跡について、妙義町遺跡調査会が発足し、

調査を実施した。

昭和62年度、上越線調査事務所では 6 班22人体制

をもって、大御堂・栗崎八幡・矢田・羽田倉・田篠・

内匠下高瀬・上神保・植松・塩之入城東•井出•安

坪の各遺跡について調査を実施した。なお、当該年

度に藤岡市において新堀・稲荷屋敷、下仁田町遺跡

調査会で柚瀬、松井田町遺跡調査会で恩賀の各遺跡

についてそれぞれ調査を実施した。また、群馬県教

育委員会では遺跡地の範囲等の確認のため予定路線

内の試掘調査を実施した。

大御堂遺跡は藤岡市白石字大御堂・前原・上谷戸

に位置し路線長はほぽ800m、調査対象面積は35,000

面であった。調査に際し、東より 100m毎にA~G 区

までのグリッドを設定した。

調査に先立ち、日本道路公団高崎工事事務所から

鮎川橋梁部分の工事を先行するため、 A区の東端約

2, OOOrri'について最優先区間として調査を実施して

ほしい旨の依頼があった。このため調査は当該地の

A区に着手し、続いて D 区 (4, lOOrri')、 A·B 区 (10,

500rri')の順に実施したものである。また、 A 区にか

かる園池遺構が農道下にあたるため、藤岡市と協議

の結果、この部分に迂回路を設置することにより、

園池遺構の全容が解明されるに至った。（原田恒弘）

2 白石大御堂遺跡の調査

(1) 発掘調査・整理事業の概要

白石大御堂遺跡（事業名称＝大御堂遺跡）の発掘

調査事業は昭和62年度・昭和63年度の 2 カ年にわ

たって実施された。当初計画で調査対象となったの

は、関越道上越線建設予定地のうち鮎川橋梁部分よ

り西側の、路線長約700mの区間 (STA.67~STA.75)

である。

発掘調査は群馬県教育委員会の委託を受けた財団

法人群馬県埋蔵文化財調査事業団関越道上越線調査

事務所が担当することとなり、関越道上越線建設予

定地内の埋蔵文化財の発掘調査が開始されてから 2

年目の昭和62年度から実施されることとなった。当
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初の計画では、分布調査及び過去における周辺遺跡

の調査例などから、沖積低地面に比べて洪積台地面

での埋蔵文化財の濃密な包蔵が予想されており、

の包蔵予想面積は約35,000m刈低地面9,800m', 台地

面25, 200rriり であった。（第 2 図）

発掘調査は、鮎川橋梁工事予定地部分、県道金井

倉賀野停車場線袴線橋部分を順次優先して着手する

ということを前提に、用地買収の進展の具合を見な

がら、基本的には東から西へ進めるという方針で、

昭和62年度にはA 区、

G 区、

変更があった。

ある。

べる。

(2) 

D 区、

そ

B 区の順に、昭和63年

度はそれを継続する形でB 区、 C 区、 E 区、

H 区の順に発掘調査を実施した。

F 区、

発掘調査実施の過程でいくつか当初計画の方針の

そのひとつは、調査区域には含まれ

ていなかった西側丘陵部分の調査対象区域への編入

とそれに伴う試掘調査の実施であり、 もう一点は、

調査実績に基づく調査対象面積の算定方法の変更で

この結果、昭和62 • 63年度を合計した発掘調

査面積は総計で55,000m' tいうことになる。

以下、発掘調査・整理事業のあらましについて述

昭和62年度発掘調査事業

白石大御堂遺跡の発掘調査は、鮎川橋梁工事とい

う道路公団側の優先着工区間に関わることから、関

越道上越線の調査開始 2 年目に実施することとなっ

た。昭和62年度の発掘調査事業は、鮎川橋梁工事に

よる早期引き渡し予定工区のA 区から着手し、

後、洪積台地面のD 区の調査を実施した後、再び低

地面のA区の残り部分とそれに続く B 区の調査を実

施するという工程にしたがって、 62年 4 月 20 日より

現場での諸作業を開始し、 4 月 28 日の発掘作業員募

集説明会をへて、

その

5 月 1 日より本格的に着手し、 63

年 3 月 25 日まで実施した。

大御堂調査区の東半分にあたる A•B 区の調査で

は、中世創建の寺院址が検出された。 この寺院址で

は濠・溝・土塁・池等の寺院施設と考えられる遺構、

火葬跡・火葬墓をはじめとした埋葬遺構群、近世以

降の土地利用を物語る溝等の遺構と、中近世の土
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器・陶磁器・瓦類などをはじめとし、石造物・石製品、銭貨・鉄製品等、多様な遺物が出土している。また、

前原調査区の東半分にあたる D 区の調査では縄文時代の住居跡・土坑等が確認された。

昭和62年度の調査の主眼は大御堂調査区 (A·B 区）の中世寺院址におかれたが、ほぽ全容が明らかになっ

た 2 月末の段階で遺構全景の空中写真撮影を実施し、調査成果の公表をすべく現地説明会を 2 月 19 • 20 日の

両日にわたり開催した。寺院址部分については更に調査を続け、寺院創建時の遺構面の検出に努めた。

(3) 昭和63年度発掘調査事業

昭和63年度の発掘調査事業は、年度当初に担当者 1 名の交替もあって、 4 月 12 日より前年度事業を継続す

る形で再開し、平成元年 3 月 3 日に発掘調査現場におけるすべての調査を終了した。年度当初は前年度に実

施した大御堂調査区（ B 区及びそれに西接する C 区）の調査を行い、引き続き前原調査区 (E·F 区）、上谷

戸 (G·H 区）の順に実施した。また、当初予定になかったマーク外(I区）の試掘調査も併せて実施した。

大御堂調査区は西半分（ B 区西半と C 区）が調査対象となったが、東側の中世寺院址の遺構（掘り方）底

面の確認作業と並行して遺構検出を行った。遺構確認面は 2 面あり、上層（中近世遺構面）では溝状遺構・

掘立柱建物跡•井戸跡などが確認され、下層では縄文時代の敷石住居跡 2 軒と遺物散布地が検出された。

前原・上谷戸調査区は遺構の残存状況があまり良好とは言えず、また、調査対象区域内に宅地・墓地等も

あって調査の進行に影響を与えた。前原調査区はE 区東半の県道東部分と県道西部分でそれぞれ掘立柱建物

跡群を検出した。前原調査区は遺構の残存状況が悪く、表土（耕作土）層下はすぐにローム面となり、この

間の地層の堆積は認められず、耕作の直接的な遺構面への作用もあって遺構確認は困難であった。また、前

原調査区と上谷戸調査区との間 (F 区）はトレンチによる試掘調査で遺構・遺物が検出されず、遺構・遺物

の包含層とみなされる層位の確認もなかったので、試掘調査のみとして、全面発掘は行なわなかった。

上谷戸調査区の調査において、当初計画された範囲は美濃山丘陵の裾までで、丘陵斜面部は含まれていな

かったが、この丘陵斜面部が藤岡市教育委員会実施の遺跡詳細分布調査で埋蔵文化財の包蔵が確認されてい

ることが判明し（平井地区No.14遺跡）、県教委・道路公団と協議した結果、調査対象区域に取り入れ試掘調査

を実施することとなった。上谷戸調査区では、当初から予定されていた丘陵裾部 (G • H 区）で近世の屋敷

跡と考えられる井戸跡・溝・土坑などの遺構が陶磁器類を中心とする出土遺物とともに検出され、丘陵斜面

部 (H区・マーク外＝ I 区）では古墳～平安時代の竪穴住居跡 5 軒が検出された。

63年度の調査では全般に遺構覆土が薄く、表土掘削後はすぐに洪積台地を形成するローム面となるため、

遺構の残存状況は極めて悪く、試掘調査のみの区域もあって、広い面積にかかわらず調査が早く進行した。

(4) 平成 2 年度整理事業

白石大御堂遺跡の整理作業は平成 2 年度事業として計画され、多野郡吉井町南陽台にある関越道上越線調

査事務所整理棟に於いて平成 2 年 4 月より、平成 3 年 3 月末まで実施された。整理作業は遺構・遺物の種別

が多岐に亙り、一部復元困難な遺物や保存処理を必要とするものが多くあり、進捗状況ははかばかしくなかっ

たが、関係者の労苦を惜しまぬ協力により予定期間内での作業は達成することができた。（綿貫鋭次郎）

1990. 4 月 整理作業開始。遺物分類・仕分け作業。 10月 遺物・遺構図版作成、観察表・原稿執筆。

5 月 遺物分類・接合・復原作業。 11月 遺物・遺構図版作成、観察表・原稿執筆。

6 月 遺物分類・接合・復原作業。 12月 図版作成・図版組み、観察表・原稿執筆。

7 月 遺物実測作業開始。瓦類拓本・実測。 1991. 1 月 図版組み作業、観察表・原稿執筆。

8 月 遺物実測作業。遺構図版作成作業。 2 月 図版組み作業、原稿執筆、入札。

9 月 遺物実測作業。遺構図版作成作業。 3 月 校正、図面・写真・遺物収蔵作業。
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第 1 表発掘調査工程表

大御堂調査区 前原調査区 上谷戸調査区 1 調査期靡
調査区 2 掘

A B C D E F G H 丘陵部 l 3 発 掘

ぶ呈 1 2 3 4 5 
4 写 真

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 5 実 測

62 • 4 

5 

6 

l 7 

8 

, 

10 

11 : 
12 t t t 

63 • 1 

2 t 
3 

4 

5 

l 6 i 
7 

8 

, 

10 

11 

12 

t l t t t t t t t 
元・ 1

2 t : : 
3 

標高（ m) 105 56 106 93 107 38 108 85 112.81 114.74 115.46 116.42 117.72 118.96 120 35 123.86 126.91 135.28 135.96 141.75 

塁(mN：ロロロニ□～ロコ～ロロ合i(tm門）積
調査面積 7965 11 9,263 73 8,678.37 4,087 50 4,087.50 4,752.86 39,924.38 

試掘面積— 7,387 26 6,400.54 13,787.80 

区別合計 (A B + C) 17,228.84 (DE+F) 16,065 63 G+H 十（丘陵部） + I 20,417 71 53,712 18 

第 2 表整理作業工程表

区分
年月 2/4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 3/1 月 2 月 3 月 備考

接 A ロ

復 元
遺

実 測

トレース

版下作成
物

写真撮影 • • 

写真版組

原図整理

トレース
遺

版下作成

写真版組
構
観察表 • • 
本 文 ) ) } 

その他 -~ • • • 
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1 調査の方法

(1) 調査区の設定

第 2 節調査の方法と実施経過

白石大御堂遺跡の発掘調査を実施するにあたり、遺跡・遺構の位置を明確にして記録保存上の便宜を図る

ため、調査区及び調査用グリッドを設定した。調査用グリッドは日本直角座標系第IV座標軸に合致するよう

に、 X =27000、 Y= -70900を調査区北東隅基点として設定した。調査用グリッドは、 4mを単位とする小グ

リッドとし、その呼称を北から南へは「0、 1 、 2 、 3、……」の順に数字で、東から西へは「 a 、 b 、 C 、……

W 、 x 、y」の順にアルファベットで標記することとし、 4m四方のグリッドの名称は北東隅の交点の名称を

あてることとした。また、東から西へのアルファベット標記については100m毎に「A 、 B 、 C ……」の順に

大文字を冠し、「AaOOグリッド」のように表した。その際、大文字で標記した100m毎の大グリッドを東から

A 区、 B 区、 C 区……として発掘調査時の調査区名称とした。

なお、調査区の名称については、整理の過程でそれぞれの調査区における遺構・遺物の分布範囲及び性格

の再検討を行い地形的要素を加味して、鮎川崖に接する沖積低地面上のA·B·C 区を「大御堂調査区」、遺

跡中程の洪積台地面上のD·E 区を「前原調査区」、洪積台地面奥部から丘陵斜面部にかけて立地する F·G ・

H • I 区を「上谷戸調査区」と、それぞれ小字名を冠して呼称することとした。また、遺跡名称は発掘調査

時には「大御堂遺跡」という事業名称を使用していたが、大字小字連記により遺跡名称を決定するという当

事業団に於ける申し合わせにしたがって『白石大御堂遺跡』と変更した。本報告書では『白石大御堂遺跡j

は発掘調査の事業名称を意味するとともに、 3 つの性格を異にする遺跡（大御堂•前原・上谷戸の各調査区）

の総称として取り扱い、その範囲は関越道上越線の路線内に限定されるものである。

(2) 発掘調査工程

《方法》

発掘調査は、①試掘トレンチを設定し土層観察及び遺構・遺物の包蔵状況の観察等を行った後に、②バッ

クフォー等の大型重機により表土掘削を行い、③遺構面を精査して遺構の有無を確認し、④遺構を掘る、と

いう手順で作業を実施した。表土掘削は、現耕作土とその下の浅間A軽石を含む層までとし、その段階（近

世面）で最初の遺構確認作業を実施した。大御堂調査区 (A· B • C 区）では、 A軽石層下（近世面）での

遺構確認を行い、その後はグリッド毎に地山面（礫層）まで徐々に掘り下げ、それぞれの面で遺構検出を行っ

た。前原調査区(D. E 区）及び上谷戸調査区 (F·G·H· I 区）では表土掘削した段階ですでに地山面

（ローム面）となったため、その面を遺構確認面として遺構検出を行った。

遺構の調査は、平面プランを確認し、土層観察用のセクションベルトを残して掘り下げるという方法で行っ

たが、大御堂調査区の寺院址のように全体がひとつの遺構と考えられる調査区では、グリッドに沿ってトレ

ンチを設定し、セクションを観察しながら掘り下げ、遺構面を検出するという方法をとった。

調査記録は実測図面及び遺構写真として残した。道路公団の建設工事用引照杭から測量基準点をおこし、

それをもとにほぽ 8m方眼にグリッド杭を設定し実測用の測量基準杭とし、調査区全体の図葉割りを行って

S =1/20 • 1/40 を基本として図面を作成した。

《試掘》

当初の事業計画での遺跡地として認定について、調査段階で再検討せざるを得ない状況を生じたため、遺
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跡の範囲及びその内容を把握するための試掘調査を実施した。包蔵の密度が濃いと予想された洪積台地面で

は、表土層下がローム面となり遺構・遺物の残存状況が悪く分布密度も比較的薄かったので、昭和63年度に

入ってから試掘調査を実施した。その結果、前原調査区と上谷戸調査区の間の約100mの区間については遺

構・遺物が確認できなかったので、試掘調査のみにとどめた。また、白石大御堂遺跡の西縁については、当

初計画では美濃山からのびる丘陵の裾までであったが、この丘陵部が藤岡市教育委員会の詳細分布調査によ

る平井地区No.1 4遺跡として周知されたものであることから、新たに調査範囲に加え試掘調査を実施した。

《調査範囲》

白石大御堂遺跡として調査されたのは鮎川崖から約870mの区間、日本道路公団設定の工事中心杭ナンバー

ではSTA.66+50~STA. 75+80の区間である。各調査区の路線長・面積等は第 3 表に示した。

(3) 整理の経過

《基本整理》

出土遺物については発掘調査と並行して水洗・注記を行い、図面・写真類等についても発掘調査終了時ま

でに点検・整理・分類等の基本整理を終了するよう作業を進めたが、その一部は整理作業に持ち越された。

これらの調査資料は、発掘調査終了時に多野郡吉井町南陽台にある関越道上越線調査事務所に仮収蔵し、本

格的な整理事業の実施を待った。収蔵遺物はコンテナバットで約200箱を数える。

《遺物・図面の注記》

遺物の注記は「遺跡名・グリッド名・遺構名・出土層位名・遺物番号」の順に行ったが、該等項目がない

場合は省略した。遺跡名については大御堂調査区を「K J白大」、前原調査区を「K J白前」、上谷戸調査区

を「K J白上」と標記した。また、遺構名称については、遺構種別毎の略称を決めそれぞれの通番とした。

本報告書で使用した遺構名称は整理段階で新たに命名したもので遺構の性格をふまえて再整理したものであ

る。なお、遺物注記は発掘調査時のままとし、図面・写真については調査名に報告名を併記し、記録として

保管することとした。

《整理事業》

調査報告書作成のための本格的整理作業は平成 2 年度に実施した。図版については、現場作成図面を元に

各遺構毎に遺構平面図・土層断面図・遺物出土分布図を編集し、それを集成して遺構全体図を作成した。遺

物については、取り上げたすべての遺物を対象に種別分類を実施し、報告遺物の選択を行った。取り上げた

遺物は属性把握の可能性の残るものを整理対象として選択し、その中で資料化の可能なものを報告対象とし

て掲載した。本遺跡を代表する考古学的な成果は大御堂調査区における中世寺院址遺構とその出土遺物であ

るが、それ以外にも、縄文時代の敷石住居跡や弥生時代初頭の土器及び中近世の屋敷跡などの調査類例が比

較的少ない資料をはじめ、先土器時代より中近世に至るまでの各時代の遺物が比較的連続して検出されて、

非常に豊富な内容を有する遺跡と言える。したがって、整理作業においても各時代の各種遺構・遺物をすべ

て対象とするという点で、通常よりも困難度・難易度の高い遺跡であり、すべてにおいてより専門的な知識

を必要とする点では、多くの人々の手を煩わさるを得ず、また、整理にあたる補助員にも多大な苦労をかけ

たことを特に記しておく。なお、発掘調査報告書作成にあたってはその記録保存を目的とすることに鑑み、

できるだけ多くの資料の公開を目的としたが、種々の制約及び担当者の力量不足のため充分なものとなり得

なかった。今後、本報告書を第二次資料としてより詳細な遺跡（遺構・遺物）の検討が行われることを望む。
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《発掘調査日誌から》
〈昭和62年度発掘調査事業〉

昭和62年 4 月 20 日(,EJ) 発掘調査の事前準備を終了し、現地

での調査準備に取り掛かる。現場事務所設営のための用

地の整地作業を行い、地元関係者関係機関へ調査開始の

挨拶に伺う。

《地元関係者〉

平井地区地権者会、平井地区区長会、藤岡市教育委員会、

藤岡市農協平井支所

4 月 21 日因事務所用プレハブ建て方工事開始、調査用地

内の桑抜根を開始し、調査用物品の搬入を始める。

4 月 27 日(,EJ) 電気・水道・ガス配管工事等終了し、事務所

開設準備整う。前原調査区(D区）桑抜根完了。

4 月 28 日囮大御堂調査区 (A区）桑抜根開始。発掘作業

員募集説明会を藤岡市農協平井支所にて行う。

4 月 30 日困 桑抜根終了。発掘作業員採用予定者へ電話連

絡。

5 月 1 日面本日より発掘調査作業開始。大御堂調査区 (A

区）重機による表土掘削開始。

5 月 6 日困大御堂調査区（A区農道東部分）遺構確認作

業を始める。前原調査区(D区） トレンチ掘削開始。調

査用基準点測量開始。

＊日本道路公団高崎工事事務所関係者来跡。

5 月 8 日面 A区での重機による表土掘削を終え、 D 区の

表土掘削を開始する。

5 月 11 日(,EJ) A 区溝状遺構を検出、遺構の掘り下げを始め

る。 D 区は表土掘削と平行して遺構確認作業を行う。

5 月 13 日困 A 区近世～近代の溝・道路跡調査。発掘作業

員への労働安全教育実施。

5 月 19 日囮 A区溝状遺構確認（第16号・第17号）。 D 区遺

構確認作業。

5 月 22 日面 A区溝状遺構掘り下げ、写真撮影・測輩作業

実施。

5 月 25 日(,EJ) A 区溝状遺構は 8 条を確認し、近世以降の 4

条について掘り下げほぽ終了、中世溝 4 条は掘り下げ途

中。土坑 1 基、ピット数個を掘り下げ。 D 区は表土掘削

と平行して遺構確認作業を行う。

5 月 26 日囮 A 区• D 区測鼠基準杭打ち。 A区溝状遺構精

査。

5 月 27 日困 A区溝状遺構の掘り下げ・写真撮影・平面測

量。 D 区表土掘削終了、重機搬出。

5 月 28 日困 A区溝状遺構全景写真撮影。 D 区遺構確認作

業。

5 月 29 日曲 A区平面測量、写真撮影、 トレンチ掘削。 D

区遺構確認、 トレンチ掘削。

＊高崎市立城山小学校 6 年生、春の遠足で来跡し発掘調査
現場を見学。

6 月 1 日(,EJ) A 区中世溝状遺構精査（第15号・第16号・第

17号）。 D 区遺構確認。

6 月 2 日囮 A区、モニタリングカメラを使用して、遺構

全景写真撮影を実施。「アミダイケ」伝承地草刈。 D 区遺
構確認。

6 月 4 日困 A区溝状遺構写真撮影、遺構測量。鮎川橋梁

工事予定地引き渡し部分の調査終了。 D 区遺構確認作業。

6 月 5 日(,i,) A 区遺構測量、 D 区遺物取り上げ。

6 月 9 日囮 A区道路跡精査、 トレンチ掘削。 D 区遺構面

精査。

6 月 11 日困 A 区遺物取り上げ、遺構測量。 D 区耕作攪乱

土掘り下げ。作業員健康診断実施。

6 月 18 日困 D 区遺構掘り下げ、写真撮影、遺物取り上げ。

B·C 区草刈り作業。「アミダイケ」付近の現況測鼠。

6 月 22 日(,EJ) B 区草刈り。 D 区耕作攪乱土掘り下げ、住居
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跡・土坑検出。

6 月 23 日囮 c 区調査区北縁のトレンチ掘削を実施。 D 区

縄文住居跡（第 1 号住居跡）遺物出土状況写真撮影。

＊藤岡市市教委文化財係長・農政課土地改良係長来跡。

6 月 25 日困 D 区住居跡確認（第 2 号住居跡）。 C 区トレン

チ測量。 B 区トレンチ設定。

＊「アミダイケ」旧地権者郡秀男氏を施主として寺院址の

地鎮祭を行う。

6 月 26 日曲 B 区試掘トレンチ掘り下げ。 D 区第 2 号住居

跡写真撮影。

7 月 1 日困 B·C 区トレンチ掘り下げ、断面測量。 D 区

遺構面精査。

7 月 6 日旧） A 区残り部分、重機による表土掘削。 B 区ト

レンチ測量·写真撮影。

7 月 7 日囮 A区遺構面精査、池跡掘り下げ。 B 区トレン

チ測巖・写真撮影。重機による表土掘削。 D 区耕作攪乱

土掘り下げ。

7 月 9 日困 A区遺構面精査、池跡掘り下げ。 B 区遺構面

精査、軒平瓦出土。重機による表土掘削。 D 区耕作攪乱

土掘り下げ、ピット・土坑の掘り下げと測鼠・写真撮影。

7 月 10 日面 A区池跡写真撮影・測贔。 B 区表土掘削、園

池遺構を確認。測量基準杭打ち。中央部で軒平瓦出土。

D 区耕作攪乱土掘り下げ、ピット・土坑測羅、写真撮影。

7 月 13 日旧） B 区表土掘削、近世畠作遺構検出。草刈り。

D 区耕作攪乱土掘り下げ。住居跡・土坑検出。

7 月 15 日困 B 区表土掘削、遺構検出、銭貨出土「治平元

貨」。調査区北壁、測量・写真撮影。 D 区遺構平面測量。

（この頃、降雨しばしば有り、遺構水没して作業はかど

らず。）

7 月 22 日困 B 区調査区北壁写真撮影。遺構内の水の掻い

出し、北西部瓦溜まり検出。 D 区遺構平面測量。

7 月 23 日困 A·B 区園池遺構排水作業にコンプレッ

サー・排水ポンプを導入、以後園池遺構の調査必需品と

して活躍する。 D 区台地縁辺部精査、遺構平面測星。

7 月 27 日旧） A·B 区園池遺構平面プラン確認、 1 号池～ 3

号池と調査名をつけ、浅間A軽石層の掘り下げを行う。

7 月 29 日困 A·B 区園池遺構浅間A軽石層の掘り下げ、遺

物取り上げ。北西部瓦溜まり写真撮影。

8 月 4 日囮 A·B 区園池遺構掘り下げ、ベルトコンベヤー

搬入。以後大活躍する。

8 月 6 日困 A·B 区園池遺構掘り下げ。 D 区住居跡・土坑

掘り下げ、掘立柱建物跡測星。

8 月 7 日面 A·B 区園池遺構掘り下げ、池汀線小礫面精

査。 D 区住居跡・土坑遺物写真撮影。

8 月 10 日但） A·B 区園池遺構掘り下げ、 2 号池大正期の埋

土・礫の除去。

8 月 12 日困 A·B 区園池遺構掘り下げ、池汀線小礫面精

査。

＊群馬県史編纂室中世史部会来跡。

8 月 13 日困 A·B 区園池遺構排水作業、但し午後雷雨有

り、よって園池遺構の復元的確認が可能。 D 区埋設土器

遺物取り上げ。

8 月 14 日~ A·B 区園池遺構排水作業後雷雨有り。

8 月 17 日但） A·B 区園池遺構排水作業。

＊奈良国立文化財研究所建造物研究室長宮本長二郎先生来

跡。

8 月 18 日囮 A·B 区園池遺構排水作業、遺物平面図作成。

D 区縄文住居跡遺物平面図作成。降雨。

8 月 20 日困 A·B 区園池遺構精査、遺物平面図・土層断面

図作成。 D 区縄文住居跡遺物取り上げ。

＊県教育委員会事務局来跡。

8 月 24 日但） A·B 区園池遺構精査、グリッド毎に掘り下げ

遺構面精査を実施する。土層断面図作成。 , 
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＊吉井町教育委員会茂木氏来跡。

8 月 31 日(Fl) A·B 区園池遺構精査、土層断面図・遺物平面
図作成。 D 区第 1 号住居跡完掘、写真撮影。第 2 号住居

跡精査。
9 月 2 日困 A·B 区園池遺構近世底面ほぼ検出。 1 号池写
真撮影。 D 区土坑掘り下げ。

9 月 7 日卸 園池追構排水作業。降雨のため室内作業。
＊青山学院大学吉田章一郎先生他来跡。
9 月 8 日因 A·B 区園池遺構排水作業。発電機を容鼠の大
きなものに交換。 D 区土坑掘り下げ、掘立柱建物跡写真
撮影。

9 月 11 日面 A·B 区園池遺構排水作業。 D 区ヒ゜ット・土坑

掘り下げ完了。

9 月 14 日但） A 区畠作遺構周辺精査。 D 区精査、自然堆積
の黒色土層掘り下げ。

9 月 17 日困 D 区黒色土層掘り下げ。縄文住居跡精査。ピッ

ト群平面測鼠。

9 月 18 日面 A·B 区溝状遺構掘り下げ。 D 区ピット群平面

測絋。

＊北橘村教育委員会富沢氏・近藤氏来跡。
9 月 24 日困 A区溝状遺構 (AD12 • 13) 掘り下げ、写真
撮影。園池遺構南西部精査。 D 区第 2 号住居跡写真撮影。

ピット群平面測醤完了。

9 月 28 日伺） A·B 区溝状遺構掘り下げ。
10月 1 日困 ADll平面測鼠完了。 2 号・ 3 号池間精査。
10月 5 日侶） 2 号・ 3 号池、遺構底面（掘り方）確認のた

め掘り下げ。
10月 6 日囮 園池遺構西部小礫面精査。 1 号暗渠検出精査。
10月 9 日(Fl) 2 号・ 3 号池遺構底面（掘り方）確認のため
粘質土掘り下げ。 1 号暗渠精査、出土遺物写真撮影。 3

号池西縁平面測鼠（業者委託）。

10月 14 日困 3 号池遺構底面（掘り方）確認のため粘質土
掘り下げ。 1 号暗渠精査、 BDlO付近精査。 2 号池束部
平面測量（業者委託）。

10月 16 日向寺院址中央部精査。降雨。
10月 20 日囮寺院址中央部小礫面精査。
＊文化庁記念物課加藤文化財調査官、調査指導のため来跡。
＊東京考古学を学ぶ会遺跡見学。
10月 21 日困寺院址中央部小礫面精査。

10月 22 日困寺院址園池遺構底面検出作業、中世面を確認、
遺物出土。 1 号池北部で暗渠確認。

10月 26 日旧） 寺院址園池遺構底面検出作業、周辺部精査。
1 号池北部の暗渠遺構周辺精査。中央部精査。線刻五輪
塔下掘り下げ。

10月 29日困寺院址園池遺構縁辺部精査。

＊奈良国立文化財研究所建造物研究室長宮本長二郎先生、

調査指導のため来跡。

10月 30 日曲 寺院址園池遺構縁辺部精査、遺物平面図作成
取り上げ。 4 号暗渠確認。

11月 5 日困 寺院址北西部遺構面精査、浅間 B軽石層確認、

土坑検出。足場悪く作業困難、 3 号池排水作業。
11月 6 日面寺院址北西部遺構面精査、土坑より骨検出、

埋葬遺構確認。 2 号・ 3 号池精査。

11月 9 日伺） D 区写真撮影準備、遺構面清掃。

11月 11 日困 D 区写真撮影準備、遺構面清掃。 A·B 区園池

遺構掘り下げ。
11月 13 日向 園池遺構底面検出作業。 2 号池ほぽ完了、写

真撮影。

11月 16 日侶） D 区バルーンによる空中写真撮影（青高館航
空写真）。 A·B 区遺構面掘り下げ。

11月 17 日囮 園池遺構周辺部掘り下げ。写真撮影。

＊パリノ・サーベイ早田勉氏（地質）、前橋二高宮崎重雄氏

（骨鑑定）来跡。
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＊日本道路公団、調査現場映画撮影。

11月 18 日困 A 区火葬跡掘り下げ。 2 号池縁辺部精査、掘
り下げ。

11 月 19 日困寺院址園池遺構周辺遺物取り上げ。西部グ
リッド毎に掘り下げ。

11月 20 日向 寺院址掘り下げ。 A 区火葬跡写真撮影、図面

作成。 3 号池西で砂岩の砕片取り上げ。

＊パリノ・サーベイ早田勉氏、園池遺構堆積土をサンプリ

ング、テフラ分析・花粉分析。

11月 24 日因 寺院址中央上段掘り下げ精査。 A 区溝状遺構

精査。火葬跡写真撮影。

11月 25 日困 A区火葬跡写真撮影。園池遺構内遺物平面図
作成。 B 区西部、重機による裂土掘り下げ。園池遺構上

の農道迂回路の準備。

11 月 26 日困 園池遺構東側の迂回路予定地精査。寺院址中

央部で配石遺構検出。 B 区農道西側の重機による表土掘

削開始。迂回路工事実施、土盛作業、安全棚設置。

11月 27 日~ A 区火葬跡完掘、写真撮影。 1 号配石遺構精
査。 B 区農道西側の重機による表土掘削。迂回路工事。

11月 30 日旧） A 区火葬跡完掘、写真撮影。 1 号配石遺構測

鼠。攪乱土坑掘り下げ。 B 区農道西側の重機による表土

掘削、遺構検出。迂回路工事（土盛・填圧・杭打ち）。ベ

ルトコンベヤー 2 台搬入。

12月 1 日囮 A区土坑精査。寺院址内遺構面精査。農道部
分表土掘削。（水中ポンプ引き上げ）

12月 3 日困 園池遺構上農道部分表土掘削。園池遺構掘り

下げ用にベルトコンベヤー設置。 3 号池西掘り下げ、写
真撮影準備。 1 号配石遺構平面図作成。

12月 4 日向 園池遺構上道路部分の表土掘削、ほぽ終了。

寺院址北西部で火葬墓検出、銭貨出土。

12月 7 日侶） 前日の降雪の後片付け。 A区園池遺構・周辺部

掘り下げ。

12月 8 日因 A区園池遺構掘り下げ。重機による表土掘削。

12月 11 日曲 A 区園池遺構掘り下げ、寺院址南部で溝状遺

構検出。 B 区農道西側表土掘削。

12月 12 日山 B 区農道西側表土掘削（終日）。

12月 14 日侶） A 区 2 号・ 3 号池間精査。寺院址中央部掘り

下げ。 B 区農道西側表土掘削。 D 区台地縁辺部掘り下げ。

12月 15 日囮 A区園池遺構底面まで掘り下げ。 3 号池西暗

渠周辺精査。寺院址西部で円形土坑掘り下げ。 B 区農道

西側表土掘削。 D 区プレ試掘トレンチ掘り下げ。
12月 18 日曲 A区園池遺構掘り下げ、写真撮影、遺物平面・

断面測鼠。寺院址中央部グリッド毎に掘り下げ、小礫分

布遺構検出。土坑（円形土壊）写真撮影、測量。 C 区重

機による表土掘削。 D 区プレ試掘トレンチ掘り下げ。
12月 19 日出 c 区重機による表土掘削（終日）。

12月 21 日侶） B·C 区重機による表土掘削、予定した範囲

についてはほぼ終了。

12月 22 日囮 A区園池遺構礫面写真撮影、平面測量。 3 号

池底面及び西側部分精査。 4 号配石遺構精査。火葬跡掘

り下げ、人骨出土。

12月 24 日困 園池遺構精査。遺物取り上げ、平面測醤。火

葬跡掘り下げ、土層断面図作成。

12月 25日面寺院址内測星用杭打ち、測量準備。遺跡周囲
の防護・整備作業。事務所大掃除、器材整備点検。（昭和

62年の作業終了）

1 月 5 日囮調査再開の準備。

1 月 6 日困 ベルトコンベヤー再配置。 3 号池掘り下げ、
土層断面図作成。火葬跡掘り下げ、 4 号配石精査、平面

測量。

＊前橋二高宮崎重雄氏、群馬県警察本部鑑識課緑川順氏来

跡。

1 月 8 日面 3 号池底面精査、寺院址北西部・西部精査、



火葬跡写真撮影•平面測星。

1 月 11 日但） 園池遺構・火葬跡群精査。

1 月 12 日囮 園池遺構近世石積精査。火葬跡群掘り下げ、

寺院址西部濠掘り下げ。

1 月 14 日困 園池遺構 3 号池西掘り下げ精査。火葬跡群掘

り下げ、骨取り上げ。濠掘り下げ。

1 月 18 日旧） 3 局池南西部精査。火葬跡群掘り下げ、寺院

址西部濠掘り下げ。

1 月 20 日困 3 号池南西部精査、測星。西部火葬跡群掘り

下げ、写真撮影、測械。濠跡掘り下げ。

1 月 25 日但） 3 号池南西部精査。土塁跡縁辺部精査。濠跡・

暗渠掘り下げ。火葬跡・火葬墓写真撮影。

1 月 26 日囮 火葬跡群写真撮影。濠跡南端立ち上がり検出。

土塁跡東縁辺部掘り下げ、精査。 1 号配石遺構小礫面除

去。

1 月 28 日困 3 号池、写真撮影、南西部掘り下げ。火葬跡

写真撮影。 1 号配石遺構より骨蔵器検出。空撮打ち合わ

せ。

1 月 29 日向 3 号池南西部精査、鬼瓦出土。暗渠平面図作

成。中央部土堅周辺精査。濠跡底面検出。

2 月 2 日囮 3 号池周辺精査、測量・写真撮影。火葬跡・

火葬墓掘り下げ、測量・写真撮影。

2 月 4 日困 1 号池内円礫取り上げ。 3 号池西精査、測醤・

写真撮影。濠跡掘り下げ。北西部瓦溜まり掘り下げ。

＊鎌倉市教育委員会玉林美男氏他来跡。

2 月 6 日出 3 号池西溝状遺構精査、蓮華文軒丸瓦出土、

測量・写真撮影。濠跡掘り下げ。北西部瓦溜まり掘り下

げ。

2 月 9 日囮 2 号池西側小礫面精査、写真撮影•平面測呈。

3 号池西溝状遺構精査。北西部瓦溜まり精査。濠跡掘り

下げ。

＊文化庁加藤文化財調査官県教委関係者とともに来跡。

＊奈良国立文化財研究所所長坪井清足先生、同保存工学研

究室長田中先生来跡。

2 月 10 日困 園池遺構周辺精査。濠跡掘り下げ。

合国際興業空撮打ち合わせ。

＊現地説明会用パンフレット作成打ち合わせ。

（この頃、作業やや遅れ気味、特に迂回路部分について

の復旧に関し調査促進の要請あり、 2 月中旬までに寺院

址の全容を明らかにし、空中写真撮影を予定し、併せて

現地説明会の開催を計画。）

2 月 13 日出 園池遺構周辺精査、 3 号池西溝状遺構精査、

遺物取り上げ。遺構平面測量。

＊現地説明会の案内を地元に回覧す。

2 月 15 日伺） 寺院址遺構写真撮影のための清掃。排土運搬。

＊奈良国立文化財研究所宮本長二郎先生来跡。

2 月 16 日囮空撮予定するも、強風のため延期。

2 月 17 日困 大御堂調査区中世寺院址遺構全景空中写真撮

影（ヘリ・セスナ・高所作業車）。

2 月 18日困寺院址内遺物出土状況写真撮影。西部濠跡・

北部溝状遺構掘り下げ。排土運搬。現地説明会準備。

＊明治大学大塚初重先生来跡。

＊新田町教育委員会須田茂氏他来跡。

＊群馬テレビ取材。

2 月 19 日曲北部溝状遺構掘り下げ、平面測量。 3 号池西

溝状遺構掘り下げ、遺物取り上げ。農道西側遺構確認作

業。排土運搬・整地。現地説明会会場準備。

2 月 20 日出現地説明会開催。晴天で絶好の見学日和。見

学者は続々とつめかけ、大盛況であった。見学者約350名。

＊報道関係者、朝日新聞 •TBS ・県広報課。

2 月 21 日（日） 現地説明会。午後より寒風吹きすさぶ。

＊吉野益藤岡市長をはじめ多数の見学者を迎える。

2 月 22 日侶） 北部溝状遺構完掘写真撮影。 3 号池西精査。
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北西部瓦溜まり精査。道路復旧工事。

2 月 23 日因 21 日の振替休。道路復旧工事。

2 月 24 日困 道路復旧工事完了、園池遺構は再び埋め戻さ

れ、永遠の眠りにつく。 3 号池西精査。農道西側遺構検

出作業。

＊国際巽業、空中写真成果品持参。

＊県立歴史博物館森田秀策館長来跡。

2 月 25 日困寺院址北西部精査、掘り下げ。農道西側に濠

跡確認（第 2 号濠）。

＊藤岡市立平井小学校 6 年生90名遺跡見学。

2 月 26 日曲 道路復旧。 3 号池西溝状遺構精査。北西部瓦

溜まり精査、火葬墓検出。 B·C 区表土掘削、遺構確認、

溝状遺構掘り下げ。

2 月 27 日出調査課会議。

＊足利市教育委員会市橋一郎氏他来跡。

3 月 1 日因 園池遺構水口部分精査。 C 区表土掘削、溝状

遺構掘り下げ。

＊国際興業空中写真成果品（カラーリバーサル）持参。

3 月 3 日困 園池遺構水口部分精査、寺院址中央部精査。

農道西側遺構面精査。

3 月 7 日但） 園池遺構水口部分精査、寺院址中央部精査、

北西部瓦溜まり遺物平面測量。

＊神川町教育委員会文化財関係者来跡。

3 月 10 日困 北西部火葬墓平面測量、南部溝状遺構精査。

排土移動。

3 月 14 日但） 寺院址遺構平面測量。 1 号配石墓トレンチ掘

削。中央部井戸跡検出。

3 月 17 日困 寺院址遺構平面測星。中央部精査。南西部ピッ

ト群検出。午後降雨。

3 月 19 日出寺院址中央部精査、第 2 号溝状遺構(BD 7) 

検出。

＊藤岡市立西中学校 2 年生250名遺跡見学。

3 月 22 日因雨のため室内作業（連日の降雨で作業進ま

ず）。大掃除。

3 月 25 日困 年度末で現場を一時休止、図面・写真等の整

理作業を行う。

［昭和62年度出土遺物総星］＝コンテナ llO箱
縄文時代遺物（土器・石器等）、中近世遺物（土器・陶磁器

類、瓦類、銭貨・鉄製品、骨、その他）

《昭和63年度発掘調査事業〉
4 月 5 日因遺跡報告会。

4 月 8 日曲 調査事務所会議、昭和63年度調査体制発足。

大御堂遺跡調査担当者 1 名交替。

4 月 12 日囮 昭和63年度発掘調査開始。

4 月 13 日困 降雨のため室内作業。

4 月 18 日旧） 寺院址南西部、中央部掘り下げ、ピット群検

出。

4 月 20 日困 寺院址 1 号暗渠写真撮影。南西部ピット群掘

り下げ。 C 区溝状遺構掘り下げ。

4 月 25 日旧） 寺院址全景写真撮影。南西部ヒ゜ット群掘り下

げ。 C 区溝状遺構掘り下げ。

4 月 28 日困 寺院址北西部掘り下げ。中央部南西井戸・掘

立柱建物跡掘り下げ、土層固作成。 C 区遺構検出作業。

重機による表土掘削。

5 月 2 日伺） 寺院址南西部ビット群掘り下げ、平面測量。

中央部西縁検出の溝状遺構精査。 C 区重機による表土掘

削。遺構検出作業。

5 月 10 日囮 寺院址中央部検出遺構精査、写真撮影、平面

測量。 C 区重機による表土掘削。遺構検出作業、溝状遺

構掘り下げ。

5 月 ll 日困 同上。作業員労働安全衛生教育実施。

5 月 16 日旧） 溝状遺構 (BD 7) 精査。寺院址中央部・南

西部ピット群掘り下げ、平面測星・写真撮影。 C 区重機
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による表土掘削。遺構検出作業、溝状遺構掘り下げ。

5 月 17 日因 寺院址中央部・南西部ピット群精査。 C 区表

土掘削、 トレンチを設定し掘り下げ、遺構検出。

5 月 18 日困 B 区寺院址南西部ビット群柱痕断ち割り。 C

区トレンチ掘り下げ、縄文土器検出、配石遺構らしきも

のを確認。

5 月 20 日曲 寺院址掘立柱建物跡平面測凪。 B 区農道西溝

状遺構掘り下げ。 C 区縄文敷石住居跡確認。

5 月 23 日困降雨、室内作業。
5 月 27日向寺院址中央部精査、平面測鼠・写真撮影。 C

区敷石住居跡縄文遺物取り上げ。

5 月 30 日但） 溝状遺構(B D17) 掘り下げ。

6 月 1 日困溝状遺構(B D17) 掘り下げ、土層図•平面

図作成。午後降雨。

6 月 6 日但） B 区寺院址北西部溝状遺構精査、溝状遺構(B

D17) 掘り下げ。 C 区敷石住居跡周辺精査、遺構範囲確

認。表土掘削。

6 月 9 日困 B 区寺院址北西部溝状遺構精査。 C 区 1 号敷

石住居跡平面測絨。前原調査区表土掘削準備。

6 月 10 日面 B 区寺院址清掃。 C 区 1 号敷石住居跡平面測

鼠、遺物写真撮影。前原調査区E 区表土掘削。

6 月 15 日困 B 区寺院址清掃、北西部溝状遺構精査。 C 区

1 号敷石住居跡平面測量、北側拡張。縄文包含層検出。

E 区表土掘削。

食青山学院大学田村晃一先生来跡。

6 月 16 日困 A·B 区寺院址高所作業車による全景写真撮

影。 C 区 1 号敷石住居跡平面測鼠。

6 月 20 日旧） 寺院址南部暗渠遺構蓋石、平面測凪•取り外

し。 C 区敷石住居跡平面測量。縄文包含層拡張掘り下げ。

溝状遺構掘り下げ。 E 区重機による表土掘削。（周辺圃場

で一斉に麦刈り、麦薬を燃やす煙りで作業困難。）

6 月 21 日囮 c 区溝状遺構・掘立柱建物跡等遺構名称の命

名。 E 区表土掘削。

6 月 22 日困 B 区 3 号池西、暗渠周辺精査。 1 号配石墓周

辺精査。 C 区掘立柱建物跡、ビット掘り下げ。溝状遺構

群掘り下げ。

6 月 24 日曲 降雨のため室内作業。

食寺院址部分航空測絨図面持参（国際興業）。

6 月 29 日困 この日までずっと降雨。 C 区排水作業。 E 区

遺構確認作業。

7 月 4 日(/cl) C 区遺構検出作業、掘立柱建物跡確認。 B 区

排水作業。 E 区グリッド毎に掘り下げ。（栗崎八幡遺跡試

掘調査）

7 月 7 日困 B 区寺院址南部溝状遺構精査、最終掘り方面

確認。 1 号配石墓掘り方検出。 C 区溝状遺構・縄文包含

層・掘立柱建物跡柱穴掘り下げ。 E 区表土掘削。

7 月 11 日伺） B 区寺院址南部溝状遺構精査、最終掘り方面

確認。 C 区掘立柱建物跡柱穴掘り下げ。 E 区グリッド掘

り下げ。

7 月 13 日困 B 区寺院址南西部掘立柱建物跡群精査、写真

撮影。南部溝状遺構最終掘り方面確認。 E 区グリッド掘

り下げ。

7 月 18 日旧） B 区寺院址南西部掘立柱建物跡群平面測鼠。

E 区グリッド掘り下げ。

7 月 19 日因 C 区溝状遺構・掘立柱建物跡、写真撮影・掘

り下げ。 E 区グリッド掘り下げ。
7 月 21 日困 E 区グリッド掘り下げ、ローム面検出。

＊藤岡市教委田野倉氏来跡。

7 月 25 日伺） E 区グリッド掘り下げ、ローム面で掘立柱建

物跡検出。

7 月 27 日困 E 区グリッド掘り下げ。

＊藤岡市立西中学校歴史研究部生徒、発掘調査体験学習（米

山康子先生引率）。
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8 月 1 日旧） E 区グリッド掘り下げ。 C 区トレンチ掘り下

げ。（栗崎八幡遺跡試掘調査終了）
＊群馬県議会文教治安常任委員会来跡。

8 月 2 日因台風 8 号の影響による降雨。

8 月 3 日困 C 区トレンチ掘り下げ、溝状遺構平面測址。

E 区道路跡・掘立柱建物跡検出。

8 月 9 日因 C 区溝状遺構周辺精査。 E 区表土掘削。（天候
不順で作業は進まず）

8 月 23 日囮 C 区西部表土掘削、遺構検出。 E 区遺構検出。

8 月 23 日因 c 区溝状遺構周辺精査。 E 区表土掘削。（連日
の雷雨）

8 月 30 日囮 C·E 区空中写真撮影。

9 月 1 日困 C 区敷石住居跡石組炉写真撮影、埋設土器平

面測凪。段差下精査。 E 区遺構検出。

9 月 7 日困 E 区グリッド掘り下げ。

9 月 9 日曲 E 区ピット群掘り下げ、道路跡平面測鼠、写
真撮影。

9 月 13 日囮 E 区道路跡・ピット群精査、掘立柱建物跡 3
棟確認。県道西側E·F 区調査準備。

9 月 16 日困 C 区敷石住居跡平面測輩、写真撮影。 E 区掘

立柱建物跡写真撮影、平面測鼠。県道西側草刈り。
9 月 19 日旧） C 区敷石住居跡石外し、掘立柱建物跡写真撮
影。 E 区県道西側草刈り。

9 月 21 日困 C 区敷石住居跡精査。 トレンチ掘り下げ。 E

区県道西側トレンチ設定。

9 月 22 日困 午前中降雨、室内作業。 C 区敷石住居跡精査。

E 区掘立柱建物跡平面測凪。県道西側トレンチ掘り下げ。
9 月 30 日曲 C 区西端段差下精査。 E 区遺構平面測量。午
後降雨、室内作業。

10月 3 日但） C·E 区写真撮影準備。

10月 4 日囮 C 区西端段差下溝状遺構平面測凪、写真撮影。
E 区遺構平面測星。

10月 7 日曲 E 区プレ試掘調査。

10月 11 日囮 C 区溝状遺構清掃。 E 区プレ試掘調査。県道
西側表土掘削。

10月 17 日但） C 区南部道路下調査、溝状遺構掘り下げ、敷
石住居跡確認。 E 区遺構平面測鼠。県道西側表土掘削。

10月 19 日困 c 区縄文包含層掘り下げ。 E 区プレ試掘調査
完了。 F 区表土掘削。

＊パリノ・サーベイ早田氏来跡。

10月 24 日但） C 区敷石住居跡掘り下げ、縄文包含層掘り下
げ。 E 区プレトレンチ測星、写真撮影。 F 区表土掘削。

10月 26 日困 c 区 2 号敷石住居跡周辺掘り下げ、縄文包含
層掘り下げ。 F 区表土掘削。

10月 29 日出 G 区表土掘削。

10月 31 日伺） C 区 2 号敷石住居跡平面測量、遺物取り上げ。
周辺掘り下げ精査。 G·H区表土掘削。測量用杭打ち。

11月 1 日囮 c 区 2 号敷石住居跡平面測量、遺物取り上げ。
G·H 区表土掘削、遺構検出。

11月 7 日侑） C 区 2 号敷石住居跡周辺精査、縄文包含層掘

り下げ。周辺を重機による表土掘削。
11月 10 日困 c 区 2 号敷石住居跡写真撮影、平面測鼠、縄

文包含層平面測量。

11月 14 日侶） C 区 2 号敷石住居跡平面測量、遺物包含層掘

り下げ。 G·H区表土掘削、遺構検出。
11月 17 日困 C 区 2 号敷石住居跡平面測星、遺物包含層掘

り下げ。 G·H区表土掘削、遺構検出。

11月 21 日但） C 区 2 号敷石住居跡遺物取り上げ。 G·H 区

遺構検出、溝状遺構掘り下げ。

11月 22 日囮 c 区 2 号敷石住居跡遺物取り上げ。 G·H 区
溝状遺構・土坑掘り下げ。

＊藤岡市教育委員会文化財課勝係長他来跡。

11月 28 日伺） G·H区溝状遺構・土坑掘り下げ。重機によ



る表土掘削。

11月 30 日困 G·H 区遺構確認、溝状遺構・土坑掘り下げ。

12月 1 日困 G·H区遺構確認、近世面平面測量。 C 区埋

め戻し。

12月 6 日囮 G·H区遺構確認、掘り下げ。

12月 12 日伺） G·H区遺構掘り下げ。プレハブ設置。

12月 13 日囮 H 区トレンチ設定掘り下げ。 F 区表土掘削。

C·D 区埋め戻し。

12月 19 日旧） G·H区平面測量。 C 区埋め戻し。

12月 20 日囮 G·H区平面測量。 E 区掘立柱建物跡写真撮

影。 C 区埋め戻し。

12月 23 日~ G 区表土掘削。 B 区埋め戻し。大掃除、器材

点検整備。

1 月 9 日旧） 大御堂遺跡西側マーク外試掘調査。

1 月 13 日~ G·H 区航空写真撮影。 G 区表土掘削。 E 区

掘立柱建物跡平面測鼠終了。マーク外試掘調査区住居跡

検出。

1 月 17 日囮 G·H区溝状遺構・掘立柱建物跡掘り下げ。

E 区平面測量。マーク外試掘調査。

1 月 18 日困 G 区溝状遺構掘り下げ。 E 区県道西部分写真

撮影。マーク外試掘調査、重機による表土掘削。

1 月 23 日伺） 雪のため作業中止。

1 月 25 日困 マーク外丘陵頂部プレ試掘調査。

1 月 27 日向 マーク外丘陵頂部プレ試掘調査。 G·H区溝

状遺構掘り下げ、暗渠精査。

1 月 31 日囮 マーク外丘陵斜面部プレ試掘調査、テフラ分

析。 G·H区溝状遺構掘り下げ。

＊パリノ・サーベイ早田氏来跡。

2 月 1 日困 マーク外丘陵斜面部プレ試掘調査、土層写真

撮影、住居跡掘り下げ。溝状遺構平面測量。掘立柱建物

第 2 節 調査の方法と実施経過

跡写真撮影。

2 月 6 日但） G·H区住居跡掘り下げ、溝状遺構•井戸跡

掘り下げ。

2 月 7 日囮 G·H区住居跡掘り下げ、遺物写真撮影。溝

状遺構•井戸跡掘り下げ、写真撮影。

2 月 8 日困 G·H区住居跡カマド写真撮影。井戸跡完掘、

写真撮影。

2 月 13 日但） マーク外丘陵東斜面部清掃、写真撮影。溝状

遺構掘り下げ。プレ試掘調査。

2 月 14 日因丘陵試掘調査部分一部埋め戻し。住居跡写真

撮影、断面図作成。

2 月 16 日困住居跡精査、写真撮影、平面測量。

2 月 22 日困住居跡掘り方精査、写真撮影、平面測鼠。プ

レ試掘調査。

2 月 27 日侶） 大御堂 H J 1 掘り方完掘写真撮影。 H J 2 カ

マド完掘、 H J 3 掘り方完掘、写真撮影、 H J 4 カマド

断面図·平面図、掘り方検出、 H J 6 床面写真撮影、掘

り方検出。 HKll断面図作成。

2 月 28 日囮 HJ 4 掘り方検出、 H J 6 掘り方検出。 GE

3 断面図作成。（根岸遺跡プレハプ完成、引っ越し始ま

る。）

3 月 1 日困 G·H区掘り上がり写真撮影、図面補足。調

査区後片付け。

3 月 2 日困 図面・遺物整理。プレハブ周辺整理。発掘器

材根岸遺跡へ搬出。

3 月 3 日向 図面・遺物整理。プレハプ周辺整理。発掘器

材根岸遺跡へ搬出。

（白石大御堂遺跡発掘調査終了）

※ 遺構名称は調査日誌記載のまま、調査名称を使用して

いる。
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5-2 前原調査区標準層序

E 区

地質調査注記

ローム層 (Lm)

丘陵及び台地の地表部を覆って地形と同調する形で広

範囲に分布する降下火山灰よりなる地層で、その平均層

厚は 1~3m程度となっている。土質は、黄灰～茶褐色の

ロームからなり、上部は粘性が低くサラサラした風成火

山灰の特長を示すが、下部に行くに従い含水と粘性が増

す傾向にある。

段丘礫層 (Td)

台地を構成する扇状地～段丘成の推積物で、低地にお

いても沖積層下に広く分布している。水地層は、一般に

上部の粘性土（低地では侵食により欠除）と主部砂礫層

からなる。上部の粘性土は、一般に暗褐灰～黄灰色の凝

灰質粘土や礫混じり粘土からなり、非常に粘性が大きく、

また含水の低い所では固結状を種し非常に固くなってい

る。この地層は、藤岡粘土と呼ばれ瓦粘土として古くか

ら利用され、同地方では、凝灰質粘土部に「バネ」礫混

じり粘土に「コビ」との呼称がある。層厚は、数10m~100

mに達するものとみられる。

板鼻層（ I t)

丘陵を形成する中新世末期（鮮新生の可能性がある）

の砂岩、礫岩を主体とし、泥岩、凝灰岩を挟在する層厚

1,500mに達する地層で、比較的安定した塊状の軟岩盤を

成している。地質構造は、 NW-SE方向の一般走行を

有し、北東へ30~50゜傾斜を有する単斜構造を示す。砂岩

及び礫岩は、固結度が低く、凝灰質砂岩等ではコア状で

採取出来るが、礫岩ではマトリックスの固結度が低く土

砂状となる。泥岩及び凝灰岩は、固結状を呈し、新鮮部

ではN>70を示し、棒状コアとなるが、風化部では粘土

化が進みやや軟質となっている。

m 
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沖積層（Al)

鮎川の河床や氾濫原及び台地を開析する開析谷谷底に

分布する最も新しい地層で、現河道では玉石、転石を主
体とする砂礫層、氾濫原では表部が粘土、下部が砂礫、
台地上の開析谷では粘土を主体とし、基底が砂礫という

土層構成を標準とする。

く文献「関越自動車道藤岡地区 1 次、 2 次土質調査報告

書」より〉

大御堂調査区標準層序

I 〔表土層〕灰褐色を呈す砂質土、 A軽石を含む。

I a いわゆる耕作土でつねに攪拌される層。水田土壌の場合、

マンガン・鉄分等の沈殿層が認められる。

I b I a とほぼ同質であるが、比較的均質でややしまっている

層である。

le A軽石の純層を確認できる砂質層である。

II 〔暗褐色粘質土層〕粒子は細かく密にしまっており、粘性やや

強い。

III 〔黒褐色砂質土層〕 B軽石を主とする砂質土層。

(m) 

114.00 

113.00 

112.00 

IV 〔黒色粘質土層〕粒子は非常に細かく密で、粘性ややあり、や 111.00 

や柔らかい。

v 〔灰オリープ粘質土層〕ややシルト質に近い粘質土で、粒子は
細かく密でよくしまっている。

Va マンガン粒をやや多く含む。

Vb マンガン粒やや少なめで黄色土粒子・白色火山灰粒子を若

干含む。
110.00 

Ve 黄色火山灰粒子を多く含む。

Vd やや赤味がかった色調となる。

VI 〔暗茶褐色粘質土層〕粒子細かく密で非常に固く締っている。

マンガン粒・黄色土粒がわずかに含まれる程度で混入物は少

ない。 109.00 

5-2 大御堂調査区標準層序
108.00 

107.00 

106.00 

5-4 土質調査報告書による標準層序模式

105.00 

104.00 

低位面 I 氾濫原 I 現河道

第 5 図 白石大御堂遺跡基本土層図
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第 II章 遺 跡

第 II章 遺 跡

第 1 節 立地 と環境

ー 遺跡の位置と自然的環境

白石大御堂遺跡は群馬県の南部、藤岡市街地の西方、藤岡市大字白石字大御堂・前原・上谷戸地内に所在

する。この地は藤岡市合併（昭和29年）以前は多野郡（明治29年以前は緑野郡）平井村大字白石であり、関

東平野の北西隅、関東山地に源を発する鏑川が関東平野に注ぎ込む谷の入り口にあたり、鏑川右岸に発達し

た河岸段丘（上位面）の東端にあたる位置を占めるが、御荷鉾山に源を発する鮎川により開析された扇状地

の西端とも言える。遺跡地は沖積低地・洪積台地及び山麓丘陵に広がりを見せ、鮎川左岸における埋蔵文化

財が各時代・各種別で異なる選地傾向を示し、遺跡立地の在り様を端的に示すという点で西毛地域では標式

的な地形ととらえることができよう。また、地理的には関東平野の北西部、鏑川が中流域の谷あいから平野

部に押し出すあたりの山間部と平野部との変換に位置し、関東と信小11 を結ぶ交易路上にあたり、古来より交
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第 1 節立地と環境

通の要衝であったと考えられる場所に位置する（第 1 図）。

地形的には、関東山地の北部、神流川以北の山塊は通称多野山地と呼ばれ、遺跡はこの山裾の末端部にあ

たる。多野山地の杖植峠付近に源を発する鮎川は深い V字谷を刻みながら山中を北東方向に進み、日野金井

から流路を北に変え平野部に流れ出る。金井一緑埜の間は藤岡台地を深く削り、基盤の第三紀層を露出させ

ながら小規模な蛇行を繰り返し、上落合付近で鏑川に合流する。この鮎川は、洪積世後期を通じて大量の砂

礫を運搬し大規模な扇状地を形成した。この扇状地は新生代第四紀の地殻変動によってゆるやかに隆起し、

藤岡台地という平坦な地形（開析扇状地）を作った。また、多野山地と藤岡台地との間には、多野山地から

の山麓低山帯、竹沼貯水池・三名湖周辺の丘陵地、庚申山や東平井の天神山など台地内の残丘があり、ここ

では新生代第三紀の地層の分布が見られる。東御荷鉾山・西御荷鉾山・赤久縄山へと稜線の続く多野山地は

古期岩類、つまり中生代・古生代の堆積岩及びこれらの岩石が変成してできた三波川結晶片岩（変成岩）か

ら形成されている。なお、鮎川をはじめとして神流川・烏川・鏑川等の各河川の川床・川原及びその氾濫原

は新生代第四紀沖積世（完新世）の地層の堆積したところで、約 1 万年前から現在までの間にかたちづくら

れたものである。これを地質学的に見ると次のように言える。

鮎川水源地帯最上流部の多野山地には秩父層群（関東山地に分布する古生代・中生代の堆積岩の名称）が

分布し、上流から中流域には東西に細長く広がる変成岩（三波｝ 1|結晶片岩）が見られる。この変成岩帯は秩

父層群の中では山中地溝帯の北側の北帯に属しており、三波川結晶片岩の分布地域を「三波川帯」と呼んで

いる。秩父層群は下層より「柏木層」「万場層」「上吉田層」に分けられ、その層相は珪質岩相、火山砕屑岩

相、砂質・泥質および珪質岩相で、非変成中・古生層と言える。「三波川帯」は「馬山一金井構造線」と呼ば

れる長大な断層の南側に分布する結晶片岩類の広域変成岩で、古生代末からジュラ紀末までの間の変成作用

によるものと考えられ、下部層群（点紋緑色片岩・点紋石英片岩が主体）、中部層群（点紋黒色片岩が大部分）、

上部層群（緑色変成岩類＝御荷鉾緑色岩類）とに分けられる。

また、関東山地北端の山麓の丘陵地帯には、三波川帯の結晶片岩に接して「富岡層群」と呼ばれる堆積岩

の分布が見られる。これは藤岡台地の地下にも広がりが認められ、下層から「牛伏層」「小幡層」「井戸沢層」

「福島層」「吉井層」「板鼻層」と呼ばれる。白石大御堂遺跡周辺に認められるのは「吉井層」と「板鼻層」

である。吉井層の主体は砂岩と泥岩の互層で、下部層は緑灰色砂質泥岩と細・中粒砂岩との互層が多く、白

色の酸性凝灰岩や酸性凝灰角礫岩がはさまれている。上部層群は暗灰色～暗茶灰色の泥岩と茶灰色～青灰色

の中粒の砂岩との互層を主とし、凝灰岩をはさんでいる。板鼻層は上下 2 層に分けられ、下部層は海成層（砂

岩・礫岩の互層、ときに灰色泥岩をはさむ）、上部層は汽水～淡水の陸成層（礫岩•砂岩の互層）で三角洲堆

積物である。これらの層群は新生代第三紀（洪積世）に形成されたものである（第 6 図）。

藤岡台地は鮎川による開析扇状地（隆起扇状地）と言えるが、その周縁部は鮎川・鏑川・烏川・神流川等

による侵食と堆積によって沖積低地が形成されている。藤岡台地には藤岡市街地があり、台地面の土地利用

については、ほとんどが畑地である。水田は主に沖積低地と洪積台地に刻まれた小支谷を中心に分布が見ら

れ、地質学的な成因が現況での土地利用に影響を与えている。

2 歴史的環境

(1) 鮎川流域における文化財と考古学的調査

藤岡市には国指定史跡の七輿山古墳•本郷埴輪窯跡をはじめとして数多くの埋蔵文化財の包蔵が知られて

おり、その濃密な事においては県内屈指の地域であると言えよう。特に古墳時代の遺跡は質量共に豊富な内
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第 II章遺 跡

容で、その性格に本地域固有の特質をもつものが多いことも古くから知られており、鮎川流域においては分

布・形態・出土遺物等に顕著である。また、近年は埋蔵文化財の発掘調査も多く実施されて、新たな知見が

得られつつある地域でもある。

藤岡市はその地形的特質から、西南部の山間地域と北東部の平野部とに分けられるが、埋蔵文化財の包蔵

が多く見られるのは北東平野部である。この平野部は鮎川による開析扇状地が東を神流川、北を鏑川、西を

鮎川によって隔てられ、藤岡台地とも呼ばれている。埋蔵文化財が濃密に分布するのはこの 3 つの河川に沿っ

た台地縁辺部である。この鮎川流域には、伊勢塚古墳、七輿山古墳、白石稲荷山古墳及び白石古墳群、東平

井古墳群などの古墳・古墳群が、また中世においては鎌倉街道や平井城跡も知られており、神流川流域とと

もに藤岡市の中では埋蔵文化財包蔵の中心的地域と言える。

この鮎川流域での考古学的な調査の歴史は古く、第二次世界大戦前の昭和 8 年に白石稲荷山古墳の発掘調

査が、昭和10年に『上毛古墳綜覧］にまとめられた古墳の分布調査など、学史に残る調査の実施された先駆

的な地域でもある。その伝統は戦後になっても生きており、「白石古墳群の調査」が群馬大学の手により実施

され、近年その成果も報告されている。また、上野国分寺に瓦を供給したとされる金井金山瓦窯跡の学術調

査も立正大学により実施されており、考古学的にも学術研究の対象として取り上げられた地域でもある。

昭和40年代以降の日本経済の高度成長は本地域にも少なからず影響を与えて、様々な開発の手がのび、埋

蔵文化財が破壊に直面する状況も少なくない。経済の高度成長を促進したのは工業中心の産業構造であり、

その影響は地方にも波及している。本地域は農業振興地域であるが、農業経営の近代化と農業振興地域の都

市化という現象が、大規模な構造改善事業や都市計画事業により当該地域に於ける埋蔵文化財の現状維持を

困難にしている。しかし、他方では埋蔵文化財に対する関心も呼び起こし、自治体に専門職員が配置されて

行政調査により記録保存の措置を図るというJレールが定着し、発掘調査の実施による発見・収穫も得られて

いる。

白石大御堂遺跡周辺では二度にわたり大規模な農業構造改善基盤整備事業が実施され、鮎川中流域左岸の

広範な地域が調査の対象となった。その成果は『 Fl竹沼遺跡群』『 F2緑埜遺跡群 I 』として報告されたが、

これは当該地域で初めての本格的な集落•生産遺跡群の調査ということになる。この二つの調査例は行政に

よる緊急調査であったが、その一方では埋蔵文化財の保護及び保存活用を目的とした調査も実施されている。

そのひとつは遺跡詳細分布調査の実施であり、行政の手により初めて遺跡の認知と周知の徹底が図られた。

もうひとつは遺跡の保護を目的として行われた調査で、白石稲荷山古墳・七輿山古墳での確認調査、東平井

古墳群の史跡整備のための調査などである。こうした地域での趨勢は、ゴルフ場開発に伴い大規模な地形の

現状変更によって、平井城に関係する山城が取り壊されようとするとき、地域の誇りとする埋蔵文化財を守

るという立場からの文化財保護運動に至るまでに地域を啓発した。地域住民主導による意義深い運動として

評価される。以上のことから本遺跡の所在する鮎川流域は、考古学的にあらゆる経験を積んだ先進的な地域

であると言える。

竹沼遺跡の調査から 10年を経て、調査のありようが点から線へ、そしてさらには面的な広がりをも見せて

いる。白石大御堂遺跡の調査も開発事業に伴う緊急調査という性格のものであるが、鮎川左岸において沖積

低地・洪積台地・後背丘陵地へと連続的に発掘することにより、遺跡選地の在り方や土地利用・土地開発の

状況を歴史的に解明するという意義をもつものであり、近接する調査例との比較検討によって地域史の一端

を明らかにし、また、類例の少ない中世寺院址の調査の実施は考古学的に重要な意義をもつものであると言

える。
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第 1 節立地と環境

(2) 先土器・縄文・弥生時代の遺跡分布（第 7 図）

先土器時代の遺物が藤岡市で最初に確認されたのは、本遺跡の北方の白石字北原の台地である。調査での

出土例は竹沼遺跡・緑埜地区遺跡群・北山遺跡でいずれも第三紀の洪積台地上に立地する。

縄文時代の遺跡は、 78箇所で確認されており、 20箇所で発掘調査が実施されている。遺跡分布は、鮎川流

域の平井・美土里地区と、藤岡台地北辺から東北辺にかけての小野・神流地区に多く見られ、台地縁辺に立

地するものが多く、時期的には中期・加曽利E式期のものが多い。弥生時代の調査例は少なく、竹沼遺跡で

赤井戸式期の土器を伴う住居が検出された他は、沖 II遺跡での中期の土器の出土が知られるのみである。

第 7 図 周辺遺跡分布図（1) 先土器・縄文・弥生時代

19 



第 II章遺 跡

(3) 古墳・奈良•平安時代の遺跡分布（第 8 図）

白石稲荷山古墳や七輿山古墳などの比較的規模の大きい首長墓的性格をもつと考えられる中期ないし後期

の前方後円墳があるが、多くは後期の円墳であり群集する。分布域は鮎川流域と神流／ 1 ［流域に集中する。ま

た、伊勢塚古墳や平地神社古墳など石室構造にこの地域固有の特質（胴張り・模様積み）をもつものや皇子

塚古墳のように切石組みのものなど、中期から終末期まで数多くの古墳が営まれた。それを営造した人々の

集落跡も「 Fl竹沼遺跡J「Al堀ノ内遺跡群jなどの調査により明らかとなった。奈良•平安時代の遺跡は藤

岡台地北側周縁部に広く展開する。

ｷ' 
—` ’`『▼．ー・ヽ 99 ・．．畜~ • -
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第 1 節立地と環境

(4) 中世・近世の遺跡分布（第 9 図）

中近世の遺跡として明らかとなっているのは城館跡である。特に、中世の後期には関東管領山内上杉氏の

関係する平井城が築かれたこともあり、平井城を主城とする山城が幾つか確認されている。また、鎌倉街道

が通過していたことも判明しており、今後の調査が期待される。小字名には中世の城館に由来すると思われ

る地名と、近世初期に芦田氏による城郭・地割りの整備が行われ、それに由来するものとが見られる。発掘

調査においては中世の埋葬遺構が各遺跡においてかなり検出されている。 （綿貫鋭次郎）

第 9 図 周辺遺跡分布図（3) 中・近世
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第 1 節立地と環境

第 3 表周辺遺跡一覧表

番号 遺 跡 名 掲載図版 所 在 地 先縄 弥古 奈 平 中近 他 集 生 墳 城 他

001 白石大御堂遺跡 7 8 910 藤岡市白石字大御堂•前原・上谷戸 • • • • 

゜
• • • * * * （本書）

002 平井地区Nul6遺跡 7 8 10 藤岡市白石字前原 • • 分布04)

003 平井地区Nal5遺跡 7 8 10 藤岡市白石字上谷戸 • • • • 分布00

004 （古墳） 8 10 藤岡市白石字根岸 • 文

005 平井地区Nal4遺跡 8 10 藤岡市白石字上谷戸 • • 

006 平井地区Nal3遺跡 7 10 藤岡市白石字美濃山 • 

007 （散布地） 7 8 10 藤岡市白石字根岸 • • • 

008 白石根岸遺跡 7 8 10 藤岡市白石字根岸 • • • * * 

009 平井地区Nnl2遺跡 7 10 藤岡市白石字根岸 • 分布但）

010 境塚遺跡 8 10 藤岡市白石字根岸 • • • 

011 （散布地） 7 10 藤岡市白石字上原 • 

012 平井地区No 2 遺跡 7 8 10 藤岡市白石字上原 • • • • 分布04

013 平井地区池 3 遺跡 7 8 10 藤岡市白石字上原 • • • • 分布04)

014 平井地区Na9 遺跡 7 8 JO 藤岡市白石字品寺 • • • • 

015 平井地区池 8 遺跡 7 8 10 藤岡市白石字中郷 • • • • 

016 白石古墳群 8 10 藤岡市白石字下郷 ♦ * 

017 平井地区Nall遺跡 7 8 910 藤岡市白石字滝 • • • • • 分布04)

018 平井地区Na7 遺跡 7 8 10 藤岡市白石字新堀 • • • • 分布00

019 白石の砦 9 10 藤岡市白石字新堀 • 凸

020 平井地区Na 6 遺跡 7 8 10 藤岡市白石字稲荷原 • • • 分布04

021 白石稲荷山古項 8 10 藤岡市白石字稲荷原 • * 市指市教委

022 十二天塚古墳 8 10 藤岡市白石字稲荷原 • * 市教委

023 平井地区池 5 遺跡 7 8 10 藤岡市白石字北原 • • 分布⑭

024 東原遺跡(D 1) 7 8 10 藤岡市白石字東原 • ♦ 合 * 市教委

025 白石猿田古墳群 8 10 藤岡市白石字猿田 • * 市教委

026 平井地区NalO遺跡 7 8 10 藤岡市白石字猿田 • • 分布閥

027 平井地区Nnl9遺跡 10 藤岡市白石・緑埜・西平井 • 分布閥

028 緑埜地区遺跡群 (F 2) 7 8 910 藤岡市緑埜 • • • • • • * * * * * 市教委00

029 緑埜遺跡群 8 10 藤岡市緑埜 • • • * * 群埋文

030 緑埜古瑣群 8 10 藤岡市緑埜 • * 市教委

031 平井地区Nol8遺跡 7 8 10 藤岡市緑埜字中里 • • • 分布04)

032 平井地区凡17遺跡 7 8 to 藤岡市緑埜字不動前・薬師原・北郷 • • • • 分布04)

033 薬師原遺跡 (F 9) 7 8 9 10 藤岡市緑埜字薬師原 • • • * * 市教委-01)

034 白石古墳群 8 10 藤岡市緑埜・白石 • * 

035 平井地区Nn22遺跡 10 藤岡市西平井字島・ニノ宮・這 • 分布U4)

036 竹沼遺跡 (F 1) 7 8 10 藤岡市西平井・緑埜 • • ♦ ♦ * * 市教委03)

037 平井地区Na23遺跡 7 8 10 藤岡市西平井字屋敷・久伝 • • • • 分布04

038 平井城跡 9 10 藤岡市西平井 • * 

039 南坂古墳群 8 10 藤岡市西平井 • * 

040 平井地区No.29遺跡 7 8 10 藤岡市西平井字南坂 • • • • 分布0-0

041 平井地区Nn28遺跡 7 8 10 藤岡市西平井字滝ノ上 • • 分布04

042 （墳墓） 8 10 藤岡市西平井 • * 
043 平井地区Na27遺跡 7 8 9 藤岡市西平井字清水谷・上ノ場 • • • 分布⑭

044 平井地区沌26遺跡 7 10 藤岡市西平井字的場 • 分布U4)

045 平井地区No30遺跡 7 8 10 藤岡市西平井字不動原 • • • • 分布閥

046 東平井古墳群 8 10 藤岡市東平井 • * 県教委(ZJ)

047 平井地区油24遺跡 7 8 10 藤岡市東平井字飛石 • • 分布U-0

048 飛石A遺跡 7 8 10 藤岡市東平井 ♦ • * 

049 （瑣基） 8 10 藤岡市東平井字川破 • * 

050 平井地区Nu25遺跡 7 10 藤岡市平井字塚間 • 分布U-0

051 平井地区Na33遺跡 7 10 藤岡市東平井字上田1838 • 分布04)

052 平井地区Nn32遺跡 7 8 10 藤岡市東平井字猿川 • • • 分布U4)

053 東平井の砦跡 910 藤岡市東平井字城之内 • 凸

054 平井地区Na20遺跡 7 to 藤岡市鮎川字尺司・時沢・塔之内 • 分布旧）

055 鮎川古墳群 8 10 藤岡市鮎川 ♦ * 

056 平井地区Na31遺跡 7 8 10 藤岡市鮎川字紅粉谷戸•原ノ坊・薬師 • • • 分布閥

057 東原JI遺跡 (F 8) 8 910 藤岡市三ツ木字東原 • • • 沿’ * 
058 平井地区No. 4 遺跡 7 8 10 藤岡市三ツ木字東原 • • • • 分布⑭

059 三ツ木橋向遺跡 10 藤岡市三ツ木 • 市教委

060 平井地区Nn 1 遺跡 7 10 藤岡市三ツ木字橋向 • 分布00
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第 II章遺 跡

番号 遺 跡 名 掲載図版 所 在 地 先 縄 弥 古 奈 平 中 近 他 集 生 墳 城 他

061 三ツ木城跡 10 藤岡市三ツ木 • 凸

062 （散布地） 8 10 藤岡市三ツ木 • • • 

063 （散布地） 8 10 藤岡市三ツ木 • • • 

064 金山瓦窯跡 8 10 藤岡市金井49 • * 

065 金山西城跡 910 藤岡市金井乙203 ♦ * 

066 （墳基） 8 10 藤岡市金井字川久保 • * 

067 金井城跡 9 10 藤岡市金井字小平 • * 

068 高山城跡 910 藤岡市金井字上小平 • * 

069 （墳墓） 8 10 藤岡市金井 • * 

070 （墳嘉） 8 10 藤岡市金井字中倉 • * 

071 こぼつさま 8 10 藤岡市金井字大平 • * 

072 平井金山城跡 910 藤岡市金井字金山 • * 

073 炉沢遺跡 8 910 藤岡市金井字炉沢 ♦ • * 

074 子王子山城跡 910 藤岡市箕輪 • * 

075 駒留城 910 藤岡市下日野駒留字印字 • 凸

076 宗永寺古墳群 8 10 藤岡市上落合 ♦ * 

077 七輿山古項 8 10 藤岡市上落合 • * 国指市教委

078 美土里地区Na 3 遺跡 7 8 10 藤岡市上落合字向山 • • • • 分布05)

079 美土里地区Na 4 遺跡 7 8 910 藤岡市上落合字七輿・猿田 • • • 分布U5)

080 落合の砦 910 藤岡市上落合字城山 • * 

081 美土里地区応 2 遺跡 7 8 10 藤岡市上落合字上野 • • • • 分布U5)

082 伊勢塚古墳 8 10 藤岡市上落合 ♦ * 県指

083 岡の砦 910 藤岡市上落合字岡 • * 

084 美土里地区Nn I 遺跡 7 8 9 10 藤岡市上落合字屋敷裏 • • • • • 分布U51

085 本動堂古項群 8 10 藤岡市本動堂 • * 

086 動堂の城跡 9 10 藤岡市本動堂字前屋敷 • * 

087 （墳墓） 8 10 藤岡市本動堂 • * 

088 美士里地区凡10遺跡 7 8 10 藤岡市本動堂字新堀 • • • • 分布05)

089 美土里地区Nn 9 遺跡 7 8 10 藤岡市本動堂字稲荷屋敷他 • • • • 分布05)

090 美土里地区油 6 遺跡 8 10 藤岡市本動堂字上宿・東 • • • 分布05)

091 上宿 B遺跡 (D 5) 8 10 藤岡市本動堂 • • ♦ * 市教委

092 美土里地区出 5 遺跡 7 8 10 藤岡市篠塚字西原 • • • • 分布05)

093 篠塚古項群 8 10 藤岡市篠塚 • * 市教委

094 篠塚古墳群 8 10 藤岡市篠塚 • • 市教委

095 （古墳） 8 10 藤岡市篠塚 • • 

096 大明神遺跡(D 8) 8 10 藤岡市篠塚 • * 市教委

097 美土里地区Na 7 遺跡 8 10 藤岡市篠塚字夏目他 • • • 分布U5)

098 岡の西遺跡(D ll) 8 10 藤岡市篠塚 • • * 市教委

099 狐穴遺跡(D 6) 8 10 藤岡市篠塚 • • * 市教委

100 美土里地区Na 8 遺跡 8 10 藤岡市篠塚字岡西・狐穴 • • • 分布05)

IOI （墳墓） 10 藤岡市篠塚字西原・中組・北口 • 

102 新堀遺跡 8 10 藤岡市下大塚 ♦ * 市教委

103 北原遺跡(D 2) 8 10 藤岡市下大塚 • • * 市教委

104 美士里地区Nal1遺跡 7 8 910 藤岡市下大塚字東イヅナ中大塚字下郷 • • • • • • 分布U5)

105 中大塚の城跡 9 10 藤岡市中大塚字下郷 • 凸

106 平地神社古墳 8 10 藤岡市中大塚字宮前 • • 市指

107 滝下遺跡(D IO) 7 8 IO 藤岡市中大塚 ♦ • • 市教委

108 滝前遺跡(D lO) 7 8 10 藤岡市中大塚 • ♦ ♦ ♦ * * 市教委

109 美土里地区池12遺跡 8 10 藤岡市中大塚字宮裏・正蓮寺 • 分布05)

110 中大塚遺跡 7 10 藤岡市中大塚字鎌倉1093 ♦ * 県指

Ill 美土里地区Nul3遺跡 10 藤岡市中大塚字鎌倉 • 分布05)

112 美土里地区Nnl4遺跡 7 8 10 藤岡市上大塚字出口 • • • • 分布05)

113 上大塚の砦跡 8 10 藤岡市上大塚字 • 凸

114 美土里地区Nn15遺跡 7 10 藤岡市上大塚字南 • 分布U5)

115 美土里地区Na!6遺跡 7 8 10 藤岡市上大塚字南原 • • • • 分布U5)

116 消卜遺跡 8 10 藤岡市矢場 ♦ ♦ * 

117 （墳墓） 8 10 藤岡市三本木字下原 • * 
ll8 三本木古墳群 8 10 藤岡市三本木 • * 

119 （墳墓） 8 10 藤岡市三本木字下原 • * 

120 （墳基） 8 10 藤岡市三本木字下原 • * 

121 （墳;g) 8 10 藤岡市三本木字下原 • * 
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第 1 節立地と環境

番号 遺 跡 名 掲載図版 所 在 地 先 縄 弥 古 奈 平 中近 他 集 生 墳 城 他

122 清水山城跡 9 10 藤岡市高山字山室 • 凸

123 高山館跡 910 藤岡市高山字下組 • 凸

124 伝高山氏館跡 910 藤岡市高山字高山 • 凸

125 （寺院跡） 910 藤岡市高山 • 

126 （縄文住居跡） 7 10 藤岡市高山 • * 

127 （墳墓） 910 藤岡市保美字塚越 • * 

128 高山氏祖代々の基 910 藤岡市保美字丁 • 

129 芦田川屋敷跡 910 藤岡市保美字城戸 • 凸

130 保美の砦跡 910 藤岡市保美字中内出・西内 • 凸

131 常岡城跡 910 藤岡市神田字城腰 ♦ * 

132 （墳墓） 8 10 藤岡市神田字宿 • * 

133 （墳墓） 8 10 藤岡市神田字宿 • * 

134 （墳墓） 8 10 藤岡市神田字宿 • * 

135 神田古墳群 8 10 藤岡市神田 • * 

136 （墳墓） 8 10 藤岡市神田字宿 • * 

137 （住居跡） 8 10 藤岡市神田字前原 • * 

138 （墳墓） 8 10 藤岡市神田字宿 • * 

139 （墳基） 8 10 藤岡市神田字高峰 • * 

140 （墳墓） 8 10 藤岡市神田字高峰 • * 

141 本郷尺地遺跡 8 910 藤岡市本郷字尺地・田中東 . ♦ • • * 群埋文128)

142 本郷山根遺跡 8 10 藤岡市本郷字山根 • • • • 群埋文(291

143 本郷埴輪窯跡 8 10 藤岡市本郷字塚原 • * 国指

144 堂山 8 10 藤岡市本郷 • 

145 土師神社 8 10 藤岡市本郷字宮下 • 

146 地蔵堂・ひょうたん塚 8 10 藤岡市本郷・根岸 • 

147 根岸築城跡 910 藤岡市根岸 ♦ * 

148 土師食堂前遺跡（A 5) 8 9 藤岡市小林748-1 • • • ♦ * * 市教委

149 堀ノ内遺跡群（Al) 7 8 910 藤岡市小林南•本郷 . • • • • • * * 市教委09)

150 小林古墳群 8 10 藤岡市小林・根岸•本郷 • * 

151 小林館ノ山の館跡 , 藤岡市小林字中里 • * 

152 （墳墓） 8 藤岡市小林字中里 • 

153 白塩道南遺跡 8 9 10 藤岡市山崎 • • * * 

154 北山遺跡 7 8 910 藤岡市山崎字北山 • • • • • • * 

155 山間遺跡 7 8 10 藤岡市山崎 • • * * 

156 光徳寺裏山遺跡 7 10 藤岡市藤岡 • * 

157 （墳lit) 8 10 藤岡市藤岡字南山 • * 

158 大神宮山の砦跡 9 10 藤岡市藤岡字南山 • * 

159 （墳墓） 8 10 藤岡市藤岡字外平 • * 

160 一本松住居跡 8 藤岡市藤岡字外平 • * 

161 芦田城跡 910 藤岡市藤岡 • * 

162 奥浅間 8 10 藤岡市藤岡字高崎道西 • * 

163 浅間神社 8 藤岡市藤岡字高崎道西 • 

164 藤岡城跡 910 藤岡市藤岡字城屋敷 • 凸

165 （墳墓） 8 10 藤岡市藤岡字東裏甲 • * 

166 諏訪神社古墳 8 10 藤岡市藤岡字東裏甲 • * 

167 戸塚古墳群 8 藤岡市戸塚・小林 • * 

168 株木遺跡（ B 4) 7 8 藤岡市上戸塚字株木 ♦ • • • * 市教委（切l)

169 野見塚古項群 8 藤岡市上戸塚 • * 

170 神流地区Nal9遺跡 8 藤岡市上戸塚字七反畑・柳原 • 分布01)

171 神流地区Na20遺跡 7 8 藤岡市上戸塚字北原・西原•株木・久保 • • • 分布U1)

172 神流地区Na21遺跡 8 藤岡市上戸塚字正上寺 • • • 分布01)

173 神流地区油22遺跡 7 8 藤岡市上戸塚字島・熊野 • • 分布U1)

174 神流地区Na23遺跡 8 藤岡市上戸塚島野前・志多分 • • 分布01)

175 神流地区Na24遺跡 8 藤岡市上戸塚上河原・下河原 • • 分布01)

176 お熊様 8 藤岡市上戸塚熊野 • 
177 神流地区出14遺跡 7 8 藤岡市下戸塚字神明・西原、上戸塚字北原 • • • 分布U1)

178 神流地区Nat5遺跡 8 藤岡市下戸塚字神明・西田、上戸塚字正上寺 • • 分布U1)

179 神流地区Nal6遺跡 7 8 藤岡市下戸塚字上方、上戸塚字原 • • • 分布U1)

180 神流地区Nol7遺跡 7 8 藤岡市下戸塚字東田・三角 • • • 分布U1)

181 神流地区Na18遺跡 7 8 藤岡市下戸塚字宮/II • • • 分布01)

182 下戸塚の城跡 , 藤岡市下戸塚字上方 • 凸
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第 II章遺 跡

番号 遺 跡 名 掲載図版 所 在 地 先縄 弥古 奈 平中 近 他 集生 墳 城 他

183 温井遺跡 8 藤岡市岡之郷 ♦ * 県教委侶）

184 中道遺跡 (B 6) 7 8 藤岡市岡之郷 ♦ • * * 市教委{31))

185 岡之台遺跡 (C 5) 7 藤岡市岡之郷 • 合市教委

186 神流地区Na 3 遺跡 7 8 9 藤岡市岡之郷字馬場 • • • • 分布01)

187 神流地区Na I 遺跡 8 藤岡市岡之郷字温井東 • • 分布071

188 神流地区Na 2 遺跡 8 9 藤岡市岡之郷字温井 • • • • 分布01)

189 神流地区池 4 遺跡 7 8 藤岡市岡之郷岡の台・中道・加桝皆戸・柳田 • • 分布07)

190 神流地区池 7 遺跡 8 9 藤岡市岡之郷字新井 • • • 分布01)

191 神流地区Na 6 遺跡 7 8 藤岡市岡之郷字新井・社宮司 • • • 分布01)

192 神流地区池 5 遺跡 8 藤岡市岡之郷字原 • • • 分布U1)

193 加桝皆戸遺跡（ B 7) 7 8 藤岡市岡之郷 • • * * 市教委(JO)

194 五町田遺跡(B 8) 8 藤岡市下栗須 ♦ ♦ * * 市教委(JO)

195 田島遺跡（ B 9) 7 8 藤岡市下栗須 • ♦ * 市教委(30)

196 円浄遺跡 7 8 藤岡市下栗須 • • • • * 市教委(30)

197 大道南遺跡 (B 8) 8 藤岡市下栗須 • • * 市教委

198 神流地区No 8 遺跡 7 8 10 藤岡市下栗須字瀧川・新田・五町田・清水田 • • • • 分布un

199 神流地区Nu 9 遺跡 7 8 9 藤岡市下栗須字岡之郷境 • • • • 分布U7)

200 神流地区NQll遺跡 7 8 9 藤岡市下栗須字清水田・田島・仙久保 • • • • 分布U1)

201 神流地区NolO遺跡 7 8 910 藤岡市下栗須字権現塚他 • • • • • 分布U7)

202 神流地区Nul2遺跡 7 8 藤岡市下栗須字円浄・下戸塚字稲荷前他 • • • 分布(17)

203 神流地区Nal3遺跡 7 8 藤岡市下栗須字長者塚・柊・下戸塚字天王 • • • 分布U1)

204 （墳墓） 8 藤岡市下栗須 • 

205 谷地遺跡 (C 8) 7 8 10 藤岡市中栗須 • • • • * 市教委

206 小野地区Nu 9 遺跡 7 10 藤岡市中栗須字谷地 • 分布(18)

207 八反畑遺跡 (C 3) 8 10 藤岡市中栗須 ♦ • * 市教委

208 藤岡境 II遺跡（ Cl4) 8 10 藤岡市中栗須 ♦ * 市教委

209 藤岡境遺跡（ C !O) 8 JO 藤岡市中栗須 ♦ * 市教委

210 小野地区Null遺跡 8 10 藤岡市中栗須字寺前 • • • 分布U8)

211 小野地区No10遺跡 8 10 藤岡市中栗須字邸前 • 分布08)

212 小袋遺跡 8 10 藤岡市中栗須字小袋 • * 市教委

213 小野地区地13遺跡 8 藤岡市中栗須字小袋 • • • 分布0位

214 小野地区沌12遺跡 8 10 藤岡市中栗須字郷戸 • • • 分布08)

215 神明遺跡 (C 5) 7 10 藤岡市中栗須字神明 • * 市教委

216 小野地区No 8 遺跡 7 10 藤岡市中栗須字神明 • 分布08)

217 神明北遺跡 (C 7) 7 10 藤岡市中栗須字神明北 ♦ * 市教委

218 上栗須古墳群 8 10 藤岡市上栗須 ♦ * 

219 上栗須遺跡 7 8 910 藤岡市上栗須 • • • • • * * * 群埋文切）

220 上栗須寺前遺跡 7 8 10 藤岡市上栗須 • • • • • 

221 小野地区沌 l 遺跡 8 10 藤岡市中字下諏訪、森字天神 • • • 分布U8)

222 中沖遺跡（ CI) 8 10 藤岡市中字沖 • * 

223 小野地区No. 3 遺跡 8 10 藤岡市中字天神 • • • 分布U8)

224 立石堀遺跡 (Cl2) 910 藤岡市中 • * 

225 中 II遺跡 7 8 10 藤岡市中字中西291他 • ♦ ♦ • * * 

226 小野地区沌 4 遺跡 8 10 藤岡市中字天王西 • • • 分布08)

227 中 I 遺跡 8 10 藤岡市中 • * * 

228 社宮司遺跡 (C 2) 8 10 藤岡市中字社宮司 • * 市教委

229 一八様 , 藤岡市字中字東黒田 • * 

230 中城 8 910 藤岡市字中字堤添 • • • • * 

231 小野地区水田址遺跡 (C 4) 8 10 藤岡市森 • • • * 市教委

232 森泉遺跡 (Cl3) 7 8 9 10 藤岡市森字泉 • • • • ♦ * * * 市教委

233 森遺跡 7 8 10 藤岡市森字口無 • • • • * * 県教委1J6）

234 小野地区No 5 遺跡 8 10 藤岡市森字石塚 • • • 分布U8)

235 滝川遺跡 (C 6) 7 10 藤岡市森字滝川 • * 市教委

236 森東館跡 , 藤岡市森字北口 • • * 

237 森西館跡 9 10 藤岡市森字中西 • • * 

238 小野地区Na 2 遺跡 8 10 藤岡市立石字鰹谷戸 • • • 分布U8)

239 小野地区沌 6 遺跡 8 10 藤岡市立石字清水 • • • 分布08)

240 沖 II遺跡（ Cll) 7 8 910 藤岡市立石字沖 • • • • * 市教委

241 沖遺跡 (C 4) 8 10 藤岡市立石 • * 

242 小野地区Nu 7 遺跡 8 10 藤岡市立石字下川 • • • 分布08)

243 下川前遺跡 (C 4) 8 10 藤岡市立石 • • * 

26 



第 1 節立地と環境

番号 遺 跡 名 掲載図版 所 在 地 先 縄 弥 古 奈 平 中 近 他 集 生 墳 城 他

244 浄法寺（緑野寺跡） 8 鬼石町浄法寺甲 • • 

245 浄法寺の館跡 , 鬼石町浄法寺字内手 • • 

246 三ツ山城跡 , 鬼石町浄法寺字根古屋 • • 

247 （包蔵地） 7 8 鬼石町浄法寺字中曽根 • • • 

248 （包蔵地） 8 10 吉井町黙熊 • • 

249 黒熊遺跡群 7 8 910 吉井町黒熊・深沢・小串 • ♦ ♦ ♦ ♦ • * * 

250 （散布地） 7 10 吉井町黒熊字栗崎 • 

251 黒熊栗崎遺跡 8 9 10 吉井町黒熊字栗崎 • • * 

252 （寺院跡） 8 10 吉井町黒熊字塔之峰 • 

253 （散布地） 7 10 吉井町黒熊字新井 • 

254 （散布地） 8 10 吉井町黒熊字新井・中西・久保 • • • 

255 黒熊中西遺跡 8 10 吉井町黒熊字中西 • • • 群埋文

256 深沢の砦跡 , 吉井町黒熊字内出 • 凸

257 （散布地） 7 10 吉井町黒熊字八幡 • 

258 黒熊八幡遺跡 8 10 吉井町黒熊字八幡 • • • 群埋文

259 （生産跡） 8 10 吉井町多比良字下五反田 • • * 国士館大学

260 瀬戸城跡 910 吉井町多比良字向平 • 凸

261 山の神古墳群 8 10 吉井町多比良字山の神 • 

262 （散布地） 7 10 吉井町多比良字新堀 • 

263 多比良新堀城跡 910 吉井町多比良字新堀 • 凸

264 （散布地） 7 10 吉井町多比良字西組 • 

265 （散布地） 8 10 吉井町多比良字西組・中組 • • • 

266 （散布地） 8 10 吉井町多比良字西深沢・追部野 • • • 

267 （散布地） 7 10 吉井町多比良字西深沢 • 

268 （散布地） 8 10 吉井町多比良字中組 • • • 

269 中ノ原城跡 9 10 吉井町多比良字中ノ原 • 凸

270 中ノ原古墳群 8 10 吉井町多比良字中原 • * 

271 （散布地） 7 10 吉井町多比良字中組 • 

272 （生産跡） 8 10 吉井町多比良字長谷川 • * 

273 （散布地） 7 10 吉井町多比良字追部野 • 

274 多比良追部野遺跡 8 10 吉井町多比良追部野 • • • * * 群埋文

275 （散布地） 7 吉井町多比良字松田 • 

276 千保原遺跡 8 吉井町多比良字西深沢 • 

277 柳田遺跡 8 吉井町多比良字松田 • • • * 

278 塚原遺跡 7 8 10 吉井町小串字塚原 • • • * * 

279 小串古墳群 8 10 吉井町小串字東組 • * 

280 祝神遺跡 7 8 910 吉井町石神 • • • • • • 

281 （包蔵地） 7 10 吉井町石神 • 

282 石神祝神古墳群 8 10 吉井町石神 • • 

283 峰山城跡 910 吉井町石神字城 • 凸

284 入野遺跡 8 10 吉井町石神字馬場 • • ♦ * 町教委

285 塚原古墳群 8 10 吉井町岡 • • 

286 松木瀬古墳群 8 10 吉井町小荘字松木瀬 • • 

287 稲荷山遺跡 7 吉井町神保字稲荷山 • • 

288 折茂東遺跡 7 8 吉井町神保字上神保 • • • * 

289 神保古墳群 8 吉井町神保字植松・南高原・北山下 • 合

290 神保植松遺跡 7 8 9 吉井町神保字植松 • • • • • • * 凸 群埋文

291 神保富士塚遺跡 7 8 9 吉井町神保字富士塚 • • • • • • • • * 群埋文

292 （散布地） 7 吉井町神保字上神保 • 

293 （散布地） 7 吉井町神保字上神保 • 

294 （散布地） 7 吉井町神保字上堰 • 
295 （散布地） 8 吉井町神保字上神保 • • • 

296 （散布地） 8 吉井町神保字上神保 • • • 

297 下高原廃寺 8 吉井町神保字下神保 • 

298 一本杉古墳 8 吉井町神保字下神保 • * 

299 矢田遺跡 7 8 吉井町矢田 ♦ ♦ • ♦ * 群埋文

300 （散布地） 8 吉井町矢田 • • • 

301 稲荷塚古墳 8 吉井町矢田 • * 

302 川内古墳群 8 吉井町矢田 • * 

303 川内遺跡 7 8 吉井町川内字旧川内 • • • • • * 

304 多胡蛇黒遺跡 7 8 吉井町多胡字西松田 ♦ • • • * 群埋文
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305 （散布地） 7 吉井町多胡―-- • 

306 （散布地） 7 吉井町多胡ー一一 • 

307 多胡古項群 8 吉井町多胡ーー一 • * 

308 多胡薬師塚 8 吉井町多胡―-- • 

309 中天水古項群 8 吉井町多胡ー一一 • * 

310 多胡碑 8 10 吉井町池字御門 • * 国特指

311 西浦古墳群 8 10 吉井町池字塚原 • • 

312 （寺院跡） 8 10 吉井町池字岡 • 

313 （散布地） 7 吉井町池字御門 • 

314 （散布地） 8 吉井町―-- • • • 

315 下池古墳群 8 吉井町池字御門 • * 

316 下涼古墳群 8 吉井町下池字中井 • * 

317 川福遺跡 8 吉井町池字御門 • • 合

318 安坪古墳群 8 吉井町長根字安坪 • • 

319 長根安坪遺跡 7 8 9 吉井町長根字安坪•安坪谷 • • • • • • ♦ * • 群埋文

320 長根羽田倉遺跡 7 8 9 吉井町長根字羽田倉 ♦ • • • • • • * • * 群埋文

321 西脇場・長根宿遺跡 7 8 吉井町長根字上野場 • • • * 

322 （散布地） 7 吉井町字宿 • • 

323 （散布地） 7 吉井町字権現堂 • 

324 （散布地） 7 吉井町長根字安坪 • 

325 （散布地） 7 吉井町長根字下の宿 • 

326 （散布地） 7 吉井町長根字安坪 • 

327 （散布地） 7 吉井町長根字安坪 • 

328 （散布地） 7 吉井町長根字安坪 • 

329 （散布地） 7 吉井町長根字安坪 • 

330 （散布地） 7 吉井町長根字安坪 • 

331 （散布地） 7 吉井町長根字折茂 • 

332 （散布地） 8 吉井町長根字安坪 • • • 

333 恩行寺裏古墳 8 吉井町長根字権現堂 • * 

334 長根城跡 , 吉井町長根 • 凸

335 （散布地） 8 10 吉井町馬庭 • • • 

336 （散布地） 8 10 吉井町馬庭 • • • 

337 入道ケ谷遺跡 910 吉井町馬庭 • 凸

338 御穴塚古墳 8 10 吉井町馬庭穴宿 • * 

339 池四郎塚古項 8 10 吉井町馬庭字下中林 • * 

340 中林城跡 910 吉井町馬庭字下中林 • 凸

341 馬庭古墳群 8 吉井町馬庭字中光寺 •~ * 

342 （寺院跡包蔵地） 8 吉井町馬庭字東 • 

343 馬庭城跡 9 10 吉井町馬庭字内出 • 凸

344 （散布地） 7 10 吉井町馬庭字中光寺 • 

345 岩井古墳群 8 10 吉井町岩井 • • 

346 薬師穴横穴群 8 10 吉井町岩井字葛塚 • • 

347 （散布地） 8 吉井町岩井字塚原 • • • 

348 （散布地） 7 8 吉井町岩崎字岩木 • • • • 

349 （散布地） 8 吉井町岩崎字岩木 • • • 

350 （散布地） 7 吉井町岩崎字上越沢 • 

351 （散布地） 7 吉井町岩崎字上越沢 • 

352 （散布地） 8 吉井町岩崎字上越沢 • • • 

353 （散布地） 7 8 吉井町岩崎字下越沢 • 
354 （散布地） 7 吉井町岩崎字下越沢 • 

355 （散布地） 8 吉井町岩崎字下越沢 • • • 

356 （散布地） 7 8 吉井町岩崎字日影 • • • • 

357 砂井戸遺跡 7 8 吉井町吉井 • • • • 

358 雑木味遺跡 8 吉井町吉井 • * 

359 （散布地） 7 吉井町西吉井 • 

360 道六神遺跡 8 吉井町西吉井 • * 
361 （散布地） 8 吉井町前原 • • • 

362 （散布地） 8 吉井町前原 • • • 

363 （散布地） 8 吉井町馬場 • • • 

364 馬場塚古頃 8 吉井町馬場 • * 

365 （散布地） 8 吉井町片山 • • • 
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366 片山古墳群 8 吉井町片山 • * 

367 小棚古墳群 8 吉井町小棚 • * 

368 北原古墳群 8 吉井町塩川 • * 

369 （散布地） 7 吉井町本郷 • 

370 （散布地） 8 吉井町本郷 • 

371 （散布地） 8 吉井町本郷 • • • 

372 本郷古墳群 8 吉井町本郷 • * 

373 東原古lJ't群 8 吉井町本郷 • * 

374 八幡塚古項 8 吉井町本郷 • * 

375 東吹上遺跡 7 8 吉井町西沢 • • • • * 

376 富岡遺跡 7 8 吉井町根岸 • • * 
377 金井沢碑 8 10 高崎市山名町 • * 

378 根小屋城跡 9 lO 高崎市山名町城山 ♦ 凸 市教委

379 山之上西古墳 8 lO 高崎市山名町山ノ上山神谷 • • 

380 でえせえじ遺跡 8 10 高崎市山名町 • * * 
381 山ノ上古墳・山ノ上碑 8 10 高崎市山名町山神谷 • • * 

382 山名城跡 910 高崎市山名町下之城 • 凸

383 五三山火葬墓 910 高崎市山名町五三山字天水 • • 

384 伊勢塚古憤群 8 10 高崎市山名町伊勢塚 • • 

385 古墳（多野八幡67~72号の内 3 基） 8 10 高崎市山名町土合 • • 

386 木部城跡 9 10 高崎市木部町堀ノ内・勝利 • 凸

387 田端遺跡 8 10 高崎市木部町田端•阿久津町田端 • • • * * 群埋文

388 木部町北遺跡 9 10 高崎市阿久津町中組 • 凸

389 綜覧倉打野町189号墳外 5 基 8 10 高崎市倉賀野町 • 

390 大道南古墳群 8 10 高崎市倉賀野町下町大道南 • • 市教委

391 大応寺遺跡 8 10 高崎市倉賀野町下町甲大応寺乙 • • • * 市教委

392 倉賀野大応寺土師遺跡 8 10 高崎市倉買野町下町甲大応寺 • * 市教委

393 倉賀野大道土師遺跡 8 10 高崎市倉賀野町下町大道南 ♦ * 市教委

394 倉賀野町56号項外 2 基 8 JO 高崎市倉賀野町下町乙大道南 • 

395 倉賀野町下町橋東土師遺跡 8 10 高崎市倉賀野町下町橋東 • • • * 

396 倉双野西城跡 9 10 高崎市倉賀野町上町薬師前 • 凸

397 倉賀野城跡 9 10 高崎市倉賀野町上町・宮前 • 凸

398 倉買野万福寺縄文遺跡 10 高崎市倉賀野町正六字万福寺 • * 市教委

399 倉買野万福寺土師遺跡 8 IO 高崎市倉賀野町正六字万福寺 • • • * 市教委

400 浅間山古墳 8 高崎市倉賀野町丙下正六 • • 国指

401 大鶴巻古墳 8 10 高崎市倉賀野町丙下正六 • • 国指

402 小鶴巻古墳 8 10 高崎市倉賀野町丙下正六 • • 

403 安楽寺古墳 8 高崎市倉賀野町丙下正六 • • 

404 下佐野遺跡 7 8 9 高崎市下佐野町字長者 • • • • • • 0 0 

405 佐野戸崎遺跡 8 10 高崎市下佐野町戸崎 • 

406 下佐野古憤群 8 10 高崎市下佐野町稲荷塚・鍛治・風川 • • 

407 舟橋遺跡 8 高崎市上佐野町字舟橋 • • • 

408 下之城条里遺跡 8 高崎市下之城町 • 

409 下之城跡 , 高崎市下之城町村内 • • 

410 城南小学校遺跡 7 高崎市新後閑町寺廻 • 

411 茶臼山城跡 9 10 高崎市寺尾町茶臼 • 凸

412 （古墳） 8 高崎市石原町 • • 
413 寺尾上城 , 高崎市乗附町雨坪 • 凸

414 拾弐屋敷跡 , 高崎市鼻高町拾弐 • 凸

415 福田屋敷跡 , 高崎市藤塚町台 • 凸

416 高崎城跡 , 高崎市高松町 • • 凸

417 大類館跡 , 高崎市南大類町館 • 凸

418 大類寄居跡 , 高崎市南大類町寄居 • 凸

419 降照屋敷跡 , 高崎市中大類町降照 • 凸

420 （散布地） 7 高崎市中大類町降照 • 

421 （古墳） 8 高崎市中大類町降照 • • 

422 大類城跡 , 高崎市宿大類町沼尻 • 凸

423 稲荷塚古墳 8 高崎市下大類町 • • 

424 （古墳） 8 高崎市下大類町 • • 

425 （散布地） 8 高崎市下大類町 • 

426 鍛治分遺跡 8 高崎市下大類町 • 
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番号 遺 跡 名 掲藪図版 所 在 地 先 縄 弥古 奈 平 中近 他 集 生 墳 城 他

427 反町屋敷跡 , 高崎市上中居町西屋敷 • 凸

428 中居の砦跡 , 高崎市上中居町新堀前屋敷 • 凸

429 競馬場遺跡 7 高崎市上中居町平塚 • 

430 下中居環濠宅地群 , 高崎市下中居町宅地添 • 凸

431 （散布地） 8 高崎市柴崎町 • 

432 柴崎蟹沢古項 8 高崎市柴崎町 • • 

433 諏訪山古坑 8 高崎市柴崎町隼人 • • 

434 （古項） 8 高崎市柴崎町西浦 • • 

435 柴崎屋敷跡 , 高崎市柴崎町屋敷 • 

゜436 かぐら塚古坑 8 高崎市矢中町 • • 

437 （古切） 8 高崎市矢中町 • • 

438 村北A遺跡 8 高崎市矢中町 • * 

゜439 天王前遺跡 8 高崎市矢中町 • * 

440 村東 B遺跡 8 高崎市矢中町 • ◊ * 

441 村東遺跡 8 高崎市矢中町 • • * * 

442 矢中遺跡群 8 9 高崎市矢中町 • • • • * * 凸

443 栗崎町宮原・栗崎税遺跡 8 高崎市栗崎町原 • • • 

444 飯玉山古切 8 高崎市栗崎町宮原 • • 

445 栗崎町原遺跡 8 裔崎市栗崎町原 • 

446 （散布地） 8 高崎市栗崎町 • 

447 綜岩晶18号古坑 8 高崎市綿貫町堀米前 • • 

448 堀米屋敷跡 , 高崎市綿貫町堀米前 • 凸

449 堀米古項群 8 高崎市綿貫町 • • 

450 観音山古墳 8 高崎市綿貫町 • • 

451 台新田町台南遺跡 8 高崎市台新田町台南 • • 

452 首切山古坦 8 高崎市台新田町台南 • • 

453 桃山古項 8 高崎市岩鼻町延養寺 • • 

454 岩鼻延養寺遺跡 8 高崎市岩鼻町延贅寺 • 

455 不動山古墳 8 高崎市岩鼻町一ー一 • • 

456 岩鼻二子山古切 8 高崎市岩鼻町一ー一 • • 

457 岩鼻陣屋跡 9 10 高崎市岩鼻町旧陣坂上北・坂上南 • • 凸

458 針塚古墳 8 高崎市八幡原町 • • 

459 コンピラ古坑 8 高崎市八幡原町 • • 

460 天王山古墳 8 高崎市八幡原町 • • 

461 八幡原館跡 , 高崎市八幡原町 • 凸

462 前原1052古墳 8 高崎市八幡原町若宮 • • 

463 前原1052古項 8 高崎市八幡原町若宮 • • 

464 若宮2133古坑 8 高崎市八幡原町若宮 • • 

465 鈴塚古坦 8 高崎市八幡原町若宮 • • 

466 若宮2040古墳 8 高崎市八幡原町若宮 • • 

467 若宮遺跡 8 高崎市八幡原町若宮 • • 

468 若宮古項 8 高崎市八幡原町若宮 • • 

469 （墳墓） 8 高崎市八幡原町 • • 

470 （古墳・円） 8 高崎市八幡原町 • • 

471 八幡原A遺跡 7 9 高崎市八幡原町 • • • * 
472 （包蔵地・集落跡・住居跡） , 高崎市下滝町中道 • * 

473 慈眼寺A号墳・大師堂古頃 8 高崎市下滝町境内 • • 

474 慈眼寺 C号坑 8 高崎市下滝町境内 • • 

475 御伊勢山古項 8 高崎市下滝町境内 • • 

476 三反畑85号墳 8 高崎市下滝町三反田 • • 

477 三反畑80号項 8 高崎市下滝町三反田乙 • • 

478 下滝町甲78 • 81号坑 8 高崎市下滝町甲 • • 

479 三反畑278号墳 8 高崎市下滝町三反田乙 • • 

480 （散布地） 8 高崎市下滝町 • 

481 （古憤） 8 高崎市下滝町 • • 

482 （散布地） 8 高崎市下滝町 • 

483 八幡塚古墳 8 高崎市下滝町 • • 

484 上滝遺跡 8 9 高崎市上滝町 • • • • * 

485 島名城跡 , 高崎市元島名町 • 凸

486 （古墳） 8 高崎市元島名町 • • 

487 浅間山古墳 8 高崎市元島名町 • • 
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番号 遺 跡 名 掲動図版 所 在 地 先縄 弥古 奈平 中近 他集 生墳 城他

488 （古収） 8 高崎市元島名町 • • 

489 将軍塚古墳 8 高崎市元島名町 • • 

490 中内出遺跡 8 高崎市元島名町中内出 • 

491 元島名内出遺跡 , 高崎市元島名町中内出 • 凸

492 鈴ノ宮遺跡 7 8 高崎市矢島町鈴ノ宮 • • • • * 

493 色梅原・袷下遺跡 8 9 児玉郡神川町元阿保 • • • * * ◎凸 町教委

494 同上 , （児玉郡上里町大御堂） • 

495 阿保境の館跡 , 児玉郡上里町大御堂字阿保境 • 凸

496 伝阿保氏館跡 , 児玉郡神川町元阿保字上宿 • 凸

497 安保氏大御堂跡 , 児玉郡上里町大御堂字堂裏 • 

498 中新里城跡 , 児玉郡神川町中新里字北城・南城 • 凸

499 「岡部屋敷」館跡 , 児玉郡神川町新里字西前畑 • 凸

500 前組中世寺院跡 , 児玉郡神川町新里字羽根倉 • 

501 池田の館跡 , 児玉郡神川町池田字池田口 • 凸

502 金鑽御嶽城跡 , 児玉郡神川町渡瀬字御嶽 • 凸

503 真鏡寺の館跡 , 児玉郡児玉町塩谷字真鏡寺 • 凸

504 ミカド遺跡 , 児玉郡児玉町塩谷字三角 • 

505 金屋遺跡群 , 児玉郡児玉町金屋字田端 • 出

506 別所の城跡 , 児玉郡児玉町金屋字上別所・観音山 • 凸

507 篠城跡 , 児玉郡児玉町塩谷字篠後 • 凸

508 雉ケ岡八幡山城跡 , 児玉郡児玉町八幡山字城之内•他 • 凸

509 浮浜城跡 , 児玉郡上里町長浜字城 • 凸

510 大光寺裏遺跡 , 児玉郡上里町勅使河原字上勝場・元屋敷 • 
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第 II章遺 跡

第 2 節遺跡の概要

1 大御堂調査区

大御堂調査区は、発掘調査対象区域の東より約250mの区間 (STA.66~STA.69) で、地籍は大字白石字大

御堂で、一部が字沖田にかかる。ここは鮎川左岸の沖積低地面にあり、鮎川川床面との比高差は約 5~7mで

ある。現在は圃場整備が実施され一面に水田が広がり、北東方向にわずかな傾斜をもちながら水田面のレベ

ルが下がって行き、ほとんど平坦に近い緩傾斜面と言える地形で、標高は105m~108mである。土質は、地表

面下0.5m~0.6mの厚さで沖積層（表土＋粘性土）があり、その下は段丘堆積物である礫混じり土となる（第

5 図、第11図参照）。

鮎川流域は、藤岡市内で最も濃密に遺跡・遺物の分布する地域として知られるが、その中にあって本調査

区域には遺跡台帳に古墳 1 基が記載されていただけで、埋蔵文化財の包蔵の実態はつまびらかではなかった。

しかし、字名の「大御堂」や地元に残る「アミダイケ」の地名伝承が寺院の存在を示唆するものであり、明

治 9 年の地籍図にも池の記載が見られ、「中世の園池を伴う寺院址」の存在の可能性は極めて高いものであっ

た。近年、農業基盤整備のための構造改善事業が計画され、そのための発掘調査も実施されて、当該地域に

おける埋蔵文化財の包蔵は周知のこととなった（『凡緑埜遺跡群 I 』）。本遺跡もその予定地内にあって、藤岡

市教育委員会による用水路予定地でのトレンチ調査では、溝状遺構や池の一部と考えられる石垣の検出など

があり、中世寺院址と考えられる遺構の包蔵は高い確率で予想された。

大御堂調査区の調査は鮎川橋梁の橋台部分にあたる A区から実施し、 B 区、 C 区の順にグリッドを掘り広

げていった。昭和62年度にA•B 区を、昭和63年度に C 区の調査を主に実施した。大御堂調査区には南北に

横切る道路（東より＝土地改良による新設農道「土地改良農道」、西より＝旧来の農道「農道」）があり、こ

れにより 3 つの区域に分かれる。

調査は試掘トレンチによる土層観察の後、表土（耕作土）及び攪乱土を重機により掘削し、その後で人力

による遺構検出を行い、層位的に掘り進めることを原則に作業を進めた。その結果、 A·B 区では中世の寺

院址に伴う土塁跡・溝・池及び掘立柱建物跡などの遺構群と、その後に営まれたと考えられる埋葬遺構群が、

c 区では縄文時代の敷石住居跡 2 軒と中・近世の掘立柱建物跡・溝等が検出された。

《昭和62年度調査ーA·B 区一の概要》

昭和62年度の調査はA区のうち鮎川崖から土地改良農道までの間から実施した。表土をはいだ段階で数条

の溝状遺構と道路跡及びピット・土坑等を検出した。確認面はほぽ同ーであったが、遺構埋土の観察でA軽

石降下を境とする前後二時期の遺構の存在を確認した。 A軽石降下後と考えられる溝状遺構・道路跡は地籍

図・状量図に記載された道路・水路とほぼ一致しており、近世後半以降の土地利用が現在まで続いていたと

考えられる。土地改良農道際では池の埋土と考えられる A軽石の純層（南池の一部）も確認された。土地改

良農道西のA区及びB 区は寺院の存在が確実視されたため、表土掘削前の原地形の確認とトレンチ調査を入

念に行った。鮎川崖に近い部分と農道際が畑地となっていた他はすべて水田として利用されていたが、個々

の水田面の高さにばらつきが認められ、畦畔等に見られる地形にそぐわないラインは包蔵する遺構に規制さ

れたものであると予測され、現況で確認できる範囲で寺院址遺構に関するものが存在するということを踏ま

えて調査を進めた。

表土を除去した段階で茶褐色粘質土の面と浅間A軽石を埋土とする池・溝などの遺構を検出した。すでに
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A区のトレンチ調査でこの粘質土（大御堂基本土層 II • III層）の下層は礫層 (V層）であることは確認して

いたので、浅間A軽石を覆土・埋土とする遺構を掘り下げた後、グリッド単位で掘り下げることにした。そ

の結果、池・溝・暗渠・土塁・濠などの寺院を構成する施設と考えられる遺構群と、火葬跡・火葬墓・墓壊

等の埋葬遺構群が検出された。これらの遺構は、層位的に次のような時期区分に大別できる。

（新）近世後半～近・現代…浅間A軽石降下以降の時期＝農地としての土地利用がなされ、現代まで続く。

（中）中世後半～近世前半…浅間A軽石降下以前の時期＝墳墓群が営まれた（寺院は何らかの形で残る）。

（古）中世前半………………浅間 B軽石降下以降の時期＝中世寺院の創建期

本調査区域において、確認し得たなかで最も古い時期と考えられる遺構が層位的に確認できたのは浅間B

軽石の堆積後に築かれたと考えられる土塁跡である。この遺構は濠跡（第 1 号濠跡） •第 2 号溝状遺構(B D

7) とともに寺院西域の区画を構成する性格の施設として、寺院創建時の縄張りを示すと考えられる。この

土塁跡の南北の両端付近からはほぼ直角に東方向にのびる溝及暗渠等も検出されている。これは、寺院址東

部で検出された二つの池＝「アミダイケ」に接続する導水施設の性格を有したものと考えられる。「アミダイ

ケ」と呼ばれる池は地籍図（明治 9 年）とほぽ同様に南北に二つ確認された。

以上が寺院の区画を構成すると考えられる遺構群である。これらの遺構のなかには、暗渠・溝等の切り合

い関係や池の修復の痕跡など、相互に重複関係を認められるものがあって、中世～近世前半の時期での細分

が可能である。北部の暗渠 (2 号暗渠• 3 号暗渠）では 2 時期、南部の暗渠 (1 号暗渠• 4 号暗渠及びBD

10) では 2 または 3 時期にわたっての改変が、また、南北二つの池 (2 号池• 3 号池）では、最終的な埋没

年代が大正期であるとの地元古老の話もあり、かなり長期間にわたって機能していたと見られ、修築・改変

の痕跡も多く認められた。南西部の一角で掘立柱建物跡群が検出されたが、位置等から寺院に付随する建物

群と考えられ、また、建物自体の建て替えも認められる。

寺院址からは配石墓・火葬跡・火葬墓・土坑墓・土壊等の埋葬遺構群も検出された。配石墓は 1 基のみで

あったが、寺院址の中心的位置にあり上部施設は不明であったが骨蔵器を出土し、寺院とも何らかの関連を

持つ性格のものとも推定できる。火葬跡・火葬墓は濠埋没後に営まれており、銭貨・土師質土器等の供伴遺

物の出土しているものもあり、層位的及び出土遺物の観察から寺院址に後出する中世後半以降の時期の所産

と見られる。

近世後半には現況に近い形＝農地としての土地利用がなされたと考えられるが、池はその後も残っていた

ことが元禄年間の絵図や明治 9 年の地籍図で明らかであり、大正年間に人為的に埋め戻した層位についても

確認した。元禄の絵図では寺田としての記載や堂宇を示す記号も見られ、近世の出土遺物も比較的豊富であ

ることから、この間の寺院（址）の変遷については検討の必要があろう。

《昭和63年度調査ーC 区一の概要》

B 区西よりにやや斜め南北方向に農道が横切っている。寺院址＝寺域の検出遺構はこの農道の東側にほぽ

おさまると考えられた。この農道の西側の B 区から C 区にかけては表土を掘削した後、 2 面にわたる遺構面

を確認した。上層で溝・掘立柱建物跡等の中近世の遺構を検出し、下層では縄文時代中期の敷石住居跡 2 軒

のほか、縄文及び弥生時代の遺物包含層を検出した。

この区域での中近世の掘立柱建物跡・溝状遺構は寺院址ともなんらかの関連（寺地としての可能性）をも

つものとも見られ、この沖積低地面での遺跡選地を考える資料として重要である。また、縄文～弥生時代の

遺構・遺物はこの地域での類例も比較的少なく、貴重な発見と言える。

《本報告書中の記載について》
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第 II章遺 跡

大御堂調査区の検出遺構及び出土遺物については、第III章で詳述する。報告は時代順を基本としながらも

検出遺構の性格等を考慮のうえ、次のように記述することとした。

第 1 節寺院建立以前の遺構と遺物

c 区を中心に縄文時代から平安時代までの遺構・遺物の報告

1 縄文時代（敷石住居跡 2 軒と遺物）、 2 弥生時代（遺物）、 3 古墳～平安時代（溝 1 条と

出土遺物）

第 2 節 中世の遺構ー寺院址一

A•B 区で検出された中世の遺構ー寺院址ーの報告

濠・土塁各 1 、池 2 、溝17 （暗渠 4) 、掘立柱建物跡11、井戸跡 l

第 3 節埋葬関連遺構

A•B 区で検出された中近世の埋葬遺構群と関連遺物の報告

配石墓 1 、火葬跡11、火葬墓 6 、土坑墓 8 、土塙 5 、石造物

第 4 節寺院址出土の遺物

寺院址出土の土器・陶磁器類をはじめとした中世～近世の遺物の報告

土器、軟質陶器、陶磁器、瓦、銭貨・金属製品、石製品・石材等

第 5 節 c 区検出の遺構と遺物

c 区検出の中・近世の遺構と遺物、及びA·B 区での近世の遺構について報告

(C 区中近世）溝 4 、掘立柱建物跡 8 、井戸跡 1

(Aｷ B 区近世以降）畠作遺構 1 、土坑 2

2 前原調査区

前原調査区は、発掘調査区域の中ほど約200mの区間 (STA.69~STA.72) で、鮎川左岸洪積台地上に立地

する。洪積台地面は下位の沖積低地面との比高差が約 3~5mで、鮎川に並行して約300~400m程の幅で南北

にのび、さらにその西側は丘陵地となる。前原調査区はこの洪積台地の東側縁辺に立地し、標高は110m~115

mで北東方向に緩やかな傾斜をもつ。地籍は大字白石字前原であり、 D·E 区がこれにある。土質は、表土（耕

作土）下はすぐに段丘堆積物であるローム層が 2~3mの厚さで堆積し、その下は礫混じり層（基本土層第V

層：礫径 5~50Illlll）となる。調査前には大部分が桑園・畑地として利用されていた。また、南方約50mの所に

は本調査区と同様に洪積台地東側縁辺部に立地する薬師原遺跡があり、藤岡市農協平井支所建設に伴う発掘

調査が実施されて、縄文・古墳・中世の遺構（住居跡・墳墓等）と遺物が検出されている。また、南東方向

から北西方向にのびて前原調査区を斜めに横断する道路は群馬県教育委員会による歴史の道の調査により

「鎌倉街道」と比定されている。

本調査区の発掘調査は、昭和62年度に D 区を、昭和63年度に E 区県道東部分• E 区県道西部分の順に実施

した。表土（耕作土）層下はすぐにローム層となり、また、桑根・芋穴・ごぼう穴等耕作による攪乱が著し

く、遺構の残存状況はあまり良好とは言えなかった。 D 区では縄文時代中期の竪穴住居跡 2 軒及び土坑 9 基

と、掘立柱建物跡 1 棟を検出した。 E 区県道東部分では、現農道に沿って道路跡が検出され、道路跡に沿う

掘立柱建物跡 l 棟が、また、 2 条の溝にとりかこまれた掘立柱建物跡 4 棟と井戸跡・土坑等が、また、県道

西部分では、掘立柱建物跡、土坑が検出された。時期的には、竪穴住居跡・土坑が縄文時代の他は、道路跡・

溝．掘立柱建物跡など近世の所産と考えられる。なお、遺構調査終了後、先土器時代の遺構・遺物の有無を
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第 2 節遺跡の概要

確認するための試掘トレンチを設定したが検出し得なかった。

《本報告書中の記載について》

前原調査区は第IV章で詳述する。遺構及び遺物については時代順を基本とし、縄文時代のものと中・近世

のものとに分けて報告した。

第 1 節 縄文時代の遺構と遺物……竪穴住居跡 2 軒、土坑12基

第 2 節 中・近世の遺構と遺物………道路跡、溝状遺構 2 条、掘立柱建物跡 9 、井戸跡 1

3 上谷戸調査区

上谷戸調査区は、発掘調査区域の西より約300mの区間 (STA.72~STA.75) にあたり、藤岡市と吉井町の

境をなす竹沼丘陵の北麓にあたる部分に位置する。この丘陵斜面には藤岡市平井地区No.1 4遺跡が存在し、本

調査区に続く。調査区は、大グリッドの F·G·H· I 区にあたり、標高は115m~140mで、段丘面と丘陵と

の傾斜変換線は標高120mのあたりである。 F·G区は洪積台地面の最奥部で比較的平坦である。 H • I 区は

美濃山と呼ばれる北東にのびた丘陵尾根の末端に位置し、南東～東向きの斜面である。当初の調査区域は丘

陵下の平坦面 (STA. 74) までであったが、丘陵斜面部が藤岡市遺跡詳細分布調査平井地区No.14遺跡としてす

でに周知され土器片の散布も認められたことから、公団・県教委と協議の結果、調査区域に取り入れて試掘

調査を実施することとなった。なお、前原調査区との間、約100mの区間 (E~F 区）については、 トレンチ

発掘を行ったが遺構・遺物はほとんど確認し得なかったので、試掘調査のみとした。

調査は昭和63年度の後半にはいってから行われた。丘陵裾部には削平による段差があり、地形的に台地平

坦面 (F·G·H区）と丘陵斜面部 (H • I 区）とに分かれる。台地平坦面には屋敷跡があったと見られ、

井戸跡・溝・土坑等が検出されている。斜面部では古墳～平安時代の竪穴住居跡 5 軒と溝状遺構が検出され

た。また、「の」の字状垂飾（縄文時代前期～中期）なども出土している。なお、先土器時代の遺構・遺物の

有無を確認するための試掘トレンチを設定し掘り下げてみたが検出し得なかった。

《本報告書中の記載について》

上谷戸調査区は第IV章で詳述する。遺構及び遺物については時代順を基本とし、縄文時代のものと古墳～

平安時代、それと中近世のものとに分けて報告した。

第 1 節 縄文時代の遺構と遺物……………先土器・縄文時代の出土遺物

第 2 節 古墳～平安時代の遺構と遺物……竪穴住居跡 5 軒、溝 1 条及び出土遺物

第 3 節 中・近世の遺構と遺物……………・・・溝状遺構・土坑•井戸跡・掘立柱建物跡及び出土遺物

《遺構番号及びまとめ・考察について》

検出された遺構・遺物について、時期・性格等の個別の調査所見は報文中又は観察表等の中で述べるよう

にし、遺構相互の関連や遺跡の性格等にかかわる問題等については第VI章成果と問題点でまとめた。また、

白石大御堂遺跡で検出した遺構は第 4 表のとうりである。なお、本報告書をまとめるに際し、遺構番号を各

調査区毎に遺構種別通番とし、浅間A軽石降下（近世後半）以降のものについては原則として遺構個別の番

局は与えなかった。 （綿貫鋭次郎）
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第 II章遺 跡

第 4 表 白石大御堂遺跡報告遺構一覧

罰 遺構名称（調査名称） 所在グリッド 確標認面高 主軸方位 位置・形状・規模・性格等 時 期 章—節

001 大御堂第 1 号敷石住居跡 (CJ 1) Ca • Cb-19 • 20g 107. 00 N-30"-E C 区、円・柄鏡形 中期・加曽利 E4式 lll-1 

002 大御堂第 2 号敷石住居跡 (CJ 2) Cd • Ce-29 • 30g 107 00 N-13"-E c 区、円・柄鏡形 中期・加曽利 E4式 lII-1 

003 大御堂第 1 号土坑 (CK 1) Cfｷ Cg-17g 107.10 不明 C 区、円形？ 弥生中期初頭 lll-1 

004 大御堂第 1 号溝状遺構 (BD17) Bo~Cb-15~30g 105. 90 N-25ｷ-E B 区農道西 奈良～平安 lll-1 

005 大御堂第 2 号濠跡 Bk~Bs-11~27g 107. 00 N-20"-E B 区農道西・自然流路 近世以前 III-2 

006 大御堂第 1 号濠跡（濠跡） Bj~Bn-11~22g 106 50 N-14"-E 寺院址西部 中世 III-2 

007 大御堂第 1 号濠内土坑 (BK16) B1-17 • 28g 105. 70 不明 楕円形（150X 128 X 30) 中世、寺院創建時 III-2 

008 大御堂第 1 号濠内溝 a (8D13) Bl-13 • 14g 106. 30 N-58"-W 寺院西部 中世 lII-2 

009 大御堂第 1 号濠内溝 b (BDll) Bj~Bn-10~23g 106.50 N-15"-E 寺院西部 中世 lll-2 

010 大御堂第 1 号濠内溝 C (BD12) Bl~Bo-15~26g 106.40 N-15ー-E 寺院西部 中世 III-2 

Oll 大御堂第 1 号濠内溝 d (BD6) Bj~Bl-20~23g 106. 40 N-75"-E 寺院西部 中世 III-2 

012 大御堂寺院址土塁跡（土塁跡） Bn~Bk-09~22g 106.75 N-13"-E 寺院西部 中世、寺院創建時 III-2 

013 大御堂第 2 号土坑 (2 号配石） Bj-2lg 106.60 N-4 ｷ-E 土塁際 近世 III-2 

014 大御堂寺院址棚列 a Bk~Bm-22 • 23g 106.45 N-74'-W 寺院南西部・建物群北 中世 III-2 

015 大御堂寺院址棚列 b Bn • Bo-22~26g 106.45 N-16"-E 寺院南西部・建物群西 中世 III-2 

016 大御堂第 1 号掘立柱建物跡(BBlO) Bk~Bm-23 • 24g 106.45 N-78'-W 寺院南西部・北棟群 中世 III-2 

017 大御堂第 2 号掘立柱建物跡 (BB9) Bk~Bm-22~24g 106.45 N-78ー-W 寺院南西部・北棟群 中世 III-2 

018 大御堂第 3 号掘立柱建物跡 (BB8) Bk~Bm-22~24g 106. 45 N-75'-W 寺院南西部・北棟群 中世 III-2 

019 大御堂第 4 号掘立柱建物跡 (BB3) Bk~Bn-22~24g 106.45 N-74"-W 寺院南西部・北棟群 中世 III-2 

020 大御堂第 5 号掘立柱建物跡(BB4) Bk~Bn-22~24g 106.45 N-77ー-W 寺院南西部・北棟群 中世 III-2 

021 大御堂第 6 号掘立柱建物跡 (BB5) Bk~Bn-23 • 24g 106.45 N-75"-W 寺院南西部・北棟群 中世 III-2 

022 大御堂第 7 号掘立柱建物跡(BB6) Bm~Bo-24~27g 106.45 N-20"-E 寺院南西部・南棟群 中世 III-2 

023 大御堂第 8 号掘立柱建物跡(BB 7) Bm~Bo-24~27g 106.45 N-20ー-E 寺院南西部・南棟群 中世 III-2 

024 大御堂第 9 号掘立柱建物跡 (BBll) Bm~Bo-24~27g 106.45 N-16"-E 寺院南西部・南棟群 中世 III-2 

025 大御堂建物群内土坑 a (BK26) Bo-27g 106.45 寺院南西部、 122X 101 X20 中世 III-2 

026 大御堂建物群内土坑 b (BK35) Bm-13g 106. 40 N-4 ｷ-E 寺院南西部、 129X72 X 35 中世 Ill-2 

027 大御堂第 2 号溝状遺構(BD 7) Bg~Bj-09~12g 106.60 N-13"-E 寺院中央部 中世 Ill-2 

028 大御堂第 3 号溝状遺構 (AD12) Ao~Bb-07~10g 105. 60 N-80"-W 寺院中央北、寺域北縁区画 中近世 III-2 

029 大御堂第 4 号溝状遺構 (AD13) At~Bb-07~09g 105. 60 N-78"-W 寺院中央北、寺域北縁区画 中近世 III-2 

030 大御堂第 5 号溝状遺構 (2 号暗渠） Be~Be-07 • 08g 105. 90 N-14"-E 寺院中央北、北池遣水遺構 中世・ 13c~ III-2 

031 大御堂第 6 号溝状遺構 (3 号暗渠） Bb~Bc-08~10g 105. 90 N-45ー-W 寺院中央北、北池遣水遺構 中世・ 13c~ III-2 

032 大御堂第 7 号溝状遺構 (3 号配石） Ax~Ba-10~13g 105.40 寺院中央北、北池遣水遺構 中世・ 13c~ III-2 

033 大御堂第 8 号溝状遺構 (AD14) As~Au-04~10g 105.30 N-22ー-E 寺院中央北 中近世 III-2 

034 大御堂寺院址北西部瓦溜まり Bg • Bf-09~llg 106.00 寺院北西部、土塁跡東面 中世～近世 III-2 

035 大御堂第 1 号池状遺構 (1 号池） Bb~Bf-10~14g 105.60 寺院中央北 近世・ 18~19c III-2 

036 大御堂第 9 号溝状遺構(BD9) Bf• Bg-21 • 22g 106.10 N-82ー-W 寺院中央南、南池遣水遺構 中世 Ill-2 

037 大御堂第10号溝状遺構 (4 号暗渠） Be~Bg-22g 106 15 N-63ー-E 寺院中央南、南池遣水遺構 中世・ 13c III-2 

038 大御堂第11号溝状遺構 (1 号暗渠） Bd~Bg-22 • 23g 106.15 N-76"-W 寺院中央南、南池遣水遺構 中世・ 13c • 14c III-2 

039 大御堂第12号溝状遺構 (BDlO) Ba~B f~Zl • 22g 106. 00 N-86"-W 寺院中央南、南池遣水遺構 中世・ 13c • 14c III-2 

040 大御堂第13号溝状遺構 (BD 8 • 16) Bd~Bk-23 • 24g 106.30 N-76ー -W 寺院中央南、寺域南縁区画 中世・ 13c~ III-2 

041 大御堂調査区北池 (2 号池） Ar~Ax-12~17g 105.40 寺院中央東、園池遺構 中近世・ 13c~19c III-2 

042 大御堂調査区南池 (3 号池） At~Ba-18~22g 105. 60 寺院中央東、園池遺構 中近世・ 13c~19c III-2 

043 大御堂第10号掘立柱建物跡(BB 1) Bh • Bi-20 • 21g 106.10 N-13"-E 寺院中央部南西、 1 X 2 間・方 中世 III-2 

044 大御堂第11号掘立柱建物跡(BB2) Be • Bf-15 • 16g 105.98 N-79"-W 寺院中央部、1.5X 2 間・方 近世 III-2 

045 大御堂第 1 号井戸跡（BE l) Bh • Bi-19g 106.15 N-16"-E 寺院中央部、 270X213X- 中世 III-2 

046 大御堂第14号溝状遺構 (ADll) Ap • Aq-19 • 20g 105. 70 N-13'-E 寺院東部、寺域東縁区画か 中世 III-2 

047 大御堂第15号溝状遺構 (AD7) Aj ~Al~ 10 • llg 105. 50 N-73ｷ-w 寺院東部 中世 III-2 

048 大御堂第16号溝状遺構 (AD4) Ai~An-03~12g 105.50 N-21ｷ-E 寺院東部 中世 Ill-2 

049 大御堂第17号溝状遺構 (AD5 • 8) Ai~An-03~15g 105.50 N-20ー-E 寺院東部 中世 III-2 

050 大御堂第 1 号配石墓(1号配石） Bh • Bi-14 • 15g 106. 20 N-73'-W 寺院中央、方形、 372X316X 25 中世・ 14c III-3 

051 大御堂第 1 号火葬跡 (AK5) An-17g 105.65 N-16'-E 寺・東部、長方形、 147X80Xl7 中世 III-3 

052 大御堂第 2 号火葬跡 (AK4) An-15g 105.50 N-13ー-E 寺・東部、凸形 中世 lII -3 

053 大御堂第 3 号火葬跡 (AK3) An-14g 105.50 N-20"-E 寺・東部、凸形 中世 III-3 

054 大御堂第 4 号火葬跡 (BK 7) Bk-15g 106.35 N-29'-E 寺・西部、凸形 中世 III-3 

055 大御堂第 5 号火葬跡(BK8a) Bl-14 • 15g 106.35 N-11ー-E 寺・西部、長方形？ 中世 III-3 

056 大御堂第 6 号火葬跡 (BK8b) Bl-14 • 15g 106.20 N-11ー-E 寺•西部、長方形？ 中世 Ill-3 

057 大御堂第 7 号火葬跡 (BK9) Bm-17g 106.35 N-llー-E 寺•西部、凸方形 中世 III-3 

058 大御堂第 8 号火葬跡 (BKlO) Bl• Bm-17g 106. 35 N-2 ｷ-E 寺・西部、凸方形 1 中世 III-3 

059 大御堂第 9 号火葬跡(BK12) Bl-18g 106. 40 N-15"-E 寺•西部、凸方形 中世 III-3 
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第 2 節遺跡の概要

盟悶 遺構名称（調査名称） 所在グリッド 標確認面高 主軸方位 位置・形状・規模・性格等 時 期 章—節

060 大御堂第10号火葬跡(BK14) Bk-14g 106.30 N-13"-E 寺•西部、凸方形 中世 III-3 

061 大御堂第11号火葬跡 (BK15) Bk-13 • 14g 106. 35 N-10"-E 寺・西部、凸方形 中世 III-3 

062 大御堂第 1 号火葬墓 (BKll) Bl-17 • 18g 106.30 N- 4 "-E 寺・西部、長方形 中世 III-3 

063 大御堂第 2 号火葬墓(BK22) Bd-09g 105.95 N-5 ｷ-E 寺・北西部、長楕円形 中世 III-3 

064 大御堂第 3 号火葬墓(BK23) Be-08 • 09g 106.00 N- 2 ー-E 寺・北西部、長楕円形 中世 III-3 

065 大御堂第 4 号火葬墓(BK24) Be-09g 106.05 N-13'-E 寺・北西部、長楕円形 中世 III-3 

066 大御堂第 5 号火葬墓 (BK25) Bg-09 • 10g 106.10 N-22ー-E 寺・北西部、長楕円形 中世 III-3 

067 大御堂第 6 号火葬墓 (BK21) Bd-09g 105. 90 寺・北西部、円形 中世 lII -3 

068 大御堂第 1 号土坑墓(BK13) Bl-17 • 18g 106.30 N-14ー-E 寺・西部、長方形 中世 III-3 

069 大御堂第 2 号土坑墓 (BK31) Bh-14g 106 05 N-20ー-E 寺・中央南、方形 中世 III-3 

070 大御堂第 3 号土坑墓(BK32) Be-22 • 23g 106.10 N-12ー-E 寺・中央南、方形 中世 Ill-3 

071 大御堂第 4 号土坑墓 (BK27) Bh-22g 106.10 N-74"-W 寺・中央南、長方形 中近世 III-3 

072 大御堂第 5 号土坑墓(BK28) Bi-22g 106.15 N-73ー-W 寺・中央南、長方形 中近世 III-3 

073 大御堂第 6 号土坑墓 (BK29) Bi-2lg 106.90 N-78"-W 寺・中央南、長方形 中近世 III-3 

074 大御堂第 7 号土坑墓 (BK30) Bi-20g 106. 75 N- 8._ E 寺・中央南、長方形 中近世 III-3 

075 大御堂第 8 号土坑墓(BK17) Bg-18g 105. 95 寺・中央南、円形 中近世 III-3 

076 大御堂第 1 号土壌 (AK1) Aj~06g 105.05 寺・東部、円形、径82X28 中近世 III-3 

077 大御堂第 2 号土壊(BK4) Bk-21 • 22g 106. 75 寺・西部、円形、115X 108X50 中近世 III-3 

078 大御堂第 3 号土塙 (BK5) Bj-15g 106.50 寺・西部、円形、 88X 78 X37 中近世 III-3 

079 大御堂第 4 号土壊(BK6) Bj-15g 106. 50 寺・西部、円形、径101 X 25 中近世 III-3 

080 大御堂第 5 号土壊(BK33) Bs-24g 107.05 B 区農道西、円形、径140X 深38 中世 lll-3 

081 大御堂第1号濠北部礫石面 (4号配石） Bj • Bk-10~14g 106.30 寺・西部、 1 号濠北端 中世 III -3 

082 大御堂第18号溝状遺構 (CO2) Bq~Cr-16~24g 107,50 N-71ー-W c 区 ~107.20 III-5 

083 大御堂第19号溝状遺構 (CD12) Cc~Cf-22~31g 107.60 N-20"-E c 区 ~107. 40 III-5 

084 大御堂第20号溝状遺構 (CD22) Co~Ct-17~30g 107. 90 N-21"-E c 区 ~107 • 70 III-5 

085 大御堂第21号溝状遺構 (CD24) Cq~Da-27~33g 108. 20 N-60'-W c 区 ~107. 90 III-5 

086 大御堂第22号溝状遺構 (CDI) Bs~Cs~l7~26g 107.60 N-70ー-W C 区 107 10 III-5 

087 大御堂第 2 号井戸跡 (CE 1) Cgｷ Ch-15g 107.10 c 区、円形、 264X 222 X -(113) III-5 

088 大御堂第12号掘立柱建物跡 (CB 1) Chｷ Ci-25~27g 107. 70 N-21'-E C 区東群、 中世 III-5 

089 大御堂第13号掘立柱建物跡(CB2) Ch~Cj-25~27g 107. 70 N-22'-E c 区東群 中世 III-5 

090 大御堂第14号掘立柱建物跡 (CB3) Cj-26g 107. 68 N-68"-W c 区東群 中世 III -5 

091 大御堂第15号掘立柱建物跡 (CB4) Ctｷ Cu-24 • 25g 108.03 N-25"-E c 区西群 中世 III-5 

092 大御堂第16号掘立柱建物跡 (CB5) Cu~Cw-23~25g 108.05 N-29"-E c 区西群 中世 III -5 

093 大御堂第17号掘立柱建物跡 (CB6) Cr• Cs-22g 107. 83 N-19"-E c 区西群 中世 III-5 

094 大御堂第18号掘立柱建物跡(CB7) Csｷ Ct-21~23g 107. 84 N-24'-E c 区西群 中世 lll-5 

095 大御堂第19号掘立柱建物跡(CB8) Cs~Cu-24 • 25g 107. 98 N-22"-E C 区西群 中世 III-5 

096 大御堂近世畠作遺構 Au~Ba-05~08g 105.80 N-43"-W 寺・北部、 ~105 70 近世・ 18c後 Ill-5 

097 大御堂第 3 号土坑 (AK2) Axｷ Ay-06g 105.65 N-78"-W 寺・北郎、— X252 X 105 近世 III-5 

098 大御堂第 4 号土坑 (BK3) Bi • Bj-21 • 22g 106. 65 N-74"-W 寺・西部、 261X200X48 近世 III-5 

099 前原第 1 号竪穴住居跡(DJ 1) Dp-23 • 24g 113.80 N-47ー-E D 区、円形 縄文中期 IV-1 

100 前原第 2 号竪穴住居跡 (DJ 2) Ds • Dt-23 • 24g 113. 70 D 区円形？ 縄文 IV-1 

101 前原第 1 号土坑(DK 1) Do-29g 113. 70 N-50'-E D 区円形 87 X 78X26 縄文中期 IV-1 

102 前原第 2 号土坑 (EKl) Eg-33g 113.60 E 区、円形 93X83X51 縄文 IV-1 

103 前原第 3 号土坑 (EK3) Ei-33g 113. 70 E 区、円形 57X53X44 縄文 IV-1 

104 前原第 4 号土坑 (DK2) Dr-18 • 19g 113.10 D 区円形 128 X 129X 42 縄文 IV-1 

105 前原第 5 号土坑 (DK8) Dp-20 • 21g 113.65 D 区、円形 141Xl38Xl7 縄文 IV-1 

106 即原第 6 号土坑 (DK9) Dp • Dq-22g 113. 75 D 区、円形 147Xl37Xl2 縄文 IV-1 

107 前原第 7 号土坑 (DK12) Dj-Zlg 113.00 D 区楕円形 99X75X 26 縄文 IV-1 

108 前原第 8 号土坑 (DK13) Di-24g 112. 90 D 区、円形 126X 112 X 21 縄文 IV-1 

109 前原第 9 号土坑(DP29) Dq-22g 113.80 D 区楕円形 96X68X 15 縄文 IV-1 

llO 前原第10号土坑 (DK29) Do-23g 113. 70 D 区、円形 105X93X57 縄文 IV-1 

111 前原11号土坑 (DK27) Dp-24 • 30g 113. 70 D 区、 372 X 225 X 105 縄文 IV-1 

112 前原12号土坑 (EK2) Eg • Eh-28 • 29g 114.60 E 区、円形 279X 261 X 32 IV-1 

113 前原調査区道路跡遺構 (ER 1) Du~Ec-22~24g 114. 20 N-20ー-W D•E 区 IV-2 

114 前原第 1 号掘立柱建物跡(DB 1) Dp~Dr-25 • 26g 113.80 N-62"-W D 区、 1 X 2 間・長方形 IV-2 

115 即原第 2 号掘立柱建物跡(EB 1) Ea~Ee~22~24 g 114.10 N-38ー-W E 区、 2 X 2 間・長方形 IV-2 

116 前原第 1 号溝状遺構 (ED1) Eb~Em-26~34g 114.60 N-88ー-W E 区 IV-2 

117 前原第 2 号溝状遺構 (ED2) Eb~El-29~34g 114. 80 N- 6ー -W E 区 IV-2 

118 前原第 3 号掘立柱建物跡 (EB2) Dd • Ee-30 • 31g 114.50 N-82"-W E 区、 2 X 2 間・正方形 IV-2 

119 前原第 4 号掘立柱建物跡 (EB3) Ee~Eg-32 • 33g 114. 55 N-85ー-W E 区、 2 X 2 間・長方形 IV-2 

120 前原第 5 号掘立柱建物跡(EB 4) Ef~Eh-32g 114. 60 N-85"-W E 区、 1 X 3 間・長方形 IV-2 
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第 II章遺 跡

罰 遺構名称（調査名称） 所在グリッド 確概認面高 主軸方位 位置・形状・規模・性格等 時 期 章—節

121 前原第 6 号掘立柱建物跡(EB 5) Ej • Ek-32 • 33g 114. 80 N-74"-W E 区、 2 X 2 間・方形？ IV-2 

122 削原第 7 号掘立柱建物跡 (EB6) Eo~Eq-21 • 23g 114 70 N-48"-E E 区、 2 X 2 間・長方形 IV~ 2 

123 前原第 8 号掘立柱建物跡(EB 7) Ep~Er-20~22g 114 60 N-ff-W E 区、 1 X 3 間・長方形 IV-2 

124 前原第 9 号掘立柱建物跡(EB 8) Em~Eo~l7~19g 114. 50 N-50"-W E 区、 2 X 3 間・長方形 rv~ 2 

125 前原第 1 号井戸跡 (EE 1) En-23g 114. 65 E 区、円形 114XlllX- IV-2 

126 上谷戸第 1 号竪穴住居跡(HJ6) Ia~Ic-04 • 05g 135. 00 N-30"-W 南東斜面方形北鼈 古墳後期•6c後半 V-2 

127 上谷戸第 2 号竪穴住居跡(HJ 1) He • Hd-02 • 03g 125. 80 N-69"-E 南東斜面方形東鼈 古墳後期•6c後半 V-2 

128 上谷戸第 3 号竪穴住居跡(HJ2) Hk • Hl-00 • Olg 129. 00 N-29"-W 南東斜面方形北鼈 平安前期 •9c V~2 

129 上谷戸第 4 号竪穴住居跡(HJ3) HI • Hm-02 • 03g 128. 50 N-30"-E 南東斜面方形北鼈 平安前期 •9c V-2 

130 上谷戸第 5 号竪穴住居跡(HJ4) HI • Hm-03 • 04g 131ｷ30 N-24ー-W 南東斜面方形 平安前期 •9c V-2 

131 上谷戸第 1 号集石遺構 Hr-03g 131.00 N-35"-W 南東斜面楕円形 V-2 

132 上谷戸第 1 号溝状遺構(HDlO) Hh • Hi-01 • 02g 128. 80 南北 南東斜面古墳周溝か 古墳 V-2 

133 上谷戸第 2 号溝状遺構 (HD9) Hn • Ho-00~02g 131. 50 N-20ｷ-w 南東斜面 近世 V-3 

134 上谷戸第 3 号溝状遺構(HDll) Hn~Hp-0.5ｷ0.6g 128.80 N-78"-E 南東斜面 近世 V-3 

135 上谷戸第 4 号溝状遺構(HD4) Hd~HHO~04g 126.30 N-30"-E 南東斜面 近世 V-3 

136 上谷戸第 5 号溝状遺構 (HD5) Hd-03 • 04g 125. 60 南北 南東斜面 近世 V-3 

137 上谷戸第 6 号溝状遺構 (HD8) Gy-01~04g 125. 00 N-sｷ-w 南東斜面 近世 V-3 

138 上谷戸第 7 号溝状遺構 (HD6) Gv~Hb-03 • 04g 124.80 N-86"-W 南東潰面 近世 V-3 

139 上谷戸第 8 号溝状遺構(HD7) Gu • Gv-04 • 04g 125. 50 N-4._ E 南東斜面 近世 V-3 

140 上谷戸第 9 号溝状遺構(HD3) Hi-07~10g 124. 50 N- 1ー-W 市道西側上位面 近世 V-3 

141 上谷戸第10号溝状遺構 (HD2) Hi • Hk-08 • 09g 124. 70 N-80"-E 市道西側上位面 近世 V-3 

142 上谷戸第11号溝状遺構(HDl) Gx~Hl-05~09g 125. 00 N-88ー-W 市道西側上位面 近世 V-3 

143 上谷戸第12号溝状遺構 (GD6) Gsｷ Gt-06~09g 121. 40 N-33"-E 市道西側下位面 近世 V-3 

144 上谷戸第13号溝状遺構 (GD7) Gr~Ht-03~08g 122. 20 N-25"-E 市道西側下位面 近世 V-3 

145 上谷戸第14号溝状遺構 (GD8) Gsｷ Gy-04~09g 122. 00 N-45"-E 市道西側下位面 近世 V-3 

146 上谷戸第15号溝状遺構 (GD9) Gt~Gw-0 6ｷ0.7g 122. 00 N-55"-E 市道西側下位面 近世 V-3 

147 上谷戸第16号溝状遺構 (GDll) Gw~Gy-09~15g 121.80 N-15"-E 市道西側下位面 近世 V-3 

148 上谷戸第17号溝状遺構 (GD13) Gv~Hb-13~15g 121. 60 東西弧形 市道西側下位面 近世 V-3 

149 上谷戸第18号溝状遺構 (GD12) Guｷ Gv-12~16g 120. 50 N-13ー-W 市道西側下位面 近世 V-3 

150 上谷戸第19号溝状遺構 (CDlO• 4) Gh~Gp-05~18g 120. 00 N-29"-E 市道西側下位面 中世 V-3 

151 上谷戸第20号溝状遺構 (GDl) Gg~Gk-09~20g 118.80 N-20"-E 市道東側 近世 V-3 

152 上谷戸第21号溝状遺構 (GD2) Gg • Gk-16~18g 118 70 N-80ー-E 市道東側 近世 v~3 

153 上谷戸第22号溝状遺構 (GD3) Gg~Gg-09 • 10g 118.60 N-68ー-W 市道東側 近世 V-3 

154 上谷戸第23号溝状遺構 (GD5) Gh~Gt-06~09g 121. 20 N-40ー-E 市道西側下位面 近世 V-3 

155 上谷戸第掘立柱建物跡 (GB 1) Gpｷ Gq-14~16g 119 90 N-27ー-E 市道西側下位面 近世 V~3 

156 上谷戸第 1 号石組み遺構 (GE 1) Ha-14g 121.18 N-15ー-E 方形 354 X 345X 78 近世 V-3 

157 上谷戸第 1 号井戸跡 (GE3) Gu• Gv-15 • 16g 120.30 楕円形 441 X 387 X 110 近世 V-3 

158 上谷戸第 2 号井戸跡(HE 1) Gy • Ha-02 • 03g 124. 74 円形 354 X 345 X (258) 近世 V-3 

159 上谷戸第 1 号土坑 (FK 7) Fq • Fr-11 • 12g 116 24 450 X270 X66 近世 V-3 

160 上谷戸第 2 号土坑 (FKS) Frｷ Fs-13 • 14g 116.46 N-40"-E 楕円形 455X 258 X 99 近世 V-3 

161 上谷戸第 3 号土坑 (FK4) Fs • Ft-13 • 14g 116. 58 N-44"-W 長楕円形 404X 147 X 71 近世 V-3 

162 上谷戸第 4 号土坑 (FK3) Fv • Fw-10 • llg 116.58 N-19"-E 楕円形 398 X 312 X 83 近世 V-3 

163 上谷戸第 5 号土坑 (FK 2) Fv • Fw-12 • 13g 117.20 N-15"-E 長楕円形 327 X267X36 近世 V-3 

164 上谷戸第 6 号土坑 (FK 1) Fw • Fx-12 • 13g 117.26 N-28"-E 長楕円形 405 X (215) X 87 近世 V-3 

165 上谷戸第 7 号土坑 (GK5) Fy-13g 117. 44 N- 1._ E 長楕円形 414 X 168X60 近世 V-3 

166 上谷戸第 8 号土坑 (GK6) Ga-ll.12g 117. 76 N-34ー-W 楕円形 297 X 147X62 近世 V-3 

167 上谷戸第 9 号土坑 (GK4) Ga • Gb-13 • 14g 117.50 N-27"-W 楕円形 552 X 243X 48 近世 V-3 

168 上谷戸第10号土坑 (GK2) Gd-llg 118.16 N-60'-W ／楕円形 289X 153X 99 近世 V-3 

169 上谷戸第11号土坑 (GK12) Gd-12 • 13g 118.10 N-11ー-E 289 X 165 (105) X 12 近世 V-3 

170 上谷戸第12号土坑 (FK6) Fr-12 g 116. 40 円形 135 (177) X 135 X 54 近世 V-3 

171 上谷戸第13号土坑 (GKll) Gaｷ Gb-12g 117. 50 N-36"-E 楕円形 153X 111 X 26 近世 V-3 

172 上谷戸第14号土坑 (GKlO) Gb-llg 117. 47 N-11ー-E 正方形 87 X84X 26 近世 V-3 

173 上谷戸第15号士坑 (GK13) Gg-13g 118 60 円形 84 X 72 X 63 近世 V-3 

174 上谷戸第16号土坑 (GK14) Gc-13g 117. 74 円形 87 X 72 X 57 近世 V-3 

175 上谷戸第17号土坑 (GK15) Gb • Gc-14g 117 77 円形 60 X54X33 近世 V-3 

176 上谷戸第18号土坑 (GK16) Gc-14g 117 77 円形 95 X62X 69 近世 V-3 

177 上谷戸第19号土坑 (GK17) Gc-14g 117. 72 円形 74X66X33 近世 V-3 

178 上谷戸第20号土坑 (GK7) Gb-12g 117.68 円形 129X 122 X66 近世 V-3 

179 上谷戸第21号土坑 (GKl) Gf-11 • 12g 118.50 円形 188 X 174 X51 近世 V-3 

180 上谷戸第22号土坑 (GK3) Ge-13g 118.24 円形 252 X228X69 近世 V-3 

181 上谷戸第23号土坑 (GK9) Gb~Gd-12~14g 118 10 N-68"-W 945 X600 X 73 近世 V-3 
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第 2 節遺跡の概要

罰 遺構名称（調査名称） 所在グリッド 標確認面高 主軸方位 位置・形状・規模・性格等 時 期 章—節

182 上谷戸第24号土坑 (GKS) Gf • Gg-13 • 14g 118.30 N-71ー-W 楕円形 479X 398X 36 近世 V-3 

183 上谷戸第25号土坑 (GE2) Gw • Hx-11 • 12g 120.63 楕円形 475X 348X 78 近世 V-3 

184 上谷戸第26号土坑 (GK18) Gq • Gr-08 • 09g 121. 03 楕円形 522X471 X54 近世 V-3 

185 上谷戸第27号土坑 (GK19) Gl-04 • 05g 121 • 12 円形 261 X 227 X 108 近世 V-3 

186 上谷戸第28号土坑(HK 7) Gt-03g 123.40 N-25ー-W 365 X 287 (186) X 54 近世 V-3 

187 上谷戸第29号土坑(HKll) Gv-02g 124. 00 円形 120 X 120 X45 近世 V-3 

188 上谷戸第30号土坑(HKlO) Hb-05g 123 36 131 X 123 X 95 近世 V-3 

189 上谷戸第31号土坑 (HK5) Hb • Hc-06g 123ｷ54 555X 339 X 47 近世 V-3 

190 上谷戸第32号土坑 (HK9) He-06g 123. 82 N- 2ー-E 78X58Xl5 近世 V-3 

191 上谷戸第33号土坑(HK 6) He-07g 123 74 153X 134 X 56 近世 V-3 

192 上谷戸第34号土坑(HK4) Hj • Hk-06g 123. 28 -X 309X 69 近世 V-3 

193 上谷戸第35号土坑 (HK3) Hk-06 • 07g 124.42 N-13ー-E 楕円形 318X210 X 45 近世 V-3 

194 上谷戸第36号土坑 (HK2) Hk-08g 124. 46 N-15"-E 楕円形 131 X78 X36 近世 V-3 

195 上谷戸第37号土坑 (HK 1) Hk-09g 124. 36 円形 126 X 117X54 近世 V-3 

196 上谷戸第38号土坑 (HK8) Hm-05g 128.08 隅丸方形 231 X 195 X20 近世 V-3 
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

第III章大御堂調査区の遺構と遺物

第 1 節 中世以前の遺構と遺物

1 遺構・遺物の分布概要（第12図）

縄文時代の遺構・遺物は、主に C 区で検出されている。現状の鮎川崖からは約120m程、前原調査区の段丘

崖からは約80m離れたところで中期末葉の敷石住居跡が 2 軒検出された。 2 軒は直線距離で約50m離れてい

る。敷石住居跡 2 軒は、出土遺物から判断して加曽利E4 式期であり、同一集落を構成していたものと考え

られる。調査区西側には、該期の遺構が検出されていないことから、集落の西縁部に当たり、調査区東側に

集落の展開があったものとなろう。また、遺構は確認できなかったが、 C 区南西部に遺物散布域を確認して

いる。いずれも縄文時代中期の土器・石器を出土している。

弥生時代の遺物は 2 ケ所で検出された。 Cg17グリットの出土遺物は中期初頭の再葬墓に見られる土器で、

土壊と考えられるまとまり (CKl) ではあったが、遺構の検出はできず、不明である。また、 C 区南西部の

Ch•Ci-26•27グリット付近でもまとまって遺物が出土している。ここでの一群は縄文時代晩期から弥生時代

初頭にかけての遺物が見られ、同様のものは沖 II遺跡で出土しているほかは、当該地域では比較的類例の少

ない時期のものである。

古墳時代から平安時代にかけては、 B 区農道西側において土師器坪・須恵器片を出土する溝状遺構（大御

堂第 1 号溝状遺構）が検出された。ほかに、土師器・須恵器・埴輪の破片等の出土が少量ではあるが見られ

たが、土記以外では明確な遺構は検出し得なかった。

A·B 区では寺院造立とその後の地形改変が影響したためか、中世以前の遺物の残存状況は良好ではなく、

大御堂調査区での遺構・遺物は主に C 区から見られた。縄文時代前期の遺物が数点見られたほかは中期のも

のが圧倒的に多く、この時代に本調査区も生活域として開発されたと思われる。その後の状況を遺物から見

ると、縄文時代の晩期から弥生時代初頭にかけて再びここで生活が営まれた。古墳時代後半から平安時代に

かけての遺物量は少なく、流れ込み等の可能性も考えられ、本調査区が生活の本拠地であった可能性は少な

し％

2 縄文時代の遺構と遺物

(1) 大御堂第 1 号敷石住居跡（第13図～第17図、写真図版38 • 64) 

［位置］ 大御堂調査区のほぼ中央に近い Ca· Cb-19 • 20グリットにかけて検出された。大御堂第 2 号敷石

住居跡の北北東約50mのところに位置している。

［経過］ 昭和63年度の調査において検出された（調査名CJ 1) 。確認面標高は107mであり、確認土層は灰褐

色粘質土である。遺構は C 区中世面の調査後に、グリットに沿って入れたトレンチ調査によって確認された。

5 月下旬のことである。以後、調査を継続し、 6 月 7 日に石囲い炉と先端部埋甕の写真撮影を実施した。平

面図の作成と遺物取り上げを継続的に行い、 6 月下旬には柄鏡形敷石住居跡の全容が判明した。その後、他

の遺構の調査に入り、当住居跡の調査を再開したのは 9 月に入ってからである。先端部埋甕の取り上げ・敷

石の取り上げ作業を行い、 9 月 22 日に調査を終了した。
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第III章 大御堂調査区の遺構と遺物

［重複］ なし。

［覆土］ 竪穴としての掘り込みが存在しないために、遺構内覆土は認められなかった。

［形状］ 柄鏡形敷石住居跡で全長 5mを測る。主体部の規模は長径 3 mlOcm・短径 2 m20cmの楕円形を呈し、

面積は約8.10面である。張り出し部の規模は長径 2 m80cm・短径50cmで、面積約1. 18面である。総面積は約9.

28面となる。

［敷石状況］ 張り出し部の敷石は、第 2 号敷石住居跡のそれと比べると、残存状況は良くない。主体部の

敷石はやや乱雑であり、また内部には全面敷石は施されてはおらず、炉北側に部分敷石が認められるだけで

ある。主体部の縁石は当初の姿をあまり留めてはいないようである。この縁石の同レベルでの拡散から判断

して、当柄鏡敷石住居跡の掘り込みは存在しなかったと判断される。

［使用石材］ 結晶片岩を主体とした石材である。なかでも石墨片岩類・緑泥片岩類を中心に敷石は構築さ

れている。石材の供給地は、当遺跡の東120mのところを北流している鮎川に求められる。

［壁高］ 検出できなかった。構築当初より、掘り込みは存在しながったものであろう。

［柱穴］ 検出できなかった。

［炉］ 石囲い炉である。長径70cm •短径60cm ・深さ 13cmの方形を呈し、面積0.32面である。主体部のほぼ

中央に位置している。炉内には焼土・炭化物等はあまり認めることはできなかった。

［埋甕］ 張り出し部の先端から埋甕が 3 個体出土している。同一土塙内から出土したもので、 2 個体は入

れ子で斜位状態で埋設され、かたわらから底部だけの土器が1個体出土している。土器はいずれも加曽利E4

式土器である。土塙の規模は長径70cm ·短径55cm ・深さ 32cmである。当住居跡には接続部埋甕は検出されて

おらず、先端部埋甕が複数個体存在する事実は、田篠中原遺跡検出の23号配石遺構（加曽利 E4式期の柄鏡形

敷石住居跡）の在り方と共通している。

［張り出し部］ 残存状況はあまり良くはなかった。 8 個体の石と押えの細かな石から構成されている。 8

個の石の大きさの平均は長径27cm •短径15cmである。

［遺物出土状況］ 埋甕 3 個体の他に、口縁部15点・胴部349点・底部 2 点の計366点の土器片が主体部の東

側から集中して出土している。加曽利E4式土器片を主体に、 E3式土器片も含まれている。また土製円板 1

点も出土している。石器では多孔石 7 点・凹石 7 点・磨石 2 点が出土している。多孔石は張り出し部から 3

点、主体部から 3 点、縁石として使用されているもの 1 点、不明 1 点であった。また焼石も認められた。

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表(1)一大御堂第 1 号敷石住居跡・土器一

遺物番号
①胎土②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

1001 胴上 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部上半～口縁部を意図的 底部を除く全面に縄文施文。 先端部埋甕

15 半～ ②良 欠損。器厚 6~10mm。 原体は L ｛ほ縦転がし。 ① 
64 底部 内外面共荒れている。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

1002 胴上 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部上半～口縁部を意因的 底部を除く全面に縄文施文。 先端部埋甕

15 半～ ②やや良 に欠損。器厚 4~9 mm。 原体は R{ t縦転がし。 ② 
64 底部 内外面共に荒れている。

外面の色調は橙色、内面はにぶい橙色。

1003 底部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の底部片。底径7 5cm。 先端部埋甕

15 ②良 内外面共に荒れている。 ③ 

64 外面の色調褐灰色、内面はにぶい黄橙色。

1004 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部～底部。器厚 5~7 mm。 細沈線による「V」状、「AJ状の文様が描か Cb-19g 

15 ～底 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 れ、区画内に縄文施文。原体は L ｛担縦転が

64 部 外面の色調はにぶい赤褐色、内面黒褐色。 し。
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大御堂第 1 号敷石住居跡出土遺物実測図(3)一石器一

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表(2)ー大御堂第 1 号敷石住居跡・土器一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位
（遺存状況）

成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版

1005 ロ縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚11~14mm。 口唇部に無文帯をおき、 1 条の沈線を巡らせ Cb-18g 

16 部片 ②やや良 内面は横方向の調整が行われている。 る。以下、細沈線による「 n J状の文様が描

外面の色調は灰黄褐色、内面は灰白色。 かれ、縄文施文。原体は R{ t縦転がし。

1006 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9 mm。 口唇部に狭い無文帯をおき、 1 条の沈線を巡 Cb-18g 

16 部片 ②やや良 内面は横方向の調整、荒れている。 らせる。以下、細沈線による「 nJ状の文様

内外面の色調はにぶい褐色。 を描く。外面が荒れているため縄文原体不明。

1007 口縁 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 8~14mm。 口唇部に無文帯をおき、 1 条の沈線を巡らせ Cb-18g 

16 部片 ②やや良 内面は横方向の調整が行われている。 る。以下、縄文施文。

外面の色調は明褐色、内面は橙色。

1008 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚11~13mm。 口唇部に無文帯をおき、 1 条の微隆起帯を巡 Ca-19g 

16 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 らせる。以下、縄文施文。

外面の色調は暗赤褐色、内面は灰褐色。 原体は R{ t縦転がし。

1009 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚は 9~11mm。 沈線を垂下。 Ca-20g 

16 片 ②良 内面は荒れている。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。

外面の色調は褐灰色、内面にぶい黄橙色。

1010 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~11mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 Ca-20g 

16 片 ②やや良 内面は横方向の調整、荒れている。

外面はにぶい橙色、内面は灰白色。

lOll 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~10mm。 縄文施文。原体は L{§ 縦転がし。 Cb-20g 

16 片 ②やや良 内面は横方向の調整、荒れている。

内外面の色調は橙色。

1012 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~10mm。 縄文施文。原体は L{§ 縦転がし。 Ca-19g 

16 片 ②やや良 内面は横方向の調整、荒れている。

外面色調はにぶい褐色、内面にぶい黄橙色。
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第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表（3）一大御堂第 1 号敷石住居跡・土器一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

1013 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~11mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 Cb-20g 

16 片 ②やや良 内面は横方向の調整、荒れている。

内外面の色調はにぶい橙色。

1014 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8~10mm。 縄文施文。原体は L{~ 縦転がし。 Ca-19g 

16 片 ②やや良 内面は横方向の調整、荒れている。

外面色調はにぶい橙色、内面にぶい黄橙色。

1015 底部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の底部。底径7.4cm。 Cb-18g 

16 ②やや良 内面は粗い調整、荒れている。

外面色調はにぶい黄褐色、内面灰黄褐色。

1016 底部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の底部。底径8.5cm。 Cb-19g 

16 片 ②良 内外面共に荒れている。

64 外面の色調はにぶい橙色、内面浅黄橙色。

1017 底部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の底部。底径6.5cm。 Cb-19g 

16 片 ②やや良 内外面共に荒れている。

64 外面の色調は明赤褐色、内面は灰褐色。

1018 底部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の底部。底径 9 cm。 底部周縁が磨耗している。 Cb-18g 

16 片 ②やや良 内面は粗い。輪積痕が残る。

64 外面の色調は橙色、内面は明褐灰色。

1019 土製 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片を利用している。 重量41 g。 Cb-19g 

16 円盤 ②やや良 厚さ 5~8 mm。

外面の色調はにぶい橙色、内面は灰褐色。

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表(4)ー大御堂第 1 号敷石住居跡・石器＿

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm• g) 
特 徴 出土状況

挿固写真 全長 幅 厚 重量

1020 多孔石 完形 点紋絹雲母 43 3 14.8 7.0 8,100 片面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径17 張り出し

16 • 64 緑泥片岩 mm、短径13. 5mm、深さ 4 mmである。 部

1021 多孔石 完形 点紋絹雲母 22.3 14.0 3.0 1,680 片面に 1 個の凹みがある。凹みは長径20mm、短 主体部

16 • 64 石墨片岩 径19mm、深さ 5 mmである。

1022 多孔石 破片 点紋絹雲母 (17.4) (10.0) (3.3) (760) 片面に 1 個の凹みがある。凹みは長径21mm、短 主体部

16 • 64 石墨片岩 径18血、深さ 6 直である。一部焼けている。

1023 多孔石 破片 緑泥片岩 (23.4) 15.9 (3.2) (2,200) 片面に 1 個の凹みがある。凹みは長径13mm、短 縁石

16 • 64 径llmm、深さ 3 mmである。一部焼けている。

1024 多孔石 破片 砂岩 (13.2) (11.3) (3.5) (460) 片面に 2 個の凹みがある。凹みは長径・短径と Cb-20g 

16 • 64 も 20mm、深さ 8 mmである。全面焼けている。

1025 多孔石 ｽ 点紋絹雲母 (21.2) 25.3 9.2 (7,100) 片面に 1 個の凹みがある。凹みは長径17mm、短 張り出し

16 • 64 石墨片岩 径16mm、深さ 5 mmである。 部南

1026 多孔石 ｽ 点紋絹雲母 (18.4) (14.0) 4.2 (1,400) 片面に 1 個の凹みがある。凹みは長径13mm、短 張り出し

17 • 64 緑泥片岩 径llmm、深さ 3 mmである。 部

1027 凹石 完形 点紋緑泥片岩 18.4 11.1 2.7 990 両面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径24 主体部

17 • 64 mm、短径22mm、深さ 2 mmである。

1028 凹石 完形 点紋緑泥片岩 14.0 7.3 1.8 323 両面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径17 張り出し

17 • 64 mm、短径16mm、深さ 1 mmである。 部

1029 凹石 ｽ 点紋石墨 17.4 (5.6) 2.7 (400) 両面に 4 個の凹みがある。凹みの平均は、推定 主体部北

17 •— 緑泥片岩 で長径3.6mm、短径3.5mm、深さ 4 mmである。

1030 凹石 完形 点紋緑泥片岩 14.7 7.4 2.8 542 片面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径22 張り出し

17 • 64 mm、短径21mm、深さ 2 mmである。 部

1031 凹石 完形 石墨緑泥片岩 15.3 5.8 2.9 491 片面に 1 個の凹みがある。凹みは長径21mm、短 張り出し

17 • 64 径19mm、深さ 1 mmである。 部

1032 凹石 完形 絹雲母石墨片岩 15.8 8.1 1.7 412 片面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径29 石囲い炉

17 • 64 mm、短径22mm、深さ 3 mmである。

1033 凹石 % 輝緑岩 (9 0) 7.6 2.0 (285) 両面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長22mm、 縁石

17 • 64 短18mm、深 1 mm。両面に磨耗痕、焼けている。

1034 磨石 完形 輝緑岩 11. 5 7.8 5.3 880 両面に磨耗痕が認められる。 先端部埋

17 • 64 甕
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

(2) 大御堂第 2 号敷石住居跡（第18図～第22固、写真圏版39 • 64) 

［位置］ 大御堂調査区の中程、 Cd•Ce-29 • 30グリットにかけて検出され、第 1 号敷石住居跡の南南西約50

mのところに位置している。

［経過］ 昭和63年度の調査において検出された。 10月中旬に近世の溝の覆土を除去中、縄文土器と石の出

土があり集石状況が確認された。このために 8mグリットで周辺を掘り下げた結果、敷石住居跡となる可能性

が大きくなった。 10月 20 日には埋甕と石囲い炉を検出し、柄鏡形敷石住居跡と判断されるに至った。以後調

査に入り、レベルの高い石と土器片については実測後取り上げ、敷石住居跡の全容を把握する調査に入った。

この作業は11月上旬まで継続して行い、 10 日には全景写真の撮影を実施した。 24 日には先端部埋甕の図面作

製と写真撮影を実施し、調査を終了した。

［重複］ なし。

［覆土］ 竪穴としての掘り込みが存在しないために、遺構内覆土は認められなかった。

［形状］ 柄鏡形敷石住居跡で全長 5 m30cmを測る。主体部の規模は明瞭ではないが、長径 3 m70cm・短径 2

m80cmの円形を呈し、面積は約7.88面である。張り出し部の規模は長径 2 m50cm・短径50cm~1 m25cmで、面

積約2.40面である。総面積は約10. 28rri主なる。

［敷石状況］ 張り出し部の敷石は比較的明瞭であるが、主体部の敷石はやや乱雑であった。主体部内部に

は当初から敷石は存在せず、縁石だけと考えられるが、この縁石も当初の姿をあまり留めてはいないようで

ある。この縁石の同レベルの拡散から判断して、当柄鏡形敷石住居跡の掘り込みは存在しなかったものと判

断される。

［使用石材］ 結晶片岩を主体とした石材である。なかでも石墨片岩類・緑泥片岩類を中心に敷石は構築さ

れている。石材の供給地は鮎川であろう。

［壁高］ 検出できなかった。構築当初より、掘り込みは存在しなかったものであろう。

［柱穴］ 検出できなかった。

［炉］ 石囲い炉である。長径84cm •短径76cm ・深さ 10cmの方形を呈し、面積0. 58rri'である。主体部の中央

からやや出入り口部寄りに位置している。炉内には一部焼土の堆積が認められた。

［埋甕］ 主体部と張り出し部の接続部に 1 点、張り出し部の先端部に 1 点の計 2 点が出土している。接続

部の埋甕は加曽利E4式土器の底部であり、正位状態で埋設されていた。なお、埋甕は脆弱であったために復

元はできなかった。先端部の埋甕は口縁部を一部欠損した大型の加曽利E4式土器であり、土塙内に斜位状態

で埋設されていた。この埋甕は別個体の加曽利 E4式土器の胴部片によって保護されている出土状態であっ

た。土塙の規模は長径80cm ・短径60cm ・深さ 30cmである。覆土は灰褐色粘質土である。接続部埋甕と先端部

埋甕の大きさは著しく異なっている。

［張り出し部］ 残存状態は比較的良好である。 9 個の石と押えの細かな石から構成されている。 9 個の石

の平均値は、長径40cm ・短径24cmである。

［遺物出土状態］ 埋甕 2 個体の他に、口縁部11点・胴部148点・底部 7 点の計166点の土器片が主体部を中

心に出土している。土器片の出土は多くはなかった。加曽利E4式土器を主体に E3式土器片も少量出土して

いる。石器では、石皿 3 点・凹石 3 点・磨石 1 点・打製石斧 1 点が出土している。石皿はいずれも破片であ

り、接合関係も認められるものもあった。凹石は 2 点が張り出し部、 1 点が縁石からの出土であった。

［所見］ 出土遺物から判断して、当遺構は縄文時代中期加曽利E4式期の柄鏡形敷石住居跡である。第 1 号

敷石住居跡とは同時期であり、同一集落を構成していたものであろう。敷石の状況は、田篠中原遺跡検出の
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第 1 節 中世以前の遺構と遺物

柄鏡形敷石住居跡と酷似している。（右島和夫・小林徹・菊池実）

第 5 表 大御堂調査区遺物観察表(5)ー大御堂第 2 号敷石住居跡・土器一

遺物番号
①胎土②焼成

挿図番号 部位
（遺存状況）

成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版

1035 ほぼ ①中粒の砂を混入 大型の深鉢形土器。口縁～胴部一部欠損。 口唇部に狭い無文帯をおき、 1 条の微隆起帯 先端部埋甕

20 完形 ②やや良 器厚 9~12mm。内面はやや粗い横方向の を巡らせる。それに接続する微隆起帯を垂下

65 調整が行われている。 させ、区画内に縄文施文。原体は L{§縦転

外面色調は明赤褐色、内面にぶい赤褐色。 がし。

1036 胴部 ①細粒の砂を混入 大型の深鉢形土器の胴部％。器厚11~18 微隆起帯を垂下させ、区画内に縄文施文。 先端部埋甕

21 ②良 mm。内面は横方向の調整が行われている。 原体は L｛担縦転がし。土器面は柔軟。 の押え

65 器面は荒れている。

外面色調はにぶい褐色、内面にぶい橙色。

1037 口縁 ①中粒の砂を混入 大型の深鉢形土器の口縁部％。 口唇部に無文帯をおき、 1 条の沈線を巡らせ 主体部

21 部 ②やや良 器厚11~18mm。内面は横方向の調整が行 る。それに接続する微隆起帯を垂下させ、区

65 われている。 画内に縄文施文。外面が荒れているために明

内外面の色調は橙色。 瞭ではないが、 L{~ 縦転がし。
1038 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 6~8 mm。 口唇部に無文帯をおき、 1 条の微降起帯を巡 炉内

21 部片 ②やや良 内外面共に荒れている。 らせる。それに接続する微隆起帯を垂下させ

内外面の色調は橙色。 ている。

1039 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 6 mm。 微隆起帯を垂下させている。 主体部周辺

21 片 ②やや良 内外面共に荒れている。 外面が荒れているために、縄文原体の判読は

外面の色調は褐灰色、内面はにぶい橙色。 不可能。

1040 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 5~6 mm。 微隆起帯を垂下させている。 主体部周辺

21 片 ②やや良 内外面共に荒れている。 外面が荒れているために、縄文原体の判読は

外面の色調はにぶい橙色、内面は褐灰色。 不可能。

1041 底部 ①中粒の砂を混入 深鉢形の土器の底部。底径 9 cm。 縄文施文。外面が荒れているために、原体は 炉周辺

21 ②やや良 内面は剥落している。 不明。

65 外面の色調は橙色、内面は赤褐色。

1042 底部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器底部。底径11. 7cm。 主体部周辺

21 ②やや良 外面は荒れ、内面は横方向の調整。

65 内外面の色調はにぶい橙色。

1043 底部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の底部。底径4.9cm。胴部で括 主体部

21 ②やや良 れる器形。内面は剥落している。

外面の色調は橙色、内面は赤褐色。

1044 底部 ①中粒の砂を混入 底径4. 7cm。 主体部

21 ②やや良 内面は荒れている。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

1045 底部 ①中粒の砂を混入 深鉢形の土器の底部。底径7.2cm。 一括

21 ②やや良 内外面共に荒れている。

65 外面は明赤褐色、内面は灰褐色。

1046 底部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の底部。底径7.5cm。 底部は上げ底で、内外面共に荒れている。 主体部周辺

21 ②やや良 内面は横方向の調整が行われている。

65 外面色調は灰黄褐色、内面はにぶい橙色。

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表（6）ー大御堂第 2 号敷石住居跡・石器一

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値（cm• g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重量

1047 凹石 完形 点紋緑泥片岩 17.0 7.6 2.5 585 両面に 4 個の凹みがある。凹みの平均は長径36 張り出し

21 • 65 mm、短径23mm、深さ 2 mmである。 部

1048 凹石 完形 絹雲母石墨片岩 14.6 6.5 3.3 535 両面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径23 張り出し

21 • 65 皿l、短径17mm、深さ 2 mmである。 部

1049 凹石 % 緑泥片岩 14.0 (5.5) 2.3 (325) 両面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径20 縁石

21 • 65 mm、短径15mm、深さ 1 mmである。磨耗痕あり。

1050 磨石 ｽ 点紋絹雲母 (9.4) (5.6) (2.8) (39) 器面に磨耗痕がみられる。 縁石

22 • 65 石墨片岩 ほぼ全面焼けている。
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10cm 

1035の展開図
゜ 1 : 8 20cm 

第20図 大御堂第 2 号敷石住居跡出土遺物実測図(1)一土器一
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第22図 大御堂第 2 号敷石住居跡出土遺物実測図（3）一石器一

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値（cm· g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重量

1051 打製石斧 完形 点紋絹雲母 12.4 6.1 1.3 120 分銅型。 張り出し

22 • 65 緑泥片岩 部

1052 石皿 破片 砂岩 (32.4) (9.0) 9.3 (3,250) 磨面と 5 個の凹みがある。 石囲い炉

22 • 65 

1053 石皿 破片 砂岩 (19.0) (9.3) 8.6 (1,350) 磨面に 2 個の凹みがある。 主体部

22 • 65 

c 区から検出された縄文時代の遺構は、 2 軒の敷石住居跡だけである。住居跡周辺のグリッドからは、加

曽利E4 式土器片が集中的に出土しているが、他のグリッドからは散漫的な出土であった。また加曽利E3

式土器片も出土しているが、該期の遺構は検出されていない。以下、グリッド出土の代表的遺物を掲載した。

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表（7)-C 区縄文土器一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

1054 口縁 ①粗粒の砂を混入 大型の深鉢形土器の口縁部一周。器厚 7 口唇部に圧痕が施されている。 Cu-3lg 
23 部 ②やや良 ~15mm。内面は横方向の調整が行われて

65 いる。器面は荒れている。

内外面の色調は灰褐色。

1055 ほぼ ①細粒の砂を混入 小型土器。口縁部一部欠損。器厚10~13 底部周縁が剥落している。 Cc-29g 
23 完形 ②やや良 mm。内面は横方向の調整が行われている。

65 内外面の色調はにぶい黄橙色。

1056 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 8~10mm。 隆帯による楕円の文様が描かれている。 Cp-32g 
23 部片 ②やや良 内面は横方向の調整。内外面共に荒れて 外面が荒れているために、縄文原体は不明。

いる。内外面の色調は黄灰色。

1057 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9 mm。 口縁部はやや内湾する。隆帯と沈線による渦 Cf-29g 
23 部片 ②良 内面は荒れている。 巻き等の文様が描かれる。

外面色調はにぶい赤褐色、内面明褐灰色。 縄文施文。原体は R{} 。
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第23図 大御堂調査区出土遺物実測図(1)一縄文土器一

遺物番号
①胎土②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴とを調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

1058 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~12mm。 隆帯による文様が描かれている。 Cg-27g 

23 片 ②やや良 内面は横方向のやや粗い調整。外面の色 縄文施文。外面が荒れているため原体は不明。

調はにぶい黄橙色、内面は灰褐色。

1059 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9~16mm。 口縁部はやや内湾する。口唇部に狭い無文帯 Cg~27ｷ 28g 

23 部片 ②やや良 内面は横方向の粗い調整。 をおき、 1 条の沈線を巡らせる。

内外面の色調はにぶい黄橙色。 以下、縄文施文。原体は L{§ 横・縦転がし。

1060 口縁 ①中粒の砂を混入 甕形土器の口縁部片。器厚 6~8 mm。 波状口縁部片。口唇部に無文帯をおき、 1 条 Cg-3lg 

23 部片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。 の沈線を巡らせる。以下、沈線による文様が

外面色調はにぶい褐色、内面は褐灰色。 描かれ縄文施文。原体は Lrn(o 段多条）。

1061 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9~11皿。 波状口縁部片。口唇部に無文帯をおき、 1 条 Cf-3lg 

23 部片 ②やや良 内面は剥落している。 の沈線を巡らせる。以下、沈線による文様が

内外面の色調は灰白色。 描かれ縄文施文。原体は L{~ 。
1062 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12~15mm。 沈線を垂下。 Cf-3lg 

23 片 ②やや良 内面は横方向の調整、荒れている。 縄文施文。原体は L{§ 縦転がし。

外面の色調はにぶい褐色、内面は褐灰色。

1063 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~12mm。 沈線による文様が描かれ、縄文施文。 c区一括

23 片 ②やや良 内面は荒れている。 原体は R{ t縦転がし。

外面色調はにぶい黄橙色、内面灰黄褐色。
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第24図 大御堂調査区出土遺物実測図(2)一縄文石器一

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表（8)-C 区・石器一

こ

< 
(1064~1075) 

o 1 : 6 10cm , •, 
O 1 ; 3 5cm 
9 9 

(1076 • 1077) 

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm• g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重量

1064 多孔石 ｽ 絹雲母緑泥片岩 (14.4) (14.8) 4.6 (1,380) 両面に 4 個の凹みがある。凹みの平均は長径． Cf-30g 

24 • 65 短径とも 14mm、深さ 3 mmである。

1065 凹石 % 点紋絹雲母 13 2 9.5 3.8 (740) 片面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径27

24 • 65 石墨片岩 mm、短径20mm、深さ 1 mm。一部焼けている。

1066 凹石 完形 点紋緑泥片岩 15.1 12.1 3.2 794 片面に 1 個の凹みがある。凹みは長径36mm、短 Ch-3lg 

24 • 65 径27mm、深さ llmmである。

1067 凹石 完形 点紋絹雲母 9.6 6.8 2.8 290 両面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径18 Cg-30g 

24 • 65 石墨片岩 mm、短径13mm、深さ 1 mmである。

1068 凹石 完形 緑簾緑泥片岩 12.9 6.1 4.0 445 両面と側面に 4 個の凹みがある。両面の凹みの Cc-18g 

24 • 65 平均は長径38mm、短径27mm、深さ 7 mmである。

1069 凹石 完形 輝緑岩 12.8 7.6 3. 7 575 片面と側面に 4 個の凹みがある。 Cg-29g 

24 • 65 一部に敲打痕が認められる。

1070 凹石 一部欠損 輝緑岩 14.2 6.5 2 9 (440) 両面に 4 個の凹みがある。凹みの平均は長径20

24 • 65 mm、短径17mm、深さ 1 mmである。

1071 打製石斧 完形 緑泥片岩 13.1 4.8 1.6 148 短冊型。 Cf-27g 

24 • 65 

1072 打製石斧 一部欠損 絹雲母石墨片岩 (10.2) 4.8 1.2 (75) 短冊型。 Cw-32g 

24 • 65 

1073 打製石斧 完形 熱変成岩 10.1 4.8 1.3 84 短冊型。 c 区トレ

24 • 65 ンチ

1074 打製石斧 完形 熱変成岩 10.9 6. 7 2.4 215 分銅型。 Cw-3lg 

24 • 65 
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遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm· g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重旦

1075 打製石斧 完形 熱変成岩 12.2 8.8 2.1 200 分銅型。 Cw-29g 

24 • 65 

1076 石鏃 完形 黒曜石 2.7 2.0 0 4 1. 7 基縁は器体に向って内湾し、脚部が作出される。 c区一括

24 • 65 

1077 石鏃 完形 黒曜石 2.6 1.7 0.5 1. 7 基縁は器体に向って内湾し、脚部が作出される。 c 区一括

24 • 65 

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表(9)一 A • B • C 区縄文土器一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

1078 底部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の底部片。底径8.5cm。 底部に網代痕がある。 Cu-3lg 

25 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 内面には炭化物の付着が認められる。

内外面の色調は褐灰色。

1079 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11mm。 縄文施文。原体は R{ t横転がし。 Be-23g 

25 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 刻目を施す浮線文を施している。

内外面の色調はにぶい橙色。 諸磯 b 式土器。

1080 口縁 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 6~10mm。 口縁部に沈線による楕円等の文様を描いてい Au-5 g 

25 部 ②やや良 内面は荒れている。 る。外面は荒れているため縄文は不明。

内外面の色調は褐灰色。 加曽利E3 式土器。

1081 底部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の底部片。底径10cm。 外面は荒れているために縄文不明。 Au-5g 

25 ②やや良 内面は横方向の調整が行われている。

内外面の色調はにぶい赤褐色。

第 5 表 大御堂調査区出土遺物観察表UO)-A • B 区・石器一

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm• g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重量

1082 石鏃 完形 チャート 1.6 1.5 0.5 0.9 基縁は器体に向ってやや内湾し、脚部認められ Bl-13g 

26 • - る。

1083 石鏃 基部欠損 チャート (2. 7) 1. 6 0. 5 (1.5) 舌部を形成する。 Bf-16g 

26 •— 
1084 石鏃 欠損 黒曜石 (1.3) (1. 0) (0. 3) (0. 3) Bg-9 g 

26 •— 
1085 石鏃 一部欠損 黒曜石 1.6 (1.5) (0.3) (0 55) 基縁は器体に向ってやや内湾し、脚部認められ Bn-23g 

26 ·— る。

1086 石鏃 完形 黒曜石 2.0 1.2 0.2 0.5 基縁は器体に向って尖角状に扶入し、脚部が明 Bn-25g 
26 ·一 確に作出される。

1087 完形 黒曜石 5.5 2.5 1.7 30.3 Av-6g 

26 •— 
1088 完形 熱変成岩 13.0 7.0 2.0 280 Ay-17g 

26 ·— 
1089 打製石斧 完形 熱変成岩 11. 3 8.4 2. 7 286 分銅型。 Ba-2lg 

26 •— 
1090 完形 輝緑凝灰岩 11. 0 7.6 2.4 270 Ay-7 g 

26 ·一

3 弥生時代

弥生時代の遺物は、その初頭の土器を中心として、主として遺構に伴わずに出土した。わずかに、不定形

の浅い落ち込みの土坑（第 1 号土坑）で、甕形土器（1501) と敲打痕のある結晶片岩の半割状の円礫 (1502)

の出土した例が、遺構に伴うものである。弥生時代初頭の土器として抽出した資料は、器形や文様から判断

したが、縄文時代や弥生時代の他時期の資料が含まれる可能性も否定できない。個々の土器の説明は一覧表

に譲り、ここでは概要を記す。

特筆すべきは遠賀川系と判断した壺形土器（1512~1523) の出土である。そして、それと近接して出土し

た岩櫃山式土器の甕形土器の系譜に連なる土器 (1509) や、エ字文、・変形工字文の土器 (1512 • 1513) 、浮線
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第25図 大御堂調査区出土遺物実測図(3)一縄文土器一 0 1:3 10cm 
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網状文の土器 (1526) などが出土していることである。これらの土器の共伴関係は把握されなかったが、本

県域の縄文時代末から弥生時代初頭にかけての問題を論ずる上で、重要な資料となるであろう。（飯島義雄）

第 6 表 大御堂調査区出土遺物観察表一弥生土器・石器＿

遺物番号 器種・残存状況 ①口径③底径
①胎土 ②色調 ③特徴 備 考

挿図・図版 出土グリッド・遺構 ②器高

1501 甕口縁～体部 ( 36.0 ①石英・結晶片岩等の砂粒をやや多く含む ②にぶい黄橙色 ③外面斜位の粗

28 • 66 大 1 号土坑 い条痕、口唇部指頭圧痕列

1502 敲石 長 102 厚 41 （石材）絹雲母緑泥片岩

28 • 66 短幅81 重500g

1503 壺口縁部破片 ①細砂粒を少し含む ②橙色 ③口唇部に刻み目列、口頸部に横位の平行沈線 1503~1507 

29 • - Bcl0gl9 同一個体か

1504 壺体部破片 ①細砂粒を少し含む ②暗褐色 ③体部に横位の平行沈線 1503~1507 

29 •— BcllglO 同一個体か

1505 壺口頸部破片 ①細砂粒を少し含む ②橙色 ③口頸部横位の平行沈線 1503~1507 

29 •— Bcl0g04 同一個体か

1506 壺体部破片 ①細砂粒を少し含む ②にぶい橙色 ③体部に縦横位の平行沈線 1503~1507 

29 •— Bcllgl8 同一個体か

1507 壺 ①細砂粒を少し含む ②にぶい橙色 ④体部に縦位の平行沈線 1503~1507 

29 •— Bcllg 6 同一個体か

1508 底部～体部 ( 11.8 ①細砂粒をやや多く含む ②橙色 ③網代底、内面炭化物

29 • 66 Ci26g51 

1509 甕口縁～底部 ( 29.0 ( 11.8 ①石英・結晶片岩等の砂粒を少し含む ②にぶい橙色 ③口頸部内傾、内外面横 残存約％ 底

30 • 66 Ci25ｷ26g ( 44.0 ナデ、口頸部の上・下端に推定10単位の 2 個 1 対の貼り瘤・網代底 部は接合せず

1510 甕体部～底部 ①砂粒を少し含む ②灰白色 ③外面縦ナデ、内面横ナデ、内面に粘土帯の積 口唇部欠損

30 • 66 Ci27ｷ28g み上げ痕

1511 深鉢ほぼ完形 ( 17. 2 ( 6.8 ①石英、結晶片岩等の砂粒を多く含む ②明褐色～にぶい褐色 ③口頸部内傾、 縄文土器か？

30 • 67 Au07g ( 22.8 内外面に粘土帯の積み上げ痕、外面斜位のハケ目痕

1512 壺同一個体か ①石英·結晶片岩等の砂粒を多く含む ②橙色～赤褐色 ③器壁やや厚め、胴部 遠賀川系か

\ 1512 （頸・ Ch26g26) 1513 （胴・ が張り口頸部は緩やかに傾斜しながら窄まる器形か、胴部最大径の部位のやや

1522 Ch26g23) 1514 （胴 •Ch27g25) 上に、 3 条から 4 条の平行沈線の施文、内・外面とも風化が進んでいる

31 • 66 1515 （胴 •C i 25g 32) 1516 （胴・

Ci26g89) 1517 （胴上半 •C i 26

g85) 1518 （胴・ Ch26 • 27g62) 

1519 （胴・ Ch26g57) 1520 （胴・

Ch26g60) 1521 （眉司 •Ch27g2 7)

1522 （胴 •Ch26g61)

1523 壺胴部～頸部 ①石英・結晶片岩等の砂粒を多く含む ②橙色 ③球状に近い胴部か、胴上端部 遠賀川系か

31 ・一 Cv3lg22 に 2 条の平行沈線か

1524 壺口頸部％ ( 10.0 ①石英·結晶片岩等の砂粒を多く含む ②橙色 ③口頸は少し内傾する

31 •— Cw3lg03 
1525 壺口頸～胴部 ( 8.0 ①砂粒を多く含む ②黄橙色 ③口頸は少し内傾する

31 ·一 Cw29g03•04 

1526 壺口頸部％ ( 9.4 ①石英・結晶片岩等の砂粒を多く含む ②黄橙色 ③口頸は少し内傾する、口頸

31 • 66 Ch27g05 部上端に浮線網状文、構成に一部乱れ

1527 壺口縁部％ ( 19.0 ①砂粒をやや多く含む ②暗褐色 ③口縁は受け口状、口頸部に 2 条の平行沈

31 • 66 Co3lg02 線、上部に綾杉状の沈線文、下部には逆向きの綾杉文か

1528 鉢口縁～体部 ①細砂粒を多く含む ②黒色 ③口唇部に 2 個一対の突起・ロ縁上端部に縄文、

32 • 66 Ch25•26•27g 体上部にエ字文

1529 鉢体部％ ①細砂粒をやや多く含む ②暗褐色 ③体部に縄文施文後、変形工字文

32 • - Ch26ｷ27g 
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第 1 節 中世以前の遺構と遺物

遺物番号 器種・残存状況 ①口径③底径
①胎土 ②色調 ③特徴

挿図・図版 出土グリッド・遺構 ②器高

1530 鉢口縁～体部 ①細砂粒をやや多く含む ②にぶい黄橙色 ③体部上端に平行沈線 4 条、上部

32 ·— Cg29g28 に突起、地文に撚糸文を施文か？

1531 鉢口縁～体部 ①細砂粒を多く含む ②にがい黄橙色 ③口縁部に平行沈線最低 4 条、内外面

32 • - Cg28g05 横ナデ

1532 鉢口縁部 ①石英・結晶片岩等の砂粒を多く含む ②にぶい橙色 ③口縁部に平行沈線 7

32 ·— Ch27g77 条か

1533 鉢口縁部 ①石英・結晶片岩等の砂粒を多く含む ②灰黄褐色 ③口縁部に平行沈線 7 条

32 •— Ci26gl00 
1534 鉢口縁部 ①石英・結晶片岩等の砂粒を多く含む ②にぶい黄橙色 ③口縁部に平行沈線

32 •— Ch26•27gl0 7 条

1535 鉢口縁～体部 ①砂粒をやや多く含む ②にぶい褐色 ③体部に斜位の条痕、口縁部に平行沈

32 ·— Ch26•27g Pit 3 線

1536 深鉢 ( 28.0 ①細砂粒を含む ②外面暗褐色、内面灰白色 ③体部条痕、口唇部に指頭圧痕

32 •— Cgl7g 列

1537 深鉢口縁部％ ( 26.0 ①石英・結晶片岩等の砂粒をやや多く含む ②浅黄橙色 ③体部外面無文、折り

32 •— Cu27g 返し口縁

4 古墳～平安時代の遺構と遺物

(1) 遺構・遺物の残存状況

備 考

98 、 138、 9 、

29 

1533 と同一個

体か

沈線は最底 7

条

古墳時代から平安時代にかけては鮎川左岸に濃密に遺跡が分布するが、本調査区付近が最も密度の薄い分

布域となっている。本調査区においての出土遺物は土師器・須恵器・埴輪・土製品等が見られたが、量的に

非常に少なく、また、該当する明瞭な遺構も検出されていない。特に寺院址の確認されたA·B 区では、池

や溝への流れ込みの遺物が見られるだけであった。

大御堂調査区西側では、表土掘削後に十数条の溝状遺構を確認したが、その中で土師器・須恵器を出土す

る溝が 1 条検出され、埋土の観察からも当該時期の遺構と考えられる。

(2) 大御堂第 1 局溝状遺構（第33図）

大御堂第 1 号溝状遺構（調査名 BD17) は、大御堂調査区のほぼ中央、北東が Bm12グリッド、南西が Cb30

グリッドで Bm ラインから Cb ラインの間で、地形の傾斜方向にほぽ沿って南北方向の走行で確認された。

南北両端ともに調査区外へのびる。上端幅は1.5m~2.2m、下端幅は0.2m~0.5m、確認面からの深さは0.5

m~0.8mで、遺構の断面形状はU字形である。走行方位は概ねN-26'-E で、 Bq- Bs-15グリッド付近では

溝の掘り替えによると思われる切り合いが認められ、ここで 2 方向に分かれる。東にのびて第 2 号濠に接続

するものはN-87°-W、北東方向にのびるものはN-32°-E の方位を示し、最も古い溝は東にのび、後に北

に伸びる溝が掘られたと思われる。ただし、 Bu19グリッド付近から 2 条分の掘り方が見られることから、東

方向と北方向の溝が同時に存在していた可能性がある。底面標高は南端で106.80m、北端で106.40m~106.30

mで北に向かう緩やかな傾斜が認められた。埋土に見られるのは黒褐色粘質土で軽石粒の混入が認められ、下

層には薄い泥質層・砂層も見られ流水の痕跡と認められる。東西方向の溝数条と重複するが、大御堂第17号

溝状遺構に本遺構は切られることから、大御堂調査区西半の遺構の中で最も古い時期のものと判断される。

本遺構からは、土師器が 3 点と須恵器片が出土している。土師器は坪が 3 個体分確認されたほかに、坪の

小片が見られ、須恵器は甕の胴部片の他、瓶類の小片（口縁部片と肩部片）が見られ、 7 世紀代に比定され

るものである。溝埋土中にはこれより新しい遺物は見られず、埋土として見られる黒褐色粘質土とこれら出

土遺物から奈良～平安時代にかけての遺構と推定される。（右島和夫）
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

第 7 表 大御堂調査区出土遺物観察表一古墳～平安時代ー

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径 (mm)
調 整

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高 (mm) ①胎土 ②焼成 ③色調 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径 (mm)
特 徴

1601 土師器 ( 122 ①細粒砂、砂粒の混入が目立つ ロ・内：ナデ

34 坪 Bpl5g ( 34 ②普通 底：横ヘラ削り

67 ％口～底 大第 1 号溝 ③丸底 ③橙色

1602 土師器 ( 133 ①細粒砂、白色粒子・黒色鉱物粒子混入 外・ロ：ナデ

34 坪 Bvl8g ( 30 ②普通 底：横ヘラ削り

67 ％口～底 大第 1 号溝 ③丸底 ③橙色 内：ナデ

1603 土師器 ( 120 ①細粒砂、黒色鉱物粒子 外・ロ：ナデ

33 坪 Bv2lg ( 33 ②普通 底：横ヘラ削り

67 ％口～底 大第 1 号溝 ③丸底 ③橙色 内：ナデ

1604 須恵器 ①精選、白色小粒子 外：平行叩き

34 甕 Bol3g02 ②良好 後のナデ

66 胴部片 大第 1 号溝 ③表面：青灰色（断面で赤褐色部分あり） 内：青海波

1605 土師器 ( 140 ①細粒砂、砂礫を混入 外・ロ：ナデ

35 坪 Ballgl5 ( 30 ②良好 にぶい段を有する。 底：横ヘラ削り

67 X口～底 ③丸底 ③鈍い橙色 内：ナデ

1606 土師器 ①やや粗い（風化が著しく、非常にもろい）

35 甕

底部 ③鈍い褐色

1607 土製品 長 40 菫9.0 ①細粒砂

35 土錘 Aul8g42 幅 15 ②ややあまい焼成

93 完形 孔径5 ③黒褐色

1608 埴輪 ①細粒砂 人物埴輪の手か？

35 形象 ②良好

近代溝(AD6) ③明赤褐色

1609 埴輪 ①砂粒、粒の大きい結晶片岩 外面：縦ハケ

35 円筒（朝 ②良好 内面：指調整

顔？） ③明赤褐色

1610 埴輪 ①砂粒、結晶片岩 外面：縦ハケ

35 円筒 Aw05g ②良好 内面：指調整

底部 ③明赤褐色

1611 埴輪 ①砂粒 外面：縦ハケ

35 円筒 Bi13g01 ②良好 内面：縦の指調整

胴部 ③明赤褐色

1612 埴輪 ①砂粒 外面：縦ハケ

35 円筒 Aul9g ②良好 内面：縦ハケ

胴部 ③明赤褐色

1613 須恵器 ①精選良 外・ロ：横ナデ

35 一笠 Adl2gl5 ②良好 頸：波状文

口縁部 ③暗褐色 内：横ナデ

1614 須恵器 ①精選良 内外：横ナデ

35 坪 Be22g32 ( 80 ②普通 底部：糸切り未調

底部 ( 30 ③にぶい褐色 整

1615 須恵器 ①砂粒を混じる 内外：横ナデ

35 坪 Bb2lg51 ②普通

底部 ③灰白色

1616 須恵器 ①長石粒を混じる 内外：横ナデ

35 瓶類 Bdl3g ②きわめて良好（自然釉）

高台部 ③灰白色
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第 2 節 中世の遺構寺院址

第 2 節 中世の遺構一寺院址ー

1 大御堂調査区検出の中近世遺構

大御堂調査区は鮎／ 1|崖より西へ約200mの幅で広がる沖積低地部分にあり、鮎川川床面からは 6m~8m、

前原調査区とは 3m~5mの比高差が見られる。調査区中程の農道を境に東と西で若干の標高差が認められ、

調査区もここでほぼ二分される。農道東はA·B 区にあたり、農道西は B 区の一部と C 区がこれに当たる。

鮎川崖際での地表面の標高は105.5mで、農道際が106.lm~106.5mでこの範囲でもっとも標高の高い部分は

106.Smである。農道西は一段高くなって、 107.5m~109.0m と比較的平坦な地形である。西接する前原調査

区とは段差で隔てられている。

大御堂調査区は、小字名である「大御堂」の他に「アミダイケ」という名称の池が大正時代頃まであった

ところで、元禄年間作成の絵医及び明治 9 年の地籍図での記載が確認され、現状の地割りにもその名残が認

められている。藤岡市教育委員会による緑埜遺跡群の発掘調査によっても池・溝等の遺構の一部がトレンチ

調査で検出されており、小字名にちなむ寺院址の存在がかなり確実視されていた。

大御堂調査区の遺構は疎密の差はあるもののほぽ全面から検出されている。農道東のA•B 区部分は調査

面積が約8000面あり、ここでは溝状遺構・園池遺構・濠跡・土塁跡、及び掘立柱建物跡・井戸跡・土坑など

の一群と、配石墓・火葬跡・火葬墓・墓壊等の一群、及び畠作遺構・道路跡・土坑等の遺構が検出されてい

る。遺構の年代は中世から近世にかけてのもので、一部は近代にまで及ぶと見られる。また、農道西の B.

c 区部分は調査面積が約9000面であり、ここでは溝状遺構・掘立柱建物跡•井戸跡等が検出されている。

遺構検出は表土層下から入念に実施したので、溝状遺構等の中には最近まで実際に利用されていたと見ら

れるものもあり、また、つい最近の土砂採取等によると思われる攪乱土坑もあって、これらは報告遺構の対

象から除外し、遺構名称についても整理を進める過程で遺構の性格の再検討を行い、調査名称とは別に報告

名を冠した。その対象となった遺構は、層位的に浅間A軽石の純層下に位置すると思われるもので、既に埋

没していて現況では確認できないものである。なお、遺物の注記・図面等の調査段階での資料整理はすべて

調査名称に基づいて実施しており、事後の便宜を図るため（ ）内に調査名称を付記した。

大御堂調査区での検出遺構は、検出位置から農道の東と西で区分される。また、農道東のA•B 区検出遺

構は中世の寺院址に関連する一群と埋葬関連の遺構群、その他の遺構とに分けられる。本節では、主に寺院

址に関係すると思われる遺構について報告することとし、それ以外の遺構については、埋葬関連の遺構と遺

物を第 3 節で、農道西の主に C 区検出の遺構及びA·B 区で検出した近世後半の遺構を第 5 節で報告する。

また、寺院址に関するものについては近世に属すと思われる遺構についても本節で取り扱うこととした。な

お、寺院址から出土した遺物については第 4 節でまとめて報告する。

大御堂調査区で検出された中近世の遺構の概要は以下である。

(1) 中世寺院址に関係する遺構……濠跡、土塁跡、溝状遺構（暗渠等を含む） 17条、園池遺構 2 、掘立柱

建物跡11棟、井戸跡 1 基、土坑等。

(2) 埋葬関連遺構……配石墓 l 基、火葬跡11基、火葬墓 6 基、土坑募 8 基、土壊 5 基。

(3) C 区検出の遺構……溝状遺構 5 条、掘立柱建物跡 8 棟、井戸跡 l 基

(4) 上記以外の遺構……第 2 号濠跡、第 1 号池状遺構、土坑、畠作遺構

本報告から除外したものは、近代以降の攪乱土坑、調査前の現況地籍図において確認された溝・道路等で
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

ある。

2 中世寺院址の概要

寺院址遺構は鮎川崖から農道までの約100m の区間のA·B 区で検出されている。鮎川崖から洪積台地（河

岸段丘）端部までは直線距離で約200mで、この間はほぼ平坦な地形となっており、現在は一面に水田が広が

る。金井付近で流れを北に変えた鮎川は、緑埜集落付近で大きく東に向きを変え、本遺跡付近ではやや西に

蛇行しながら北流している。元禄年間作成の絵図によれば遺跡付近ではほぼ南北直線に近い流路と見られる

ことから、近世前半以前には鮎川の流路が現在より東を流れていた可能性があり、本調査区は鮎川による侵

食を受けているものと思われ、緑埜橋付近での川幅は100m足らずであるがこのあたりでの鮎川河川敷の幅は

500m~600m と広がり、約 3 km北流して鏑川に合流する。

大御堂調査区の沖積低地面は竹沼貯水地からのびる谷津の末端に位置し、沖積土壌である粘質土層が堆積

し基盤層は礫層となる。遺構はこの粘質土層中に包蔵されている。大御堂調査区のほぼ中央を南北方向に横

切る農道の下からは濠跡（第 2 号濠跡）が検出され、寺院址に関係する遺構はこの第 2 母濠跡の東側に集中

する。第 2 号濠跡は竹沼貯水地に端を発し、板倉集落と緑埜集落の間を通り、白石下郷集落の南東部で鮎川

に注ぐ沢筋にあたり、地形的要因による自然流路と考えられる。鮎川中流域左岸の緑埜集落より白石集落ま

での沖積低地面はこの沢筋を境に二つの自然堤防状の微高地に分けられる。寺院址が位置するのはこの沢筋

の東側の鮎／ 1|左岸崖上の沖積微高地の北端近くと見られる。

寺院址及び埋葬関連遺構群の遺構検出は、トレンチによる試掘、重機による表土（耕作土）掘削という手

順で行った。調査前の地割りにも寺院址に関すると思われる遺構の名残は認められていたが、寺院址につい

ては削平等の地形改変もかなり受けていることが予想され、遺構面までの深さも 40cm~60cm と比較的浅かっ

たため、遺構の残存状況が良くないことが予想された。遺構は表土層掘削後にほぼ同一地層面（暗褐色粘質

土層）で確認でき、遺構埋土及び遺構相互の層位的関係から、 B軽石降下以降A軽石降下以前の中世から近

世前半にわたる数時期に細分される。寺院址と考えられる遺構は濠・土塁・溝状遺構（暗渠）・池等の一群で

あり、配石墓・火葬跡・火葬墓・土坑墓・土壊等が埋葬関連の遺構群である。これを層位的に見ると埋葬関

連の諸遺構が寺院址関連の遺構群に後出し、その時期は、寺院址関連の遺構群は中世前半、埋葬関連の遺構

は中世後半～近世と考えられる。ただし、園池遺構についてはA軽石降下後まで遺構が残っており、近世後

半以降も存続していたものと思われる。

字名に残る「大御堂」の名称は、大御堂（＝阿弥陀堂）が建てられていた寺院を示唆するものであるが、

調査では寺院建築物と考えられる遺構は検出できなかった。しかし、濠・溝・土塁・池等の遺構は多少の時

間的幅は有るものの寺院を構成する一体的な施設（＝寺域を構成する施設）を示すと考えられ、また、埋葬

関連の遺構は、寺院に何らかの規制または影響を受けて営まれていると考えられる分布を示している。

これらの遺構群は大御堂調査区のほぼ中央を南北に横切る農道の東に集中するが、この農道下からも濠跡

（大御堂第 2 号濠跡）が検出されている。この濠跡は現農道下であったのと自然流路と考えられたため全掘

は行わなかった。第 2 号濠跡は確認面標高107.OOm、深さ約 lmで現農道とほぼ一致する走行を示し、その方

位はN-20°-E である。大御堂第 1 号溝状遺構(BD17) はこの濠の西で走行もほぼ一致し、 Bsl3グリッド付

近で東に走行を変え第 2 号濠に注ぎ込む。農道から鮎川崖までは直線距離で約110mである。鮎川崖際での遺

構確認面の標高は105.50mであり、この間はほぼ平坦な地形となっている。

第 2 号濠の東側に寺院の西域を区画する濠・土塁跡があり、これより東側に寺院址の遺構の広がりが認め
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遺構番号 遺 構 名 称（調査名称） 所在グリッド

0 0 5 大御堂第 2 号濠跡 Bk~Bs-11~27g 

0 0 6 大御堂第 1 号濠跡（濠跡） Bj~Bn-11~22g 

0 0 7 大御堂第 1 号濠内土坑(Bk!6) I Bl-17ｷ18g 

0 0 8 大御堂第 1 号濠内溝 a (BD13) I B1-13•14g 

0 0 9 大御堂第 1 号濠内溝 b (BDll) I Bj~Bn-10~23g 

0 I 0 大御堂第 1 号濠内溝 c (8D12) I Bl~Bo-15~26g 

0 I I 大御堂第 1 号濠内溝 d (BD6) I Bj~B1-20~23g 

0 I 2 大御堂・土塁跡（土塁跡） Bn~Bk-09~22g 

0 I 3 大御堂第 2 号土坑(2 号配石） Bj-2lg 

0 I 4 大御堂寺院址柵列 a I Bk~Bm-22ｷ23g 

0 I 5 大御堂寺院址柵列 b I Bn•Bo-22~26 g 

0 I 6 大御堂第 1 号掘立柱建物跡（BBIO) I Bk~Bm-23ｷ24g 

0 I 7 大御堂第 2 号掘立柱建物跡（B89) I Bk~Bm-22~24g 

0 I 8 大御堂第 3 号掘立柱建物跡（BBB) I Bk~Bm-22~24g 

0 I 9 大御堂第 4 号掘立柱建物跡（BB3) I Bk~Bn-22~24g 

0 2 0 大御堂第 5 号掘立柱建物跡（BB4) I Bk~Bn-22~24g 

0 2 I 大御堂第 6 号掘立柱建物跡(BB5) I Bk~Bn-23ｷ24g 

0 2 2 大御堂第 7 号掘立柱建物跡(BB6) I Bm~Bo-24~27g 

0 2 3 大御堂第 8 号掘立柱建物跡(BB7) I Bm~Bo-24~27g 

0 2 4 大御堂第 9 号掘立柱建物跡（BBll) I Bm~Bo-24~27g 

0 2 5 大御堂建物群内土坑 a (Bk26) I Bo-27g 

0 2 6 大御堂建物群内土坑 b (Bk35) I Bm-13g 

遺構番号 遺構名 称（調査名称） 所在グリッド

0 2 7 大御堂第 2 号溝状遺構(8D7) Bg~Bj-09~12g 

0 2 8 大御堂第 3 号溝状遺構（AD12) Ao~Bb-07~10g 

0 2 9 大御堂第 4 号溝状遺構（ADl3) At~Bb-07~09g 

0 3 0 大御堂第 5 号溝状遺構(2 号暗渠） Be~Be~08ｷ09g 

0 3 1 大御堂第 6 号溝状遺構(3 号暗渠） Bb~Bc-08~!Og 

0 3 2 大御堂第 7 号溝状遺構(3 号配石） Ax~Ba-10~13g 

0 3 3 大御堂第 8 号溝状遺構(AD14) As~Au-04~!Og 

0 3 4 大御堂寺院址北西部瓦溜まり Bg•Bf-09~11 g 

0 3 5 大御堂第 1 号池状遺構（ 1 号池） Bb~Bf-10~14g 
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Ap頃構番号 I 遺 構 名 称（調査名称） I 所在グリッド

Au 

言
※遺構名称は遺構番号で明示

Ap•Aq-!9·20 g 

Ai• M-10•Il g 

Ai~An-03~12g 

Aj~An~03~15g 

Ba 

遺構番号 遺 構 名 称（調査名称） 所在グリッド

0 3 6 大御堂第 9 号溝状遺構(8D9) Bf•Bg-21 ・ 22g

0 3 7 大御堂第10号溝状遺構(4 号暗渠） Be~Bg-22g 

0 3 8 大御堂第11号溝状遺構(I 号暗渠） Bd~Bg-22ｷ23g 

0 3 9 大御堂第12号溝状遺構(BDIO) Ba~Bf-21ｷ22g 

0 4 0 大御堂第13号溝状遺構(BD8·16) Bd~Bk-23ｷ24g 

0 4 I 大御堂調査区北池 (2 号池） Ar~Ax-12~17g 

0 4 2 大御堂調査区南池(3 号池） At~Ba-18~22g 

0 4 3 大御堂第10号掘立柱建物跡(881) BhｷBi~20ｷ2lg 

0 4 4 大御堂第11号掘立柱建物跡(BB2) Be• Bf-!5ｷ !6g 

0 4 5 大御堂第 1 号井戸跡(BEi) BhｷBi-19g 

゜ 1 : 400 20 m 

第36図 大御堂調査区寺院址遺構分布図





第 2 節 中世の遺構寺院址

られる。土塁の前面（東側）は比較的新しいと思われる時期の掘立柱建物跡が 1 棟検出されたほかは、池状

の大きな掘り込みが認められただけであった。このオープンスペースの東には南北二つの池があり、それぞ

れの池に続く遣水施設と考えられる溝状遺構も検出された。西側を濠・土塁に、東側を二つの池に挟まれた

範囲が境内域と見られ、南北それぞれに東西方向にほぼ平行する溝状遺構も検出された。また、池への遣水

施設と思われる溝状遺構がこの方形区画の中では対称の位置を占めており、検出された遺構の配置が方形に

規則性を持つと見られることから、これらの遺構群が寺域を構成するものと考えられる。遺構の主軸方位を

見ると「N-13°-E (N-77°-W) 土 3 ゜」でほぽ一致する。

池の東側の鮎川崖まで約35mの間では数条の溝状遺構が検出されている。ここには寺院の東域を区画する

遺構があると考えられるが、これらの溝状遺構の主軸方位は寺院址の縄張りのものとはやや異なる方位を示

すことから、寺院址以外に同時期の他の施設に伴う遺構であったことも考えられる。

以上が大御堂調査区A•B 区で検出された中世の遺構のあらましであるが、本調査区に関しては、緑埜地

区土地改良事業に伴う“緑埜地区遺跡群”の発掘調査が、藤岡市教育委員会により昭和57年度より継続的に

実施されており、その成果は『凡緑埜地区遺跡群 I 』として報告され、本遺跡の南側に広がる段丘面での遺

跡の分布と性格の概要はかなり明らかとなってきた。さらに、この事業の一環として、高速道路側道に沿う

水路部分についての調査も昭和61年度に実施され、池・溝の一部が確認されている。また、調査区を南北に

横断する道路部分の調査では、寺域の南限にあたる溝状遺構が確恩されている。
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第37図 大御堂調査区寺院址調査前現況図
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大御堂第 1 号濠跡・土塁跡土層注記

1 層表土

1 暗褐色粘質土

2 茶褐色粘質土

3 暗灰褐色粘質土

21ライン

a 

築地基底部と
考えられる盛土屑

4 灰褐色土 ややシルト質、黄褐色シルト質土との混土。

5 灰色泥質土 粒子の非常に細かい粘質土、やや泥質気味。 ‘‘\、 •.. ••.. ••.. • 
6 明褐色粘質土層盛土層と見られるプロック状の明褐色粘質土。 ［口浅間B軽石層
7 黒褐色砂質土層（ B軽石を含む）

8 黒褐色粘質土 粒子のきめが細かい粘質土。

9 暗褐色土層

10 暗黄褐色土層 〇
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第41図 大御堂寺院址第 1 号濠跡・土塁跡土層断面図





第 2 節 中世の遺構寺院址

3 寺域西部検出の遺構

(1) 検出遺構の概況（第40図•第41図）

確認された遺構は第 1 号濠跡、土塁跡、大御堂第 2 号溝状遺構 (BD7) 及び第 1 号濠跡底面で検出された

濠内土坑 1 碁 (BK16) と濠内溝状遺構 a • b • c • d (BDlO • 11 ・ 12 • 13) である。第 1 号濠跡・土塁跡・

第 2 号溝状遺構はその走行がほぽ南北に一致しており、「濠一土塁（又は築地）一犬走り一雨落ち溝」として

寺院西部を区画する一体的な性格を示す遺構と言える。第 1 号濠の南限は土塁の南端とも一致しており、土

塁はそこで約90度折れて東方にのびている。また、土塁の内側を走る大御堂第 2 号溝状遺構(BD7) も土塁

に平行して東方に折れている。第 1 号濠跡及び土塁跡の北端については後世の削平によるためか明瞭ではな

い。しかし、土塁跡については調査区北壁での土層観察によって、調査区外にまで延びることが判明してい

る。第 1 号濠及び土塁南端に接して（寺院址南西部）掘立柱建物跡群が検出されている。なお、濠埋土及び

覆土中と土塁上近辺では多数の火葬跡・火葬募・土坑墓・土壊が検出されている。

(2) 検出遺構の層序

第 1 号濠跡・土塁跡の検出された面は寺院址遺構が検出された区域のなかでは最も標高の高い部分であっ

た。土塁跡東側の段差はトレンチ調査による遺構確認の段階で確認された。浅間 B軽石の純堆積層と見られ

る黒褐色砂質土層が検出され、その上層には黄褐色粘質土と暗褐色粘質土の薄い混土層が見られた。浅間B

軽石堆積後の盛土層の基底部分の残存と判断され、この部分に盛土を伴う施設の存在が予想され土塁跡と考

えた。この層は寺院西部の東西方向のセクションベルトで確認された。盛土粘質土の確認幅は 3m~5m、浅

間 B軽石層の確認幅は 6m程度であった。この土塁跡の西側には上端幅8m程度の暗褐色粘質土が南北に帯状

に検出され、土塁跡に平行する濠跡と考えられた。この面の調査は、表土層（耕作土）を重機により掘削し

た後、盛土及び浅間 B軽石の分布を確認し、濠跡を掘り下げることとした。

(3) 第 1 号濠跡及び濠内遺構について

《遺構検出時の状況》

第 1 号濠跡の最大上端幅は濠南端～21ラインで約10m、 19ライン付近で約 9m、 13ライン付近で 6m と北

にむかってやや狭まる傾向にある。法面から底面にかけて浅い舟底状を呈し、確認面からの深さは60cm~70

cmであった。東側上端は浅間B軽石面で標高は106.80mである。西側上端は暗褐色粘質土で浅間B軽石降下

以前の堆積層であり、濠確認面標高は106. 70m前後で、東側上端に比べやや低くなっている。遺構埋土は 5

層確認され、ひとつの層厚は10cm~20cm程度で比較的平均しており、若干レンズ状を呈するもののほとんど

水平に堆積していることから自然堆積と考えられる。埋土の粒子も上層ではやや粗く、下へ行くにしたがっ

て細かくなる傾向にありシルト質から粘質へと変わる。濠底面は部分的に小礫まじりの地山と見られる明褐

色粘質土面となっている。濠埋土中には火葬跡・火葬墓が築かれ、板碑・宝筐印塔・五輪塔などの石造物類

が廃棄された状態で出土した。出土遺物は土師質土器・軟質陶器・陶磁器類などであるがいずれも中世に属

するものである。

《遺構形状》

大御堂第 1 号濠跡は、南北に近い走行で土塁跡に沿っており、長軸の中心部分での方位はN-14°-E であ

る。断面形状は浅い舟底状を呈す。濠の南端は確認できたが北端は明瞭ではない。その規模は、南端付近で

は幅10m、深さ約50cm、そこから北へ25mのところでは幅約 6m、深さ 40cm、このあたりから徐々に狭まり

プランは明瞭ではなくなる。南端から約48m までは確認できたが、ここで濠が収束するのか更に北に続くの
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大御堂第 1 号濠内土坑

l 赤褐色土混灰色土層 小礫をやや多く含む。

2 暗灰色粘質土層 赤褐色土粒子(ef, 3 mmの大）を

やや多く含み、粘性強く、締りがよい。

3 炭化物層 炭化材の小辺を含む灰層、遺物はこ

の層の上面から出土。円礫を含む。

1 : 60 lm I : 60 lm 

第43図 大御堂第 1 号濠内土坑遺物出土状況平面図

第42図 大御堂第 1 号濠内土坑遺構平面図

かは明らかにはできなかったo確認面の標高は南端

で106.40m、北端で106.30m、西側濠上端で106.70

m~106.30m、東側の土星跡では106.80m~106.30

mである。濠の底面標高は106.00m~106. lOmであ

るが、やや深くなる部分が、南端から 13m~20m付近

~01 

史2

ロニ三

〇 I : 3 

3004 

10cm 

と 30~40m付近に認められ、それぞれ106.00m を上

端とする土坑状を呈し、最深部標高はそれぞれ105.63m （上端からの比高90cm) 、 105. 76m （上端からの比高50

第44図 大御堂第 1 号濠内土坑出土遺物実測図

一土師質土器一

cm) となる。 13m~20m付近の深みでは土坑 (BK16) が検出されている。濠の平面プランは13ライン付近か

ら北は浅くなり明瞭ではなくなるが、この付近に径 2 cm~3 cmの礫敷面がかなり広範に検出された。

《濠内土坑》

第 1 号濠内の B117グリッド付近には、南北 7m、東西 4mの楕円形を呈す10cm~20cmの深みがあり、この

深みの北東隅に径150cmX 120cm、深さ 20cmの楕円形で浅い皿状を呈す土坑が検出された。土坑埋土下層は炭

化物層で、この上面から土師質土器が出土している。土師質土器は手捏成形の皿形で 6 個体分確認され、 4

個体は完形、 2 個体は口縁部片であった。完形で出土したものは炭化物層の上に置いた（伏せた）ような状

態であり、平面的な配置と遺物の出土状況及び埋土中の炭化物層の在り方からは濠内の祭祀跡と考えられる。

《濠内溝状遺構》

大御堂第 1 母濠跡に付随する溝状遺構が 4 条検出されている。

濠内溝 a は B113•14グリッドにあり、確認長 4m、上端幅50cm、深さ 20cmで箱形の断面形状を示し、走行

方位はN-58°-Wである。この溝は第 1 号濠跡に平行する自然流路である第 2 号濠跡からの取水溝としての

性格を持つと考えられる。

濠内溝 b. C は第 1 号濠跡西側法面で平行して検出された 2 条の溝状遺構である。濠内溝 b は106.30m の

等高線に沿って、濠内溝 C は106.20m~106.lOmの等高線に沿っており、北に緩やかに傾斜している。上端幅
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はいずれも 50cm程で、深さは10cm程度の浅いものである。濠内溝 b は濠の西側上端に沿いこれと平行する走

行を示し、寺院址南西部の掘立柱建物跡群の西側に沿って南にのび、溝の北端は濠を収敵して調査区外にの

びる。確認長は約68mである。濠内溝 C は濠内溝 b の東側に平行して走るが濠内のみの検出で、確認長36m

である。走行方位を見ると、濠内溝 b は南西部掘立柱建物跡群の西の棚列に平行する部分でN-16°―E を示

し、濠部分ではN-19'-E 、北端近くではN-23°― E となる。濠内溝 C はN-19'-E を示す。

濠内溝 b. C は濠内溝 a と重複するが、切り合い関係からは濠内溝 b. C が濠内溝 a より古く、濠内溝 b.

C は濠掘削時と同時期に造られたものと考えられる。濠内溝 a は掘り方がやや深く、取水溝としての性格を

みとめるものの濠掘削当初からあったとは考えられず、濠及び濠内溝 b. C にやや後出することが考えられ

る。

濠内溝 d は濠跡南東隅のBk·Bl-21 ・ 22グリッドで検出された。この濠内溝 d は土塁跡の南西隅を迂回する

走行を示している。確認した上端幅は約50cmである。濠に伴う水路と考えるよりも、土塁を区画する溝とし

ての性格が強いように思われるが、 Bj 23グリッドで攪乱土坑により切られ走行が確認できなかった。溝底面

もコーナ一部が高いため傾きが北・東の両方向に認められる。走行方位はN-1 °-E 、 N-75°-Wを示す。

《遺物出土状況》 （第59図）

濠内出土遺物は、土師質土器・軟質陶器・中世陶器・輸入磁器・石造物類・鉄製品・銭貨等が見られる。

また、濠上面では埋葬関連遺構が多数検出されており、銭貨等の副葬遺物が見られた。

石造物類は埋葬遺構に関連すると考えられるが、濠の比較的下層で板碑・宝医印塔が数個の円礫と共にま

とまって出土した。遺物に伴う土坑等の掘り方は検出できなかったので、これらは濠内へのまとまった廃棄

と考えられる。廃棄の時期は濠上面で検出された埋葬関連遺構群より古い時期で、濠が埋められ始める時期

に比較的近い時期と思われる。

土師質土器は手捏成形の皿形のものが多く見られ、軟質陶器は内耳鍋・摺鉢（片口鉢）の口縁部片などが

見られる。陶磁器類は、常滑系陶器大甕類の口縁部・胴部小片と中国製輸入磁器の小片が見られる。このほ

かに鉄製品、砥石等もあるが遺物量はあまり多くはない。出土範囲は濠の南半に偏る傾向を示し、南西部掘

立柱建物跡群内での出土遺物の傾向とも共通する。これらの遺物は多少の時間的幅はあるものの主に中世前

半に属す時期と考えられる。（寺院址出土の遺物については第 4 節で種別毎にまとめて詳述する。）

(4) 土塁跡（第40図、第41図）

土塁跡は第 1 号濠の東側に接して確認された。ここは調査前には一段高くなっており、畑地として利用さ

れていたところである。表土掘削後のトレンチ調査の土層観察で浅間B軽石の自然堆積層が部分的に確認さ

れた。確認標高は106. 70mで、堆積の厚さは約20cmである。この浅間B軽石の検出された範囲が土塁跡と考

えた部分に一致する。寺院址で浅間 B軽石が層位的に確認できたのは現況レベルの最も高いこの部分と園池

遺構東側部分だけである。

土塁跡の南端は22ライン付近にあり北北東方向に延びる。長軸方位はN-13°― E に近い数値を示すと思わ

れるが、 5 ゜～22゜の振れ幅をもちやや西に弓なりとなる。調査前には石垣が積まれており、土塁は東側より侵

食を受けていると思われる。確認された土塁跡の上端幅は 5m~7mで、平均的幅は 6m程度と推定される。

土塁南端から北へ45m程の11ライン以北は、やや削平されて土塁としての形状が確認できなくなる。しかし、

調査区北壁の土層観察で土塁跡を示す二次堆積粘質土と浅間B軽石層が見られ、土塁跡が調査区外まで続く

ことが確認できる。土塁跡上面の標高は106. 70m~106.50mで、濠底面とは約70cm、濠確認面とは約20cmの比

高差が、土塁跡東側とは約50cmの比高差が認められる。土塁跡はBk22グリッド付近で東にほぽ直角に折れる。
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確認できた長さは約10mで、 15cm~5 cm程度の比高差しかなく東へ行くに従い明瞭でなくなり、ここでは浅

間 B軽石は認められない。上端幅は約 2mで、方位はN-75°-Wである。

(5) 南西部掘立柱建物跡群

《遺構検出状況》

濠・土塁に南接して建物跡と考えられる多数のピット群が検出された。検出位置は寺院址の南西部にあた

る Bk~Bo-22~27グリッドで、南北24m、東西14mの狭い範囲に集中している。ピット群は数度の建て替え

が行われた複数の掘立柱建物の柱穴跡と見られ、確認数は約350個で、数基の土坑も認められた。確認面は暗

褐色粘質土で、確認面の標高はほぽ106.45mである。ピットのほとんどは黒色・黒褐色土を埋土としており、

埋土の観察からは、近世以前で浅間 B軽石降下以降時期の遺構と考えられる。ピットは極めて狭い範囲に集

中しているが、その配置状況からは連続的な建て替えによる建物跡の柱穴と見られ、配列に一定の規則性が

認められた。

確認された掘立柱建物跡は 9 棟であるが、同時に存在する建物は北と南の二つ棟である。北棟は桁間を東

西に梁間を南北に、南棟は桁間を南北、梁間を東西にとり、互いに軒を接する形で鍵の手に配置されている。

北棟群では 6 棟の掘立柱建物跡が、南棟群では 3 棟の掘立柱建物跡が検出された。また、掘立柱建物跡群の

西側と北側に、この掘立柱建物跡を取り囲むように棚列が検出されている。

《棚列》

棚列として確認できたピットは北側で 5 個、西側で 7 個である。北側棚列はN-74'-Wの主軸方位を示し、

西側棚列はN-16°― E の主軸方位であり、互いに直交する。北列と西列の交点にあたる位置でのピットの検

出はできなかったが一連のものとしてとらえるべきであろう。北列は第 1 号濠跡・土塁跡の南限から約60cm

の距離で平行である。また、西列は第 1 号濠から南へのびる濠内溝 b に約30cmの距離をおいて、これと平行

に存在する。

北列は8.4mの間に 5 個のピットがあり、その間隔は以下の様になっている。

棚列交点→ (3.6m) ←Pitl→2.2m←Pit2→1. 9m←Pit3→2.lm←Pit4→2.2m←Pit5

南列は14mの間に 7 個のピットがあり、その間隔は以下の様になっている。

棚列交点→(1. 9m) ←Pitl→1.9m←Pit2→1.9m←Pit3→3.6m←Pit4→1.9m←Pit5→1.9m←Pit6→2.7m

• Pit 7 

《北棟群》

確認された掘立柱建物跡は 6 棟（大御堂第 1 号～第 6 号掘立柱建物跡）であり、遺構規模については第 8

表(1)に示した。この 6 棟は建て替えの結果と見られ、規模も 4 間 X 1 間ないし 5 間 X 2 間でほぽ同じであり、

また、 6 棟のうち 5 棟に廂が付設される。この中で大御堂第 2 号掘立柱建物跡は棟方位が北側棚列と平行し、

柱穴から土師質土器の出土も見られ、北棟群での当初の建物の可能性が他のものより高い可能性がある。

第 8 表（1) 大御堂調査区掘立柱建物跡一覧表一寺院址南西部・北棟群一

遺構名称 調査名称 棟方位
規模

面積（而）
桁行(m) 梁行(m)

庇 (m)
柱穴平面

備 考
（間） x （間） ①長辺 ②短辺 ①長辺 ②短辺 形状

第 1 号掘立柱建物跡 B BlO N-78ー -W 4 X 1 22.85 ( 7.60 ( 7.00 ( 3.30 ( 2.96 3 22 円形

第 2 号掘立柱建物跡 BB9 N-78ー -W 5 X 2 47.47 ( 10.28 ( 10.14 ( 4.40 ( 4.40 方形 P1, （陶器）

第 3 号掘立柱建物跡 BB 8 N-75ー-W 5 X 2 38.63 ( 11.30 ( 11.16 ( 3.46 ( 3.42 円形

第 4 号掘立柱建物跡 BB3 N-74ー -W 5 X 2 49.94 ( 10.82 ( 10.80 ( 4.68 ( 4.56 4.64 円形 P,•P, 、 P ，（軟質）

第 5 号掘立柱建物跡 BB4 N-77°—W 4 X 2 38.40 ( 8.64 ( 8.62 ( 4.60 ( 4.30 9.95 方形

第 6 号掘立柱建物跡 BB5 N-75ー-W 5 X 2 37.66 ( 10.92 ( 10.85 ( 3.46 ( 3.46 4.10 円形
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第 9 表(1)

第 1 号掘立柱建物跡柱穴計測表

B B10 

n
 

柱穴 長径x短径 x 深さ 底面標高

番号 (cm) (m) 

p 1 17X 12X 14 106.21 

2 27X 26 X 20 106.17 

3 36X 36X 34 106. 03 

4 

5 30X 25 X 46 105.87 

6 40X 40X 32 106.13 

7 36X 25 X 21 106.04 

8 35 X 25 X 29 106.11 , 38 X 35X 42 105 96 

10 32 X 26X 29 106.10 

11 20X 17X 10 106.31 

12 20 X 15X 19 106 17 

P7 四• 万
ノ

柱 間 計 測 値 (cm)

桁 行 梁 行

p 1~P 2 204 p 1~P 10 330 

p 2~P 3 208 

p 3~P 5 348 P2~P 9 316 

Pl0~P 9 180 P3~P 8 314 

P 9~P 8 206 

P 8~P 7 204 P5~P 6 296 

P7~P 6 llO 

Pl2~Pll 322 

Pll~Pl2 は庇

Pl2~p 1 90 

Pll~PlO 110 

C 
P, I ー（《 Nニ―――·

C' >
I~ ヽ 1~ 

L =106 50 ~1 C~' I C 

_\ 

゜
1 : 60 2m 

第47図 大御堂第 1 号掘立柱建物跡遺構平面図

第 8 表（2) 大御堂調査区掘立柱建物跡一覧表一寺院址南西部・南棟群一

遺構名称 調査名称 棟方位
規模

面積（m')
桁行(m) 梁行(m)

庇 (m) 柱穴平面l 備 考
（間） x （問） ①長辺 ②短辺 ①長辺 ②短辺 形状

第 7 号掘立柱建物跡 BB6 N-20°—E 5 X 3 58 26 ( 10.46 ( 10.22 ( 5 87 ( 5.40 円形

第 8 号掘立柱建物跡 BB7 N-20"-E 5 X 1 45. 79 ( 10.94 ( 10.84 ( 4.33 ( 4.08 円形 IP, （土師器）
第 9 号掘立柱建物跡 B Bll N-16"-E (6) X 2 54.64 ( 12.13 ( 11 55 ( 4.67 ( 4.56 円形 | P13 （土師質

91 
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第 2 節 中世の遺構寺院址

第 2 号掘立柱建物跡柱穴計測表
BB 9 

柱穴 長径 x 短径 x 深さ 底面標高
番号 (cm) (m) 

p 1 

2 37X 28 X 15 106. 22 

3 34 X 27X 29 106. 08 

4 42X 32 X 27 106.09 

5 39X 29X 31 106.02 

6 

7 40X 38X 16 106.12 

8 33X 32 X 37 105.96 , 60 X 30 X 46 105. 93 

10 40 X 40 X 63 105.78 

11 54 X 36 X 52 105.86 

12 57 X 33X 27 106 15 

13 56X 42 X 28 106.14 

14 52 X 33 X 31 106.11 

柱 間 計 測 値 (cm)

桁 行 梁 行

p 1~P 2 (170) p 1~P 14 304 

P2~P 3 208 Pl4~P 13 186 

p 3~P 4 230 p 2~P 12 470 

P4~P 5 216 p 3~Pll 458 

P 5~P 6 (190) p 4~P 10 456 

P 13~P 12 188 p 5~P 9 454 

Pl2~P 11 208 P6~P 7 (104) 

Pll~P 10 210 p 7~P 8 336 

PlO~P 9 196 

P 9~P 8 226 ( ）は推定

第 3 号掘立柱建物跡柱穴計測表

BB 8 

第49図 大御堂第 3 号掘立柱建物跡遺構平面図

柱穴 長径 x短径 x 深さ 底面標高

番号~ (cm) (m) 

p 1 30X 25X 10 106.30 

2 45 X 32 X 27 106.10 

3 38 X 32 X 39 105 98 

4 45 X 38X 21 106 29 

5 42 X 34 X 21 106.15 

6 48 X 33X 13 106. 23 

7 43 X 35X 43 105 87 

8 50X 45X 21 106 14 , 70 X 35X 26 106.14 

10 49 X 43 X 49 105 89 

11 37X 37X 35 106 00 

12 35 X 25X 6 106. 36 

13 65X 35X 9 106.30 

14 55X 38X 32 106.11 

柱 間 計 測 値 (cm)

桁 行 梁 行

p 1~p 2 76 p 1~P 14 172 

P2~P 3 198 Pl4~P 13 174 

P3~P 4 212 p 4~Pll 350 

P4~P 5 208 P5~P 10 344 

P5~P 6 226 p 6~P 9 342 

P6~P 7 210 P7~P 8 342 

Pl3~Pl2 78 

Pl2~Pll 336 

Pll~P 10 292 

Pl0~P 9 204 

pg~P 8 206 
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

第 9 表 大御堂調査区掘立柱建物跡遺構計測表

第 4 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x 探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 56 X 54 X 34 106 02 p 1~P 2 212 p 1~P 12 246 

2 48X37X49 105. 88 p 2~P 3 215 Pl2~Pll 222 

3 57X56X47 105. 79 P3~P 4 210 

4 50X48X59 105. 77 p 4~P 5 215 p 2~P 10 468 

5 51X47X45 105. 90 P5~P 6 228 

6 44X34X43 105.87 p 3~P 9 461 

7 53X49X48 105.85 p 7~P 8 438 

8 35 X35X 6 106. 24 p 8~P 9 220 p 4~P 8 464 

9 63X56X43 105. 90 p 9~P 10 206 

10 59 X47X 55 105.85 P 10~Pll 218 P6~P 7 456 

11 70X45X27 106.14 

12 46X37X37 106.04 Pl3~Pl5 は庇 Pl5~P 14 230 

13 35 X29 X 30 106.06 P14~P 13 234 

14 40 X25 X40 106. 02 

15 28X26 X20 106. 20 

第 5 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 26X 24 X 50 106.17 p 1~P 2 217 p 1~P 11 216 

2 68X43X40 105. 97 P2~P 3 210 Pll~P 10 244 

3 44X43X60 105 79 P3~P 4 223 

4 46X36X66 105 72 P4~P 5 214 P 2~P 9 426 

5 37X37X56 105. 78 

6 46X39X56 105.80 PlO~P 9 206 p 3~P 8 421 

7 54X52X40 105. 92 p 9~P 8 222 

8 42X26X25 106.13 P 8~P 7 223 P4~P 7 414 

9 62 X 41 X44 105. 93 P7~P 6 211 

10 52 X 43 X33 106. 09 P 5~P 6 430 

11 47X36X30 106. 09 Pl2~P20は庇

12 86X 38 X38 105.99 Pl5~P 16 128 Pl5~P 14 106 

13 52X37X39 106. 02 Pl6~P 17 202 P 14~P 13214 

14 38X 30 X30 106.10 Pl7~P 18 220 P13~P 12 232 

15 66X 54 X 34 106 02 Pl8~P 19 233 

16 73X46X21 106.16 Pl9~P20 212 Pl6~P 1 100 

17 42 X42 X 43 105 94 Pl7~P 2 llO 

18 42 X40X 47 105 90 Pl4~Pl 116 P 18~P3 112 

19 50X34X41 105. 97 Pl3~P 11 113 Pl9~P4 112 

20 38 X36X 27 106.05 Pl2~P 10 114 P20~P5 116 

第 6 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 35X 28 X35 106.07 p 1~P 2 218 p 1~P 13 346 

2 49X38X61 105. 75 P2~P 3 212 p 2~P 12 346 

3 46X38X43 105. 96 P3~P 4 223 P3~Pll 346 

4 39X38X35 105. 98 P4~P 5 218 p 4~P 10 344 

5 50X32X31 106. 06 p 5~P 6 214 p 5~P 9 344 

6 46X40X40 105 90 P6~P 7 228 

7 30X28X34 106. 09 Pl3~P 12 220 P7~P 8 118 

8 38X33X31 106. 03 Pl2~Pll 215 

9 35X33X24 106 02 Pll~P 10 215 

10 42X 38X36 105. 94 P10~P 9 231 

11 27X22 X24 105. 99 p 9~P 8 211 

12 40X35X41 106 01 

13 38X 36X38 105. 99 Pl4~P21 は庇 P21~P 20 218 

14 34X31X38 105. 91 P18~P 17 323 P20~P 19 120 

15 45X 35 X28 105. 97 P17~P 16 208 Pl9~Pl8 72 

100 

柱穴
長径 x短径 x探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

16 40X 33 X39 105. 96 Pl6~P 15 212 

17 52X 40 X38 106. 05 Pl5~P 14 227 Pl2~Pl7 68 

18 33X 23 X20 106.17 Pll~Pl6 64 

19 31 X 23 X 11 106.26 P21~P 1 96 PlO~Pl5 76 

20 48X40X31 106.10 Pl9~Pl3 98 pg~Pl4 82 

21 30X 23 X 7 106.35 

第 9 表（3) 第 7 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 47X34X41 105.96 p 1~P 2 329 p 1~P 16 210 

2 46X42X29 06.04 P 2~P 3 182 Pl6~P 15 330 

3 40 X35 X36 106.08 P3~P 4 152 

4 37X37X38 106. 07 p 4~P 5 143 p 2~P 13 560 

5 38 X32 X 53 105. 90 P5~P 6 240 

6 50X49X56 105.87 P3~P 12 572 

7 45 X 33 ><'14 106. 24 Pl5~P 14 108 

8 25 X23X 32 106. 04 Pl4~P 13 224 p 4~Pll 574 , 57X50X23 106.14 Pl3~P 12 228 

10 42 X38X 30 106.08 Pl2~Pll 136 P5~P 10 572 

11 40 X30X 29 106.08 Pll~P 10 106 

12 35 X 32 X 40 106. 00 PlO~P 9 220 P6~P 7 233 

13 35 X 35X 36 106. 06 p 7~P 8 232 

14 32 X30X 28 106.14 P 8~P 9 122 

15 35 X 32 X 32 106 15 

16 37X30X40 105. 94 

第 9 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x 探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 36X36X40 106.01 p 1~P 2 218 p 1~P 15 76 

2 28X28X31 106.05 P2~P 3 210 Pl5~P 14 166 

3 38 X32 X 18 106. 27 P3~P 4 214 Pl4~P 13 225 

4 35 X32 X 28 106.16 p 4~P 5 367 

5 44X26X20 106. 20 P5~P 6 (204) P 2~P 12 466 

6 b b 

7 45 X43X27 106.11 Pl3~P 12 214 p 3~P11 463 

8 b b Pl2~P 11 204 , 38 X35 X 26 106.12 Pll~P 10 221 P4~P 10461 

10 40 X 38 X34 106. 00 PlO~P 9 178 

11 32 X30 X39 106. 00 p 9~P 8 (338) p 6~P 7 (224) 

12 31X25X30 106.13 p 7~P 8 (232) 

13 35X 33 X23 106. 20 ( ）は推定

14 51X44X51 105. 90 

15 41X37X50 105. 92 

第 8 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 36X36X37 106 12 p 1~P 2 224 p 1~Pll 433 

2 46X 43X 38 106. 04 p 2~P 3 220 

3 46X 42 X 54 105. 90 p 3~P 4 232 P2~P 10 435 

4 55X 45X63 105. 81 p 4~P 5 210 

5 45X40X51 105. 92 p 5~P 6 208 p 3~P 9 418 

6 48X44X49 105. 92 

7 35X 35X 18 106.05 P11~P 10 250 P5~P 8 414 

8 50X 40X 29 106. 08 PlO~P 9 206 , 48X 47X 45 105. 94 p 9~P 8 428 P6~P 7 408 

10 35X 35X 53 105. 92 P 8~P 7 200 

11 50X 42 X48 105. 95 
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

《南棟群》

確認された掘立柱建物跡は 3 棟である。この中では第 9 号掘立柱建物跡が西側棚列と平行し、北棟の第 4

号掘立柱建物跡とは直行する関係が認められ、南棟群の中では、やはり当初の規制に従うものとの可能性が

高いと言えよう。

《建物群内土坑》

ピット群中で数基の土坑が検出されたが、その中に建物と関係すると考えられる土坑が 2 基（土坑 a• b) 

確認された。土坑 a は南棟に属す遺構、土坑 b は北棟に属す遺構と考えられる。

建物群内土坑 a (BK26) は、南棟群の南西隅にあたる Bo27グリッドで検出された。確認面の標高は106.50

mで、長径122cm、短径100cm、深さは35cmの楕円形の浅い皿形土坑である。土坑内には径20cm~50cm、厚さ

10cm程度の偏平な円礫が敷き詰めてあった。礫は結晶片岩で同じような形・大きさのものを選んで並べてあ

り、底面には 6 個の礫が50cmX70cmの範囲に平坦に敷かれてあった。土坑埋土は上層に炭化物を含む黄褐色

土が、下層に炭化物層が確認された。炭化物層は礫敷底面上に約 2 cm厚さで確認された。この土坑は大御堂

第 9 号掘立柱建物跡の南西隅に位置すると見られ、建物内での炊事施設に類したものの可能性が考えられる。

建物群内土坑 b (BK35) は、北棟群の北西隅にあたる Bm23グリッドで検出された。大御堂第 5 号掘立柱

建物跡の北西隅の柱穴が本土坑の真ん中にあり、柱穴に伴う土坑と考えられる。土坑は長径126cm、短径74cm

の楕円形であるが、二つのピットがくつついたような形状である。確認面標高は106.42m、土坑底面は106.

04mで深さ 38cmのやや浅い舟底形の断面形状を示し、土坑内の柱穴底面は105.86mである。この土坑からは

常滑系の陶器大甕の破片が比較的まとまって出土し、胴部の½ほどが復原され、同一個体と思われる底部片

も出土している。この底部片には漆の付着が認められたが、これはひび割れを継いだ痕跡と考えられる。破

片は柱穴の南側、すなわち大御堂第 5 号掘立柱建物跡の建物内部側に分布範囲が広がり、出土状況からはこ

の建物で使用された大甕と考えられる。

《遺物の出土状況》

遺構に伴うと考えられる遺物は前述の常滑製大甕のほかは、ピット中からのものが多い。土師質土器、軟

質陶器、陶磁器類、瓦類、鉄製品類等が出土している。柱穴から出土した土師質土器の小皿は完形で、建物

と何らかの関連を有する遺物と見られる。

《調査所見》

寺院址南西部の一角は調査前には、北側に比べ約 lm位低く、ピット群は表土層を除去した段階ですぐに

検出された。ピット中の埋土は黒褐色若しくは暗褐色系の色調でやや砂質気味な土質である事から、浅間 B

軽石層に似た土質であると判断できる。遺構確認面は標高106.40m~106.45mであるが、かなりの削平がなさ

れたと推定され。本来の遺構構築面は濠上端との比較から確認面よりは10cm以上は上であったと思われる。

土塁跡の土層で確認された浅間 B軽石層の上面レベルは標高106.70m~106. 75mであり、これを旧表土面と

考え、土塁南端をこれよりやや削平したとしても現況よりはやや高いレベルであったと推定し得る。

建物群は南北 2 棟からなり、 2 棟が鍵の手に隣接して建てられていることや、建て替えの痕跡をたどると

ほぽ同じ位置をトレースしていることから、 2 棟がほぼ同時期の存在で、比較的連続性のある時間幅を有す

ものと考えられる。北棟では 6 棟分検出したが、その新旧関係は不明である。しかし、寺院址との関連性を

考えると棚列・濠・溝等と基準方位を一にするものについては同時存在の蓋然性が高いと考えられる。また、

検出したピットは建物群内に集中するのでこれに付随するものと考えられ、大甕の出土状況は建物の廃棄に

伴うもので、遺構廃絶の時期を示唆する資料と考えられる。
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第 2 節 中世の遺構寺院址

建物群は西と北を棚列によって仕切られていることは述べたが、南側については調査区外となるため不明

である。東側は近世以降の土採りと思われる大きな穴があり、すでに遺構面が消滅して内容は不明であるが、

鍵の手内側の庭と見られる部分が一部残って、ここでのピットの検出が少なかったことから、建物群はほぼ

検出した範囲内に限られるものと推定できる。なお、南側については藤岡市教委の調査が一部について実施

され、井戸跡が 1 基確認されている。

(6) 寺院址西部の遺物出土状況について（第59図）

寺院址西部での遺物は主に第 1 号濠跡と南西部掘立柱建物跡群からの出土である。ここでの遺物の出土状

況を見ると、遺構確認面に至るまでは量的に少なく、トレンチ調査の段階での遺物出土も園池遺構部分など

と比較すると少なかった。また、南西部では重機による表土掘削後の面がピット群の遺構確認面となり、遺

構覆土としての層が薄いことによるとも考えられた。第 1 号濠跡では自然堆積による濠埋没土が比較的良好

に存在し、濠埋没以前と考えられる遺物が出土している。南西部掘立柱建物跡群ではピット群からの出土が

多く、遺構に直接伴うもの若しくは遺構の廃棄の時期に比較的近接した時期のものであることが伺われる。

この地域で出土した遺物の種別は土師質土器皿類、軟質陶器鉢類・内耳鍋類、陶磁器類（輸入磁器・中世）

及び鉄製品、銭貨等である。遺物の個別説明は第 4 節で取り扱うので、ここでは出土分布の傾向について述

べる。

第 1 号濠内を北・中・南とに三分すると、それぞれで出土遺物がやや異なった傾向を示している。中程を

中心に濠埋没土の上面で火葬跡・火葬墓などの埋葬関連遺構がまとまって検出されており、火葬跡に副葬さ

れた遺物（土師質土器・銭貨）からは、濠の埋没年代が推定できる。ここでは濠が比較的浅くなっており、

濠に伴うと思われる遺物の出土量は少ない。また、ここより北側は削平のために濠平面プランの確認ができ

ず、遺物の出土もあまり見られない。ただし、確認された濠の北端付近では径 2~3 cmの小礫が一面に分布

しており、小礫は大きさと表面の摩滅度が比較的均質し、分布範囲が特定できることから人為的なものと考

えられるが性格は不明である。また、この範囲での遺物は検出されなかった。

第 1 号濠内での遺物出土は南半分に集中する傾向が見られる。層位的に見ると濠内土坑で出土した完形の

手捏系土師質土器の皿は濠構築時若しくはそれに近い時期の廃棄と考えられ、火葬墓出土の中世後半と見ら

れるロクロ系土師質土器の皿が濠埋没後と考えられることから、濠が機能していたのはこの手捏成形系土師

質土器皿類の年代幅のなかに収まる中世前半頃と思われる。
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第59図 大御堂寺院址西部遺物出土分布図
（第 1 号濠跡・土塁跡・第 2 号溝状遺構）



4 寺域中央部検出の遺構

(1) 寺院址中央部の概況

《調査前の状況》

第 2 節 中世の遺構寺院址

寺院址中央部は字大御堂2196番地、 2216番地、 2213番地、 2214番地の 4 面の水田がこれにあたると予想さ

れた。この 4 面の水田はほぽ50m四方の範囲内に収まり、圃場の形状が周囲で一般的に見られる長方形若し

くは短冊形なのに対し、この区画だけ曲線の形状を示し、明らかに異なった地割りとなっていた。この 4 面

と隣接する圃場は寺院の規制にしたがったものであろうと推定できる。また、この範囲内での圃場の水平レ

ベルは東から 105.80m~105.85m 、 106.50m~106.60m 、 106.80m~106.90m とやや不自然な垂直的遷移傾

向が認められた。「アミダイケ」は2196番地の水田がこれにあたると思われ、圃場東縁の曲線は検出された園

池遺構の東縁とほぼ一致した。

《検出遺構の状況》

中央部で検出された遺構は溝状遺構・園池遺構等であるが、これらは寺院の四囲を取り囲むよう方形に配

置されており、検出位置は前述の圃場の四辺にあたる位置に重なる。北縁及び南縁で検出された溝状遺構は

寺域の方形区画の線を示すと思われるものと、北池及び南池へ続く遣り水遺構と考えられる性格のものとが

ある。これらの溝状遺構・園池遺構に取り囲まれた区画内では井戸跡・掘立柱建物跡などが検出され、寺院

址北西部の隅では瓦溜まりと考えられる遺物集中分布域も検出されている。このほかに池状遺構・土坑等の

近世に入ってからと思われる遺構、及び火葬墓・土坑墓等の埋葬遺構が検出されている。

寺院址中央部で検出された遺構はその位置によって北縁・南縁・園池遺構・中央部に分けられる。以下、

順に報告する。

寺域西縁の区画……第 2 号溝状遺構 (BD7)

寺域北縁の区画……第 3 号溝状遺構 (AD12) 、第 4 号溝状遺構 (AD13) 、

北池遣り水遺構……第 5 号溝状遺構 (2 号暗渠）、第 6 母溝状遺構 (3 局暗渠）、第 7 号溝状遺構 (3 号配

石）

（不明） 第 8 号溝状遺構 (AD14)

園池遺構……………北池、南池、第12号溝状遺構 (BDlO)

南池遣り水遺構……第 9 号溝状遺構 (BD9 ）、第10号溝状遺構 (4 号暗渠）、第11号溝状遺構 (1 号暗渠）

寺域南縁の区画・…••第13号溝状遺構 (BD 8 • 16) 

中央部検出遺構……第10号掘立柱建物跡 (BBl) 、第11号掘立柱建物跡 (BB2) 、第 1 号井戸跡(BEl) 、

その他……北西部瓦溜まり、第 1 号池状遺構 (1号池）

(2) 寺域西縁で検出された遺構

《大御堂第 2 号溝状遺構》

土塁跡の前面（東側）には第 1 号濠跡・土塁跡に平行している溝状遺構が 1 条検出されている。この大御

堂第 2 号溝状遺構 (BD7) は上端幅50cm、下端幅30cm、深さ約20cmの逆台形の断面形状を示し、土塁跡に平

行して南北方向にほぼ直線に伸びる。その主軸方位はN-13°-E で、大御堂第 2 号溝状遺構の南端は土塁跡

と同様に東に折れ東西方向の走行となり、その主軸方位はN-68°-Wである。土塁跡東縁と大御堂第 2 号溝

状遺構とは1. 8m程度の幅があり、検出面での比高差は約50cmである。

本遺構は灰褐色粘質土(IV層）を切っており、溝埋土は暗褐色粘質土で溝内からは皿形の土師質土器の出
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土が見られる。遺物は溝の北半で比較的多く見られ、完形のものも多くあり、溝の性格を考えるうえで重要

である。本遺構と重複する遺構は、北西部の瓦溜まり、中央付近の大御堂第 1 号配石墓、南部での大御堂第

4 号土坑墓であり、いずれも本遺構の埋没後のものと見られる。本遺構は北端が調査区外となるため確認で

きなかったが、ほぼ同規模の東西方向の走行を示す大御堂第 4 号溝状遺構が近い位置で検出され、これが大

御堂第 2 号溝状遺構の南側（東西方向の走行）部分と対称の位置を占めると考えられることから、大御堂第

2 号溝状遺構と一体的な方形区画の縄張り線に沿った遺構として、寺域を区画する性格をもつ溝と考えられ

る。

本遺構の埋土は 1 層で、溝底面で手捏系皿形の土師質土器が完形に近い状況で出土しており、遺構規模等

から考えて長期にわたる遺構存続期間であったとは考え難い。大御堂第 1 号配石墓及び土塁跡との関係から

確認面は構築面に近いものと考えられ、また、埋土には底面に若干の砂質土があるものの水流の痕跡が認め

られなかったので、本遺構は建物に伴う雨落溝としての性格を有するものとの可能性が推測される。

《寺院址北西部瓦溜まり》

寺院址北西部の Bg~Bf-09~11グリッドでは礫に混じって多量の遺物が出土した。その分布範囲は土塁の

東側南北10m、東西 6m程に集中しており、出土状況からはいわゆる瓦溜まりのような性格の遺物廃棄場所

と考えられる。遺物はほぽ同レベルで検出されており、最も多く見られるのは瓦類である。また、釘と思わ

れる鉄製品も Bf· Bg-09グリッド付近に集中して出土しており、土師質土器も数点見られる。ここで検出さ

れた遺物群は、大御堂第 2 号溝状遺構及び北西部火葬墓群と重複関係が認められる。

表土層掘削後の遺構面精査の段階で、小礫に混じって瓦類の出土が見られ、この遺物取りあげの過程で大

御堂第 4 号～第 6 号火葬墓の検出がなされた。ここで検出された火葬墓はほとんど底面まで削平されており、

その時期は火葬墓構築後と考えられる。瓦類は寺院に伴う遺物として少なくとも火葬墓より古い時期と考え

られるが、二次的廃棄の可能性もあり、この遺物分布域＝瓦溜まりでの遺物廃棄の時期は、遺物検出面で判

断すると火葬墓構築後と考えられる。しかし、火葬墓精査後の大御堂第 2 号溝状遺構の検出面に至る間にも

遺物は分布しており、すべてを寺院址廃絶後の二次的なものとは捉えきれない。ここで多く出土した瓦類は

寺院址との関係が想定され、比較的多量に出土した鉄釘もやはり同様の性格を持つものと推定されるが、火

葬墓の分布域とも重なることからこれとの関連も考えられ、今後の検討を要する。

(2) 中央部北縁の遺構

《大御堂第 3 号・第 4 号溝状遺構》

この二つの溝状遺構は東西方向に平行して検出された。北側を走る大御堂第 4 号溝状遺構の方が若干規模

が大きい。大御堂第 4 号溝は上端幅100cm~110cm、下端幅20cm~30cm、確認面からの深さ約30cmで浅いU字

形の断面形状である。確認された長さは約50mで、西は調査区外へ伸びると思われ、東は近世以降の溝によっ

て切られるが、更に東へ伸びる様子は確認できなかった。本遺構の検出面標高は105.60m~105.25mで東方

に緩い傾斜が見られ、底面標高は西端で105.40mで東に緩い傾斜をもち、Avライン付近では105.20mである。

大御堂第 3 号溝状遺構は大御堂第 4 号溝状遺構の南側を平行して走り、その規模は上端幅65cm~80cm、下

端幅約40cm、確認面からの深さ約20cmで浅いU字形の断面形状である。確認された長さは約30mで、西は調

査区外へ伸びると思われるが、東は At-08グリッド付近で確認できなくなるが、その延長方向には大御堂第

15号溝状遺構があり、本遺構との関連性が注目される。大御堂第 3 号溝状遺構の底面標高は西端で105.60m 、

東端近くでは105.30mで第 4 号溝状遺構よりやや浅い。大御堂第 3 号溝状遺構と大御堂第 4 号溝状遺構は調

査区北壁で浅間A軽石層下の畠作遺構の下という層序関係が明らかである。二つの溝の新旧関係は大御堂第
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3 号溝状遺構が大御堂第 4 号溝状遺構より新しいと判断でき、検出した範囲内では両者が平行する同規模の

ものであるから、一方が一方に対する掘り替えであると思われる。両溝とも埋土は粘質土であるが最下層に

は砂質層が見られ、流水の痕跡と認められる。また、両溝とも遺物出土は少ない。大御堂第 4 号溝状遺構に

は長さ約25m にわたり径30cm~40cmの円礫が溝を埋めるように廃棄されていた。

《大御堂第 5 号溝状遺構》

大御堂第 5 号溝状遺構 (3 号暗渠）は寺院址北西部の Bb~Bc-07~09グリッドで検出された南北の走行の

溝である。掘り方の上端幅40cm、下端幅20cm、深さは約10cmであるが、暗渠であったと思われる礫が検出さ

れている。この礫は長さ 40cm~60cm、幅10cm~30cmの片岩系の偏平なもので、溝の蓋及び側壁として使用さ

れたものと見られる。溝の主軸方位はN-14°― E である。底面のレベルは南が105. 78mで北側が105.68m と

確認された範囲内ではやや北に傾斜している。遺構確認面の標高は約105.90mであり、本遺構のあたりを境

に東側がやや低い面となる。大御堂第 6 号溝状遺構との関係は明瞭ではないが、検出状況からは切り合い関

係があると思われる。

《大御堂第 6 号溝状遺構》

大御堂第 6 号溝状遺構 (2 号暗渠）は寺院址北西部の Bb~Be-08~10グリッドで検出された東西方向にの
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第 2 節 中世の遺構寺院址

びる溝である。西は調査区外にのびるため不明であるが、東は走行をやや南に変えて大御堂第 7 号溝状遺構

に続く。検出された距離は約18mで、上端幅30cm~40cm、下端幅15cm、深さは 5 cm~15cm と比較的浅く、溝

の主軸方位は西 8mではN-85"-Wであり、東10mではN-44°-Wである。溝底面の標高は西から 105.84m

~105. 75m~105.41m と東に緩やかな傾斜をしている。大御堂第 7 号溝状遺構に続く部分では比高約30cmの

段差が認められる。また、この段差の手前には長径50cm、幅15cm前後の礫を暗渠の蓋として並べられていた。

大御堂第 6 号溝状遺構の確認面は西で105.95m、大御堂第 7 号溝状遺構手前の段差上面では105.65mであっ

た。

この溝状遺構及び周辺での遺物の出土量は少ない。北池の遣水遺構の一部と見られ、 Bc-08で走行を変えて

いる。西側約 4mの部分ではN-82"-W、東側約4.5mではN-51°-Wを示し、大御堂第 5 号溝状遺構に接

続する。上端幅は20cm~30cm と狭く、深さは10cm程度で断面は浅いU字状を呈す。東側の一部は暗渠となっ

て40cm~60cm大の横長の円礫が長さ 2.5m にわたって検出された。

《大御堂第 7 号溝状遺構》

大御堂第 7 号溝状遺構 (3 号配石）は北池北西部のAx~Ba-10~13グリッドで検出された。本遺構は10 ラ

インに沿う段差の南側で第 1 号池状遺構の東に位置する。 Baラインに沿うトレンチ調査により、礫敷面を確

認し掘り広げた結果ほぽ 7mX4mの範囲に円礫が敷かれ、その側縁部が一列に並んでいるのが確認された。

礫面レベルは105.20mでほぽ一定であり、礫に対する掘り方は見られなかった。調査段階では遺構の性格が

つかめなかったが、大御堂第 5 号・第 6 号溝状遺構の遺構形状が明らかになり、本遺構との接続部の段差が

小滝として配置された遣水遺構の可能性があり、その位置から、北池への導水施設としての性格をもつ遺構

であることが考えられた。礫敷面からもその下層からも遺物の出土が見られた。下層からの出土遺物は瓦類

が中心であり、礫敷きの目的と時期について、少なくとも寺院創建当初のものでないことは明らかであるが、

溝としての性格は当初からあったものと推定できる。

《大御堂第 5 号～第 7 号溝状遺構の性格について》

ここで検出された溝状遺構は北池への導水施設としての性格をもつと考えられる。大御堂第 5 号溝状遺構

についてはここで検出されたなかでは最も古いと考えられるが、確認された範囲内での走行が北への傾斜を

もつのと、大御堂第 6 号溝状遺構との関係が明瞭ではないため断定はできない。また、大御堂第 5 号溝状遺

構の南端がやや東よりとなる点や暗渠の検出という共通点から、大御堂第 6 号溝状遺構の東側部分に接続し

ていたとも見られるが、この点については更に検討を加えてみたい。

《大御堂第 8 号溝状遺構》

本遺構は寺院址北部 As~Au-04~10グリッドで検出された南北方向の走行の浅い溝である。確認できた長

さは約29mであるが、遺構の削平がかなり進んでおり、遺構プランが明瞭ではない所もあった。上端幅は最

大で lm近くあるが深さは10cm程で極めて浅い。大御堂第 3 号•第 4 号溝状遺構と重複関係をもつものと思

えるが切り合い関係を把握することができなかった。埋土はやや暗い茶褐色粘質土であり、遺物の出土は見

られなかった。

《大御堂第 1 号池状遺構》

本遺構は寺院址中央部の北西の一角を占める。調査当初において園池遺構と同様の確認状況であったため、

調査名称は 1 号池とした。しかし、寺院の園池遺構とは別の性格のものであると判断できたので本章では第

1 号池状遺構とした。本遺構は南北長17m、東西長17mの不整な方形を呈し、底面は約50cmの深さで比較的

平坦ではあるが、 2 カ所で底面から 40cm程度の深い掘り込みが見られる。遺構埋土は浅間A軽石の純層に近
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い砂質土の中に人頭大の多量の円礫が投棄されていた。この砂質土層は砂粒子はやや粗く多量の遺物を包含

している。この下には数cmの厚さの灰色泥質土層が見られ、レンズ状堆積を示す。この層の下には茶褐色粘

質土の三角堆積が観察される。周縁部は直線に近い部分も見られるが、 2m~4mを単位とする細かな曲線

の連続による不定線で、底面がほぼ一定であり、壁面も比較的直立しており、土砂採取等を目的とする人為

的な掘り込みのなされた痕と考えられる。また、埋土の堆積状況からは、三角堆積・レンズ状堆積といった

自然埋没の証左が認められ、上層に厚く堆積した浅間A軽石層からは掘り込みが浅間A軽石降下以前の時期

であることが予想される。遺物の中には瓦類も認められるが多くは近世の陶磁器であり、本遺構は近世の浅

間A軽石降下前の掘り込みと考えられ、中世の寺院址とは直接的な関係は無いと考えられる。

(3) 中央部南縁の遺構

《遺構検出の状況》

寺院址南部の大御堂第 2 号溝状遺構に続く位置では第 9 号～第11号の 3 条の溝状遺構が検出されている。

いずれも大御堂第12号溝状遺構につながり南池に続く。大御堂第 9 ・号溝状遺構は開渠であるが、大御堂第10

号・第11号溝状遺構は暗渠である。いずれも南池と一体の大御堂第12号溝状遺構につながる導水施設の性格

を有すものと思われるが、遺構検出の状況からは新旧関係を持つと見られる。第67図は最終の掘り方面の平

面図で 3 つの溝状遺構の位置関係を示している。ここでの遺構確認は第11号→第10号→第 9 号の順であり、

調査の時点においては新→中→古の構築の順序を示すと考えたが、この点については後で述べたい。

上記の溝状遺構とは別に、大御堂第13号溝状遺構がこれらの南で検出されている。東西方向の走行は前述

の溝状遺構にも平行しており、寺院境内域の南縁にあたる性格を持つものと見られる。

《大御堂第 9 号溝状遺構》

本遺構は、大御堂第 2 号溝状遺構の東端部に続く Bf• Bg-21 ・ 22グリッドで検出された。確認された長さ

は 7mで、大御堂第 2 号溝状遺構東端から北に3.5m (N-23'-E) 、東に3.5m (N-82'-W) の長さを確

[
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―
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第67図 大御堂第 9 号・第10号・第11号溝状遺構平面図
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認し、その先は大御堂第12号溝状遺構となる。溝は上端幅50cm、下端幅30cm、深さ 10cmで浅いU字形の断面

形状を呈す。確認面（溝底面）標高は106.05m (105.94m)~105. 95m (105. 86m) である。埋土は暗褐色

粘質土で地山面は明褐色粘質土であり、東端に近い部分では長さ lmにわたり炭化物が検出されている。

《大御堂第10号溝状遺構》

本遺構も大御堂第 2 号溝状遺構の東端部からはじまり、やや曲線を描きながら東北東方向にのびる溝状遺

構である。大御堂第11号溝状遺構検出後の周辺部精査で長さ 2m程の暗渠の蓋石列が確認され、走行等の点

で大御堂第11号溝状遺構とは異なり、確認レベルがやや下面であり、大御堂第11号溝状遺構より古い遺構と

考えられる。

確認された溝の長さは約6.2mでこのうち西半は大御堂第11号溝状遺構に切られる。暗渠の埋土は粒子の非

常に細かい暗灰色土でややシルト質である。地山面はよく締った茶褐色粘質土で、確認面標高は概ね106.00

mで溝底面は105.88m~105.90mである。大御堂第12号溝状遺構から3.7mの範囲に暗渠の蓋石列を検出し

た。蓋石材には長径50cm、幅20cm~30cm程度の比較的偏平なものを選んでいる。大御堂第12号溝状遺構の際

では遺構上面に径10cm以下の小礫が敷き詰められており、暗渠がこの部分では完全に覆われていたことが伺

われる。また、この小礫面は 3mXlmの半月形の広がりを見せ、第12号溝状遺構に面している。小礫面の

レベルは106.00mでほぼ平坦になっていた。

《大御堂第11号溝状遺構》

本遺構は寺院址南部のBd~Bg-22 • 23グリッドで検出された暗渠である。大御堂第 2 号溝状遺構の東方延

長線上で東西方向 (N-76'-W) に 10mの長さで確認され、西端では南 (N-18゜～28'-E) に、東端では北

(N-22'-E) に走行を変える。長さ 20cm~50cm、幅10cm~20cm程度の板状若しくは棒状の片岩系の石材を

選び使用している。

暗渠確認時の掘り方上面の標高は106.lOm、側壁石列の上面は106.ZOm~106.30mである。また、蓋石の

上面での標高は概ね106.30mである。

本遺構の南西に現代の大きな攪乱土坑があり、本遺構もそれに壊されて西側の状況が確認できなかった。

土坑に切られた断面の観察で構築時の様子を見ると、暗渠は最初に石組規模をうわまわる掘り方を布掘りし、

次に石を組んでいる。使用石材は片岩系のやや棒状あるいは板状の偏平な円礫で、側壁及び蓋石として使用

する。蓋石を並べた隙間には中小の円礫を間積めして入念にふさいでいる。溝底面は掘り方底面に一致し、

蓋石から暗渠底面までは約20cmであり、水はかなり流れやすい状況にあったと考えられる。

地山面はかなり安定した明褐色粘質土で、掘り方面と側壁の石との間にはややよごれた褐色粘質土が見ら

れる。隙間の充填土と思われる。暗渠内の埋土は上下 2 層が見られる。上層は小礫をやや多く含んだ粘性土

で石の隙間から流入したものと思われる。下層はやや堅く締った砂質土で、流水による堆積と見られ、ここ

ではかなりの流れがあったことが伺われる。

《大御堂第12号溝状遺構》

本遺構は南池の西に連続する幅約 2m、長さ 17m、深さ 80cmの方形掘り方の溝状遺構である。本遺構は南

池の掘り下げに伴い、水口があると見られた池の西接部分の精査で確認された。溝の西端から 5m位までは

明確な方形掘り方が認められるが、ここから上端が徐々に広がり、 Bb ラインのあたりで南池の上端に続く。

この辺りで上端幅は10m近くにまで広がる。また、確認された遺構の上端線は105.50mの等高線にほぽ一致

する。遺構の主軸方向はほぼ東西のN-86'-Wであるが、南側での上端線はN-76'-Wの方位を示す。

本遺構は、近世の池修復の石垣列によって遮蔽され、この時点では南池の導水部としての機能を無くして
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1 灰褐色砂質土層

2 暗褐色土層

2a はやや茶褐色に近くやや粘性あり。

2b は暗黄褐色土が混じる。

3 黒褐色土層

3a は黄褐色土プロックの混入が見られる。

3b、 3cはやや粒子が粗くなり、締りが弱くなる。

ーーキ
節2A

大御堂第13号溝状遺構

3b はやや砂質 3cは砂質

4 暗褐色砂質土層

4a は茶色味が強く、 4b は粘性が強くなる。

4c は色調が暗くなる。

5 暗灰色粘質土層

粒子の細かいシルト質土。

第68図 大御堂第13号溝状遺構平面図
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既に完全に埋没していたようである。南池の形状は近世石垣列によって比較的容易に確認できたが、本遺構

については遺構検出が困難であった。トレンチ調査では瓦等の遺物や砂岩の大石が検出されており、多量の

礫が濃密に分布し、遺物出土も豊富で池に関連する遺構の存在は予想された。

本遺構に連なる溝状遺構は前述の大御堂第 9 号～第11号の溝状遺構であるが、その新旧関係と本遺構の埋

没過程とは密接な関連性があるものと考えられる。

《大御堂第 9 号～第12号溝状遺構の重複関係》

大御堂第 9 号～第12号溝状遺構の重複・新旧関係及び遺構の埋没土の様子からは以下の事が考えられる。

① 大御堂第11号溝状遺構は大御堂第10局溝状遺構を切って構築されている。また、大御堂第11号溝状遺構

は大御堂第 2 局土拡墓によって切られており、土拡墓は中世後半の時期と見られるので、それ以前の年代

が与えられる。

② 大御堂第11号溝状遺構が大御堂第12号溝状遺構に続く位置は大御堂第12号溝状遺構西端から 5m程東で

あり、このとき大御堂第12号溝状遺構はある程度埋没していたと思われる。また、ここでは長径 lm前後

の砂岩が数個まとまって検出された。

③ 大御堂第10号溝状遺構は大御堂第12号溝状遺構のほぽ西端近くにつながり、方形掘り方に付随する小礫

敷面が覆っており、園池遺構掘削当初のものである可能性が高い。
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第69図 大御堂第12号溝状遺構平面図（掘り方面）
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第70図 大御堂第12号溝状遺構平面図（上面） ｰ 1 : 200 10m 

A' 

大御堂第12号溝注記 A-A' (BCライン）

I 灰褐色砂質土 A軽石を多載に含む。現水田耕作土。

II 暗褐色粘質土

BDlO 覆土

1 黒褐色粘質土

2 暗褐色粘質土粒子細かくよく締り、

下層では小礫を含むためややボソボソした感じである。

3 暗黄褐色粘質土 上層は黄色味が強く、下層では灰色味が強い。

L=l06.00 

B 

4 暗黄褐色砂質土 粒子の非常に細かい砂質土

5 暗黄褐色粘質土 粒子の細かい粘質土と小礫の混入が見られる。

6 黄褐色土粒子は細かく、締り良い。 6a には砂質土が混じ、

6a には黄色味が強い。 6cには小礫が混入。

7 暗褐色砂質土

8 暗褐色土小礫が多く混入。

v 黄褐色粘質土 小礫を多量に含むシルト質粘質土。

B' 

大御堂第12号土層注記 B-B' (Bb ライン）

1 灰褐色砂質土 A軽石を多鼠に含む。

2 褐色土 2a は小礫を少鼠含み、黄褐色土粒子を混じる。 2b は茶色味が強く、 2cは暗い色調となる。

3 暗褐色粘質土 下層では小礫黄褐色土粒子を混じる。

4 灰褐色粘質土 粒子のきめは細かくややシルト質。 4b 、 4c層には小礫を混じ、 4c層は暗い色調となる。

5 暗褐色土 粒子は非常に細かく均質で良く締っている。 5aには黄褐色土粒子が混じており、 5b、 5c、 5d はほぼ同じ土質で暗→明→茶と

色調が変わる。

6 暗褐色土 粘質土で6a は暗褐色粘質土粒子に黄褐色土を混じたもの、 6bは小礫を混じた茶褐色土、 6cは暗褐色粘質土混黄褐色土。

7 暗灰色粘質土 粒子のきめ細かくややシルト質。 7aには黄褐色土粒子が混じ、 7bは暗い色調となる。

8 暗黄褐色土 粒子の非常に細かい砂質、遺物出土（土師質土器） ゜ I : 80 4m 

第71図 大御堂第12号溝状遺構土層断面図
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第72図 大御堂第11母溝状遺構平面図

④ 大御堂第11号溝状遺構の西側部分の暗渠側壁に修築の痕跡が伺える。大御堂第 2 号・第10号溝状遺構を

゜ 1 : 80 4m 

側壁がふさぐような形であり、側壁そのものは大御堂第 9 号溝状遺構に自然につながる方向性を持つ。

⑤ 南池は浅間A軽石の二次的な堆積がかなり厚く見られたが、降下時の純層は確認されず、この段階では

池として機能していたと見られ、石垣の修築もこの頃と考えられる。石垣修築時には南池西部に閉塞石垣

と小礫が積み上げられ、大御堂第12号溝状遺構は既に埋没していたことがわかる。耕作土層下の暗褐色土

層はこの頃の遺構覆土と考えられる。

⑥ 砂岩がまとまって検出されたが、園池遺構の滝口に見られる石組の可能性があり、暗渠から池に向かっ

て水を落とす位置と考えられる。ただし、その場合には大御堂第12号溝状遺構はある程度埋没していたも

のと思われる。

⑦ 砂岩は鮎川の河原からのものでなく牛伏山系のものであり、寺院での使用を目的として運ばれて来たも

のである。
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

⑧ 大御堂第12号溝状遺構埋土中に多量の砂岩片がみられたことから、この場所で砂岩の石材加工が行われ

たと考えられる。

⑨ 大御堂第12号溝状遺構埋土中からは出土遺物も多くあり、特に瓦類が豊富である。遺物は礫とともに溝

中より出土したが、溝埋没時の投棄によるもので、寺院の破却と関係するものと思われる。

⑩ 大御堂第 9 号溝状遺構については、大御堂第12号溝状遺構と 80cmの段差があって、そこに水流等の痕跡

は見られず、遺構規模にも隔たりがあり、直接結び付くとは考え難い。また、大御堂第 2 号溝状遺構との

つながりは大御堂第10号溝状遺構の方が自然であり、大御堂第11号溝状遺構西側暗渠の方向性が大御堂第

9 号溝状遺構と共通することから、相互の関連が伺われる。

以上のことから、大御堂第 2 号溝状遺構に続き、南池への導水施設としての遺構は大御堂第11号溝状遺構

と見られ、次に大御堂第 9 号溝状遺構が造られたと考えられる。このとき大御堂第12号溝状遺構は埋まり始

めており、大御堂第 9 号溝状遺構はその埋土中に続くと推定される。砂岩の大岩は園池遺構に計画して置か

れたと推定できるが、この時点でどのような在り方であったかは不明である。大御堂第11号溝状遺構はこの

砂岩を滝口に使用したと思われる。大御堂第12号溝状遺構はある程度埋まっていると推定され、走行がやや

南よりに変わっているものと考えられる。

大御堂第12号溝状遺構が機能しなくなる時期は大御堂第11号溝状遺構と同時期と推定され、大御堂第 2 号

土拡墓構築以前と考えられる。南池との接続部で見られた閉塞や石列は近世にはいってからのものと考えら

れる。

なお、大量の砂岩の砕片が出土しており、ここで石材加工が行われた形跡と認められる。

《大御堂第13号溝状遺構》

本遺構 (BD16) は大御堂第11号・第12号溝状遺構の南の Be24 • 25グリッドで検出された。確認された長

さは約 6mで西側は攪乱土坑により壊されて不明であるが、この延長方向の Bh23グリッドで部分的に確認

でき、寺院址南西部の Bk24グリッドでもこれに続くと見られる溝状遺構 (BD8) が検出された。 BD16 とし

て確認された部分では、上端幅l. lm、下端幅50cm、深さ 40cmの箱薬研の断面形状を呈す。主軸方向はN-76°

-wである。埋土下層には泥質土・砂質土等流水の影響を受けたと見られる堆積が観察される。遺物出土は

見られなかった。

(4) 園池遺構

《園池遺構検出状況》

本遺構は、藤岡市教委の高速道路予定地側道際の水路部分の調査において、池の一部と見られる石垣等が

確認されており、今回の調査と併せて、絵図・地籍図に記載された「アミダイケ」に該当する遺構を南端の

一部を残してほぼ全面的に検出した。確認された園池遺構は北池・南池の二つで、南北の瓢箪形に配置され、

池の間は土橋状になって二つを隔てており、別個の存在として確認され、それぞれの池に水を引き入れるた

めの溝状遺構も検出された。また、南池では深い掘り込みを持ち池と一続きになる溝状遺構も付設されてい

た。池の導水施設と考えられる溝状遺構には暗渠も見られ、滝口の立石と思われるような大石も出土し、寺

院の一部を構成する園池遺構であると考えられた。

「アミダイケ」が二つの池を指したものかどうかは不明であるが、地元古老の記憶にある「子供のころに

泳いだ」「大正時代に埋めた」とされる池は北池であろうと思われる。また、「アミダイケ」は寺院の園池遺

構にたいして付けられた性質のものと思われ、池が本来二つであるかどうか別として、ここで検出された池

の名称と考えたい。
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第74図 大御堂寺院址南池～第12号溝状遺構平面図
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園池遺構は、トレンチ調査の段階で浅間A軽石の埋没範囲として確認でき、池の周縁部には石列も検出さ

れた。トレンチ調査の段階から陶磁器類をはじめ比較的多くの遺物が出土している。南池に伴う溝状遺構の

中には瓦類が多く見られた。なお、園池遺構にあたる部分は土地改良事業に伴う農道通過予定地で生活道路

として使用されていたために、道路の東側→西側→道路部分と 3 分割して調査を進めざるを得なかった。

池の確認面標高は北池で105.20m~105.40m、南池で105.20m~105.60mである。それぞれの池で東縁と

北縁部分に石垣列が見られたが、これは近世以降の池の修復によるものと考えられ、近世面の標高は石垣列

と同様の高さ、すなわち 105.40m~105.60m程であったであろうと推定される。池は石垣を池の周縁とする

近世面を最初の遺構面として検出し、引き続き池構築時の状況を示す中世面の検出に努めた。南北の池の間

の幅は70cmで、土橋状に二つの池を隔てていると思われるが、ここでの地山面の標高は104.91mであり、構

築時よりは下がっていると思われるので、当初の形状が二つになっていたかどうかは不明である。以下、北

池・南池の順に述べる。

《北池》

北池の遺構形状はやや不整な円形を呈し、その規模は座標軸に沿う南北間で20.6m、東西間で22.Smであ

る。池の周縁部には近世の池改修に伴うと見られる石列が西縁、北縁、東縁で検出され、東北隅から東方に

伸びる溝状遺構も検出された。これは調査前の地割りに見られる水路に一致する。石列は径30cm~60cmの円

礫の平口を池側に向け横一列に並べた状態であり、水際の補修を目的とするものと考えられる。池の北面及

び東面はやや急な立ち上がりでこの付近での深さは確認面から約 lmである。池の西側法面は比較的緩やか

な傾斜で立ち上がり、上端も明瞭ではない。石列検出部分では、池掘り方上端と石列はほぼ一致する。

北池の埋土を観察すると、上から、①茶褐色粘質土→②砂質混土層→③灰色シルト質土→④褐色粘質土で

ある。埋土①層は水田耕作土下で確認され、 80cm~90cmの厚さで堆積し、礫も混じり土層はやや汚れている。

埋土②層は浅間A軽石を主とする砂質土で、砂質層及び砂質混土層等の互層となっている。この層は池の中

央部では10cm前後と薄いが、池の法面上では50cm程度に厚くなり、池への流れ込みを物語る。埋土③層は層

厚 3 cm~5 cm と薄いがほぽ平均した厚さで、きめの細かいシルト質土であることから、池が安定していた時

期の底面上の水成堆積によるものと思われる。この層のラインは周縁部石列に一致する。埋土④層は池埋土

最下層で、池底面に直接のる灰褐色粘質土である。この層には火山灰起源の砂質土は含まれない。

《南池》

南池の遺構形状は検出した範囲内では三角形に近い不整円形を呈し、北池同様に近世の石列が検出された。

石列は東縁、北西縁と西南縁に見られる。池の規模を石列を例に取ると東西約24m、南北は15m~20mの大き

さである。また、中世面と思われる池の掘り方の規模は東西25m、南北20mである。池の深さは約1. 5mであ

る。池掘り方上端は、東縁では石垣のラインとほぼ一致するが、北西縁では石列から 2m~3m外に広がっお

り、東縁石垣の上端レベルが105. 70m~105.SOmの数値を示すことから、本来の汀線はこれと同レベル若し

くはこれに近いものと考えられ、 105.60mのラインが北西縁での上端線に近いと思われる。前述の北西掘り

方上端線にほぽ一致する。

南池の西には大御堂第12号溝状遺構が続き、掘り方面の観察からは両者一体的なものであったと考えられ

る。近世の石垣を池周縁部に積んだときに大御堂第12号溝状遺構はほぼ完全に埋められて、南池とは遮蔽さ

れたものと思われる。南池の埋土は、基本的には北池と同様の傾向が見られるが、北池埋土①層は認められ

ず、北池埋土②層にあたる砂質土・砂質混土層は約 lm近い厚さで堆積する。この層は純砂質・砂質混土・

混砂質土・砂混じり土等が交互に層をなし、南池の主たる埋没土である。この層中で確認されたテフラは主
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第78図 大御堂寺院址南池遺物出土状況平面図

に浅間A軽石に由来するものであるが、埋土②層最下層のものに浅間B軽石に由来するものも認められてい

る。いずれも二次堆積土で流水の影響が認められる。埋土③層・④層土の堆積状況は基本的には北池と同様

で、 20cm~30cmの厚さの粘質土が池底面上に堆積する。上層は粒子が細かく密な黒褐色粘質土が、下層はや

やシルト質の灰褐色粘質土で、池底面は小礫交じりの黄褐色粘質土となる。

《園池遺構の構築面と埋没過程について》

北池・南池の二つの池は明治 9 年の段階では地籍図で存在が確認できる。最終的な埋没はここが全面的に

開田された時期と見られ、それは地元古老によれば大正時代である。池は表土層（水田耕作土）を取り除い

た段階で石列と浅間A軽石層で確認でき、北池・南池ともに埋没土にある程度の共通性が見られるが、埋没

時期の差が層位に反映して、その過程に差異が認められる。

北池埋土①層の明褐色粘質土が池での最も新しい層で、この層はまとめて埋め戻したものであり、②層以

下は自然埋没であると考えられる。南池の埋没年代は北池より古いがその時期は浅間A軽石降下以降と見ら

れ、埋土②層中の浅間A軽石純層には流水の影響が見られ二次的堆積の特徴がある。池周縁部改修は②層土

埋没以前の近世前半～中頃と推定される。石列の頂部標高は105. 70m~105.80mでほぼ一定であることから、

当時の地山面の標高はこれに近いものと思われる。池の掘り方の上端もほぽ105. 70mである。南池北西の池

周縁部において近世石列と掘り方上端線との間は 2m~3mあり、徐々に池が狭まっていることが伺われる。

近世石列と掘り方上端線がほぽ一致する北池北縁～東縁と南池東縁では、改修の際の浚渫等による掘削が

あったと推定され、埋土の観察においても黒褐色粘質土・灰褐色泥質土等はあまり良好な状態では残らず、
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第III章 大御堂調査区の遺構と遺物

浅間A軽石を主とする砂質土層が底面近くまで堆積している。南池の北端付近には石列は見られず池の上端

線もここだけで円弧を描くことから、石列の改修以降に掘られたものと推定される。また、 この部分では池

側面に地山の崩落も見られ、 ここでは当初の遺構形状は確認できない。

北池南西部と南池北西部は池の法面の傾斜が比較的緩やかであり、寺院の中心に面している。石列の背後

の堆積土には池埋土③層・④層が見られ、 ここを池汀線と考えることができる。また、池汀線外側の地山面

には小礫が一面に敷き詰められ、緩やかな法面とともに洲浜を意識した園池の造りがなされたと思われる。

南池は構築時には大御堂第12号溝状遺構とひとつながりの遺構であったと考えられるが、大御堂第11号溝

状遺構からの滝口部分は大御堂第12号溝状遺構西端から約 3mあり、

はないかと推測される。

ここまではある程度埋まっていたので

また、 この付近では砂岩の大石が複数個検出された。いずれも横位であったが溝状遺構と同方向に置かれ

たものも見られ、また、 この付近にのみ集中することから、暗渠である大御堂第11号溝状遺構の末端部に滝

ロの大石として配されたものと思われる。但し、 これはその出土位置から言えることで、大御堂第10号溝状

遺構との関連については不明である。

して考えた。

《園池遺構の遺物出土状況》

また、北池と南池の関係については検出した範囲内では別々なものと

北池・南池は大御堂第12号溝状遺構及び大御堂第 1 号池状遺構とともに寺院址の中では遺物の出土が量的

に多い区域である。選択した寺院址出土遺

物（破片数）

出土は15%、大御堂第12号溝状遺構付近出

土のものは13％を占め、量的には寺院址出

土遺物の約半数が園池遺構からのものと言

えよう。

のうち北池出土は24%、南池

ここでの出土遺物を見ると陶磁器

類の量が多く全体の約％の出土量である。

池埋土の層位と遺物の出土傾向と比較する

と、埋土②層の浅間A軽石を含む砂質土・

砂質混土層中からのものは17 C~18 C 代を

中心とする瀬戸系及び肥前系の陶磁器類が

多い。また、埋土③層の黒褐色粘質土の上

面からは17 C 前半代の肥前系青磁が出土し

ている。 ここでの遺物の出土傾向からは、

近世の段階で寺院址内にこれだけの遺物を

伴う遺構の存在があったことを示唆する。

近世石列の修築以前と見られる遺物は埋土

④層中及び池底面上から出土している。南

池北西部のAy-20グリッドでは礫面上から

古瀬戸の瓶子が破砕片ではあるがまとまっ

て出土している。

大御堂第12号溝状遺構からの出土遺物と
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第 2 節 中世の遺構寺院址

南池からの出土遺物とを比較すると、大御堂第12号溝状遺構からは瓦類をはじめとして土師質土器・軟質陶

器など中世のものが多く、近世陶磁器類はその覆土上層に見られただけで、南池埋土③層・④層中の出土遺

物と同様な傾向を示している。

(5) 中央部検出の遺構

《園池遺構周辺の状況》

土塁跡から園池遺構までの間は約40mあり、検出面は約30cmの段差で下段と上段とに分かれる。下段は園

池遺構に西接する中央部の東半にあたり、検出面標高は105.60m~105. 70mである。この面では広範な小礫

面が検出されたが遺構はなく、遺物の出土も寺院址の中では最も少ない区域と言える。上段は中央部西半の

部分で下段とは約30cmの比高差があり、検出面標高は106.00m~106.lOmである。この面は土塁跡よりは一

段低く大御堂第 2 号溝状遺構検出面とほぼ同レベルである。上段部分は大御堂第 2 号溝状遺構の東側12m

~15mの幅で広がり、北側は大御堂第 1 号池状遺構によって削られている。遺構は上段の中央付近で掘立柱

建物跡 l 棟とピット群が、上段南西隅で掘立柱建物跡 1 棟と井戸跡 1 基、ピット・土坑及び墓塙が検出され

た。

大御堂第 2 号溝状遺構と園池・遣水遺構に取り囲まれた中央部は、寺院の主要建築物があったと思われる

区域であるが、かなり削平を受けたと見えて建物の基礎（基壇）構造らしきものは検出できなかった。下段

で検出された小礫面は調査当初において園池遺構に伴う洲浜の可能性を考えたが、小礫面の分布範囲がやや

園池遺構と離れ、礫石の個々の状況が河川流水域に見られる自然礫の堆積状況の特徴を備えていることから

地山の礫層の露頭部分と判断した。

《遺構の分布について》

寺院址中央部では、上段の中央部と南西部でピット・土坑等が検出された。遺構として把握されたのは中

央部での大御堂第 1 号掘立柱建物跡、南西部の大御堂第 1 号井戸跡・大御堂第 2 号掘立柱建物跡と墓壊と考

えられる土坑群である。寺院址中央部は調査前から圃場としては比高差の大きい段差が見られたが、表土層

掘削後の遺構検出面にも同様の段差が存在する。これは、寺院廃絶後の過程での造作によるものと考えられ、

寺院の破却に起因してと、開田のためとの二つの理由が考えられる。調査区の北端で検出された浅間A軽石

層下の畑作遺構は近世中頃には農地となっていたことを示している。

《大御堂第10号掘立柱建物跡》 （第82図）

大御堂第10号掘立柱建物跡 (BB 1) は寺院址南西部に近い Bh • Bi-20 • 21グリッドで検出された。桁行 2

間、梁行 1 間、柱穴数 6 個の小規模なものである。平面形は方形に近く、桁行3.89m (13尺）、梁行3.61m(12 

尺）、面積14.04m\ 桁行方位N-13°-Wである。この建物跡は土塁の南西隅の内側に位置し、遺構検出面は

大御堂第 2 号溝状遺構と同レベルのIII層土である。こ．の建物跡と重複する関係で第 6 • 7 号土坑墓があり、

周辺にも土坑墓がいくつか検出されている。掘立柱建物跡が土坑墓群に先行するものと思われる。遺物はグ

リッドの取り上げであるが輸入磁器・古瀬戸の小片が軟質陶器・瓦類とともに見られる。

《大御堂第11号掘立柱建物跡》 （第83図）

大御堂第11号掘立柱建物跡 (BB 2) は寺院址中央部の Be· Bf-15 • 16グリッドで検出された。桁行 2 間、

第 8 表（3) 大御堂調査区掘立柱建物跡一覧表一寺院址中央部一

遺構名称 調査名称 棟方位
規模

面積（而）
桁行(m) 梁行(m)

庇 (ml 柱穴平面 I 備 考
（間） x （間） ①長辺 ②短辺 ①長辺 ②短辺 形状

第10号掘立柱建物跡 BB l N-13ー-E 2 X 1 14.07 ( 3 88 ( 3.84 ( 3.65 ( 3.64 円形

第11号掘立柱建物跡 BB 2 N-79ー-W 2 X 1 9.80 ( 3.89 ( 3.89 ( 2.54 ( 2.50 円形
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第 2 節 中世の遺構寺院址

第10号掘立柱建物跡柱穴計測表

BBl 

柱穴 長径 x 短径 x 深さ 底面標高

番号 (cm) (m) 

p 1 30 X 27X 44 105.54 

2 40 X 33X 20 105.83 

3 49X 46X 51 105. 52 

4 34 X 31 X 31 105. 75 

5 38 X 37X 23 105.91 

6 35 X 33X 28 105.86 

柱 間 計 測 値 (cm)

桁 行 梁 行

p 1~P 2 204 p 1~P 6 365 

p 2~P 3 184 

p 2~P 5 360 

P6~P 5 210 

P5~P 4 170 P3~P 4 364 

第11号掘立柱建物跡柱穴計測表

BB2 

柱穴 長径 x短径 x 深さ 底面標高

番号 (cm) (m) 

p 1 22 X 20X 28 105. 62 

2 24 X 23X 26 105 70 

3 22 X 20X 21 105. 77 

4 27 X 24 X 26 105. 71 

5 28X 25X 38 105.24 

6 25 X 22 X 24 105. 50 

7 46X 41 X 24 105. 70 

8 30 X 26X 18 105. 63 , 33X 28X 22 105. 50 

柱 間 計 測 値 (cm)

桁 行 梁 行

p 1~P 2 203 p 1~P 6 254 

p 2~P 3 186 p 6~P 9 103 

p 6~P 5 201 p 2~P 5 252 

p 5~P 4 188 p 5~P 8 115 

p 7~P 9 は庇 P3~P 4 250 

P 9~P 8 205 P4~P 7 100 

P8~P 7 185 
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第84図 大御堂第 1 号井戸跡遺構平面図

梁行 1 間半の極めて小規模なものである。

梁行の南の半間は庇部分とも考えられる。

この周辺には柱穴と見られるピットがや

やまとまって検出された。遺構検出面は

耕作土層下のIII層面である。

A' 

万づ―

1 : 60 2m 

この付近で

検出されたピットには遺物を出土するも

のが多く、瓦類が多く見られる。

《井戸跡》 （第84図）

B
 

大御堂第 1 号井戸跡

1 黄灰色土軽石を多駄に含む。

2 暗灰色土 やや黄色味がある、粘性あり、軽石含む。

3 暗黄灰色土 軽石を少鼠を含む、粘性はない。

4 暗黄灰色土 3 層に似るが、 FAは含まれない。

5 黄灰色粘質土 粘性が強い、やや青味を帯びるが強い。

6 青灰色粘質土 粒子が細かい、粘性が強い。

7 青灰色砂質土 粒子が粗いが粘性しまりある。

8 青灰色砂質土 7 層より粒子が細かく粘性がある。

8' 8 より粒子が粗く粘性はさらに弱い。

9 青灰色粘質土 やや黄色味を帯びる。

9' 9 より黄色味強い

10 明黄灰色粘質土 5 層より黄色味が強く、さらに粘性がある。

11 明黄灰色粘質土 10層より粒子が粗い、粘性あり。

12 明黄褐色粘質土粒子は非常に細かい。
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大御堂第 1 号井戸跡は Bh • Bi-19グリ

ッドで検出された。最終的な掘り方の平

面形状は瓢箪形であるが掘り返しによる

新旧 2 時期の重複の結果と思われ、その

様子が土層断面で確認できる。最終掘り

方面での長軸長は約 2.6mであるが、径

2.lmの井戸 b が掘られ、それがほぼ埋ま

った段階で、やや北にずれて径1.5mの井

戸 a が新たに掘られたものと考えられる。

掘り方の最終底面は湧水のために確認で

きず、深さ約l. lm までしか掘れなかった。

井戸 a の埋土は混土礫層で、 30cm~50cm

-
A
 

叫

｀。こ A' 

L=106.50 

灰褐色土

A軽石小粒子

を多く含む。

Ila 暗褐色粘質土

やや粒子粗い

B' 感じ。

―-lib 暗褐色粘質土
lib 

lie 
—一 茶色味が強

•— 

粒子が極めて細かく密に締ってい _ い。
L =105.90 Ile 茶褐色粘質土

やや暗い色調。

大御堂第 2 号

土坑

L =105. 70 

1 灰黄褐色土

る。

2 暗茶褐色粘質土 暗褐色の粘質土をベースに茶褐

色粘質土がプロック状に入る。

3 暗褐色粘質土

4 黄褐色シルト質土

第85図 大御堂第 2 号土坑遺構平面図
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大の礫と多量の小礫を投げ込み埋めたもので埋土はほぼ同一層であり、一次的な埋没と考えられる。井戸 b

の埋土 l 層には浅間B軽石起源の砂質土が見られ、 その下に粘質土と砂質土が交互にレンズ状堆積をなす。

遺物は瓦類が多く、土師質土器・軟質陶器類が見られ出土量は多い。井戸 a と井戸 b との出土遺物を比べる
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

と、量的には井戸 a からのものが多いが質的に大きな差異は認められず、遺物の出土層位も比較的上層にま

とまっている。遺物の 9 割は瓦でその多くはA類に属すものであり、他に土師質土器・軟質陶器が出土して

いる。

《大御堂第 2 号土坑》 （第85図）

本遺構は土塁跡の南東コーナー付近のBj -21グリッドで、土塁跡に沿う長さ約4mの石列により確認され

た。土塁跡東側の段差とこの石列はほぼ平行で、約1.5m離れており、この間に円礫がまとまって検出された。

石列には径40cm~50cmのやや大きめの片岩系の自然礫が使用されており、この西側の土塁段差までの間に径

20cm前後の小礫が石列上面に近いレベルで検出された。石列方位はN-4°-E である。本遺構に伴う遺物は

検出されない。

本遺構は石列の方向などに寺院址に見られる規制と一致する部分が認められるが、層位的には土塁東面が

ある程度埋没してからのものと見られ、寺院構築時のものとは考え難い。また、埋土に浅間A軽石は見られ

ないことから近世中頃以前のものと推定される。

《線刻五輪塔について》 （第137図、写真図版101)

寺院址のほぼ中央にあたる Be-14グリッドでは砂岩製の線刻五輪塔 (6501) が圃場の畔上に置かれていた。

圃場地境にごく小規模な塚状の土山があり、その周囲には円礫が寄せ集められていた。線刻五輪塔は 1 層土

の上に置かれており、寺院址を開田する際にここに置かれたものと推定され、原位置からは移動していると

思われる。寺院址内で検出された石造物もこれとほぼ同様の出土状況で、すべて移動または廃棄された状態

である。五輪塔の火輪が 3 点出土しているが、 1 点は北池の埋土中に投棄された状態で、 2 点は農道の東際

の側溝部分から検出され、第 1 号濠内から出土のものも含め、原位置に止まるものはなかった。

《中央部の遺物検出状況について》 （第86図）

大御堂第11号掘立柱建物跡が検出された周辺にはピットがまとまって検出され、ピット内を含め遺物が比

較的まとまって出土している。その分布域は大御堂第11号掘立柱建物跡を含め南北12m、東西6m程の範囲で

あり、瓦類の出土が顕著である。特に、大御堂第11号掘立柱建物跡の柱穴からの遺物出土は見られなかった

ものの、この周囲のピットからの出土が見られ、量的には少ないものの残存状況の良好なものが多く見られ

た。瓦類はA類（古）と B類（新）が見られるが、ここでの出土状況に両者の差異は認められなかった。

この掘立柱建物跡は近世のものと見られ、中世の伽藍はすでに破却され、これとは連続性は持たないもの

と考えられる。また、この建物は通常の生活遺構と考えるより、寺院址に建てられた小堂宇といったものと

予想され、瓦類はその際に柱穴に詰められたものと推定される。

《寺院址建造物について》

中央部での検出遺構は上記のもの以外には認められず、表土（耕作土）掘削後の遺構確認作業で地山面（自

然堆積層）と見られる小礫の露頭面に達した。当初、園池遺構に伴う洲浜状遺構との疑いを持ったが、小礫

の傾斜角に一定の規則性と方向性（北々東に向き、共通する傾斜角）が認められ、鮎川扇状地での自然堆積

礫層 (VII層）と判断した。 I • II 層と VII層との間の層がここでは認められず、土塁跡で検出された浅間 B軽

石層（III層）のレベルよりここの I • II 層土がはるかに下位レベルであることから、開田等に伴う遺構面の

削平が行われたことが推定され、寺院址建造物については確認するに至らなかったと考えられる。

なお、「アミダイケ」埋め戻しの際にはここにあった塚を取り崩したとの話が伝えられており、元禄年間の

村絵図でも小堂宇とともに塚と思われる記載があり、何らかの遺構があったと推定される。
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5 寺院址東部検出の遺構

(1) 寺院址東部の概況

《調査前の概況》

第 2 節 中世の遺構寺院址

白石大御堂遺跡の調査にあたり、鮎川崖際の約20mの区間は橋梁工事の関係で早期引き渡しが求められ、

最優先工区として発掘調査を実施することとし、鮎川崖から土地改良農道までの間の遺構検出を実施した。

ここでは前述の引き渡し部分の他に、成育途中の麦作の取り入れを待った事もあり、 3 段階に分割しての調

査とならざるを得なかった。

調査前の表土面の標高は鮎川崖際から土地改良農道際までは、標高105.55m前後のほぼ平坦な地形である

が南から東にかけてがやや高くなっており、調査前には畑•水田として耕作されていた。耕作土を剥いだ段

階で溝状遺構・道路跡・ピット・土坑等の遺構を検出し、土地改良農道際では園池遺構の一部も検出した。

ここで検出された溝状遺構には調査前現況図で所在の確認されるものと、完全に埋没して痕跡のたどれない

ものとがあった。所在の確認されていた水路及び道路については、埋土は標準層序 I 層の浅間A軽石混じり

の土層であり、溝埋土中からの遺物も近現代のものが見られたので報告の対象から除外した。

遺構として確認されたのは溝状遺構 4 条と、埋葬関連遺構 4 基、ピット等である。ここでは溝状遺構につ

いて報告し、埋葬関連遺構は次節でのべる。またピット等については、掘立柱建物跡または棚列等の規則性

が見いだせず、埋土も近世以降の比較的新しい茶褐色土であったので、本報告の対象から除外した。

(2) 検出遺構

《遺構検出時の状況》

表土層掘削後の遺構面精査で、複数の溝状遺構を検出した。調査名 AD 1 • AD 2 • AD 3 • AD 6 の 4 条の

溝状遺構は道路跡とともに調査前まで使用されていたものと判明したが、この溝状遺構の掘り下げの過程で

これより古い 2 条の溝状遺構（調査名AD4 •AD5) を検出した。また、この溝状遺構から鮎川崖までの間

で 2 条の溝状遺構 (AD7 • AD8) を検出した。前述の 2 条は菫複しており南北の走行方位であるが、他の

2 条は東西方向の走行を示し、ほぼ直交する関係である。また、調査名 AD5 と AD8 は後にひと続きの遺

構であることが判明した。このほかに調査区南端に近い位置で 1 条の溝状遺構 (AD11) を検出している。こ

れらの溝状遺構は園池遺構とは直接つながることなく、近世以降の溝状遺構が池から出ているのとは区別さ

れる。遺構埋土にも浅間A軽石を主とする砂質土は見られず、浅間 B軽石の砂質土が混じることから中世か

ら近世前半の時期の遺構と考えられた。

《大御堂第14号溝状遺構》

本遺構 (AD11) は、南池の東側の Ap • Aq-19 • 20グリッドで検出された。確認長5.5mで南は調査区外へ

のび、北端は閉じる。確認面標高は105. 70m、上端幅2.0m~2.2m、下端幅約1. 5m、確認面からの深さ 30cm

（底面標高105.40m) 、走行方位はN-13°-E である。断面形は逆台形、埋土は黒褐色土で炭化物粒子を含む

層が見られる。埋土は黒褐色土に黄褐色土の混じり方で 4 層に分かれ、上 2 層は砂質で小礫・炭化物が混じ

り、下 2 層は粒子の細かい粘質土となる。また、下 2 層の堆積は多分に西側からのものと考えられる。小礫

とともに土師質土器・軟質陶器の小片が出土しているが量は少ない。

《大御堂第15号溝状遺構》

本遺構 (AD7) は鮎川崖際に近い Aj~Al-10 • 11グリッドで検出された。遺構確認面標高は105.50m で、

上端幅80cm、下端幅40cm、深さ約30cmで、断面形状は浅いU字形である。埋土中には礫が多量にあり、土師
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第Ill章大御堂調査区の遺構と遺物

質土器及び軟質陶器類の小片が出土している。走行方位はほぼ東西

に近く N-73゜～83°-wでやや弓なりの緩やかな曲線を描く。溝の

東端は鮎川崖によって切られ、西端は Al -11グリッド付近で浅くな

り確認できなくなる。本遺構は鮎川橋梁工事により早期引き渡しを

求められた部分にあるため、本遺構と走行方位が共通しその延長線

上にあたる大御堂第 3 号及び第 4 号溝状遺構との関係は検証できな

ー
、
―

かった。

埋土からは小礫に混じって土師質土器・軟質陶器の小片が出土し

ている。大御堂第 3 号溝状遺構では溝中に多量の円礫の投棄が認め

られたが、礫の廃棄の方法と礫の大きさには差異が認められる。

《大御堂第16号溝状遺構》

本遺構 (AD4) は寺院址東部のほぼ中央で南北に直線の走行を示

す溝として検出された。確認長は約40mで、 N-21°-E のほぼ一直

線の走行方位を示す。溝の南端は An-12グリッドで確認され、北端

は調査区外へのびる。溝は上端幅150cm、下端幅20cm~30cm、深さ 90

cmで箱薬研の断面形状を呈す。確認面標高は105.35m、底面標高は

南で104.80m、北で104.40m と北方向に傾斜が認められる。埋土下

層にやや厚く粘質土が堆積しその上の中層に砂質土層が見られ小礫

が混じることもある。流水の痕跡は明瞭ではなかったが埋没の過程

で砂質土が入る部分も認められた。出土遺物は土師質土器・軟質陶

器の小片が見られるが、出土量は遺構規模に比べると少ない。 Am·

An-12グリッドでは近世の道路・溝と一部重複するため遺物も覆土

中より比較的多く出土するが、埋土上層で常滑製のほぽ完形に近い片口鉢（3406) が伏せた状態で出土した。

●土師質土器（手捏成形）

▲軟質陶器

0 1:50 lm , .,  

第88図大御堂第14号溝状遺構遺物・
礫出土状況平面図

本遺構は大御堂第17号溝状遺構にほぼ平行しながらこれをを切って構築されている。しかし、 An-12グリッ

ドで閉じている点や埋土の切り合い関係からは、少なくとも大御堂第17号溝状遺構の埋没後のもので、掘り

替えではなく別の性格の溝として掘られたものと思われる。

《大御堂第17号溝状遺構》

本遺構 (AD 5 • 8) は、寺院址東部のほぼ中央で南北にほぼ直線の走行の溝 (AD 5) として検出された

が、東西方向で検出された溝 (AD8) とつながることが後に判明した。本遺構の北端は調査区外となり、東

端は鮎／ 1|崖に切られる。南北走行の方位はN-20°-E、東西走行での方位はN-63°-Wである。南北方向の

走行部分は大御堂第16号溝状遺構に重複するため東側上端は確認できず、 Am•An-11~13グリッド付近では

近世道路・溝によって切られていた。埋土中からの出土遺物は土師質土器・軟質陶器の小片が見られた。

《調査所見》

寺院址園池遺構より東側を寺院址東部としたが、ここでは中世と考えられる 4 条の溝状遺構が検出された。

遺構検出面はほぼ同レベルであったが、遺構形状・埋土・出土遺物等に若干の差異が認められ、大御堂第16

号溝状遺構と大御堂第17号溝状遺構のように重複関係のあるものもあった。遺構規模としては第16号・第14

号がやや大きく、第17号・第15号が比較的小規模なものであった。大御堂第16号溝状遺構の埋土上層で陶器

が見られた他は、各遺構とも土師質土器と軟質陶器が 4 : 1 ないし 5 : 1 程度の割合で出土し、そのほかの
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第 2 節 中世の遺構寺院址

ものは見られない。遺物はいずれも中

世のもので、溝埋土も似かよった層が

認められた。

この区域では寺院の東限を示す性格

の遺構が存在するのかという点を調査

の主眼とした。大御堂第14号・第16号

溝状遺構はほぽ南北方向の同一延長線

上にある点では、その可能性の考えら

れる遺構である。しかし、大御堂第16

号溝状遺構の南端と大御堂第14号溝状

遺構の北端との距離が約28m離れてい

る点や、溝底面レベルの差を考えると

断定はできない。大御堂第15号・第17

号溝状遺構は遺構規模と埋土・遺物出

土状況に共通性が認められ、大御堂第

2 号溝状遺構に似た性格のものと考え

られる。大御堂第17号溝状遺構はその

走行方位が方形になる可能性があり、

この場合館等に付随する性格のものと

の可能性が考えられる。大御堂第15号

溝状遺構の場合には大御堂第 3 号また

は大御堂第 4 号溝状遺構との関連が推

定され、位置的なものからは大御堂第

17号溝状遺構と同時存在の可能性は少 Ak己―

ないと言えよう。鮎川の流路が現在よ

り東にあり沖積低地面も東に広がると

すれば、この溝が方形区画をなす寺院

址とは別な性格の遺構が存在した可能

性が考えられる。

なお、これらの溝状遺構と園池遺構

との間には浅間B軽石の自然堆積層が

認められた。したがって、中世での表

土面に遺構検出面は比較的近いものと

推定された。なお、浅間 B軽石層下は

約40cm程度の厚さで粘質土層が見られ、

その下は礫層となる。（綿貫鋭次郎）

Al~ 

| /— 

Al叶―

Ak叶—

●土師質土器（手捏成形）
▲軟質陶器

0 1:so lm 
1,  1 

大御堂第15号溝状遺構遺物・
礫出土状況平面図

Ai叶
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

第 3 節埋葬関連遺構

1 種別及び分布（第10表、第90図）

大御堂調査区の中世寺院址では、配石墓をはじめとして火葬跡・火葬墓・土坑墓・土坑等の埋葬に関連す

る遺構が多数検出され、寺院址内に墓地が営まれていたことが伺える。遺構検出時の状況と個々の形態、埋

葬人骨及び火葬痕跡の有無、供献遺物等から、遺構種別を複数に分類することが可能であり、それは葬法の

差及び時期差を含む内容を伴うものと認められる。これらの遺構・遺物の他に、廃棄された状態ではあった

が板碑・五輪塔・宝筐印塔等の石造物が出土している。これらの埋葬関連の遺構・遺物の分布は、寺院址と

何らかの関連性若しくは規制を受けているものと推定される。

検出した埋葬関連の遺構は葬法と形態から以下のように分類した。その総数は31基である。なお、それぞ

れの遺構は墓群を構成すると思われるが、墓域に敷かれたと見られる小礫面も検出されている。

(1) 配石墓 方形区画の石敷き遺構から火葬骨を埋納した骨蔵器を出土する。寺院址の中央部に近い位置

から 1 基検出された。

(2) 火葬跡 凸字形の形状を示し、壁面は真っ赤に焼けており、埋土下層に炭化物層が検出されている。

焼骨が検出されたものもあるが遺物は見られない。遺存する火葬骨の量が少ないことから火葬場として

利用された土坑と考えられ、寺院址西部と東部で11基が確認されている。（この種のものについて火葬

址・火葬土坑等の名称が使用されているが、本報告書中では火葬跡として統一した。）

(3) 火葬墓 長方形若しくは長楕円形の形状を呈し、銭貨や皿形土師質土器などの副葬遺物を伴って焼骨

が検出された。埋土中に炭化物は検出されるが、壁面が焼けているものは確認できなかった。寺院址西

部及び北西部で 6 基検出された。火葬墓としての性格が考えられる遺構である。

(4) 土坑墓 方形または隅丸方形の形状で直葬と思われる土坑が 8 基検出された。銭貨・土師質土器皿等

の副葬遺物を伴い、円礫が埋土中に見られ棺材と考えられる木質の確認及び火熱を受けた痕跡の残る骨

の出土するものも有り、木棺直葬墓としての性格をもつと考えられる。

(5) 土塙 円形の形状を呈し、壁はほぼ直に近い立ち上がりであり、底面は平坦である。出土遺物等は見

られず骨も検出されず墓としての明瞭な痕跡を確認できず、その性格が不明で土坑として取り扱ったが、

同種遺構の報告例や本遺跡における検出状況・遺構形状・埋土等からは、墓壊としての可能性が高いと

推定し、他の土坑と区別するために土塙とした。本調査区内では 5 基確認されている。寺院址中央部の

一角に比較的近接して検出した。

(6) 石造物 上記遺構のほか、埋葬関連の遺物として板碑・五輪塔・宝跨印塔等の石造物が出土している。

これらは寺院址西部での出土が多い。

(7) その他 寺院址北西部の第 1 号濠跡埋土上面で礫敷遺構と思われるものが検出されている。火葬墓等

で検出された礫敷きに共通性を見いだせることから、同様の性格を持つものと推定される。円礫の集合

も認められたが、遺物もなく掘り方も認められず、人為的な所産であると思われるものの遺構として明

瞭に把握することはできなかった。

2 配石墓（第91図～第92図、写真図版24 • 25) 

《検出状況》
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遺構番号 遺 構 名 称（調査名称）

0 5 0 大御堂第 1 号配石墓 (I 号配石）

0 5 1 大御堂第 1 号火葬跡（Ak5)

0 5 2 大御堂第 2 号火葬跡（Ak4)

0 5 3 大御堂第 3 号火葬跡（Ak3)

0 5 4 大御堂第 4 号火葬跡(Bk7)

0 5 5 大御堂第 5 号火葬跡(Bk8a)

0 5 6 大御堂第 6 母火葬跡(Bk8b)

0 5 7 大御堂第 7 号火葬跡(Bk9)

0 5 8 大御堂第 8 号火葬跡(Bk !O)

0 5 9 大御堂第 9 号火葬跡(Bkl2)

0 6 0 大御堂第10号火葬跡(Bkl4)

0 6 1 大御堂第11号火葬跡(Bkl5)

所在グリッド

Bh•B i-1 5g 

An-17g 

An-15g 

An-14g 

Bk-15g 

Bl-14ｷ15g 

B1-14ｷ15g 

Bm-17g 

Bl•Bm-17 g 

Bl-18g 

Bk-14g 

Bk-13ｷ14g 

遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド

0 6 2 大御堂第 1 号火葬墓 (Bkll) Bl-17ｷ18g 

0 6 3 大御堂第 2 号火葬墓(Bk22) Bd-09g 

0 6 4 大御堂第 3 号火葬墓(Bk23) Be-08•09g 

0 6 5 大御堂第 4 号火葬墓(Bk24) Be~09g 

0 6 6 大御堂第 6 号火葬墓 (Bk25) Bg-09 ・!Og

0 6 7 大御堂第 7 号火葬墓(Bk21) Bd-09g 

10 

15— + 

2
 

6
 

。
言
汀

0
5
9

0580 D
0
5
7
 

25-

0
0
5
1
 

遺構番号 遺 構 名 称（調査名称） 所在グリッド

0 6 8 大御堂第 1 号土坑墓 (Bkl3) Bl-17ｷ18g 

0 6 9 大御堂第 2 号士坑慕(Bk31) Bh~l4g 

0 7 0 大御堂第 3 号土坑墓(Bk32) Be-22ｷ23g 

0 7 1 大御堂第 4 号土坑墓(Bk27) Bh-22g 

0 7 2 大御堂第 5 号土坑墓(Bk28) Bi-22g 

0 7 3 大御堂第 6 号土坑墓(Bk29) Bi-21g 

0 7 4 大御堂第 7 号土坑墓(Bk30) Bi-20g 

0 7 5 大御堂第 8 号土坑墓 (Bk17) BG-18g 

Ak 

20-

演言
所在グリッド

Aj-06g 

Bk-21 ｷ22g 

Bj-15g 

Bj-15g 

Bs-26g 

BjｷBk-10~14g 

゜ 1 : 400 ZOm 

第90図 大御堂調査区埋葬関連遺構分布図





第 3 節埋葬関連遺構

大御堂第 1 号配石墓（調査名 1 号配石）は中世寺院址遺構のほぼ中央付近にあたる Bh·Bi-14·15グリッド

で検出された。位置的には土塁跡のすぐ東側で大御堂第 2 号溝状遺構と重複している。遺構確認は、表土掘

削後の15ラインにそっていれたトレンチ調査において、暗褐色粘質土を掘り下げ途中で一面に敷き詰められ

た状態の小礫面を検出し遺構確認をした。寺院址土塁跡は調査区内では最もレベルの高い部分であるが、そ

の東側の一段低い部分に本遺構がある。礫面レベルは105.50mであり、礫面覆土として褐色土が見られた。

《遺構形状》

遺構は長辺長3.72m、短辺長3.16mのほぽ方形の平面形状で、南と北及び東辺には人頭大ないしそれより大

きめ (20cm~50cm大）の礫石を縁石として並べ、その中は径 5 cm~15cmの円礫が一面に敷き詰められており、

そ

の中央付近には骨蔵器が径40cm、深さ 25cmの円形の小土坑に埋納されていた。礫石は偏平な円礫が選ばれて

敷かれており、東側では一辺90cmの方形に配列されたような小礫も検出された。骨蔵器の蓋石に25cmX 15cmX 

第10表大御堂調査区埋葬関連遺構一覧表

遺構名称（調査名） 出土グリッド 主軸方位 形状
規 模(cm)

出土状況・出土遺物、備考
長径 x 短径 x深さ

第 1 号配石墓 Bh • Bil4 • 15 g N-73ー-W ほぽ方形 372X316X 25 円礫。焼人骨。陶器製の小型壺（骨蔵器）と蓋

(1 号配石） 石。土師質土器 2 点。

第 1 号火葬跡 (A k 5) An-17g N-16ー-E 長方形 147X SOX 17 小礫数個。埋土中に焼土塊・炭化物。遺物な

し。

第 2 号火葬跡（A k 4) An-15 g N-125ー-E 凸字形 128X 74X 32 東壁が焼土化。炭化物量多い。遺物なし。

第 3 号火葬跡 (A k 3) An-14 g N-19.5"-E 長方形 142X 67X 38 壁面が焼土化。焼けた骨片10 g。

第 4 号火葬跡(B k 7) Bk-15 g N-28.5"-E 長方形 110X 60X 32 炭化物層から多量の焼人骨・歯。

第 5 • 6 号火葬跡 BI-14ｷ15g N-llー-E 長方形 153 X 94 (115) ゥ 42 2 基の火葬土坑の重複で 5 号の方が古い。東

(B K 8 a. 8 b) llOX 60X 47 壁と北壁が焼土化。炭化物層から焼人骨。

第 7 号火葬跡(B k 9) Bm-17g N-11"-E 凸字形 104 X 55 (92) X 44 炭化物層から焼人骨。

第 8 号火葬跡(Bk 10) Bl• Bm-17g N- 2'-E 凸字形 97 X 83 (105) X 30 炭化物中に細片化した骨。残存状況が悪い。

第 9 号火葬跡(B kl2) B1-18 g N-15"-E 凸字形 151 X 80 X 52 炭化物層（約20cm厚さ）から細片化した骨。

第10号火葬跡(Bk 14) Bk-14 g N-13'-E 凸字形 ll0X62(ll9) X47 壁面が焼土化。炭化物層に焼土塊・焼骨。円

礫。

第11号火葬跡(B kl5) Bk-13 • 14 g N-10"-E 凸字形 142X98(143) X50 焼土塊・焼骨800 g •炭その他500 g。

第 1 号火葬墓(B k 11) Bl-17•18 g N- 4'-E 長方形 128X 73 X 52 壁面が焼土化。埋土最下層に炭化物層 (10cm) 。

（推定） 火葬骨と銭貨 5 枚。

第 2 号火葬墓(B k22) Bd-09g N- 5ー-E 長楕円形 90 X 40 X 5 小礫数個。炭化物層より火葬骨。

土師質土器 1 点・銭貨 4 枚。

第 3 号火葬墓(B k23) Be-08 • 09 g N- 2"-E 長楕円形 152 X 36 X 6 小礫数個。混土炭化物層より焼骨。

土師質土器 2 点・銭貨 1 枚。

第 4 号火葬墓(B k24) Be-09 g N-12"-E 長楕円形 80 X 25X 3 礫あり。炭化物層中より、焼骨と銭貨 5 枚。

第 5 号火葬墓(B k25) Bg-09 • 10 g N-20"-E 長楕円形 120 X 30 X 12 壁面が焼土化。炭化物層中より焼骨。

土師質土器 2 点・銭貨 9 枚。

第 6 号火葬墓(B k21) Bd-ogg 円 形 径60X深一 炭化物層 (3an) を確認のみ。

第 1 号土坑墓(B k 13) BH7 • 1sg N-18"-E 長方形 135X 110 X 43 円礫数個。焼土プロック混入。炭化材・骨・

銭貨11枚。 9 号火葬跡、 1 号火葬墓と重複。

第 2 号土坑墓(B k31) Bh-14g N-23"-E 隅丸方形 125X 88 X 20 埋土上部に円礫と板碑（頭部欠損）。骨・歯。

銭貨 2 枚。

第 3 号土坑墓 (B k32) Be-22 • 23 g N-12"-E 方 形 107X 85 X 52 土師質土器 3 点。銭貨 6 枚。

第 4 号土坑墓(B k27) Bh-22 g N-74ー-W 長方形 174X 92X 48 円礫（20~50cm大）十数個。平瓦数個。

第 5 号土坑墓(B k28) Bi-22g N-73"-W 長方形 162 X 93X 14 円礫数個。鉄製品（釘）。

第 6 号土坑墓(B k29) Bi-2lg N-78'-E 長方形 115X 62 X 20 礫(10cm大） 4 個。遺物なし。

第 7 号土坑墓(B k30) Bi~20 g N- 7ー-E 長方形 130X 86X 20 

第 8 号土坑墓 (B kl7) Bg-18 g 円 形 132X 110X 52 

第 1 号土壊（A k 1) Aj-06g 円 形 径82X 深28

第 2 号土塙(Bk 4) Bk-21 • 22 g 円 形 115X108X50 

第 3 号土壌(B k 5) Bj-15 g 円 形 88X 78 X37 

第 4 号土壊(B k 6) Bj-15 g 円 形 径80X 深25

第 5 号土塙(B k33) Bs-26 g 円 形 径70X 深一
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

5 cmの片岩製の扁平な円礫があったが、その周囲の径60cm程の範囲では礫の分布は見られなかった。骨蔵器

埋納部の上部には墓標として塔婆類が安置されていたものと思われるが、本遺構内では確認できなかった。

小礫の分布はそうした上部構造があったことを示すと考えられ、本遺構のすぐ北で検出された第 2 号土坑墓

覆土で板碑片が、また、第 1 号濠跡の底面近くからは板碑・宝医印塔等の石製塔婆類のまとまった廃棄があ

り、本遺構との関係が注目される。

遺構の構築については、寺院址との関連を検討する必要がある。小礫面の下の層は自然堆積と考えられる

茶褐色粘質土で、大御堂第 2 号溝状遺構の覆土として土塁跡の東側に堆積する。その堆積状況（三角堆土）
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大御堂第 2 号溝覆土

偏平な小円礫が敷かれている。 イ 灰黄褐色シルト質土（粒子のきめが細かく密に締っている）。
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第 3 節埋葬関連遺構

は土塁跡と大御堂第 2 号溝状遺構の間を埋める自然

堆積であることが、縁石底面のレベルが西がやや高

く東に緩やかに傾斜することに示されている。縁石

には明瞭な掘り方は認められなかった。

本遺構は、東側を正面として10cm~20cm程度の縁

石の側面を見せて並べ、浅い基壇状に見せて営まれ

たものと推定される。西側は構築面がやや高くなっ

ていて、縁石は配置しなかったものと考えられる。

この方形区画の中に径10cm程度の円形で偏平な小礫

とさらに細かい数cmのものを敷き詰めている。小礫

石下の堆積土は寺院構築後の自然堆積層であり、小

礫はその面上に敷かれたものと見られる。埋納土坑

の東にはやや浅い土坑状のくぽみが礫石下に認めら

れ、炭化物が検出されている。墓前祭等の痕跡を示

すものと推定される。

《出土遺物》 （第92図、写真図版69)

本遺構からの出土遺物は、骨蔵器として使用され

た小型壺形の陶器が 1 点 (3401) と、皿形の土師質

土器が 2 点 (3120、 3121)である。

骨蔵器に使用された小型壺（3401) は高さ 20.5cm、

口径 9 cm、肩部下での胴最大径は16cm、底部径 9 cm 

で灰色の色調を呈し、肩部に灰釉が刷毛塗りされ、

箆描きの刻文が見られる。口縁部の立ち上がりはほ

ぽ直でやや短く、口唇部には短い折り返しが見られ

る。胴の張りは大きくなく、ややふっくらした感の

ある器形である。箆描きは「万」のくずれ若しくは

平仮名かと思われる。

土師質土器 2 点はいずれも南縁列石付近で出土し

ている。3120 は南縁列石の上に置いたような状態で、

ほぼ完形で検出され、 3121 もそのすぐ近くで検出さ
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第93図 大御堂第 1 号配石墓列石配置平面図

れた。いずれもロクロ成形の皿形で、 3120の口縁部はほぼ直に外反し、 3121 はやや短く直に立ち上がる。こ

れらは遺構確認面である礫敷面精査の過程で検出し、出土状況からは原位置に近い状態であると推定された。

3121 には口縁部に煤の付着が認められた。

《骨蔵器及び埋納骨について》

骨蔵器にはその％程度にまで火熱を受けた骨が埋納されていた。内容物は骨が主体で、その間隙は破砕化

した骨と微粒子の土壌が埋めてやや固結した状態であった。当初は骨蔵器の口近くまで骨が収納されていた

ものと思われる。堆積層の上部表面には微粒子の薄い土の層が認められたが、浸透した雨水に含まれていた

土壌が沈着したものと思われる。検出された骨には人骨としての特徴が認められ、人骨以外であると言える
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

積極的な資料はなく、埋納骨はすべて人骨と思われる。

左右一対の岩様部が検出され、他の部位や骨や歯にも複数個体を示す資料はなく、埋納骨は 1 個体に由来

するものと想定できよう。歯はすべて永久歯であるが咬耗がほとんど認められず、骨端部の未癒合状況から

十代前半程度と想定される。

人骨は最長 4 cmで完存したものはなく、歯冠部の全形がほぼ知られるのは 8~9 点のみで、ほとんど細片

化している。色調は灰白色が主体であるが、黒褐色・茶褐色を呈するものもある。歯根部の割れ口は火熱を

受けた後に割れた状況を示している。色調と部位の関係から火熱の受け方の復元や骨蔵器への収納時の意識

的な破砕の有無等の問題についてはさらなる分析が必要である。

歯が比較的下部からやや集中して検出されたが、骨蔵器の上部からのものもあり、埋納方法の明白な復元

の認識はできなかった。

骨蔵器内には直径 8 mmの小礫 1 点と数点の小炭化材のみが含有され、土壌の量が少量であったことと、長

さ 7 mm~8 mmの上肢（手）・下肢（足）指骨が認められることと併せて考えると、丹念に骨のみが採集された

ものと想定される。

火葬時の骨の亀裂等の状況から800゜前後の火熱を受けたものと推定される。（宮崎重雄）

《調査所見》

本遺構は寺院址遺構のほぽ中央部にあり、その位置からは寺院址と何らかの関連あるものと想定された。

寺院址遺構に後出することは本遺構が大御堂第 2 号溝状遺構の覆土上に築かれていることから明らかであ

る。大御堂第 2 号溝状遺構は、その規模と埋土及び遺物の状況から長期にわたる存続期間は考え難く、少な

くとも本遺構構築時においては、寺院遺構の一部は埋没の過程にあったと思われる。しかし、園池遺構は池

としての機能を維持し続けていたと思われることから、少なくとも寺域を意識させるだけのものは残ってい

たことが考えられ、本遺構の主軸方向が寺域に見られる方位とほぼ一致することからも意識した配置であっ

たことが伺える。

遺構構築面は、寺院の犬走りにあたる本来は水平な面と考えられるが、この段階においては土塁方向から

の埋没が始まっていたと見られ、土塁から東に向かって緩やかな傾斜面となっていたと考えられる。墓はこ

の土墓（跡）を背景にしたこの緩傾斜面を利用し築かれたと考えられる。墓域を画する周縁部列石は東側に

は 2 石のみ残存、西側では検出されなかった。北と南の石列では掘り方は認められず、石列の底面レベルが

西にやや高くなることから地山を削り出して三方を石で囲ったものと考えられる。周縁石は50cmX30cm大の

ものから20cmX30cm大のものまで使われているが、東側に大きめのものを利用し、西に行くに従い小さいも

のを利用している。

骨蔵器埋納のための小土坑はほぽ中央に掘られ、その東に埋土中に炭化物を含む墓前祭の痕跡と推定され

る径60cm~70cmで深さ約10cmの浅い皿状のくぽみと、参詣のためと考えられる小礫の方形区画が検出された。

この墓は東面して構築され、墓の主軸の延長方向は北池と南池の中間の土橋部分にあたり、本遺構と園池遺

構との間には関連性が想定される。

小礫の敷かれ方を見ると、埋納土坑上には礫分布が見られず、骨蔵器蓋石が検出されたことから、上部に

石製塔婆等を墓標として置いていたことが想定される。

骨蔵器に使用された小型壺 (3401) は渥美系と見られる。渥美での中世陶器窯業は12世紀中頃から始まり

13世紀を盛期とし鎌倉時代を通じて14世紀まで続く。本遺構出土遺物は13世紀後半から 14世紀にかけての渥

美窯第III型式のものと見られる。
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また、土師質土器のロクロ成形の小型皿は 2 点確認されるが、 3120 はほぽ完形で南側石列上に置かれた状

態で出土し、 3121 は列石内部で出土している。 3121 には口唇部に煤の付着が認められ、型式的には3120 より

やや古い要素が認められ、本遺構の造営年代に近いものと考えられる。出土地点は南側列石のすぐ内側で検

出レベルは106.17mであり、これは列石底面に近く、近接する列石の上面が106.30m~106.35mであること

を考えると、墓造営以前との可能性も考えられる。一方、 3120 は周縁部の列石上で検出され検出レベルは106.

23mで、石と土器との間に若干の土が挟んであり、少なくとも墓造営後と考えられる。列石を墓の周囲を区

画する性格のものと見るなら、周囲は露頭していたものと考えられ、 3120の出土状態はここが埋まり始めて

からということを示している。型式的には3120 は土坑墓出土のものに共通し15世紀中頃以降と考えられ、こ

こで検出された土師質土器では最も後出する特徴を持つことから、本遺構で使用されたと考えるには検討を

要す。 3121の土師質土器の制作年代はこれより古いものであり、 13世紀から 14世紀と考えられる。

本遺構の造営年代は3401の骨蔵器の持つ 13世紀後半～14世紀前半以降で、 3120の土師質土器の15世紀後半

以前と考えられ、 14世紀から 15世紀前半までのものと考えられる。他の中世墓における骨蔵器の伝世の例か

らは骨蔵器の製作年代がそのまま埋納年代とは言えず、これより下る時期を構築年代と考えたい。また、寺

院址との関連については、検出位置から何らかの関係が窺えるものの検証し得なかった。

3 火 葬 跡

《分布》

本調査区において火葬跡と認定したものは、方形ないし長方形に近い平面形の土坑で、凸字形の張り出し

を持ち、壁面に真っ赤に焼土化した部分が認められ、埋土中には多量の炭化物を含み、人骨片と見られる焼

骨を出土したものである。遺物は認められず、炭化物層中に火熱を受けた骨を検出することから、火葬の為

の土坑と考えられる。骨の出土量は非常に少ないことから、火葬の場として利用された土坑であり、埋葬は

別な場所に行われたものと推定される。

本調査区内では11基の火葬跡を検出したが、寺院址西部の第 1 号濠の覆土上で 8 基（第 4 号～第11号）、寺

院址東部で 3 基（第 1 号～第 3 号）が確認され、それぞれ群としてまとまりをもつものと推定される。それ

ぞれの群は確認面がほぽ同一で比較的集中して存在し、その形状や埋土等の特徴も類似していることから、

一定の時間幅の中で一定の条件下に営まれたものと考えられる。

(1) 大御堂第 1 号火葬跡（第94図、写真図版28)

大御堂第 1 号火葬跡 (AK5) は寺院址東部の An-17グリッドで検出された。平面形状は長方形で、長軸方

向はN-16°-E である。長軸長147cm、短軸長80cm、確認面からの深さ 17cmで、箱形の形状をなす。表土層除

去後の遺構確認作業時に焼土化した壁面によりプラン検出した。確認面は暗茶褐色粘質土で、灰褐色土、焼土

塊・炭化物を含む茶褐色土が埋土として確認された。数個の小礫が混じていたほかは遺物は検出されなかった。

床面及び西側壁面の一部については焼土化は認められない。凸字形張り出しは確認されていないが、確認さ

れた深さが浅いことから本遺構はかなり削平されたものと推定され、凸字部があった可能性を否定できない。

(2) 大御堂第 2 号火葬跡（第95図、写真図版28)

大御堂第 2 号火葬跡 (AK4) は寺院址東部のAn-15グリッドで検出された。平面形状は凸字形で、長軸長

128cm、短軸長74cm （凸字部90cm) 、確認面からの深さ 32cmで箱型に近い形状をなす。長軸方向はN-12 .5°-E

である。表土層除去後の遺構確認作業時に焼土化した壁面によりプラン検出した。確認面は暗茶褐色粘質土

で、埋土上層に茶褐色土・灰茶褐色土・暗褐色土が見られ、埋土下層には炭化物の混入が認められた。遺物
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は検出されなかった。壁の焼土化は東壁で著しく、床面および西側壁面の凸字形張り出し部での焼土化は認

められない。炭化物の残存量は比較的多い。

(3) 大御堂第 3 号火葬跡（第96図、写真図版29)

大御堂第 3 号火葬跡 (AK3) は寺院址東部の An-14グリッドで検出された。平面形状は長方形で西に凸字

形張り出し部を持ち、長軸長142cm、幅67cm （凸字部を含めた幅101cm) 、確認面からの深さ 38cmで箱型に近い

形状をなす。長軸方向はN-19 .5°-E である。遺構は表土層除去後に焼土化した壁面により確認した。

確認面は暗茶褐色粘質土で、茶褐色土・暗褐色土・黄褐色粘質土・黒褐色砂質土が埋土として確認された。

遺物は検出されなかったが焼けた骨片が残っており、壁面の焼土化などから火葬のための土坑と考えられる。

西側壁面に凸字形張り出し 叫 叫

□:0でず床焼壁□□vrnヒ）し:0 ¥ n ] ¥ 
本遺構では張り出し部の焼

土化が認められた。

《寺院址東部検出の火葬跡

について》

上記の 3 基は比較的近接

して存在しており、長軸方

向がほぽ一致し、遺構検出

面・埋土の様子及び形態等

に共通性が認められること

から、ほぼ同種の性格をも

つ遺構と考えられる。特に

埋土中に多量の炭化物（炭

化材）を含み、壁面が焼土

化していることが特徴であ

り、ここで火を燃やした痕

跡を示すものである。凸字

形の形状の張り出し部は内

容物の掻き出し口若しくは

燃焼効率を上げるための煙

り出しと想定され、床面か

ら斜めに立ち上がる。大御

堂第 3 号火葬跡では少量の

焼人骨を検出しているが遺

物は検出されず、埋葬墓と

は別の火葬のための土坑で

ほとんどの骨は取り上げら
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第95図 大御堂第 2 号火葬跡遺構平面図



第 3 節埋葬関連遺構

れたものと考えられる。埋土は炭化物を含む下層と、暗茶褐色土の上層とでは比較的明瞭に区別される。

(4) 大御堂第 4 号火葬跡（第97図、写真図版29)

大御堂第 4 号火葬跡 (BK 7) は寺院址西部 Bk-15グリッドで検出された。平面形状は凸字形で、長軸方位

はN-28 .5°-E である。規模は長軸長110cm、短軸長60cm （凸字部84cm) 、確認面からの深さ 32cmで箱形に近

い形状を示す。底面は中心がやや深いがほとんど平坦である。確認面は第 1 号濠の覆土上面で、埋土①・②

層に暗褐色土層が、埋 \ col 叫

□、に：］［：：：~ ¥ 

は焼人骨が出土してい

る。壁面は焼けてはい

るものの焼土化は著し

くない。炭化物ととも

に焼けた人骨がかなり

多く残されており、こ

こで火葬したものと考

えられる。埋土の①・

②層と③層とは明瞭に

分離する。①・②層に

ついては自然埋没と思

われる堆積状況であ

る。

(5) 大御堂第 5 号・

第 6 号火葬跡（第98図

～第101図、写真図版

30) 

大御堂第 5 号・第 6

号火葬跡 (BK8) は寺

院址西部Bl-14•15グ

リッドで検出された。

確認状況からは 2 基の

火葬土坑の重複 (BK

8 a•b) と考えられる。

平面形状は凸字形の長

-11°-E であり、 2 基

ともほぽ同一の主軸方

向であり、重複状況か

ら見て、同一場所の再
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A 

A
 

L~106.50 

A 

剣

叫

A' 

A' 

掘り方面

大御堂第 3 号火葬跡

① 暗褐色土で軽石 (Aか）を少量含む、やや締りない。

②褐色土粒子細かく、粘性あり、焼土を含む。

③ 黄褐色粘質土

④ 黒褐色砂質土層 粒子は比較的細かいがガラガラした感じ。

粘性は弱い。

第96図 大御堂第 3 号火葬跡遺構平面図
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炭・小礫・焼土検出状況
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叫
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＼人骨・小礫検出状況

方形で、長軸方位はN 大御堂第 4 号火葬跡
① 暗褐色土 やや灰色味のある、粒子細かく密で若干の粘性あり。

灰黄色火山灰小粒子 (2~3 mm) が混じる。

② ①よりやや暗い色調となり、若干の青味を帯びる。

③ やや褐色が強い暗褐色である。締りはやや乏しい。

③の下よりは多量の炭化物とともに焼骨（人骨）が出土している。 O 

第97図 大御堂第 4 号火葬跡遺構平面図

句

A' 
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A' 

1 : 30 lm 
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

利用の結果と考えられる。なお、調査段階において壁面のずれ等で重複の可能性は考えられたが、埋土中で

の切り合い関係が容易に把握できず、 2 基がほとんど重なっていたことから発掘調査は 1 基分として進めた。

大御堂第 5 号火葬跡 (BK8 a) は長軸長153cm、短軸長94cm （凸字部115cm) 、深さ 42cmである。西側に短い

凸字形張り出し部を持ち、箱形に近い形状を示す。壁はほぼ直に立ち上がり、張り出し部の傾斜も比較的急

である。

大御堂第 6 号火葬跡 (BK8b) の規模は長軸長110cm、短軸長60cm、確認面からの深さ 47cmで、長方形に近

い形状を示すと考えられる。

二つの遺構の確認面は第 1 号濠の覆土上面であり、褐色土・シルト質土・炭化物を含む褐色土を埋土とし、

炭化物層からは焼人骨が出土している。東壁及び北壁での焼土の確認状況と焼骨の出土状況から、その重複

\ 
到 河＼

\ 
cil 0| こ

一 っ｀｀丘 ` } 

•/( 1|／ノ）△’ \ Af {V “ ｛炉f) (} 

l 

) 

C 叫
C' / A 叫 A'm| 1 0| 

言戸
炭・人骨・小礫・焼土検出状況

④ 大御堂第 5 • 6 号火葬跡 A A' 

①褐色土

② 黄褐色シルト質土と褐色土

③ 褐色シルト質土

④ 黄褐色シルト質土を主とする

⑤ 褐色土（焼土粒と炭化物粒を含む）

第98図大御堂第 5 • 6 号火葬跡遺構平面図

゜
1 : 30 lm 

\ □1 \ 

I : 30 lm 。 I : 30 lm 

第99図 大御堂第 5 号火葬跡遺構平面図 第100図大御堂第 6 号火葬跡遺構平面図
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第 3 節埋葬関連遺構
L=l06.70 

II 

IV層（灰茶褐色粘質土層） Ill 大御堂第 1 号濠覆土 大御堂第 1 号濠覆土

第 5 • 6 号火葬跡
大御堂第 4 • 5 • 6 号火葬跡切り込み面土層

I A軽石の微粒子を多く含む茶褐色砂質土

II やや粘質をもつ暗褐色土

III 暗褐色粘質土

第 4 号火葬跡

゜ 1 : 40 lm 

第101図 大御堂第 4 • 5 • 6 号火葬跡切り込み面土層図
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第102図 大御堂第 7 号火葬跡遺構平面図
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大御堂第 8 号火葬跡

①灰褐色粘質土焼土少漿混じる。

② 灰褐色粘質土 ①より黒味を帯びる。

③焼土塊灰、炭化物よりなる。

④暗褐色土炭化物を多く含む。 ゜ 1 : 30 lm 

第103図 大御堂第 8 号火葬跡遺構平面図
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

関係を第 5 号火葬跡の方がやや古く、やや東によっ

て第 6 号火葬跡が営まれたと考えられる。

大御堂第 6 号火葬跡の平面形状については長方形

であることは予想されるが凸字形の張り出し部を持

つかどうかは不明である。焼骨は主に第 6 号火葬跡

に伴うものと考えられ、北よりの位置でやや多く出
lm 

土しているが、第 5 号火葬跡に伴うと考えられる骨
第104図 大御堂第 8 号火葬跡切り込み面土層図

も南西部で検出されている。埋土には西側からの流れ込みによる堆積状況が観察され、混土の状況からは人

為的に埋め戻されたことが考えられる。遺物は検出されなかった。

(6) 大御堂第 7 号火葬跡（第102図、写真図版30)

大御堂第 7 号火葬跡 (BK 9) は Bm-17グリッドで検出された。平面形状は東に凸字形張り出し部を持つ

長方形で、長軸方位はN-ll°―E である。規模は長軸長104cm、短軸長55cm （凸字部92cm) 、確認面からの深

さ 44cmで、箱形に近い形状を示す。確認面は第 1 号濠跡の覆土上面で、暗褐色土層・炭化物層を埋土とし、

炭化物層からは焼骨（人骨）が出土している。壁面は焼けてはいるものの焼土化は著しくない。火熱を受け

た人骨がかなり多く残されており、ここで火葬したものと考えられる。また、寺院址西部で検出された凸字

形状の火葬跡のなかで本遺構のみ凸字部の張り出しが東を向く。埋土の状況から使用後に人為的に埋め戻さ

れたものと考えられる。遺物は伴わない。

(7) 大御堂第 8 号火葬跡（第103図•第104図、写真図版31)

大御堂第 8 号火葬跡は (BKlO) は Bl•Bm-17グリッドで検出された。隅丸方形に近い長方形で凸字形張

り出し部を持つ。長軸方位はN-l.5°― E である。規模は長軸長97cm、短軸長83cm （凸字部105cm) 、確認面か

らの深さ 30cmで、不整方形であり、凸字張り出し部は短い。埋土中の炭化物はやや多く、その中に細片化し

た骨が混じて検出された。遺構はやや削平されたと見えて残存状況は悪い。
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A
 

A' A
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凸 1
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mI 

大御堂第 9 号火葬跡

① やや黒味がかった暗褐色土

② 暗茶褐色土

掘り方面
炭・人骨・焼土検出状況

焼土プロック混炭化物層

゜ 1 : 30 lm 

第105図 大御堂第 9 号火葬跡遺構平面図
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検出状況

A 

大御堂第10号火葬跡 締り普通、ザラザラした感じ。

① 茶褐色土 灰褐色火山灰粒子 (A軽石）の混じった茶褐色土。 ③ 炭化物の混じった暗褐色土 締りはやや乏しい。
ザラザラした感じ。 ④灰褐色土 シルト質上の混じった暗褐色土。

② 暗褐色土 ①層に似るが色調が暗くなる。 A軽石が混じる。 ⑤ 暗褐色土 炭化物を多く含む。
o 1:30 lm 

第106図大御堂第10号火葬跡遺構平面図

(8) 大御堂第 9 号火葬跡（第105図、写真図版31)

大御堂第 9 号火葬跡(BK12) は Bl-18グリッドで検出された。本遺構は寺院址西部の火葬跡群の中では最

も南に位置し、大御堂第 1 号火葬墓と重複する。長軸長151cm、短軸長80cm （凸字部113cm) 、確認面からの深

さ 52cmで、西に凸字張り出しを持つ長方形である。長軸方位はN-15°-E である。壁面は直に近い立ち上が

りで、底面中央部がやや深くなる。凸字部は底面と同レベルで続き、急な立ち上がりである。埋土中の炭化

物はやや多かったが、その中に細片化した骨が見られた。埋土上層はややレンズ状にくぼみ自然埋没と考え

られる。骨を含めた炭化物層は約20cmの厚さで残っていた。埋土上層と下層の炭化物層は明瞭に区別される。

（（；］。こ一堂第10号火葬跡 ¥ こ| •I 

大御堂第10号火葬跡

(BK14) はBk-14グリッド

で検出された。長軸長110

cm、短軸長62cm （凸字部長

119cm) 、深さ 47cmで壁高部

分の深さは約40cmでほぼ直

に立ち上がり、長軸方位は

N-13°-E である。遺構規

模はやや小さめであるが凸

字張り出し部がやや長い。

遺構は真っ赤に焼土化した

壁面でプランの確認をし、

A 

L~l06.40 

A 

① 
掘り方面
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叫
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大御堂第11号火葬跡

①茶褐色土灰褐色火山灰

粒子 (A軽石）の混じっ

た茶褐色土。ザラザラし

た感じ。

② 暗褐色土 ①層に似るが、

色調が暗くなる。 A軽石

が混じる。締り普通、ザ

ラザラした感じ。

③ 炭化物の混じた暗褐色土

締りはやや乏しい。

④灰褐色土 シルト質土の

混じった暗褐色土。

⑤暗褐色土炭化物を多く

含む。

゜ 1 : 30 lm 

第107図大御堂第11号火葬跡遺構平面図（1)
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第108図 大御堂第11号火葬跡遺構平面図(2) 0 1 : 30 1 m 
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大御堂第 1 号火葬墓 • • • ①灰褐色土焼土粒少々含む。

②褐色土少々粘性あり。

③褐色土焼土プロック（黒色、オレンジ色）焼骨含み、 開元通賓 6003 6004 

粘性あり。
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第109図 大御堂第 1 号火葬墓遺構平面図 6005 
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第llO図 大御堂第 1 号火葬墓出土遺物実測図
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第 3 節埋葬関連遺構

遺構埋土には上層で茶褐色土・暗褐色土が、下層で炭化物層が見られ、炭化物層には焼土塊・焼骨を含む。

骨の残存量は火葬跡としてはやや多い。炭化物層は約30cmの厚さで堆積し、遺構底面の焼土化は認められな

かった。遺構確認面で30cm大の円礫を検出している。

(10) 大御堂第11号火葬跡（第107図•第108図、写真図版32)

大御堂第11号火葬跡(BK15) は Bk-13·14で検出された。長軸長142cm、短軸長98cm （凸字部長143cm) で、

深さ 45cm、長軸方位はN-10°-E で、箱形の形状を示す。遺構は真っ赤に焼土化した壁面でプランを確認を

した。遺構埋土は上層で覆土と見られる茶褐色土・暗褐色土が、下層で約20cmの炭化物層が確認され、炭化

物層には焼土塊・焼骨を含む。遺構底面の焼土化は認められなかった。

本遺構は火葬跡としては他とやや異なる様相が見られる。本調査区検出の火葬跡は埋土下層で炭化物層が

ありその中に若干の小礫を含む程度であるが、本遺構ではやや大きめの礫石を底面に並べた状態で検出した。

礫石は20cm~40cm大のもので東壁際に 3 個、北側に 3 個並べられていた。厚さは約10cmあり、骨・炭化物等

は礫面上に直接あり、礫は火葬に伴うものと判断された。北側の 3 個は西側の凸字張り出し部と並んで配さ

れ、凸字部は一辺38cmの方形で確認面からは約10cmの深さで、遺構底面とは20cm以上の段差が認められる。

東壁での焼土化の状況は底面に置かれた円礫の上で著しく、炭化物層が礫上面にあることを考え合わせると、

礫は火葬の際の燃焼効率を上げるために置かれたものと推定される。

4 火 葬 墓

(1) 分布

火葬墓は寺院址西部及び北西部で検出されてい

る。西部の第 1 号濠上面では火葬跡群の中に 1 基（大

御堂第 1 号火葬墓）確認され、北西部では 5 基（大

御堂第 2 号火葬墓～大御堂第 6 号火葬墓）が瓦溜ま

りの中で検出された。西部で検出された 1 基は火葬

跡及び土坑墓と重複関係が認められ、また、北西部

検出の 5 基は火葬墓群を構成しており、その様相は

やや異なる。

北西部検出の 5 基は、寺院址北西部瓦溜まりの遺

物取り上げの過程で、径 2 cm~6 cm程度の小礫が密

集する分布域があり、その中心付近に炭化物が確認

され、炭化物中から土師質土器・銭貨等の遺物と火

葬骨が検出されて遺構の存在が判明した。確認面と

遺構底面との差がほとんどないことから、遺構はか

なり削平されたものとみられる。この 5 基について

はいずれも炭化物の分布範囲を遺構の範囲と認定し

たので、遺構本来の形状と一致するかどうかは不明

である。

(2) 大御堂第 1 号火葬墓（第109図•第llO図・

第lll図）

A
ｭ

\ 

A' 

A
 

A' 

大御堂第 1 号火葬墓、第 1 号土壊墓遺構

①灰褐色土焼土粒少々含み、堅く締る。

②褐色土焼土プロック（黒色、オレンジ色）少々含み、

締り余りなし。

③ 暗褐色粘質土

④灰褐色土焼土粒少々含む。

⑤褐色土少々粘性あり。

⑥褐色土 焼土ブロック（黒色、オレンジ色）焼骨含み、

粘性あり。
゜ I : 80 2m 

第111図大御堂第 9 号火葬跡・第 1 号火葬墓・
第 1 号土壊墓遺構切り合い関係平面図
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

大御堂第 1 号火葬墓(BKll) は寺院址西部の Bl-17•18グリッドで検出された。本遺構は大御堂第 1 号濠

跡埋土中に構築されており、大御堂第 9 号火葬跡及び大御堂第 1 号土坑墓と切り合い関係を有する。すなわ

ち、大御堂第 9 号火葬跡を切って本遺構が築かれ、大御堂第 1 号土坑墓が本遺構の西側の％程度を切ってい

る。

本遺構の形状は長方形と推定され、長軸長128cm、推定短軸長73cm、深さ 52cmであり、主軸方位はN-4°-E

である。壁面はほぼ直に立ち上がり、火葬跡同様に壁面の焼土化が認められ、埋土最下層には10cm程の炭化

物層がみられ、埋土中に焼土ブロックの混入も認められた。炭化物層上面からは銭貨が 5 枚出土した。確認

できた銭貨名は「開元通賓」 (6003) 、「煕寧元賓」 (6001)である。

本遺構の残存状況は、壁面の焼土化と埋土最下層での炭化物層の検出という点では火葬跡とほぽ同様であ

り、火葬骨の残存状況も比較的似ている。しかし、銭貨を伴うということから、本遺構では火葬骨をそのま

ま埋葬したかどうかは別にして、遺物を副葬する行為があったと判断できる。このことから火葬跡としてで

はなく火葬墓としての性格を有する遺構と判断した。

(3) 大御堂第 2 局火葬墓（第112図•第113図、写真図版33 • 34) 

大御堂第 2 号火葬墓 (BK22) は寺院址北西部の Bd-09グリッドで検出された。北西部検出火葬墓群の中で

は東よりに位置し、本遺構のすぐ南は第 1 号池状遺構の北縁段差となる。確認された平面形状は長楕円形で、

遺構規模は長軸長90cm、短軸長40cm、確認された掘り方の深さ 5 cmで長軸方位はN-5'-E を示す。遺構埋

土は炭化物層のみ確認され、遺構の残存状況は悪い。北西部隅に10cm~20cm大の小礫が数個まとまって検出

された。この礫には火熱を受けて割れたものも見られ、遺構に伴う礫と判断された。また、炭化物層上面で

は火葬骨が一面にあり、北端の礫の間からは、土師質土器 (3122) がやや傾いているものの正位の状態で完

形のまま出土した。この土器はロクロ成形の皿形で口径110mm、器高27mmで口縁部はほぽ直に外反する器形で

ある。この他に銭貨が 4 枚 (6006~6009) 出土した。いずれも「永榮通賣」である。土師質土器や礫は掘り

方確認面より上で検出されたことから、本遺構は遺構底面近くまで削平を受けたものと推定される。

(4) 大御堂第 3 号火葬墓（第114図•第115図、写真図版33 • 34) 

大御堂第 3 号火葬墓 (BK23) は寺院址北西部の Be-08•09グリッドにあり、大御堂第 4 号火葬墓と隣接し

て検出された。遺構確認面は106.00m~106.05mの標高であるが、ここは瓦溜まりと考えられる遺物散布地

の東縁にあたる。確認された平面形状は長楕円形で、遺構規模は長軸長152cm、短軸長36cm、深さ 6 cm~8cm、

長軸方位はN-2'-E を示す。遺構埋土は混土炭化物層のみで、遺構内に礫・焼骨・土師質土器等が検出さ

れた。焼骨は遺構のほぽ全面から検出され、検出面から遺構底面まで残っていた。遺構底面はかなり堅く締っ

て平坦であり、火熱を受けた痕跡が認められる。 10cm~20cm大の小礫が数個見られ中心よりやや南の位置で

は完形の皿形土師質土器が 2 個正位に置かれたままの状態で並んで出土した。 2 点の土師質土器 (3123、 3124)

はロクロ成形の皿形で口径108mm、器高30mm、口縁部はやや外反する器形で、口底比は小さくやや肉厚である。

銭貨は「至道元賓」 (6010) が 1 枚確認された。

(5) 大御堂第 4 号火葬墓（第116図•第117図、写真図版33)

大御堂第 4 号火葬墓 (BK23) は寺院址北西部の Be-09グリッドにあり、第 5 号火葬墓の南に隣接して検出

された。遺構確認面は106.05m前後の標高であるが、ここは瓦溜まりと考えられる遺物散布地の東縁にあた

り、第 3 号火葬墓に比較的隣接して検出された。本遺構の周囲には径 5 cm~10cm程度の小礫が1.5m~2.5mの

範囲に集中してあり、その中に炭化物の分布域が認められて、本遺構を検出した。確認された平面形状は長

楕円形で、遺構規模は長軸長81cm、短軸長35cm とやや小さく、深さ 2 cm~3cm とほとんど掘り方を確認でき
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第120図大御堂第 6 号火葬墓遺構平面図 第119図大御堂第 5 号火葬墓出土遺物実測図

ないほどの浅さであった。長軸方位はN-13°-E を示す。遺構埋土は炭化物層のみで、遺構内に礫・焼骨・

銭貨等が検出された。銭貨は 5 枚 (6011~6015) 検出され、銭貨名はすべて「永柴通賓」である。

(6) 大御堂第 5 号火葬墓（第118図•第119図、写真図版34)

大御堂第 5 号火葬墓 (BK25) は寺院址北西部の Bg-09 ・ 10グリッドで、大御堂第 2 号溝状遺構・土塁跡に

ほぽ平行する位置で検出された。本遺構検出面は北西部瓦溜まりの最も遺物散布の密な部分で、遺物取り上

げの過程で本遺構を確認した。遺構形状は長楕円形で、長軸長114cm、短軸長30cmで、確認面からの深さ 14cm、

遺構の主軸方向はN-22°-E である。遺構内からは炭化物に混じって焼骨・土師質土器・銭貨等が検出され

た。埋土は灰褐色シルト質土と褐色粘質土が観察され、土坑の壁面はやや焼土化して暗褐色になっているが、

火の受け方は弱く、壁が堅く焼きしまった様子は観察されなかった。

土師質土器 (3125、 3126) はほぼ中央部で検出されたが、 2 つの土器には若干のレベル差が認められる。

器形はほぽ同じでロクロ成形の皿形である。銭貨もその近くで検出されたが、 4 個と 5 個の二つのまとまり

であった。銭貨はすべて I永榮通賓」である。土坑南半では底面直上に一面に炭化した藁が検出された。焼

骨は遺構確認の最上面から見られるが、骨と土とが交互にあり、また、銭貨の出土状況にも間に土層を挟む
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という点で複数の埋葬の可能性が認められる。

(7) 大御堂第 6 号火葬墓（第120図）

大御堂第 6 号火葬墓 (BK21)は寺院址北西部の Bd-09グリッドで検出された。北西部の火葬墓群の中では

最も東に位置し、径60cmの円形に炭化物が分布域により確認された。埋土としては炭化物層を確認したのみ

でわずか 3 cm程の薄さである。本遺構においては骨・遺物等は検出されなかったのでその性格は不明である

が、確認面がほぽ同レベルであることと確認時の状況が他の 4 基の火葬墓と同様に炭化物の分布域にあると

いう点で同じであることから、火葬墓と推定した。

5 土 坑 墓

(1) 分布

土坑墓としたものはやや隅丸の方形若しくは長方形を呈し、箱型の断面形状を示すもので、埋土中から土

師質土器・銭貨等の遺物と骨・礫等が出土するものがあり、木棺直葬の土坑墓としての性格が考えられる。

寺院址部分で 7 基が検出され、その分布は寺域中央部の南西の一角に集中する傾向が見られる。溝状遺構や

掘立柱建物跡と重複関係の認められるものがあり、遺構の切り合い関係や出土遺物からはこれらの土坑墓が

後出すると考えられる。

(2) 大御堂第 1 号土坑墓（第121図•第122図）

大御堂第 1 号土坑墓（調査名 BK13) は寺院址西部の B1-17·18グリッドの第 1 号濠跡埋土上面で大御堂

第 9 号火葬跡及び大御堂第 1 号火葬墓と重複して検出された。遺構形状はやや隅丸の方形で、長軸長135cm、

短軸長111cm、確認面からの深さ 48cmの箱型で壁はほぽ直立し、長軸方向はN-14°-E である。本遺構の埋土

は①灰褐色土、②褐色土、③暗褐色粘質土であるが、いずれの層位にも焼土ブロックの混入が認められる。

本遺構からは円礫が数点出土している。円礫は30cm大から 15cm大のものまでで、南北に並んで検出された。

この円礫は土坑底面からはやや浮いており、南端の 1 個は土坑肩部から落ち込むように検出されたことから

本来の位置は土坑上部にあったことが予想される。

土坑底面からは炭化材とともに骨・銭貨が検出された。骨はやや大きめの鎖骨が 1 点と歯が確認できた他

は部位の特定のできない小片である。炭化材は棺材かと考えられ、銭貨はこの炭化材直上にあることが確認

された。確認された銭貨名は「永楽通賓」 (6025 • 6027 • 6028) 、「大観通賓」 (6026) 、「聖宋通賓」 (6031) 、

「洪武通賣」 (6035) などで11枚出土している。

円礫の在り方から考えると、本遺構の構築面は遺構確認面とあまり大差のないレベルかと思われる。また、

本遺構が大御堂第 1 号火葬墓を切って構築されていることが確認された。

出土した歯は永久歯で、咬耗が進んでおり成人と認められる。鈍い黄橙色を呈しており、火熱を受けた際

に生じる亀裂ゃ灰白色化を示しておらず、木棺直葬と推定される。

(3) 大御堂第 2 号土坑墓（第123図•第124図）

大御堂第 2 号土坑墓 (BK31) は、大御堂第 1 号配石墓のすぐ北、土塁跡の東にあたる Bh-14グリッドで検

出された。長軸長131cm、短軸長87cm、確認面からの深さ 18cmで、隅丸方形に近い平面形状を呈し、長軸方位

はN-20°― E を示す。本遺構は大御堂第 1 号配石墓の北に広がる遺物散布域の中にあり、頭部を欠損した板

碑が埋土上部で円礫とともに出土した。土坑内からは歯を含む骨が検出され、また、銭貨は「聖宋元賓」 (6036)

と「永榮通賓」 (6037) の 2 枚が出土した。本遺構から出土した歯は永久歯で、咬耗が進んでおり成人と認め

られる。鈍い黄橙色を呈しており、火熱を受けた際に生じる亀裂や灰白色化を示しておらず、火熱を受けた
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とは考え難い。

(4) 大御堂第 3 号土坑墓（第125図•第126区、写真図版35)

大御堂第 3 号土坑墓 (BK32) は寺院址南部の Be-22·23グリッドで大御堂第12号溝状遺構とともに検出さ

れた。本遺構は、確認時においては大御堂第12号溝状遺構の一部と見られていたが、暗渠の掘り方の確認作

業で大御堂第12号溝状遺構を切って構築されたものと判明した。遺構形状は方形で、長軸長107cm、短軸長85

cm、確認面からの深さ 52cmである。遺構の残存状況は良好で、土師質土器 3 点（3127~3129) と銭貨 6 枚

(6038~6043) が出土した。

土師質土器は 3 点とも口径110mm前後、器高20mm~25mm とほとんど同じもので、ロクロ成形の皿形で完形で

あり、南東隅からまとまって出土した。また銭貨は遺構の中心に近い底面直上にあり、 4 点は重なって出土

した。確認された銭貨名は「祥符通賓」 (6038) 、「皇宋元賣」 (6039) 、「元豊通賓」 (6041) 、「永柴通賓」 (6043)

などである。

本遺構は大御堂第12号溝状遺構を切って構築されているが、暗渠用石材を転用しており、土坑内の円礫は

底面からはやや浮いて検出されており、土坑上部に置いて使用したものが中に落ち込んだものと考えられる。

(5) 大御堂第 4 号土坑墓（第127図、写真図版35)

大御堂第 4 号土坑墓(BK27) は寺域中央部の南西隅にあたる Bh-22グリッドで検出された。本遺構は大御

堂第 2 号溝状遺構を切って構築されており、大御堂第 5 号土坑墓•第 6 号土坑墓と比較的近接して存在する。

遺構形状は隅丸の長方形で、長軸長174cm、短軸長92cm、確認面からの深さ 48cmで、長軸方位はN-74"-E を

示す。遺構埋土は 3 層に別れるがすべて暗褐色土系であり、最下層は比較的粒子が細かく締りがある。また、

遺構中に20cm~50cm大の円礫が十数個検出され、その中に平瓦片 (A類）も数個混じっていた。円礫は遺構

底面よりは数cm浮いており、本来は蓋石として置かれたものが遺構内に落ち込んだものと推定される。

(6) 大御堂第 5 号土坑墓（第128因、写真図版35)

大御堂第 5 号土坑墓 (BK28) は寺域中央部の南西隅にあたる Bi-22グリッドで検出された。確認面標高は

106.15m、遺構規模・形状は長軸長190cm、短軸長80cmの箱型長方形で、壁面はほぽ直に近い立ち上がりで深

さ 20cm、確認面から底面最深部までは約30cmの深さで、長軸方位はN-73"-Wである。遺構中に数個の円礫

が認められ、遺物は釘と思われる鉄製品が底面より＋ 3cmの高さで出土している。本遺構は大御堂第 1 号掘

立柱建物跡 (BBl) の遺構内で検出されているが、その関連性については不明であり、建物に関する土坑と

も考えられ得るが、周辺にもピット・土坑等が幾つかまとまっており、遺構形状及び埋土の状況に類似性が

認められ、これらと比較検討により土坑墓である可能性が高いと判断した。

(7) 大御堂第 6 号土坑墓（第129図、写真図版36)

大御堂第 6 号土坑墓(BK29) は寺域中央部の南西隅にあたる Bi-21グリッドで検出された。確認面標高は

106.90m、遺構は長軸長130cm、短軸長86cmの隅丸の箱型長方形で、壁面はほぽ直に近い立ち上がりで深さ約

20cm、確認面から底面最深部までは約35cmの深さで、長軸方位はN-78"-Wである。埋土中からは形状不明

の鉄製品 (6359) が 1 点出土している。

(8) 大御堂第 7 号土坑墓（第130図、写真図版36)

大御堂第 7 号土坑墓 (BK30) は寺域中央部のBi-20グリッドで検出された。遺構形状はやや隅丸の長方形

で、長軸長118cm、短軸長63cm、壁高10cm~15cmで底面最深部は確認面から25cmの深さで、長軸方位はN-8°

-E を示す。本遺構は大御堂第 6 号土坑墓の北約1.2mのところに位置し、遺構埋土中には径10cm大の礫が 4

個並んで検出されたが、遺物は確認できなかった。
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本遺構は大御堂第 6 号土坑墓とともに大御堂第10号掘立柱建物跡の遺構範囲内で検出されたが、これとは

別の時期的に後出する遺構と考えられる。建物に関する土坑とも考えられ得るが、類例の埋葬墓壌が検出さ

れてそれと遺構形状及び埋土の状況に類似性が認められ、周辺に存するピット・土坑等との埋土の比較検討

により土坑墓である可能性が高いと判断した。

(9) 大御堂第 8 号土坑墓（第131図、写真因版36)

大御堂第 8 号土坑墓 (BKl7) は、寺域中央部のBg-18グリッドで検出された。遺構は楕円形に近い形状を

呈し、規模は長軸長132cm、短軸長110cm、確認面から底面最深部までは52cmの深さである。遺構埋土は上層

に灰色粘質土と暗赤褐色土の混土層が、下層には灰色粘質土の混入した暗赤褐色土が認められた。埋土中に

円礫があった他は、遺物等の出土はなかった。上層は遺構覆土と考えられ、下層が本遺構の埋土と考えられ

るが、層序的には差異はなく、埋め戻されたものと考えられる。土坑墓とする積極的証左は認められないも

のの、検出位置・遺構形状等からその可能性が高いと判断した。

6 土壊

(1) 大御堂第 1 号土壊（第132図、写真図版36)

大御堂第 1 号土壊 (AKl）は、大御堂調査区の東端、鮎川崖に近いAj -06グリッドで検出された。遺構形状

は円形で、規模は径82cm、壁高27cm~35cm、確認面から底面最深部までは28cmの深さで壁はほぽ直に立ち上

がる。出土遺物はなく、埋土は上層に暗褐色砂質土層、下層に暗褐色土層が見られる。埋土からは近世以降

と思われ、遺構の性格は不明である。

(2) 大御堂第 2 号土塙（第133屈、写真図版36)

大御堂第 2 号土塙 (BK 4) は寺院址土塁跡上の南端に近い Bk-21 ・ 22グリッドで検出された。長軸長115

cm、短軸長108cmで、ほぽ円形の形状を呈し、壁はほぽ直に立ち上がり、確認面からの深さは約50cmで底面は

平坦である。確認面は茶褐色粘質土で確認標高は106. 75mである。最上層の埋土①層には浅間A軽石混じり

の茶褐色土がみられ、その下に埋土②層の暗褐色土がやや厚く見られる。最下層の埋土③層に黄色粘質土ブ

ロックの混入した暗褐色粘質土が観察された。遺物出土は見られず遺構の性格は不明である。

(3) 大御堂第 3 号土壊（第134図）

大御堂第 3 号土塙 (BK 5) は寺院址西部の土塁跡上面の Bj -15グリッドで検出された。確認面は茶褐色粘

質土、標高は106.50mで、長軸長88cm、短軸長78cmの円形の形状を呈し、壁はほぽ直に立ち上がり、深さは約

37cmで底面は平坦である。埋土には浅間A軽石と思われる暗褐色砂質土を含み、下層には暗黄褐色粘質土ブ

ロックの混入した暗褐色土が認められる。遺物出土は見られず遺構の性格は不明である。

(4) 大御堂第 4 号土塙（第135図、写真図版36)

大御堂第 4 号土壊 (BK6) は寺院址西部の土塁跡上面の Bj -15グリッドで検出された。確認面標高は106.

50mで、径101cmの円形の形状を呈し、壁はほぽ直に立ち上がり、深さは約40cmで底面は平坦である。埋土は

基本的には暗褐色土で、黄色土ブロックの混入がみられる。遺物出土は見られず遺構の性格は不明である。

(5) 大御堂第 5 号土壊（第136図、写真図版36)

大御堂第 5 号土塙 (BK33) は B 区農道西の南部、 Bs-26グリッドで検出された。径140cmの円形の平面形状

を呈し、底面は平坦で壁面はほぼ直に立ち上がり、深さは38cmである。埋土①層に浅間A軽石を含む暗褐色

土、②層に黒褐色粘質土層、③層に砂層が認められ、埋土中からは遺物は検出されなかった。遺構の性格は

不明である。
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(6) 検出土壊について

上記の 5 基は、ほぼ同じ規模・形状を示す遺構で、埋土も暗褐色土を主とするという点で共通性が見られ

る。埋土上層部には若干の異同があるものの、浅間A軽石混じりの暗褐色砂質土があるという点では同様で

あり、埋土堆積時期から判断して近世中頃以降と推定される。埋土中に黄色粘質土ブロックが混入すること、

いわゆる三角堆積土が見られないという点で、埋没が一次的なものと推定される。遺物が見られず、埋土の

みで判断するのは早計であるかもしれないが、埋土中の砂質土と粘質土との差異から考えて、墓壊としての

性格が推定された。なお、いわゆる土坑と区別する意味で本報告書では土壊の名称を使用している。

7 石造物（第137図～第139図、写真図版101~104)

大御堂調査区では、線刻五輪塔 (6501) ・宝筐印塔 (6502) ・板碑 (6503~6507)• 五輪塔 (6508~6510) 等

の石造物が検出されている。

(1) 線刻五輪塔

線刻五輪塔 (6501) は調査区中央部付近で立位で東面して安置されていた。五輪塔の線刻された正面の平

面形は高さ 75.5cm、最大幅46cmの逆「U」字を、縦断面形は寸の詰まった舟形光背状を、横断面形は半径34.

6cmほどの半円形を呈している。正面には総高61cmの五輪塔が線刻される。五輪塔の空・風輪は砲弾を上下に

2 分割したように、火輪は高さの詰まり気味の二等辺三角形を、水輪は下膨れした円形を、地輪は裾のやや

広がる横長長方形を呈している。本石造物は底部に自然面を残すが、側面から裏面は、棒状丸ノミによるノ

ミ切り仕上げを、正面ではノミ切後、粗い水磨き仕上げを実施していると思われる。本五輪塔に類する資料

には下仁田町西野牧大栗に 1 基、群馬町上野国分寺跡で 2 基、群馬町観音寺堂内に 1 基その存在が知られて

いる。

国分寺跡出土のものは高さ 69cm、幅22.5cm、厚さ 7 cmほどの安山岩製板碑状塔婆の中央に五輪塔が線刻さ

れている。この塔婆に紀年銘は存在しないが、火輪の軒部の形状や供伴する五輪塔の紀年銘から 15世紀中頃

の年代が考えられる。他の 1 基は同種の安山岩製塔婆だが、線刻された五輪塔の形状が稚拙なことから、後

出時期の所産と思われる。

観音寺堂内所在の安山岩製板碑状塔婆は残高28cm、幅19cmの小型のもので、刻まれた五輪塔は大御堂遺跡

出土の (6501) に類似するものである。この塔婆には「妙心禅 永享二月 日」との銘文の存在から

1429~1441年の所産になるものである。

これら類似遺物との比較から、大御堂遺跡の線刻五輪塔は15世紀中頃の所産になるものと推定される。

(2) 宝筐印塔

宝筐印塔 (6502) は塔心部のみが、板碑 (6504) とともに 1 号濠跡より検出された。本塔心は 1 辺が30cm

~33cmの立方体で、上面及び下面は棒状丸ノミによるノミ切り加工のままにされている。塔心4側面は中央部

に径26cm、深さ 0.5cmで正円の窪みをつくり、それぞれに梵字「ア・アー・アン・アク」の胎蔵界五仏を薬研

彫りしそれぞれの側面には水磨き仕上げが施されている。

(3) 板碑

本調査区からは合計 7 点の板碑が検出され、このうち、 6504~6505号板碑は中世寺院址の西を画する 1 号

濠跡から、 6503号板碑は 1 号配石墓の北側1. 4m地点からの出土である。

板碑 (6503) は残高86.5cm、幅48.5cm、厚さ 4.6cmの基底部右半分の残片で、表面右端には縦 2 条の、また、

下辺に 1 条の界線が刻まれる。縦の界線に接して光明真言の梵字24文字のうちの「ア・ボ・キャ・ベイ」の
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第139図 大御堂調査区出土遺物実測図(12)一板碑一
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

4 文字が辛うじて認められる。板碑側面部は削り仕上げが施されており、基底部端部は旧状をなすものと考

えられる。裏面にはエ具刃幅1. 3cmの平ノミ状工具による剥離が、また縁辺部にはハツリ仕上げ成形がなされ

ている。緑泥片岩製。

板碑 (6504) は、高さ 102.5cm、幅35cm、厚さ 4. 7cmで右下の一部分を欠失するがほぼ完形を呈している。

板碑頂部は、概ね均整のとれた山形を、基部は「U」字形をなす。頂部に 2 条線は存在せず、中央上位部に

は微かに、丸彫りの阿弥陀の種字「キリーク」が刻まれている。板碑の表面は仕上げも雑で凹凸が著しい。

裏面縁辺部はハツリ仕上げ成形され、また面全体は幅1. 0cm程の平ノミ状工具による左右からの剥離痕が顕著

で、側面は削り仕上げがなされている。絹雲母石墨片岩製。

板碑 (6505) は高さ 77.5cm、幅21. 5cm、厚さ 2.8cmの完形を呈し、頂部山形は崩れた平面形を、基部は「V 」

字状をなす。板碑中央上位部には阿弥陀の種字「キリーク」が微かに丸彫りされている。裏面縁辺部はハツ

リ仕上げ成形が認められる。点紋緑泥片岩製。

板碑 (6506) は、いずれが表裏面か断じ難い残高32.4cm、残幅16.5cm、厚さ 2 cmの破片である。絹雲母石

墨片岩製。

板碑 (6507) は残高17cm、残幅16.5cm、厚さ 2.2cmで、裏面の縁辺部にハツリ仕上げ痕が認められることか

ら、側端部の破片と考えられる。点紋絹雲母緑泥片岩製。

本遺跡から検出された板碑で年代を推定されるものには、基部付近の破片 (6503) があるが板碑の大きさ、

2 重の界線や光明真言の存在などから 14世紀中頃のものと推測される。またほぽ完形を呈する (6504 、 6505)

は頂部 2 条線が消滅していること、種字の「キリーク」が蓮台にのらないこと、さらに種字の刻みが極めて

浅く、辛うじてその存在を認めることのできる程度であることなどから、かなり、時代が新しくなるものと

考えられ、 15世紀代のものと推測される。

(4) 五輪塔（写真図版103 • 104) 

五輪塔 (6509) は最大幅34cm、高さ 25.5cmの水輪の完形品で、上面および下面は棒状ノミ切りのまま、側

面は丁寧な小叩き仕上げがなされている。砂岩製。

五輪塔 (6510) は推定最大幅25cm、高さ 23cmの概ね全体の形状の窺える水輪で、表面の風化が著しい。砂

岩製。

五輪塔 (6508) は推定最大幅34cm、高さ 16cmの概ね完形品で強い火を受けている様で、表面の至るところ

で剥離が認められる。上面の中央部には、径 9 cm、深さ 2 cm程の断面半円形の窪みが彫られている。砂岩製。

(5) 寺院址北西部検出の小礫敷遺構について

寺院址北西部の Bj • Bk-10~14グリッド付近で、第 1 号濠跡埋土上面で径数cmの小礫が一面に散布してい

るのが確認された。小礫の散布域はグリッド杭 Bk15の周辺で、約 2m四方の方形の範囲に密集しており、こ

こより北にやや疎密な分布域が広がる。幅 4m、長さ 9mの範囲で第 1 号濠跡の範囲に一致する。この小礫分

布域の周縁に20cm~40cm大の円礫が見られ、 12ラインの南では 2 カ所でまとまっていた。しかし、土坑等の

掘り方は見られず、集礫の性格は不明である。また、小礫散布域での遺物も出土量は極めて少なかった。

大御堂第 1 号濠跡埋土上という点では西部火葬跡群と同一検出面であり、小礫敷面が検出された大御堂第

1 号配石墓や大御堂第 3 号・第 4 号火葬墓の状況に近似することから、ほぼ同時期の同種の遺構である可能

性が高いと推定される。（津金澤吉茂・綿貫鋭次郎）
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第III章大御堂調脊区の遺構と遺物

第 4 節寺院址出土の遺物

1 寺院址出土遺物の種別及び分布

《遺物取り上げについて》

大御堂調査区での出土遺物は、寺院址という全体遺構の性格と検出された個別遺構が濠跡・溝状遺構・園

池遺構など比較的広い範囲に及ぶことから、 4m方眼のグリッドを単位としての遺物取り上げを行い、寺院址

内での出土位置を明らかにした。調査前には大部分が水田圃場であったため、寺院址検出区域での遺物の表

採資料は、畦畔に置かれていた線刻五輪塔を除くと殆ど見られなかった。トレンチ調査の段階で瓦類をはじ

めとする遺物の出土が見られ、池・溝等においての包蔵は期待されたが、すでに遺構面が全体的に削平を受

けて、層位的には耕作土層下がすぐに寺院址遺構検出面となるため、ピット•井戸・土坑・埋葬関連の諸遺

構の確認段階に至るまでは、個別遺構との関係での遺物取り上げば困難であった。

なお、園池遺構・濠跡・溝状遺構等では、遺構内での水平分布を説明する必要から、やはりグリッドによ

る遺物取り上げを実施し、出土位置の平面因記載と遺物出土面標高を記録として残した。したがって、寺院

址と遺物との関係は、遺物の出土レベルの絶対標高と遺構検出面とのレベル差からの判断を基準とし、遺構

覆土・埋土との比較をして層位的把握ができるように努めた。

《出土区域割について》

整理を進める過程で、大御堂調査区 (A· B 区）寺院址出土遺物を、寺院址内の位置によって次の16ブロ

ックに分類し、遺物分布の把握を容易にするための便宜とした。各区域は第141図に示した。それぞれの区域

とその遺構概要は次のとうりである。

01 ［寺院址東部］ Apラインより東側の鮎川崖まで、溝状遺構・火葬跡等が検出された。遺物は溝状遺構から

の出土が多く見られる。第14号・第16号・第17号溝状遺構が検出され、そこでの出土が比較的多い。

02 ［寺院址北部A] 12ラインより北で Ap~Awラインまでの間、北池の北側にあたる。第 3 • 4 号及び第 8

号溝状遺構・浅間A軽石下畠作跡・土坑等を検出、遺物の出土量は少ない。

03 ［寺院址北部B]Ap~Bbラインの間で10ラインより北側、北部A地区と同じ遺構面が続く。遺物の出土量

は少ない。

04 ［北池東］ Ap~As-12~18ラインの区域で北池の東側、遺物の出土量は少ない。

05 ［北池］ Ar~Ay-12~18ラインの区域で、ほぼ北池の検出範囲である。北池内を中心に豊富な出土遺物が

見られる。

06 ［北池北西］ Aw~Bd-06~15ラインの区域のうち、北池遣水遺構としての第 5 号～第 7 号溝状遺構の部

分である。遺物量は豊富とは言えないが、溝状遺構底面での出土が見られ、寺院との関連において層位的

に重要である。

07 ［南池東］ 18ラインより南で Ap-Atラインの間で、南池の東側にあたり、第15号溝状遺構が検出されて

いる。

08 ［南池］ 18ラインより南でAt~Baラインの間、ほぼ南池の検出範囲である。池埋土から豊富に出土してい

るが、埋土の堆積状況から近世面と中世面との層序が認められる。

09 ［南池西］ 21ライン以南のBa~Bgラインの間で、南池と一続きと見なされる第12号溝状遺構とこれに接続

する第 9 号～第11号及び第13号溝状遺構が検出されている。第12号溝状遺構埋土を中心に豊富な遺物の出
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第 4 節寺院址出土遺物

土が見られる。

10 ［寺院址中央A] Ay~Bf-15~21ラインの間の区域で、小礫面の路頭が見られるが遺構は検出されず、小

礫面で少量の遺物の出土が見られた。

l1 ［寺院址中央B] 寺院址中央部西半のやや高い面。掘立柱建物跡・井戸・配石墓・墓壊・土坑等を検出。

遺物の出土量はやや多い。

12 ［寺院址中央C J Bb~Bg-10~15ラインの間の区域で第 1 号池状遺構がこれにあたり、多量の遺物出土が

見られる。第 1 局池状遺構は浅間A軽石の砂質土を埋土とする。

13 ［寺院址北西部A] 土塁跡の東側で第 1 号池状遺構の北側、瓦溜まり、火葬墓群を検出。

14 ［寺院址北西部 B] 調査区北西隅、第 1 号濠跡・土塁跡の延長線上、土塁は削平されている。

※ 13 • 14地区は Bgラインで分けたが、ほぼ一面と考えてよい。ここでは火葬墓群・瓦溜まり・第 2 号溝状遺

構などが検出され、遺物の出土量も多い。検出遺構は寺院址関連のものと、埋葬関連のものを層位的にと

らえることが可能で遺構年代を特定する資料も得られた。

15 ［寺院址西部］土塁跡より西で農道までの間、第 1 号濠跡がこれにあたる。第 1 号濠跡覆土上には火葬跡・

火葬墓等の埋葬関連の遺構群があり、副葬遺物が見られる。また、濠内からも数量的には豊富とは言えな

いが寺院に伴うと考えられる遺物の出土が見られる。

16 ［寺院址南西部］ほぼ23ラインより南で第 1 号濠跡に接すて掘立柱建物跡群が検出され、これと関係する

と思われるピット・土坑等からの遺物出土が見られる。

《遺物分布の傾向》

大御堂調査区内で中近世遺物が集中して出土したのは、調査区を東西に二分する農道の東側である。農道

西の B 区の一部及びC 区での出土量を遥かに凌駕することからもここに寺院址があったことが考えられ、そ

の分布範囲は検出された寺院址遺構の範囲とほぼ一致する。

゜ 1 : 1000 2.5m 

第141図 大御堂寺院址遺構遺物分布区割り図
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第III章 大御堂調査区の遺構と遺物

寺院址遺構で遺物出土が多く見られるのは、北池・南池等を中心に寺院址の四囲に配された遺構群に沿っ

てである。寺院址中央部は礫の露頭面も見られ、ここでの遺構確認がなされていないことでの削平の可能性

は出土遺物の少ないことでも窺える。北池・南池の園池遺構より東側では溝状遺構からの出土が見られるが

それ以外は少なくなり、寺院址と一連のものと考えるにはやや離れた位置であることから、その内容を吟味

して寺院址との関連について検討する必要がある。

《出土遺物》

寺院址が検出された大御堂調査区 (A·B 区）の出土遺物総量はコンテナバット数で約110箱あり、その内

容も実に多様なものであった。中世以前のものについては第 1 節で報告したので省略するが、その出土量が

少ないのは、もともと包含する量が少ないことと寺院建立による地形改変及び廃絶後の土地利用に伴う削平

の影響を受けていることが反映したものと予想される。

寺院址で出土した遺物の種別は土師質土器、軟質陶器・陶磁器類、瓦類、金属製品・石製品等である。そ

のうち量的に最も多いのは瓦類であり、これに皿形土師質土器が続く。時期的には中世のものと近世のもの

とが見られるが、調査前まで使用されていた水路・道路等をトレースする遺構からは近・現代のものも多く

見られた。ここでは寺院址出土の中・近世遺物を次のような種別に分類し、それぞれの遺物の出土傾向とそ

の特徴を述べることとする。なお、埋葬関連のものについては第 3 節で別に報告し、本節では溝状遺構・園

池遺構等の出土遺物とグリッド出土遺物を以下の順に報告する。

《種別とその概要》

1 ［土師質土器］手捏成形のものとロクロ成形のものが見られるが、器形はすべて皿形である。溝状遺構・

園池遺構等の寺院址遺構及び埋葬関連遺構からの出土が見られ、中世のものである。

2 ［軟質陶器］摺鉢類、内耳鍋．焙烙類、火舎・香炉類等の器形が見られ、中世から近世に至るまで時間的

な幅が認められる。

3 ［陶磁器類］磁器と陶器がそれぞれ中世のものと近世のものに分けられる。中世のものは、青磁を主とす

る中国製輸入磁器と瀬戸系・渥美系・常滑系の国産陶器であり、器種は壺・甕．瓶類と碗・皿類が見られ

る。近世のものは主に肥前系と瀬戸系・瀬戸美濃系の碗・皿を中心とした磁器・陶器類が多く、在地系・

地方窯系のものも若干見られる。

4 ［瓦類］寺院建築物に由来する遺物である。酸化焔焼成で赤褐色を呈するやや肉厚のものと、還元焔焼成

で灰色系の色調のやや薄手のものとが見られ、それぞれに軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦•平瓦・道具瓦・鬼瓦が

見られる。

5 ［金属製品］銭貨、鉄製品、銅製品、鉛製鉄砲玉が出土している。銭貨は埋葬関連遺構から約半数が出土

し、渡来銭が中心である。グリッド出土のものには近世のものも見られる。鉄製品は大部分が釘であるが、

刀子、火打ち金等も見られる。銅製品はキセルである。

6 ［石製品・その他］硯、砥石等が出土した他、ガラス小玉が 1 点検出された。（なお、石造物については第

3 節で述べたので本節から除いた。）

2 土師質土器（第142図、第143図）

大御堂調査区A·B 区の中世寺院址からは大量の土師質土器が出土している。器形はすべて皿形で、完形

のものから摩滅して小片となったものまで様々な残存状態であった。この中から、個体復元が可能なものを

抽出し、さらに実測個体を選択した。抽出遺物数は129点で、実測個体数は74点である。遺物観察表には実測
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図に掲載したものを載せたが、本文中では数量的把握に便宜を図る目的で抽出個体すべてを対象として説明

する。抽出個体は、小片であっても個体識別ができる範囲のものを選んでおり、抽出個体数量は寺院址出土

の土師質土器の個体数量に近い数値を示すものと考えられる。また、抽出遺物の数量は土師質土器全体の約

50% （重量比）である。

遺物はグリッド出土のもの、遺構出土のものなど様々であるが、出土状況からは寺院址に伴うと考えられ

るものと埋葬遺構に伴うものとの二種であると判断できる。実測個体74点の内、 10点 (3120~3129) は埋葬

関連の遺構からの出土である。また、出土した土師質土器は、その成形技法が手捏成形のものとロクロ成形

のものとが見られ、法量・形態・成形技法・色調等の特徴から型式的に細分することが可能である。細分の

基準となる特徴は次のような点である。

①器形はすべて皿形であり、②手捏成形とロクロ成形の 2 種の成形技法が見られ、③成形技法に伴って手

捏成形のものは丸（偏平）底となり、ロクロ成形のものは平底となる。平底のものはさらに底部の回転糸切

り痕が切り離しのままのものと切り離し後に箆に調整されたものとに細分される。④口径・器高・ロ底比等

に法量差が認められ、基本的には中型と小型の皿とに 2 大別される。⑤胎土・焼成・色調の点でも差異が認

められる。胎土は比較的密な粘土を精選したものと、やや粗い（細粒砂）ものとが見られ、色調は灰白色→

浅黄橙色→鈍い黄橙色→橙色→赤褐色・鈍い赤褐色等の変化が見られるが、特に手捏系のものに在来の素焼

き土器（土師器）の系譜の色調とは異なって白色系のものが見られる。

以上の観点から、土師質土器皿類を手捏成形系とロクロ成形系とに大別した上で、胎土・色調・調整技法

の特徴から細分する。選択した土師質土器皿類129点のうち、手捏成形系のものは74％にあたる 96点を占め、

ロクロ成形系の33点を大きく上回る。また、ロクロ成形系の33点のうち、 11点は埋葬関連遺構からの出土が

確認されている。全体の 8 ％にあたる量である。

《手捏成形系土師質土器皿類》

土師質土器皿類は、口径が120mm~130mmのものと 80mm前後のものとの 2 種が見られる。平安京で出土する

中世の「かわらけ」には大中小 3 種の法量差が見られるが、鎌倉で出土したものについても同様な傾向が認

められ、それにあてはめた場合には、本遺跡出土のものは中小にあたる。確認した個体数は中型58点、小型

38点であり、完形のものも比較的多い。これをA類から E類までの 5 類型に分類した。

成形・調整技法はほとんど同じで、内型は使用せず、円形の薄い粘土板の端部をつまんで浅い口縁部の立

ち上がりを形成し、後に口縁部を横撫で調整しているものと思われる。底部が丸底若しくは偏平であるが、

指頭による手捏調整の押圧が観察された。中型のものは口唇部が平坦にナデ調整されて、三角形の端部断面

形状を示す。口縁部横ナデ調整の後に口唇部横ナデ調整がなされたものと観察される。小型のものは口唇部

は丸いが中型のものと同様に端部にナデ調整されたものと見られる。口縁部外面でのナデ調整の幅は口唇部

から中型のもので約15mm、小型のもので約10mmである。器高は深浅 2 種が中小共に見られる。小型のものに

コースター形のものが 1 点 (E類3072) 見られる他は、 A·B·C類のものに技法の点では大きな差異は認

められない。しかし、胎土及び色調の点で、在地産の旧来の土師器の系譜のもの(D類）とは異なって、い

わゆる「白色」を意識した作りが考えられる。ただし、これは技術的・形態的と言うより外見的・視覚的要

素に分類の力点をおく場合に言えることである。

こうした観点から寺院址出土の手捏成形系土師質土器皿類について、 A類から D類までの 4 類型10種に分

類した。 A類～ C類は技法上の差異は殆ど無く、胎土・焼成・色調といった点が分類の基準であり、 D類に

器形上の若干の差異を認める。
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[A類］ （ A類中） 3003、 (A類小） 3008、 3073、 3028、 3014、 3017、 3026、（ふ類小） 3015

全面又は一部が黒色の色調を呈す。基本的には B類と同様の胎土であるが、器面の黒色化は焼成時のもの

と考えられる (A1類）。中型皿で 2 点、小型皿で 7 点がこれにあたる。小型皿では器面に煤が付着しているも

のもあり、一部黒色のものがあることから、使用時に B類皿が黒色化したと考えられるもの (A2類）も見ら

れる。

[B 類］ （ B1類中） 3068、 3031 、 3004 、 3007、 3075、 3045、 3046、 3047、 3021 、 3029 、 3056、 3067、 3080 、 3085、

3087、 3088 、 3090、 3091 、 (B1類小） 3001 、 3002、 3013 、 3060 、 3100 、 3051 、 3081 、 3005、 3062、（恥類中）

3084、 3042 、 3050、 3053、 3054 、 3064、 3065、 3066、 3093、 3097、 3089 、 3103、 3104、 3118、 3022、 3023、

3033、 3095、 3105 、 (B2類小） 3024、 3026、 3067、 3061 、 3117、 3016、 3092、 3113 、 3082 、 3098、 3099、 3052、

3096、 3086、 3102 、 (B3類中） 3069、（恥類小） 3012、 3043、 3048 、 3027、

灰白色または浅黄橙色を呈し、胎土は非常に密で精選された粘土を使用し、胎土中に赤褐色・褐色粗粒子

と白色粒子を比較的多く含む。小型皿では72％にあたる 26点がこれにあたり、中型皿の45％にあたる 26点が

これにあたる。白色を意識した仕上がりであるが、色調の点では微妙な差が認められる。 B類を白色系土師

質土器の一群と捉えることも可能である。

B類は灰白色ないしは浅黄橙色を呈し、 B類中では最も白色に近い色調である。 B2類は鈍い黄橙色を呈

し、恥類は橙色ないし黄橙色の色調を呈す（標準土色帖 Hue7.5YR) 。

[C 類］ （ C類中） 3006、 3055、 3076、 3101 、 3111 、 3116 、 3018 、 3019、 3020、 (C1類小） 3112、（ら類中）

3059、 3077、 3094、 (C2類小） 3074、 3083 、 3072、

橙色若しくは黄橙色の色調を呈し（凡類より赤味がかる）、胎土は密で精選された粘土を使用している。中

型のものに20点見られるが、うち 9 点は B3類に近い色調を呈しこれを C1類とし、明褐色に近い色調を呈する

ものをら類とした。小型のもの 2 点がこれに近い色調・胎土である（標準土色帖 Hue 5 YR) 。

[D 類］ （ D 類中） 3030、(D類小） 3070、 3071 、 3078、 3079、 3035、

明褐色の色調を呈し、胎土はやや粗く小砂粒を混じる。中型皿で 6 点、小型皿で 2 点見られる。器高がや

や深く、口縁部の立ち上がりも皿類のなかでは深い。

[E 類］ （小） 3072

コースター形のものが 1 点見られる。胎土・色調のはD類と共通する。

《ロクロ成形系土師質土器皿類》

ロクロ成形皿形土師質土器34点のうち 10点は埋葬関連遺構からであり、ほぼ完形で出土している。グリッ

ド取り上げの何点かの土器にはこれらと同じ特徴を認められることから、同様の性格を持つと考えられ、総

数では16点ある。しかし、この他の18点は別なもの（寺院址遺構に伴うもの）として考えられる。ロクロ成

形系土師質土器皿形は点数は少ないものの、手捏成形系のものに比し、器形の点で種類が多く、細別が可能

である。

[F類］ 3009、 3049 、 3121

口径90mm前後の浅い小型皿である。底部は回転糸切りで口縁部は短くやや外反する。体部外面の調整は底

部際と口縁部との 2 段にわたる。橙色を呈し、胎土は比較的細かく密である。 3009 と 3049の 2 点がこれにあ

たるが、大御堂第 1 号配石墓出土の3121の土器も口縁部の立ち上がりがやや直に近いもののこれに類したも

のである可能性が認められる。

[G類］ 3058、 3107、 3108、 3109、 3110、 3036
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第143図 大御堂寺院址出土遺物実測図(2)一土師質土器一

底部片のみで完形のものが見られず、全体を復元することはできないが、底部はやや高台状に作られやや

肉厚の回転糸切りであり、体部は浅く開くものと推定される。胎土は粒子が粗く小砂粒を混ぜ、確認された

6 点のうち 5 点は大御堂第16号溝状遺構からの出土である。

[H類］ 3039、 3040

口径約120mmの中型のもので、底部は回転糸切り、体部から口縁部にかけてはやや内湾しながら緩やかに立

ち上がる。 3010、 3039の 2 点がこれにあたり、胎土はやや密で精選されており、黄橙色を呈す。

[ I 類］ 3114、 (3106) (3115) 

やや小型で底部は平底、口縁部はやや内湾して浅い立ち上がりであり、器形に対してやや肉厚で内面に横

ナデ調整が認められる。胎土はやや粗く砂粒を含む。 3106、 3115がこれに類する。

[J類］ （中） 3010、 3011 、 3037、 3044

中小 2 種が見られる。底部は回転糸切りで、体部から口縁部は直に外反する。底部際でやや外湾し、口縁

部付近ではやや内湾する。胎土はやや粗く明褐色の色調を呈す。

[K類］ 3122、 3123 、 3124、 3125、 3126、
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出土資料は全て火葬墓出土の土器で、平均して肉厚で口縁部は外反する。体部から口縁部にかけての立ち

上がりと色調の点で若干の差異を認める。 3123 、 3124 (K1類）の 2 点は立ち上がりが直に近く口底比が小さ

く、 3122 （氏類）、 3125、 3126 （応類）の3点は口底比がやや大きくなる。いずれも銭貨を伴って出土してい

る。 K1→K戸氏類の順で器壁が薄くなり、口縁部の外反が大きくなる。

[L 類］ （中） 3127、 3128 、 3129 、 3041、（小） 3120 、 3032 、 3034 、 3063、

土坑墓出土の土器で、やや器壁が薄くなる。中（口径120mm前後）小 (80mm前後）の 2 種が見られ、口縁部

横ナデ調整がなされる。中型 4 点、小型 5 点が出土している。

[M類］ 3119

平底で、鈍い橙色若しくは明褐灰色を呈し、比較的堅緻な焼成である。底部片が1点出土しただけであるが、

前原調査区・上谷戸調査区出土の遺物に同様のものが見られる。

《土師質土器について》

大御堂調査区で出土した土師質土器は寺院址遺構及び埋葬関連遺構に関係することが出土層位・出土状況

から考えられ、出土遺構の重複関係及び層位的関係から、中世という時間幅の中には収まるものと考えられ

る。 A類から E類は手捏成形系の土師皿であるが、このタイプはほぽ一括のものと考えられる。ロクロ成形

系の F類～ L類までは中世の時間幅の中で時期差が認められる。M類のものはやや硬質に焼きあがっており、

時期的にやや降る可能性がある。

年代が特定できるものとしては銭貨を供伴する埋葬関連遺構出土の土師質土器がある。火葬墓及び土坑墓

ではロクロ成形系の L類の土師皿が「永榮通賓」を伴っての出土が見られることから 15世紀以降の時期が与

えられれ、出土土師質土器では最も新しいものと考えられる。また、 K類．J類もこれと大差のない時期と

考えられ、これら 17点は15世紀ないし16世紀と考えられる。

A類～ I 類の112点が寺院に関連のある遺物と考えられるが、そのほとんどは手捏成形系のもので、個体数

比較では86％を手捏成形のものが占める。手捏系のA類から E類まで分類したうちA·B·C類に技法上の

差異は顕著に認められないことから、これらは同じ時間幅に属す同型式と考えられる。 E類は 1 点のみでコー

スター形の形状を示すが、類例は平安京で11世紀後半代から見られる。本遺跡の手捏系土師質土器について

は、先行する系譜が認められず形式的細分も技法上では特に認められないことから、搬入品若しくはそのよ

うな性格を有す在地産で、この時期に一般的に見られ継続的に生産し使用された在来ものとは考え難く、寺

院址に直接的な関係をもち創建にかかわる時期の遺物と考えられる。また、手捏成形系のいわゆる土師皿は、

平安京や鎌倉での出土が知られており、その周辺地域でも中世初頭には出現していることから本遺跡出土の

遺物もこれと大差のない時期として、 13世紀代のものと推定される。

ロクロ成形系の土師質土器については鎌倉市内出土のものと直接比較した結果、 F類に 13世紀後半の、 G

類に 14世紀の鎌倉での年代観が与えられ（出土遺物の年代観については第VI章第 2 節において詳述する）、 F

類のものは手捏成形系A類～ E類の土師質土器に最も近い年代を示す遺物と考えられる。

胎土・色調等の観察では、在来の土師器の系譜と推定される素焼き土器の特徴を示すものは、手捏成形系

のD類 •E類のものとロクロ成形系のG類及び I 類～ L類のもので、しかも I 類～ L類については埋葬関連

遺構からの出土であることから、寺院に伴う土師質土器の大半は在来の系譜とは異なったものと考えられる。

この点でも本遺跡の特質が窺える。
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第11表 大御堂寺院址出土遺物観察表一土師質土器一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径佃nl©重龍(g) ①成形技法 ②底部の特徴

挿図番号 器種・分類 出土グリッド ②器高臼⑤口高比 ③器形の特徴 ④胎土 調 整 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日⑥口底比 ⑤焼成 ⑥色調

3001 土師質土器 15寺院西部 ( 75 ( 30 ①手捏成形 ②丸底 ③小型の浅い皿 ④微 口端：丸、内 13c 

44 皿凡類 Bll7g04 ( 16 ( 0.21 粒砂、黒色鉱物・赤褐色粒 ⑤酸化焙 ⑥灰 ：横ナデ、ロ

69 完形 濠内土坑 ( 35 ( 0.47 白色（やや赤味） 縁外：横ナデ

3002 土師質土器 15寺院西部 ( 84 ( 40 ①手捏成形 ②丸底 ③小型の浅い皿 ④微 口端：丸

44 皿B類 Bll7g03 ( 15 ( 0.19 粒砂、黒色鉱物・赤褐色粒子 ⑤酸化焔 ⑥ 内：横ナデ

69 完形 濠内土坑 ( 50 ( 0.60 灰白色（やや赤味）

3003 土師質土器 15寺院西部 ( 117 ( 80 ①手捏成形 ②丸底 ③小型の浅い皿 ④微 口端：三角 二次的焼成

44 皿A類 B117g01 ( 25 ( 0.21 粒砂、黒色・白色粒子少 ⑤酸化焔 ⑥灰白 口縁外・内面 か、やや赤

69 完形 濠内土坑 色 横ナデ 変

3004 土師質土器 15寺院西部 ( 116 ( 95 ①手捏成形 ②丸底 ③中型浅い皿 ④微粒 口端：丸

44 皿B類 Bll7g02 ( 25 ( 0.22 砂、赤褐色多 ⑤二次焼成の痕あり ⑥暗赤 口縁外・内面

69 完形 濠内土坑 灰色黒色鉱物粒子・白色粒子少量 横ナデ

3007 土師質土器 15寺院西部 ( 118 ( 72 ①手捏成形 ②丸底 ③中型浅い皿 ④微粒 口端：三角

142 皿B類 Bm20g05 ((1 9) ( 0.16 砂、黒色、赤褐色粒子 ⑤酸化焔 ⑥灰白色 内面横ナデ

69 ％口～底 ( (60) ( 0.51 

3009 土師質土器 15寺院西部 ( 85 ( 60 ①ロクロ成形 ②平底回転糸切 ③小型浅い 内外面横ナ 13c 

142 皿 F類 Bol5g01 ( 15 ( 0.18 皿 ④細粒砂、黒色粒子 ⑤酸化焔 ⑥橙色 デ、口縁部は 口唇部に煤

69 ％口～底 ( 65 ( 0.76 短く直に外反 付着

3010 土師質土器 15寺院西部 ( 120 ( 60 ①ロクロ成形 ②平底回転糸切 ③中型深い 体～口縁部横 15c 

142 皿J類 Bkl5g01 ( 36 ( 0.30 皿 ④中粒砂、黒色・赤褐色、白色粒子 ⑤ ナデ、口唇部

68 ½口～底 ( (68) ( 0.57 酸化焙 ⑥明褐色 内湾

3011 土師質土器 15寺院西部 ( (62) ( 20 ①ロクロ成形②平底回転糸切③極小型 体～口縁部横 15c 

142 皿J類 Bkl3g02 ( 16 ( 0.26 ④中粒砂 ⑤酸化焔 ⑥黒色、表面一部灰白 ナデ

70 ％口～底 ( 40 ( 0.65 色

3012 土師質土器 16寺院南西部 ( 82 ( 41 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 ロ端：丸

143 皿恥類 Bn25g Pit24-I ( 13 ( 0.16 ④微粒砂、黒色粒子、赤褐色、白色粒子少量 口縁部横ナデ

69 完形 ( 50 ( 0.61 ⑤酸化焔 ⑥にぶい橙色

3013 土師質土器 16寺院南西部 ( 80 ( 40 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 口端：丸

143 皿D類 Bn24g Pit12-I ( 14 ( 0.18 砂、黒色粒子 ⑤酸化焔 ⑥灰白色 口縁部横ナデ

69 完形 ( 65 ( 0 81 
3014 土師質土器 16寺院南西部 ( (77) ( 17 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 口端：三角

143 皿A類 Bm24g Pit 2 ~ 1 ( 12 ( 0.16 砂 ⑤酸化焔 ⑥黒色、表面灰白色の部分も 口縁部横ナデ

％口～底部 ( 52 ( 0.68 ある

3015 土師質土器 16寺院南西部 ( (84) ( 15 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 口端：三角

143 皿ふ類 Bl24g ( 10 ( 0.12 砂、黒色、白色粒子 ⑤酸化焔 ⑥一部黒色 口縁部横ナデ

％口～底部 ( (60) ( 0. 71 （浅黄橙）

3016 土師質土器 16寺院南西部 ( (80) ( 10 ①手捏成形 ②丸底（偏平） 口端：丸

皿恥類 B125g Pit2-l ( 60 ( 0.20 ③小型浅い皿 ④微粒砂、黒色・白色粒子 ⑤ 口縁部横ナデ

69 弱口～底部 ( (40) ( 0.50 酸化焔 ⑥浅黄橙色

3018 土師質土器 16寺院南西部 ((1 24) ( 34 ①手捏成形 ②丸底 ③大型浅い皿 ④微粒 口端：三角

143 皿C 類 Bm25g ( 21 ( 0.17 砂、黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔 ⑥明赤褐色 ロ縁部横ナデ

69 ％口～底部 ( (90) ( 0 73 
3024 土師質土器 11寺院中央B ( 78 ( 40 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 口端：丸

142 皿恥類 Bg09g ( 15 砂、黒色・白色・赤褐色粒子 口縁部横ナデ

68 完形 大第 2 号溝 ( 50 ⑤酸化焔 ⑥浅黄橙色

3025 土師質土器 11寺院中央 B ( 78 ( 23 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 口端：丸

142 皿凡類 Bgllg ( 14 砂 ⑤酸化焔 ⑥黒色 口縁部横ナデ

70 ½口～底 大第 2 号溝 ( 50 
3026 土師質土器 11寺院中央B ( 79 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：三角

142 皿A類 Bhl4g ( 13 ④微粒砂、赤褐色、黒色粒子（白色粒子少量） 口縁部横ナデ

70 ％口～底部 大第 2 号溝 ( 60 ⑤酸化焔 ⑥浅黄橙色

3028 土師質土器 11寺院中央 B ( 83 ( 32 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：三角

142 皿A類 Bil9g ( 15 ④微粒砂（粒子の色は不明） ⑤酸化焔 ⑥ 口縁部横ナデ

68 ％口～底部 大第 1 号井戸跡 黒色、表面一部灰白色

3029 土師質土器 11寺院中央 B ( 18 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 口端：三角

142 皿B類 Bil9g ( 18 砂、黒色・赤褐色粒子 ⑤酸化焙 ⑥灰白色 口縁部横ナデ

％口～底部 大第 1 号井戸跡 （赤味をおびている）
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第 4 節寺院址出土遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日④重量(g) ①成形技法 ②底部の特徴

挿因番号 器種・分類 出土グリッド ②器高日⑤口高比 ③器形の特徴 ④胎土 調 整 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼⑥口底比 ⑤焼成 ⑥色調

3030 土師質土器 11寺院中央 B ( 132 ( 156 ①手捏成形②丸底（偏平） ③中型深い皿 ロ端：三角

142 皿D類 Bhl3g23~26 ( 30 ( 0 23 ④細粒砂、黒色・白色・赤褐色粒子 ⑤酸化 口縁外から内

69 完形 ( 90 ( 0.68 焔 ⑥赤褐色 面横ナデ

3031 土師質土器 11寺院中央 B ( 132 ( 30 ①手捏成形②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角 15c 

142 皿B類 Bhl3g35 ( 27 ( 0.20 ④微粒砂、黒色・赤褐色粒子 ⑤酸化焔 ⑥ 口縁外から内 煤付着

69 ％口～底部 ( 74 ( 0 56 灰白色 面横ナデ

3032 土師質土器 11寺院中央 B ( 74 ( 30 ①ロクロ成形 ②回転糸切り調整 ③小型平 口縁部横ナデ 15c 

142 皿 L類 Bil6g01 ( 20 ( 0.27 底皿 ④細粒砂、灰白色粒子 ⑤酸化焙 ⑥ 体部やや内湾

口～底部 ( 50 ( 0.68 にぶい褐色

3034 土師質土器 11寺院中央 B ( 80 ( 16 ①ロクロ成形 ②回転糸切調整 ③小型平底 口縁部は直に

142 皿 L類 Bhl5g03 ( 20 ( 0.25 皿 ④細粒砂、黒色・白色·赤褐色粒子 ⑤ 外反。器壁は

口～底部 ( 44 ( 0 55 酸化焔 ⑥にぶい褐色 薄く横ナデ

3037 土師質土器 12寺院中央C ( 68 ( 20 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③極小型平底 口縁部やや内 16c 

142 皿J類 Bcl2g35 ( 18 ( 0 26 皿 ④細粒砂、黒色粒子 ⑤酸化焔 ⑥橙色 湾、横ナデ

口～底部 ( 45 ( 0.66 

3038 土師質土器 13寺院北西A ( 80 ( 50 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③小型平底皿 口縁部横ナデ 16c 

142 皿氏類 Bfl0gl47 ( 21 ( 0.26 ④細粒砂 ⑤酸化焔⑥にぶい黄橙 内底面横ナデ

68 完形 ( 49 ( 0.61 

3039 土師質土器 13寺院北西A ( 26 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③小型平底皿 体～口縁部横 14c 

皿H類 Bd09g01 ④細粒砂、黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔 ⑥赤褐 ナデ

68 底部 色

3040 土師質土器 14寺院北西B ( 128 ( 90 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③中型平底皿 体部内外面横 14←胎土分

142 皿H類 Bgllg54 ( 36 ( 0.28 ④微粒砂、黒色粒子少 ⑤酸化焔 ⑥黄橙色 ナデ 析、口唇部

68 ％口～底部 ( 70 ( 0.55 体部内湾 煤付着

3041 土師質土器 14寺院北西B ( 105 ( 68 ①ロクロ成形 ②回転糸切調整 ③中型平底 体部浅く外反 15~16c 

142 皿 L類 B]12gl0 ( 23 ( 0.22 皿 ④細粒砂、黒色・白色・赤褐色粒子 ⑤ 横ナデ

70 完形 ( 65 ( 0.62 酸化焔 ⑥橙色

3042 土師質土器 14寺院北西 B ( 140 ( 35 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：丸

142 皿恥類 BJllg31 ( 19 ( 0.14 ④微粒砂、赤褐色・白色粒子少 ⑤酸化焔 ⑥ 口縁部横ナデ

69 口～底部 ( 84 ( 0.60 灰白色

3043 土師質土器 14寺院北西B ( 74 ( 20 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸

142 皿恥類 Bg09gl93 ( 16 ( 0.22 ④微粒砂、赤褐色・白色・黒色粒子 ⑤酸化 口縁部横ナデ

78 口～底部 ( 30 ( 0.41 焔 ⑥灰白色

3044 土師質土器 14寺院北西 B ( 74 ( 40 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③小型平底皿 口縁部横ナデ 15c 

142 皿氏類 Bkl2g ( 17 ( 0.23 ④細粒砂 ⑤酸化焔⑥にぶい褐色、一部黒

70 ％底部 ( 46 ( 0.62 色

3047 土師質土器 05北池 ( 128 ( 78 ①手捏成形 ②丸底 ③中型浅い皿 ④微粒 口端：三角

142 皿B1類 Awl7g33~35 ( 25 ( 0.19 砂、黒色・白色粒子⑤酸化焙 ⑥浅黄橙色 口縁部・内面

69 ％口～体部 ( 80 ( 0.63 横ナデ

3048 土師質土器 05北池 ( 80 ( 15 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸

142 皿恥類 Awl7gl2 ( 16 ( 0.20 ④微粒砂、黒色・白色粒子 ⑤酸化焔 ⑥橙 口縁部横ナデ

70 ％口～体部 ( 40 ( 0.50 色

3049 土師質土器 05北池 ( 86 ( 30 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③小型平底皿 体部は短く外 13c後半

142 皿 F類 Axl4g22 • 28 ( 25 ( 0.29 ④細粒砂、黒色・白色粒子 ⑤酸化焔 ⑥橙 反

％口～底部 ( 60 ( 0. 70 色 2 段ナデ

3059 土師質土器 08南池 ( 112 ( 31 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型深い皿 内面、外面、

142 皿ら類 Aul8g30 • 31 ( (26) ( 0.23 ④微粒砂、赤褐色粒子 ⑤酸化焔 ⑥明赤褐 体部に煤付

69 ％口～底部 ( (70) ( 0.63 色 着

3060 土師質土器 08南池 ( 80 ( 44 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸

142 皿り類 Awl8g20 ( 14 ( 0.17 ④微粒砂 ⑤酸化焔 ⑥灰白色 口縁部横ナデ

70 完形 ( 40 ( 0.49 

3061 土師質土器 08南池 ( 82 ( 35 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸 口唇部に煤

142 皿恥類 At18g06 ( 14 ( 0 17 ④微粒砂、黒色・白色粒子 ⑤酸化焔 ⑥浅 口縁部横ナデ 付着

70 ％口～底部 ( 60 ( 0. 73 黄橙色及び灰白色

3062 土師質土器 08南池 ( 74 ( 17 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸 口唇部に煤

142 皿B1類 At18g07 ( 12 ( 0.16 ④微粒砂、黒色・白色粒子 ⑤酸化焔 ⑥浅 口縁部横ナデ 付着

69 ％口～底部 ( 50 ( 0.68 黄橙色
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第Ill章大御堂調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径曰④重鼠(g) ①成形技法 ②底部の特徴

挿図番号 器種・分類 出土グリッド ②器高臼⑤口高比 ③器形の特徴 ④胎土 調 整 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径曰⑥口底比 ⑤焼成 ⑥色調

3063 土師質土器 08南池 ( 75 ( 16 ①ロクロ成形②回転糸切り ③小型平底 口縁は直に外

142 皿 L類 Avl8g ( 18 ( 0.24 ④細粒砂、白色・黒色・赤褐色粒子 ⑤酸化 反横ナデ

68 ½口～底部 ( 48 ( 0.64 焙 ⑥橙色

3068 土師質土器 09南池西 ( 117 ( 95 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角

142 皿い類 Bc2lg77 ( 26 ( 0.22 ④微粒砂、白色・赤褐色・黒色粒子 ⑤酸化 口縁部～内面

68 完形 ( 60 ( 0.51 焔 ⑥灰白色 部ナデ

3069 土師質土器 09南池西 ( 118 ( 110 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角

142 皿凡類 Bd2lg24 ( 25 ( 0.21 ④微粒砂、白色・赤褐色・黒色粒子 ⑤酸化 口縁・内面が

68 完形 ( 76 ( 0 64 焙 ⑥にぶい橙色 横ナデ

3070 土師質土器 09南池西 ( 140 ( 62 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型深い皿 口端：三角

142 皿D2類 Bd22g53 ( 35 ( 0.25 ④細粒砂（砂粒が混っている） ⑤酸化焔 ⑥ 口縁部横ナデ

68 口～底部 ( 100 ( 0 71 明赤褐色

3071 土師質土器 09南池西 ( 140 ( 58 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型深い皿 口端：三角

142 皿E類 Bc2lg36 • 67 ( (35) ( 0 25 ④細粒砂、赤褐色少旦、砂粒混じり ⑤酸化 口縁部横ナデ

68 口～底部 ( (90) ( 0 64 焔 ⑥橙色

3072 土師質土器 09南池西 ( 69 ( 40 ①手捏成形 ②偏平底 ③コースター型 ④ 口端部直に折 内面に朱の

142 皿応類 Bd22g ( 12 ( 0 17 細粒砂、砂粒少黛 ⑤酸化焔 ⑥橙色 り曲げ後三面 付着痕

68 ％ほぼ完形 ( 50 ( 0. 72 にナデ調整

3073 土師質土器 09南池西 ( 82 ( 50 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸

142 皿A類 Be2lg36 ( 15 ( 0 18 ④微粒砂、粒子の色不明 ⑤酸化焔 ⑥黒色 口縁部横ナデ

68 ％ほぼ完形 ( 65 ( 0. 79 （内面一部灰白色）

3074 土師質土器 09南池西 ( 78 ( 34 ①手捏成形 ②丸底 ③小型深い皿 ④細粒 口端：三角

142 皿C類 Bb22g52 ( 21 ( 0.27 砂、白色•黒色粒子・砂粒 ⑤酸化焔 ⑥に 口縁部～内面

68 ½口～底部 ( 40 ( 0.51 ぶい褐色 横ナデ

3084 土師質土器 01寺院東部 ( 122 ( 81 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：三角

143 皿恥類 Al~An-10~12g ( 22 ( 0.18 ④微粒子、赤褐色•黒色粒子・白色粒子少量 口縁部～内面

68 ％口～底部 大第16号溝 ( 70 ( 0.57 ⑤酸化焔 ⑥浅黄橙色 横ナデ

3085 土師質土器 01寺院東部 ( 134 ( 30 ①手捏成形②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角、

143 皿B1類 ( 25 ( 0.18 ④微粒子、赤褐色粒子・白色•黒色粒子少量 口唇外面に凹

70 ％口～底部 大第16号溝 ( 74 ( 0.55 ⑤酸化焙 ⑥浅黄橙色、底部外面ねずみ色 線、内面横ナデ

3086 土師質土器 01寺院東部 ( 86 ( 15 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸

143 皿比類 ( 10 ( 0.11 ④微粒子、赤褐色・白色・黒色粒子少量 口縁部横ナデ

％口～底部 大第16号溝 ( 60 ( 0.69 ⑤酸化焔 ⑥にぶい黄橙色

3087 土師質土器 01寺院東部 ( 120 ( 23 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角

143 皿 B1類 Anl2g ( 28 ( 0.23 ④微粒子、赤褐色・白色•黒色粒子少最 ⑤ 口縁部～内面

％口～底部 大第16号溝 ( 80 ( 0 66 酸化焔 ⑥浅黄橙色 横ナデ

3096 土師質土器 01寺院東部 ( 78 ( 10 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸

143 皿恥類 AlｷAmｷAn2lg ( 13 ( 0 16 ④微粒砂、赤褐色・黒色粒子 ⑤酸化焔 ⑥ 口縁部横ナデ

口～底部 大第17号溝 ( 40 ( 0.51 浅黄橙色

3097 土師質土器 01寺院東部 ( 132 ( 20 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角

143 皿恥類 AmｷAnl2g ( (22) ④微粒砂 ⑤酸化焔 ⑥にぶい黄橙色 内面横ナデ

口～底部 大第17号溝 ( (90) 

3098 土師質土器 01寺院東部 ( 80 ( 10 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 ロ端：丸

143 皿恥類 Am•Anl2 g ( 15 砂、赤褐色粒子・白色・黒色粒子少量 ⑤酸 口縁部横ナデ

％口～底部 大第17号溝 ( (50) 化焔 ⑥浅黄橙色

3099 土師質土器 01寺院東部 ( 112 ①手捏成形 ②丸底 ③小型浅い皿 ④微粒 口端：三角

143 皿恥類 Am、 Anl2g(ト ((1 2) 砂、赤褐色・黒色・白色粒子 ⑤酸化焔 ⑥ 口縁部横ナデ

口～底部 レンチ） ( (50) 浅黄橙色

大第17号溝

3105 土師質土器 01寺院東部 ( 134 ( 28 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角

143 皿恥類 All4g ( (25) ④細粒砂、赤褐色・黒色粒子、砂粒混入 ⑤ 口縁部～内面

ロ～体部 大第17号溝 ( (80) 酸化焔 ⑥明褐色 横ナデ

3106 土師質土器 01寺院東部 ( 114 ( 24 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：三角

143 皿 I 類 ( (21) ④細粒砂、赤褐色・黒色粒子、砂粒混入 ⑤ 口縁部～内面

口～底部 大第17号溝 ( (66) 酸化焔 ⑥明褐色 横ナデ

3107 土師質土器 01寺院東部 ( 96 ①ロクロ成形②回転糸切り ③中型平底 体部は浅く外 13~14c 

143 皿G類 All4g ④細粒砂、黒色粒子、砂粒混入 ⑤酸化焔 ⑥ 反、底部は高

底部 大第17号溝 ( 56 にぶい橙色 台作りか
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第 4 節寺院址出土遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径曰④重鼠(g) ①成形技法 ②底部の特徴

挿図番号 器種・分類 出土グリッド ②器高日⑤口高比 ③器形の特徴 ④胎土 調 整 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径佃nJ@口底比 ⑤焼成 ⑥色調

3108 土師質土器 01寺院東部 ( 78 ①ロクロ成形②回転糸切り ③中型平底 体部は浅く外 13~14c 

143 皿G類 Anl4g ④細粒砂、白色、黒色粒子 ⑤酸化焔 ⑥に 反

底部 大第17号溝 ( 63 ぶい橙色

3111 土師質土器 01寺院東部 ( 120 ( 14 ①手捏成形 ②丸底 ③中型浅い皿 ④微粒 口端：丸

143 皿C類 ( (25) 砂、黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔 ⑥浅黄橙色 口縁部横ナデ

口～底部 大第15号溝 ( (60) 

3112 土師質土器 01寺院東部 ( 70 ①手捏成 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿形 口端：丸

143 皿C類 ((1 3) ④微粒砂、赤褐色、白色粒子、黒色粒子少最 口縁部横ナデ

口～底部 大第15号溝 ( (50) ⑤酸化焔 ⑥明赤褐色

3113 土師質土器 01寺院東部 ( 80 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：丸

143 皿恥類 ( 13 ④微粒砂、赤褐色、白色、黒色粒子 ⑤酸化 口縁部横ナデ

口～底部 大第15号溝 ( (50) 焙 ⑥浅黄橙色

3114 土師質土器 01寺院東部 ( 90 ( 30 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③小型浅い皿 口端：三角 14c 

143 皿 I 類 Agl9g ( 20 ④細粒砂、赤褐色、黒色粒子 ⑤酸化焙 ⑥ 内面横ナデ

68 ％口～底部 大第15丹溝 にぶい橙色、底部内外面うす墨色

3116 土師質土器 01寺院東部 ( 120 ( 12 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③中型浅い皿 口端：丸

143 皿C1類 AnlOgOl ( (28) ④微粒砂、黒色・白色粒子、赤褐色粒子少量 口縁部横ナデ

％口～底部 ( (76) ⑤酸化焔 ⑥浅黄橙色

3117 土師質土器 01寺院東部 ( 90 ( 18 ①手捏成形 ②丸底（偏平） ③小型浅い皿 口端：三角

143 皿氏類 Akl3g01 ( 17 ④微粒砂、赤褐色粒子 ⑤酸化焔 ⑥にぶい 口縁部・内面

68 ％口～底部 橙色 横ナデ

3119 土師質土器 03寺院北部 ( 16 ①ロクロ成形 ②回転ヘラ起し ③中型平底 15c~16c 

143 皿M類 Ax09g 皿 ④細粒砂、やや精選 ⑤酸化焔、普通（や

％底部 ( 84 や堅緻） ⑥明褐灰色、内面一部にぶい橙色

3120 土師質土器 11寺院中央 B ( 76 ( 28 ①ロクロ成形 ②糸切へら起し ③小型浅い 口縁は直に外

92 皿 L類 Bhl5g09 ( 17 ( 0.22 皿 ④細粒砂、白色微粒多 ⑤酸化焔、良好 反、内底面・体

69 ほぼ完形 大第 1 号配石募 ( 48 ( 0.63 ⑥明褐色 部指ナデ調整

3121 土師質土器 11寺院中央B ( 72 ( 30 ①ロクロ成形 ②糸切へら起し ③小型浅い 口縁は直立

92 皿 F類 Bil5g09 ( 19 ( 0.26 皿 ④精選・細粒砂、微粒雲母 ⑤酸化焔、 口唇部煤付着

69 ％口～底部 大第 1 号配石墓 ( 55 ( 0.76 良好 ⑥橙色 体部ナデ調整

3122 土師質土器 13寺院北西A ( 112 ( 100 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③中型浅い皿 口縁は直に外

113 皿氏類 Bd09g05 ( 27 ( 0.24 ④細粒砂、微粒雲母多 ⑤酸化焔、良好 ⑥ 反

70 完形 大第 2 号火葬墓 ( 66 ( 0.59 明赤褐色 体部ナデ調整

3123 土師質土器 13寺院北西A ( 111 ( 120 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③中型浅い皿 口縁は直に外

ll5 皿K類 Be09g01 ( 27 ( 0.24 ④中粒砂、黒色鉱物粒子、微粒雲母 ⑤酸化 反

70 完形 ( 72 ( 0.65 焔、良好 ⑥浅黄橙色～灰白色 体部ナデ調整

3124 土師質土器 13寺院北西A ( 110 ( 140 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③中型浅い皿 口縁は直に外

115 皿K1類 ( 30 ( 0.27 ④細粒砂、白色粒子、黒色鉱物粒子 ⑤酸化 反

70 完形 大第 4 号火葬墓 ( 82 ( 0.75 焔、良好 ⑥赤褐色 体部ナデ調整

3125 土師質土器 14寺院北西 B ( 106 ( 100 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③中型浅い皿 口縁は直に外 胎土分析

119 皿氏類 ( 23 ( 0.22 ④中粒砂、黒色鉱物粒子、微粒雲母多 ⑤酸 反

70 完形 大第 5 号火葬墓 ( 70 ( 0.66 化焔・良好 ⑥浅黄橙色～赤褐色 体部やや内湾

体部ナデ調整

3126 土師質土器 14寺院北西 B ( 106 ( 120 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③中型浅い皿 口縁は直に外 15c~16c 

119 皿氏類 ( 27 ( 0.25 ④中粒砂、黒色鉱物粒子、微粒雲母多 ⑤酸 反、体部やや

70 完形 大第 5 号火葬基 ( 70 ( 0.66 化焔、良好 ⑥浅黄橙色～灰白色 内湾・横ナで

調整

3127 土師質土器 09南池西 ( 136 ( 180 ①ロクロ成形 ②回転糸切調整 ③中型浅い 口縁は直に外

126 皿 L類 ( 28 ( 0.21 皿 ④細粒砂、白色微粒子、微粒雲母 ⑤酸 反、体部ナデ

71 完形 大第 3 号土坑墓 ( 70 ( 0.51 化焔、良好 ⑥明赤褐色 調整

3128 土師質土器 09南池西 ( 108 ( 98 ①ロクロ成形 ②回転糸切調整 ③中型浅い 口縁は直に外 胎土分析

126 皿 L類 ( 25 ( 0.23 皿 ④細粒砂、白色微粒子、微粒雲母 ⑤酸 反

71 完形 大第 3 号土坑墓 ( 67 ( 0.62 化焔、良好 ⑤明赤褐色 体部ナデ調整

3129 土師質土器 09南池西 ( 116 ( 80 ①ロクロ成形 ②回転糸切調整 ③中型浅い 口縁は直に外

126 皿 L類 ( 28 ( 0.24 皿 ④細粒砂、黒色鉱物粒子、微粒雲母 ⑤ 反

71 口～底部 大第 3 号土坑墓 ( 73 ( 0.63 酸化焙、良好 ⑥鈍赤褐色 体部ナデ調整
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

3 軟質陶器

軟質陶器とした遺物は、主として在地窯製と考えられる軟質・須恵質・瓦質焼成の製品で、鉢．摺鉢類、

内耳鍋・焙烙類、火舎・香炉類等の器種が見られ、中世から近世に至る長期間にわたって生産・消費された

製品である。本項では器種別に取り扱うこととし、その際、鉢類については器種が種別分類に優先するとい

う観点から特に中世のものについては陶器製のものも含めて考えた。器形復元の可能な遺物を選択し、掲載

点数は28点である。

［鉢類］軟質陶器製のものが 5 点、陶器製のものが 3 点確認された。 3201 、 3202 、 3203の 3 点はいわゆる軟

質の酸化焔焼成で、口唇部が平坦で内側に小稜を持つ片口鉢である。 3204 は器肉のやや厚い黒色粗粒子を

胎土中に含む片口鉢で、やや須恵質の還元焔焼成であるが、断面は酸化焼成の状態であった。 3214 は内面

に摺目が観察される軟質の鉢の体部と見られる。 3205~3207の 3 点は焼締陶器で渥美・常滑系と思われ、

いずれも硬質にもかかわらずかなり摩滅している。いずれも中世のものと考えられる。

［内耳鍋類］ 3208~3211の 5 点が確認されている。 3211 は断面円形の紐状の耳がつく。土鍋本体に円形の小

孔を穿ち、耳を装着することが観察された。他の 3 点については口縁部に内稜が認められ、くの字状を呈

することからいわゆる土鍋と判断され、いずれも中世のものと考えられる。

［焙烙類］ 3213は口縁部がほぼ直立するタイプで瓦質焼成で、表面は黒色を呈する。口縁部は紐作りで接合

痕が認められる。 3215及び3216 は軟質焼成で赤褐色の色調を呈し、口縁部は浅い立ち上がりの焙烙で、耳

は幅広で指頭圧痕の窪みが見られる。 3213 は中世後半、他の 2 点は近世のものと思われる。

［火舎・香炉類］ 3217には底部裏面に円形の足を付けた痕跡が認められることから火舎の底部と推定される。

胎土はやや粗い感はするが比較的精選されている。 3221~3223 は三巴文・雷文等のスタンプが体部外面に

連続的にみられる。 3224~3228 は同一個体の角火鉢の口縁部と見られ、口縁部下に連続的なスタンプ文が

見られる。この 8 点は胎土がやや粗い砂粒で軟質焼成である。 3218 は表面が黒色を呈すいぶし焼成の香炉

第12表 大御堂調査区寺院址出土遺物観察表一軟質陶器一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日④重量(g) ①成形技法 ②底部の特徴
調 整

挿図番号 器種・分類 出土グリッド ②器高日⑤器形 ③器形の特徴 ④胎土 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼 ⑤焼成 ⑥色調
特 徴

3201 軟質陶器 10寺院中央A ( 304 ①紐作り ②欠損 ③逆ハの字形鉢④細粒 口唇部内湾 中世

144 摺鉢 Bel9g01 砂、白色粒、黒色鉱物粒、微粒雲母 ⑤酸化 体部内面横ナ

71 口～体部 焙（断面一部還元）軟質 ⑥表面鈍い赤褐色、 デ

断面灰色

3202 軟質陶器 09南池西 ( 310 ①紐作り ②欠損③逆ハの字形④細粒 口唇部内湾 中世

144 摺鉢 Bd22gl4 • 48 砂、白色粒・黒色鉱物粒・微粒雲母 ⑤酸化

71 口～体部 焔（断面一部還元）軟質 ⑥表面鈍い赤褐色

～灰褐色、断面灰色

3203 軟質陶器 01寺院東部 ①紐作り ④微粒砂、黒色鉱物粒 ⑤酸化焔

144 摺鉢 Ar09g （軟質） ⑥外面明赤褐色、内面灰白色、断

口縁部小片 AD13 面明赤褐色

3204 軟質陶器 11寺院中央B ( 270 ①紐作り ③逆ハ字状 ④中粒砂、黒色粒子 平口縁内側徴 在地系

144 摺鉢 B119g34 多、白色微粒子 ⑤還元焔、焼締、須恵質 ⑥ 稜、ロ・内面

72 口～体部 灰色（断面一部明赤褐色） 横ナデ、体部

内面磨滅

3205 軟質陶器 05北池 ①紐作り ④粗粒砂、砂粒混入 ⑤酸化焙（い

144 内耳鍋 Awl3g44 ぶし焼） ⑥表面黒色、断面明赤褐色

口～体部

3206 軟質陶器 15寺院西部 ①ロクロ作り ④微粒砂、黒色、白色粒子 ⑤ 

144 内耳鍋 Bn22g01 還元焔（須恵質） ⑥暗赤褐色、断面一部灰

71 口～体部 色
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第 4 節寺院址出土遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径如必り重最(g) ①成形技法 ②底部の特徴
調 整

挿図番号 器種・分類 出土グリッド ②器商日⑤器形 ③器形の特徴 ④胎土
特 徴

備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径佃叫 ⑤焼成 ⑥色調

3207 軟質陶器 16寺院南西部 ①型作り ④微粒砂、白色粒子、微粒雲母、 底部横ナデ

144 内耳鍋 Bm24g04 小砂粒 ⑤還元焔（軟質） ⑥表面にぶい赤 底部ヘラけず

71 口縁部 褐色、断面一部黒色 り調整

3208 軟質陶器 15寺院西部 ( 310 ①紐作り ④微粒砂、黒色粒子、赤褐色粒子

144 内耳鍋 Bll9g02 ⑤還元焔（軟質） ⑥外面暗褐色、内面にぶ

71 口縁部 い黄褐色、断面にぶい赤褐色

3209 軟質陶器 15寺院西部 ( 312 ①紐作り ④細粒砂、白色、黒色微 ⑤還元

144 内耳鍋 Bkl4g02 焔（瓦質） ⑥表面黒色、断面にぶい黄橙色、

71 口縁部 一部灰白色

3210 軟質陶器 08南池 ( 356 ①型、紐作り ④細粒砂、黒色鉱物粒子、赤

144 内耳鍋 Av20g08 褐色粒子 ⑤還元焔（いぶし焼） ⑥表面黒

71 口縁部 色、断面灰白色、一部黒色

3211 軟質陶器 15寺院西部 ①紐作り ②すり鉢④微粒砂、白色雲母、

144 不明 Bm20g07 白色微粒子⑤酸化焙 ⑥表面暗赤灰色 断

胴部 面明赤褐色

3212 軟質陶器 05北池 ( 286 ①型作り ④微粒砂、微粒雲母、黒色鉱物粒

145 焙烙 Avl4g04 子 ⑤還元焔 ⑥橙色

71 口縁部

3213 軟質陶器 05北池 ( 283 ①型作り ④微粒砂、微粒雲母、黒色鉱物粒

145 焙烙 Avl7g04 子 ⑤還元焔 ⑥にぶい橙色

口縁部

3214 軟質陶器 09南池西 ①紐作り ④小砂粒、黒色鉱物粒子、赤褐色 内面体横ナデ

145 火舎 Be22gl7 • 38 粒子 ⑤還元焔 ⑥表面暗赤褐色、断面明赤 底ヘラ、外面底

72 体部～底部 褐色 ヘラ作り調整

3215 軟質陶器 12寺院中央 C ①紐作り ③香炉型か？ ④微粒砂、微粒雲 内面横ナデ

145 不明 Bcl3g64 母、黒色鉱物粒子 ⑤還元焔（瓦質） ⑥表 外面沈線と印

胴部 面黒色、断面にぶい赤褐色、灰色 花

3216 軟質陶器 05北池 ( 220 ①紐作り ③香炉型 ④細粒砂、白色粒子、 内面横ナデ

145 火舎 At13g01 黒色鉱物粒子⑤還元焔 ⑥表面にぶい橙 外面沈線と縄

72 色、断面一部灰色 目

3217 軟質陶器 12寺院中央 C ①紐作り ④細粒砂、赤褐色、白色粒子 ⑤ 外面沈線、ヘ

145 不明 Bdl3gl3 酸化焔（軟質） ⑥にぶい褐色 ラ形による三

72 口縁部 角山紋

3218 軟質陶器 05北池 ①型、紐作り ④細粒砂、赤褐色、白色粒子 外面沈線、巴

145 不明 Aul3g ⑤酸化焙（軟質） ⑥にぶい褐色 （印花）、雷文

72 体部 （スタンプ）

3219 軟質陶器 10寺院中央A ①型、紐作り ④細粒砂、赤褐色、白色粒子 外面®模様

145 火舎 Bcl8g02 ⑤酸化焙（軟質） ⑥にぶい褐色

体部～底部

3220 軟質陶器 10寺院中央A ①型、紐作り ④細粒砂、赤褐色、白色粒子 外面沈線、巴

145 火舎 Bcl7gl3 ⑤酸化焔（軟質） ⑥にぶい褐色 （印花）雷紋

体部～底部 （スタンプ）

3221 軟質陶器 12寺院中央C ①紐作り ③角型か ④やや細粒砂、白色粒 口縁部下外面 ※ 

145 火舎 Bel3gl4 子、黒色鉱物粒子 ⑤還元焔 ⑥にぶい赤褐 印花紋（紅葉 3221~3225 

72 口縁部 色、内面一部黒褐色 文） は同一個体

の破片か

3223 軟質陶器 12寺院中央c ①紐作り ③角型か ④やや細粒砂、白色粒 口縁部下外面 ※ 

145 火舎 Bcl3gl7 子、黒色鉱物粒子 ⑤還元焙 ⑥にぶい赤褐 印花文（紅葉

72 口縁部 色、内面一部黒褐色 文）

3224 軟質陶器 12寺院中央C ①紐作り ③角型か ④やや細粒砂、白色粒 口縁部下外面 ※ 

145 火舎 Ayllg39 子、黒色鉱物粒子 ⑤還元焙 ⑥にぶい橙色、 印花文（紅葉

72 口縁部 外面一部黒褐色 文）

3225 軟質陶器 15寺院西部 ①紐作り ③角型 ④やや細粒砂、白色粒子、 口縁部下外面 ※ 

145 火舎 Aul4g ll 層 黒色鉱物粒子 ⑤還元焙 ⑥にぶい赤褐色 印花文（紅葉

72 口縁部 文）
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胴部である。 3214、 3220の器種は不明であるがやや大型のものの胴部片と考えられる。 3220 はやや粗い胎

土で火舎類の胴部かと思われる。

4 陶磁器類

《種別》

出土した陶磁器類には、中世から近世・近代に至るまで、中国製輸入磁器を初めとして瀬戸系・肥前系等

の国産陶磁器類等のまとまった量の出土が見られた。以下、輸入磁器・中世国産陶器・近世磁器・近世陶器

とに分けて述べる。

《輸入磁器》

輸入磁器は大御堂調査区A•B 区で22点出土している。青磁及び青白磁の碗類が中心で、比較的小片では

あるがまとまった出土量と言える。白石大御堂遺跡全体では32点なので、寺院址遺構に集中していると言え

る。寺院址に西接する C 区では3点、前原調査区で6点の出土である。また、上谷戸調査区では青花が 1 点確

認されている。ここでは大御堂調査区出土の25点について報告する。

出土した輸入磁器は宋代の龍泉窯系のもので時期的には鎌倉時代前期の13世紀代に集中する。その特徴か

ら次の 5 類型に分類される。

[A類］ 3301 、 3302、 3303 、 3304、 (3323)

3301 は白磁碗の体部小片で、内面に劃花文が見られる。釉調は灰白色で3302 • 3303 は青白磁合子である。

3302には鳳鵬の印花文が見られる。釉調は明緑灰色で細かい発泡が見られる。 3323 は白磁皿の体部片である。

胎土•発色共に若干黄色味がかる灰白色である。

[B 類］ 3305、 3306、 (3324)

3305は体部内外面に劃花文が見られ、明緑灰色の発色で胎土はやや密である。 3306は胎土がやや粗く灰色

のため、釉調も緑灰色を呈す。 3324 は碗口縁部片である。口唇部がやや外反し、内外面共に劃花文が見られ

る。外面は鏑蓮弁文と劃花文が組み合わせてある。

[C 類］ 3307、 3308 、 3309 、 3310、 3311 、 3312 、 3313、 3314、 (3325) 、 (3326)

体部内面に劃花文の見られる一群である。胎土は3313がややきめ細かく密で、他はやや密で灰色の色調で

ある。釉調は緑灰色～オリーブ灰色を呈し、比較的良好な発色である。

[D 類］ 3315、 3316、 3317、 3318

比較的上手の一群で、器形は碗である。 3315では二重貫入が見られ、 3316 は高台まで釉がかかっており、

総じて釉は厚く、緑灰色または明緑灰色の色調で発色は良好である。胎土もきめ細かくかなり白に近い灰白

色である。 3317は器壁がやや薄く、外面に蓮弁文が見られる。

[E類］ 3319 、 3320、 3321 、 3322

鏑蓮弁文の碗の一群である。胎土は比較的密である。 3320、 3321 は明緑灰色を呈すが、 3319、 3322 は灰オ

リーブ色を呈し、胎土もやや黄色味のある灰白色である。

※ 青磁は前原調査区において 6 点出土したが、上記遺物と同年代同種のものと考えられる。

《中世国産陶器》 3401~3421

中世国産陶器と見られるものは、前述の鉢類3点の他に 18点が確認された。出土資料は美濃・山茶碗窯系の

小皿 (3418) 、古瀬戸系の瓶子 (3402)•平碗（3403、 3404)•仏花瓶 (3405) 、常滑系の大甕（3407~3416) • 

片口鉢 (3406) 等である。いずれも中世前半期の生産年代で、 13世紀から 14世紀のものである。
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第147図 大御堂寺院址出土遺物実測図(6)一輸入磁器一

3402の古瀬戸瓶子は南池の北西肩付近の底面近くで砕片となって出土した（第148図）。全体の¾程度の残

存状況であったが、口縁部は欠損していたが器形復元はほぽ可能である。いわゆる梅瓶で、肩部は緩やかな

曲線を描き、 3 条の細い平行条線が見られ胴下半は締腰となる。全面に灰釉が流し掛けされている。平碗 2

点はいずれも口縁部片であるが、胎土・焼成・釉調共に3402の瓶子と共通する特徴を持つ。 3405の仏花瓶は

底部と口縁部が欠損して全長は不明であるが約15cm前後と推定される。胴部は最大幅5.7cmで肩部にやや張り

を持つ。口縁部は緩やかに外反し、黒褐釉がかかる。胎土は灰釉の瓶子・平碗に比べてやや粗く灰色を呈す。

3417 は黒褐釉のかかる天目茶碗の口縁部片である。 3402~3405 はいずれも古瀬戸後期のものと推定される。

常滑系の甕3407 は、寺院址南西部の掘立柱建物跡群で検出され（第58図）、建物内に据え置かれた大甕と考

えられる。胴部片と底部片のみで体部の¾程度が確認され、口縁部は欠損している。胴最大径は肩部にあり、

比較的明瞭な稜を持つ。口縁部片は 3 片見られ、いずれも N字状の折り返しが認められる。器形は3412が壺

形、 3410 • 3411が甕形と思われる。胎土は3411が最も精選されて密で、口縁部の縁帯はやや幅広で外面に自

然釉が厚くかかり発色も良好である。 3412 は頸部から口縁部までやや外反する立ち上がりで縁帯は短い。胎

土・焼成の特徴は3411 に似る。 3411の口縁部片は胎土がやや粗く、器面は黒褐色を呈する。 3413 • 3414 • 3415 

は甕の胴部片で、いずれも押印が見られる。 3406はほぽ完形の片口鉢である。甕の底部のような形状で、ロ

縁部はやや内湾させ、その一部を片口状にしている。口縁及び内面に黄緑色の自然釉がごまふり状にかかり、

器面は茶褐色を呈す。これらの遺物は常滑編年の第III期から第IV期にあたり、鎌倉時代後半から南北朝時代

にかけてのものと考えられる。 3419 • 3420 • 3421 はいずれも摺鉢であるが、 3419 は酸化焔焼締焼成で明赤褐

色を呈し、 3420 は還元焔焼成で灰白色を呈す。いずれも口縁部片である。 3421 は酸化焔焼締焼成で、体部下

半でかなり擦り減っている。在地系の製品と推定される。

古瀬戸系の遺物は園池遺構からの出土であったが、常滑系の遺物は3406 • 3410が寺院址東部での出土で、

それ以外は寺院址中央部から西部におよび南西部かけての分布であった。時期的には、古瀬戸後期、常滑III ・

IV期のものであり、鎌倉時代後期から南北朝時代にかけてのものと考えられる。また、天目茶碗はこれより

やや時代の下る中世後半かと推定される。

《近世陶磁器類》

寺院址で検出された近世の陶磁器類は、主に肥前系と瀬戸美濃系で、少景の地方窯及び在地窯系のものが
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見られる。時期的には、 17世紀の中頃からあり、 18世紀代のものが多く見られる。また、池が大正時代まで

は残っていたことから明治時代以降のものも出土し、戦時中の統制番号のついたものも出土した。ここでは、

近世のものを中心に選択した。肥前系のものは染付類が中心であるが、陶胎染付．唐津系・京焼風陶器など

も見られ、磁器類では青磁も見られる。また、瀬戸美濃系のものは、黒褐色釉系・長石釉系・黄瀬戸系のも

の、染付等が見られる。器種は碗・皿類が中心であるが、灯明皿・摺鉢・火入れ・蓋物等も見られる。

近世陶磁器類が多く出土したのは、最も最後まで遺構が存続していた北池で、第 1 号池状遺構や南池から

も多く出土した。個体識別のできるものを選択し、小片については省略したが、青磁等の希少性のものはす

べて掲載し、その数量は磁器34点、陶器59点である。

［近世国産磁器］ 3501~3536

肥前系青磁は 9 点確認され、皿・碗・火入れが見られる。 3510の青磁皿は、南池埋土 3 層上面で出土した。

生産年代が1630~1640年代と特定できる優品である。近世陶磁器類のなかでは最も古い生産年代が与えられ

る。染付類は18点あり、白磁染付の丸碗が 9 点 (3510~3518) で雪輪梅樹文・一重網文・人物文・コンニャ

ク印判桐花文等が見られる。厚手染付山水文の丸碗が 3 点 (3519~3521) 、筒型碗は 5 点見られたが、 3522·

3525 • 3526 は肥前系、 3523 • 3524 は瀬戸系である。皿形は 4 点あり、 3 点が染付で3527には内面に雪持笹文

が見られ、 3528 は内面に蔓草文・蛇ノ目釉ハギ、 3529 もやはり蛇ノ目釉ハギで白磁かと思われる。•この他に

肥前系染付仏飯器 (3531) 、輪宝文火入れ (3532) 等が見られ、近代に入る染付も確認されている。

時期的には、 17世紀前～中の肥前系青磁、 18世紀中～後の肥前系染付、 18世紀後～19世紀初の肥前系・瀬

戸系染付が見られ、明治期以降のものも認められた。
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［近世国産磁器］ 3601~3659

量的には瀬戸美濃系が多く肥前系 6 点、在地窯系 4 点、地方窯系 6 点のほかはすべて瀬戸美濃系と見られ

る。 3601 は黄瀬戸のミニチュア瓶子である。3602~3606 は天目碗の小片、 3607 は灰釉の小碗である。3608~3616

は瀬戸系褐釉の丸碗、 3621 は見込みに五弁花の呉須絵のある瀬戸系広東型碗である。 3659の灰釉丸碗は下地

に白化粧土が見られる。 3617~3621 は肥前系京焼風陶器の碗、 3622 • 3634 は唐津系灰釉刷毛塗りの碗・皿で

ある。 3623 • 3624 は美濃の長石釉のかかった小皿で、 3624には鉄絵が見られる。 3625~3629 は瀬戸系灰釉小

皿で3626 • 3627には重ね焼きの痕が見られる。 3630 は瀬戸美濃系の小皿で鉄泥釉がかけられている。 3631 は

瀬戸美濃系褐釉小皿で見込み蛇ノ目釉ハギ、 3632 • 3635 • 3636 は瀬戸系灰釉縁折れ皿、 3637 は瀬戸美濃系長

石釉の皿で口唇部・外面に鉄釉の圏線が見られる。 3638は平高台の皿で胎土がやや焼締めてあり、灰釉がか

けられている。 3639 もほぽ同様の特徴の高高台の皿である。

摺鉢は 4 点あり、 3640 • 3641 は瀬戸美濃系、 3642 は堺系、 3643 は常滑系と推定される。 3644 は鉄釉の灯明

皿、 3645~3647 は瀬戸系の香炉底部、 3648 • 3649 は瀬戸美濃系の鉢の底部と思われる。この他、脚・蓋・袋

物等が見られたが、 3653 • 3656~3658については在地窯（下仁田系）の可能性がある。また、 3654 は折り返

し口縁の小壺の口～胴部片で、鉄泥釉がかけられている。

出土した陶器は時期的には17世紀代の瀬戸系の黒褐釉の天目碗・肥前系京焼風碗などが見られ、 17世紀末

~18世紀にかけての瀬戸系・瀬戸美濃系の碗．皿類、肥前系の唐津の刷毛塗り碗などが比較的多く出土し、

また、 18世紀代及び18世紀末～19世紀にかけてのものも見られるが、量的には18世紀後半より以前のものが

多いように思われる。

第13表大御堂調査区出土遺物一輸入磁器一

遺物番号 種 別 出土位置

挿図番号 器種・分類 出土地点 法 最徊 ①胎土 ②色調 ③文様 特 徴 備 考
写真図版 残存状況 出土遺構

3301 磁器・白磁 09南池西 ①厚さ 4~6 mm ①密、灰白色 (2.5Y) ②釉調：灰白色（ 5 龍泉窯系

146 碗 A類 Ba23g 7 Y) ③劃花文 13c 

口絵カラー 体部小片

3302 磁器・青白 09南池西 ①厚さ 3 mm ①密、灰白色（N) ②釉調：明緑灰色 (10 龍泉窯系

146 合子 A類 Be2lg28 G) ③印花 13c 

口絵カラー 蓋部小片

3303 磁器・青白 15寺院西部 ①厚さ 2.5~5mm ①密、灰白色 (N) ②釉調：明緑灰色 (5 龍泉窯系

146 合子 A類 Bl20g Y) ③不明 13c 

口絵カラー 蓋部小片

3304 磁器・青磁 15寺院西部 ①厚さ 4~6mm ①やや密、灰白色 (2.5Y) ②釉調：灰白色 龍泉窯系

146 碗 A類 Bll9g 3 (5 Y) @j花文 13c 

口絵カラー 体部小片

3305 磁器・青磁 01寺院東部 ①厚さ 6~8mm ①密、灰白色 (N) ②釉調：緑灰色(lOG) 龍泉窯系

146 碗 B類 Anl8g 4 ③劃花文 13c 

口絵カラー 体部小片

3306 磁器・青磁 11寺院中央 B ①厚さ 4~8mm ①やや密、灰色 (lOY) ②釉調：緑灰色 (7. 龍泉窯系

146 碗 B類 Bh20g 5G) ③素文 13c 

口絵カラー 体部小片

3307 磁器・青磁 04北池東 ①厚さ 3~9 mm ①密、灰色 (lOY) ②釉調：緑灰色 (75G) 龍泉窯系

146 碗 B類 Arl7g 1 ③劃花文 13c 

ロ絵カラー 体部小片

3308 磁器・青磁 05北池 ①厚さ 4~5 mm ①密、灰色 (lOY) ②釉調：明オリープ灰 龍泉窯系

146 碗 C類 Axl5g (5GY) ③劃花文 13c 

ロ絵カラー 体部小片

3309 磁器・青磁 05北池 ①厚さ 4~5 mm ①密 ②釉調：緑灰色 (5 G) @j花文 龍泉窯系

146 碗 C類 Axl5g 13c 

口絵カラー 体部小片
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置

挿図番号 器種・分類 出土地点 法 最伽叶 ①胎土 ②色調 ③文様 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構

3310 磁器・青磁 11寺院中央 B ①厚さ 3~6mm ①密、灰色 (N) ②釉調：緑灰色 (5 G) 龍泉窯系

146 碗 C類 Bhl4g ③劃花文 13c 

口絵カラー 体部小片

3311 磁器・青磁 11寺院中央 B ①厚さ 4~5mm ①密、灰色 (N) ②釉調：緑灰色 (7.5G) 龍泉窯系

146 碗 C類 Bg22g ③素文 13c 

ロ絵カラー 体部小片

3312 磁器・青磁 09南池西 ①厚さ 4.5~6 mm ①密、灰色 (N) ②釉調：オリープ灰 (5 龍泉窯系

146 碗 C類 Bb22gl0 GY) ③劃花文 13c 

ロ絵カラー 口縁部小片

3313 磁器・青磁 11寺院中央 B ①厚さ 7~10mm ①密、灰色 (N) ②釉調：緑灰色 (5 GY) 龍泉窯系

146 不明 C類 Bil9gl0 ③劃花文 13c 

ロ絵カラー 体部小片

3314 磁器・青磁 農道西 ①厚さ 4 mm ①密、灰色 (N) ②釉調：オリープ灰色 (5 龍泉窯系

146 碗 C類 Bul9g表採 GY) ③劃花文 13c 

口絵カラー 体部小片

3315 磁器・青磁 02寺院北部A ①厚さ 5.5~7 mm ①密、明緑灰色 (7.5G) ②釉調：明緑灰色 龍泉窯系

146 鉢 D類 北池 (lOG) ③素文 13c 

口絵カラー 口縁部小片

3316 磁器・青磁 02寺院北部A ①厚さ 5 mm ①密、明オリーブ灰 (5 GY) ②釉調：緑 龍泉窯系

146 碗 D類 Au05g 灰色 (5 G) ③不明 13c 

口絵カラー 底部小片

3317 磁器・青磁 11寺院中央 B ①厚さ 2 ~4.5mm ①密、明緑灰色（7.5G Y) ②釉調：緑灰色 龍泉窯系

146 碗 D類 Bi20g06 (5 G) ③劃花文 13c 

口絵カラー 体部小片

3318 磁器・青磁 09南池西 ①厚さ 6~9 mm ①密、灰白色 (N) ②釉調：明緑灰色 (10 龍泉窯系

146 碗 D類 Bb2lg G) ③素文 13c 

口絵カラー 体部小片

3319 磁器•青磁 08南池 ①厚さ 4 mm ①密、灰白色 (7.5Y) ②釉調：オリープ灰 龍泉窯系

146 碗 E類 Ayl8g 色 (lOY) ③不明 13c 

ロ絵カラー 体部小片

3320 磁器・青磁 14寺院北西 B ①厚さ 4~5mm ①密、緑灰色(lOGY) ②釉調：緑灰色 (7. 龍泉窯系

146 図ロ 碗 E類 Bg09g21 5GY) ③蓮弁文 13c 

絵カラー 口縁部小片

3321 磁器・青磁 12寺院中央C ①厚さ 4 mm ①密、緑灰色 (lOG Y) ②釉調：緑灰色（7. 龍泉窯系

146 碗 E類 Bel3g 5GY) ③蓮弁文 13c 

口絵カラー 体部小片

3322 磁器・青磁 11寺院中央C ①厚さ 4~5mm ①密、灰色 (5 Y) ②釉調：オリープ黄色 龍泉窯系

146 碗 E類 Bhl3g (5 Y) ③蓮弁文 13c 

口絵カラー ロ縁部小片

3323 磁器・白磁 C 区 ①厚さ 5~6mm ①密、にぶい橙色 (lOYR) ②釉調：灰白 龍泉窯系

147 碗 A類 不明 色 (2.5Y) 13c 

口絵カラー 体部～底部

3324 磁器・青磁 C 区 ①厚さ 3~6mm ①密、明青灰色 (5 B) ②釉調：明緑灰色 龍泉窯系

147 碗 B類 表採 (lOG) ③劃花文 13c 

ロ絵カラー 口縁部小片

3325 磁器・青磁 c 区 ①厚さ 4~8mm ①密、明青灰色 (N) ②釉調：灰オリープ 龍泉窯系

147 碗 C類 Ct23g (lOY) ③劃花文 13c 

ロ絵カラー 体部小片

3326 磁器・青磁 C 区 ①厚さ 5~9 mm ①密、灰色（一部淡黄） ( 5Y) ②釉調：灰 龍泉窯系

147 碗 C類 表採 オリープ (lOY) ③劃花文 13c 

口絵カラー 底部小片
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第 4 節寺院址出土遺物

第14表大御堂寺院址出土遺物観察表ー中世陶器一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径
①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径
土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）

3401 陶器・焼締 11寺院中央 B ①紐作り ②ヘラ起し ③頸部短く直立、肩 肩部ひヘラ描文 渥美系

92 小型壺 部に最大幅 ④精選・密（灰色） ⑤還元焔・ 13c末～

69 完形 1 号配石墓 焼締 ⑥肩部に灰釉刷毛塗り 14c初

3402 陶器・施釉 08南池 ①ロクロ成形 ②ヘラ起し ③肩部に丸味点 古瀬戸

148 瓶子（梅瓶） 腰締め ④精選・密 ⑤還元焔・良好 ⑥胎 14c 

ロ絵カラー 頸～底 土灰白色 ⑦灰釉（明オリープ灰色）

3403 陶器・施釉 11寺院中央 B ( 180 ①ロクロ成形 ②欠損 ③やや内湾気味 ④ 古瀬戸

148 平碗 Bh20g 3 精選・やや密（灰色） ⑤還元焔・良好 ⑥ 14c 

67 口縁部 灰釉（明オリープ灰色）

3404 陶器・施釉 11寺院中央 B ( 180 ①ロクロ成形 ②欠損 ③やや内湾気味平碗 古瀬戸

148 平碗 Bh20g 4 ④精選・やや密（灰色） ⑤還元焔・良好 ⑥ 14c 

67 口縁部 灰釉（明オリープ灰色）

3405 陶器・施釉 05北池 ①ロクロ成形 ②高台部分欠 ③尊式仏花瓶 古瀬戸

148 仏花瓶 Avl3g Avl2g に近い形状 ④精選・やや密（灰色） ⑤還 14c 

口絵カラー ％口～体下 元焔・良好 ⑥黒褐釉

3406 陶器・無釉 01寺院東部 ( 150 ①紐作り ②欠損 ③甕底部の作りを特徴と 常滑系

148 鉢・片口 AD25g Anl2g ( 85 する片口 ④精選 ⑤酸化・焼締・堅緻 ⑥ 13c 

口絵カラー 完形 AD4 ( 112 肩部に自然釉、色調は茶褐色

3407 陶器・無釉 16寺院南西 器厚10~12 ①紐作り ②3408か ③胴上半に張りを持つ 常滑系

大甕 Bm23g ④精選・白色微粒子（淡橙色） ⑤酸化焔． 13c 

72 胴部 土坑 焼締 ⑥肩部に自然釉、器表面は暗赤褐色

3408 陶器・無釉 16寺院南西 器厚 ①紐作り ②平底④白色小砂粒を混じる 割れ口にうるし付 常滑系

大甕 B124g Pit 1 10~11 ⑤酸化焔・焼締 ⑥器表面は暗赤褐色 着（接合の痕跡か） 13c 

72 底部

3409 陶器・無釉 16寺院南西 器厚 ※ 3407 • 3408 と同一の遺物と思われる 常滑系

大甕 10~11 13c 

胴部片

3410 陶器・焼締 15寺院西部 器厚16 ①紐作り ②欠損③口縁部N字状折返し N字状折り返しは 常滑

148 大甕 Bll3g03 ④中粒砂、白色粒子、黒色粒子（灰色） ⑤ 密着 14c 

71 口縁部 還元焔・無釉焼締 ⑥表面黒褐色

3411 陶器 03寺院北部 器厚13 ①紐作り ②欠損 ③口縁部N字状折り返し 常滑系

148 大甕 Ay07g05 鐸粒砂、白色粒⑤還元焔・焼締（灰色） 13c 

67 口縁部片 ⑥口縁部外面に自然釉（緑色）、内面暗赤褐色

3412 陶器・焼締 15寺院西部 器厚 ①紐作り ②欠損 ③口縁部T字状 ④細粒 常滑系

148 大斐 Bk13g01 13~15 砂・精選、白色粒子多 ⑤還元焔・焼締 ⑥ 13c 

67 口縁部 表面に自然釉（緑色）、内面暗赤褐色

3413 陶器・焼締 11寺院中央B 器厚 9 ①紐作り ③外面に叩き目 ④中粒砂・精選 常滑系

148 大甕 Bkl9g08 ⑤還元焔（表面一部酸化焔）、堅緻な焼締 ⑥ 13c 

67 胴部小片 内面灰色、表面褐色

3414 陶器・焼締 11寺院中央 B 器厚 9 ①紐作り ③外面に叩き目 ④中粒砂・精選 常滑系

148 大甕 Bhl4g08 ⑤還元焙（表面一部酸化焙）、堅緻な焼締 ⑥ 13c 

67 胴部小片 内面灰色、表面褐色

3415 陶器・焼締 09南池西 器厚 ①紐作り ③外面に叩き目 ④中粒砂・精選 常滑系

大甕 Ba2lgl4 10~11 ⑤還元焔・堅緻な焼締⑥表面暗赤褐色、内 13c 

67 胴部 面灰褐色

3416 陶器・無釉 01寺院東部 器厚 ①紐作り ③外面に叩き目 ④細粒砂、白色 内面にうるしの付 常滑系

148 大甕 Amllg 10~11 粒子 ⑤還元焙（一部酸化）、やや軟質焼成 着あり

胴部 ⑥内面淡橙色、外面灰色

3417 陶器・施釉 寺院北部 ①ロクロ成形 ②欠損③体部やや内湾、ロ 瀬戸系

148 碗天目 Aj8g 縁部短く外反 ④精選（灰色） ⑤還元焔 ⑥ 15c~16c 

黒褐釉

3418 陶器・無釉 11寺院中央B ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③口縁部は浅 美濃・山

148 皿小形 Bh2lg01 く外反 ④精選・均質（灰色） ⑤還元焔 皿

67 口～底部 13c 

3419 陶器 11寺院中央B ( 6~8 ①ロクロ成形 ②欠損③口端部丸縁 ④精

鉢 Bhl5g22 選·白色微粒子 ⑤還元焔、焼締 ⑥灰色、

口縁部 口唇部にうすく自然釉
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径
①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高
土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）

特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径

3420 陶器・焼締 15寺院西部 ( 9~11 ①紐作り ②欠損 ③口端部平縁④精選・ 常滑系

鉢 BmｷBn22 白色微粒子 ⑤酸化焔・焼締 ⑥表面淡橙色、

71 口縁部 gOl 断面灰褐色

3421 陶器 13寺院北西A ( 10~16 ①紐作り ②欠損 ④精選⑤還元焔、焼締 内面の磨滅が著し 在地系か

鉢 Be08g31 （妬器質） ⑥灰色 し）

体部下半

第15表大御堂寺院址出土遺物観察表一近世磁器一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 （文様・呉須） ⑧他 期等）

3501 磁器・青磁 08南池 器厚 6~15 ②欠損 ③大型の皿か ④精選・密（灰白色 胎土が精緻で 肥前系有田

149 皿 At19g22 N) ⑤良好 ⑥明緑灰色 (5 G) 、やや厚く細 釉調が厚い 1630~1650 

74 体下半小片 かな気泡

3502 磁器・青磁 11寺院中央B 器厚 8~9 ②高台畳付無釉 ④精選・密（灰白色N) ⑤ 肥前系

149 皿 Bhl9 g 02 良好 ⑥オリープ灰色 (lOY) 1630~1640 

74 底部小片

3503 磁器・青磁 11寺院中央 B 器厚 4 ②欠損 ③口縁部は外反、口唇部は玉縁状 肥前系

149 皿 Bhl8g ④精選・密（灰白色lOY) ⑤良好 ⑥明緑 1630~1640 

74 口縁部小片 灰色 (lOG Y) 、内面に蓮弁

3505 磁器・青磁 08南池 器厚 4~7 ②欠損 ④精選・密（灰白色lOY) ⑤良好 肥月IJ系

149 碗 Aw22 go3 ⑥明緑灰色(lOG Y) 、発色にややむらあり 17c 

74 体部小片

3506 磁器・青磁 12寺院中央 c 器厚 5~7 ②高台無釉 ④精選・密（灰白色IOY) ⑤ 

149 碗 Bel3g 良好 ⑥明緑灰色 (lOG Y) 

74 体部～底部

3507 磁器・青白 16寺院南西 器厚 3~6 ④精選・密（灰白色lOY) ⑤良好 ⑥明緑 肥前系

149 碗 Bg25g 灰色（lOG Y) 17c代

74 体部小片

3508 磁器・青磁 13寺院北西A ②凹形高台、高台裏無釉・鉄錆 ④精選・密 肥前系

149 香炉 BflO g 233 （灰白色lOY) ⑤良好 ⑥明緑灰色(lOG 17c後～18

74 底部小片 Y) ③内面無釉鉄備（黄橙色） C 月．IJ. 

3509 磁器・青白 11寺院中央B ②欠損 ④精選・密（灰白色lOY) ⑤良好 肥前系

149 碗 Bg22 g ⑥外面の発色良好、明緑灰色 (lOG Y) 18c代

74 口縁部

3510 磁器・染付 08南池 ( 50 ②高台畳付無釉 ④精選・密（灰白色） ⑤ 肥前系

151 丸碗 At19go6 ( 54 良好⑥灰白色～明緑灰色⑦雪輪梅樹文 18c中～後

73 口～底部％ ( 25 ⑧やや淡い青色に発色

3511 磁器・染付 05北池 ( 48 ②欠損 ④精選・密（灰白色） ⑤良好 ⑥ 肥前系

150 丸碗 Aul3g 灰白色 ⑦雪輪梅樹文 ⑧濃（くすんだ青） 18c後半

73 口縁部 淡（あわい青色）

3512 磁器・染付 08南池 ②尚台畳付無釉 ④精選・密（灰白色） ⑤ 肥即系

151 丸碗 Au21 g 11 良好 ⑥明緑灰色 ⑦外面に一重網文 ⑧暗 18c中～後

73 体部～底部 ( 22 青灰色に発色

3513 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選・密（灰白色） ⑤ 肥前系

150 丸碗 Anl3g ( (32) 良好 ⑥灰白色 ⑦草花文 ⑧やや濃い青色 18c末～

底部 AD3 • 5 ( 38 に発色 1810 

3514 磁器・染付 05北池 ②高台畳付無釉 ④精選・密（白色） ⑤良 肥前系

150 丸碗 ( 32 好⑥明緑灰色～灰白色⑦体部外面コン 18c中頃

73 体部～底部 ( 17.5 ニャク印判菊花文 ⑧やや淡い青色

3515 磁器・染付 08南池 ②局台畳付無釉 ③見込蛇ノ目釉ハギ ④精 肥前系

151 丸碗 At18g ( (37) 選・密（灰白色） ⑤良好 ⑥明緑灰色 ⑦ 18c後半

体部～底部 ( (56) 草花文 ⑧鮮かな青色

3516 磁器・染付 08南池 ( 86 ③高台畳付無釉、高台際圏線 ④精緻・密（白 肥前系

151 丸碗 Atl9 g 01 ( 49 色） ⑦人物文、見込み五弁花、口縁・底圏 18 C 末～

73 口縁～底部 ( 34 線 ⑧良好に発色 1810年代
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第 4 節寺院址出土遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径向叫 ①成形 ②底部・晶台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高h叫 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼 （文様・呉須） ⑧他 期等）

3517 磁器・染付 09南池西 ( (72) ②欠損④精選・密⑤良好⑥明緑灰色 肥前系

151 丸碗 Ba23 g 06 ( (47) ～灰白色 ⑦草花文 ⑧やや良好に発色 18c末～

口～胴 1810年代

3518 磁器・染付 01寺院東部 ②高台畳付無釉 ④精選・密（灰色） ⑤良 肥前系

150 丸碗 Anl2g 好 ⑥明青灰色～灰白色 ⑦草花文 ⑧やや 18c 

体部～底部 第16号溝ー25 くすんだ緑青色

3519 陶器・染付 12寺院中央 C ②高台畳付無釉（赤灰色） ③厚手染付碗 ④ 肥前系

150 丸碗 フク土 精選・密（灰色） ⑤良好 ⑥明青灰色 ⑦ 18c代

74 底部 山水文 ⑧呉須は鈍い青色

3520 陶器・染付 05北池 ②高台畳付無釉（暗褐色） ④精選・密（灰 厚手染付碗 18c 

150 丸碗 Awl4g ( 31 色） ⑤良好 ⑥釉調緑灰色 ⑦山水文 ⑧ 

74 底部 フク土 ( 23 くすんだ青色

3521 陶器・染付 05北池 ②高台畳付無釉③厚手染付丸碗④精選・ 18c 

150 丸碗 埋土 密（赤灰色） ⑤良好 ⑥灰白色 ⑦山水文

74 底部 ⑧にぶい青色に発色

3522 磁器 05北池 ②欠損 ④精選・密（灰白色） ⑦菊花文、 肥前系

筒形碗 Aul4 g 16 口縁部下手描き菱形文 ⑧良好な発色 18c末～

口縁部 1810年代

3523 陶器・染付 08南池 ( 74 ②高台畳付無釉④精選やや密⑥灰白色 瀬戸系

151 筒形碗 Awl9g ( 34 ⑦菊花ちらし文、見込み五弁花コンニャク印 18c末

73 底部 ( 32 判 ⑧呉須はくすんだ青色 ~19c初

3524 陶器・染付 12寺院中央 c ④灰白色 ⑥明青灰色 ⑦菊花ちらし文、見 瀬戸系

150 筒形碗 Bdl3 g 30 ( 32 込み五弁花コンニャク印判 18c末

73 底部 ( 32 ~19c初

3525 磁器・染付 08南池 ( (68) ④密（灰白色）⑥明青灰色 ⑦体部外面網文、 肥即系

151 筒形碗 Au20 g 03 ( (49) 見込み五弁花手描き 18c末

73 底部 ( (36) ~1810年代

3526 磁器・染付 10寺院中央A ②高台畳付無釉 ④精選・密 ⑥くすんだ青 「渦福」 肥前系

筒形碗 Bel5 g 4 ( 13 色 ⑦見込み五弁花 18c~ 

底部小片 ( 45 1810年代

3527 磁器・染付 12寺院中央 C ( 140 ④灰白色⑤良好⑦呉須はややくすんだ 「渦福」 肥前系

151 皿形 Bdl3 g 20 ( 39 青、体部内面雪持笹文、見込み五弁花コンニャ 18c中～後

74 口～底％ ( 82 ク印判

3528 磁器・染付 08南池 ②高台畳付無釉 ③見込み蛇ノ目釉ハギ ④ 肥前系

151 皿形 Au2og ( 20 精緻・密 ⑤良好 ⑦呉須は暗青灰色、体部 18c後半

73 底部 ( 24 内面つる草文

3529 磁器・白磁 05北池 ②高台裏明赤褐色、高台裏・高台畳付無釉 ④ 肥前系

150 皿形 Avl4goz ( 20 灰白色、密、精選、賢緻 ⑥灰白色 ⑦見込 18c末

74 底部 ( 44 み蛇ノ目釉ハギ ~19C 

3530 磁器・染付 01寺院東部 ②高台畳付無釉 ④密（灰白色） ⑤良好 ⑥ 肥前系

150 大皿 Anllg ( (24) 明緑灰色～灰白色 ⑦草花文 ⑧呉須の発色 18c 中～後

底部 AD 1-48 は良好 半

3531 磁器・染付 05北池 ③仏飯具脚台 ④密、精選（灰白色） ⑤良 肥前系

150 仏飯器 埋土 ( 32 好 ⑥灰白色 ⑦脚部に圏線 ⑧呉須は淡い 18c代

74 脚～底部 ( 42 水色系

3532 磁器・染付 05北池 ④密、白色 ⑤良好 ⑦輪宝文、内面下半無 肥前系

150 火入れ 埋土 ( (59) 釉 18c末～

74 底部 ( (74) 1810年

3533 磁器・染付 12寺院中央C ( 114 ④白色、やや密 ⑤良好 ⑥白磁釉（やや緑

急須 Bdll g 01 • 02 ( 61 がかり不透明） ⑦山水文 ⑧呉須は淡く発

胴部 ( 45 色

3534 磁器・染付 05北池 ( (112) ②高台畳付無釉 ④密（白色） ⑤良好 ⑦ 瀬戸系

150 丸碗 Avl3 g 10 ( 54 山水文、呉須は淡い水色でややボンヤリした 1820 

73 口～底部½ ( 45 感じ ~1860年

3535 磁器・染付 08南池 ( 34 ④密、淡黄気味の灰白色 ⑤良好 ⑥やや黄 体下半六角面 明治後半

151 碗 Anl9 g 02 ( 46 色味のある白色 ⑦端反り碗、型純摺、呉須 取 ～大正

74 口～底部％ ( 16 は暗青灰色
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼 （文様・呉須） ⑧他 期等）

3536 磁器・染付 01寺院東部 ④密（白色） ⑦無文、銅判印刷、統制品 統制番号「岐 瀬戸美濃系

150 飯茶碗 Anl3g 97」 20c （昭和）

74 底部 AD3-8 ( 38 

第16表大御堂寺院址出土遺物観察表一近世陶器一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 （文様・呉須） ⑧他 期等）

3601 施釉陶器 12寺院中央 c ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③ミニチュア 瀬戸系

150 ミニチュア Bcllg25 ( (38) 瓶子 ④精選やや密（灰白色） ⑤やや還元 17c 

72 瓶子頸部 ( 10 焔・良好 ⑥黄瀬戸釉（オリープ褐色）

～底％

3607 施釉陶器 05北池 ( (33) ①ロクロ成形②高台無釉④精選やや密 瀬戸美濃系

150 小碗 Avl収 45 ( 35 （淡黄色） ⑤酸化焙、良好 ⑥灰釉（灰オ 17c後～

72 口～底部 ((1 7) リープ色） 18c 

3608 施釉陶器 08南池 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選・密（灰 瀬戸系

151 丸碗 埋土 ( (36) 白色） ⑤酸化焔・良好⑥黒褐釉 18c 

73 体～底部 ( (56) 

3609 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②尚台畳付無釉 ④精選・密 瀬戸系

150 丸碗 埋土 1 層 ( 27 （灰白色） ⑤酸化焙、良好 ⑥褐釉（暗オ 18c 

73 体～底部 ( (61) リープ褐色）

3610 施釉陶器 12寺院中央 c ①ロクロ成形 ②尚台畳付無釉 ④精選・や 瀬戸系

150 碗 Bdl3 g 18 ( 34 や密（にぶい黄橙色） ⑤酸化焔・ふつう ⑥ 18c 

体～底部 Bdl4g ( 36 内面灰釉、外面褐釉（暗褐色）

3611 施釉陶器 08南池 ①ロクロ成形 ②高台裏無釉 ④精選・密（褐 瀬戸系

151 碗 Aw21&01 ( (15) 灰色） ⑤酸化焔・堅緻 ⑥内面黒褐釉 18c 

底部 ( 50 

3612 施釉陶器 11寺院中央 B ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選・密 17c~18c 

151 丸碗 Bh2rn 01 ( (20) （灰白色） ⑤堅緻やや焼締気味 ⑥黒褐釉

体～底部 ( 58 

3613 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選・密（淡 瀬戸美濃系

150 丸碗 Au14 g 16 ( (22) 黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥褐釉（オリープ 17c~18c 

73 体～底部 ( 44 褐色）

3614 施釉陶器 11寺院中央B ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選・密（淡 瀬戸美濃系

151 丸碗 BhlH07 黄色） ⑤酸化焔、良好⑥褐釉（オリープ

73 体～底部 ( 29 褐色）

3615 施釉陶器 08南池 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選・やや密 瀬戸系

151 丸碗 Awzogo3 ( (42) （淡黄色） ⑤酸化焙・良好 ⑥褐釉（黄褐 18c 

73 体～底部 ( (46) 色）、釉表面が劣化による白濁

3616 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選・やや密 瀬戸（尾呂）

150 丸碗 埋土 ( 33 （灰白色） ⑤酸化焙、ふつう ⑥褐釉（か 18c 

73 体～底部 ( 27 なり白濁、にぶい黄色）

3617 施釉陶器 08南池 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選・密 京焼風 瀬戸系

151 碗丸碗 Avl2 g 2 ( 42 （淡黄色） ⑤酸化焙・良好 ⑥黄瀬戸釉（浅 173後半

体～底部 Avl3 g l3•19 ( 46 黄色） ~18c前半

3618 施釉陶器 01寺院東部 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選・密 京焼風 瀬戸美濃系

150 丸碗 Anllg ( (22) （灰白色） ⑤酸化烙・良好 ⑥黄瀬戸釉（オ 17c後半

底部 AD 1-48 ( 54 リープ黄色） ~18c前半

3620 施釉陶器 04北池東 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選・密 京焼風 瀬戸美濃系

150 丸碗 Arl3g ( (18) （淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥黄瀬戸釉（明 17c後

底部 ( 25.5 黄褐色） ~18c前

3621 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②品台畳付無釉 ④精選・ゃ 見込み、五弁 瀬戸美濃系

150 広東型碗 Aw21g ( 35 や密（淡黄色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉（灰 花、呉須絵 18c~19c前

73 底部 3 層 ( 55 白色） ⑦呉須は淡い青色に発色

3622 施釉陶器 01寺院東部 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選・密 肥前系唐津

150 丸碗 Ao08g ( (22) （暗赤灰色） ⑤酸化焔、堅緻 ⑥灰釉刷毛 17c後半

体～底部 AD 3 -77 ( 32 塗り ~18C前半
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第 4 節寺院址出土遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高向叫 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 （文様・呉須） ⑧他 期等）

3623 施釉陶器 03寺院北部 B ( 54 ①ロクロ成形 ②高台裏・施釉 ④精選・や 瀬戸美濃系

150 小皿 Aw6g01 ( 27 や密（淡黄色～灰白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥ （志野）

73 口～底部 ( 29 長石釉（乳白色） 17c前半

3624 施釉陶器 09南池西 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③見込鉄絵 ④ 瀬戸美濃系

151 皿 Ba22 g 17 ( 25 精選・やや密（灰白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥ （志野）

73 体～底部 ( 86 長石釉（乳白色）鉄絵、草花文 17c前半

3625 施釉陶器 09南池西 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部外反 ④精 瀬戸美濃系

小皿 Bb21g 選・密（灰白色） ⑤酸化焔・良好⑥灰釉 17c 

口～底部片 （灰白色）

3626 施釉陶器 08南池 ( 106 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③口縁部外反、 瀬戸系

151 皿 Ax25g ( 127 重ね焼痕 ④精選・密（灰白色） ⑤酸化焔、 17c 

73 口～底部 ( 60 良好 ⑥灰釉（灰オリープ色）

3627 施釉陶器 12寺院中央 c ( 13 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③口縁部外反、 瀬戸系

150 小皿 ( 24 重ね焼痕 ④精選・密（灰白色～浅黄色） ⑤ 17c~18c 

73 口～底部 ( 62 酸化焔·良好⑥灰釉（オリーブ黄色）

3629 施釉陶器 08南池 ①ロクロ成形 ②尚台無釉 ④精選・密（灰 瀬戸美濃系

151 小皿 Au21 g 05 白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉（灰黄色） 17c 

底部 ( (38) 

3630 施釉陶器 09南池西 ((1 06) ①ロクロ成形 ②糸切り底 ③縁折れ皿 ④ 在地系

151 小皿 Ba22g ( 27 精選・密（にぶい橙色） ⑤酸化焔・良好 ⑥ 17c 

73 口～底部 ( (66) 鉄釉ハケ塗（明褐色）

3631 施釉陶器 15寺院西部 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③見込、蛇ノ目 瀬戸美濃系

151 皿 Be2og ((1 7) 釉ハギ ④精選・やや密（淡黄色） ⑤酸化 18c 

底部 ( 62 焙・良好 ⑥内面に褐釉（黒褐色）

3632 施釉陶器 15寺院西部 ( (124) ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁折れ皿 ④精選 瀬戸美濃系
151 皿 Bml9g ( 24 やや密 ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉（乳白色） 17c 

口～底部 ( (60) 

3634 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選·密（褐灰色 肥前系唐津

150 Awl4g ～にぶい褐色） ⑤酸化焔・焼締（堅緻） ⑥ 17c後半

73 内面に灰釉刷毛塗 ~18c 

3635 施釉陶器 15寺院西部 ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁折小皿 ④精選 瀬戸美濃系

151 皿 B119g やや密（淡黄色） ⑤酸化焙、良好 ⑥灰釉 18c 

口縁部 （淡黄色）

3636 施釉陶器 16寺院南西 ①ロクロ成形②欠損③縁折れ皿④精 瀬戸美濃系

151 かめ Bm24 go1 選・密（淡黄色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉 18c 

口縁部片 （淡黄色）

3637 施釉陶器 04北池東 ( (244) ①ロクロ成形②欠損 ③口唇部短く外反 瀬戸美濃系

150 皿 ( (33) ④精選・やや密（淡黄色） ⑤酸化焔·良好 19c 

口～体部片 ⑥長石釉（乳白色）、口縁部鉄釉で縁とり

3638 施釉陶器 01寺院東部 ①ロクロ成形 ②平底 ③大型盤か ④精緻

150 鉢 （灰色） ⑤酸化焔・焼締（堅緻） ⑥灰釉（灰

底部 ( 170 オリーブ色）

3639 施釉陶器 01寺院東部 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③商高台 瀬戸系

150 Jlil ( (35) ④精選・密（淡黄色） ⑤酸化焔・良好 ⑤ 

体～底部 ( 62 灰釉（灰オリープ色）

3640 施釉陶器 12寺院中央 C ( 350 摺目条 ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁帯やや肥厚 ④ 瀬戸美濃系

145 摺鉢 Bc1ogo3 9 条以上 精選、やや密（浅黄色） ⑤酸化焔・良好 ⑥ 18c~19c 

72 口縁部 褐釉（褐色）

3641 陶器 01寺院東部 摺目条不明 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ④精選・やや 瀬戸美濃系

145 摺鉢 ( (18) 密（淡黄色） ⑤酸化焔・良好 ⑥鉄釉（褐

底部 色）

3642 陶器 01寺院東部 摺目条 ①ロクロ成形 ④精選やや密、白色砂粒 ⑤ 関西系

145 摺鉢 ( (46) 9 条 酸化焙・焼締 ⑥赤褐色 18c 

体部 摺目巾34mm

3643 陶器 01寺院東部 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選・密（赤褐色） 18c 

145 摺鉢 ( (26) ⑤酸化焔、焼締⑥赤褐色

小片
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遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真因版 残存状況 出土遺構 ③底径臼 （文様・呉須） ⑧他 期等）

3644 施釉陶器 05北池 ( 45 ①ロクロ成形②平底③油受け皿④精 18c 

150 灯明皿 Awl5g ( 16 選・密（灰色） ⑤酸化焔・焼締 ⑥鉄釉（暗

72 口～底部 ( 25 褐色）

3645 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③筒形、体部外 瀬戸系

150 香炉 Aw15g ( (18) 面に施釉 ④精選・やや密（淡黄色～灰白色） 18c 

73 底部 ( 24 ⑤酸化焔、良好 ⑥灰釉（灰白色）

3646 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②平底 ③筒形の形状、体下 18c 

145 鉢 フク土 ( 37 半部 ④精選・密（淡黄色） ⑤酸化焔・堅

73 底部 ( 75 緻 ⑥体部外面に鉄釉（黒褐色）

3648 施釉陶器 08南池 ①ロクロ成形 ②高台裏無釉 ④精選、やや 瀬戸美濃系

151 鉢又は大甕 Awl8g ( (39) 密（浅黄色） ⑤酸化焔・良好 ⑥褐釉（オ 18c 

底部 ( (84) リーブ褐色）

3650 施釉陶器 01寺院東部 ①ロクロ成形②欠損 ③口縁外面に凹縁 瀬戸美濃系

150 鉢 Am~Ao05g ④精選、密（灰色） ⑤酸化焙・良好⑥褐

口縁部 釉（オリーブ褐色）

3651 施釉陶器 10寺院中央A ①ロクロ成形 ②欠損 ③玉縁状折り返し口

151 Bc17go5 ( 28 縁 ④精選・密（にぶい赤褐色～灰褐色） ⑤ 

口縁部片 酸化焔・良好 ⑥褐釉（黒褐色）

3652 施釉陶器 10寺院中央A ( 46 ①ロクロ成形 ②欠損 ③折り返し口縁、縁 瀬戸美濃系

151 Bcl7 go5 ( (32) 帯はやや幅広 ④精選・密（灰白色） ⑤酸 19c 

口～頸部 化焔・良好 ⑥灰釉（オリープ灰色）

3653 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形②平・回転糸切り ③脚部 瀬戸系

150 Awl7 go5 ( (39) ④精選・密（灰色） ⑤酸化焔・良好⑥灰 18c~19c 

” 73 脚部 ( 62 釉（オリープ灰色）、底面無釉（にぶい橙色）

3654 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部、玉縁状折 時期等につい

150 返し ④精選・密（淡黄色） ⑤酸化焔、や ては不詳、北

72 口～体部 や堅緻 ⑥鉄釉（褐灰色） 池底面より出

土

3655 施釉陶器 05北池 ①ロクロ成形 ②凹形の高台 ④精選・密（灰

150 皿 Avlば 10 ( (16) 白色） ⑤酸化焙・良好 ⑥内面に灰釉

73 底部 ( 90 

3657 施釉陶器 08南池 ( 53 ①ロクロ成形 ③紐状つまみ ④精選・密（灰 在地系（下

151 蓋 Au1sgo3 ( 24 白色） ⑤酸化焔、やや焼締 ⑥表面褐釉（オ 仁田焼）

73 完形 ( 36 リープ褐色）

3658 施釉陶器 10寺院中央 C ( 123 ①ロクロ成形 ②平底 ④精選、やや砂粒が 在地系（下

151 Bg22g ( 23 多い（にぶい青褐色） ⑤酸化焔・焼締 ⑥ 仁田焼）

底部片 ( 95 内面に褐釉（黒褐色）

3659 陶器 09南池西 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選・密（灰 瀬戸系

151 丸碗 ( (32) 色） ⑤酸化焔・良好⑥灰釉（明緑灰色） 18C 

73 体～底部 ( 38 
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第 4 節寺院址出土遺物

5 瓦類

出土した瓦類は遺物収納箱（コンテナバット）にして約50個あり、総重量では約275kgであった。これらは

大御堂調査区の寺院址区域に集中する。出土した瓦はかなり破損しており、完形のものは殆ど見られなかっ

た。出土瓦は軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦•平瓦・道具瓦・鬼瓦等の器種に分けられ、胎土・焼成・色調等から A

類． B類に大別される。 A類として分類したものは赤褐色の色調を呈し、胎土が比較的緻密で良好な酸化焔

焼成のものであり、厚手のものである。これに対し、 B類としたものは灰色の色調を呈す還元焔焼成のもの

で、 A類に比べて胎土はやや粗く砂粒が目立ち、厚さはやや薄くなっている。また、 A類• B類ともに胎土

中の爽雑物・混和材の有無と焼成条件の差異による細分が可能である。

瓦類の出土域は、大御堂調査区A·B 区の寺院址遺構内であり、 A·B類ともに中世の寺院址遺構に伴う

遺物と考えられる。なお、近世以降の瓦類もごく少量であるが出土している。形状がわかるのは北池から出

土した桟瓦の瓦当片 (3001) が 1 点のみであり、この他はA区で検出された近世～現代の馬入れ（道路）に

敷かれていたもののみである。特に集中して出土した区域は南池西と北西部の一角であるが、廃棄時の原位

置を留めるものはほとんど見られず、二次的・三次的な廃棄の結果と見られる出土状況である。

寺院址から出土した瓦は、 A類• B類に大別したうえで器種別に分類し報告遺物を抽出した。軒丸瓦・軒

平瓦については瓦当文様が確認できるものすべてを取り上げ、鬼瓦も同様に取り扱った。丸瓦•平瓦につい

ては側縁部が確認でき、瓦の成形・調整技法の観察が可能なものを選択することとし、その割合は重量比で

出土総量の約25％にあたる 172点である。

瓦当文様はA類 2 型式 4 種• B類 2 型式 3 種が見られ、 4 型式の組み合わせに分類できる。また、胎土・

焼成・色調等からはさらに数種に細分が可能であるが、瓦当から見た前述の 4 型式の分類が基本的な組み合

わせとしてあり、細分された瓦もいずれかの型式に属すものと考えられる。

以下、種別・器種別に述べる。

《瓦A類》

酸化焔焼成で赤褐色～浅黄橙色の色調を呈し、表面が黒色若しくは黒灰色に燻がかかるものも見られる。

胎土は比較的緻密なものとやや粗いものとが見られる。爽雑物には赤褐色粗粒子・白色粒子・白色微粒子・

黒色微粒子等が見られ、これらの混入状況には差異が認められる。軒丸瓦・軒平瓦は瓦当文様から、平瓦・

丸瓦は胎土・焼成・色調等から細分した。

［瓦A類・軒丸瓦］ 4001~4008

確認数量は8点で、重量比では全体の0.7％である。笥種は“複弁蓮華文”と“巴文”が見られ、それぞれ

4 点ずつ出土している。

複弁蓮華文は、 4001で瓦当直径140mm、周縁部幅16mm、周縁部高10mm、瓦当側面厚35mmが計測される。他の

3 点 (4002 • 4003 • 4008) は小片で計測は難しいが4001 と同箔と見られる。胎土は小砂粒•黒色鉱物粒子が

やや多く含まれ若干粗い感じの粘土を使用している。焼成は酸化焔で、器表面は黒色、断面は鈍い赤褐色を

呈す。いずれも瓦当部の破片で全長は不明である。複弁蓮華文軒丸瓦の瓦当部は、内区径72mmの中に 8 葉の

複弁蓮華文が配され、中房は径35mmで蓮子は見られず「卍」のくずれと見られる「十」が見られる。外区は

径82~94mm （幅12mm) の中に 12個の連珠が配される。瓦当裏面の接合粘土はやや厚く、指頭若しくは掌で押

圧を施したままの調整であり、顎の縁辺は丸味を持つ。

巴文軒丸瓦 (4004~4007) は、内区に巴文（左回り）を配し、巴の頭は互いにつかず、尾は圏線につく。
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第III章 大御堂調査区の遺構と遺物

外区に連珠文を配した意匠と推定される。瓦当部径は推定130mm、周縁部幅10mm、周縁部高10mm、内区径は約

62mm、外区径96mmである。外区は幅14mmの中に推定16個の連珠を配し、外区圏線は見られない。瓦当側面高

は約25mm と推定される。この4点の胎土は粒子の細かな粘土が精選され、良好な酸化焔焼成である。胎土中に

赤褐色粗粒子が見られ、白色粒子・微粒雲母等も含まれている。色調は橙色系であるが、 4007では表面が褐

灰色を呈し、断面でも灰褐色を示すことから、燻がかけられたものと推定される。複弁蓮華文軒丸瓦に比べ、

胎土は緻密で精選されており、色調もやや明るい感じであり、瓦当側面高がやや薄くなる。瓦当裏面は平坦

に撫で調整が加えられやや薄い仕上がりで、顎は角張る。

4007 は瓦当部が欠損しているが、外区の連珠文が認められ、圏線は見られないことから内区は巴文と思わ

れる。丸瓦部の凹面には布目痕が見られ、 4c而の範囲では縦糸・横糸が15~23本と比較的細かい。表面はき

れいにナデ調整され、胴部凹面側縁には幅10~12mmの面取りが見られる。

［瓦A類・軒平瓦］ 4101~4111

出土したすべてを掲載し、総量は11点である。苑種は“連珠文”と“均正唐草文”の 2 種で、成形技法・

胎土等からも差異が認められる。

連珠文軒丸瓦は 4 点 (4101~4104) 出土している。いずれも張り付け顎であるが、 4101 • 4102には瓦当部

でも接合痕が認められ、 4103 • 4104には瓦当面に粘土貼付が施されていることが断面で観察される。珠文は

4103が径 9 mm とやや小粒であるが、他の 3 点は径12mm とやや大きく若干の差異が認められる。瓦当文様を区

画する方形の圏線は 4 点とも認められるが、 4101 • 4102が上下幅26mm に対し、 4103 • 4104が22mm とやや狭く

なっている。この差異は顎下の平坦部幅にも見られ、前者は20mm程度であるのに対し、後者は35mm前後に幅

広となる。また、張り付け顎はきれいにナデ調整されている。平瓦部の厚さは16mm程度である。

均正唐草文軒平瓦は 7 点 (4105~4111) 確認された。連珠文軒平瓦が比較的精緻な作りであるのに対し、

やや大振りで重量感のある作りとなっている。顎は平瓦部からの折り曲げ形式で、瓦当文様は中心飾りを宝

相華とする左右それぞれ 3 反転する均正唐草文である。内区・外区を区別する圏線は見られず、かなり簡略

化した形式と考えられる。平瓦部の厚さは22mm前後で、瓦当文様から推定する瓦幅は約240mmで、長さは不明

である。胎土には小砂粒、黒色鉱物粒子、微粒雲母をやや多く含み、やや粗い感じの粘土である。焼成はい

ずれも酸化焔であるが、表面は褐灰色を呈し、燻をかけたものと考えられる。断面は鈍い赤褐色を呈す。

4105では顎の裏面に粘土をやや厚く張り付け、平瓦部との接合面がきれいに撫で調整され、顎張り付け形

式のものに近い側面観の印象である。 4111 も同様の特徴を持つと思われる。他のものは折り曲げ顎の接合部

に箆状工具によるナデ調整が施され、側面観は直角に近い形状を示す。顎下端部の調整も前 2 点が他のもの

よりやや精緻になされている。平瓦部凹面には布目痕が見られる。 4 面の範囲では縦糸・横糸が約19本と比

較的細かい。

［瓦A類・丸瓦］ 4202~4212

出土量はあまり多いとは言えず、全長若しくは全幅の復元されるものは見られない。胎土は密→粗、色調

は明→暗を基本として A1類～ふ類まで 5 種に細分した。

凡類 (4210 • 4212) は、胎土には精選され粒子の細かい粘土を使用し、胎土中に赤褐色粗粒子、白色粒子

が見られる。厚さは12mm~13mmで、焼成は良好な酸化焔で断面では明褐色ないし橙色を呈し、表面は燻がか

けられたためか黒褐色を呈す。凹面には比較的細かい布目痕が見られ、凸面には縄叩きが認められる。

ふ類 (4202•4211) 、厚さは16mm とやや厚くなる。瓦の表面は橙色ないし明赤褐色を呈し、断面では灰青色

であることから、基本的には還元焔焼成で表面が酸化焔焼成と見られる。凸面に鋸歯状叩きが見られる。
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ふ類（4203 • 4204 • 4207 • 4209) は胎土が比較的細かいがふ類に比べるとやや粗くなり、色調も若干暗く

なか胎土中に白色粒子・微粒雲母・赤褐色粗粒子が認められ、酸化焔焼成である。 4203で胴部長240mmが計

測され、厚さは16mm~17mmである。凹面には比較的細かい布目が見られ、両側縁には 8~15mm程度の面取り

が見られる。広端側には15mm幅の面取りが施されている。

ふ類は断面では鈍い赤褐色を呈し、胎土がやや粗となり、白色粒子・小砂粒等をやや多く含む。 4205•4208

の 2 点が見られるが、いずれも玉縁部の小片で凸面側が剥離しており、全体の様相は不明である。玉縁部に

釘穴痕が認められ、凹面側に布目痕も認められる。

ふ類の丸瓦は4206のみの確認である。厚さが22mmあり、やや大きめのものと推定されるが、全長・幅等を

計測できる資料は出土していない。色調は鈍い赤褐色を呈し、表面は黒色に燻がかけられる。凹面には布目

痕が見られ、広端部には50mm程度の面取りが見られる。

凡類～ふ類のものは厚さがやや薄く、胎土は比較的緻密な粘土を使用し、酸化焔焼成で明るい色調に仕上

がっている。これに比べ、ふ類・ふ類のものは胎土がやや粗く、厚みがあり、やや暗い色調に焼き上がって

いる。

A類丸瓦の製作技法は円筒形のキネに布袋をかぶせ、粘土板を巻き付けて叩き締め、その際縄目が残るが

表面をナデ調整するため痕跡はかなり消される。凹面側の内叩き痕は明瞭には認められず、布目痕と糸切り

痕が認められる。

［瓦A類・平瓦］ 4301~4349 • 5319 • 5344 

胎土・色調及び厚さからは、丸瓦と同様に 5 種に識別できる。

ふ類（4322 • 4342 • 5319) は、明赤褐色ないし橙色の色調で胎土は非常に緻密な精選された粘土を使用し、

白色粒子と赤褐色粗粒子がやや多く混入する。厚さは約20mmで、凹面には布目痕が認められる。 4322では端

部に 10mm程度の面取りが見られる。 5319はやや黄橙色に近い色調を呈す。

ふ類 (4309 • 4320 • 4347 • 4349) はA類に比べやや灰黄色に近い色調を呈し、断面では灰色であることか

ら還元焙焼成で、一部が酸化したものと考えられる。胎土は凡類とほぽ同じ比較的精選された粘土を使用し

ている。

ふ類 (4326 • 4337 • 4346 • 5344) の胎土の緻密さはA1類・ふ類に近いものの若干粗くなり、黒色粒子・白

色粒子が多く混じる。断面で観察される色調が灰色若しくは褐灰色を呈すことから、やや還元に近い焼成で

あったと考えられ、瓦表面が黒色になることから燻がかけられたと考えられる。厚さはA5類に近く 25~26mm

あり、凸面に叩き痕が見られる。

ふ類 (4301 • 4305 • 4306 • 4310~4312) は基本的には凡類に近いと考えられるが、胎土がA5類に比しや

や細かく、厚さも 21~22mm とやや薄い。表面の黒色化がA5類ほど著しくない。

A 5類 (4302 • 4304 • 4303 • 4307 • 4308 • 4314 • 4316 • 4321 • 4327 • 4328 • 4330 • 4340 • 4343 • 4344 • 4345 • 

4348) は A類平瓦のなかで最も厚く、胎土はやや粗くなる。厚さも 25~26mm と A類のなかでは最も厚く、完

形のものは見られないものの、大型であると考えられる。断面での色調は鈍い赤褐色を呈し、表面は黒色に

なって燻をかけられた酸化焔焼成であると考えられる。 4327には釘穴があり、径は12mmで両面から穿孔し、

凹面では長径が20mm となっている。厚さは24mmで、凹面に布目痕が認められる。

A類平瓦の製作技法は凸型台使用による 1 枚作りで、凹面に布目痕が、凸面には鋸歯状き痕が見られる。

叩板の幅は約40mmである。

［瓦A類・鬼瓦］ 4401~4408
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個体識別が可能なものが 8 点見られ、砕片も多数出土している。このうち、 4401 は瓦片としては最も重景

があり、全体の％程度の残存状況である。胎土は非常に細かい精選された粘土を使用し焼成は酸化焔で比較

的良好である。厚さは60mmのアーチ形の鬼板で、周縁部に径22mmの円形工具の刺突による連珠を配し、眼寓

は径96mm、高さ 20mmで粘土紐を張り付けて作り出し、その中央部に径30mmの眼を盛り上げて、眼球を周縁部

の連珠と同様の円形刺突で表現している。牙は粘土紐を張り付けて高10mmに表現し、髭は箆により断面三角

に彫られている。 4402 • 4405 はこれとは別個体であるが同様の形状・意匠のものと考えられ、 4405では焼成

時に表面が燻されて黒色を呈し、裏面は剥離している。 4406 は表面剥離意匠は不明であるが、胎土・焼成等

で近似する。 4407 • 4408は連珠文が見られることから鬼瓦の周縁部片と見られる。また、 4403 はアーチ部に

近い部分の裏面である。 4404 は上記の 7 点とは異なり、小型の鬼瓦である。左下半部の小片で厚さ 28mm、アー

チ部高60mmで約20mm近く盛り上がった鼻梁と円形刺突の周縁部連珠文が見られる。

《瓦 B類》

大御堂寺院址で出土した瓦類のうち、灰色を呈し胎土がやや砂質っぽいものを B類とした。出土総量の約

52% （重量比）がこれに当たり、焼成は還元焔で硬質である。瓦当文様には巴文・均正唐草文が見られる。

胎土・色調・焼成からは 2 大別が可能である。

［瓦 B類・軒丸瓦］ B類 (5001 • 5004 • 5007 • 5008) 、比類 (5002 • 5006 • 5010 • 5218) 

出土した B類軒丸瓦は 8 点であり、 7 点は瓦当文様が確認できる。笹種は“巴文”で瓦当直径は132mmのも

のと 118mmの大小 2 種が見られ、巴文の文様構成にも若干の差異が見られる。 B1類（大）のものは内区に左巻

三巴文、外区に26個の連珠が見られ、外区と内区との間には圏線が見られ巴の尾は圏線につく。計測値は5001

の巴文軒丸瓦においては、瓦当直径132mm、内区径79mm、外区幅11mm、周縁部幅12mm~15mm、周縁部高10mm、

瓦当高22mm。丸瓦部の厚さ 18mmである。瓦当裏面は平坦になで調整され、丸瓦部両側縁凹面の面取りは16~20

nm程度の幅である。胎土はやや密な細粒砂で、精選されて均質である。還元焔焼成で比較的堅緻である。瓦

当文様は左巻の三巴文で、巴から伸びる尾部はやや太く内区と外区を区分する圏線に接する。

恥類の軒丸瓦は右巻の三巴文で、巴の頭が大きく円形で尾は細長いが互いにつかない。外区には35個の連

珠を配し、内区と外区の境に圏線は見られない。計測値は瓦当直径120mm、内区径68mm、外区幅 8~10mm、周

縁部幅10~12mm、周縁部高10mm、瓦当高25mm。丸瓦部の厚さ 15mmである。 B1類に比ベ一回り小さいものとなっ

ている。胎土はやや粗くなり、中粒砂で白色粒子・黒色粒子等の灰雑物が認められる。色調は灰色ないし青

黒色を呈し、断面では一部橙色ないし明褐色を呈す。焼成は還元焔と思われる。

［瓦 B類・軒平瓦］ 5101~5119

B1類の軒平瓦は、 5101 において瓦当面幅210mm、瓦当高36mm、周縁部幅 6~7 mm、周縁部高 3~4 mm、瓦当

部厚20mm、平瓦部厚さ 20mm、瓦当側面観はほぽ直角である。胴部と瓦当部の接合方法は、瓦当部と胴部の端

部をそれぞれ約45゜にカットし接合している。瓦当底面及び裏面には横撫で調整が施され、胴下端部にも幅20

mm程度の横撫で調整痕が認められる。凹面部には瓦当端部から約50mm程度の幅で横撫で調整が施されている。

恥類の軒平瓦は瓦当高32mm、周縁部幅 5~6 mm、周縁部高 3~5 mm、瓦当部厚20mm、平瓦部厚16mm、瓦当

側面観はほぽ直角である。胴部と瓦当部の接合方法は顎折り曲げによる。

瓦当文様の箔型は B1類 •B2類とも同じものを使用していると見られるが、胎土・色調・焼成等には差異が

認められる。すなわち、且類においては、色調は基本的に灰色で、胎土は比較的精選され粒子の細かい粘土

を使用し、焼成は還元焔で比較的堅緻に焼かれている。 B2類では、基本的には B1類と同様の製作方法で作ら

れているものと考えられるが、胎土の粒子がやや粗くなり、細～中粒砂を使用し、焼成にやや酸化気味で断

214 



第 4 節寺院址出土遺物

面もしくは器表面で黄褐色系の色調を呈すものや青黒色を呈すものも見られる。

［瓦 B類・丸瓦］ B類 (5203 • 5210 • 5214~5216 • 5226~5230 • 5233 • 5236 • 5237) 

B2類（5201 • 5202 • 5204~5206 • 5208 • 5209 • 5211~5213 • 5217 • 5220 • 5222 • 5224 • 5225 • 5231 • 5232 • 

5234 • 5235 • 5237 • 4201) 

灰色の色調で粘土粒子が精選され比較的細かな B1類に属すものと、胎土がやや砂質っぽく黄褐色系の色調

を示す恥類に属すものとが見られる。

凡類は5203においてほぽ全体的特徴が明らかであるが、全長は310mm、胴部長255mm、玉縁長55mm、胴部幅

110mm、胴部高63mm、器厚16mmである。玉縁部のほぽ中央に径11mmの釘穴が片面穿孔されている。凹面にはタ

タラからの糸きり痕と布目痕が見られ、端部には面取りが施される。面取り幅は側縁で10~15mm、玉縁部で

10~15mm、重なりの部分で約45mmである。

恥類は、 B類よりやや重量観があり、やや大きくなる。全長が計測できるものはないが、胴部幅は、 2204

で117mm、 2201で122mmを測り、厚さは16~18mmを計測する。玉縁部も比較的厚くしっかりした作りである。

出土量は恥類丸瓦の方がやや多い。

［瓦 B類・平瓦］ B類（5301 • 5306~5310 • 5314~5318•5320•5322•5324·5347·5356) 、恥類 (5302~5305·

5311~5313 • 5321 • 5323 • 5335 • 5338 • 5341 • 5345) 

平瓦類も B類と恥類とに大別される。復元が可能なものが 5 点あり、この計測からは、平瓦類での法量差

は明瞭ではないと思われる。 B類の平瓦全長は5301 において280mmであり、幅は5308で200mm （端部）～210mm

を計測する。瓦厚は16~20mmで、湾曲比は0.14である。 B2類は全長は280mmで幅は不明であるがB1類と同じ

大きさと思われる。瓦厚は12mm~15mm と B1類よりやや薄くなり、重量も若干軽い。胎土は B1類のほうがやや

きめ細かく、恥類は細～中粒砂である。

成形技法は凹形台使用の 1 枚作りで、凸面に長56mm、幅10mmの平行条線が見られる。両側縁及び端部には

ナデ調整が施されている。広端側ではやや面取りを意識したナデ調整が見られる。

［瓦 B類・鬼瓦］ 5401~5404

B類の鬼瓦片は 4 点確認した。 5401 は鬼面左上半％程度の残存状況である。厚さは35~40mmで、眼窟部分

は65mm、鼻梁部で85mm と幾分かは立体感がある。胎土はやや粗い砂質土で白色粒子が多く見られ、還元焔焼

成で灰色を呈す。周縁部には径25mmの円形刺突による連珠文が配されている。裏面はざらざらした砂質であ

ることから離れ砂の使用が考えられ、周縁に面取りも認められる。 5402·5405 は周縁部の小片であるが、 5401

よりやや薄いことから同形式の別個体と考えられる。 5403 は鼻部の小片である。

［道具瓦］ 5501~5504 • 4213 

丸瓦•平瓦類の中に小型のものが数点見られる。特殊な道具瓦として使用されたものと推定される。 5501

の丸瓦は完形で全長110mm、胴部長55mm、玉縁長55mm、胴部幅95mm、胴部高58mm、厚さは12mmである。胎土は

やや粗い砂質で色調は橙色で断面で黒色部分が見られる。凹面側縁に面取りが施されている。 5503 も同様の

小型丸瓦であるが、胴部全長59~63mm、玉縁部は一部欠損して全長は不明である。厚さは15~16mmで、 5501

より若干大きめである。色調は断面で灰色を、表面は青黒色を呈し、還元焔焼成である。 5504 • 5223はこの

5503 と同様の特徴を示す小型丸瓦で、厚さは13mmで広端部に面取りが認められる。 5504では全長105mmが計測

される。

《形式分類について》

瓦当の笹種は軒丸瓦において、 A類巴文•A類複弁蓮華文、 B類巴文・恥類巴文でこれに対応する軒平瓦
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は連珠文・宝相華唐草文、 B類均正唐草文である。 B類の瓦は B1類 •B2類に分類されるが、軒平瓦も同様で

あり、これらは次の 4 つの組み合わせと考えられる。

I 型式の瓦は、胎土が精選されて粒子が細かく、瓦の表面が非常に滑らかな感じである。 A類鬼瓦の胎土

型式 軒 丸 瓦 軒 平 瓦 丸 瓦 平 瓦 鬼瓦・道具瓦

I 三巴文（左巻） 連珠文 A類～ふ類丸瓦 A類～ふ類丸瓦 A類鬼瓦

II 複弁蓮華文 宝相華唐草文 A4類～ふ類平瓦 A4類～ふ類平瓦 (A類鬼瓦）

III 三巴文（左巻） 均正唐草文 B類丸瓦 B類平瓦 B類鬼瓦

IV 三巴文（右巻） 均正唐草文 凡類丸瓦 比類平瓦 B類鬼瓦

は 1 型式の瓦の胎土と共通性が認められる。 II型式の瓦はやや厚みがあり、大きめである。胎土はやや粗く

なり、ザラザラした印象である。 III型式と IV型式とは胎土・色調に若干の差異を認めるものの軒平瓦におい

て箔種が共通であり、軒丸瓦の瓦当文様にも A類ほどの差が認められないことから III型式と IV型式の瓦は同

時に使用されていたものと見て差し支えない。また、 I • II 型式のものと比較すると、胎土・製作技法・文

様意匠等に明瞭な差が認められ、時間差があるものと考えられる。

鬼瓦は全体の％程度の残存状況で約4.5kgあり、かなり大きなものと予想され、大棟の両端に置かれたもの

と考えられる。また B類に属す鬼瓦に、降棟のものと考えられる小型のものが見られ、鬼瓦は大きさに 3 種

認められる。

《出土状況》

A類 •B類のいずれも出土分布域は寺院址遺構の範囲内に限られる。園池遺構の東側では溝状遺構の埋土

中に数片見られたのみである。また寺院址西部では瓦には大きさ・胎土・焼成・色調及び瓦当文様等に明ら

かな差異が認められ、出土状況にも分布に偏りが見られる。なお、瓦類の出土分布については第 6 章第 3 節

で詳述することとする。

《製造年代》

瓦類は寺院の創建に伴って製作使用されたと考えられる。しかし、出土資料にはA類• B類と製作年代が

異なるものが見られ、 A類のものが寺院創建時のものと考えられる。 B類の瓦はやや時期の下るものと考え

られるが、修築・改修で使用されたものか、新たに葺き替え若しくは創建時の堂宇と別棟に使用したものか

どうかは不明である。

寺院の創建年代＝ A類瓦の製作年代は、瓦当文様から鎌倉時代と考えられる。巴文については中世以降連

綿と続く意匠であり時期を特定することは難しいが、平安時代末には出現しており、また、複弁蓮華文につ

いては 8 葉の複弁が短く中の蓮子が「卍」の変化したものと見られることから、鎌倉時代にはいってからの

ものと考えられる。軒平瓦での顎の取り付けの形式にも中世前半代に見られる特徴を認められ、 13世紀前半

から中頃の年代観を与えられる。

B類の瓦については、室町時代に入ってからの形式

的・形態的特徴を認められ、 14世紀代の年代観が与え

られる。なお、瓦の製作年代及び出土分布・廃棄の状

況等は寺院の造立破却とも関係するので第 6 章で詳述

する。

□O-
3001 

゜ 1 : 2 5cm 

第152図 大御堂寺院址出土遺物実測図（10ー近世桟瓦一
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物
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第 4 節 寺院址出土遺物
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物
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第 4 節寺院址出土遺物
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物
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第III章 大御堂調査区の遺構と遺物
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第 4 節寺院址出土遺物
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第 4 節寺院址出土遺物
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第 4 節 寺院址出土遺物
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物
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第 4 節寺院址出土遺物
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第LLL章 大御堂調査区の遺構と遺物
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第 4 節寺院址出土遺物
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第 4 節寺院址出土遺物
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

/ 

▽ご＝二

/ \ 

4405 

こ
4404 

4403 

口

5401 

゜第186図 大御堂寺院址出土遺物実測図(45)-A • B類鬼瓦一

1 : 4 10m 

250 



第 4 節寺院址出土遺物

第17表 大御堂寺院址出土遺物観察表一瓦類一

遺物番号 挿図 出土位置・遺構 瓦当文様 長 重最(g)
胎土 焼成 色調

（表）丸瓦凸面•平瓦凹面

種 別 写真 グリッド名 （特 徴） (mm) 幅 厚さ (mm) （内）丸瓦凹面•平瓦凸面

4001 153 09 南池西 複弁蓮華文 115 575 細粒砂。酸化。燻。

A ・軒丸 76 Be22g34 径140 141 31 黒褐色（灰黄褐色）

4002 153 06 北池北西 複弁蓮華文 89 344 細粒砂。酸化。燻。

A ・軒丸 76 AylO • Ilg 径(140) 132 28 黒褐色（暗褐色）

4003 153 08 南池 複弁蓮華文 81 104 細粒砂。酸化。燻。

A ・軒丸 76 At2lg06 径(140) 79 15 黄褐色、燻

4008 153 11 中央B 複弁蓮華文 42 81 細粒砂。酸化。燻。

A ・軒丸 76 第 1 号井戸跡 径(140) 86 16 暗褐色

4005 154 04 北池東 巴文（左三巴） 141 207 微粒砂。酸化。燻。 角、左巻き

A ・軒丸 76 Avl6g01 92 19 灰褐色（明褐色）

4004 154 12 中央 c 巴文（左三巴） 85 175 微粒砂。酸化。燻。 角、左巻き

A ・軒丸 76 Bel3g54 径 (130) 103 19 明褐色（一部灰色）

4006 154 12 中央 c 巴文 36 34 微粒砂。酸化。燻。

A ・軒丸 76 Bf22gl2 径 (130) 54 褐灰色（明褐色）

4007 154 08 南池 巴文 160 700 微粒砂。酸化。燻。 凸：ナデ調整

A· 軒丸 76 Be22g33 径 (130) 122 14 褐灰色（明褐色） 凹：布目・糸切り

4101 155 09 南池西 連珠文 76 320 微粒砂。酸化。燻。 凹：ナデ調整、面取り (8 mm) 

A ・軒平 76 Ba22g62 高 111 22 褐灰色（褐色、灰色） 凸：ナデ調整

4102 155 08 南池 連珠文 68 330 微粒砂。酸化。燻。 凹：ナデ調整

A ・軒平 76 Awl9g20 130 33 褐灰色（明褐、灰色） 凸：ナデ調整

4104 155 12 中央 C 連珠文 75 130 徴粒砂。酸化。燻。 凹：知」離

A ・軒平 76 Bel3g35 95 22 暗褐色（濃灰色） 凸：剥離

4103 156 09 南池西 連珠文 88 300 微粒砂。酸化。燻。 凹：布目でナデ、面取り (8 mm) 

A ・軒平 76 Ba22g60 113 21 黒褐色（明褐色） 凸：ナデ調整

4107 156 10 中央A 宝相華唐草文 224 660 細粒砂。酸化。燻。 凹：布目でナデ

A ・軒平 77 Bhl9gl6 幅 (240) 155 24 暗褐色（暗赤褐色） 凸：ヘラ調整、表面風化

4108 156 09 南池西 宝相華唐草文 105 400 細粒砂。酸化。燻。 凹：剥離

A ・軒平 77 Bc22g01 幅 (240) 103 21 黒褐色（暗褐色） 凸：ヘラ削り痕

4105 157 12 中央 C 宝相華唐草文 164 1190 細粒砂。酸化。燻。 凹：布目

A ・軒平 77 Bd2lg25 幅 (240) 245 30 灰黄褐色（暗褐色） 凸：ナデ調整、剥離

4106 157 10 中央A 宝相華唐草文 160 1100 細粒砂。酸化。燻。 凹：布目・面取り (7~16mm)

A ・軒平 77 Bil9gl5 幅 (240) 149 23 黒褐色（暗褐色） 凸：風化

4109 158 09 南池西 宝相華唐草文 153 615 細粒砂。酸化。燻。 凹：布目・面取り (10mm)

A ・軒平 77 Be2lg41 幅 (240) 109 26 黒褐色（暗褐色） 凸：ヘラ削り痕

4110 158 08 南池 宝相華唐草文 82 355 中粒砂。酸化。燻。 凹：剥離

A ・軒平 78 Au2lg06 幅 (240) 124 32 燻（鈍い褐色） 凸：風化と剥離

4111 158 09 南池西 宝相華唐草文 (143) 560 細粒砂。酸化。燻。 凹：一部剥離

A ・軒平 78 Bb23g02 幅 (240) (126) 24 燻（暗褐色） 凸：風化

4201 159 10 中央A 1150 粗粒砂、還元 凸：縄目敲き

B2 ・丸 79 Bgl8g09 115 19 灰黄色（一部黒） 凹：布目・糸切り

4202 159 09 南池西 187 605 微粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A2 ・丸 78 Be2lgl8 123 17 明赤褐色（灰白色） 凹：布目

4203 159 09 南池西 250 490 微粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A3 ・丸 78 Bd2lg56 98 17 鈍い黄橙（黄褐色） 凹：布目・面取り(15mm)

4208 159 12 中央 c 119 255 中粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A4 ・丸 78 BellgOl 90 20 黄褐色（灰色混入） 凹：しぽり

4204 160 13 北西部A 121 410 細粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A3 ・丸 78 Bfl0g33 15 赤褐色（一部黒色） 凹：布目

4205 160 05 北池 160 235 中粒砂。酸化。燻。 凸：剥離

A4 ・丸 78 Ayllg45 89 17 黒褐色（黄褐色） 凹：布目

4206 160 14 北西部 B 172 395 細粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A5 ・丸 78 Bhl0g02 87 22 黒褐色（鈍い褐色） 凹：布目

4207 160 14 北西部 B 183 435 細粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A3 ・丸 78 Bgl0g96 100 20 鈍い黄褐色（黒色） 凹：布目・糸切り

4209 160 05 北池 112 235 細粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A！・丸 79 Ayl0gl4 79 18 明褐色（黒色） 凹：布目

4210 160 05 北池 123 210 微粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A！・丸 78 Ayllg41 94 12 黒褐色（明褐色） 凹：布目
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第III章大御堂調在区の遺構と遺物

遺物番号 挿図 出土位置・遺構 瓦当文様 長 重蘭(g)
胎土 焼成 色調

（表）丸瓦凸面•平瓦凹面

種 別 写真 グリッド名 （特 徴） (mm) 幅 厚さ (mm) （内）丸瓦凹面•平瓦凸面

4211 160 09 南池西 138 165 微粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

A2 ・丸 79 Be2lg34 65 18 黒褐色（黄橙色） 凹：布目

4212 160 09 南池西 101 205 微粒砂。酸化。燻。 凸：縄目敲き

Al ・丸 79 Bd22gl5 89 18 橙色（鈍い橙色） 凹：布目

4301 161 10 中央A 232 1050 中粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A4 •平 79 Bil9g35 167 20 暗褐色（一部黒色） 凸：鋸歯状敲き (32mm)

4302 161 09 南池西 187 950 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A5 •平 79 Bd22g05 143 22 黒褐色（褐色） 凸：敲き

4304 161 14 北西部B 171 1050 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂、糸切り

A5 •平 80 Bjl2g01 183 25 黒褐色（明黄褐色） 凸：敲き

4306 162 08 南池 203 730 微粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A4 •平 80 Ay20g42 129 22 黒褐色（明褐色） 凸：鋸歯状敲き (35mm)

4303 162 09南池西 128 1200 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A5 •平 79 Bc2lg71 157 31 暗褐色（灰黄褐色） 凸：敲き (20mm) 糸切り跡あり

4305 162 09 南池西 206 670 中粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A4 •平 80 Bd2lg29 134 22 明黄褐色（黄褐色） 凸：鋸歯状敲き (32mm)

4307 162 09 南池西 167 800 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A5 •平 80 Bd2lg57 148 25 黒褐色（灰褐色） 凸：敲き

4309 163 09 南池西 155 470 微粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂、面取り (7 mm) 

A2 •平 80 Bc2lg78 120 21 灰色（明赤褐色） 凸：鋸歯状敲き (37mm)

4316 163 05 北池 115 630 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A5 •平 81 Aul6g 163 25 鈍い褐色（褐色） 凸：敲き

4310 163 09 南池西 212 645 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A4 •平 80 Bd2lg25 134 22 黒褐色（鈍い褐色） 凸：鋸歯状敲き

4311 163 09 南池西 130 580 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

ふ•平 80 Bc22g34 148 22 黒褐色（灰黄褐色） 凸：鋸歯状敲き (34mm)

4314 163 09 南池西 135 470 中粒砂。酸化。燻。 凹：糸切り

A5 •平 81 Be21g47 133 25 黒褐色（鈍い黄褐色） 凸：鋸歯状敲き

4320 163 12 中央 C 148 540 微粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A2 •平 81 Bfl8g06 149 24 灰色（赤褐色）

4312 163 09 南池西 133 605 中粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A4 •平 80 Bd2lg34 130 23 黒褐色（明黄褐色） 凸：鋸歯状敲き (35mm)

4308 163 10 中央A 166 635 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A5 •平 80 Bel5g01 134 24 黒褐色（鈍い褐色） 凸：鋸歯状敲き (44mm)

4321 164 12 中央 C 146 505 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A5 •平 81 Bellg07 118 25 黒褐色（鈍い褐色） 凸：鋸歯状敲き (29mm)

4322 164 09 南池西 155 450 微粒砂。酸化。燻。 凹：布目・面取り(10mm)

A1 •平 81 Bd2lg05 129 20 灰色（赤褐色・灰色）

4327 164 11 中央 B 167 500 中粒砂。酸化。燻。 凹：布目

A5 •平 81 Bg22g09 106 26 灰褐色（鈍い赤褐色） 凸：敲き

4326 164 08 南池 98 345 中粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A3 •平 81 At2lgl3 139 23 灰褐色｀（鈍い褐色） 凸：鋸歯状敲き (32mm)

4328 164 09 南池西 ll8 375 中粒砂。酸化。燻。

A5 •平 81 Bc2lgl4 108 25 黒色（鈍い赤褐色）

4330 164 05 北池 145 400 細粒砂。酸化。燻。 凹：布目・面取り (10mm)

A5 •平 81 Axl2gl0 78 30 黒褐色（鈍い赤褐色） 凸：敲き

4337 164 14 北西部B 133 370 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A3 •平 81 Bgl0g215 101 25 黒色（鈍い褐色） 凸：鋸歯状敲き (32mm)

4342 164 11 中央 B 145 360 微粒砂。酸化。燻。 凹：布目

A1 •平 82 第 1 号井戸跡 123 20 燻し（明赤褐色）

4340 165 13 北西部A 77 160 細粒砂。酸化。燻。 凹：布目、糸切り

A5 •平 81 Bfl0g86 76 26 黒色（鈍い赤褐色） 凸：糸切り

4344 165 11 中央 B 104 385 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂、面取り (14mm)

As •平 82 第 1 号井戸跡 117 26 黒褐色（鈍い褐色） 凸：敲き (35mm)

4343 165 11 中央 B 200 705 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A5 •平 82 第 1 号井戸跡 123 25 黒褐色（灰褐色） 凸：鋸歯状敲き (36mm)

4345 165 11 中央 B 92 175 細粒砂。酸化。燻。 凹：布目、面取り (15mm)

A5 •平 82 第 1 号井戸跡 73 24 黒褐色（鈍い褐色） 凸：敲き

4346 165 11 中央B 55 290 細粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A3 •平 82 第 1 号井戸跡 142 24 黒色（灰褐色） 凸：鋸歯状敲き (40mm)

252 



第 4 節寺院址出土遺物

遺物番号 挿図 出土位置・遺構 瓦当文様 長 重量(g)
胎土 焼成 色調

（表）丸瓦凸面•平瓦凹面

種 別 写真 グリッド名 （特 徴） (mm) 幅 厚さ (mm) （内）丸瓦凹面•平瓦凸面

4348 165 11 中央 B 143 420 細粒砂。酸化。燻。 凹：糸切り

A5 •平 82 第 4 号土坑 90 26 鈍い褐色 凸：敲き

4347 165 11 中央 B 113 310 微粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A2 •平 82 第 4 号土坑 86 21 灰黄褐色（明褐色） 凸：敲き

4349 165 01 東部 166 670 微粒砂。酸化。燻。 凹：離れ砂

A2 •平 82 第16号溝状遺構 191 21 鈍い褐色

5001 166 10 中央下段 巴文 185 1300 細粒砂、還元 凸：ナデ、角、左巻

B1 ・軒丸 83 Bel5g Pitl-1 径132 130 19 灰色 凹：布目でナデ調整

5011 166 09 南池西 巴文 253 llOO 細粒砂、還元 凸：ナデ

B2 ・軒丸 83 Ba23g01 119 18 黒色 凹：布目、糸切り

5002 167 13 北西部A 巴文 104 510 細粒砂、還元 凸：ナデ

恥・軒丸 83 Bf09g93 径120 119 20 鈍い橙色、燻し 凹：ナデ調整

5010 167 05 北池 巴文 79 220 細粒砂、還元 凸：ナデ

恥・軒丸 83 Ahl0gl7 径120 91 19 黄褐色（灰色） 凹：糸切り

5008 167 05 北池 巴文 115 130 細粒砂、還元

B1•軒丸 85 Avl4gl3 61 25 黄褐色（黒色）

5007 167 13 北西部A 巴文 81 45 細粒砂、還元

B1 ・軒丸 83 Be08g01 42 灰色

5003 167 13 北西部A 巴文 86 215 細粒砂、還元 凸：丸、右巻

恥・軒丸 83 Bellg87 118 23 黒色（黄灰褐色） 凹：一

5005 167 13 北西部A 巴文 102 135 細粒砂、還元 凸：丸、右巻

B □軒丸 83 Bgl0g49 78 24 黒色（灰色）

5004 167 13 北西部A 巴文 134 160 細粒砂、還元

B1 ・軒丸 83 Bgl0g49 83 28 灰色

5006 167 06 北池北西 巴文 48 55 細粒砂、還元 凸：角、左巻

B2 ・軒丸 83 Axl2g01 径120 77 灰色

5101 168 13 北西部A 均正唐草文 132 750 細粒砂、還元 凹：ヘラ削り

B1 ・軒平 84 幅210 210 21 灰色、一部表面黄褐色 凸：ナデ

5102 168 09 南池西 均正唐草文 121 665 細粒砂、還元 凹：ヘラ削り

B,•軒平 84 153 20 黒色（灰色） 凸：ナデ

5103 168 13 北西部A 均正唐草文 127 460 細粒砂、還元 凹：ヘラ削り

恥・軒平 84 188 19 黒色（灰色） 凸：ナデ

5104 169 11 中央 B 均正唐草文 131 360 細粒砂、還元 凹：ヘラ削り

B1 ・軒平 84 Bhl5g02 108 17 濃灰色 凸：糸切り、ナデ

5119 169 09 南池西 均正唐草文 87 345 中粒砂、還元 凹：風化

恥・軒平 85 Bd23g03 高32 109 21 明黄褐色（一部灰色） 凸：ヘラ削り痕

5118 169 09 南池西 均正唐草文 79 200 中粒砂、還元 凹：風化

恥・軒平 85 Be2lg29 高32 57 21 黒（鈍い褐色） 凸：ヘラ削り痕

5105 170 15 西部 均正唐草文 53 230 細粒砂、還元 凹：風化

恥・軒平 84 Bl22g09 高32 140 19 黒（黄褐色一部黒） 凸：ヘラ削り

5106 170 10 中央A 均正唐草文 55 195 中粒砂、還元 凹：ナデ

恥・軒平 84 AslOgOl 高32 114 24 黒（灰色） 凸：ヘラ削り

5107 170 13 北西部 均正唐草文 33 100 中粒砂、還元

B 軒平 85 BglOg-77 32 19 灰色

5108 170 13 北西部 均正唐草文 53 105 中粒砂、還元 凹：ナデ

B軒平 84 Bfl0g209 76 18 灰色 凸：ヘラ削り痕

5110 170 09 南池西 均正唐草文 64 120 細粒砂、還元 凹：風化

恥・軒平 84 Be22gl5 高32 64 21 黒（灰色） 凸：ヘラ削り痕

5109 170 09 南池西 均正唐草文 30 100 中粒砂、還元 凹：ナデ

B ぃ軒平 85 Be08g05 70 20 灰黄色

5111 170 14 北西部 B 均正唐草文 39 90 細粒砂、還元 凹：ナデ

B ぃ軒平 84 100 17 灰色 凸：ヘラ削り痕

5112 171 11 中央 B 均正唐草文 39 60 細粒砂、還元

B ぃ軒平 85 77 19 灰色

5113 171 14 北西部B 均正唐草文 42 535 細粒砂、還元

凡軒平 85 Bgl0gll6 90 16 灰色

5114 171 13 北西部A 均正唐草文 33 55 中粒砂、還元

恥・軒平 85 Bfl0gl79 高32 105 17 鈍い褐色（黒）

5115 171 13 北西部A 均正唐草文 42 80 中粒砂、還元

恥・軒平 85 Be08g03 高32 58 16 燻（鈍い褐色）
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

遺物番号 挿図 出土位置・遺構 瓦当文様 長 重量(g)
胎土 焼成 色調

（表）丸瓦凸面•平瓦凹面

種 別 写真 グリッド名 （特 徴） (mm) 幅 厚さ (mm) （内）丸瓦凹面•平瓦凸面

5116 171 13 北西部A 均正唐草文 90 295 細粒砂、還元 凹：ナデ

恥・軒平 85 Bfl0gl62 高32 70 19 黒（一部灰黄褐色） 凸：ヘラ削り

5117 171 05 北池 均正唐草文 70 365 細粒砂、還元 凹：ナデ

B1 ・軒平 85 Aul6g 147 18 黒（灰色） 凸：ヘラ削り

5201 172 09 南池西 257 1300 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

B2 ・丸 86 Ba23g01 108 18 灰黄褐色（一部灰色） 凹：布目、糸切り

5202 172 09 南池西 279 995 中粒砂、遠元 凸：縄目敲き

恥・丸 86 Ba22g47 116 20 灰色（鈍い褐色） 凹：布目、糸切り

5203 173 13 北西部A 313 1000 細粒砂、還冗 凸：ヘラナデ調整

B1 ・丸 87 Bfl0gl72 109 20 灰色 凹：布目、糸切り

5204 173 09 南池西 182 800 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

恥・丸 86 Be22g33 121 20 灰色 凹：布目、糸切り

5208 173 09 南池西 205 460 細粒砂、還元 凸：縄目敲き、ヘラ調整

B2 ・丸 86 Be22g47 104 16 灰色一部鈍い褐色 凹：糸切り

5206 174 09 南池西 141 420 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

恥・丸 86 Be22g33 110 15 灰黄褐色（一部黒色） 凹：布目、ナデ

5205 174 13 北西部A 190 525 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

恥・丸 86 Bfl0g87 111 20 灰黄褐色（黒色） 凹：布目、糸切り

5209 174 09 南池西 208 500 細粒砂、還元 凸：ヘラ調整

B2 ・丸 86 Bd22g34 107 16 黒（灰色） 凹：布目、ヘラナデ

5210 174 09 南池西 158 535 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

B, ・丸 87 Ba22g29 112 22 灰色 凹：布目、ナデ

5207 174 13 北西部 160 550 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

恥・丸 86 Bfl0g26 110 15 灰色 凹：布目、糸切り

5211 174 09 南池西 140 465 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

恥・丸 87 Bfl0gl6 114 20 灰色 凹：糸切り

5212 174 08 南池 128 280 細粒砂、還元 凸：ヘラ削り

恥・丸 87 Axl9g01 96 22 黄褐色（一部灰色） 凹：布目

5216 175 13 北西部 113 250 中粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 87 Bfl0gl66 98 16 灰色 凹：布目

5213 175 09 南池西 123 415 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B2 ・丸 87 Be22g46 109 20 濃灰色 凹：布目、糸切り・ナデ

5125 175 09 南池西 88 305 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B, ・丸 87 Bfl0g84 117 19 灰色 凹：布目、ナデ

5214 175 13 北西部 111 290 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

B1 ・丸 87 Bfl0gl57 109 16 灰色 凹：布目、糸切り、ナデ

5220 175 08 南池 153 235 中粒砂、還元 凸：縄目敲き

B2 ・丸 88 Ay22g02 94 19 鈍い褐色（黒色） 凹：布目、糸切り、ナデ

5217 175 09 南池西 171 380 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

恥・丸 87 Bd22g56 85 16 黄灰褐色（黒色） 凹：糸切り

5221 175 11 中央 B 155 330 細粒砂、還元 凸：ヘラ調整

B1 ・丸 88 Bil9gl0 94 18 灰黄褐色（灰色） 凹：布目、糸切り

5222 175 05 北池 127 170 細粒砂、還元 凸：風化

恥・丸 88 Ayl4g 70 15 鈍い褐色（黒色） 凹：糸切り

5224 175 13 北西部 90 185 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

恥・丸 88 Bg09g03 101 17 黒色一部鈍い褐色 凹：布目

5225 175 13 北西部 132 245 中粒砂、還元 凸：風化

B2 ・丸 88 Bg09g95 90 19 黒色（灰色） 凹：布目、ナデ

5227 176 14 北西部 B 127 260 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 88 Bg09gl85 93 16 濃灰色 凹：布目、糸切り

5228 176 14 北西部B 139 265 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 88 Bg09gl85 88 17 濃灰色（灰色） 凹：布目、糸切り

5226 176 14 北西部 B 205 420 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 88 Bg09g 94 17 濃灰色（灰色） 凹：布目、糸切り

5229 176 14 北西部 B 155 240 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 89 Bg09gl7 80 16 濃灰色（灰色） 凹：布目、糸切り

5232 176 13 北西部A 138 340 細粒砂、還元 凸：風化

恥・丸 89 Bfl0gl35 101 20 燻（灰黄褐色一部黒） 凹：糸切り

5234 176 05 北池 101 290 細粒砂、還元 凸：風化

恥・丸 89 Asl3g 90 20 浅黄色（黒） 凹：糸切り
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第 4 節寺院址出土遺物

遺物番号 挿図 出土位置・遺構 瓦当文様 長 重鵞(g)
胎上 焼成 色調

（表）丸瓦凸面•平瓦凹面

種 別 写真 グリッド名 （特 徴） (mm) 幅 厚さ (mm) （内）丸瓦凹面•平瓦凸面

5230 176 14 北西部B 95 220 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 89 Bgl0g84 105 16 灰色 凹：布目、ナデ

5233 176 08 南池 99 200 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 89 Av22g07 90 19 灰色 凹：布目、糸切り

5235 176 05 北池 110 210 細粒砂、還元 凸：風化

B2 ・丸 89 Aul3g 79 19 灰黄色（黒） 凹：糸切り

5236 176 13 北西部A 62 70 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B1 ・丸 89 Bcl2g06 55 16 灰色 凹：布目、ナデ

5231 177 13 北西部A 224 525 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

B2 ・丸 89 Bf09gl77 93 19 黒（灰黄褐色） 凹：糸切り

5012 177 05 北池 186 370 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

恥・丸 88 Aul2gl3 92 18 黄灰褐色（黒） 凹：布目、糸切り

5237 177 13 北西部A 230 195 細粒砂、還元 凸：ヘラナデ

B2 ・丸 88 Bf09gl77 95 18 灰黄色（黒） 凹：糸切り痕

5301 178 09 南池西 281 1025 中粒砂、還元 凹：糸切り、横ナデ（面取り 40mm)

B1 ·平 90 Bd22g33 163 18 灰色

5302 178 09 南池西 286 800 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（面取り 45mm)

恥•平 90 Bd22g31 133 13 黒（灰色） 凸： （二型）

5303 179 13 北西部A 282 1000 細粒砂、還元 凹：不明（面取り 18mm)

恥•平 85 Bfl0g04 143 15 浅黄、燻（一部黒） 凸： （二型）

5304 179 09 南池西 279 820 中粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（面取り 20mm)

恥•平 90 Bd22g51 152 15 黄褐色、燻（灰色） 凸：ヘラ削り痕

5305 180 14 北西部B 213 615 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ

B2 •平 91 Bg09gll9 150 16 灰色（黄褐色、灰色） 凸：ヘラナデ

5306 180 14 北西部B 185 645 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ

B1平 91 Byl0g83 145 16 濃灰色（灰色） 凸：ヘラ調整

5307 180 06 北池北西 隅切瓦 143 550 細粒砂、還元 凹：ヘラナデ

B1• 平 85 Ayl0g03 158 22 灰色 凸：ヘラナデ

5308 181 10 中央A 208 1100 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（面取り 34mm)

B1• 平 90 Bel5gll 215 20 濃灰色（灰色） 凸： （二型）

5309 181 09 南池西 143 810 細粒砂、還元 凹：糸切りヘラナデ

B1 •平 91 Ba22g39 223 18 灰色 凸：ヘラ調整

5310 181 09 南池西 227 630 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（面取り 28mm)

B1 •平 91 Bb2lg ll8 19 灰色 凸：ヘラ調整

5311 182 14 北西部B 184 620 中粒砂、還元 凹：ヘラナデ

B2 •平 91 Bgl0g81 135 15 黒（明褐色） 凸：ヘラナデ

5312 182 14 北西部B 253 670 中粒砂、還元 凹：ヘラナデ（面取り 28mm)

B2 •平 91 Bg09gll8 132 17 灰黄褐色（灰褐色） 凸： （二型）

5313 182 14 北西部B 235 585 細粒砂、還元 凹：糸切り、ナデ（面取り 21mm)

B2 •平 92 Bg09gl67 113 14 灰黄褐色（黄褐、黒） 凸：ヘラ調整

5314 182 13 北西部A 216 550 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ

B,. 平 92 Bf09gl28 103 17 灰色 凸：糸切りヘラ調整

5315 182 11 中央 B 179 450 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（面取り 34mm)

B1 •平 91 Bf18g03 107 19 灰色 凸： （二型）

5316 182 08 南池 198 385 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（指押痕）

B1 •平 91 Ay22gl0 98 15 濃灰色（灰色） 凸：ヘラナデ

5317 182 09 南池西 135 445 中粒砂、還元 凹：不明

B1平 92 Bd2lg22 163 17 黄灰褐色（一部黒） 凸：不明

5318 182 11 中央B 158 565 細粒砂、還元 凹：布目糸切り、ヘラナデ

B1 •平 92 Bi19g26 167 19 濃灰色（灰色） 凸：ヘラ調整

5319 182 09 南池西 141 330 微粒砂、酸化 凹：布目、糸切り

A1 •平 92 Bd2lg27 129 15 灰黄褐色（灰色） 焼成、やや還元

5322 183 14 北西部 B 100 340 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ

B1• 平 92 Bgllg51 137 18 灰色 凸：糸切りヘラナデ

5335 183 09 南池西 127 330 中粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（面取り 10mm)

B2 •平 93 Bd22g52 138 15 灰色 凸：ヘラ削り

5338 183 13 北西部A 116 300 細粒砂、還元 凹：ヘラ削り

恥•平 93 Bf09g27 109 19 黄灰色 凸：ヘラ調整

5341 183 09 南池西 114 345 細粒砂、還元 凹：不明

恥•平 93 Bc2lg63 126 19 灰黄褐色 凸：ヘラナデ
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

遺物番号 挿図 出土位置・遺構 瓦当文様 長 重蘭(g)
胎土 焼成 色調

（表）丸瓦凸面•平瓦凹面

種 別 写真 グリッド名 （特 徴） (mm) 幅 厚さ (mm) （内）丸瓦凹面•平瓦凸面

5347 183 13 北西部A 128 365 中粒砂、還元 凹：横ナデ（面取り 25mm)

B1 •平 93 Bf09gl80 114 19 濃灰色（灰黄褐色） 凸：ヘラ調整

5356 183 11 中央 B 183 950 細粒砂、還元 凹：横ナデ（面取り 25mm)

B1• 平 82 Bk27gl35 207 17 濃灰色（灰色） 凸：ヘラ調整

5320 183 14 北西部 B 124 375 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ（面取り 23mm)

B1 •平 92 Bgl0gl76 126 18 濃灰色（灰色） 凸：ヘラナデ

5321 183 13 北西部A 142 465 中粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ、一部風化

恥•平 92 Bf09g69 138 18 灰色、燻（暗褐色） 凸：ヘラナデ

5323 183 09 南池西 lll 350 細粒砂、還元 凹：糸切り横ナデ

B2 •平 92 Ba2lg79 126 20 灰色（暗褐色） 凸：ヘラナデ

5344 183 13 北西部A 104 395 細粒砂、酸化 凹：ヘラ削り痕

A3 •平 93 Bcl3g04 130 19 黒（一部黄灰色） 凸：一部剥離

5324 183 05 北池 127 314 細粒砂、還元 凹：横ナデ（面取り 42mm)

B1 •平 92 Avl6g03 107 14 灰色 凸： （二型）

5345 183 13 北西部A 127 380 細粒砂、還元 凹：横ナデ

恥•平 93 Be09gl0 123 18 黄灰褐色 凸：ヘラナデ

5504 184 14 北西部 B 106 125 細粒砂、還元 凸：ヘラ調整

B道具瓦 89 Bg09g67 65 11 黒（灰黄褐色） 凹：布目

5502 184 13 北西部A 105 170 細粒砂、還元 凸：ヘラ調整痕

B道具瓦 89 74 14 黒、黄褐色（暗褐色） 凹：ヘラ削り（面取り 3~10mm)

5503 184 14 北西部 B 98 150 細粒砂、還元 凸：縄目敲き

B道具瓦 89 80 14 黒色（灰色） 凹：布目

5223 184 09 南池西 107 195 細粒砂、還元 凸：ヘラ調整痕

B道具瓦 89 Bb2lg30 84 15 黒色（一部黄褐色） 凹：糸切り（面取り 6~8mm) 

5219 184 13 北西部A 169 395 細粒砂、還元 凸：ヘラ削り痕

B道具瓦 87 Bfl0g25 89 22 黒色（黄褐色） 凹：糸切り、ヘラナデ

5501 184 13 北西部A 112 290 細粒砂、還元 凸：ヘラ削り痕

B道具瓦 89 Bf 9 gl79(2) 99 18 黄褐色（一部黒色） 凹：糸切り、ヘラナデ

4213 184 10 中央A 69 100 細粒砂、還元 凸：ヘラ削り痕

A道具瓦 79 Aollg 3 70 12 黒褐色（明赤褐色） 凹：布目、ヘラナデ

4401 185 09 南池西 320 4300 微粒砂、酸化

A ・鬼 75 Be2lg20 190 92 灰黄褐色（黄橙色）

4402 185 11 中央 B 250 1900 微粒砂、酸化、燻

A ・鬼 75 Bfl6gl7 • 13 140 56 鈍い黄橙色（灰色）

4403 186 09 南池西 180 650 微粒砂、酸化

A· 鬼 75 Bd22gl7 90 38 灰色（鈍い黄橙色）

4404 186 09 南池西 123 350 微粒砂、酸化

A· 鬼 75 Ba22gl0 71 48 オリープ黄色（黒色）

4405 186 09 南池西 145 450 微粒砂、酸化

A· 鬼 75 Ba2l g02•01 145 32 褐灰色（鈍い黄橙色）

5401 186 09 南池西 160 1300 中粒砂、還元

B· 鬼 75 BeZlg-19 120 68 灰色（灰白色）

3001 152 05 北池 72 175 細粒砂、酸化

C 桟瓦 89 AwlSg-07 72 18 灰色（オリーブ灰色）

256 



第 4 節寺院址出土遺物

5 金属・ガラス製品

大御堂調査区寺院址で出土が確認された金属製品は銭貨をはじめとして鉄製品・銅製品・鉄砲玉等が見ら

れた。調査時においては、表土層掘削後に確認された遺物について、すべてをグリッドまたは遺構毎に平面

位置と遺物標高を確認して取り上げている。しかし、浅間A軽石を含む土層中のものも含まれていることか

ら、近代～現代のものも混入した可能性があり、整理時において遺物の選択を行った。新しい土坑・溝等か

ら出土したもので、錆．劣化の進行状況から判断して、近現代とみられるものは除外し、それ以外のものに

ついて錆落としと保存処理を実施した。その過程でやはり新しい時期と見なされたものについては報告から

除外した。

報告遺物は、銭貨が60枚、鉄製品260点、銅製品 1 点、鉛製品 2 点、ガラス小玉 l 点である。

(1) 銭貨 (6001~6060)

出土状況からはグリッド取り上げのものと、火葬墓・土坑墓等の埋葬遺構出土のものが見られ、銭種から

は中世の輸入銅銭と近世の国内生産によるものとが見られる。埋葬遺構からのものは43点、グリッド取り上

げのもは17点で、 72％が埋葬関連遺構出土ということになる。また、埋葬関連遺構で銭貨を副葬するものは、

火葬墓・土坑墓・土塙があり、ここでは切り合い関係の確認から時期差があるものと想定されるが、出土銭

貨を見ると、いわゆる唐宋銭及び明銭などの渡来銭と近世の国産銭とが見られ、寺院址に関するもの、埋葬

関連遺構のもの、そして近世に入ってからのものとに分けられよう。

銭貨銘は以下のものが確認されている。

「開元通賓」 6003•6051•6060、唐高祖武徳 4 年 (621)

「至道元賓」 6010、宋太宗北宋至道元年 (995)

「淳化元賓」 6002•6049、宋太宗北宋淳化元年 (990)

「祥符通賓」 6038、宋真宗大中祥符 2 年 (1009)

寛永通賣

◎〇◎

゜景徳元賓 6052 

がゞ

ｮ 
6044 

ヽ
嗚
喚

さ：口s:‘@
6046 寛永通賣 6047 

i竺；．ふ芯岱》．謬•｀ ・心ダ ＼洒
6050 開元通賣 6051 

◎◎＠窃
• 

昼》
＼己ダ‘

6045 

6048 淳化元賣 6049 

6053 治平元賣 6054 6055 

淳化元賣 6056 6057 元符通賣 6058 天聖元賣 6059 

• 
開元通賣 6060 

゜
I : 2 5cm 

第187図 大御堂寺院址出土遺物実測図(46)一銭貨一
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

第18表大御堂調査区出土銭貨一覧

器悶 挿図 写真 出土区域 遺構名称 グリッド

6001 llO 94 15寺院西部 第 1 号火葬墓 Bll7 • 18g 

6002 llO 94 15寺院西部 第 1 号火葬墓 Bll7 • 18g 

6003 110 94 15寺院西部 第 1 号火葬墓 Bll7 • 18g 

6004 110 94 15寺院西部 第 1 号火葬墓 Bll7 • 18g 

6005 llO 94 15寺院西部 第 1 号火葬墓 Bll7 • 18g 

6006 113 94 14寺院北西 第 2 号火葬墓 Be08g 

6007 113 94 14寺院北西 第 2 号火葬墓 Be08g 

6008 113 94 14寺院北西 第 2 号火葬墓 Be08g 

6009 113 94 14寺院北西 第 2 号火葬墓 Be08g 

6010 115 94 14寺院北西 第 3 号火葬墓 Be09g 

6011 117 94 14寺院北西 第 4 号火葬墓 Be09g01 

6012 117 94 14寺院北西 第 4 号火葬墓 Be09g02 

6013 117 94 14寺院北西 第 4 号火葬墓 Be09g03 

6014 117 94 14寺院北西 第 4 号火葬墓 Be09g02 

6015 117 94 14寺院北西 第 4 号火葬墓 Be09g01 

6016 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬墓 Bgl0gl7 

6017 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬墓 Bgl0gl7 

6018 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬墓 Bgl0gl7 

6019 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬募 Bgl0gl7 

6020 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬墓 Bgl0g20 

6021 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬墓 Bgl0g20 

6022 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬墓 Bgl0g20 

6023 119 94 14寺院北西 第 5 号火葬墓 Bgl0g20 

6024 119 94 14寺院北西 第 5 母火葬墓 Bgl0g20 

6025 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 Bll7 • 18g 

6026 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 Bll7 • 18g 

6027 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6028 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6029 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B1117 • 18g 

6030 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6031 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6032 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6033 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6034 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6035 122 94 15寺院西部 第 1 号土坑墓 B117 • 18g 

6036 124 94 11寺院中央 第 2 号土坑墓 Bhl4g 

6037 124 94 11寺院中央 第 2 号土坑墓 Bhl4g 

6038 126 94 09南池西 第 3 号土坑墓 Be22 • 23g 

6039 126 94 09南池西 第 3 号土坑墓 Be22 • 23g 

6040 126 94 09南池西 第 3 号土坑墓 Be22 • 23g 

6041 126 94 09南池西 第 3 号土坑墓 Be22 • 23g 

6042 126 94 09南池西 第 3 号土坑墓 Be22 • 23g 

6043 126 94 09南池西 第 3 号土坑墓 Be22 • 23g 

6044 183 94 03北部 B Au07g03 

6045 183 94 08南池 南池覆土 Au20g01 

6046 183 94 02北部A BclOgOl 

6047 183 94 06北池北西 Bdl2g47 

6048 183 94 06北池北西 Bdl3g 

6049 183 94 12中央C 1 号池状遺構 Bel2g04 

6050 183 94 12中央C 1 号池状遺構 Bel2g03 

6051 183 94 14北西部 B 第 2 号溝 Bg09gl91 

6052 183 94 14北西部 B 第 2 号溝 Bg09gl91 

6053 183 94 14北西部 B 第 2 号溝 Bg09gl91 

6054 183 94 10中央A Bh20g 

6055 183 94 10中央A Bh22gl4 

6056 183 94 08南池 Bil5g06 

6057 183 94 09南池西 Bi2lgl5 

6058 183 94 15西部 第 1 号濠 Bjl2g 

6059 183 94 15西部 第 1 号濠 Bjl2g 

6060 183 94 大御堂 c 区 Cr2lg 

258 

銭貨銘 読順 材質外径 内径 孔重旦 書体 特徴・初鋳造年・備考

煕寧元賓 順読 銅 24 7 2.6 楷書 宋（神宗）熙寧元年(1068)

淳化元阿 順読 銅 25 20 7 3.6 行書 宋（太宗）北宋淳化元年 (990) 6001 と重なる

開元通貨 対読 銅 24 21 7 2.0 楷書 唐（高祖）武徳 4 年 (62 1)

不明 銅 24 7 1.4 

不明 銅 20 8 0.8 

永楽通費 対読 銅 24 21 6 2.5 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通費 対読 銅 24 21 6 4.0 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408) 、 6008 と重なる

永楽通賓 対読 銅 24 20 6 3.7 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408) 、 6007 と重なる

永楽通費 対読 銅 24 21 6 2.5 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

至？元賓 順読 銅 24 18 6 2.1 

永楽通費 対読 銅 24 21 6 2.0 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賽 対読 銅 25 21 6 3 4 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賓 対読 銅 24 20 6 2.3 楷書 明（成祖）永楽 6 年(1408)

永楽通費 対読 銅 25 21 6 1 9 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賣 対読 銅 24 21 6 1 5 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通費 対読 銅 25 21 6 2.6 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賣 対読 銅 24 21 6 2.5 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賓 対読 銅 24 21 6 2.5 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賣 対読 銅 24 21 6 3.4 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賣 対読 銅 24 21 6 2.4 楷書 明（成祖）永楽 6 年(1408)

永楽通費 対読 銅 24 21 6 3.5 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

銅 26 21 6 2.5 

永楽通賣 対読 銅 25 21 6 3.8 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賣 対読 銅 24 21 6 2.9 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

? . ?  . ?  .? . 銅 26 19 7 1. 7 

大観通費 対読 銅 25 21 6 2.6 楷書 宋（徽宗）大観元年 (1107)

永楽通賓 対読 銅 26 21 6 1. 9 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

永楽通賣 対読 銅 24 21 6 1.4 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

? .? .? .? . 銅 24 17 6 2 9 

武？ ？賓 銅 26 18 7 2.6 策書 6031 と重なる

聖宋元賣 順読 銅 25 17 6 3 4 楷書 (11 01) 、 6030 と重なる

皇宋通費 順読 銅 25 20 9 3.0 楷書 宋（仁宗）賣元 2 年 (1039)

不明 銅 22 17 7 0 6 

不明 銅 21 5 0.6 6035 と重なる

洪武通費 対読 銅 24 20 6 3 8 楷書 明（太祖）洪武元年 (1368) 、 6034 と重なる

聖宋元賓 順読 銅 24 17 7 2 0 楷書 宋（徽宗）建中靖国元年 (l101)

永楽通賓 対読 銅 25 21 7 0. 7 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408） ％欠損

祥符通賓 順読 銅 24 18 6 2 8 楷書 宋（真宗）大中祥符 2 年 (1009)

皇宋通賣 対読 銅 26 19 8 1.8 楷書 宋（仁宗）賓元 2 年 (1039)

皇？ ？賽 銅 25 20 8 2 1 楷書

銅 25 16 6 1. 9 

銅 25 16 6 2.3 

永楽通賓 対読 銅 26 21 5 2.8 楷書 明（成祖）永楽 6 年 (1408)

寛永通費 対読 銅 26 17 5 6 2.8 楷書

寛永通賓 対読 銅 23 15 7 1.9 楷書

不明 銅 27 7 8 2.5 

寛永通費 対読 銅 24 20 6 2.5 楷書

鉄 28 8 1.9 

淳化元費 順読 銅 25 18 6 2.0 行書 宋（太宗）北宋淳化元年 (990)

鉄 26 56 14 

開元通費 対読 銅 25 20 7 1. 7 策書 唐（高祖）武徳 4 年 (621)

銅 25 17 6 1.5 

銅 25 15 7 2.3 

治平元費 順読 銅 21 17 7 2.3 楷書 宋（英宗）治平元年 (1064)

（雁首銭） 銅 1.5 

熙寧元賓 順読 錮 25 19 6 1.5 楷書

不明 銅 21 5 6 0.9 

元符通費 順読 銅 23 19 6 2.6 行書 宋（哲宗）元符元年 (1098)

天雲元賓 対読 銅 24 21 6 2.8 

開元通費 対読 銅 24 21 7 2.0 策書 唐（高祖）武徳 4 年 (621)



「天聖元賓」 6059、宋仁宗天聖元年 (1023)

「治平元賓」 6054、宋英宗治平元年 (1064)

「元符通賓」 6058、宋哲宗元祐元年 (1098)

「大観通賓」 6026、宋徽宗大観元年 (1107)

第 4 節寺院址出土遺物

「皇宋通費」 6039、宋仁宗賓元 2 年 (1039)

「煕寧元費」 6001 • 6056、宋神宗煕寧元年 (1068)

「聖宋元費」 6031 • 6036、宋徽宗建中靖国元年 (110 1)

「洪武通費」 6035、明太祖洪武元年(1368)

「永榮通賓」 6006 • 6009 • 6011 • 6024 • 6027 • 6028 • 6037 • 6043、明成祖永柴 6 年 (1408)

「寛永通賓」 6044 • 6045 • 604 7 、

層位的に確認できる最も古いものは大御堂第 2 号溝状遺構から出土した「開元通賓」 6051であり、 3 枚が

重なって検出された。第 1 号濠跡からも 6058 • 6059の 2 枚が検出されている。寺院址に関係すると考えられ

る銭貨はこの 5 枚のみである。渡来銭の大部分は埋葬関連遺構に伴うものと考えられ、グリッド出土の遺物

の中にも、近接した位置を示すものが見られる。また、第 1 号池状遺構や南池からは「寛永通賓Jの出土が

あり、遺構埋土の浅間A軽石や共伴する近世陶磁器類に符合する。

(2) 鉄製品 (6101~6360)

総数で260点あり、そのうち223点が釘と思われ、その他に刀子・火打ち金等の残片も確認された。釘若し

くは釘状の鉄製品 (6101~6323) は断面形状は角形で、頭部が偏平に平坦に加工されているものが多く見ら

れる。こうした釘は屋根の瓦釘などに見られるが、本調査区出土のものは最長のものが94mmで、他のものは

一部残存であるにしてもこれを上回らない大きさであることから、必ずしも屋根釘ではなく、建築部材用の

ものとも考えられる。出土分布は、園池遺構より東の寺院東部区域や農道西側の C 区と比較して、寺院址部

分に明らかに集中して出土し、その取り上げも浅間A軽石層下という点から考えて、寺院址に伴うものと考

えるのが妥当である。 6324 • 6325は，鎚状のものと考えられ、 6330 • 6329 は頭部がT字状のものである。

6333~6341 は刀子の残片と思われ、 6338 • 6339 は火打ち金と考えられ、その他のものは不明である。

折れているのがほとんどである。

(3) 銅製品 (6401 • 6402) 

銭貨以外に銅製品として確認されたのはキセルが 2 点 (6401 • 6402) 出土している。 6401 は雁首であり、

口径14mmで残存高10mmである。 6402 は吸い口側の残片と見られ、径は10mm、残存長は38mmである。

(4) 鉄砲玉 (6501 • 6502) 

2 点出土した。いずれも鉛製で表面は白色に劣化している。 6411 は径12mm、重量10.3 g、 6412 は径12mm、

重量11 gとほぼ同じ大きさの球形である。

(5) ガラス製品

寺院址中央部のBgl7グリッドにおいて、ガラス小玉 (6701) が 1 点出土した。検出面が自然面の露頭と見

られる小礫検出面であったためどのような性格のものかは不明である。色調は淡い水色を呈し、片面穿孔で

やや偏平である。最大径4.65mm、厚さ 1.85mm、重量100mg、孔径1.35mmで、アルカリ石灰ガラスかと思われ、

孔の部分がやや劣化している。
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第 4 節寺院址出土遺物
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物
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第 4 節寺院址出土遺物

第19表 大御堂遺跡出土遺物観察表ー鉄製品一

番号 器種 残存状況 出土区域遺構 グリッド名 特徴 重量 長さ 幅 形 状 備考

6101 釘 一部欠損 01 寺院址東部 AJ-8g2層 頭部片折 9.5g 76血l 7 X 5 

6102 釘 中間部残存 01 寺院址東部 An-9g-10 l. lg 49mm 4X-

6103 釘 下部残存 01 寺院址東部 Ao-12g-7 頭部片折 2.6g 30mm 9 X 3 

6104 釘 下部欠損 03 寺院址東部B Ag-7gーフク土 頭部片折 3.0g 41mm 5 X 3 

6105 釘 完形 05 北池 Ax-13g-14 頭部片折 3.4g 53mm 6 X 3 

6106 釘 中間部残存 05 北池 Au-14g-4 2.0g 71mm 4 X 2 

6107 釘 中間部残存 05 北池 Au-14gフク土 l. lg 53mm 4 x-

6108 釘 中間部残存 05 北池 Au-14g-5 1.8g 41mm 4X-

6109 釘 完形 05 北池 Ax-14g-25 頭部片折 1.5g 38mm 4 X 2 

6ll0 釘 中間部残存 05 北池 Ax-14g-26 頭部片折 1.6g 37mm 5 X 3 

6lll 釘 中間部残存 05 北池 Ax-14g-26 頭部片折 1.6g 34mm 5 X 3 

6112 釘 一部残存 05 北池 フク土 頭部片折 0.6g 23mm 5 X 4 

6113 釘 一部残存 05 北池 Ax-14g-24 頭部片折 0.6g 22皿1 4 X 3 

6114 釘 一部残存 05 北池 Au-14g-5 l.Og 27mm 5 X 4 

6115 釘 下部欠損 06 北池北西 Ay-lOg-5 頭部片折 10.2g 65mm lOX 5 

6116 釘 頭部下部欠損 06 北池北西 Ba-llgフク土 頭部片折 5.4g 47mm 9 X 5 

6117 釘 上部下部欠損 06 北池北西 Ba-9g一層 頭部片折 2.7g 37mm 6 X 3 

6118 釘 中間部残存 06 北池北西 Ba-lOgフク土 頭部片折 1.6g 35mm 5 X 4 

6119 釘 下部残存 06 北池北西 Bc-9g-5 頭部片折 1 3g 28mm 5 X 3 

6120 釘 一部残存 06 北池北西 Ba~ 12g 頭部片折 0.5g 25mm 5 x-

6121 釘 一部残存 06 北池北西 Ba-llg-9 頭部片折 1 5g 23mm 6 X 5 

6122 釘 一部残存 06 北池北西 Ba-llg-16 頭部片折 1 Og 23mm 4X-

6123 釘 中間部残存 08 南池 At-18gフク土 頭部片折 2.Sg 48mm 5 X 3 

6124 釘 中間部残存 08 南池 A区 2 2g 52mm 4 X 2 

6125 釘 中間部残存 08 南池 At-20g-ll l. lg 32mm 4 X 3 

6126 釘 下部残存 08 南池 Aw-19g-8 頭部片折 0 4g 18mm 3 x-

6127 釘 一部欠損 09 南池西 Be-2lg-7 頭部片折 14.0g 105mm 7 X 3 

6128 釘 一部欠損 09 南池西 Be-Zlg-36 頭部片折 8.0g 68mm 9 X 3 

6129 釘 上部欠損 09 南池西 Be-22g-3 頭部片折 3.6g 57皿l 7 X 3 

6130 釘 一部欠損 09 南池西 Bc-Zlg-61 頭部片折 4.8g 60mm 6 X 4 

6131 釘 下部欠損 09 南池西 Bd-2lg-4 頭部片折 2.5g 51mm 7 X 3 

6132 釘 中間部残存 09 南池西 Bc-2lg-51 頭部片折 2. 7g 41mm 6 X 3 

6133 釘 下部欠損 09 南池西 Be-2lg 頭部片折 2.0g 42mm 6 X 2 

6134 釘 上部残存 09 南池西 Be-2lg-30 頭部片折 2.5g 42mm 5 X 4 

6135 釘 中間部残存 09 南池西 Bd-22g-4 頭部片折 1.9g 39mm 6 X 3 

6136 釘 上部下部欠損 09 南池西 Bc-22g-2 頭部片折 1 9g 38mm 5 X 4 

6137 釘 上部下部欠損 09 南池西 Ba-22gフク土 頭部片折 1.9g 35mm 6X-

6138 釘 頭部下部欠損 09 南池西 Bb-22g-25 頭部片折 1 8g 31mm 5 X 4 

6139 釘 上部下部欠損 09 南池西 Bc-2lgフク土 頭部片折 1.6g 41mm 3 X 2 

6140 釘 中間部残存 09 南池西 Be-Zlg 頭部片折 1. 4 g 40mm 5 X 4 曲り

6141 釘 中間部残存 09 南池西 Be-2lg 頭部片折 3.lg 35mm 7 X 5 

6142 釘 中間部残存 09 南池西 Be-22gフク土 頭部片折 2.lg 42mm 5 X 1 

6143 釘 上部欠損 09 南池西 Be-22g-18 頭部片折 1.5g 40mm 5 X4 

6144 釘 一部残存 09 南池西 Be-2lg 頭部片折 1. 7g 27mm 5 X 3 

6145 釘 下部欠損 09 南池西 Bc-2lgフク土 頭部片折 1.6g 34mm 7 X 3 

6146 釘 頭部残存 09 南池西 Be-22g-16 頭部片折 1.2g 19mm 6 X 5 

6147 釘 一部残存 09 南池西 Be-2lg-30 頭部片折 0.9g 19mm 6 X 5 

6148 釘 一部残存 09 南池西 Be-22g-16 頭部片折 1 2g 23mm 5 X 4 

6149 釘 一部欠損 11 寺院址中央B Bf-18g-23 頭部片折 10.lg 68mm 8 X 4 

6150 釘 下部欠損 14 寺院址北西B Bh-lOg-3 頭部片折 6 4g 53mm lOX 6 

6151 釘 下部欠損 14 寺院址北西B Bh-lOg-3 頭部片折 4 5g 55mm 5 x-

6152 釘 中間部残 10 寺院址中央A Be-15gフク土 頭部片折 2.3g 33mm 6 X 3 

6153 釘 一部残存 10 寺院址中央A Be-15表土 頭部片折 3 5g 33mm 8 X 6 

6154 釘 完形 11 寺院址中央B Bh-14g-81 頭部片折 8.3g 94mm 9 X 2 

6155 釘 頭部下部欠損 11 寺院址中央B Bh-20g-l 頭部片折 6.0g 52mm 8 X 4 

6156 釘 下部欠損 11 寺院址中央B Bh-22g-23 頭部片折 4 9g 52mm 5 X 4 

6157 釘 上部欠損 11 寺院址中央B Bi-16g-l 7 頭部片折 5.0g 55mm 7 X 5 

6158 釘 頭部下部欠損 11 寺院址中央B Bg-19g-19 頭部片折 6.2g 54mm 8 X 3 

6159 釘 上部残存 11 寺院址中央B Bg-2lgフク土 頭部片折 4.lg 42mm 6 X 4 

6160 釘 上部残存 11 寺院址中央B Bh-15g-40 頭部片折 5.3g 39mm 8 X 5 
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番号 器種 残存状況 出土区域遺構 グリッド名 特徴 重鼠 長さ 幅 形 状 備考

6161 釘 頭部残存 11 寺院址中央B Bh-14g-23 頭部片折 6.5g 38mm 11 X 5 

6162 釘 頭部残存 11 寺院址中央B Bi-2lgフク土 頭部片折 2.lg 41mm 5 X 3 鍵形

6163 釘 上部残存 11 寺院址中央B Bg-2lgフク土 頭部片折 1.5g 32mm 5X-

6164 釘 上部残存 11 寺院址中央B Bi -2lgフク土 頭部片折 I.lg 32mm 5 X 3 

6165 釘 上部残存 11 寺院址中央B Bh-14g-14 頭部片折 2.4g 26mm 5 x-

6166 釘 中間部残存 11 寺院址中央B Bh-20g-9 頭部片折 1.5g 35mm 5 X 3 

6167 釘 一部残存 11 寺院址中央B Bh-20gフク土 頭部片折 1. 5g 24mm 5 x-

6168 釘 一部残存 11 寺院址中央B Bh-20g-l 頭部片折 1. 7g 27mm 5X-

6169 釘 頭部残存 11 寺院址中央B Bj-19g-3 頭部片折 1 3g 23mm 6 X 4 

6170 釘 上部残存 11 寺院址中央B Bi-19g-2 頭部片折 1.2g 27mm 4 X 3 

6171 釘 下部欠損 11 寺院址中央B Bf-15g-7 頭部片折 3 2g 60mm 6 X 4 

6172 釘 下部欠損 12 寺院址中央C Be-12g-8 頭部片折 3.9g 50mm 6 X 3 

6173 釘 頭部欠損 12 寺院址中央c Bd-12g-21 頭部片折 2 7g 47mm 5 X 3 

6174 釘 下部欠損 13 寺院址北西B Bf-lOg-229 頭部片折 2 4g 41mm 5 x-

6175 釘 完形 12 寺院址中央C Bb-llgフク土 頭部片折 2.0g 50mm 5 X 4 

6176 釘 下部欠損 12 寺院址中央c Bb-12g-9 頭部片折 1 5g 45mm 5 X 2 

6177 釘 上部下部欠損 12 寺院址中央C Bd-13g-35 頭部片折 2.3g 46mm 6 X 3 

6178 釘 上部欠損 12 寺院址中央c Bd-13g-29 頭部片折 2 3g 47mm 4 X 2 

6179 釘 中間部残存 12 寺院址中央C Be-12g-9 頭部片折 2.6g 54mm 6 X 4 C 形に曲がっている

6180 釘 中間部残存 12 寺院址中央C Bd-12g-17 頭部片折 2 Og 38mm 6 X 3 

6181 釘 中間部残存 12 寺院址中央C Bd-13gフク土 頭部片折 2 2g 39mm 4X-

6182 釘 下部欠損 12 寺院址中央C Bc-lZg-14 頭部片折 1. 7g 35mm 7 X 3 

6183 釘 一部残存 12 寺院址中央c Bc-lOg-9 頭部片折 2 2g 30mm 8 X 6 

6184 釘 下部残存 12 寺院址中央C Be-llg-12 頭部片折 1.5g 30mm 5 X 2 

6185 釘 一部残存 12 寺院址中央c Be-llg-2 頭部片折 2.0g 27mm 5 X 4 

6186 釘 頭部残存 13 寺院址北西A Bg-lOg-229 頭部片折 1.3g 25mm 5 X 3 

6187 釘 一部残存 12 寺院址中央C フク土 頭部片折 1 4g 28mm 6 X 4 

6188 釘 一部残存 12 寺院址中央c Bc-13g-6 頭部片折 1 lg 26mm 6 X 4 

6189 釘 頭部残存 12 寺院址中央C Be~ 13g~6 頭部片折 1 4g 24mm 8 X 4 

6190 釘 一部残存 12 寺院址中央c Bd-llg-25 頭部片折 1 8g 25mm 6 X 5 

6191 釘 下部残存 12 寺院址中央C Bd-11 頭部片折 l. lg 34血l 4 X 2 

6192 釘 一部残存 12 寺院址中央C Bd-13 フク土 頭部片折 2.6g 26mm 7 X 5 

6193 釘 下部残存 12 寺院址中央C Bd-13g-24 頭部片折 0. 7g 31mm 4 X 3 

6194 釘 一部残存 12 寺院址中央C Be-13g 1 層 頭部片折 l. lg 25mm 5 X 4 

6195 釘 一部残存 12 寺院址中央c Be-13g-6 頭部片折 l. lg 27mm 4X-

6196 釘 一部残存 12 寺院址中央C Bd-12g-40 頭部片折 1 2g 20mm 5X-

6197 釘 一部残存 12 寺院址中央C Bd-lZg-27 頭部片折 0.5g 21mm 5 X 4 

6198 釘 上部欠損 12 寺院址中央C Bf-l lgフク土 頭部片折 0. 7g 28mm 3 x-

6199 釘 頭部残存 12 寺院址中央c Bc-12gフク土 頭部片折 0.9g 19mm 5 X 4 

6200 釘 一部残存 12 寺院址中央C Bd-13g-5 頭部片折 0. 7g 26mm 4 x-

6201 釘 一部残存 12 寺院址中央c フク土 頭部片折 0.6g 18mm 4 X 3 

6202 釘 一部残存 12 寺院址中央c フク土 頭部片折 0.6g 18mm 5 X 2 

6203 釘 一部残存 12 寺院址中央C Bd-13g-28 0.4g 23mm 2 x-

6204 釘 一部残存 12 寺院址中央C Bd-13g-27 頭部片折 0.5g 13mm 4X-

6205 釘 完形 13 寺院址北西A Bf-9g-9 頭部片折 7.6g 79mm 7 X 4 

6206 釘 頭部欠損 13 寺院址北西A Bf-9g-10 頭部片折 8.lg 68mm llX 4 

6207 釘 一部欠損 13 寺院址北西A Bf-8gフク土 頭部片折 3.8g 67mm 6 X 5 

6208 釘 下部欠損 13 寺院址北西A Bf-9gフク土 頭部片折 5.0g 66mm 8 X 5 

6209 釘 下部欠損 13 寺院址北西A Bf-9g-15 頭部片折 3.9g 63mm 6 X 4 

6210 釘 一部欠損 13 寺院址北西A Bf-8g-5 頭部片折 4.4g 56mm 6 X 5 

6211 釘 一部欠損 13 寺院址北西A Bf-8gフク土 頭部片折 3. 7g 58mm 6 X 5 

6212 釘 下部欠損 13 寺院址北西A Bf-9g-3 頭部片折 3.2g 48mm 4X-

6213 釘 一部欠損 13 寺院址北西A Bf-9g-8 頭部片折 3 4g 51mm 6 X 2 

6214 釘 下部欠損 13 寺院址北西A Bf-9g-ll 頭部片折 4.5g 49mm 7 X 4 

6215 釘 下部欠損 13 寺院址北西A Be-Sg-28 頭部片折 4 2g 49mm 7 X 3 

6216 釘 一部欠損 13 寺院址北西A Bf-9g-16 頭部片折 3.0g 47mm 6 X 3 

6217 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9gフク土 頭部片折 11.8g 47mm 9X-

6218 釘 頭部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-8 頭部片折 2 5g 39mm 8 X 5 

6219 釘 下部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-2 頭部片折 2 5g 42mm 5 X 3 

6220 釘 上部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-14 頭部片折 3.lg 37mm 6 X 4 

6221 釘 中間部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-20 頭部片折 2 5g 38mm 5X-
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第 4 節寺院址出土遺物

番号 器種 残存状況 出土区域遺構 グリッド名 特徴 重量 長さ 幅 形 状 備考

6222 釘 上部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-l 72 頭部片折 2. 7g 38mm 4X-

6223 釘 中間部残存 13 寺院址北西A Bf-8g-5 頭部片折 2.lg 50mm 4x~ 

6224 釘 頭部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-4 頭部片折 3.0g 35mm 7 X 5 

6225 釘 頭部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-6 頭部片折 2.2g 32mm 7 X 5 

6226 釘 中間部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-ll 頭部片折 2.6g 36mm 6 X 4 

6227 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-175 頭部片折 2.2g 32mm 6 X 5 

6228 釘 一部残存 13 寺院址北西A Be-8g-29 頭部片折 2. 7g 33mm 6 X 5 

6229 釘 頭部残存 13 寺院址北西A Be-Sgフク土 頭部片折 4.6g 31mm 6X-

6230 釘 上部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-12 頭部片折 2.3g 30mm 5 X 3 

6231 釘 上部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-7 頭部片折 1. 9g 30mm 5 X 4 

6232 釘 頭部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-l 頭部片折 2.6g 29mm 8 X 5 

6233 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-l 頭部片折 1. 5g 24mm 6X-

6234 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-2 頭部片折 1.2g 23mm 5 x-

6235 釘 下部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-3 頭部片折 2.5g 28mm 6 x-

6236 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-7 頭部片折 1. 9g 25mm 5 X 3 

6237 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-7 頭部片折 l. lg 26mm 4 X 3 

6238 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-18 頭部片折 1 5g 27mm 8 X 5 

6239 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-17 頭部片折 1 8g 28mm 7 X 4 

6240 釘 下部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-17 頭部片折 1. Og 31mm 6 X 2 

6241 釘 上部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-13 頭部片折 1. 7g 30mm 5 X 2 

6242 釘 一部残存 13 寺院址北西A Be-8g-29 頭部片折 2.2g 25mm 6 X 5 

6243 釘 一部残存 13 寺院址北西A Be-Sg-29 頭部片折 0.8g 21mm 4X-

6244 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-5 頭部片折 O.Sg 21mm 5 x-

6245 釘 一部残存 13 寺院址北西A Be-8 g-28 頭部片折 1 lg 18mm 7 X 4 

6246 釘 一部残存 13 寺院址北西A Bf-9g-2 頭部片折 0.6g 20mm 4 X 2 

6247 釘 下部欠損 14 寺院址北西B Bg-llgフク土 8 8g 89mm 13X 5 丸い感じ

6248 釘 頭部一部欠損 14 寺院址北西B Bg-9g-181 頭部片折 8 Og 88mm 7 X 5 

6249 釘 下部欠損 14 寺院址北西B Bg-9g-23 7.4g 63mm 6X5 頭が六角形

6250 釘 一部欠損 14 寺院址北西B Bg-9g-149 頭部片折 6 8g 60mm 6X-

6251 釘 一部欠損 14 寺院址北西B Bg-lOgフク土 頭部片折 3. lg 58mm 5 X 3 

6252 釘 頭部欠損 14 寺院址北西B Bj -llgフク土 頭部片折 3.3g 49mm 6 X 2 

6253 釘 中間部残存 14 寺院址北西B Bj -llgフク土 3. 7g 48mm 6 X 4 折れ曲がってる

6254 釘 下部欠損 14 寺院址北西 B Bg-9g-21 頭部片折 5.6g 44mm 6 X 4 

6255 釘 上部下部欠損 14 寺院址北西 B Bg-9g-22 頭部片折 2. 7g 26mm 6 X 3 

6256 釘 上部下部欠損 14 寺院址北西B Bk-12gフク土 頭部片折 3.5g 48mm 8 X 4 

6257 釘 上部一部欠損 14 寺院址北西B Bk-12gフク土 頭部片折 1.9g 42mm 5 X 3 

6258 釘 下部欠損 14 寺院址北西B Bg-9g-149 頭部片折 3.4g 33mm 6 x-

6259 釘 完形 14 寺院址北西 B Bg-9g-179 頭部片折 1.9g 38mm 5 X 1 

6260 釘 下部残存 14 寺院址北西 B Bg-9g-181 頭部片折 2.3g 33mm 8 X 3 

6261 釘 上部残存 14 寺院址北西B Bg-llgフク土 頭部片折 2.0g 32mm 5 X 3 

6262 釘 中間部残存 14 寺院址北西B Bj -llgフク土 頭部片折 1 lg 34mm 5 X 3 

6263 釘 下部欠損 14 寺院址北西B Bg-9g-210 頭部片折 1.6g 32mm 4 X 3 

6264 釘 下部残存 14 寺院址北西B Bj-llg-18 頭部片折 1.5g 32mm 5 X 3 

6265 釘 下部残存 14 寺院址北西B Bg-9g-24 頭部片折 0.6g 30mm 4 X 2 

6266 釘 中間部残存 14 寺院址北西B Bg-9g-24 頭部片折 0.9g 24mm 5 X 3 

6267 釘 下部欠損 14 寺院址北西B Bj-llg-18 頭部片折 0.6g 29mm 4 X 3 

6268 釘 一部残存 14 寺院址北西B Bg-9g-181 頭部片折 2.4g 20mm 9 X 6 

6269 釘 下部欠損 15 寺院址西部 Be-18g-6 頭部片折 11.0g 86mm 7 X 4 

6270 釘 上部下部欠損 15 寺院址西部 pit3-l 4.7g 60mm 9 X 6 

Bn-20g 

6271 釘 頭部欠損 15 寺院址西部 Bn-3lg-12 頭部片折 3.6g 62mm 6 X 2 

6272 釘 上下部欠損 15 寺院址西部 pit3-3 頭部片折 2.2g 50mm 5 X 3 

Bn-22g 

6273 釘 中間部残存 15 寺院址西部 Bm-22gフク土 頭部片折 7.0g 52mm 7 X 4 

6274 釘 頭部下部欠損 15 寺院址西部 BI-2lgフク土 頭部片折 4.5g 40mm 6X-

6275 釘 中間部残存 15 寺院址西部 Bm-19g-3 頭部片折 4.0g 36mm 7 X 6 

6276 釘 下部欠損 15 寺院址西部 Pit21 頭部片折 2.4g 39mm 4 X 2 

Bm-2lg 

6277 釘 上、下部欠損 15 寺院址西部 Bm-18g 頭部片折 2.9g 49mm 6 X 3 

6278 釘 上、下部欠損 15 寺院址西部 Bm-2lg-ll 頭部片折 2.2g 34mm 6 X 4 

6279 釘 上、下部欠損 15 寺院址西部 Bk-13gフク土 頭部片折 3.3g 51mm 7 X 4 中世以降
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

番号 器種 残存状況 出土区域遺構 グリッド名 特徴 重斌 長さ 幅 形 状 備考

6280 釘 中間部残存 15 寺院址西部 Bk-13gフク土 頭部片折 5.0g 40mm 8 X 4 中世以降

6281 釘 下部欠損 15 寺院址西部 Bk-15gフク土 頭部片折 3.0g 37mm 4x~ 中世以降

6282 釘 一部残存 15 寺院址西部 Bk-13gフク土 頭部片折 0.7g 33mm 5 X 4 中世以降

6283 釘 一部残存 15 寺院址西部 Bk-13gフク土 頭部片折 0.4g 28mm 3X- 中世以降

6284 釘 完形 15 寺院址西部 Bk-14gフク土 3.9g 30mm 6 X 3 中世以降

6285 釘 完形 15 寺院址西部 Bm-19g-3 頭部片折 1 5g 33mm 4 X 3 

6286 釘 下部残存 15 寺院址西部 Bl-22gフク土 頭部片折 1 4g 32mm 5 X 2 

6287 釘 下部残存 15 寺院址西部 pit3-2 1 6g 30cm' sx-

Bn-22g 

6288 釘 中間部残存 15 寺院址西部 Brn20gフク土 頭部片折 1 3g 30mm 5 X 3 

6289 釘 一部残存 15 寺院址西部 Be-22g 頭部片折 0 6g 28mm 5 X 3 

6290 釘 頭部欠損 15 寺院址西部 Bn2lg-10 頭部片折 0.8g 32mm 3 x-

6291 釘 下部欠損 15 寺院址西部 Bm-20gフク土 頭部片折 1.5g 27mm 6 X 4 

6292 釘 下部欠損 15 寺院址西部 Bm-lSgフク土 頭部片折 l. lg 26mm 5 X 3 

6293 釘 一部残存 pit3フク土 ヽ 1.9g 25mm 6 X 4 丸い形

Bm-22g 

6294 釘 完形 16 寺院址南西 Bk~24gフク土 頭部片折 9.5g 75mm 8 X 4 中世以降

6295 釘 下部欠損 16 寺院址南西 pit3フク土 頭部片折 16.0g 60mm 8 X 6 

Bl-24g 

6296 釘 一部欠損 16 寺院址南西 pit-1 頭部片折 8.0g 49mm 8 X 4 

Bn-23g 

6297 釘 中間部残存 16 寺院址南西 pit30-l 頭部片折 2. 7g 46mm 5 X 3 

Bl-23g 

6298 釘 頭部残存 16 寺院址南西 pitl 9ーフク土 頭部片折 2.9g 40mm 7 X 4 

Ao-26g 

6299 釘 中間部残存 16 寺院址南西 pitl O フク土 頭部片折 4.0g 36mm 6 x-

Brn-24g 

6300 釘 中間部残存 16 寺院址南西 pitl9 頭部片折 1 9g 35mm 6 X 3 

Bn-23g 

6301 釘 一部残存 16 寺院址南西 pitllフク土 頭部片折 2 2g 37mm 9X- 半面剥離してる

Bn-23g 

6302 釘 中間部残存 16 寺院址南西 pitllーフク土 頭部片折 4 7g 33mm 8 X 6 

Bn-23g 

6303 釘 頭部残存 16 寺院址南西 Bl-25gフク土 頭部片折 2 Og 34mm 6 X 4 

6304 釘 中間残存 16 寺院址南西 pitフク土 頭部片折 1.3g 31mm 4 X 3 

Bn-25g 

6305 釘 一部残存 16 寺院址南西 pit6 フク土 頭部片折 1 3g 23mm 5X-

Am-24g 

6306 釘 下部残存 16 寺院址南西 pit3 フク土 頭部片折 0 3g 13mm 4 X 3 

Bn-26g 

6307 釘 一部残存 17 農道西 Bn~ 12g 頭部片折 0 7g 19mm 4X-

6308 釘 一部欠損 AD-1 フク土 2.2g 49mm 5 x- 近世以降

6309 釘 中間部残存 AD-1 フク土 頭部片折 1 5g 35mm 5 X 4 近世以降

6310 釘 一部欠損 AD-3-37 An-12g 5.3g 77mm 剥離がはげしい 近工以降

6311 釘 一部欠損 AD-3-38 An-12g 頭部片折 2 5g 50mm 5 X 4 近世以降

6312 釘 一部欠損 BD-1 Bg-22g 4 lg 84mm 4X-

6313 釘 完形 BD-1 Bg-22g 頭部片折 1. 7g 49mm 4 X 2 

6314 釘 頭部欠損 BD-1 Bg-22g 頭部片折 1 7g 44mm 6 X 2 

6315 釘 頭部残存 BD-7 Bk-14 フク土 頭部片折 1.9g 28mm 5 X 3 中世以降

6316 釘 下部残存 BD-7フク土 頭部片折 0.5g 16mm 5X- 中世以降

6317 釘 一部残存 Bk-3 フク土 頭部片折 0.4g 23mm 3 x- 中世以降

6318 釘 一部欠損 Bk-25 Bg-9g-25 頭部片折 3.7g 47mm 8 X 5 

6319 釘 下部欠損 BE-1 フク土 頭部片折 1.9g 46mm 5 X 4 逆 L字状 中世以降

6320 釘 一部残存 1 号配石 Bi-15g-10 頭部片折 0.7g 25mm 5 X 3 

6321 釘 下部欠損 フク土 頭部片折 8.lg 76mm 9 X 8 中世以降

3 号配石下

6322 釘 一部残存 フク土 頭部片折 3.0g 30mm 6X- 中世以降

3 号配石下

6323 T字釘 下部欠損 09南池西 Bf-2lg-3 5 3g 42mm 30X 6 

6324 評釘 頭部残存 12 寺院北中央C Be-13g-23 9.5g 16mm 56X 7 
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第 4 節寺院址出土遺物

番号 器種 残存状況 出土区域遺構 グリッド名 特徴 重旦 長さ 幅 形 状 備考

6325 鎚 10寺院址中央A トレンチ内 26 2g 89mm 9 X 5 

Bb-19g 

6326 刀子 08南池 At-18gフク土 柄 7.lg 59mm 12mm 

6327 刀子 08南池 At-18gフク土 柄 9 Og 45mm 13mm 

6328 刀子 09 南池西 Be-2lg-35 柄 5.7g 46mm 10mm 

6329 刀子 11 寺院址中央B B1-20g * 5.0g 57mm 16X 6 

6330 刀子 11 寺院址中央B Bi -19gフク土 * 2.4g 21mm 15X 4 

6331 刀子 11 寺院址中央B Bi -18gフク土 * 9.0g 20mm 7 mm 

6332 刀子 11 寺院址中央B Bg-22g 鋒 1 5g 29mm 14mm 

6333 刀子 12 寺院址中央C Be-13g-16 刀身 12 5g 57mm 17mm 

6334 刀子 12 寺院址中央C Bc-12g-17 柄 7.7g 55mm 12mm ねじ曲っている

6335 刀子 15 寺院址西部 P1t13-l 刀身 8 3g 53mm 19mm 

Bn-23g 

6336 刀子 15 寺院址西部 Pit13-2 * 6.8g 56mm 16Xl0 

Bn-23 

6337 刀子 17 農道西 トレンチ内 刀身 17.2g 75mm 31mm 

Bf-23 

6338 火打金 ほぼ完形 12 寺院址中央c Bc-13g-61 10.5g 20mm 58mm 

6339 火iT金 一部欠損 13 寺院址北西A Bd-9g-4 22.2g 38mm 97mm 

6340 キセル 11 寺院址中央B Bf-15gフク土 吸口 3. lg 30mm lOX 8 

6341 キセル BK-2 フク土 吸口 2 Og 37mm 13X 4 下は折り曲げてつぶ

してある

6342 不明 11 寺院址中央B Bh-14g-80 2.3g 42mm llX 4 

6343 仁目 05 北池 Au-14gフク土 5.2g 72mm 9 mm 

6344 蓋 不明 不明 79.5g 69mm 

6345 鉄輪 10 寺院址中央A Bf-18g-2 4. 7g 外径 内径

27mm 19mm 

6346 鉄輪 15 寺院址西部 BI-19gフク土 5.2g 外径 内径

33mm 26mm 

6347 不明 11 寺院址中央B Bi-15gフク土 2 Og 21mm 

6348 不明 12 寺院址中央C 2.3g 20mm 15X 3 

6349 不明 13 寺院址北西A Be-8g-29 2.4g 35mm 20X 5 

6350 不明 15 寺院址西部 Bn-20gフク土 7.Og 34mm 18mm 

6351 不明 15 寺院址西部 Bm-20gフク土 6.9g 24mm 13mm 

6352 不明 15 寺院址西部 Bn-22gフク土 l.Og 32mm 16mm 

6353 不明 16 寺院址南西 Pitフク土 10.2g 50mm 32mm 

Bl-24g 

6354 不明 16 寺院址南西 Pit7-l 2.3g 22mm 19mm 

Bm-24g 

6355 不明 16 寺院址南西 Pitフク土 2.8g 26mm 16mm 

Bm-24g 

6356 不明 17 農道西 トレンチ内 14 2g 22mm 38mm 

Bg-llg 

6357 12 寺院址中央C Bd-12g-14 11 lg 45mm 25mm 

6358 15 寺院址中央C Bk~20gフク土 3.3g 38mm 16mm 

6359 Bk-29-1 B1-2lg 11 3g 41mm 17mm 

6401 キセル 一部残存 11 寺院址中央B Bf-19g-l 雁首 2 Og 11mm 16X6 たばこを詰める部分

6402 キセル 一部残存 11 寺院址中央B Bh-19g-3 吸口 2.0g 40mm 

6403 紺も玉 05北池 As-15g-3 10.3g 12mm llmm 

6404 餃阻玉 B 区 表採 11.0g 12mm 12mm 
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第195図 大御堂寺院址出土遺物実測図(54)―石製品一

7 石製品・石材

寺院址部分では、石造物および園池遺構に伴う石材の他に、硯．砥石等が出土している。

6601 は約 1 / 2 の残存状況で、幅31mm、厚さ 5mm、長さは不明である。

6602 は砂岩の小礫に穿孔の痕跡が認められるものである。 6603 は軽石製の砥石である。長径97mm、短径57

mm、 18mmである。

6604~6608は仕上げ砥と思われる砥石で、いずれもかなり使いこまれている。時期は不明であるが近世以降

と思われる。（綿貫鋭次郎）
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第 5 節 c 区検出の中近世の遺構と遺物

1 C 区検出の中近世遺構

(1) 検出遺構の概況（第196図•第197図）

大御堂調査区の中央付近を南北に横断する農道から、前原調査区との境を為す比高 3m~5mの段差まで

の間、約100mの区間 (B 区の一部と C 区）では、前述の縄文・弥生時代の遺構と遺物の他に、中近世の時期

と考えられる多数の溝状遺構、井戸跡、掘立柱建物跡群等が検出された。

この区域は鮎川崖からは約100m離れており、農道下には第 2 号濠跡が確認されている。調査前には水田圃

場として利用されており、現況での標高は107.50m~108.50mであった。ここでは表土層（水田耕作土）は

約20cmの厚さで堆積し、その下には標準土層第 II層がほぽ水平に堆積している。中近世と考えられる遺構群

は、この 2 つの層を除去した段階の暗褐色粘質土上面での遺構確認作業で検出された。確認面標高は東側農

道近くで107.OOm、西側段差下で108.50mで、やや西が高いもののかなり水平に近い平坦面である。

溝状遺構は28条確認したが、その多くは、埋土中に浅間A軽石が混入しているのが確認され、調査前の現

況で確認される水路をほぽトレースし、出土遺物は非常に少なく、幾つか見られた陶磁器類の小片も近現代

のものであることから、報告対象からは除外することとした。ここで取り上げる 5 条の溝状遺構のうち、大

御堂第18号～第21号溝状遺構は調査前現況では既に完全に埋没して痕跡の確認はできず、近世以前の時期の

ものと推定された。また、大御堂第22号溝状遺構では近世後半の陶磁器類の比較的まとまった出土が見られ

た。大御堂第22居溝状遺構をトレースする水路は丈量図において確認出来るが、出土遺物から近世後半の18

世紀後半から 19世紀にかけて開削であろうと推定される。鮎川左岸の低位面での水田圃場は東西に細長い短

冊形に畦畔が区切られ、長辺はほぽ 1 町 (108m) である。報告対象外とした溝状遺構もすべてこれと同様の

性格のものと考えられ、近世後半以降現代（調査開始前）まで使用された農業用水路と考えられる。

大御堂第18号～第21号溝状遺構は、埋土中に浅間A軽石が見られないことから近世前半以前の時期と考え

られる。更には、この 4 条は方形区画を構成する平面的配置で、その区域内からは掘立柱建物跡が 8 棟検出

され、相互に関連する性格をもつことが推定される。また、ここは寺院址のすぐ西側にあたり、“寺域”に対

する“寺地”としての性格が考えられ、寺院址との関係が想定される。

(2) 大御堂第18号～大御堂第22号溝状遺構（第197図、写真図版42)

調査前の地割りにはその痕跡が認められず、近世以前と考えられた溝状遺構は 5 条確認された。そのうち

大御堂第 1 号溝状遺構 (BD17) は、埋土及び切り合い関係から、この区域においては最も古い遺構として、

その出土遺物から 8 世紀代以降11世紀以前と推定した（第III章第 1 節参照）。

大御堂第18号溝状遺構 (CD 2) はこの大御堂第 1 号溝状遺構を切って東西方向にのび、調査区内での確認

長は112m、主軸方位はN-71°-Wである。東端は Bq24グリッドで第 2 号濠に接続しここでの確認面標高は

107.30m、底面標高は106. 70mである。西端は Cs16グリッドで調査区外へのびここでの確認面標高は107.50

m、底面標高は106. 70mである。溝は箱薬研堀の断面形状で、上端幅は140cm、下端幅は25cm~30cm、深さは

80cm~90cmである。溝埋土は 1 層に茶褐色粘質（シルト質）土がブロック状に混入した黒褐色粘質土、 2 層

にはやや軽石の混入した黒褐色土が見られる。埋土 1 層は人為的埋め戻し土と見られ、 2 層には水流の痕跡

が認められる。流水の痕跡を示す薄い砂質土の堆積は、第 2 号濠に近い東よりの土層に顕著に確認された。

大御堂第22号溝状遺構は、これと平行してすぐ南で検出された。遺構検出面は大御堂第18号溝状遺構をか
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なり削平した面と見られ、確認面からの深さは40cm~50cmで底面近くまで浅間A軽石を含む褐色土が見られ

た。この溝は浅間A軽石降下以降、即ち 18世紀後半より後の掘削と考えられ、 Bs26グリッド付近で北方向に

走行を変える。第 2 号濠が埋められ農道として存在しており、それに規制されて北流する走行となったと考

えられる。現在まで確認される土地利用の形態は、この大御堂第22号溝状遺構の掘削された18世紀末～19世

紀以降のものであると考えられ、他の浅間A軽石を埋土に含み現在まで残る溝についてもほぽ同様に考えら

れる。

大御堂第18号溝状遺構と平行する走行を示す溝が大御堂第21号溝状遺構 (CD24) である。大御堂第18号溝

状遺構とは約56m離れて、調査区の南よりで検出された。確認長は約46mで、東端は Cq32グリッドで調査区

外に、西端は Da27グリッドで段差下に沿う現代の溝により切られ、その先の走行は不明である。溝の断面形

状は比較的浅い逆台形で、上端幅120cm、下端幅40cm、深さは約35cmである。埋土の状況は大御堂第18号溝状

遺構とほぼ同様である。主軸方位はN-60°-Wである。この平行する 2 条の溝を結ぶ南北方向の走行を示す

溝が 2 条検出された。東側のものが大御堂第19号溝状遺構(CD12) 、西側で検出されたものが大御堂第20号溝

状遺構 (CD22) である。

大御堂第19号溝状遺構 (CD12) は、上端幅80cm、下端幅20cm、深さ 50cmでやや小規模な箱薬研堀である。

主軸方向はN-20°― E で、 Cb21グリッドで大御堂第18号溝状遺構と接続し、南端は調査区外へのび、確認面

（底面）標高はそれぞれ107. 40m (106. 90m) 、 107.60m (107. 20m) である。調査区内での確認長は約40m

であるが、これと平行する大御堂第20号溝状遺構と同様のものとすれば、 56m~62mの推定長である。

大御堂第20号溝状遺構 (CD22) は、上端幅96cm、下端幅36cm、深さ 50cmでやや小規模な箱薬研堀である。

主軸方向はN-21°-E で、 Cb21グリッドで第18号溝状遺構と接続し、南端は Ct30グリッドで大御堂第21号

溝状遺構に接続する。確認面（底面）標高はそれぞれ107.55m (106. 90m) 、 109.20m (108. 80m) であり、

確認長は約56mであり、前述の大御堂第20号溝状遺構と同様の規模で約54mの距離をおいて平行する。

この 2 条の溝状遺構は遺構規模は大御堂第18号・第22号溝状遺構よりは断面形状においてやや小規模なも

のであり、接続部での底面標高に段差が見られることから、その掘削には若干の時間差があるものと思われ

るが、大御堂第20号溝状遺構が示すように、 2 つの溝状遺構と直交して接続し、方形区画を形成する意図を

もつものとすれば、この 4 条の溝状遺構は同時期に存在していたものと推定される。それぞれの遺構埋土に、

上層で黄褐色シルト質がブロック状に多量に混入した黒褐色土があり、下層に砂質土まじりの黒褐色土が見

られるという共通点からも考えられる。大御堂第18号溝状遺構を南へ大御堂第21号溝状遺構を東へそれぞれ

延長すれば、両者は接続するものと考えられる。その場合に 4 条の溝状遺構は四辺がNE←53m→NW←57m

→ SW← (55m) → SE ← (64m) →NE のほぼ方形の区画となる。また、東西方向の二つの溝状遺構は西端

は段差付近に、東端は第 2 号濠跡と考えられ、その距離は約120mである。したがって、平行する大御堂第18

号溝状遺構と大御堂第21号溝状遺構との間では、大御堂第19号・第20号溝状遺構によって 3 つの方形区画が

作られる。東・中・西の 3 区画を見ると、東区画は北西部の半分程度が調査区内となるがここでの遺構検出

は見られず、中及び西区画では掘立柱建物跡がそれぞれ検出されている。

大御堂第21号溝状遺構は他の 3 条の溝状遺構と比較して、主軸方位に若干のずれが認められる。しかし、

溝はほぽ同時期に機能したものと考えられることから、開削時期の若干の時間差と推定され、その場合には

本遺構が他の 3 条に先行するものと思われる。

(3) 掘立柱建物跡

c 区では 8 棟の掘立柱建物跡が検出された。いずれも前述の溝状遺構による方形区画の中にあることから、
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遺構番号 遺構名 称（調査名称） 所在グリッド

0 0 1 大御堂第 1 号敷石住居跡(CJ!) Ca•Cb-19·20 g 

0 0 2 大御堂第 2 号敷石住居跡(CJ2l Cd•Ce-29•30g 

0 0 3 大御堂第 1 号土坑(Ck l) (Cf •Cg-17g) 

0 0 4 大御堂第 1 号溝状遺構(BD J 7) Bo~Cb-15~30g 

遺構番号 遺 構 名 称（調査名称） 所在グリッド

0 8 2 大御堂第18号溝状遺構(CO2) Bq~Cr-16~24g 

0 8 3 大御堂第19号溝状遺構(CD12) Cc~Cf-22~31g 

0 8 4 大御堂第20号溝状遺構(CD22) Co~Ct-17~30g 

0 8 5 大御堂第21号溝状遺構 (CD24) Cq~Da-27~33g 

0 8 6 大御堂第22号溝状遺構(CD1) Bs~Cs-17~26g 

0 8 7 大御堂第 2 号井戸跡(CE!) Cg•Ch-!5 g 

遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド

0 8 8 大御堂第12号掘立柱建物跡(CBI) Ch•Ci-25~27 g 

0 8 9 大御堂第13号掘立柱建物跡(CB2) Ch•Cj-25~27 g 

0 9 0 大御堂第14号掘立柱建物跡(CB3) Cj-26g 

0 9 l 大御堂第15号掘立柱建物跡(CB4) Ct •Cu-24·25g 

0 9 2 大御堂第16号掘立柱建物跡(CB5) Cu~Cw-23~25g 

0 9 3 大御堂第17号掘立柱建物跡(CB6l Cr•Cs-22g 

0 9 4 大御堂第18号掘立柱建物跡(CB7) Cs•Ct~21~23g 

0 9 5 大御堂第19号掘立柱建物跡(CB8) Cs~Cu-24ｷ25g 

濠遺構名称は遺構番号で明示
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第196図 大御堂調査区C 区遺構全体図
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大御堂第18号溝状遺構 A-A'、 B-B'、 C-C'注記

1 暗褐色砂質土層 黄褐色粒子の混入が見られる。

2 茶褐色土層 粒子やや粗く砂質。

3 黒褐色砂質土層 B軽石を主とする砂質土層。水流の痕跡が認められる。

4 暗灰褐色土層 粘質土、下層では砂質。水流の痕跡が認められる。

5 暗褐色土層 粘質土と砂質土が互層に観察でき、水流の痕跡が認められる。
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大御堂20号溝状遺構 D-D'注記

1 黒褐色土層 黄褐色シルト質土小プロック・軽石を含む。

2 黒褐色土層 やや暗灰色に近い色調を呈し、粘質土・砂質土の層が認められる。

3 黒褐色粘質土層
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C31も 大御堂第19号溝状遺構 E-E'注記

1 暗褐色土層 黒色土と黄褐色土の混土層。よく締まっている。

2 黒褐色土層 粒子やや粗く砂質、下層でやや黄色味がある。

3 暗褐色砂質土層

4 暗灰褐色土層

5 暗灰色粘質土層
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大御堂第21号溝状遺構 F-F'注記

l 灰褐色砂質土層 黄褐色シルト質土プロック・軽石を含む。

2 黒褐色土層 やや暗灰色に近い色調を呈し、シルトに近い粘質土である。

3 黄褐色シルト質土層
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第197図 大御堂調査区c 区中世遺構平面図





第 5 節 C 区検出の中近世の遺構と遺物

溝と掘立柱建物跡とは関連性のあるものと推定される。大御堂第12号～第14号掘立柱建物跡 (C 区東群）は

中区画にまとまって検出され、大御堂第15号～第19号掘立柱建物跡（ C 区西群）は西区画で検出された。東

群の掘立柱建物跡は確認標高が107.00m、西群では107.83m~108.05mである。

東群では 3 棟が検出された。大御堂第12号掘立柱建物跡と大御堂第13号掘立柱建物跡は 2 間 X 3 間の総柱

構造で、建物長軸方位がN-21°-E 、 N-22°-E とほぼ一致し、規模もほぼ同様で重複する。大御堂第13号

掘立柱建物跡には西の入側先に外屋ないし廂がつく。重複の新旧関係は不明である。

大御堂第14号掘立柱建物跡はこの 2 棟のすぐ西にある 1 間 X 2 間の小規模な建物である。大御堂第12号掘

立柱建物跡とは建物の南側の棟がほぼ一直線上に揃うという共通性が認められ、おおよそ 1 間半の距離で、

大御堂第12号掘立柱建物跡の梁間 1 間と桁間距離がほぼ同じであることから同時期に存在していた可能性が

高いと思われる。柱穴埋土は浅間B軽石を含む黒褐色土である。

西群では 5 棟の掘立柱建物跡が検出された。大御堂第15号～第17号掘立柱建物跡は 2 間 X 3 間、大御堂第

第20表 大御堂調査区 c 区掘立柱建物跡一覧表

遺構名称 調査名称 棟方位
規模

面積（m')
桁行(m) 梁行(m)

庇 (m)
柱穴平面

備 考
（間） x （間） ①長辺 ②短辺 ①長辺 ②短辺 形状

第12号掘立柱建物跡 C B 1 N-20°—E 3 X 2 32.2 ( 7.07 ( 7.05 ( 4.57 ( 4.55 隅丸方形 総柱

第13号掘立柱建物跡 CB2 N-21ー-E 3 X 2 31. 7 ( 8.10 ( 8.08 ( 4 90 ( 4.81 8.49 隅丸方形 総柱

第14号掘立柱建物跡 CB3 N-70'-W 2 X 1 3.62 ( 2.12 ( 2 10 ( 1 74 (1. 70 円形

第15号掘立柱建物跡 CB4 N-26°—E 3 X 2 24.2 ( 5 74 ( 5.67 ( 4.37 ( 4.14 隅丸方形 総柱

第16号掘立柱建物跡 CB5 N-28ー-E 3 X 2 37.5 ( 8.19 ( 8.16 ( 4 63 ( 4.55 楕円形 総柱

第17号掘立柱建物跡 CB6 N-19ー-E 2 X 1 6.1 ( 2.65 ( 2.58 ( 2.35 ( 2.35 円形

第18号掘立柱建物跡 CB7 N-24°—E 3 X 2 21.8 ( 6.29 ( 3 61 ( 3.34 円形 総柱

第19号掘立柱建物跡 CB 8 N-71ー-W 2 X 2 21.1 ( 4.38 ( 4 33 ( 4.86 ( 4.84 円形 総柱
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第199図 大御堂第12号掘立柱建物跡遺構平面図

18号掘立柱建物跡は 2 間 X 2 間の平面構造で全て総柱構造である。大御堂第17号掘立柱建物跡は 1 間 X 2 間

(2. 67m X 2. 29m) とたいへん小規模なもので、東群にも同様な建物が見られ、この二つの建物については付

属舎のような性格の建物であったと推定される。

平面的配置からは、北の 2 棟と南の 3 棟とに別れるが、大御堂第18号掘立柱建物跡と大御堂第19号掘立柱

建物跡に重複関係が見られ同時期存在は最大で 4 棟である。建物の棟方位に若干の差異が認められるが、大

御堂第18号掘立柱建物跡と方位を共通する大御堂第16号掘立柱建物跡は、半間 (3 尺）の距離を隔てただけ

で並んでおり、密接に関係する建物と推定される。また、大御堂第19号掘立柱建物跡とは北側の 2 棟が共通

性を持つと考えられ、この 3 棟を一群の建物とし、これに対し南側の大御堂第15号掘立柱建物跡と大御堂第

16号掘立柱建物跡とが対の存在としてあったことが考えられる。
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第 5 節 C 区検出の中近世の遺構と遺物
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第21表(1)

第12号掘立柱建物跡柱穴計測表

゜

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 28X24X51 107.11 p 1~P 2 225 p 1~P 10 230 

2 26X24X41 107. 20 p 2~P 3 258 PlO~P 9 225 

3 36 X 36 X 61 107. 04 p 3~P 4 224 

4 32X28X39 107. 25 p 2~Pll 231 

5 26X24X37 107. 28 P10~P 11 219 Pll~P 8 266 

6 26 X20 X 40 107. 27 Pll~P 12 263 

7 22X20X59 107. 00 p'12~P 5 223 p 3~P 12 234 

8 24 X22 X 41 107 16 Pl2~P 7 224 , 19 X 18 X 79 106. 72 p 9~P 8 215 

10 22Xl8X54 107 01 p 8~P 7 266 P4~P 5 233 

11 22X22X57 106 99 p 7~P 6 224 p 5~P 6 224 

12 28X23X67 106. 95 

I : 60 2m 

第201図 大御堂第14号掘立柱建物跡遺構平面図

第14号掘立柱建物跡柱穴計測表

第13号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 22 x2ox 8 107.53 p 1~P 2 102 p 1~P 6 170 

2 18Xl6Xl7 107.47 p 2~P 3 110 p 2~P 5 178 

3 16Xl4X 9 107. 51 p 3~P 4 174 

4 16X 13 X 18 107 48 p 6~P 5 110 

5 20X 18 X 11 107 56 p 5~P 4 100 

6 22X 18 X25 107. 42 

柱穴
長径x短径 x 深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 28X 20X 54 107. 03 p 1~P 2 250 p 1~P 10 246 

2 28X25X31 107. 28 P2~P 3 318 PlO~P 9 235 

3 32 X 28X 48 107 17 P3~P 4 242 

4 30 X 28X 65 107 03 P 2 :..__p11 237 

5 30X29X 46 107. 21 PlO~Pll 247 Pll~P 8 236 

6 26X22X49 107.19 Pll~P 12 328 

7 22X20X27 107.36 Pl2~P 5 233 p 3~P 12 245 

8 30 X24 X 51 107 16 Pl2~P 7 234 , 24 X24 X 74 106 72 p 9~P 8 238 

10 38X28X27 107. 29 p 8~P 7 316 p 4~P 5 242 

11 25 X25X 66 106. 91 p 7~P 6 250 P5~P 6 248 

1—2 29X—25X66 106.97 

13 18 X 16 X 29 107.19 庇 Pl3~Pl6 pg~P  16 103 

14 20 X20 X 36 107. 26 Pl6~P 15 266 P 8~P 15 101 

15 20 X20 X48 107. 09 Pl5~P 14 311 P7~P 14 105 

16 26 X22 X 35 107. 22 P 14~P 13 250 P6~P 13 104 

建物規格からは、大御堂第16号掘立柱建物跡と大

御堂第18号掘立柱建物跡に桁行 3 間の柱間の取り方

で、中央がやや広いという共通する特徴が認められ

る。また、大御堂第17号掘立柱建物跡は、遺構規模

が小さく付属舎的な性格を持つものと推定されるが、建物方位からは大御堂第19号掘立柱建物跡との共通性

が窺われる。

大御堂第17号掘立柱建物跡では中央やや東寄りに直径20cm ・深さ 2 cmの焼土痕跡が検出された。確認段階

ではこれに掘り方は誇められず、ただ地面が焼土化していただけであったが、その中央部は強い火力を受け

たらしく青黒く硬化していた。単一面での確認であるため、この焼痕が大御堂第17号掘立柱建物跡に確実に

付随するものであると断定するのは難しいが、もし同時期の所産であるとするならばこの焼痕から判断して

固定的な燃焼施設の存在も窺われる。以上は調査時の所見であるが、遺物整理の段階においてふいごの羽口

と思われる小片が見られた。これについては整理作業の工程上の問題と遺物の残存状況が思わしくなかった

ので、図化等は省いたが、あるいはこうした焼土痕跡に関係するものと推定でき、ここの建物跡の性格を窺

わせるものの可能性がある。これについては、類例資料を待って検討したい。なお、同様な焼土痕跡は、大

御堂第19号掘立柱建物跡のやや東方でも 1 カ所確認されている。

C 区で検出された掘立柱建物跡は、東西 2 群に分かれ、ほぽ半町を単位として方形に区画された溝状遺構

のなかにある。東群の大御堂第12号掘立柱建物跡・大御堂第14号掘立柱建物跡と西群の大御堂第16号掘立柱

建物跡と大御堂第17号掘立柱建物跡とは東西でほぼ同じ位置にあり、通常の居住域としてというよりは、ほ

ぽ南北に長軸をもつ建物の配置や柱間距離の不規則性などから、共通の企画性をもち何らかの意図をもっ
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第203図 大御堂第15号掘立柱建物跡遺構平面図

た配置と考えることができよう。

建物群の柱穴からは浅間B軽石を含む黒褐色土が見られ、寺院址とは同時期に存在した可能性が考えられ、

構築時期を中世と考えることができよう。ここはいわゆる寺地に当たる区域であり、寺地における建物の在り

方を知る上では重要である。この点については、今

後の類例資料を待って検討課題としたい。

(4) 大御堂第 2 号井戸跡（第208図）

大御堂第 2 号井戸跡は C 区中程の北よりにあたる

Cg• Ch-15グリッドで検出された。ほぽ円形の平面

形状を示し、径は264cm~222cmである。確認面より

深さ約110cm まで掘り下げ、それより下部は湧水のた

め未掘である。遺構埋土には浅間A軽石が認められ、

本遺構は近世後半以降の埋没と推定される。

（船藤亨・綿貫鋭次郎）

第21表(2)

第15号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 25X24X42 107.52 p 1~P 2 175 p 1~P 10 230 

2 31X31X33 107. 59 P2~P 3 220 PlO~P 9 207 

3 28X27X29 107.64 P3~P 4 172 

4 28X 25X33 107. 66 P2~P 11 223 

5 24 X 23X37 107. 62 PlO~Pll 173 Pll~P 8 198 

6 32X27X47 107. 55 Pll~P 12 217 

7 28X 23X38 107. 57 Pl2~P 5 183 P3~P 12 213 

8 46X 35X34 107.63 Pl2~P 7 204 , 35X34 X39 107.56 pg~P 8 170 

10 30X23X32 107.63 P 8~P 7 213 p 4~P 5 220 

11 34 X32X29 107.67 P7~P 6 191 P5~P 6 194 

12 31X28X31 107 66 
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第204図 大御堂第16号掘立柱建物跡遺構平面図

2 C 区出土の中近世遺物（第209図、写真図版74)

C 区での中近世遺物の出土はA·B 区と比較すると極端に少なくなる。寺院址遺構とは農道及び農道下検

出の第 2 号濠跡によって隔てられ、遺構が溝状遺構の検出を除けば殆ど見られないこととも符合するように、

遺物の出土量もかなり少ない。出土遺物は、近世以降の陶磁器類が中心である。掲載した遺物は、出土遺物

（収納箱で約 2 箱）のうち近代以降のものを除き、個体識別が可能でC 区における状況を説明し得る資料を

選択した。遺構に直接伴うものは大御堂第16号掘立柱建物跡のピットから出土した3702の須恵器の瓶胴部小

片である。しかし、埋土は遺物の年代よりはやや時代が下ると思われ、遺構の時期を示す資料であるかどう
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第205図 大御堂第17号掘立柱建物跡遺構平面図

第21表（3)

第16号掘立柱建物跡柱穴計測表

かは不明である。これ以外に掲載した3701 ・

3703~3719 • 3721の19点はすべて大御堂第

22号溝状遺構からのもので、出土総量の約

％である。グリッド掘り下げ途中でも遺物

出土はわずかながら見られたが、近代～現

代のものが多く、近世のものとしては掲載

遺物が C 区を代表する。

3701の埴輪小片の他は近世と思われる軟

質陶器・陶磁器類である。 3703 は盤若しく

は火舎類の口縁部かと思われる。 3704 は火

舎の口縁部片で、外面にへら描きの唐草

文が見られる。いずれも瓦質焼成である。

3705~3709 は陶器の摺鉢である。 3705•3706

は瀬戸美濃系で鉄釉が掛かり、 3706はやや

和l
焼き締っている。 3707 • 3708 ば妬器質であ

り、関西系の焼締陶器と思われる。 3709 は

灰釉の掛かる焼き締めの摺鉢で在地系と思

われる。 3710 は褐釉の掛かる鉢（筒形）の体部下半

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(an)

番号 桁 行 梁 行

p 1 48X 45 X48 107.47 p 1~P 2 250 p 1~P 10 223 
, 2 35X34X37 107 61 p 2~P 3 319 PlO~P 9 240 

3 40X 28X39 107.62 P3~P 4 250 

4 36 X 30 X38 107. 67 P 2~Pll 228 

5 18X 18X31 107. 71 PlO~P 11 246 Pll~P 8 238 

6 16X 16X23 107. 79 Pll~P 12 322 

7 34 X 30X 18 107.83 P12~P 5 238 P3~P 12 224 

8 44 X34 X 18 107.80 Pl2~P 7 238 , 44 X33X 17 107. 77 P 9~P 8 250 

10 40X30X22 107. 72 P 8~P 7 322 p 4~P 5 225 

11 54X50X31 107.65 P7~P 6 244 p 5~P 6 230 

12 46 X39X 30 107. 71 

第17号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 23X 23X45 107.32 p 1~P 2 265 p 1~P 6 107 

2 30X28X44 107. 38 p 6~P 5 128 

3 23X 23 X 6 107. 76 P6~P 3 266 

4 26X23X39 107.43 p 2~P 3 lll 

5 26X26X20 107. 56 P5~P 4 258 P3~P 4 125 

6 25X24X41 107. 37 

で瀬戸系である。 3711 は黄瀬戸釉の丸碗底部片で

ある。3712~3719 は肥前系の白磁染付で、3712 • 3714 

は皿、 3713 は袋物、 3715~3719 は碗の小片である。

3721 は陶胎染付の胴部小片と思われる。

肥前系の染付については生産地での年代が特定さ

れており、それによれば3712~3714 は17世紀末～18

世紀前半、 3715 は18世紀前半～中頃、 3718では18世

紀中頃以降の生産年代である。大御堂第22号溝状遺

構に伴うと考えられる遺物の年代は17世紀末を上限

として 18世紀中頃までが主たる時期と考えることが

できよう。ここで見られる遺物は、寺院址で出土し

た近世陶磁器類に共通する。

3720は近代に入ってからの溝から出土した染付で、

急須の胴部である。呉須は濃いコバルトブルーに発

色し、染付には滲みが見られ、焼成の状況は良くな

い。 （綿貫鋭次郎）

3 浅間A軽石降下前後の遺構（第210図～第212図）

大御堂調査区においては、浅間A軽石の純堆積層の確認と、これを埋土とする遺構確認が遺構検出の当初

の段階で実施された。寺院址に関わる遺構については、この段階から園池遺構をはじめとして確認されたが、
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第206図 大御堂第18号掘立柱建物跡遺構平面図

農道西側では面的にはほとんど確認されず、溝状遺構

の埋土中に見られたのみである。 A•B 区においても

同様で、調査前の現況で確認できる水路の痕跡には浅

間A軽石が埋土中に認められる。

浅間A軽石の降下純層を明瞭に確認することはでき

なかったが、南池・北池及び第 1 号池状遺構において

水流の影響を受けてはいるが比較的純層に近い状態を

確認できた。埋没年代は浅間A軽石降下後のある程度

下った時期と考えられ、 18世紀末以降と考えられる。

これと同じ時期の遺構として、寺院址北部にあたる

Aじ～Ba-05~08グリッドで畠作の痕跡と思われる畝

第21表（4)

第18号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 26X24X31 107.43 p 1~P 2 218 p 1~P 10 191 

2 18X 18X20 107.57 P 2~P 3 236 PIO~P 9 170 

3 21 X 18X44 107. 38 P3~P 4 175 

4 21 x2ox 15 107. 68 P2~P 11 184 

5 20Xl9Xl3 107. 73 P10~Pll 193 Pll~P 8 180 

6 28X27X 32 107.52 Pll~P 12 242 

7 26X 25X20 107.64 Pl2~P 5 190 P3~P 12 185 

8 28X28X23 107.56 Pl2~P 7 176 , 23X 20X 42 107.32 p 9~P 8 214 

10 30X 28X 26 107. 49 P 8~P 7 244 p 4~P 5 166 

11 30X 29X 43 107.36 P7~P 6 174 p 5~P 6 168 

12 22 X 22X 43 107.40 
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第207図 大御堂第19号掘立柱建物跡遺構平面図
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土層注記

1 軽石を多量に含む砂質の灰黒褐色土

軽石はA軽石と思われる。

2 1 と同質で軽石の含有量が少ない。

3 黒褐色砂質土で少旦の軽石を含む。

4 8 に同じ。

5 黒褐色砂質土を主とする。

6 黒褐色粘質土を主とする。

7 3 と 6 の混土

8 灰褐色砂質土

9 8 に小礫を多量に含む。

10 灰褐色粘質土

11 10に同色で砂質をややおびている。

第21表(5)

第19号掘立柱建物跡柱穴計測表

゜ I : 60 2m 

第208図 大御堂第 2 号井戸跡遺構平面図

288 

柱穴
長径 x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 35 X 31 X 28 107. 60 p 1~P 2 215 p 1~P 8 264 

2 27X27X45 107. 48 p 2~P 3 218 P 8~P 7 220 

3 38X35X36 107 56 

4 24X23X24 107. 71 P 8~P 9 224 P 2~P 9 278 

5 27X26X45 107. 50 p 9~P 4 210 P 9~P 6 196 

6 24X20X52 107.44 

7 40X38X48 107. 45 p 7~P 6 214 P3~P 4 284 

8 48X40X37 107. 57 p 6~P 5 224 p 4~P 5 202 , 25X24X41 107. 51 



第 5 節 C 区検出の中近世の遺構と遺物
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

第22表大御堂調査区出土遺物観察表ー C 区一

遺物番号 種別 出土位置
法盤 摺目条

成 形

挿図番号 器種 出土グリッド
(mm) 摺目幅

底 部 ①胎土（文様） ②焼成③色調 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 器 形

3701 埴輪 厚 20 紐作り ①中粒砂 外：縦ハケ

209 円筒 Cf02g ②酸化焔・普通 内：横ハケ

74 胴部小片 大第22号溝 円筒 ③表面：鈍い赤褐色、断面：鈍い褐色

3702 須恵器 厚 12 紐作り ①細粒砂、白色小砂粒 外：平行叩き

209 甕 ~14 欠損 ②還元焙・良好 内：横ナデ

74 胴部小片 大第16号掘立 球形胴 ③表面：紫灰色、断面：青灰色

3703 軟質陶器 厚 15 ロクロ作り ①細粒砂、微粒雲母・白色小粒子 外内：横ナデ 平口縁

209 火舎 欠損 ②還元焔・瓦質 表面：ミガキ

74 口縁部 大第22号溝 高台付盤形か ③表面：青黒色、断面：青灰色

3704 大軟質陶器 厚 8 ロクロ作り ①細粒砂、微粒雲母・赤褐色小粒子 外内：横ナデ 体部外面に

209 火舎 口唇幅20 欠損 ②酸化焔・表面燻、瓦質 口唇部は平坦で 唐草文

74 口縁部 第22号溝 円形火鉢か ③表面：青黒色、断面：浅黄橙色 内反する

3705 陶器 厚 8 目 20条 ロクロ成形 ①細粒砂 外：横ナデ 瀬戸美濃系

209 摺鉢 幅 45mm 欠損 ②酸化焙・良好 器面：鉄釉

74 体部片 大第22号溝 鉢形 ③表面：暗赤褐色、断面：灰白色

3706 陶器 厚 9 目 13条 ロクロ作り ①細粒砂、黒色粒子 外：横ナデ 瀬戸美濃系

209 鉢．摺鉢 ~7 幅 38mm 欠損 ②酸化焔・やや焼締（断面一部還元） 器面：鉄釉

74 体部片 大第22号溝 鉢形 ③表面：暗赤褐色、断面：灰白色（灰色）

3707 陶器 厚 10 目 7条？ ロクロ作り ①粗粒砂、小砂粒 外：指ナデ痕 関西系

209 鉢．摺鉢 ~6 幅 20mm 欠損 ②酸化焔・焼締・堅緻 器面：鉄釉 （信楽か）

74 体部片 大第22号溝 鉢形 ③表面：暗褐色、断面：褐灰色

3708 陶器 厚 9 目 7 条 ロクロ成形 ①細粒砂・精選 器面：鉄釉 関西系

209 鉢・摺鉢 Ckl9g 幅 22mm 平底 ②酸化焔・焼締・堅緻

74 底部 大第22号溝 鉢形 ③表面：暗褐色、断面：褐灰色

3709 陶器・施釉 厚 17 目 11条 ロクロ成形 ①粗粒砂・精選 器面：灰釉 在地系

209 鉢．摺鉢 ~10 幅 27mm 欠損 ②酸化焔・焼締・堅緻 （下仁田か）

74 体部片 大第22号溝 鉢形 ③表面：浅黄橙色、釉調：暗オリープ

3710 陶器 厚 15 ロクロ成形 ①細粒砂、精選・均質、灰白色 器表面：褐釉 瀬戸美濃系

209 鉢 ~10 平底 ②酸化焔・良好・堅緻

74 体～底部 大第22号溝 盤形か ③外面：褐色

3711 陶器 ロクロ成形 ①細粒砂、精選、灰白色 黄瀬戸釉 瀬戸美濃系

209 丸碗 ②酸化焙、良好 高台裏・無釉

74 底部 大第22号溝 底 10 ③釉調：黄色

3715 磁器・染付 ロクロ成形 ①白色、精選 尚台裏「太明選 肥前系

209 碗 ②良好 年製」＜ずれ 18c中～後

74 底部 大第22号溝 底 36 やや密 ③青灰色

3718 磁器・染付 ロクロ成形 ①白色精選 高台裏「渦福」 肥前系

209 碗 ②良好 外．二重網目文 18c前～中

74 底部 大第22号溝 底 36 ③青灰色 内．網目文

3720 磁器・染付 ロクロ成形 ①胎土：やや密・白色 呉須は濃いコバ 関西または

209 急須 ②やや良好 ルトプルーに発 会津系

74 体部 近代溝 (CD25) ③くすんだ白 色 19c 
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第 5 節 c 区検出の中近世の遺構と遺物
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第210図 大御堂調査区浅間A軽石埋没畠作遺構平面図
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L=l06.40 

IC層
二 ロ 1 : 60 2m 

大御堂第 3 号土坑

イ 明褐色粘土プロックを主とする。

ロ 黒褐色土に明褐色粘質土プロックを混じ

る。

ハ黒褐色土やや砂質っぼい。

二 暗黒褐色粘質土

I a 

lb 

le 

Ila 

III 

灰褐色砂質土 (A軽石含有）

暗赤褐色土（鉄分・マンガン沈殿層）

A軽石純層

茶褐色土層 やや砂質・粘性弱い

暗褐色粘質土層

第211図 大御堂第 3 号土坑遺構平面図
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第III章大御堂調査区の遺構と遺物

Ito Ito 

A A' 

大御堂第 3 号土坑

l }新しい堀り込みへの覆土でバ
l' サバサしたブロック状の土の

混土で土堀を埋めもどしたも

のである。

I b 暗赤褐色土（鉄分・マンガン沈殿層）褐色

土でA軽石粒を含む耕作土の最下面にあ

たると思われる。

II 茶褐色土層

A 
B

、

A' 

II 

゜ l : 60 2m 

第212図 大御堂第 4 号土坑遺構平面図

状遺構を検出した。畝方向はN-43°-Wで、畝幅は30cm~40cm、浅間A軽石の埋没する作は上端幅20cm~

40cm、深さ 5cm~10cmであり、調査区北壁土層で明瞭に観察される。遺構の重複関係を見ると、大御堂第 3

号・第 4 号溝状遺構の覆土上面にあり、大御堂第 2 号土坑の直上で確認されている。

この畠作遺構の下面には大御堂第 3 号土坑が検出された。大御堂第 3 号土坑は長方形と思われる平面形の

掘り方で、長軸方位はN-78°-Wである。埋土には黒褐色土と明茶褐色粘質土が互層となって確認され、人

為的な埋め戻しと観察される。浅間A軽石埋没畠作遺構との関係からは近世前半以前と考えられる。長軸の

方位は寺院址に見られる区画に一致するが、その関係は検証できず不明である。

浅間A軽石降下後の遺構として、寺院址西部の土塁跡上の Bi • Bj-21 • 22グリッドで大御堂第 4 号土坑が

検出されている。 261cmx 200cmの長方形土坑で深さは48cmである。埋土には茶褐色土が認められる。本遺構

は土塁跡南西隅にあたり、大御堂第 2 号土坑を切っている。

上記の 3 つの遺構が、大御堂調査区で検出された遺構のうち、もっとも新しいものである。土坑について

は目的と性格等が不明であるが、畠作遺構の確認は寺院址の一角が近世中頃に農地として開墾されていたこ

とを物語っている。調査前の現況で確認できた道路・水路等は残存部が寺院址遺構検出面にも見られたが、

ここが主に水田として開墾されてからのものと考えられ、畠作遺構が浅間A軽石によって埋められて後のこ

とと考えられる。（右島和夫・船藤亨・綿貫鋭次郎）
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遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド

0 9 9 前原第 1 号竪穴住居跡(DJ!) Dp-23ｷ24g 

1 0 0 前原第 2 号竪穴住居跡(DJ2) DsｷDt-23ｷ24g 

1 0 1 前原第 1 号土坑(DK!) Do-29g 

1 0 2 前原第 2 号土坑(EK!) Eg-33g 

1 0 3 前原第 3 号土坑 (EK3) Ei-33g 

1 0 4 前原第 4 号土坑(DKZ) Dr-19g 

I O 5 前原第 5 号土坑(DK8) Dp-20•2l g 

I O 6 前原第 6 号土坑(DK9) Dp•Dq-22g 

I O 7 前原第 7 号土坑(DKl2) Dj-2!g 

1 0 8 前原第 8 号土坑(DKJ3) Di-24g 

1 0 9 前原第 9 号土坑(DP29) Dq-22g 

I I 0 前原第10号土坑(DK29) Do-23g 

111 前原第11号土坑(DK27) Dp-29•30g 

1 1 2 前原第12号土坑(EK2) Eg• Eh~28ｷ29g 

遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド

I I 3 前原調査区道路跡遺構 (ERi) Du~Ec-22~24g 

I I 4 前原第 1 号掘立柱建物跡(DB!) Dp~Dr-25ｷ26g 

1 1 5 前原第 2 号掘立柱建物跡(EB!) Ea~区-22~24g

I I 6 前原第 1 号溝状遺構(ED!) Eb~Em~26~34g 

I I 7 前原第 2 号溝状遺構(ED2) Eb~El-29~34g 

I I 8 前原第 3 号掘立柱建物跡(EB2) EdｷEe-30ｷ3lg 

I I 9 前原第 4 号掘立柱建物跡(EB3) Ee~Eg-32ｷ33g 

1 2 0 前原第 5 号掘立柱建物跡(EB4) El~Eh-32g 

1 2 1 前原第 6 号掘立柱建物跡(EB5) Ej •Ek-32•33g 

I 2 2 前原第 7 号掘立柱建物跡(EB6) Eo~Eq-21~23g 

I 2 3 前原第 8 号掘立柱建物跡(EB7) Ep~Er-20~22g 

1 2 4 前原第 9 号掘立柱建物跡(EB8) Em~Eo-17~19g 

I 2 5 前原第 1 号井戸跡(EE!) Em-23g 

濠遺構名称は遺構番号で明ホ。
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第213図 前原調査区遺構全体図





第 1 節縄文時代の遺構と遺物

第IV章前原調査区の遺構と遺物

第 1 節縄文時代の遺構と遺物

1 遺構一竪穴住居跡一

(1) 前原第 1 号竪穴住居跡（第214図•第215図、写真図版45 • 105) 

［位置］前原調査区の東寄りのDp-23 • 24グリッドで検出された（調査名DJl)。遺構確認面の標高は113.88

mで、台地縁辺からは直線距離で約30m、前原第 2 号竪穴住居跡の東約12.5mの所に位置している。

［経過］昭和62年度の調査において検出された。 6 月 22 日に住居跡を確認し、翌日に住居跡の出土遺物実測

図の作成と遺物出土状態の写真撮影を実施した。当住居跡は、耕作による攪乱が著しく、遺構の保存状況は

極めて悪かった。このために短期間で調査を終了した。

［重複］耕作溝によって破壊をうけている。

［覆土］ローム層を掘り込んで竪穴住居跡は構築され、そこに堆積した覆土は 3 層に分かれた。覆土の説明

は第214図中に示してある。

［形状］住居の壁はかなり攪乱を受けているが、楕円形を呈している。

［壁高］住居跡確認面より約 4~10cm程である。

［周溝］なし。

［床面］全体に軟弱である。

［柱穴］ 4 個のピットが検出されている。 Eの深さ 30cm、 P2 は20cm、p3 は55cm、 P4 は66cmであり、 P3• P. の

ピットが大きくて深い。柱穴間の距離はP! ―凡間250cm、 P2―凡間195cm、p3―巳間230cm、 P4―凡間255cmであり、

p3―巳間に埋甕が存在することから考えて、この部分が住居の出入口部になるものと判断される。

［炉］ 床面を掘り窪めた地床炉の形態をとり、住居のほぽ中央に存在している。長径35cm ・短径30cmの規

模であり、焼土の堆積と周辺には炭化物の分布も認められた。

遺物出土状況 p3寄りから胴部を意図的に欠損された加曽利E3 式土器が、 55X50X 6 cmのほぼ円形のピッ

トに正位状態で埋設されていた。この他に同時期の縄文土器片47点が出土している。部位別点数は口縁部 8

点、胴部38点、底部 1 点である。石器では凹石 l 点、敲石 1 点、磨製石斧 l 点、磨石 1 点が出土している。

［所見］出土遺物から判断して、当遺構は縄文時代中期加曽利E3 式期の竪穴住居跡である。炉跡と埋甕を

結んだラインが住居の主軸方向と考えられ、その方位はN-47°-E である。加曽利 E 3 式期の住居跡は加曽

利E4 式期の柄鏡形敷石住居跡とは集落立地を異にしている。

(2) 前原第 2 号竪穴住居跡（第217図、写真図版46)

［位置］前原第 1 号竪穴住居跡の西約12.5mのDs•Dt-23•24グリッドで確認された（調査名DJ2) 。遺構確認

面の標高は114mである。

［経過］昭和62年度の調査において検出された。 6 月 25 日に地床炉と柱穴を確認し、翌日に全景写真の撮影

を実施した。当住居跡は前原第 1 号竪穴住居跡と同様に、耕作による削平・攪乱が著しく、遺構の残存状況

が極めて悪かった。

［重複］なし。
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少々含む。

2 暗黄褐色土軽石少々含む

1 土：言―炭］＇ヒ物粒、軽石 i 
1 より締りなし。

3 黄褐色土純粋ロームでは

ない。

4 褐色土少々炭化物粒含む。

5 暗黄褐色土とロームの混土。

6 明黄褐色土

7 明褐色土

`
\
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0
8
.
8
I
I
1
1
 

｀
マ

土層注記 F-F'

1 少々黒ずんだ褐色土

（ローム粒、軽石含む）。

2 暗黄褐色土

（軽石少々含む）。
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土層注記 A-A' B-B' 

1 灰褐色土耕作土。

2 暗黄褐色土粒子のきめやや

細かく密で、やや締りあり。

2' 暗褐色土炭化物粒、焼土粒

の混入が見られる。

3 暗黄色土 ローム漸移層。
゜ I : 60 2m 

第214図 前原第 1 号住居跡遺構平面図
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第IV章前原調査区の遺構と遺物

第23表 前原調査区出土遺物観察表（1）ー第 1 号竪穴住居跡・縄文土器＿

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8001 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部～胴部。器厚 8 mm。 口縁部は内湾する。口縁部に隆帯と沈線によ 埋甕

216 部～ ②良 内面は横方向のやや丁寧なミガキが行わ る楕円・渦巻等の文様を描き、区画内に

105 胴部 れている。 R{ l: R{[: 

内外面の色調はにぶい褐色。
L{ R{ t。胴部にも L{R{ t。沈線を垂下。

8002 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚11~14mm。 口縁部に沈線による楕円の文様が描かれ、内 授土

216 部片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整。 部に条線が施されている。

外面色調にぶい橙色、内面にぶい赤褐色。

8003 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚10mm。 口縁部に隆帯による楕円の文様が描かれ、内 覆土

216 部片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。 部に刺突が施されている。

外面は灰黄褐色、内面はにぶい黄橙色。

8004 口縁 ①中粒の砂を混入 浅鉢形土器の口縁部片。器厚 8~12mm。 口縁部は外反する。口縁部に無文帯をおき 1 覆土

216 部片 ②良 内面は横方向のミガキが行われている。 条の隆帯を巡らせる。以下縄文施文。

内外面の色調は灰黄褐色。 原体は R{ t縦転がし。土器面は柔軟。

8005 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10mm。 口縁から胴部にかけての破片。口縁部に沈線 覆土

216 片 ②良 内面は横方向のやや丁寧な調整が行われ による楕円の文様を描き、以下縄文施文。

ている。内外面の色調はにぶい黄橙色。 原体は L ｛店。押圧が強い。

8006 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 覆土

216 片 ②良 内面は縦方向の丁寧な調整。 沈線を垂下。

外面の色調は黒褐色、内面は灰黄褐色。

8007 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~12mm。 隆帯を垂下している。 覆土

216 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。

内外面の色調はにぶい橙色。

8008 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚13~16mm。 条線が施されている。 覆土

216 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。

内外面の色調は橙色。

8009 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚13mm。 縄文施文。原体は R{ t。 覆土

216 片 ②良 内面はやや粗い調整が行われている。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

8010 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~14mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 覆土

216 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 土器面は柔軟で押圧が強い。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

8011 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚13mm。 縄文施文。原体は R{ t。 覆土

216 片 ②やや良 内面は荒れている。 土器面は柔軟。

内外面はにぶい黄橙色。

8012 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~10mm。 縄文施文。原体は L{§ 縦転がし。 覆土

216 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。

内外面の色調は浅黄橙色。

8013 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8~llmm。 縄文施文。原体は L ｛尉縦転がし。 覆土

216 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

8014 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 7~9 mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 覆土

216 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整。

外面色調はにぶい黄橙色、内面灰黄褐色。

8015 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 7 mm。 縄文施文。原体はR{ t縦転がし。 覆土

216 片 ②良 内面は丁寧な調整が行われている。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

第23表 前原調査区出土遺物観察表(2)ー第 1 号竪穴住居跡・石器一

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値（cm· g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重量

8016 凹石 完形 砂岩 15.2 7.4 2.8 325 両面に 3 個の凹みがある。凹みの平均は長径27 覆土西壁

216 • 105 mm、短径21mm、深さ 3 mmである。 寄り

8017 敲石 % 輝緑岩 (12.7) 6.5 3.1 (382) 敲打痕が認められる。 覆土西壁

216 • 105 寄り

8018 磨製石斧 % 輝緑岩 (13.3) 7.6 3.8 (630) 磨き段階。 覆土中央

216 • 105 
8019 磨石 完形 輝緑岩 4.9 4.5 1.6 57 全面に磨耗痕が認められる。 炉周辺

216 • 105 
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第 1 節縄文時代の遺構と遺物

［覆土］検出できなかった。

［形状］耕作による削平・攪乱が著しく、遺構の残存状況が極めて悪かった。炉跡と考えられる焼土と円形

に配列された柱穴と考えられるピット群から、住居跡であることを確認した次第である。壁は残っておらず、

正確な形状と規模は不明であるが、ピット群の配列から楕円形を呈していたものであろう。

［壁高］検出できなかった。

［周溝］なし。

［柱穴］ 8 個のピットが検出されている。

［炉］ 床面を掘り窪めた地床炉の形態をとり、住居のほぼ中央に存在している。長径58cm、短径52cm、深

さ 15cmの円形で、焼土粒子・焼土ブロックが検出されている。

遺物出土状況 なし。

［所見］当住居跡は地床炉と柱穴が検出されたのみである。遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、

縄文時代の住居跡であることはまちがいのない事実であろう。
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土層注記 C-C'
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2 暗黄褐色土

3 黄褐色土
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第217図 前原第 2 号住居跡遺構平面図
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第IV章前原調査区の遺構と遺物

2 遺構一土坑ー

(1) 前原第 1 号土坑（第218図•第219図、写真図版46 • 105) 

Do-29グリットにおいて検出された（調査名DKl) 。第 1 号竪穴住居跡の南約21mの所に位置している。確

認面標高は113. 70mである。土坑上面の規模は87X78cm、底面は68X61cm、深さ 26cmの楕円形を呈する。底面

は凸凹があり、面積約0.36m'である。土坑内からは底部と口縁部の一部を欠損した加曽利E3 式土器が正位

状態で埋設されていた。屋外の単独の埋設土器として理解できる遺構である。

(2) 前原第 2 号土坑（第220図•第221図、写真図版46)

Eg-33グリットにおいて検出された（調査名EKl) 。第 2 号竪穴住居跡の南西約65mの所に位置している。

確認面標高は113. 70mである。土坑上面の規模は93X83cm、底面は28X23cm、深さ 51cmの楕円形を呈する。底

面は凸凹があり、面積約0.05m’である。土坑内からは縄文土器片28点が出土している。加曽利E 3 式土器を

主体としている。

(3) 前原第 3 号土坑（第222図•第223区、写真図版46 • 105) 

Ei-33グリットにおいて検出された（調査名EK3) 。前原第 2 号土坑の西5.70m、前原第 2 号竪穴住居跡の

南西69mの所に位置している。確認面標高は113. 70mである。後世の土坑によって一部を壊されているが、土

坑上面の規模は57X 53cm、底面は35X28cm、深さ 44cmの楕円形を呈する。底面にはやや凸凹があり、面積は

約0.08m’である。土坑内からは、口縁部と底部を欠損（胴部のみ）した加曽利E3 式土器が正位状態で埋設

されていた。第 1 号土坑と同様に屋外の単独の埋設土器として理解できる遺構である。

(4) 前原第 4 号土坑（第224図）

Dr-18•19グリットにかけて検出された（調査名DK2) 。前原第 1 号竪穴住居跡の北西約22mの所に位置し

ている。確認面標高は113.lOmである。土坑上面の規模は129X 128cm、底面は105X 96cm、深さ 42cmのほぼ円

形を呈する。底面は平坦で、面積約0.82m'である。

(5) 前原第 5 号土坑（第224図）

Dp-20·21グリットにかけて検出された（調査名DK8) 。前原第 1 号竪穴住居跡の北約11.5mの所に位置し

ている。確認面標高は113.65mである。土坑上面の規模は141 X 138cm、底面は95X 95cm、深さ 17cmのほぼ円形

を呈する。底面は凸凹が激しく、面積約0.71m'である。

(6) 前原第 6 号上坑（第224因）

Dp•Dq-22グリットにかけて検出された（調査名DK9) 。前原第 1 号竪穴住居跡の北北西約 7mの所に位置

している。確認面標高は113. 75mである。土坑上面の規模は147X 137cm、底面は126X 113cm、深さ 12cmの楕円

形を呈する。底面は凸凹が激しく、面積約1.17m'である。

(7) 前原第 7 号土坑（第224図）

Dj -21グリットにおいて検出された（調査名DK12) 。前原第 1 号竪穴住居跡の南東約24.5m所に位置してい

る。確認面標高は113.00mである。土坑上面の規模は95X75cm、底面は70X30cm、深さ 26cmの楕円形を呈する。

底面はほぽ平坦で、面積約0.2m'である。

(8) 前原第 8 号土坑（第224図）

Di-24グリットにおいて検出された（調査名DK13) 。前原第 1 号竪穴住居跡の東約26mの所に位置している。

確認面標高は112.90mである。土坑上面の規模は126X 122c皿底面は96X95cm、深さ 21cmのほぼ円形を呈する。

底面は皿状であり、面積約0.72m'である。

300 



第 1 節 縄文時代の遺構と遺物
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一 叫 句

A A' 

前原第 1 号土坑土層注記 A-A' B-B' 

1 桑根による攪乱土 I 層の砂質土 (A軽石混）。

2 桑根による攪乱土 暗黄褐色土。

3 暗褐色と暗黄褐色土。

4 黒味を帯びた暗褐色土。

5 暗黄色土プロック。

6 暗黄褐色土。

7 やや赤味がかった暗黄褐色土。

焼土微粒子が混入する。

明るい黒褐色土（黄色っぼい）。

暗黄褐色土（ローム粒混入）。
8

9
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夏 ゜ 1 : 30 lm 

第218図 前原第 1 号土坑遺構平面図
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\ ／ー「 べこーる翁＝1,.,6いぷロニ:笑-;`”`霞：／

三鸞”展開図

゜ I : 4 10cm 

第219図 前原第 1 号土坑出土遺物実測図
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第221図
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前原第 2 号土坑出土遺物実測

/ 8028 

(9) 前原第 9 号土坑（第224図）

Dq-22グリットにおいて検出された（調査名 DP29) 。前原第 1 号竪穴住居跡の北西約5.5mの所に位置して

いる。確認面標高は113.80mである。土坑上面の規模は96X68cm、底面は47X32cm、深さ 15cmの楕円形を呈す

る。底面は皿状であり、面積約0.13rri'である。

前原第 4 号～第 9 号土坑からは縄文土器片の出土はなかったが、覆土の状態から縄文時代中期の土坑と判

断したものである。

(10) 前原第10号土坑（第224図・写真図版47)

Do-23グリットにおいて検出された（調査名 DK29) 。前原第 1 号竪穴住居跡の東約8mの所に位置してい

る。確認面標高は113. 70mである。土坑上面の規模は106X 92cm、底面は90X 75cm、深さ 62cmのほぽ円形を呈
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土層注記 C-C'

1 暗褐色土粒子細かい

2 褐色土

3 褐色土 ローム混り

第222図 前原第 3 号土坑遺構平面図・遺物出土平面図

第223図 前原第 3 号土坑出土遺物実測図

する。底面は平坦、断面はややフラスコ状であり、面積約0.76面である。縄文時代の貯蔵穴であろう。

(l0 前原第11号土坑（第224図、写真図版47)

Dp-29 • 30グリットにかけて検出された（調査名DK27)。前原第 1 号竪穴住居跡の南約25mの所に位置し

ている。確認面標高は113. 70mである。土坑上面の規模は374 X 135cm、底面は170 X 70cm、深さ 117cmの長楕円

形を呈する。底面積は約1. 32面である。底面からは 3 個のピットが検出された。ピットの深さは P1llcm、 P2

12cm、 P訂cmである。またピット周辺から白色粘質土が検出されている。恐らくピットは逆茂木埋設のための

ものであり、白色粘質土は逆茂木固定のための粘土であろう。当土坑は縄文時代の落し穴となろう。

(12) 前原第12号土坑（第225図～第227図、写真図版47 • 105) 

Eg • Eh-28 • 29グリットにかけて検出された（調査名EK2) 。前原第 2 号竪穴住居跡の南西約58mの所に位
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A - A' 
- le lb — : 前原第 4 号土坑土層注記

1 暗褐色土 a ローム小粒子多く入る。

b やや砂質っぼい。

C b 陪とほぼ同様。

前原第 5 号土坑土層注記

1 暗褐色土

2 黒色土

3 暗黄色土

＼黒色土 : ；こ二。ロノク多く混入。＼

LII：口： L:ロ
ペ三

2

:

`
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ー
、
―

前原第 8 号土坑土層注記

1 黒褐色土

2 黒褐色土 ロームブロック l~2 cm混入。

3 黒褐色土 ロームプロック 2 より多め。

4 黄褐色土と褐色土の混土層。

5 褐色土

6 地山（ローム） II ►~ 

¥L:38UIIA  

―--—文一j
A' 

前原第 6 号土坑土層注記

1 褐色土

2 黄褐色土

’ □
こ
J
b

L
 

前原第 9 号土坑土層注記

1 黒色土

la ローム微粒子が多く混入した黒色土。

lb 褐色味がかった黒色土。

2 暗茶褐色土

I> 
3
.
8
0
 

/ 

前原第10号土坑土層注記

l 灰白色火山灰微粒子を多く含む。暗褐色土。締りよい。

2 黄褐色火山灰微粒子を多量に含む。やや黄色味の強い暗褐色土。 1 |そ
3 黄褐色火山灰微粒子を多く含む。全体に暗い色調。暗褐色土。

4 黄褐色火山灰粒子を含む黒色土。

5 やや黄色味がかった黒色土。

6 黄色土微粒子を多最に含む褐色土。

7 ロームプロックを多く含む暗褐色土。

8 5 層に似たやや黄色味がかった褐色土。

9 ロームプロック多星に含む。暗褐色土と黒褐色土の混土層。

第224図 前原第 4 号～第11号土坑遺構平面図

前原第11号土坑土層注記

1 暗褐色土

2 暗黒褐色土

2a やや黒味がかった暗褐色。

菩言巴王全：：言竺呈三呉言デ：］ ]' 
3 茶褐色上

3a 茶褐色土 髯
3b やや黄色味の強い茶褐色土締りよい。 色

3c ローム土と若干の黒褐色土の混土 し
4 ローム土

゜ 1 : 60 2m 
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第 1 節縄文時代の遺構と遺物

第23表 前原調査区出土遺物観察表(3)ー第 1 号土坑一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8020 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の底部意因的欠損。器厚 口縁部に隆帯と沈線による楕円の文様が描か 屋外埋設土

219 部～ ②良 11~13mm。内面は横・縦方向の調整が行 れ、内部に縦位の沈線が施されている。胴部 器

105 胴部 われている。内外面の色調は明黄褐色。 は沈線による連弧状の文様。地文に縄文施文。

第23表 前原調査区出土遺物観察表(4)一第 2 号土坑一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8021 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚12~22mm。 口縁部はやや内湾する。口縁部に隆帯と沈線 覆土

221 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 による楕円の文様が描かれ、内部に太い短沈

外面の色調はにぶい褐色、内面は橙色。 線が施されている。

8022 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 7~13mm。 口縁部は内湾する。口縁部に沈線による楕円 覆土

221 部片 ②良 内面は横方向のやや丁寧な調整。外面色 等の文様が描かれ、内部に縄文施文。

調はにぶい橙色、内面にぶい黄橙色。 原体は L ｛：庄横転がし。
8023 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 8~9 mm。 口縁部に隆帯と沈線による楕円の文様が描か 覆土

221 部片 ②やや良 内面は横方向の調整が行われている。 れ、内部に縄文施文。原体は L ｛ほ。

内外面の色調は橙色。

8024 口縁 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚12mm。 口縁部に隆帯と沈線による楕円等の文様が描 覆土

221 部片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整が行われて かれ、内部に縄文施文。原体は R{ t。

いる。内外面の色調はにぶい褐色。

8025 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 7~8 mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 覆土

221 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整。 沈線を垂下している。

外面はにぶい黄褐色、内面にぶい褐色。 外面にススが付着している。

8026 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~12mm。 縄文施文。原体は R{ t。 覆土

221 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 隆帯と沈線による文様が描かれている。

外面の色調は褐灰色、内面は灰黄褐色。

8027 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12~13mm。 隆帯が施され、沈線による文様が描かれてい 覆土

221 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。 る。

外面色調はにぶい赤褐色、内面暗赤褐色。

8028 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~13mm。 5 本一単位の条線が斜位に施されている。 覆土

221 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整。

外面色調はにぶい黄褐色、内面は褐灰色。

第23表前原調査区出土遺物観察表（5）ー第 3 号土坑一

遺物番号
①胎土②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8029 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部。口縁と胴下部を意図 隆帯を垂下している。 屋外埋設土

223 ②良 的欠損。器厚 8 mm~1cm。内面は横方向の 区画内には矢羽根状の沈線が施されている。 器

105 調整。内外面の色調はにぶい橙色。

第23表 前原調査区出土遺物観察表(6)ー第11号土坑一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8041 胴部 謬粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 6~7 mm。 縄文施文。原体は R{ t。 覆土

228 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整が行われて 半馘竹管による 2 条の平行沈線を横位に巡ら

いる。外面色調は明赤褐色、内面は黒色。 せている。前期諸磯式土器。

置している。確認面標高は114.60mである。土坑上面の規模は279X26lcm、底面は236X 233cm、深さ 132cmの

ほぽ円形を呈する。底面はほぽ平坦、断面はややフラスコ状であり、面積約4.15面である。覆土からは縄文

前期土器片 1 点、中期土器片66点、打製石斧 1 点、さらに中世の花瓶 1 点が覆土上層に認められたロームの

二次堆積層上から出土している。（菊池実）
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第IV章 前原調査区の遺構と遺物

ー
、
―

前原第12号土坑土層注記

1 褐色土。

2 ロームプロックを主とする。

3 締りのない褐色土（畑土）。

4 3 にロームプロックが少量混じる。

5 締りのない黒褐色土にローム少ブ

ロックを少量混じる。

締りのない黒色土。

黒色土と褐色土の混土。

黒色土にロームブロックを少々。

9 ロームを主としややよごれている。
L =114.60 

A']]} ロームのくずれたもの。 B 
12 木の根により、地山のロームが浮

き上がったもの。

13 黒褐色土にロームが混じる。

14 やや暗い色調のローム。

111 15 粘性のある黒色土で締りない。
16 黒色土に 11のロームを混じる。

・←．

ー
、
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O 1:60 2m 
I I '  

第225図 前原第12号土坑遺構平面図

0 1 : 60 2m 

第226図 前原第12号土坑遺物分布図
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第227図 前原第12号土坑出土遺物実測図一縄文土器・石器、軟質陶器一
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第 1 節縄文時代の遺構と遺物

第23表前原調査区出土遺物観察表（7）ー第12号土坑ー

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8030 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部～胴部。 口縁部はやや内湾する。口縁部に隆帯と沈線 覆土

227 部～ ②やや良 器厚 5~10mm。 による楕円の文様、区画内に縄文施文。原体

105 胴部 内面は横方向のやや粗い調幣。 は R{ t横転がし。胴部も R{ tで沈線を垂下

外面の色調はにぶい褐色、内面は黄褐色。 している。

8031 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8 mm。 浮線文。浮線上に刻みが施されている。 覆土

227 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 地文に縄文施文。原体は R{ t。

内外面の色調はにぶい黄橙色。 前期諸磯式土器。

8032 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~12mm。 口縁～胴部にかけての破片。口縁部には 覆土

227 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。 L 心［横位。胴部は L{ ［｛［縦位で、沈線を
内外面の色調は灰黄褐色。 垂下している。

8033 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚10~15mm。 隆帯と沈線による楕円等の文様が描かれ、区 覆土

227 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 画内には沈線が施されている。

内外面の色調は灰黄色。

8034 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚14~15mm。 縄文施文。原体は L{ ［縦転がし。 覆土

227 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。 沈線による文様が描かれている。

外面の色調は黒褐色、内面にぶい橙色。

8035 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12~13mm。内 縄文施文。原体は L ｛ほ縦転がし。 覆土

227 片 ②良 面は横方向の丁寧な調幣が行われてい 細沈線を垂下している。

る。内外面の色調は橙色。

8036 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 5 mm。 縄文施文。原体は L { ~。 覆土

227 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整。外面色調

は明黄褐色、内面にぶい赤褐色。

8037 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚16~17mm。 縄文施文。原体は L{: 。 覆土

227 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。

外面色調は橙色、内面にぶい黄褐色。

8038 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~11mm。 条線が施されている。 覆土

227 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 蛇行沈線が垂下している。

外面の色調は褐色、内面は明赤褐色。

第23表前原調査区出土遺物観察表（8）ー第12号土坑一

誓I ：製石：：：状況 1 ：変成岩 材
計測値 (cm· g) 

全長幅厚重量
特 徴

14.2 6.4 2.5 257 I バチ型。

出土状況

覆土

第23表前原調査区出土遺物観察表(9)― D 区・縄文土器一

遺物番号
①胎土②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8040 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 7~8 mm。 縄文施文。原体は Lrn (0 段多条）と R{ t D 区一括

228 片 繊維を含む 内面は横方向のやや粗い調整。 (0 段多条）の環付の縄文で羽状に施されて

②良 内外面の色調は橙色。 いる。前期関山 I 式土器。

8042 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 8~9 mm。 波状口縁部片。口唇部に狭い無文帯をおき 2 D 区一括

228 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 条の沈線を巡らせ、刺突を施している。以下、

内外面の色調は浅黄色。 5 本一単位の条線を縦位施文。諸磯式土器。

8043 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8~10mm。 頸部でくの字状に括れる器形。 5 本一単位の D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向のミガキが行われている。 条線を縦位施文。頸部には 3 本の沈線を巡ら

内外面の色調は淡黄色。 せ刺突が施されている。以下沈線による文様。

8044 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚20mm。 口縁部に隆帯と沈線による楕円の文様が描か D 区一括

228 片 ②良 内面は荒れている。 れ、内部に沈線が施されている。

内外面の色調はにぶい黄褐色。
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第IV章前原調査区の遺構と遺物
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測実物遺土出区査調原前

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8045 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12mm。 隆帯を施し、縄文施文。原体は R{ t。 D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整が行われて 土器面は柔軟で、押圧が強い。

いる。内外面の色調はにぶい黄橙色。

8046 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~12mm。 隆帯と沈線による区画が施されている。 D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整。外面色調 縄文施文。原体は L{~ 縦転がし。

はにぶい黄褐色、内面にぶい黄橙色。

8047 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚14mm。 隆帯と沈線による楕円等の文様が描かれてい D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 る。区画内に縄文施文。原体は L ｛侶。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

8048 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~12mm。 5 本一単位の条線を施した後、沈線を斜位に D 区一括

228 片 ②良 内面は縦方向の丁寧なミガキ。外面の色 施している。

調はにぶい橙色、内面は灰褐色。

8049 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~13mm。 縄文施文。原体は L{ け縦転がし。 D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 2 条の沈線を施している。

内外面の色調はにぶい赤褐色。

8050 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~10mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。沈線を垂下 D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。外 している。土器面は柔軟で押圧が強い。

面色調はにぶい橙色、内面にぶい黄褐色。 炭化物が付着している。

8051 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9 mm。 縄文施文。原体は R{ t。 D 区一括

228 片 ②良 内面は縦方向のミガキが行われている。 沈線と蛇行沈線を垂下している。

外面色調はにぶい橙色、内面にぶい黄褐色。 土器面は柔軟で押圧が強い。
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第 1 節縄文時代の遺構と遺物

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8052 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12~15mm。 R { t D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。
縄文施文。原体は L{R 吐゜

外面の色調は橙色、内面はにぶい橙色。
沈線を垂下している。

8053 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~13mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 沈線を垂下している。

外面の色調は橙色、内面はにぶい黄褐色。

8054 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 D 区一括

228 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

第23表 前原調査区出土遺物観察表（10)-E 区・縄文土器一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿医番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8055 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部～底部片。器厚13~16 縄文施文。原体は L ｛ほ縦転がし。 Ef-26g 

229 ～底 ②良 mm。内面は横方向のやや粗い調整。外面 2 本一単位の沈線を垂下している。沈線間は

105 部 色調はにぶい橙色、内面はにぶい黄橙色。 磨消してはいない。

8056 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の底部欠損。器厚 8~10mm。 口縁部は外傾する。口縁部に縦位の条線が施 Ei-33g 

229 部～ ②良 胴下部は縦方向のミガキが行われている。 され、口唇部に 2 条の沈線を巡らせる。胴部

105 胴部 内外面の色調はにぶい褐色。 の境には沈線を 3 条巡らせ、以下ミガキ。

外面にススが付着している。

8057 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 5~8 mm。 波状口縁部片。縄文施文。原体は L ｛ほ（ O 段 Ei-2lg 

229 部片 繊維を含む 内面は横方向の調整が行われている。 多条）と R 吐で羽状。

②良 外面色調はにぶい赤褐色、内面にぶい橙色3 前期関山式土器。

8058 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚16mm。 縄文施文。原体は R{ t。 Ej-30g 

229 片 繊維を含む 内面は横方向の調整。荒れている。 前期黒浜式土器。

②良 外面色調は褐灰色、内面はにぶい黄橙色。

8059 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 7~9 mm。 浮線文を施している。地文に縄文施文。 Ei-33g 

229 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 原体は L{: 。

外面の色調は明赤褐色、内面は橙色。 前期後半諸磯式土器。

8060 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~12mm。 浮線文を施している。地文に縄文施文。 Ea-19g 

229 片 ②良 内面は横方向の粗い調整。 原体は R{ t。

外面色調は明赤褐色、内面はにぶい橙色。 前期後半諸磯式土器。

8061 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 6~9 mm。 浮線文。地文に縄文施文。原体は L{ に。 Ej-33g 

229 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 前期後半諸磯式土器。

外面色調はにぶい赤褐色、内面明赤褐色。

8062 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9 mm。 地文に縄文施文。原体は R{ t横・縦転がし。 Ed-27g 

229 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調幣。 半戟竹管による刺突が施されている。

外面色調はにぶい黄橙色、内面は褐灰色。 前期後半諸磯式土器。

8063 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 6~7 mm。 縄文施文。原体は R{ t横転がし。 Ei-25g 

229 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整が行われてい 半戟竹管による刺突が施されている。

る。内外面の色調はにぶい褐色。

8064 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9~llmm。 地文に縄文施文。原体は R{ t横転がし。 Ee-28g 

229 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整が行われてい 半馘竹管による平行沈線を巡らせている。

る。内外面の色調はにぶい掲色。 土器面は柔軟。

8065 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 6~8 mm。 縄文施文。原体は R{ t横転がし。 Ee-30g 

229 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整が行われてい 土器面は柔軟。

る。内外面の色調はにぶい黄橙色。

8066 ロ縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚10~11mm。 口縁部に隆帯による区画が施され、内部に短 Ef-27g 

229 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 沈線が施されている。

内外面の色調はにぶい橙色。

8067 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~13mm。 縄文施文。原体は L{; 。 Ed-27g 

229 片 ②良 内面は剥離している。

内外面の色調は明赤褐色。
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第IV章前原調査区の遺構と遺物

遺物番号
①胎土②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8068 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9~11mm。 口縁部に沈線による楕円の文様が描かれ、内 Ef-20g 

229 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 部に斜位の沈線が施されている。

内外面の色調は灰黄褐色。

8069 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9~12mm。 口縁部に隆帯による楕円等の文様が描かれ、 Eg-25g 

229 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 内部に短沈線が施されている。

外面の色調は褐色、内面は明赤褐色。

8070 口縁 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 7~8 mm。 口縁部に隆帯と沈線による楕円・渦巻き等の Eg-33g 

229 部片 ②やや良 内面は横方向の調整。荒れている。 文様が描かれ、内部に縄文施文。原体は R{ t。
内外面の色調はにぶい黄褐色。

8071 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚10~18mm。 口縁部に沈線による楕円等の文様が描かれ、 Ei-2lg 

229 部片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整が行われて 内部に縄文施文。原体は R{ t横転がし。

いる。内外面の色調はにぶい黄橙色。

8072 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9~10mm。 地文に縄文施文。原体は R{ :。 Ea-Zlg 

229 部片 ②良 内面は横方向のミガキが行われている。 口縁部に隆帯と沈線による楕円の文様が描か

外面色調は明赤褐色、内面にぶい黄橙色。 れている。

8073 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚13~18mm。 口縁部はやや内湾する。口縁部に 6 本一単位 Eg-22g 

229 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 の条線が施されている。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

8074 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9~13mm。 口縁部に隆帯と沈線による楕円・渦巻き等の Eg-29g 

230 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 文様が描かれ、区画内に幅広の短沈線が施さ

内外面の色調はにぶい黄橙色。 れている。胴部には R{ t。

8075 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~14mm。 縄文施文。原体は L{§ 縦転がし。 Ee-27g 

230 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 隆帯と沈線を垂下している。

内外面の色調はにぶい橙色。

8076 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8~12mm。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。 Ee~27g 

230 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整が行われて 沈線と蛇行沈線を垂下している。

いる。内外面の色調はにぶい黄橙色。

8077 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12mm。 沈線を垂下している。 Eg-25g 

230 片 ②良 内面は横方向の調整。荒れている。 縄文施文。原体は R{ t縦転がし。

内外面の色調はにぶい黄橙色。 土器面は柔軟。

8078 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10mm。 縄文施文。原体は L ば店縦転がし。 Eh-28g 

230 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整が行われてい

る。内外面の色調は灰黄褐色。
沈線を垂下している。

8079 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~13mm。 縄文施文。原体は L{ け縦転がし。粗い施文。 Ef-25g 

230 片 ②良 内面は横方向の丁寧なミガキが行われて 隆帯を垂下している。

いる。内外面の色調はにぶい褐色。

8080 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~13mm。 縄文施文。原体は L{§ で施文は粗い。 Ej-26g 

230 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 沈線が垂下している。

内外面の色調は暗褐色。

8081 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12~13mm。 胴部で括れる器形。縄文施文。原体は L{ け縦 Ed-27g 

230 片 ②良 内面は横方向のミガキが行われている。 転がし。括れ部に 2 条の沈線を巡らせ、以下、

内外面の色調はにぶい褐色。 同沈線による連弧文を施している。

8082 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9 mm。 縦位の条線が施され、沈線による文様が描か Ee-23g 

230 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。 れている。

外面色調はにぶい赤褐色、内面灰褐色。

8083 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚13mm。 縦位の条線を施し、沈線を垂下している。 Eh-22g 

230 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。

外面色調は褐灰色、内面はにぶい黄橙色。

8084 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 7~10mm。 縦位の条線を施し、沈線を垂下している。 Eh-29g 

230 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整が行われてい

る。内外面の色調はにぶい黄橙色。

8085 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~12mm。 沈線が垂下している。内部に斜行する沈線が Eh-28g 

230 片 ②良 内面は丁寧な横方向の調整。 施されている。

外面色調は褐灰色、内面にぶい黄橙色。

8086 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚13mm。 斜行する沈線を施している。 Ef-26g 

230 片 ②良 内面は横方向の調整。荒れている。 内面に炭化物が付着している。

外面色調はにぶい赤褐色、内面は灰褐色っ
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第 1 節縄文時代の遺構と遺物

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

8087 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~14mm。 沈線を垂下し、区画内に斜行する沈線を施し Ey-18g 

230 片 ②良 内面は縦・斜方向の調整が行われている。 ている。

内外面の色調はにぶい橙色。

8088 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8~10mm。 条線が施されている。 Ed-27g 

230 片 ②良 内面は横方向の粗い調整。 内面に炭化物が付着している。

外面色調はにぶい赤褐色、内面は褐灰色。

8089 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部大型破片。器厚10~13 5 本一単位の条線が施されている。 Eg-30 • 3lg 

230 片 ②やや良 mm。内面は横方向の調整。

105 内外面の色調はにぶい黄橙色。

8090 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚14mm。 条線が施されている。 Ee-27g 

230 片 ②良 内面は横方向の調整。荒れている。

外面色調はにぶい橙色、内面は淡黄色。

8091 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12~15mm。 隆帯を垂下し、沈線を施している。 Ec-28g 

230 片 ②良 内面は横方向のやや粗い調整。 内面に炭化物が付着している。

外面の色調はにぶい褐色、内面は黒褐色。

8092 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~14mm。 縄文施文。原体は R{ tと L{ ~の縦転がし。 Ej-29g 

230 片 ②良 内面は粗い調整が行われている。

外面色調はにぶい褐色、内面にぶい赤褐色。

8093 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 9 mm。 縄文施文。原体は R{ l:縦転がし。 Eh-29g 

230 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整が行われてい

る。内外面の色調はにぶい黄褐色。

8094 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10~12mm。 L{ i Ei-33g 

230 片 ②良 内面は縦方向のミガキが行われている。
縄文施文。原体は R{L{ 。乱雑な施文。

外面の色調は褐色、内面は褐灰色。

8095 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚12~14mm。 縄文施文。原体は R {t (0 段 3 条）縦転がし。 Eg-33g 

230 片 ②良 内面は横方向の丁寧な調整。

外面色調は灰褐色、内面はにぶい黄橙色。

第23表前原調査区出土遺物観察表（11)ー D • E 区石器一

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm• g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重量

8097 凹石 ｽ 緑簾緑泥片岩 (9 3) 6 8 4.2 (370) 両面に 2 個の凹みがある。凹みの平均は長径24 Ed-24g 

231 • 105 mm、短径21mm、深さ 5 mmである。片面に敲打痕

が認められる。

8098 砥石 ｽ 砂岩（牛伏・多 (6.7) 6.5 1.7 (90) Eg-33g 

231 • 105 胡）

8099 打製石斧 完形 熱変成岩 12.5 5.0 2. 7 165 バチ型。 Eg-3lg 

231 • 105 

8100 打製石斧 基部欠損 (9.0) 5,5 1.6 (100) バチ型。 Ed-28g 

231 • 105 

8101 打製石斧 完形 熱変成岩 11. 4 5.1 2.2 145 バチ型。 Eb-29g 

231図・

105 

8102 打製石斧 完形 熱変成岩 10.9 5.0 1.3 60 バチ型。 Eg-33g 

231 • 105 

8103 打製石斧 完形 紅簾絹雲母 13.2 8.7 1.7 255 分銅型。 E 区一括

231 • 105 石墨片岩

8104 石鏃 完形 黒曜石 2.3 1. 6 、 0.3 0.5 基縁は器体に向ってやや内湾し、脚部が明確に Di-19g 

231 • 105 作出される。

8105 石鏃 完形 黒曜石 2.6 1.3 0.4 1.4 基縁は器体に向ってやや内湾し、脚部が若干認 Dt-18g 

231 • 105 められる。

8106 石鏃 完形 チャート 1.8 1.6 0.3 0.8 基縁は器体に向ってやや内湾し、脚部が若干認 Dt-18g 

231 • 105 められる。

8107 石鏃 完形 黒曜石 2.2 1.6 0.4 0.9 基縁は器体に向ってやや内湾し、脚部が明確に De-20g 

231 • 105 作出される。
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第231図 前原調査区出土遺物実測図(4)一先土器・縄文石器一

ii I : I 5cm 

0 !Ucm 
9 9 

I : 6 

3 遺物

先土器時代から縄文時代草創期にかけてと考えられる石器 (8096) が、表採ではあるが出土している。木

葉形の槍先形先頭器で、石材は黒色ガラス質安山岩、長さ 92mm、幅43mm、厚さ 10mm、重量36 gを測る。器体

下半部に最大幅を有し、基部は丸みを持ち、断面形は凸レンズ状を呈す。調整加工は両面に施され、先端部

及周辺は微細な調整加工によって入念に作り出されているが、全体的に観察すると、やや粗くステップフレ

ィキングを起こしている部分も認められる。また、調整加工の度合が高いため、素材の形状を留めていない。

台地縁辺部からの単独表採資料であるため、遺物そのもの以外の情報は得られず、詳細な年代は不明である

が、前述の時期と推定される。（関口博幸）
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第 2 節 中・近世の遺構と遺物

第 2 節 中近世の遺構と遺物

1 遺 構（第213図、写真図版44 • 48) 

《分布・概要》

前原調査区においては中近世に属すと考えられる遺構

として道路跡・掘立柱建物跡・井戸跡・土坑等が検出さ

れている。道路跡は、現在も使用されている緑埜と根岸

を結ぶ道路の旧路と考えられ、この道筋については群馬

県教育委員会の調査で“鎌倉街道”とされている。

掘立柱建物跡は調査区の東より D区及びE 区で単独で

建てられていたと考えられるものが 2 棟確認され、調査

区中程の E 区では 2 条の方形に巡ると思われる溝状遺構

の中に 4 棟まとまって確認され、 E 区の県道西側でも 3

棟が比較的近接して検出された。井戸跡は調査区の西側

で検出されている。

本調査区は表土層を除去するとすぐにローム面とな

り、耕作による攪乱を受けて遺構の残存状況は極めて悪

く、その層位的確認も困難であった。

(1) 道路跡（第232図、写真図版49)

《確認状況》

表土層直下で確認したが、覆土が薄く残存状況は良好

とは言えない。この道路跡は、現在使用されている舗装

道路のすぐ西側に平行に検出された。幅員は約1.8mで、

黒褐色土が道路敷と考えられる硬化面を約30cmの厚さで

覆い、道路は両端に側溝を持ち、断面はやや蒲鉾型に近

い形状である。覆土の黒褐色土に浅間A軽石の混入が見

られないことから近世前半以前であると考えられる。側

溝には円礫が投棄されていたが、道路敷面・側溝での遺

物出土は見られない。

《遺構の性格》

元禄 6 年 (1693) 作成の白石村絵図に秩父道として記

載されたものと、群馬県教育委員会による“歴史の道”

の調査によって「鎌倉街道」と比定される道にほぼ合致

する。鮎川崖から美濃山丘陵までの間で、往還としての

性格を有す道路遺構は他に見られないことから、絵図記

載の遺構と考えられる。

L =114.20 

A 1 4 A' 

---—一一ーデ
2 3 5 

前原調査区道路跡遺構 A-A'注記
1 黒褐色土 2 黒色土攪乱土坑

3 褐色土締りなし 4 茶褐色土締りなし

5 黒褐色土茶褐色土の混土層 上部ほど竪くよく

締る。ある時期の道路面を考える。

6 明黒褐色土 ローム粒ごくわずかに混入

0 l : 200 5 m 

114.00 

114.00 

114.40 

疇｝

冒冒輪だち
ロやわらかい道

゜ 1 :400 10cm J-
第232図 前原調査区道路跡遺構平面図・

土層断面図
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第IV章前原調査区の遺構と遺物

(2) 前原第 1 号掘立柱建物跡（第233図、写真図版50)

本遺構はD 区のほぼ中程、 Dp • Dr-25 • 26グリッドで検出された。段丘崖からは約30mの距離があり、道

路跡からもほぽ同じ距離を隔てて単独で検出され、 2 間 X l 間の規模である。耕作による攪乱が著しく、遺

構の残存状況は良好とは言えず、遺構に伴う遺物も検出されなかった。ピット埋土に暗褐色土が見られるこ

とから中世ないし近世と推定される。

第24表 前原調査区掘立柱建物跡一覧表

遺構名称 調査名称 棟方位
規模

面積（m')
桁 行 (m) 梁行(m)

庇 (m) 柱穴平面 I 備 考
（間） x （間） ①長辺 ②短辺 ①長辺 ②短辺 形状

第 1 号掘立柱建物跡 DBl N-62ー -W 2 X 1 18 5 ( 5.26 ( 5.20 ( 3.61 ( 3 48 円形

第 2 号掘立柱建物跡 EBl N-38ー -W 3 X 2 28.3 ( 8.10 ( 8.16 ( 3.48 ( 3.48 円形

第 1 号掘立柱建物跡柱穴計測表 第 2 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

柱穴
長径x短径 x探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 34x28X17 113.65 p 1~P 2 282 p 1~P 6 361 p 1 36 X31 X 23 113. 72 p 1~P 2 272 p 1~P 10 152 

2 37X35X38 113.36 p 2~P 3 347 2 30X29X23 113. 78 P2~P 3 268 P 10~P 9 196 

3 33X33X25 113. 43 p 2~P 5 347 3 36X30X38 113. 72 P3~P 4 266 

4 32X31X31 113 39 P6~P 5 292 4 36X34X34 113.34 113. 78 p 2~P 8 348 

5 29 X28X 17 113 58 P 5~P 4 234 p 3~P 4 348 5 39X38Xl6 113. 97 Pl0~P 5 852 

6 32 X32X 16 113. 70 6 34X32X47 113. 73 P3~P 7 270 

7 35X31X40 113 75 p 4~P 8 272 

8 42X40X32 113. 79 p 8~P 7 268 p 4~P 5 188 

9 42X34X23 113.82 p 7~P 6 270 P5~P 6 160 

10 42 X30 X27 113. 70 

qz 
ｰC --込--- - ¥'/ 

蛇

I 白V ltrj 
こ I

V 

叫 OI 

、V V 

\ 
P2 P3 

B 'OP6 

P5 
,--、

゜~ 

P4 

9 — 
B' 

ヽ

回 l t11]3 ''L  =113.90 
o¥ 叫 ol

B' 
叫

土層注記 A-A' B-B' 

1 暗褐色土 3 暗黄褐色土 4 0 1 : 60 2m 
2a 黒色土 4 黄褐色土

2b やや暗褐色味の黒色土 第233図 前原第 1 号掘立柱建物跡遺構平面図
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第234図 前原第 2 号掘立柱建物跡遺構平面図

(3) 前原第 2 号掘立柱建物跡（第234図）

本遺構は前原調査区の中程の Ea~Ee-22~24グリッドで検出された。遺構は梁行長に対して桁行長の長

い 1 間 X 3 間で、長軸方位はN-38'-Wを示し、道路遺構に近接して存在する。本遺構で検出されたピット

は11個であるが、主柱穴と考えられるのは P1~P4 と比～P，の 8個であり、凡と P!。は梁行の外側に位置する

ことから棟持柱の柱穴と考えられる。 P11 は通常の柱間の中間にあり、道路跡に面した位置であることから、

建物の出入りに関する施設の柱穴であることが考えられる。遺物を伴出せず、表土掘削後のローム面での確
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第IV章前原調査区の遺構と遺物

認であったために層位的把握は難しいが、埋土には黒味がかる暗褐色土がはいり、道路跡覆土に近い特徴で

あり、これと差のない時期の遺構と推定される。

(4) 前原屋敷跡遺構（第235図、写真図版48)

前原調査区の E 区県道東側で、 2 条の溝状遺構に取り囲まれた 4 棟の掘立柱建物跡を検出した。これらの

遺構群は屋敷を構成するひとまとまりのものと考えられる。検出位置は27ラインの南で Ebライン～Emラ

インの間にあり、東西約45m、南北は南半が調査区外となるため不明であるが、全体の½程度が検出されたも

のと思われる。遺構確認面の標高は114.40m~114.80mで、前原調査区の県道東側区域では最も標高が高い。

2 条の溝状遺構は基本的には方形の区画を意図したものと考えられるが、東辺及び西辺にあたる部分では

やや弧状を描く。外周する前原第 1 号溝状遺構の北辺はほぽ直線で、ここでの走行方位はN-88°-Wである。

また、前原第 2 号溝状遺構はこの内側に一回り小さくあり、溝は東辺と西辺を確認した。やや緩やかな弧状

を描き、北辺で約15mにわたる間隙が認められた。溝の性格を屋敷の内外を区画するものと考えると、北辺

が入り口にあたると推定される。

第24表前原調査区掘立柱建物跡一覧表（2)

遺構名称 調査名称 棟方位
規模

面積(m')
桁行(m) 梁行(m)

庇 (m)
柱穴平面

備 考
（間） x （間） ①長辺 ②短辺 ①長辺②短辺 形状

第 3 号掘立柱建物跡 EB2 N-82"-W 2 X 2 14.5 ( 4.17 ( 4.06 ( 3.54 ( 3.54 楕円形

第 4 号掘立柱建物跡 EB3 N-88ー -W 4 X 2 32.0 ( 7. 70 ( 7.56 ( 4.47 ( 3 93 7.11 楕円形

第 5 号掘立柱建物跡 EB4 N-85°—w 3 X 1 23 8 ( 6.50 ( 6.50 ( 3. 70 ( 3.64 楕円形

第 6 号掘立柱建物跡 EB5 N-13'—E 2 X 2 15.2 ( 3.62 ( (3 80) ( 4.10 ( (410) 円形

L =115.00 

A I 2 ~ + 

溝状遺構

A-A'注記

l‘ 暗褐色土
2 黒褐色土 た三デ＝＝主三三三三＝

3 暗褐色土

4 黒褐色土

ローム小粒子の

混入やや多い。

5 暗褐色土

Ef2計

ミ..____ ~I 

116 

i:o1 

Q
 

117 

Ef30 
十

L = 115.00 _, + 
B 1 B' 

三ー前原第1 号溝状遺構 B-B' 注記
2 3 4 1 黒褐色土

2 黒褐色土 ローム小粒子がやや

混入。

3 暗褐色土 ローム小粒子がやや

混入。

4 黒色土 ローム小粒子が少量混

入。

L=ll5.00 

C C' 
1 

亨2
+ 4 

前原第 1 号溝状遺構

C-C'注記

1 暗茶褐色土 ローム粒少

量混入。

2 暗褐色土 ローム粒多量

に混入。

3 茶褐色土竪く締る。

4 茶褐色土 ローム粒多量

に混じる。

L=115.00 

D Ek3寸 E13け D'Ea35 
+ 

濠遺構名称は遺構番号で示した

゜ I : 200 2-5m 
10m 

1 : 400 

第235図 前原調査区近世屋敷跡遺構平面図・土層断面図
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第236図 前原第 3 号掘立柱建物跡遺構平面図

外周する前原第 1 号溝状遺構は、上端幅60cm~120cm、下端幅20cm、深さ 20cm~40cmで、箱薬研の断面形状

である。内周する前原第 2 号溝状遺構は、上端幅60cm~100cm、下端幅20cm、深さ 20cm~30cmで、やはり箱薬

研の断面形状である。遺構埋土も比較的似て、上層にやや暗い色調の茶褐色土が、下層ではロームブロック

・ローム粒子の混入した褐色土が見られる。溝状

遺構に伴う遺物は見られないが前原第 1 号溝状遺

構の東南端近くで土坑状の落ち込みを切っており、

そこでは須恵器片・軟質陶器片等が見られる。溝

の掘削・存続時期は中世から近世と考えられる。

屋敷跡内では 4 棟の掘立柱建物跡が検出されて

いる。このうち、前原第 4 号掘立柱建物跡と前原

第 3 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 56X50X61 113.83 p 1~P 2 208 p 1~P 8 168 

2 66X46X58 113. 76 P2~P 3 198 P 8~P 7 186 

3 40X33X47 113. 88 

4 80X53X39 ll4.02 P 8~P 4 414 P2~P 6 374 

5 80X58X71 113. 77 

6 46X42X81 113.68 P7~P 6 212 P3~P 4 165 

7 68X42X61 113.82 P6~P 5 205 p 4~P 5 194 

8 52X49X77 113 67 

第25表前原調査区遺構計測表（2)
第 4 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径 x短径 x探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 74X42 X76 113.64 p 1~P 2 148 p 1~P 12 227 

2 52X42X70 113.68 P2~P 3 194 Pl2~P 11 220 

3 62X49X59 113.49 P3~P 4 222 

4 57X45X73 113.60 p 4~P 5 192 p 2~P 10 418 

5 53X45X70 113.68 

6 42X46X52 113.93 Pl2~P 6 767 P3~P 9 420 

7 52X48X46 113. 93 

8 74X42X65 113.67 Pll~P 10 172 P4~P 8 401 , 50 X33 X63 113. 74 P10~P 9 189 

10 42 X42 X59 113.83 pg~P 8 214 P 5~P 6 195 

11 58X41X47 113. 72 P8~P 7 195 P6~P 7 198 

12 82X47X73 113.66 

13 42 X42 X 35 113. 91 庇 Pl3~Pl7 p 1~Pl3 110 
14 60X32X41 113. 98 Pl3~Pl4 96 P2~Pl4 95 

15 44 X40 X44 113.92 Pl4~P 15 195 P3~Pl5 96 

16 55X39X49 113.88 Pl5~P 16 220 P4~P 16 100 

17 38 X37X44 113. 96 Pl6~P 17 200 P5~Pl7 85 
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第237図 前原第 4 号掘立柱建物跡遺構平面図

第 5 号掘立柱建物跡には重複関係が認められる。また、前原第 6 号掘立柱建物跡は桁方向を南北にとる建物

であるが、南半は調査区外となるため遺構の全容は不明である。

前原第 3 号掘立柱建物跡は屋敷内の北東隅に位置し、桁行 2 間、梁行 2 間の小規模な建物である。

前原第 4 号掘立柱建物跡と前原第 5 号掘立柱建物跡はいずれも棟方向をほぼ同じくする。遺構の位置から

は前原第 5 号掘立柱建物跡が屋敷跡のほぼ中央に占地する。棟方位を見た場合には前原第 4 号掘立柱建物跡

が前原第 1 号溝状遺構の北辺での走行方位に一致する。検出した 4 棟の建物は、屋敷内での占地の状況にこ
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第238図 前原第 5 号掘立柱建物跡遺構平面図

れを囲続する溝状遺構との関わりがそれぞれ認められる。ここでは遺構に伴う遺物は見られなかったが、グ

リッド取り上げのものには、中世後半ないし近世にかけてのものが認められ、近世中頃までの時期の遺物が

確認できる。したがって、これらの遺構群もこれと差のない時期と推定される。

前原第 4 号掘立柱建物跡は、桁行 4 間、梁行 2 間で北面に半間の庇をもつ建物である。主柱穴は12個であ

るが、幾つかの柱穴には掘り替えの痕跡が認められ、前原第 5 号掘立柱建物跡との重複関係も含めて、建物

の建て替えがなされていることが考えられる。前

原第 5 号掘立柱建物跡はこれよりはやや小さい桁

行 3 間、梁行 1 間の建物である。この建物では桁

行の東の 1 間に半間の位置で柱穴が検出され、梁

が 4 本＋ 1 本という構造上の特徴を認められる。

(5) 前原調査区西群掘立柱建物跡（第240図）

前原調査区のある洪積台地上には、調査区を横

断して県道金井倉賀野停車場線が走っている。こ

の道路の西側でも 3 棟の掘立柱建物跡を検出した。

第25表前原調査区遺構計測表（3)
第 5 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径 x短径 x深さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 70X49X69 113. 75 p 1~P 2 217 p 1~P 8 364 

2 48X43X54 113. 75 P 2~P 3 225 P 2~P 7 352 

3 59X 46X 53 113. 75 P3~P 4 208 P3~P 6 350 

4 54 X 48X 40 113.88 p 4~P 5 370 

5 60X47X43 113. 92 P8~P 7 205 

6 53X 38X 70 113. 74 p 7~P 6 220 

7 80X62 X 52 113. 75 P6~P 5 225 

8 76X54X64 113.97 
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第239図 前原第 6 号掘立柱建物跡遺構平面図

前原第 7 号掘立柱建物跡と前原第 9 号掘立柱建物跡は棟方位をほぽ同方向にとり、前原第 8 号掘立柱建物跡

はこれと直交する棟方位で、前原第 2 号掘立柱建物跡に共通する。これらの掘立柱建物跡は県道東側の屋敷

跡で検出された 4 棟とは棟方向が明らかに異なり、これらとは別に建てられたものと考えられる。

前原第 7 号掘立柱建物跡は桁行 4 間であるが梁行 1 間とやや狭長な建物である。南東隅が攪乱土坑により

壊され、柱穴は 9 個確認されたのみであった。

前原第 8 号掘立柱建物跡は 3 間 X 1 間の規模であるが、梁行 l 間が桁行 2 間分に相当する。前原第 7 号掘

立柱建物跡の桁方位と第 8 号掘立柱建物跡の梁方位はほぼ一致し、建物の間隔も約 1 間（1.8m) であること

から、相互に関連したものであると推定される。

この 2 棟の北東に約llmの距離を隔てて前原第 9 号掘立柱建物跡がある。桁行 3 間、梁行 2 間でやや歪ん

だ平面形状である。

第25表前原調査区遺構計測表（4)
第 6 号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
長径x短径 x探さ 底面標高

柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 50X 48 X 71 114.13 p 1~P 2 185 p 1~P 8 202 

2 49X48X81 113. 99 p 2~P 3 177 P 8~P 7 208 

3 52 X 50 X53 114.19 

4 71, X 46 X54 ll4.03 P8~P 4 (410) P2~P 6 (4JO) 

p 5 

6 p 7~P 5 (380) P3~P 5 (410) 

7 51X43X48 113. 71 ( ）は推定

8 48X46X74 114. 01 
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第240図 前原調査区西群掘立柱建物跡遺構平面図

第25表前原調査区遺構計測表（5)
第 7 号前原調査区遺構計測表

EB6 

P7 

凸にソ I (P5) 

P6 

厄 1 ロ

c
 

柱穴 長径 x 短径 x深さ 底面標高
番号 (cm) (m) 

p 1 42 X 33X 23 114. 44 

2 42X 32 X 36 114. 33 

3 36X 26X 20 114. 50 

4 28X 22X 10 114. 56 

5 

6 50X 38X 21 114.54 

7 53 X 43X 44 114. 25 

8 43X 34 X 39 114. 34 , 36X 27X 33 114. 35 

L=l14.80 

C 
<r: I ,,: I 

C' 

1: 60 2m 

第241図 前原第 7 号掘立柱建物跡遺構平面図

柱 間 計 測 値 (cm)

桁 行 梁 行

p 1~P 2 175 p 1~P 10 258 

P2~P 3 182 P2~P 9 254 

P3~P 4 175 P3~P 8 252 

P4~P 5 (146) p 4~P 7 247 

P5~P 6 (246) 

P10~P 9 175 

pg~P 8 194 ( ）は推定

P 8~P 7 172 

P6~P 7 174 

EB6 

第24表前原調査区掘立柱建物跡一覧表（3)

遺構名称 調査名称 棟方位
規模

面積(rn')
桁行(m) 梁行(m)

庇 (m) 柱穴平面 I 備 考
（間） x （間） ①長辺 ②短辺 ①長辺 ②短辺 形状

第 7 号掘立柱建物跡 EB6 N-48°—E 4 X 1 17.5 ( 7.15 ( 6 78 ( 2.58 ( (246) 円形

第 8 号掘立柱建物跡 EB7 N-41'-W 3 X l 33. 7 ( 7.25 ( 6.84 ( 4.80 ( 4. 78 円形

第 9 号掘立柱建物跡 EB8 N-40°—E 3 X 2 29.2 ( 7 69 ( 7.66 ( 3.90 ( 3. 72 円形
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第242図 前原第 8 号掘立柱建物跡遺構平面図

第25表前原調査区遺構計測表（6)
柱穴

長径x短径 x深さ 底面標高
柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 48X46X21 114.24 p 1~P 2 230 p 1~P 8 478 

2 43 X41 X42 114.10 P2~P 3 235 

3 45X44 X44 114.17 P3~P 4 (260) P2~P 7 479 

4 

5 42X42X48 114. 24 P 8~P 7 222 P3~P 6 476 

6 40X36X37 114. 23 p 7~P 6 234 

7 39X38X42 114. 21 P6~P 5 228 P4~P 5 (480) 

8 40X38X38 114. 22 ( ）は推定
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第25表前原調査区遺構計測表（7)
第 9 号掘立柱建物跡柱穴計測表

0)P8 : 
0

)

ｭ
PZ 

柱穴 長径x短径 x深さ 底面標高
番号 (cm) (m) 

p 1 28X 28X 31 114.13 

2 38X 28X 37 114.11 

3 27X 22 X 38 114.15 

4 31 X 29X 37 114.20 

5 40 X 32 X 61 113.89 

6 32 X 28 X 41 114. 05 

7 32 X 26 X 37 114. 01 

8 30X 26X 28 114. 08 , 34 X 32X 58 114.10 

10 27X 26X 56 113. 78 

E B 8 

P7 

゜P3 

C 

I ロ 1-:: (Vl - --—⑳ £’ 

L;11460 .i::I 
C' C 

柱 間 計 測 値 (cm)

桁 行 梁 行

p 1~P 2 256 p 1~P 15 186 

p 2~P 3 250 P 15~P 9 204 

P3~P 4 263 

p 2~P 8 336 

P 10~P 5 794 

P3~P 7 378 

p 4~P 8 256 

P 8~P 7 258 P4~P 5 192 

p 7~P 6 252 P5~P 6 180 

゜ 1 : 60 2m 

第243図 前原第 9 号掘立柱建物跡遺構平面図
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L:700 >
2b 
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I I 

1 土層注記 I

1 黒色土層粘性締りなし。

2a 黒褐色土層 黄色土粒がやや多い。粘

性なし、 EE 1 の中では一番固く締っ

ている。

2b 2 層に比べ、やや黄色土粒が少なく

黒っぼい、やや粘性がある。

2c 黒褐色土と黄褐色ローム土との混じ

り。

゜
I : 60 2m 

第244図 前原第 1 号井戸跡遺構平面図

＼＼三：
0 1 : 3 10cm 

8108 

口

゜ I : 4 10cm 

第245図 前原第 1 号井戸跡出土遺物実測図

(6) 前原第 1 号井戸跡（第244図•第245図、写真図版50)

本遺構はE 区県道西側の En23グリッドで検出された。平面形は径1.lmの円形で、確認面標高は114.60m

である。前原第 8 号掘立柱建物跡の東約 6mのところに位置する。埋土を約 lm掘り下げたところで湧水のた

めそれ以下の掘り下げを断念した。埋土最上層に浅間B軽石と思われる砂粒の混じる黒色土が見られ、その

下には黄色土微粒子を混じてやや堅く締まる黒褐色土が観察される。

確認する。

この層下は未掘となるが泥質のノロを

本遺構からは、縄文の多孔石 (8108) 、皿形の土師質土器 (8202) 、砥石 (8403) が出土している。 8202 は

底部片でやや焼成の堅緻な土師質土器である。 8108の多孔石は径140mm、厚さ 90mmの点紋緑泥片岩に径15mm程

度の孔を穿ったものである。 8403の砥石は熔岩製でいわゆる荒砥である。かなり使用したものであるが、

面には12mm~15mmの 2 条の筋状の摩滅が認められ、玉砥石としての使用痕のようにも見られる。

ー

土師質土器は中世後半ないし近世初頭と考えられることから、本遺構もそれに近い時期と推定される。（船

藤亨・綿貫鋭次郎）
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2 遺物

(1) 種別と出土状況（第247図～第250図）

前原調査区で出土した遺物は、第 1 節で述べた縄文時代のものの他に古墳～平安時代の須恵器片・土師器

片、中世から近世にかけての土器・陶磁器類が見られる。出土総量は遺物収納箱で約 5 箱あるが、古墳時代

より平安時代にかけての土師器片は出土量は極めて少なく、須恵器片の出土も僅かである。須恵器片は E 区

の南東部にややまとまって出土しており、周辺に何らかの遺構があったものと推定される。多くは大甕の胴

部片である。 8219 は大甕の口縁部片で、櫛描文が認められ焼成はやや甘い酸化焔である。他の須恵器片も同

様な焼成傾向が認められる。上毛古墳綜覧には字前原と字薬師原との境付近に古墳の記載があり、また、 F9

薬師原遺跡でも 2 基の古墳周溝が検出されたことから付近に小規模な古墳の群集があるものと思われ、本調

査区出土遺物もこうした遺構に伴うものと考えられる。

中世から近世にかけての遺物は、土師質土器・軟質陶器・陶磁器・土製品・銭貨・金属製品・石製品等が

見られたが、表土（耕作土）下がすぐにローム面となり、良好な保存状況であるとは言えない。また、ほと

んどが覆土からの出土で、遺構に伴って検出されたのは前原第 1 号井戸跡出土の皿形土師質土器と、前原第

12号土坑出土の軟質陶器製の花瓶の 2 点のみである。遺物は中世から近世にかけての時期と思われるが、 D

区（台地縁辺から農道まで） • E 区東（農道から県道まで）． E 区西（県道西側）で、若干の相違が認められ

る。 E 区東は道路跡・屋敷跡が検出されているが、ここでの遺物には中世のものが認められ、やや古い様相

を示す。現場で採集した遺物には現代のものも見られたが、近世若しくは近代以前のもので比較的良好なも

のを選択し掲載した。したがって、遺構年代を遺物からの類推が可能となるよう留意している。

(2) 土師質土器・軟質陶器

皿形の土師質土器は 3 点あり、いずれもロクロ成形で底部は平底で糸切り痕が残る。口縁部は直に外反し、

口唇部の器壁はやや肥厚し、底部に近い部分は薄くなる。内面には撫で調整がなされる。 8202 は前原第 1 号

井戸跡出土で、やや硬質の酸化焔焼成で赤褐色を呈す。 8203 • 8204 は灰褐色を呈し須恵質の堅緻な焼成であ

る。器形からは中世後半の時期と見られる。

軟質陶器類は摺鉢・内耳鍋類と焙烙類•他が見られる。 8213~8215は軟質陶器の摺鉢口縁部片で、やや土

師質に近い焼成である。 8215 は口唇部が平坦で、内面には摺目としての櫛描波状文が見られ、器壁は使用に

より摩滅している。 8213 は口唇端部が三角形の断面形状を呈し、器面は比較的きれいに横ナデされる。 8216•

8217 は内耳鍋の口縁部片で焼成は須恵質で堅緻である。口端から内稜まではやや短い。 8218 は内耳鍋の底部

片と思われるが、焼成は酸化焔で褐色を呈し、堅緻な焼き上がりである。以上の摺鉢・内耳鍋類は中世と見

られる。

8205 は軟質陶器製の摺鉢で、内面に粗い櫛目が見られる。土師質の焼成で明褐色を呈す。 8206は口縁部に

外反する鍔をもつ羽釜かと推定される。 8207•8208は焙烙の口縁部である。この他に十能の把手 (8209) 、泥

面子と見られる型押しの土製品 (8210~8212) が出土している。これらは近世に入ってからのものと推定さ

れる。

8201 は前原第12号土坑出土の花瓶である。この土坑は縄文時代中期のフラスコ状の土坑であるが、ここに

近世の土坑が再度掘られ、花瓶はそれに伴う遺物と考えられる。埋土中に堅く締まったローム土が見られ、

その上面から出土している。花瓶は仏具であり、墓塙等に伴うものと推定されることから、本遺物もそうし

た性格のものと推定される。
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第250図 前原調査区出土遺物実測図(9)-E 区・銭貨・石製品一

(3) 陶磁器類

陶磁器類は量は比較的少ないものの種類が豊富である。ここでも輸入磁器 (8301~8306) が見られたが、

大御堂調査区出土のものと同様、 13世紀代の龍泉窯製と見られる。台地縁辺に近い D 区で検出されたものが

多く、寺院址との関連が推定される遺物である。 8325の常滑製大甕の頸部片、 8326は常滑製鉢（片口鉢）の

口縁部片で、中世のものである。

この他の多くは近世に入ってからのもので、瀬戸美濃系・肥前系が中心である。 8307~8315 は肥前系の青

磁の小片である。これらはD 区出土のものが多く、 17世紀中頃から 18世紀代にかけてのものである。染付は

18世紀代のものが見られる。 8316 は蛇ノ目凹型高台の小皿、 8317は内外面とも二重網文の丸碗である。 8318

は猪口で、銅版転写の染付で時期はやや下る。 8346~8349 は E 区出土である。 8346~8348は県道東側より出

土の18世紀代の丸碗、 8349 は菊花ちらし文の筒形碗で県道西側での出土である。肥前唐津系の陶器の小片も

いくつか認められる (8328~8331) 。 8345 も唐津系の大盤底部片である。 8343•8344 はいわゆる肥前系の京焼

風陶器で17世紀から 18世紀にかけてのものである。

陶器類は、瀬戸美濃系が中心である。 8327 は片口のおろし皿で15~16世紀とみられ、確認された施釉陶器

の碗皿類の中では古い部類に属す。 8332~8334 は白色の長石釉がかけられた志野系の小片である。 8339·8340

は褐釉の丸碗底部片、 8341 はいわゆる尾呂茶碗と見られる。 8337は灰釉の灯明皿であるが上手物である。

出土遺物を年代別に見ると、中世前半には青磁類（輸入磁器）が見られ、国産の常滑系の甕も見られる。

軟質陶器製の摺鉢もこの時期と思われ、内耳鍋・土師皿はやや下るものと考えられる。中世後半から近世に

かけては瀬戸美濃系のおろし皿があり、陶器類は近世前半から中頃にかけて多い。肥前系のものは青磁が17

世紀中頃から後半、染付・京焼風陶器は17世紀後半から 18世紀前半で、他の陶器類もこれに並行する時期が

中心と思われる。

銭貨は 7 点出土し、 D 区では「寛永通費」が、 E 区では渡来銭が出土して、 E 区と D区での出土遺物の時

期差を端的に示していると考えられる。（綿貫鋭次郎）
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第IV章前原調査区の遺構と遺物

第26表 前原調査区出土遺物観察表ーグリッド出土中近世遺物一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日④重旦(g) ①成形技法 ②底部の特徴

挿図番号 器種・分類 出土地点 ②器高佃緩汎］高比 ③色調 ④胎土 整形・調整等 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼⑥口底比 ⑤焼成 ⑥器形

8201 軟質陶器 ①146 （頸径31) ①ロクロ成形 ②平底 ③表：黒色、断：赤 表面は全体に 中近世

227 花瓶 ②192 （胴径70) 褐色 ④細粒砂（やや精選） ⑤酸化焙、良 きれいなミガ

108 完形 第12号土坑 ③ 93 （器厚6~7) 好 ⑥尊式仏花瓶 キ、胴部に押

圧文

8202 土師質土器 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③赤褐色 ④ 体部：横ナデ 中世

245 皿 細粒砂 ⑤酸化焙、やや硬質 ⑥口縁部は直 器壁はやや薄

底部片 第 1 号井戸跡 に外反 し）

8203 土師質土器 ( 120 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③灰色 ④細 横ナデ調整、 中世

248 皿 Dh30g I 層 ( 26 粒砂、微粒雲母、黒色鉱物粒子やや多 ⑤還 口縁部際やや

106 口～底％ ( 70 元焔（須恵質） ⑥口縁部は直に外反 肥厚

8204 土師質土器 ( 126 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③灰色～にぶ 横ナデ調整 中世

248 皿 Dj30g I 層 ( 28 い灰白色 ④細粒砂、微粒雲母、黒色鉱物粒 口縁部際やや

106 口～底％ ( 80 子 ⑤還元焔（須恵質） ⑥口縁部は直に外反 肥原

8205 軟質陶器 ( (320) ①ロクロ成形②欠損不明③鈍い赤褐色 口唇内・体部 近世 (18c頃

248 鉢．摺鉢 Ds33g I 層 ④中粒砂、微粒雲母、砂粒 ⑤酸化烙、良好 外横ナデ、摺 の瀬戸美濃

106 口縁部％ ⑥橙色 目 4 条粗い 系に似る）

8206 軟質陶器 ( (320) ①ロクロ成形 ②欠損・不明 ③鈍い赤褐色 口：横ナデ 近世

248 鍋 Dr24g I 層 ④細粒砂、黒色鉱物粒、白色粒、雲母 ⑤酸

107 口縁部片 化焙 ⑥口唇部が鍔状に横に広がる

8207 軟質陶器 ( (276) ①型作りか ②浅い皿状か ③明褐色 ④や 口：横ナデ 近世

248 焙烙 Ds29g I 層 ( (31) や密、白色粒子、微粒雲母 ⑤酸化焔、良好、

107 口縁部片 ( (280) 外面燻

8208 軟質陶器 ( (288) ①ロクロ成形②平底 ③明褐色④やや 口：横ナデ 近世

248 焙烙 Dq22g I 層 ( 25 密、白色微粒子少 ⑤酸化焔、良好 ⑥口縁

107 口縁部片 ( (270) 部は直立し体部との間に稜ヘラ削りか

8209 軟質陶器 残長98 ①紐作りか ④やや密、赤褐色粒子、白色粒 縦・ヘラナデ

248 十能 Dt24g I 層 柄長92 子 ⑤酸化焙、表面燻 ⑥十能の柄の部分と

106 把手 思われる

8210 土製品 ①型物 ④細粒砂 ⑤酸化焔 七福神か 近世

248 泥面子 Dg20g 

106 ほぼ完形 ( 5.5 
8211 土製品 ①型物 ④細粒砂 ⑤酸化焙 右三巴文 近世

248 泥面子 Df29g （巴の頭は大

106 ほぼ完形 ④おさか きく尾は短い）

8212 土製品 ①型物 ④細粒砂 ⑤酸化焔 童人形か 近世

248 泥面子 Ei33g 

106 ほぽ完形 (1. 4 

8213 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③鈍い赤褐色、表面一部 内：横ナデ 中世

249 摺鉢 Eb27g 灰褐色 ④細粒砂、白色粒、微粒雲母 ⑤酸 外：指調整

106 口縁部 化焔、良好 口縁部：三角 内：磨滅

8214 軟質陶器 器厚12mm ①紐作り ②欠損 ③表面：灰褐色、断面： 内外：横ナデ 中世

249 摺鉢 Eb29g 鈍い赤褐色 ④細粒砂、白色粒、微粒雲母 ⑤ 口縁部：平 口唇平坦

107 口縁部 酸化焔、やや瓦質（堅緻） 内：やや磨

滅

8215 軟質陶器 器厚10mm ①紐作り ②欠損 ③表面：黄橙色、内面： 外：横ナデ 中世

249 摺鉢 Eb29g 灰黄橙色 ④細粒砂、黒色鉱物粒子、小砂粒 内：波状文 内：やや磨

107 口縁部 ⑤やや還元焔（普通） ロ端部：平 滅

8216 軟質陶器 器厚 9 mm ①紐作り ②欠損③表面：灰黒色、断面： 内：横ナデ 中世

249 内耳鍋 Eg25g03 口唇～内稜20mm 鈍い黄橙色 ④細粒砂、白色微粒子 ⑤やや 外：横ナデ

107 口縁部 還元焔（瓦質） 内稜まで短い 外：煤付着

8217 軟質陶器 器厚10mm ①紐作り ②欠損③表面：青灰色、断面： 内外：丁寧な 中世

249 内耳鍋 Eh3lg 口唇～内稜19mm 赤褐色 ④細粒砂、黒色小粒子、白色粒子 ⑤ 横ナデ

107 口縁部 酸化焔、表面燻（やや瓦質）

8218 軟質陶器 底部厚 6~8mm ①型作りか②浅い丸底状③表面：暗褐 内・外：丁寧 中世

249 内耳鍋 Ef2lg01 色、断面：黒色 ④細粒砂、白色小砂粒 ⑤ な横ナデ

107 底部 酸化焙、良好

332 



第 2 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼④重量(g) ①成形技法 ②底部の特徴

挿図番号 器種・分類 出土地点 ②器高日⑤口高比 ③色調 ④胎土 整形・調整等 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日⑥口底比 ⑤焼成 ⑥器形

8219' 須恵器 ①紐作り ②欠損 ③表面：黄橙色、断面： 内・唇：横ナ

249 大甕 Ec27g01 赤褐色 ④細粒砂、やや精選、白色微粒子 ⑤ デ

107 口縁部 酸化焙、やや良 外：櫛描文

第26表前原調査区出土遺物観察表ー中・近世一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 （文様・呉須） ⑧他 期等）

8301 磁器・青磁 器厚 5~6.5 ④密、オリープ灰色 (2.5G Y) ⑥明緑灰色 龍泉窯系

246 碗 B類 Db25 g 01 (5 G) ⑦蓮弁文 13c 

ロ絵カラー 体部小片

8302 磁器・青磁 器厚12 ④密、灰色 (N) ⑥緑灰色(lOGY) 龍泉窯系

246 碗 E類 Di23g 13c 

口絵カラー 底部小片

8303 磁器・青磁 器厚 5 ④密、オリープ灰色(2.5GY) ⑥緑灰色 (5 龍泉窯系

246 碗 E類 Dk37 g G) ⑦蓮弁文 13c 

口絵カラー 体部小片

8304 磁器・青磁 器厚 5~7 ④密、オリーブ灰色 (2.5G Y) ⑥明緑色 (10 二重貫入 龍泉窯系

246 不明 D類 Dl31 g GY) ⑦不明 13c 

ロ絵カラー 口縁部小片

8305 磁器・青磁 器厚 4~7 ④密、灰色 (N) ⑥緑灰色 (5 G) ⑦蓮 龍泉窯系

246 碗 E類 Eb29g 弁文 13c 

口絵カラー 体部小片

8306 磁器・青磁 Ec33g 器厚 3~5 ④密、オリープ灰色(2.5G Y) ⑥緑灰色 (5 龍泉窯系

246 碗 D類 G) ⑦蓮弁文 13c 

口絵カラー 口縁部小片

8307 磁器・青磁 器厚 4~5 ④密、灰白色 (N) ⑥明緑灰色 (lOG Y) 肥前系

247 不明

小片

8308 磁器・青磁 器厚 4 ④密、灰白色 (N) ⑥明緑灰色 (lOG Y) 肥即系

247 不明

小片

8309 磁器•青磁 器厚 5 ④密、灰白色 (N) ⑥明緑灰色(lOGY) 肥前系

247 不明 18c代

小片

8310 磁器・青磁 器厚 4 ④密、灰白色（N) 内面一部黄橙色 ⑥明緑 肥前系

247 瓶類 Dj20& 灰色(lOGY) 17c代

体部小片

8311 磁器•青白 ④密、灰白色（N) 、底部は黄色味がかってい 肥即系

247 磁 Dj21 g る ⑥明緑灰色 (lOGY) 17c後～

皿 18c中

体部小片

8312 磁器・青白 ④密、灰白色 (N) ⑥明緑灰色 (lOGY) 、 クローム青磁 肥前系

247 碗 Dk27g 内面は灰白色 (N) （明治以

口縁部片 降）

8313 磁器・白磁 ①型作り ②高台作り ④精選・密⑤良好 口端部は平端 肥即系

247 合子 Dszog I 層 ⑥内面・外面上半に透明釉 ⑧外面にたこ唐 につくる 18c末～

身 草を刻印 19c 

8314 磁器・白磁 ①型作り ④精選・密 ⑤良好 ⑥内面・外 肥即系

247 合子 Du2og ]層 面口縁部付近に透明釉 ⑧外面にたこ唐草文 18c末～

を刻印 19c 

ｧ315 磁器・青磁 ①ロクロ成形 ②高台やや幅広・高台畳付無 肥前系

247 皿 E 区表採 釉 ③浅い皿 ④非常に密に精選 ⑤良好 1630~1640 

底部小片 代

8316 磁器染付 ( 144 ①ロクロ成形 ②蛇の目凹形高台 ③体部は 肥前系

248 皿 Dpl9 g 1 層 ( 34 直に近い立ち上り ④精選・密（白色） ⑤ 19c 初～幕

口～底½ ( 92 良好 ⑦見込雪輪竹文、体部内面雪輪笹文 末
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第IV章 前原調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径曰 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 （文様・呉須） ⑧他 期等）

8317 磁器·染付 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選・密 肥前系

248 碗 Dt15g （白色） ⑤良好 ⑥見込菊花文、内面一重 18c中～後

底部 網文、外面二重網文

8318 磁器染付 ( 42 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③精選・密 明治後半

248 猪口 Df22 g ( 18 （白色） ⑤良好 ⑥外面蝶花文 ～大正

口～底％ ( 16 
8319 陶器 Dl26 g— ( 130 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部玉縁状に折 関西

248 小型鉢 り返し ④精選・密（灰色） ⑤還元焙・良 丹波系か

口縁部片 好 ⑥灰釉（灰色）

8320 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁帯外面に 2 条口 備前系

248 擢鉢 Dg21 g 摺目 11条 唇部に 1 条の凹線④細粒砂・白色微粒子 17c 

口縁部片 摺幅21. 5mm ⑤酸化焔（赤褐色）

8321 陶器 ( 94 ①ロクロ成形②欠損③油受け皿④精 関西

248 灯明皿 Dsl9g 選・やや密（灰白色） ⑤良好 ⑥褐釉 信楽系か

口縁部片

8322 陶器 ①ロクロ成形 ③落し蓋形式 ④小粒砂、や 在地系

248 蓋物 Dp27g ( 20 やきめが粗い（灰黄色） ⑤還元焔 ⑥灰釉 （下仁田） 18

( 55 （緑色）、裏面無釉 c後半以降

8323 陶器 ①ロクロ成形②回転糸切り、やや底上げ 体部外面～底 18c後半以

248 小型鉢 Dwzog 1 層 麟部やや内湾気味④精選・密（褐灰～に 部に煤付着 降

底部片 ぶい橙色） ⑤良好

8324 陶器 ①ロクロ成形 ②高台外面に段を持つ ④精 尚台の作りに 肥前系唐津

248 鉢 Db27g 選・密（橙色） ⑤外：鉄釉、内：灰釉 18C 代唐津の 18c 

底部片 特徴

8325 陶器 ①紐作り ②不明④精選、白色小粒子多 常滑系

249 大甕 EaZO go1 ⑤酸化焙・焼締・堅緻 ⑥頸部外面に自然釉 13~14c 

頚部 がかかる。

8326 陶器 器厚 9~10 ①紐作り ③口端部は平担、体部は直に外反

249 鉢 Eg3lg か ④精選・密 ⑤酸化焔・焼締・堅緻 ⑥ 

口縁部 表面は鈍い赤褐色

8327 施釉陶器 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③浅い皿、ロ おろし目はヘ 瀬戸美濃系

249 おろし皿 Ef33g 唇部平担、内稜、片口 ④やや密（淡黄色） ラによりやや 15c~16c 

ロ～底部½ ⑤口縁から体部に灰釉（淡黄色） 粗くほられる

8328 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③皿形か ④やや密 肥前系唐津

249 碗 Er31 g （赤色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉（灰白色） 18c 

108 小片 刷毛塗り

8329 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③碗形か ④精選・

249 Ed28g 密（褐灰色） ⑤還元焔・良好⑥外面横・

108 小片 内面縦の灰釉刷毛塗

8330 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③碗形か ④精選・ 肥前系

249 Ed28g 密（褐灰色） ⑤還元焔・良好⑥外面横・

108 小片 内面縦方向灰釉刷毛塗

8331 陶器 ①ロクロ成形②欠損 ③碗形か ④精選・ 肥前系

249 碗 E区フク土 密（灰赤色） ⑤還元焔・普通 ⑥外面横・

108 小片 内面縦方向灰釉刷毛塗

8332 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③小皿か ④やや密 瀬戸美濃系

249 皿 Ec13g （淡黄色） ⑤酸化焔・普通 ⑥長石釉（灰 （志野）

108 口縁小片 白色）

8333 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口端部外反 ④や

249 皿 Ey29g や密（淡黄色） ⑤酸化焔・普通 ⑥長石釉

108 口縁小片 （灰白色）

8334 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③削り出し高台 ④ 

249 皿 Ek30g やや密（淡黄色） ⑤酸化焔・普通 ⑥長石

108 底部片 釉（灰白色）、内面鉄絵

8335 陶器 ①ロクロ成形②欠損 ③腰折れ ④精選・ 瀬戸系

249 碗 E 区表採 密 ⑤やや還元焙か・良好 ⑥灰釉、白化粒

106 口～体部片 土
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第 2 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高伍 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径伍 （文様・呉須） ⑧他 期等）

8336 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③腰折れ ④やや密

249 碗 Ec19g （鈍い黄橙色） ⑤酸化焔・良好 ⑥褐釉

106 体部小片

8337 陶器 ①ロクロ成形②欠損③油受け皿④精

249 灯明皿 Eb38g 選・密（灰白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉、

106 口縁部片 外面は口唇部まで施釉

8338 陶器 ①ロクロ成形②欠損③口縁部折り返し

249 鉢 Ef33 g ④やや密（淡黄色） ⑤酸化焙・良好 ⑥灰

106 口縁部片 釉

8339 陶器 ①ロクロ成形 ②高台 ③やや深い丸碗 ④ 

249 碗 Eg30g やや密（灰白色） ⑤酸化焙・良好 ⑥黒褐

106 底部 釉、高台無釉

8340 陶器 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④やや密（淡黄 瀬戸美濃系

249 碗 Eh30g 色） ⑤酸化焔・良好 ⑥内面に黒褐釉

106 底部

8341 陶器 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④やや密 瀬戸美濃系

249 碗 Er26 g 04 （灰白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥内面灰釉、 18c 

106 底部 外面黒褐釉 （尾台か）

8342 陶器 ①ロクロ成形 ②高台裏施釉 ④精選・密（灰 瀬戸美濃系

249 丸碗 Eh3Qg 白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉 18c 

106 底部

8343 陶器 ①ロクロ成形 ②削り出し高台・無釉 ④精 尽焼風 肥前系

249 碗 Eh29g 選・密（淡黄色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉

106 底部

8344 陶器 ①ロクロ成形 ②高台削出・高台裏無釉 ④ 高台裏窯印

249 碗 Ej31 go1 精選・緻密（灰白色） ⑤酸化焙、良好 ⑥ 

106 底部 灰釉

8345 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②高台削出 ④精選・密（暗 やや大型の盤 肥前系唐津

249 鉢 E 区 赤褐色） ⑤外：褐釉、内：灰釉刷毛塗 形か

108 底部

8346 磁器・染付 ①ロクロ成形 ②渦台施釉 ④精選・密（灰 肥即系

249 丸碗 E 区 白色） ⑥雪輪梅掛文か、高台外：二重圏線 18c中頃

106 底部 高台裏「渦福」か、呉須は明るい青灰色

8347 磁器・染付 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選（灰 肥前系

249 丸碗 Eg25g 白色） ⑥外下半・高台際に圏線、呉須は青 18c代

106 底部 ( 30 白色に発色（やや良）

8348 磁器・染付 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③白色 ④ 肥前系

249 丸碗 Ekl9 g 01 精選 ⑤良好

106 口～底部

8349 磁器・染付 ①ロクロ成形 ②高台削り出し ③白色 ④ 肥前系

249 筒形碗 Eyl8g 精選⑤良好⑥筒型⑦見込み五弁花手 18c末

106 底部 描、体部外面菊花文 ~1810代

第27表前原調査区出土銭貨一覧

塁胄 挿図 写真 出土区域 遺構名称 グリッド 銭貨銘 読順 財質外径 内径 孔重量 書体 特徴・初鋳造年・備考

6061 248 108 D 区農道東 Dq23g 寛永通賣 対読 銅 22 18 7 2.4 楷書

6062 248 108 E 区県道東 屋敷跡東方 Dv34g02 寛永通賓 対読 銅 24 20 6 3.9 楷書

6063 248 108 E 区県道東 屋敷跡東方 Dw33g05 寛永通賓 対読 銅 27 21 7 4.2 楷書 新寛永（明和 4 年）、裏青海波

6064 248 108 E 区県道東 屋敷跡東方 Dw33g04 寛永通賓 対読 銅 24 20 6 2.4 楷書

6065 250 108 E 区県道東 道路跡付近 Ebl9 冗豊通賓 順読 銅 23 18 6 2.8 楷書 宋（神宗）元豊元年(1078)

6066 250 108 E 区県道東 屋敷跡付近 Ec33g09 開冗通賓 対読 銅 23 20 7 2.4 楷書 唐（高祖）武徳 4 年 (621)

6067 250 108 E 区県道東 屋敷跡付近 Eh33g01 ? ？通賣 対読 銅 24 19 7 1. 7 
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

第v章上谷戸調査区の遺構と遺物

第 1 節縄文時代の遺構と遺物

《遺物分布の状況》

上谷戸調査区は、藤岡市と吉井町との境をなす丘陵から北東にのびた尾根の南東斜面・裾部に位置してい

る。この尾根は美濃山と呼ばれており、藤岡市教育委員会の詳細遺跡分布調査により縄文土器・土師器・須

恵器等の散布が知られており、平井地区No.14遺跡として縄文及び古墳～平安時代の包蔵地として周知されて

いる。また、上谷戸の字名はこの尾根の南、不動池からの沢にちなむもので「谷戸」のルビは「ガイト」で

ある。古い地名には「上ケ谷戸」と記載される例も見られる。

本調査区では先土器・縄文時代の明瞭な遺構は検出されなかったが、縄文土器片や石器などの遺物が少量

ながら出土し、生活の痕跡をたどることができる。出土遺物は、胎土に繊維を含む前期前葉から中葉の土器

片、中期初頭から末葉の土器片及び後期のものが認められた。

大御堂調査区でのものが中期加曽利E 4 式土器を主体としたのに対し、前原・上谷戸調査区においては、

前期の関山式から諸磯式土器、中期の五領ケ台式土器が含まれており、周辺に該期の集落の存在が予想され

る。上谷戸調査区が丘陵斜面部から裾部にかけて調査されていることを考慮すると、丘陵尾根部から斜面部

にかけて集落が想定される。

上谷戸調査区で出土した縄文時代の遺物のなかで、特記すべき遺物として、 9021のいわゆる「の」の字状

垂飾品がある。石材は蛇紋岩で、器体上部と中央部の 2 カ所に穿孔部を持ち、径は器体上部が3mm、中央部が

16mmである。大きさは長径43mm、短径37mm、厚さ 2.5mm、重景 5 gで、表裏両面にわたり非常に良く研磨され

て仕上げられており、器体及び出土遺物実測図穿孔部周辺は稜を形成し、両方向からの穿孔が行われている。

中央部の穿孔は 2 段階にわたり行われることが観察される。本資料も表採であるために得られる情報が乏し

いが、類例資料が縄文時代前期から中期にかけての時期の遺物と共伴することが知られており、本資料の年

代もこれと同じ時期と推定される。
(2) 

本資料の類例は、東京都八丈島倉輪遺跡、富山県立山町天林北遺跡での出土が知られており、いずれも蛇

紋岩製であり、形状・加工方法も酷似して何らかの関連性を持つものと考えられる。（菊池実 関口博幸）

(1) 藤田富士夫「玉」考古学ライプラリー52 、 1989、ニューサイエンス社

(2) 同上
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第251図 上谷戸調査区出土遺物実測図（1）一縄文土器・石器一
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第v章上谷戸調査区の遺構と遺物

第28表 上谷戸調査区出土遺物観察表(1)一縄文土器一

遺物番号
①胎土 ②焼成

挿図番号 部位 成形・器面調整の特徴と色調 文 様（その他） 出土状況

写真図版
（遺存状況）

9001 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8 mm。 縄文施文。原体は L ｛ほ（ O 段 3 条）。 Gd-18g 

251 片 繊維を含む 内面は横方向の調整が行われている。 前期前葉関山式土器。

②良 外面色調はにぶい赤褐色、内面は赤褐色。

9002 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚10mm。 半戟竹管による平行沈線が施されている。 Gc-lOg 

251 片 繊維を含む 内面は横方向の調整が行われている。 前期中葉有尾系土器。

②良 内外面の色調は明赤褐色。

9003 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8 mm。 半戟竹管を櫛状に束ねた原体による集合沈線 Gi~l8 g 
251 片 ②やや良 内面は荒れている。 が施されている。

内外面の色調はにぶい褐色。 前期後半諸磯式土器。

9004 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 5~6 mm。 半戟竹管を櫛状に束ねた原体による集合沈線 Gb-16g 

251 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 が施されている。

内外面の色調はにぶい黄橙色。 前期後半諸磯式土器。

9005 底部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の底部片。底径9.6cm。 縄文施文。原体は L ｛ほ横転がし。 Gd~l6g 
251 片 ②良 内面は粗い調整が行われている。 中期。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

9006 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8~9 mm。 縄文施文。原体は R{ t。 Gf-18g 

251 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 中期前半。

内外面の色調はにぶい黄橙色。

9007 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 8 mm。 細沈線による格子目文が施され、半戟竹管に Gk-18g 

251 片 ②良 内面は横方向のミガキが行われている。 よる平行沈線によって小区画文が配される。

内外面の色調はにぶい赤褐色。 中期五領ヶ台式土器。

9008 口縁 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の口縁部片。器厚16~20mm。 口縁部に隆帯による楕円等の文様を描き、縄 G一括

251 部片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 文施文。原体は R{ t。

内外面の色調はにぶい黄橙色。 中期加曽利 E 3 式土器。

9009 胴部 ①粗粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚15~16mm。 断面三角形の隆帯を垂下。 Gd-19g 

251 片 ②やや良 内面は横方向の調整。荒れている。 縄文施文。原体は R{ t。

外面色調はにぶい黄橙色、内面にぶい褐色。 中期加曽利E3 式土器。

9010 胴部 ①中粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚11~13mm。 沈線を垂下。縄文施文。原体は不明。 Gs-15g 

251 片 ②やや良 内面は横方向の調整。荒れている。 内面に炭化物が付着している。

内外面の色調はにぶい橙色。 中期加曽利 E3 式土器。

9011 胴部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の胴部片。器厚 4~5 mm。 3 条の平行沈線による充填縄文帯を数帯重畳 Gm-8g 

251 片 ②良 内面は横方向の調整が行われている。 する胴部片。縄文原体は L ｛伶。

内外面の色調は灰褐色。 後期加曽利 Bl式土器。

9012 底部 ①細粒の砂を混入 深鉢形土器の底部片。底径 8 cm。 後期。 Go-6g 

251 片 ②良 内面はミガキが行われている。

内外面の色調はにぶい褐色。

第28表 上谷戸調査区出土遺物観察表（2）一縄文・石器一

遺物番号
器 種 遺存状況 石 材

計測値（cm· g) 
特 徴 出土状況

挿図・写真 全長 幅 厚 重量

9013 石皿 破片 安山岩 (11.0) (12.5) 4.0 (527) 裏面に 4 個の凹みがある。 Gs-18g 

251 • 109 
9014 凹石 % 輝緑岩 (9. 8) (8. 0) 3. 0 (489) 両面に 4 個の凹みがある。凹みの平均は長径18 G 区一括

251 • 109 mm、短径17mm、深さ 3 mm。一部焼けている。

9015 凹石 完形 点紋緑泥片岩 16.4 7.6 3.4 850 両面に 4 個の凹みがある。凹みの平均は長径41 Gd-3g 

251 • 109 mm、短径20mm、深さ 4 mmである。

9016 たたき石 完形 輝緑岩 8. 7 8.0 4.5 605 敲打痕と磨耗痕が認められる。 Hg-6g 

251 • 109 

9017 磨製石斧 ｽ 輝緑岩 (8.8) 4.9 2.5 (199) 磨き段階。 Hj-5g 

251 • 109 

9018 打製石斧 基部欠損 輝緑岩 (10.5) 5.3 2.0 (198) 短冊型。 Gk~ 5g 

251 • I俯

9019 打製石斧 完形 熱変成岩 10.0 4.8 1.3 99 バチ型。 Gd-lOg 

251 • I俯

9020 打製石斧 完形 熱変成岩 14.0 8.6 2.5 381 分銅型。 Ge-3g 

251 • 109 
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L=l30.00 

127 
158 187 

遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド

I 3 2 上谷戸第 1 号溝状遺構(HDlO) Hh·H i--l•-2 g 

1 3 3 上谷戸第 2 号溝状遺構(HD9) Hn•Ho-00~-2 g 

I 3 4 上谷戸第 3 号溝状遺構(HDII) Hn~Hp-05ｷ06g 

I 3 5 上谷戸第 4 号溝状遺構(HD4) Hd~Hf-00~04g 

I 3 6 上谷戸第 5 号溝状遺構(HD5) Hd-03•04g 

I 3 7 上谷戸第 6 号溝状遺構 (HD8) Gy~OJ~04 g 

I 3 8 上谷戸第 7 号溝状遺構(HD6) Gv~Hb-03•04 g 

I 3 9 上谷戸第 8 号溝状遺構(HD7) Gu•Gv~04·05g | X 
I 5 8 上谷戸第 2 号井戸跡(HE!) Gy•Ha-02·03 g 

1 8 6 上谷戸第28号土坑(HK7) Gt-03g 

I 8 7 上谷戸第29号土坑(HKll) Gv-02g 

I 9 6 上谷戸第38号土坑(HK8) Hm-05g 

断面見通し線

X 

' 
\ I X 

X 

L=l20.00 

L=J23.70 

:' L=l23.50 

C C' 
- la -

万

L=124.00 

B Ia B' 

三le lb 

上谷戸第 7 • 8 号溝状遺構 A-A' B-B'注記

la 黒褐色土

lb 淡黒褐色土 ローム粒をわずかに含む。

le 淡黒褐色土 ロームブロックを多く含む。

上谷戸第 7 号溝状遺構 B-B'注記

la 淡黒褐色土 ローム粒が混じる。締り弱い。

lb 黒褐色土 ふかふかしている。

le 淡黒褐色土 ロームプロックを含む。

L =129.60 

D D' 

断面見通し線
ーー（検出面）

L=128.40 

L =128.40 

E E
 

こ
上谷戸第 1 号溝状遺構 D-D'E-E'注記

1 B軽石を含む黒色土。

2 茶褐色土を斑らに含む比較的よく締る黒色土。

3 ローム粒と茶褐色土を含む黒色土。

4 ローム粒をわずかに含み、茶褐色土を含む粒子の細かいパサパサした感じの黒色土。

5 茶褐色土を多く含む粒子の細かいパサパサした感じの黒色土。

6 ロームを多く含むやや粘性をもった黒色土。

7 ロームと黒色土の混土層。

ヽ ー

X 

X 

遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド

I 2 6 上谷戸第 1 号竪穴住居跡(HJ6) la~lc-04g 

I 2 7 上谷戸第 2 号竪穴住居跡(HJ!) Hcｷ Hd-02ｷ03g 

I 2 8 上谷戸第 3 号竪穴住居跡(HJ2) Hk•Hl-OO·Olg 

1 2 9 上谷戸第 4 号竪穴住居跡(HJ3) Hl•Hm~02·03 g 
1 3 0 上谷戸第 5 号竪穴住居跡(HJ4) Hl•Hm--04 g 

I 3 I 上谷戸第 1 号集石遺構 Hr-03g 

L=l31.00 

三
L=l34.40 

三
L =128.40 

H,  H' 

下

上谷戸第 2 号溝状遺構 F-F'注記

l 暗茶褐色土層 黒色土を基調とし黄色土粒子の混入したもの

粘性、締りなし。

la 黄色土粒の混入は比較的少なめ。

lb 黄色土粒子の混入やや多く、黄色はやや強い色調となる。

le 黄色土粒子の流入少なく、黒色味の強い色調となる。

2 暗灰褐色土粒子細かく粘性ややあり。締り強い。

暗い感じのローム土。

上谷戸第 2 号溝状遺構 G-G'注記

1 黒褐色土粘性、締り弱い。

la 黒色土と茶褐色土の混土。

lb la 層より黒色味が増す。

le フカフカな感じで締りなし。土質はlb と同じ。

2 暗褐色土 基本的には黒褐色土であるが、黄色土粒を含むためや

や暗褐色気味の色調となる。

2a 粘性、締りなし。

2b やや締っているが粘性はない。

上谷戸第 3 号溝状遺構 H-H'注記

1 暗茶褐色土 やや砂質、粘性、締りなし。

2 黒褐色土 粒子は比較的細かいが粘性、締りなし。

2a 黒褐色土に 1 層土の混じったもの

2b Y.P がわずかに混じる

2c 2 層中では最も明るい色調

゜
1 : 50 2m 

25m 

濠遺構名称は遺構番号で明示
第252図 上谷戸調査区斜面部遺構全体図
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第 2 節 古墳～平安時代の遺構と遺物

第 2 節古墳～平安時代の遺構と遺物

1 遺構の分布（第252図、写真図版51 • 52 • 53) 

古墳時代より平安時代にかけての遺構は、当初の調査予定地には入っていなかった丘陵斜面部で竪穴住居

跡 5 軒と古墳の周溝と考えられる溝状遺構 l 条を検出した。美濃山から北東にのびる丘陵尾根の東南に面す

斜面にあり、遺構の分布する斜面は13/100の勾配で、調査区内の標高は120~143mである。この丘陵尾根は藤

岡市教育委員会の遺跡分布調査で平井地区No.14遺跡として周知されていたところであり、土器片等の遺物散

布が確認されている。

この丘陵斜面部の調査は、上谷戸調査区の平坦部 (F•G•H区）の全容が明らかとなった段階の昭和63

年12月に平坦面際の表土掘削を行い、平成元年 1 月から斜面部に試掘トレンチを設定し、遺構確認を実施し

た。路線内での尾根頂部の標高は143mで、南東側斜面について10mに 1 本の割合でトレンチを入れ、遺構・

遺物の検出を行った。斜面部と平担部との境は標高123m~125mにあり、裾部から中腹にかけては竪穴住居

跡・溝状遺構・土坑等が検出され、標高132m付近までは全面的に表土掘削を実施した。また、標高132m~143

mまでの頂部から中腹にかけては数力所でトレンチを拡張したが遺構・遺物の包蔵を明瞭に確認できず、約

30％の試掘に停どめた。

竪穴住居跡は 5 軒検出した。古墳時代の住居跡が 2 軒（上谷戸第 1 号・第 2 号竪穴住居跡）、平安時代の住

居跡が 3 軒（上谷戸第 3 号～第 5 号竪穴住居跡）である。また、孤を描く溝状遺構が 1 条検出されたが、形

状・埋土の観察から古墳の周溝の残存とみられる。この他には集石遺構を 1 基検出した。（綿貫鋭次郎）

2 遺構

(1) 上谷戸第 1 号竪穴住居跡（第253図～第257図、写真図版51 • 110) 

本遺構は、丘陵斜面の中程、標高135mの Ia~Ic-04 • 05グリッドで検出した。上谷戸調査区で検出した遺

構の中では最も西に位置し、標高も最も高い。住居の南半が路線外となるため全掘はできず、丘陵の裾に近

い斜面に位置するため、ヤトに面した南半については削平を受けていて遺構の残存状況はあまり良好とは言

えず、全体の 1/3 程度の調査である。

平面プランは方形（一辺 6m程か）で北にカマドをもつ。カマドを中心とした住居主軸方向はN-30°-W

で、これは斜面の傾斜方向に符合する。確認された壁高は斜面上位の北壁で40~45cm、東壁では傾斜に合わ

せて徐々に削られ、北東コーナーから約4.5mで壁高が確認できなくなる。床面は住居北東の一角でロームの

貼り床を確認したのみで、北壁際では床面下 2~3 cmの壁溝も検出された。東壁際での壁溝は検出されず、

床面の大部分は残存していなかった。また、住居に伴う柱穴・貯蔵穴は確認できなかった。

カマドは住居の北壁中央に造り付けて築かれ、カマド規模は右袖長70cm、左袖長80cm、焚口部幅50cm、燃

焼部奥幅25cm、煙道入口部幅20cmで煙道は確認できなかった。袖芯・支脚等は石材が使用されていた。右袖

石は長さ 46cm、幅12cm~18cmの結晶片岩系の棒状の円礫が立位で下半が埋められていた。左袖石には径20cm、

厚さ 10cmの砂岩の角礫 3 個が平らに載せられている。支脚には長さ 30cm、径 8cmX 5cmの結晶片岩系の棒状

の円礫が約45゜の傾斜角で埋められていた。また、焚き口部には焼けて非常に脆い板状の砂岩質の礫 (25cmX

35cmX 10cm) が横たわっていた。天井石の崩落したものである。炭化物・灰層は確認されなかったが、焼土

化した火床面が確認された。
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上谷戸第 1 号住居土層注記 A-A' 

l 粘性なし。締りなし。

2 粘性なし。締りなし。やや色が暗い。

3 粘性なし。締りなし。やや色が明るい。（ローム土が

多い）

4 粘性あり。締りあり。やや色が明るい（ローム土が

多い）

5 粘性ややあり。締りあり。やや色が暗い。

6 粘性あり。堅く締る。ローム地山に近い感じ。
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第253図上谷戸第 1 号住居跡遺構平面図

3
5
.
0
0
 

B
 

＼口

A < 

L=l35.60 

A 

。

＼ロ
＼ロ

\ 

A' c
 

A' 

L =135.40 

C ゜

上谷戸第 1 号住居カマド土層注記 A-A'B-B' ゜ I : 30 lm 
l 焼土ブロックを主とする。

2 焼土まじりの暗褐色土
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遺物は土師器・土製品等があり、特にカマドとその前面に集中して分布し、残存状況も比較的良好である。

器種は長甕・甑・小型甕・小型壺・碗・坪が見られ、

本住居跡は 6 世紀後半代の時期と思われる。

この外に、土錘・こも網石が出土している。

(2) 上谷戸第 2 号竪穴住居跡（第258図～第261図、写真図版52 • 110) 

本遺構は、検出された住居跡では最も東の He • Hd-02 • 03グリッドにあり、確認面標高は125.8m と斜面

部では裾に近い低い位置である。いも穴と思われる攪乱土坑が見られるものの残存状況は比較的良好であっ

た。平面形状は 1 辺3.5m~3.7mのほぼ正方形で、東壁のほぼ中央にカマドがあり、主軸方位はN-69"-E

である。埋土は上下 2 層が見られ、上層は黒色土、下層は黒色土にロームブロック・小粒子の混じったもの

で、床面はローム貼り床で顕著な硬化面が認められた。壁高は約25cmを測る。壁溝・柱穴は確認できなかっ

たが、住居北東隅に径96cmX52cm、深さ 25cmの楕円形の土坑が検出され、貯蔵穴と認められる。

住居掘り方の調査において、住居ほぼ中央に径37cmの円形の土坑を確認したが、いわゆる床下土坑と考え

られる。また、いも穴内でも楕円形土坑 (76cmX 48cm) を確認し、床面下約40cmであり、やはり床下土坑と

しての可能性が考えられるが、調査において明確には検証できなかった。

カマドは住居東壁のほぼ中央に構築されており、袖部・燃焼部が住居内に、煙道が住居外に伸びているの

が確認され、残存状況は比較的良好である。カマド規模は、右袖長が66cm、左袖長は約50cmを確認し、焚き

口幅40cm、燃焼部長36cm•奥幅44cm、煙道長140cm、煙道幅20cm~25cmを計測する。また、床面と燃焼部との

間に 15cm、燃焼部と煙道部との間に10cmの段差が認められる。右袖の芯には再利用の長甕を伏せて立て、左

袖芯には砂岩質の角礫を使用している。火床面の焼土化はさほど著しくないが、カマド埋土中に多量の焼土
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土層注記 c-C' 

1 ロームと黒色土の混土層

2 ロームに黒色土が混入する

混土層

土層注記 A-A'B-B' 

1 粒子の細かい黒色土 5 ロームの塊が少量混入する黒色土

2 ロームと黒色土の混土層 6 ローム粒が混入する黒色土

3 ロームに黒色土が少量混入する。 7 暗黄褐色土 ロームを主体とし黒色土が斑状に堆積する。

締った混土層（壁のくずれか） 全体に竪く締っているが上面（床面）は竪く締まっている。掘

4 ロームの混入の多い黒色土 り方面下の地山はしっとりとしたツヤのあるローム。

第258図 上谷戸第 2 号住居跡遺構平面図 ゜ 1 : 60 2m 

土層注記 A-A'B-B' 
器

乙 f 一ー／ A' 
1 暗褐色土（フク土）

き
2 ローム主体の黄褐色土

3 焼土。炭化物を含む暗褐色土

4 焼土を少々含む褐色土
A I ¥ ）ベー 5 暗黄褐色土

6 焼土。炭化物を含み、粒子の細

|ぱ

L =125.80 

A 

かい茶褐色土

7 ローム粒と焼土を少量含む。

8 ローム粒、炭化物を多く含む。

9 粒子細かい。比較的よく締る茶

褐色土

[¥' 10 ローム粒を含む茶褐色土

11 粒子の細かい上層よりよく締る

茶褐色土

゜ I : 30 lm 

第259図 上谷戸第 2 号住居跡カマド平面図
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第261図 上谷戸第 2 号住居跡遺物分布図

粒・焼土ブロックの混入が認められた。カマド内における遺物の出土は見られなかった。

本遺構に伴う遺物はカマド袖芯に転用の長甕の他、土師器が 3 点、須恵器が 1 点見られただけである。ま

た、滑石製の有孔円板 2 点と、こも網石 3 点が出土している。

(3) 上谷戸第 3 号竪穴住居跡（第262図～第265図＞写真図版53 • 111) 

本遺構は斜面部の中程、 Hk • Hl-00 • 01グリッドにあり、確認標高は128.90mである。上谷戸第 4 号住居

跡が本住居跡南西に近接して存在する。斜面部にあるため下位レベルの東及び南側は侵食を受け、残存状況

は良好とは言えなかったが、柱穴については 4 個を確認することができ、住居の平面形・規模について推定

復元が可能である。平面形は一辺約4.6mの方形で、北壁にカマドを有し、住居の主軸方向はN-29°-Wであ

る。壁高は北西隅で40cmを確認し、北壁に近い部分ではローム貼り床を検出した。埋土には黒色土が見られ、

上下 2 層が確認される。北西隅に貯蔵穴を確認した。長径110cm、短径80cm、深さ 23cmの楕円形土坑である。

また、北壁際でカマドをはさんで西に 1 個、東に 3 個のピットを検出したが性格は不明である。壁溝は認め

られない。

カマドは北壁のほぼ中央に構築され、第 2 号住居跡同様に袖部・燃焼部を住居内に張り出し、煙道を外に

細長くのばし、残存状況は比較的良好である。カマド規模は、右袖長70cm、左袖長64cm、焚き口部幅48cm、

燃焼部長65cm、燃焼部幅25cm、煙道部長152cm、煙道部幅20cm~30cmで、燃焼部の立ち上がりは住居北壁に一

致する。右袖先端部には長甕が袖芯に転用されている。火床面・袖部壁面の焼土化は顕著に認められた。支

脚等は確認されなかった。

本遺構に伴う遺物は、北西隅・貯蔵穴付近に集中しており、全て土師器である。器種は坪が 7 点、長甕の

底部片が 2 点確認された。他に滑石製臼玉 1 点とこも網石 4 点が出土している。
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性、締りなし

2 1 に似るがややローム比が多い

3 ポロポロした感じのローム土床

面になる

4 やや暗い色のしっとりしたロー

ム竪く締る

5 しっとりしたツヤのあるローム

掘り方地山掘りすぎか

土層注記 A-A'

1 焼土と炭化物を含む黒色土

2 少量の焼土と炭化物を含む黒色土

3 ロームと黒色土の混土層

4 焼土プロックを含む、茶褐色土層

゜第263図 上谷戸第 3 号住居跡カマド平面図

5 暗灰褐色土

6 ポロポロした感じのロー

ム土

7 しっとりしたツヤのある

ローム

I : 30 1 ffi 
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第267図 上谷戸第 4 号住居跡出土

遺物実測図

土層注記 A-A'

1 黒褐色土とロームの混土層

1' 1 と比べ、ややロームの混入が多い

2 黒褐色土 ローム粒、ロームプロックを含む。

3 ロームプロック

4 茶褐色土 ロームの混土層。

土層注記 C-C' D-D' 

1 黒色土とロームの混土層

2 1 に比べややロームの混入が多い。

第266図 上谷戸第 4 号住居跡遺構平面図 3 ロームの混入の多い黒色土
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土層注記 D-D'

l ローム土と茶褐色土の混

じり粘性締りなし

2 焼土を少鼠含む

土層注記 C-C'

1 淡赤褐色土

焼土が多量に混じる。

2 ローム土と暗茶褐色土の

混じり
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4 暗褐色土焼土、炭化物少々入る。
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5 淡赤褐色土焼土粒少々入る。

6 淡黄褐色土焼土粒少々入る。

7 淡赤褐色土 焼土が多量に混じる。

8 ローム土と暗茶褐色土の混じり
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第268図 上谷戸第 5 号住居跡遺構平面図(1)一床面一
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(4) 上谷戸第 4 号竪穴住居跡（第266図•第267図、

写真図版53 • 112) 

本遺構はHI• Hm-02 • 03グリッドの標高128.50

mの南東斜面中腹で確認された。住居跡群の中で

は上谷戸第 3 号住居跡とともに分布域の中央部に

あり、上谷戸第 3 号住居跡とは約 3m離れている。

他の遺構との重複関係は認められない。傾斜面に

立地するため住居跡北東隅を残して大部分は侵食

を受けており、遺構の保存状況は悪い。しかし、

第269図

2m 主柱穴と見られる 4 個のピットを検出し、遺構の
⇒ 

上谷戸第 5 号住居跡遺構平面図(2)一掘り方面一平面形態・規模等を推定することができる。東西
4.6m、南北5.0mの方形に近い平面形状で、主軸方

向はN-30'-E を示す。床面の検出された部分で

はローム貼り床であり、北壁寄りで土坑が 2 基検出され、貯蔵穴若しくは床下土坑の可能性が考えられるが

確証はない。カマドは住居東壁で焼土の分布域が認められたが、カマド施設は確認できず不明である。

遺物は北東隅で土師器の完形の小型甕が 1 点出土したのみである。
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第271図 上谷戸第 5 号住居跡出土遺物実測図(2)

(5) 上谷戸第 5 号竪穴住居跡（第268図～第272図、写真図版53 • 112) 

本遺構は検出した住居跡の中では最も北のHI· Hm--03 • -04グリッドにあり、確認面標高は131. 30mで

ある。遺構の残存状況は極めて悪く、平面プランは不明瞭であるが、遺物分布等から判断して方形であると

推定される。また、調査時において焼土の分布域を 2 カ所で検出したため、重複の可能性も考えられたが確

認できず、カマドの造り替えの可能性が考えられた。傾斜面に立地するため低位のレベルでは侵食が著しく、

残存状況は悪い。平面形状は一辺3.2m~3.5mの方形で、壁高は最大45cmを計測する。壁溝・柱穴·貯蔵穴等

は確認できなかった。床面は、確認できた部分では地山ローム面を踏み固めたものである。掘り方面で 2 個

の土坑（径約 lm) 、ピット 7 個を検出した。

カマドの痕跡は東壁中央付近と南壁中央付近で焼土を確認したが、東壁際では幅50cm、奥行き 50cmの広が

りで、床面とほぽ同レベルで、壁より外側に確認した。南側では袖に使用されたと考えられる結晶片岩の棒

状の円礫（長35cm、径12cmX 15cm) が 2 個、やや傾くものの立位で検出され、 50cmX 70cmの範囲で焼土分布

域も認められた。円礫には火熱を受けた痕跡が認められた。

遺物は東カマドから南カマドの間の住居南半に集中する傾向が認められるが接合関係からは住居全体に広

がる。器種別では須恵器の坪が多く出土し、土師器は少ない。

(6) 上谷戸第 1 号集石遺構（第273図•第274図、写真図版53 • 112) 

本遺構は上谷戸第 1 号住居跡の東方約32.6mの Hr-03グリッドで検出された。検出位置は標高131mの南東

斜面で、 2.5mX 1. 5mの範囲に小礫が密集した状態で確認された。分布範囲の長軸方位はN-35°-Wである

が、これは傾斜に沿ったものと認められる。出土した礫は15cm~38cmのやや大きめのもの33石とそれ以下の

小礫からなる。小礫を含めた礫石はほぽ一円にあったが、主要石材の分布は北西と南東の二つのブロックに

分かれる。石材は結晶片岩系のものが多いが、砂岩質・安山岩質等のものも見られ多様である。礫の形状は

ほとんどが楕円形で偏平なものである。石材に交じって壺・蓋等の須恵器片が出土している。

人為的な集石と考えられるが、意図的に配置されたとは考え難く、掘り方も見られない。礫に加工痕等も

認められないことから、投棄されたものである可能性が高い。
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第274図 上谷戸第 1 号集石遺構出土遺物実測図

(7) 上谷戸第 1 号溝状遺構（第275図•第276図、写真図版54)

本遺構は上谷戸調査区の丘陵斜面部Hh • Hi-01 ·02グリッドで検出された。上端幅1.60m~2.15m、下端幅

0.55m~1.15m、深さ 0.42m~0.83mで、確認長約8.5mで弧を描く形状である。溝内からは縄文土器片が 1 点

と須恵器の甕胴部片が出土している。溝埋土には上層に浅間 B軽石層である黒褐色砂質土が見られ、黒褐色

土・暗褐色土・暗黄褐色土となる。遺構が収束するのは斜面部にあって削平されたためとも思われるが、遺

構底面がフラットではなく、掘り方も一定ではないことから、通常の溝とは異なる性格をもつものと考えら

れる。埋土に見られる層位はこの地域の古墳周溝に見られるものと共通する。また、丘陵斜面に弧を描く形

状ということから本遺構は古墳周溝としての可能性が高いと言えよう。遺物はいずれも溝中への流れ込みと

考えられるが須恵器片は溝の掘削年代に近い遺物と推定される。
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L ~129.60 

A A' 
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L=128.40 

B B
 

土層注記 A-A' B-B' 

1 浅間B軽石を含む黒色土

2 茶褐色土を斑に含む比較的よく

締る黒色土

3 ローム粒と茶色を含む黒色土

4 ローム粒をわずかに含み茶色土

を含む粒子の細かいパサバサし

た感じの黒色土

5 茶色土を多く含む粒子の細かい

パサパサした感じの黒色土

6 ロームを多く含むやや粘性を

もった黒色土

7 ロームと黒色土の混土層

゜ I : 60 2m 

第275図 上谷戸第 1 号溝状遺構平面図
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3 遺 物 （第277図•第278図、写真図版109)

上谷戸調査区では前述の住居跡出土の遺物のほか、グリッド出土の土師器・須恵器が見られる。 9101·9102

は石田川式の台付甕の胴部片であり、 4 世紀代に比定される。 9454 は古式土師器の壺形土器の口縁部片で折

り返しが見られる。土師器の小碗 (9112) 、高坪（坪部9106• 脚部9107）、小型壺（9113) は胎土・色調に共

通する特徴が認められる。この他に器台 (9104）、高坪 (9105 • 9108~9111) 、甕口縁部片 (9114 • 9115) な

どが見られる。円筒埴輪の小片 (9131 • 9132) も見られる。須恵器は壺・甕類の胴部片と坪が多く見られた。
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第29表 上谷戸調査区出土遺物観察表一古墳～平安時代ー

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼 ⑤焼 成 ⑥色 調

9101 土師器 ①一器厚3~4 ①紐作り ② （脚台付） ④細粒砂 ⑤普通 胴下半部の小 石田川式

277 台付甕 G113g ⑥橙色 片 5c代

脚部小片

9102 土師器 ①一器厚5~6 ①紐作り ④細粒砂、微粒雲母、白色微粒子 体部外面に横 石田川式

277 台付甕 Gx08g ⑤普通 ⑥橙色 ハケ目内面 5c代

胴部小片 横ハケ煤付

着

9103 土師器 ①紐作り ④細粒砂 ⑤やや良好 ⑥にぶい 外面ハケ目

台付甕 褐色（外面暗褐色） 内面ハケ目 5c 

109 胴部下半 上第19号溝

9104 土師器 ①紐作り ②欠損 ③高坪脚部 ④細粒砂、 脚：縦ナデ

277 器台 Gsl6g04 黒色鉱物粒子、微粒雲母 ⑤良好 ⑥橙色 5 c 

脚部上半

9105 土師器 ①紐作り ②欠損 ④細粒砂 ⑤普通 ⑥橙 外：縦ヘラナ

277 高坪 Gl07g01 色、外一部赤変 デ 5c 

脚部 内：横ヘラナ

デ

9106 土師器 ①紐作り ②欠損③高坪脚部④細粒砂 外：縦ヘラナ

277 高坪 Gsl5g01 ⑤良好 ⑥明褐色 デ 5 c 

坪部 内：横ヘラナ

デ

9107 土師器 ①紐作り ③高坪脚部④細粒砂⑤良好 外：縦ヘラナ

277 高坪 Ggl6g01 ⑥明赤褐色 デ 5c 

109 脚部 ( 116 内：絞り調幣

9108 土師器 ①紐作り ②欠損④細粒砂⑤やや竪緻 外：縦ヘラナ

277 高坪 Gw05g ⑥明赤褐色 デ 5c 

脚部 内：絞り調整

9109 土師器 ①紐作り ②欠損 ④細粒砂⑤酸化焙 ⑥ 外：縦ヘラナ

277 高坪 Gul2g01 にぶい黄灰褐色 デ

内：絞り調整

9110 土師器 ①紐作り ②欠損 ④微粒雲母小砂粒 ⑤酸 外：縦ヘラナ

277 高杯 化焔良好 ⑥鈍い橙色 デ

109 脚部 上第19号溝 内：絞り調整

9lll 土師器 ①紐作り ②欠損 ④細粒砂 ⑤酸化焔 ⑥ 外：縦ヘラナ

277 裔坪 Hbllg 明赤褐色 デ

109 脚部 内：絞り調整

9112 土師器 ( 120 ①紐作り ②平底 ④やや粗い白色粒子微粒 外：ヘラ削り

277 鉢（培） Gsl6g03 ( 52 雲母赤褐色粒子 ⑤やや竪緻 ⑥橙色 内：横ナデ

109 ％口～底部 ( 60 底ヘラ起し

9113 土師器 ①紐作り ②欠損 ③壺形土器 ④やや粒子 外：ヘラ削り

277 壺形 Gsl6g02 の粗い小砂粒 ⑤酸化焔良好 ⑥明褐色 内：ナデ調整

胴部

9114 土師器 ①紐作り ②欠損 ④白色微粒子 外：ヘラ削り

277 甕 Gw07g07 、黒色鉱物粒子⑤良好 ⑥明赤褐色 内：横ナデ

口縁部

9115 土師器 ①紐作り ②欠損 ④黒色鉱物粒子⑤良好 外：ヘラ削り

277 甕 Gw08g02 ⑥明赤褐色 内：横ナデ

口縁部

9116 須恵器 ①紐作り ②欠損 ④黒色粒子 ⑤良好⑥

278 甕 Grl9g 表、灰黄色、内、灰色 内：平行条線

胴部小片

9117 須恵器 ①紐作り ②欠損 ④白色粒子 ⑤竪緻 ⑥ 外：平行叩き

278 甕 Gc04g 灰色 のナデ

胴部小片 内：青海波文

9118 須恵器 ①紐作り ②欠損 ④白色粒子、黒色鉱物粒 外：叩き後

278 甕 Gx09g03 子 ⑤普通 ⑥灰色 ナデ調整

胴部小片 内：青海波文
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第 2 節 古墳～平安時代の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼④重量(g) ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 ⑤焼 成 ⑥色 調

9119 須恵器 ①紐作り ②欠損④白色小粒子多く入る 外：平行叩き

278 甕 Gt04g ⑤竪緻 ⑥灰色 内：青海波

胴部片

9120 須恵器 ( 132 ①ロクロ成形 ②回転糸切りヘラ調整 ③口 外：横ナデ やや磨滅

278 高台付坪 Gw08g ( 42 縁部やや外反 ④黒色鉱物粒子、白色微粒子 内：横ナデ

109 ％口～底部 ( 57 ⑤還元焔、普通 ⑥オリープ灰色

9121 須恵器 ①ロクロ成形 ②貼り付高台 ④細粒砂、黒 内：ナデ

278 高台付坪 Gu07g03 色粒子、きめ細かい⑤普通 ⑥オリープ灰

底部片 ( (76) 色

9122 須恵器 ①ロクロ成形 ②貼り付高台 ④細粒砂、白 外：横ナデ 磨滅が著し

278 高台付坪 Gu05g 色微粒子、黒色鉱物粒子 ⑤普通 ⑥オリー 内：横ナデ し）

底部片 ( (64) プ灰色

9123 須恵器 ①ロクロ成形 ②貼り付高台 ④細粒砂、砂 内外とも横ナ 磨滅が著し

278 高台付坪 Gu08g01 粒を混じる ⑤普通⑥オリープ灰色 デ底部糸切 し）

底部片 ( 62 り未調整

9124 須恵器 ①ロクロ成形②欠損 ③ツバは直に外反 口縁部～ツバ

277 羽釜 Gul6g ④中粒砂、小砂粒を混じる ⑤酸化焔 ⑥灰 にかけて横ナ

口縁部小片 黄色 デ

9125 須恵器 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ④細粒砂、精 内外とも横ナ

282 坪 良 ⑤普通 ⑥灰白色 デ底部糸切

底部 上第20号溝 り未調整

9126 須恵器 ①ロクロ成形 ②貼り付高台 ④細粒砂、精 内外とも横ナ

277 高台付坪 Hp07g 良 ⑤やや甘い ⑥オリープ灰色 デ底部糸切

109 底部 り未調整

9127 須恵器 ①ロクロ成形 ②回転糸切り貼り付高台 ④ 

278 坪 Hs03g 細粒砂 ⑤還元焙、竪緻 ⑥灰黄褐色

109 底部 ( 66 

9129 須恵器 ①紐作り ②欠損 ④精良 ⑤良好⑥灰色 外：縦のカキ

278 大甕 目

頸部片 上第 6 号溝 内：横ナデ

9130 須恵器 ①紐作り ②欠損 ④長石粒を混じる ⑤良 外：平行叩き

276 大甕 好 ⑥灰色 内：青海波文

胴部片 上第 1 号溝

9131 埴輪 ①紐作り ④砂粒、長石粒 ⑤普通 ⑥鈍い 外：縦ハケ目

277 円筒 Gv05g 黄橙色 内：横の指調

胴部片 整

9132 埴輪 ①紐作り ④砂粒、長石粒⑤普通⑥明褐 外：縦ハケ目

277 円筒 GflOg 色 内：横の指調

胴部片 整

9139 須恵器 ( 143 ①ロクロ成形 ②付け高台 ④細粒砂 ⑤あ 底糸切り未調

316 高台付坪 まい ⑥黒褐色 整

128 口～底 上第38号土坑

9140 須恵器 ( 175 ①ロクロ成形 ②付け高台 ④細粒砂、小砂 体：横ナデ

278 碗 Hb05g01 ( 71 粒 ⑤軟質焼成の坪⑥灰黄色

109 ロ～底 ( 92 
9141 須恵器 ①紐作り ②欠損④白色微粒子⑤良好 外：櫛文

289 大甕 ⑥灰色

胴部片 上第 1 号井戸跡

9128 須恵器 ①紐作り ②欠損 ④精良 ⑤良好⑥灰色 外：縦のカキ

大甕 目

口縁部片 上第 6 号溝 内：横ナデ
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

第30表上谷戸調査区出土遺物観察表一古墳～平安一

ヽ \ 

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高佃吋 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 （文様・呉須） ⑧他 期等）

9201 土製品 ( 32 ⑥外面：黒色

255 土錘 ( 10 

110 完形 上谷戸 1 号住 ③ 2 

9202 土製品 ( 39 ⑥外面：黒褐色～淡褐色

255 土錘 ( 11 
110 完形 上谷戸 1 号住 ③ 2 

9203 土製品 ( 40 ⑥外面：黒色一部淡褐色

255 土錘 ( 11 
llO 完形 上谷戸 1 号住 ③ 2 

9204 土製品 ( 42 ⑥外面：黒色

255 土錘 ( 22 
llO 完形 上谷戸 1 号住 ③ 3 

9205 土師器 ( 136 ④砂粒 ⑤普通 ⑥明黄褐 ⑦外面：口縁横

255 坪 ( (44) ナデ、底部ヘラ削り、内面：横ナデ後ヘラ磨

llO 口～底部 上谷戸 1 号住 ③最大径 (146) き

9206 土師器 ( 104 ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁横ナ

255 碗 ( 41 デ、体部～底部不定ヘラ削り、内面：横ナデ

llO 口～底％ 上谷戸 1 号住 後ヘラ磨き

9207 土師器 ( llO ④緻密 ⑤良好 ⑥浅黄色 ⑦外面：口縁横 煤付着

255 碗 ( 45 ナデ、体部～底部不定ヘラ削り、内面：横ナ

llO 口～底％ 上谷戸 1 号住 デ後ヘラ磨き

9208 土師器 ( llO ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁横ナ

255 碗 ( 56 デ、体部～底部不定ヘラ削り、内面：横ナデ

llO 口～底％ 上谷戸 1 号住 後ヘラ磨き

9209 土師器 ( 87 ④細粒砂⑤良好⑥にぶい黄橙色⑦外 煤付着

255 小型壺 ( 124 面：口縁横ナデ、体部上半ヘラ削リ後ヘラ磨

llO 完形 上谷戸 1 号住 き、下半ナデ、内面：横ナデ

9210 土師器 ( 126 ④砂礫混入 ⑤良好 ⑥暗褐色 ⑦外面：体

255 小型甕 部縦ヘラ削リ、内面：ナデ

llO 口～底％ 上谷戸 1 号住 ( 62 
9211 土師器 ( 140 ④砂礫混入 ⑤良好 ⑥暗褐色 ⑦外面：ロ 体部煤付着

255 小型甕 ( 155 縁～体部上半ナデ、体部下半縦ヘラ削リ、内

llO 口～底％ 上谷戸 1 号住 ( 52 面：ナデ

9212 土師器 ( 179 ④細粒砂 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁ナ

255 甑 Ia•Ib-04·05 g ( 150 デ、体部縦ヘラ削リ、底部横ヘラ削リ、内面：

110 口～底％ 上谷戸 1 号住 ( 50 ナデ、黒色仕上げ

9213 土師器 ( 110 ④砂礫混入 ⑤良好 ⑥明赤褐色 ⑦口縁ナ

255 甑 Ia• Ib-04•05 g ( (120) デ、体部外面：縦ヘラ削リ、内面：横ヘラ削

口～胴％ 上谷戸 1 号住 リ

9214 土師器 ④精選 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦体部外面：縦ヘ

255 長胴甑 Ia•Ib-04•05 g ( (185) ラ削リ、下半一部横ヘラ削リ、後ナデ調整、

llO 胴～底％ 上谷戸 1 号住 ( 90 内面：ヘラナデ

9215 土師器 ( 180 ④砂礫 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦口縁横ナデ、体

255 長胴甕 la• lb-04ｷ05 g 部縦ヘラ削リ、内面横ナデ

口縁部％ 上谷戸 1 号住

9216 土師器 ( 190 ④砂礫混入 ⑤良好 ⑥暗褐色 ⑦外面：縦

255 長胴甕 ヘラ削リ、内面：ナデ

口～胴％ 上谷戸 1 号住

9217 土師器 ( 186 ④砂礫混入⑤良好⑥暗褐色～明赤褐色 体部煤付着

255 長胴甕 ( 325 ⑦外面：口縁ナデ、体部縦ヘラ削リ、内面：

llO 口～底％ 上谷戸 1 号住 ( 45 ナデ、平底

9218 土師器 ( 182 ④砂礫混入 ⑤良好 ⑥暗褐色～赤褐色 ⑦ 体部煤付着

255 長胴甕 ( 332 外面：口縁ナデ、体部縦ヘラ削リ、内面：ナ

llO 完形 上谷戸 1 号住 ( 57 デ、平底

9219 土師器 ④砂粒 ⑤ふつう ⑥明赤褐色 ⑦外面：ナ

255 甕 ((1 40) デ、内面：ナデ

llO 胴～底％ 上谷戸 1 号住 ( 70 
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第 2 節 古墳～平安時代の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼 土（色調） ⑤焼成⑥釉調（色調） ⑦染 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 付（文様・呉須） ⑧他

9220 縄文 ④砂粒 ⑤良好 ⑥にぶい黄色

255 鉢

llO 底部 上谷戸 1 号住 ( 82 

9221 円礫 長150 重502 （石材）点紋絹雲母石墨片岩

256 こもあみ石 幅 76

110 上谷戸 1 号住 厚 25

9222 円礫 長135 重237 （石材）点紋絹雲母石墨片岩

256 こもあみ石 輻 40

110 上谷戸 1 号住 厚 24

9223 円礫 長126 重259 （石材）点紋絹雲母石墨片岩

256 こもあみ石 幅 37

110 上谷戸 1 号住 厚 35

9224 円礫 長141 重285 g （石材）点紋絹雲母石墨片岩

256 こもあみ石 幅 51

llO 上谷戸 1 号住 厚 22

9225 円礫 長128 重227 g （石材）点紋絹雲母石墨片岩

256 こもあみ石 幅 33

110 上谷戸 1 号住 厚 30

9226 円礫 長153 重227 g （石材）点紋絹雲母石墨片岩

256 こもあみ石 幅 65

110 上谷戸 1 号住 厚 30

9227 石製品 長 20 重1. 9 g （石材）滑石

260 有孔円板 幅 14

111 上谷戸 2 号住 厚 4

9228 石製品 長 19 重 1 7 g （石材）滑石

260 有孔円板 幅 15

111 上谷戸 2 号住 厚3.4

9229 土師器 ( 132 ④緻密 ⑤良好 ⑥暗赤褐色 ⑦外面：口縁

260 坪 ( 38 横ナデ、底部ヘラ削リ、内面：横ナデ

111 口～底部％ 上谷戸 2 号住

9230 土師器 ( 132 ④細粒砂 ⑤あまい ⑥褐灰色 ⑦外面：ロ

260 坪 ( (35) 縁横ナデ、内面：横ナデ

口～底部％ 上谷戸 2 号住

9231 須恵器 上谷戸 2 号住 ( 126 ④緻密 ⑤ふつう ⑥灰色 ⑦外面：口縁横 尚坪の坪部

260 蓋？ ( 37 ナデ、底部回転ヘラ削リ、内面：横ナデ の可能性あ

111 口～底部％ HJ 1-76 ( 100 り

9232 須恵器 ( 105 ④緻密 ⑤あまい ⑥黒褐色 ⑦外面：口縁

260 短頸壺 横ナデ、体部手持ちナデ、内面：横ナデ、肩

lll 口～底部％ 上谷戸 2 号住 部に波状文

9233 土師器 ( 178 ④砂礫（長石、片岩等）が混じる ⑤良好 ⑥ 

260 長甕 にぶい黄橙色 ⑦口縁ナデ、体部外面：縦ヘ

111 口～胴部％ 上谷戸 2 号住 ラ削リ、内面：ヘラ横ナデ

9234 須恵器 ( 116 ④緻密⑤良好⑥灰色⑦内外とも横ナ

260 g ギ デ、頸部に波状文

口縁部 上谷戸 2 号住 ( 54 

9235 土師器 ( (170) ④砂粒 ⑤ふつう ⑥橙色 ⑦外面：口縁横

260 壺 ナデ、内面：口縁横ナデ、体部ヘラ横ナデ

ロ縁部 上谷戸 2 号住

9236 土師器 ( 197 ④砂礫混入 ⑤良好⑥橙色 ⑦口縁ナデ体 体部煤付着

260 壺 ( 320 部外面： （上半）横ヘラ削リ、（下半）斜めへ

111 口～底％ 上谷戸 2 号住 ( 95 ラ削リ、内面：ヘラナデ、平底

9237 須恵器 ④砂粒 ⑤良好 ⑥灰色 ⑦外面：ナデ、内

260 甕 面：青海波文

胴部小片 上谷戸 2 号住

9238 須恵器 ④細粒砂 ⑤良好 ⑥灰色 ⑦外面：縦カキ

260 甕 目、内面：横ナデ

頸小片 上谷戸 2 号住
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径h叫 ①成形 ②底部・尚台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼 （文様・呉須） ⑧他 期等）

9239 円礫 長114 重241 g （石材）点紋絹雲母石墨片岩

260 こもあみ石 幅 56

llO 上谷戸 2 号住 厚25.5

9240 円礫 長136 重263 g （石材）点紋絹雲母石墨片岩

260 こもあみ石 幅 45

110 上谷戸 2 号住 厚 22

9241 円礫 長138 重214 g （石材）点紋絹雲母石墨片岩

260 こもあみ石 幅 43

110 上谷戸 2 号住 厚 21

9242 石製品 ( 11 重 9 （石材）滑石

264 臼玉 ( 11 孔径 2 mm 

111 上谷戸 3 号住 厚1.7 

9243 士師器 ( 133 ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁横ナ

264 坪 ( 40 デ、底部ヘラ削リ、内面：横ナデ

111 口～底部％ 上谷戸 3 号住

9244 土師器 ( 118 ④緻密 ⑤良好 ⑥にぶい褐色 ⑦外面：ロ

264 坪 ( 34 縁横ナデ、底部ヘラ削リ、内面：横ナデ

111 口～底部％ 上谷戸 3 号住

9245 土師器 ( 130 ④緻密 ⑤良好 ⑥にぶい褐色 ⑦外面：ロ

264 坪 ( 36 縁横ナデ、底部ヘラ削リ、内面：横ナデ

口～底部％ 上谷戸 3 号住

9246 土師器 ( 130 ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁横ナ

264 坪 ( 39 デ、底部ヘラ削リ、内面：横ナデ

lll 口～底部％ 上谷戸 3 号住

9247 土師器 ( 128 ④細粒砂 ⑤ふつう ⑥灰褐色 ⑦外面：ロ

264 坪 ( 38 縁横ナデ、底部ヘラ削リ、内面：横ナデ

lll 口～底部％ 上谷戸 3 号住

9248 土師器 ( 136 ④緻密 ⑤良好 ⑥にぶい赤褐色 ⑦外面：

264 坪 ( 48 口縁横ナデ、底部ヘラ削リ、内面：横ナデ

lll 口～底部％ 上谷戸 3 号住

9249 土師器 ( 134 ④細粒砂 ⑤良好 ⑥外面：橙色、内面：黒

264 坪 ( 38 ⑦外面：口縁横ナデ、底部横ヘラ削リ、内面：

111 口～底部％ 上谷戸 3 号住 丸底 横ナデ

9250 土師器 ( 192 ④砂礫混入 ⑤良好 ⑥黒褐色～橙色 ⑦外

264 長甕 ( 354 面：口縁ナデ、体部縦ヘラ削リ、内面：ナデ

111 ほぼ完形 上谷戸 3 号住 ( 55 

9251 土師器 ④砂粒 ⑤ふつう ⑥黒褐色⑦外面：縦ヘ

264 長甕 ラ削リ、内面：ナデ

111 底部 上谷戸 3 号住 ( 55 
9252 土師器 ④砂粒 ⑤ふつう ⑥橙色 ⑦外面：縦ヘラ

264 長甕 削リ、内面：ナデ

lll 底部 上谷戸 3 号住 ( (60) 

9253 円礫 長172 重705 （石材）絹雲母石墨片岩

264 こもあみ石 幅 60

111 上谷戸 3 号住 厚 33

9254 円礫 長133 重300 （石材）点紋絹雲母石墨片岩

264 こもあみ石 幅 43

111 上谷戸 3 号住 厚 22

9255 円礫 長171 重600 （石材）点紋絹雲母石墨片岩

264 こもあみ石 幅 67

111 上谷戸 3 号住 厚 26

9256 円礫 長175 重800 （石材）絹雲母石墨片岩

264 こもあみ石 幅 70

111 上谷戸 3 号住 厚 35

9257 土師器 ( 154 ④砂礫混入 ⑤ふつう ⑥赤褐色 ⑦外面： 体部煤付着

267 小型甕 ( 100 口縁ナデ、体部縦ヘラ削リ、一部横削リ、内

109 ほぼ完形 上谷戸 4 号住 ( 45 面：ナデ
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第 2 節 古墳～平安時代の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径佃叶 （文様・呉須） ⑧他 期等）

9258 須恵器 ( 138 ④緻密 ⑤あまい ⑥灰オリープ色 ⑦内外

270 高台付坪 ( 51 とも横ナデ、底部糸切り後ナデ

112 口～底％ 上谷戸 5 号住 ( 70 

9259 須恵器 ( 142 ④細粒砂 ⑤ふつう ⑥にぶい黄橙色～黒褐

270 坪 ( 33 色 ⑦内外面：横ナデ、底部糸切り未調整

112 ロ～底％ 上谷戸 5 号住 ( 58 
9260 須恵器 ( 150 ④細粒砂⑤ふつう ⑥にぶい黄橙色 ⑦内外

270 高台付碗 ( 52 面：横ナデ、底部糸切り後ナデ

112 口～底％ 上谷戸 5 号住 ( 70 

9261 須恵器 ( 140 ④緻密 ⑤良好 ⑥灰色 ⑦内外とも横ナデ

270 高台付碗 ( 45 

112 口～底％ 上谷戸 5 号住 ( 70 

9262 須恵器 ( 141 ④細粒砂 ⑤あまい ⑥にぶい黄橙色 ⑦内

270 高台付碗 ( 44 外とも横ナデ

112 口～底％ 上谷戸 5 号住 ( 64 
9263 須恵器 ④砂粒 ⑤あまい ⑥にぶい黄橙色 ⑦内外

270 高台付碗？ とも横ナデ

112 底部 上谷戸 5 号住 ( 70 

9264 須恵器 ( 136 ④砂粒 ⑤あまい ⑥灰色～黒褐色 ⑦内外

270 坪 ( 31 とも横ナデ、底部糸切り未調整

112 口～底％ 上谷戸 5 号住 ( 63 
9265 須恵器 ( 132 ④細粒砂 ⑤ふつう ⑥灰黄色 ⑦内外とも

270 坪 ( 40 横ナデ糸切り未調整

112 口～底％ 上谷戸 5 号住 ( 65 
9266 須恵器 ( 146 ④緻密 ⑤ふつう ⑥灰色 ⑦内外とも横ナ

270 高台付碗？ デ

口～底％ 上谷戸 5 号住

9267 須恵器 ④砂粒 ⑤あまい ⑥にぶい黄橙色 ⑦内外

270 高台付碗？ とも横ナデ

112 口～底％ 上谷戸 5 号住 ( 78 

9268 須恵器 ( 184 ④砂粒 ⑤あまい ⑥浅黄色 ⑦内外ともに

270 高台付碗 横ナデ

112 口～体部％ 上谷戸 5 号住

9269 須恵器 ④砂粒 ⑤あまい ⑥灰色 ⑦底部糸切り未

270 坪 調整

112 底部 上谷戸 5 号住 ( 59 

9270 須恵器 ④細粒砂 ⑤ふつう ⑥灰色 ⑦内外とも横

270 坪 ナデ、底部糸切り未調整

112 底部 上谷戸 5 号住 ( 54 

9271 須恵器 ④緻密 ⑤ふつう ⑥灰色 ⑦内外ともに横

270 高台付坪 ナデ、底部糸切り未調整

112 底部 上谷戸 5 号住 ( 50 

9272 須恵器 ④細粒砂 ⑤ふつう ⑥灰色 ⑦内外とも横

270 高台付碗 ナデ、底部糸切り未調整

112 底～体部％ 上谷戸 5 号住 ( 66 
9273 須恵器 ④砂粒 ⑤ふつう ⑥橙色 ⑦内外とも横ナ

270 坪 デ、底部糸切り末調整

112 底部 上谷戸 5 号住 ( 52 

9274 須恵器 ④細粒砂 ⑤良好 ⑥灰色 ⑦内外とも横ナ

270 坪 デ、底部糸切り未調整

112 底部 上谷戸 5 号住 ( 60 
9275 土師器 ( 204 ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁横ナ

270 甕 デ、体部上半横ヘラ削リ、内面：横ナデ

112 口～肩部％ 上谷戸 5 号住

9276 土師器 ( 196 ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁横ナ

270 甕 デ、体部上半横ヘラ削リ、内面：口縁横ナデ、

口～肩部％ 上谷戸 5 号住 体部上半横ハケ
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径h叶 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎 備 考

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調）⑦染付 特 徴 （産地、時

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 （文様・呉須） ⑧他 期等）

9277 土師器 ( 200 ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦内外とも横ナデ

271 甕

口～肩部％ 上谷戸 5 号住

9278 土師器 ( 198 ④緻密 ⑤良好 ⑥橙色 ⑦外面：口縁横ナ

271 甕 デ、体部上半横ヘラ削リ、内面：横ナデ

口～肩部％ 上谷戸 5 号住

9279 須恵器 ( 176 ④砂粒 ⑤ふつう ⑥にぶい黄橙色 ⑦内外

271 長頸壺 とも横ナデ

112 口～頸部 上谷戸 5 号住

9280 須恵器 ④細粒砂 ⑤良好 ⑥灰色 ⑦平行叩き後の

271 瓶 ( (253) 横ナデ内面：横ナデ

112 胴～底部 上谷戸 5 号住 ( 134 
9281 須恵器 ①40 （つまみ部） ④白色粒、黒色粒が目立つ ⑤ふつう ⑥オ

274 蓋坪 ( (29) リープ灰色 ⑦外面：頂部回転ヘラ削リ、ロ

蓋部％ 1 号集石 縁横ナデ、内面：横ナデ

9282 須恵器 ①47 （つまみ部） ④砂粒が混じる ⑤あまい酸化焼成 ⑥にぶ

274 蓋坪 ( (20) い橙色 ⑦外面頂部回転ヘラ削リ、口縁横ナ

蓋部½ 1 号集石 デ、内面：横ナデ

9283 須恵器 ①40 （頸部） ④精選 ⑤あまい ⑥灰白色 ⑦内外面とも

274 短頸壺 ( (26) 横ナデ

頸部片 1 号集石

9284 須恵器 ④精選 ふつう ⑥オリーブ灰色⑦内外面

274 壺 ( (30) とも横ナデ

脚部片 1 号集石 ( (86) 

9285 須恵器 ( 218 ④白色粒が目立つ ⑤良好⑥灰色⑦外

274 竺·＝ピ ( (100) 面：横ナデ、内面：口頸部横ナデ、肩部ナデ

112 口縁部 1 号集石

9286 須恵器 1 号集石 ④白色粒が目立つ ⑤良好⑥灰色⑦外

274 g • ( (140) 面：横ナデ、内面：横ヘラナデ

112 胴部片

9287 須恵器 ④砂粒 ⑤あまい ⑥にぶい黄色 ⑦内外と

286 坪 ( (20) も横ナデ、底部糸切り後ナデ

底部 上谷戸 1 号石組 ( 74 
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

第 3 節 中近世の遺構と遺物

1 遺構

(1) 遺構の分布（第279図、写真図版55)

上谷戸調査区は美濃山丘陵から伸びる尾根の南東斜面部とその裾に当たる緩傾斜面からなる。地形的には

前原調査区と一続きの洪積台地面が、台地縁辺から300m~350mの幅で広がり、標高120mの等高線に沿って

傾斜変換線が見られここから丘陵斜面部に続く。この傾斜変換線に沿って南北方向の道路（市道）があり、

調査地付近ではこの道路を境として、東側が字前原に、西側が丘陵斜面部まで含めて字上谷戸に属す。上谷

戸調査区の調査は前原調査区の県道東側部分の調査に引き続き、トレンチ調査による遺構・遺物の確認調査

を実施した。その結果、洪積台地の中央部 (E • F 区）では遺構・遺物は見られず、丘陵の麓にあたる G·

H区で溝状遺構•井戸跡・掘立柱建物跡・土坑等が検出された。これらの遺構の多くは市道の西側に集中す

る。市道の東側では数条の溝状遺構の他は土坑群が検出されただけであった。上谷戸調査区の平坦部は標高

117m~125mの間にあるが、市道付近で lm近い段差が見られ、標高123mのあたりにも小さな段差が認めら

れ、丘陵の裾部は平坦面造成のために削られており、平坦部が人為的所産であることを窺わせる。

中・近世と見られる遺構は掘立柱建物跡 1 棟、井戸跡 2 基、石組遺構 1 基、溝状遺構21条、土坑38基であ

る。これらの遺構は表土層下から検出され、遺構の残存状況はあまり良好とは言えない。遺構の時期につい

ては埋土に浅間A軽石が見られるものが多く、遺物も陶磁器類をはじめとして概ねその前後と見られること

から近世と考えられる。中には浅間A軽石降下以前に埋没した遺構もあり、中世にさかのぼると推定できる

ものも認められた。また、ここでの遺構は、市道を挟んで東と西、さらに市道西側の下位面と上位面という

3 つの平坦面にそれぞれ分けられる。ここで検出した中近世遺構について、市道東側、市道西側下位面、市

道西側上位面の順に確認状況を説明する。

(2) 市道東側検出の遺構

県道から市道に至るまでの間は約200mあり、この間は標高115m~120mで緩やかな傾斜面となっている。

この区間 (E • F • G 区）での遺構は前原調査区でのE 区西群の掘立柱建物跡と、上谷戸調査区に属す部分

での遺構がわずかに認められたのみであった。

遺構が検出されたのは市道から東約75mの間 (Fp~Gm ライン）で、溝状遺構 3 条と土坑23基が検出され

た。溝状遺構は等高線に沿う南北方向のものが 2 条、これと交差する東西方向のものが 2 条検出された。土

坑は数種の形状が見られるが、市道に沿って検出された上谷戸第20号溝状遺構より東に集中している。

《溝状遺構》 （第279図～第282図、写真図版54 • 57) 

溝状遺構は市道に沿って南北の走行で、両端が調査区外にのびる上谷戸第20号溝状遺構と、これを横切る

上谷戸第21号・第22号溝状遺構が検出された。いずれも浅間A軽石が埋土に多量に混じっており、近世以降

の畦畔の痕跡と考えられる。上谷戸第20号溝状遺構は上端幅152cm、下端幅88cm、深さ 27.5cmで、断面形状は

U字形である。第21号溝状遺構からは陶器（常滑系）大甕が出土しており、中世に遡りうる資料である。

《土坑》 （第292図～第299図、写真図版59 • 60) 

土坑は24基が比較的まとまって検出されており、ピット状の小規模のもので方形（上谷戸第13号・第14号

土坑）・円形（上谷戸第15号～第20号土坑）、墓壊と考えられる円形土坑（上谷戸第12号・第21号・第22号土

坑）、風倒木痕と考えられる長楕円形のもの（上谷戸第 1 号～第 4 号・第 6 号～第 9 号・第11号土坑）、いわ
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

L~l24.70 

A A' 

` L =124.50 

B B' 

ー逗戸
le 

上谷戸第11号溝状遺構 A-A'注記

l 灰褐色砂質土層 浅間A軽石を主とする砂質土層

la A軽石を主とし、茶褐色土 (I 層）が混じったもの

lb la 層より A軽石を多量に含む。

le A軽石の純層に近い砂質土層

※ l 層のA軽石は二次的堆積と考えられる。

2 暗灰褐色土層 粒子細かくよく締っている。

上谷戸第10号溝状遺構 B-B'注記

1 暗褐色土層 全体的に竪く締っている。

la やや暗い色調

lb 褐色味が強く竪く締っている。

le やや暗い色調、竪くよく締っている。

L =124.80 

C C' 

2c 

L=121.30 

D s D' = ----=仁―

上谷戸第16号溝状遺構 D-D'注記

1 暗褐色土粒子は比較的細かい。締り弱い。

2 黄褐色土細砂質土

上谷戸第11号溝状遺構 C-C'注記

1 暗色砂質土 A軽石ではなく流れの影響によるもの。

2a 暗褐色砂質土 A軽石と褐色土の混土

2b A軽石の純層に近い。

2c A軽石と褐色土の混土

3 暗色土粒子細かく、やや粘性あり。

4 暗黄褐色土

5 黄褐色土

6 淡暗原褐色土粒子は細かくよく締る。

7 灰褐色土やや粘性あり。

8a 暗黄褐色土細砂質で、パサパサしている。

8b 暗黄褐色土 8a よりやや暗い。

9 黒褐色土締り強くやや粘性あり。

10 淡暗灰色土 粒子細かくよく締る。

11 黄褐色土細砂土

12 淡灰色土粒子細かくやや粘性あり。

L =122.20 

E 

L=l22.20 

F F' 

゜ I : 50 2.5 m 

第279図 上谷戸調査区溝状遺構土層断面図 (1)
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上谷戸第14号溝状遺構 E-E'注記

1 暗褐色土 粒子はたいへん細かく均質

2 褐色土

3 淡暗色土細かな幅で版築状を呈す。

たいへん竪く締まる。

4 暗褐色土粒子はたいへん細かい。

5 暗灰色土 暗黄褐色砂質土、茶褐色等

が版築状に堆積。たいへん

竪く締る。

6 暗灰色土 5 と同様で締りなし。

7 暗褐色土締りなし。

8 淡茶褐色土

上谷戸第14号溝状遺構 F-F'注記

1 暗褐色土 ローム粒多量に入り締りなし。

2 暗黄褐色土 ローム粒多量に入る。

3 黄褐色土 ローム小プロック極めて多量に入る。

4 黒褐色土 ローム小プロック入る。

5 暗色土 ローム粒少々入る。

6 暗色土

7 暗褐色土

8 淡褐色土粒子細かくやや粘性あり。部分的に竪

く締る。

9 淡黄褐色土
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紐番号 ．遺 構 名 称（調査名称）

1 6 8 上谷戸第10号土坑(GK2)

1 6 9 上谷戸第11号土坑(GK12)

1 7 0 上谷戸第12号土坑(FK6)

1 7 1 上谷戸第13号土坑(GKll)

1 7 2 上谷戸第14号土坑(GKlO)

1 7 3 上谷戸第15号土坑(GK13)

1 7 4 上谷戸第16号土坑(GK14)

1 7 5 上谷戸第17号土坑(GK15)

1 7 6 上谷戸第18号土坑(GK16)

1 7 7 上谷戸第19号土坑(GK17)

1 7 8 上谷戸第20号土坑(GK7)

1 7 9 上谷戸第21号土坑(GK!)

所在グリッド

Gd-Ilg 

Gd-12ｷ13g 

Fr-12g 

GaｷGb-12g 

Gb-llg 

Gd-13g 

Gc-13g 

Gb•Gc-14g 
Gc-14g 

Gc-14g 

Gb-12g 

Gf-11•12g 

ー
[
/
雰
~
：
｀
t
へ

I

遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド
I 8 0 上谷戸第22号土坑(GK3) Ge-13g 
I 8 I 上谷戸第23号土坑(GK9) Gb~Gd-12~14g 
I 8 2 上谷戸第24号土坑(GKB) Gf •Gg-13·14g 
1 8 3 上谷戸第25号土坑(GE2) Gw·Gx-11 ・ 12g
I 8 4 上谷戸第26号土坑(GK18) Gq•Gr-08·09g 

0
8
 

0

(

 ゜
0
8
.
o
o
 

+ 

夏
喜

`: 所在グリッド

Hi-07~!Og 

HjｷHk-08ｷ09g 

Gx~Hl-05~09g 

Gs•Gt-06~09 g 
Gr~Gt-03~08g 

Gs•Gy-04~09 g 
Gt~Gw-06ｷ07g 

Gw~Gy-09~15g 

Gv~Hb-13~15g 

GuｷGv-12~16g 

Gh~Gp-05~18g 

Gg~Gk-09~20g 

Gg~Gk-16~18g 

Gd~Gg-09 ・ !Og

Gh~Gt-06~09g 

竺14~16g

l-!a-14g 

GuｷGv-15g 

言査名籾
所在グリッド

Fq•Fr-11 ・ 12g

Frｷ Fs-13• 14g 

Fsｷ Ft-13ｷ 14g 

Fvｷ Fw-10• llg 

Fvｷ Fw-12ｷ 13g 

Fw• Fx-12• 13g 

Fy-13g 

Ga-11ｷ12g 

Ga•Gb-13·14 g 

Fgl5 

遺構番号 遺構 名 称（調査名称） 所在グリッド
I 8 5 上谷戸第27号土坑(GK19) Gl-04•05g 
I 8 8 上谷戸第30号土坑(HKlO) Hb-05g 
I 8 9 上谷戸第31号土坑(HK5) HbｷHc-06g 
I 9 0 上谷戸第32号土坑(HK9) He-06g 
I 9 I 上谷戸第33号土坑 (HK6) He-07g 
I 9 2 上谷戸第34号土坑(HK4) HjｷHk-06g 
1 9 3 上谷戸第35号土坑(HK3) Hk-06•07g 
I 9 4 上谷戸第36号土坑(HK2) Hk-08g 
1 9 5 上谷戸第37号土坑(HK!) Hk-09g 
濠遺構名称は遺構番号で明示。

豪遺構名称は遺構番号で示した

゜ 1 : 500 25m 

第280図 上谷戸調査区平坦部遺構全体図
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L=130.l0 

G G' 

^
J
'
 

10 

L~119.90 

H H' 

上谷戸第17号溝状遺構 G-G'注記

1 茶褐色土 A軽石混入

2 褐色土締りあり。

3 暗褐色砂質土

4 暗褐色土粒砂混じる

5 褐色土細砂混じる

6 黒褐色土細砂混じるが、粘性あり

7 暗色土やや粘性あり

8 黒色土粘性あり

9 暗灰色粘質土

10 暗茶褐色粘質土非常によく締る

上谷戸第19号溝状遺構 H-H'注記

1 暗色土

2 灰褐色土粘性あり

3 暗褐色土

4 暗灰色粘質土

5 暗褐色土砂質分多し。締りなし

6 褐色土砂質分多し

7 灰褐色粘質土 黄色土小プロック混入

8 灰褐色土

9 暗灰色粘性土砂質分混入

10 暗灰色砂質土

11 暗褐色土

12 暗色土

13 暗灰色粘質土と淡暗灰色砂質土の混土層

14 淡暗灰色砂質土 若干粘質土混じる

15 淡暗灰色砂質土

16 黒褐色砂質土 急速な水流があったものと考える

L~IZ0.30 

I ー, 

上谷戸第19号溝状遺構 I-I'注記（北壁）

1 茶褐色土 A軽石を多量に含む。粘性なし。締りややあり。

2 茶褐色土 1 層より軽石はやや多い。粘性、締りなし。

3 濃茶褐色土 わずかに赤味を滞びる。軽石はわずかに含む。粘性、

締りなし。

4 暗茶褐色土 3 と同様だが、粘性ややあり、締りなし。

5 暗赤褐色土軽石、黄色土粒を含む。若干粘性、締りなし。

5' は粒子粗くやや砂質。

6 暗茶褐色土 赤味はわずかで粘性、締りなし。

6' は多少赤味が勝る。黄色土粒もわずかだが含まれ

る。

7 茶褐色土 9' と 4 、 5 層あたりの漸移層、ローム粒含む。粘性、

締りなし。

8 赤味を滞びる暗茶褐色土 黄色土粒を含む。粘性、締りなし。

8'はやや砂質。黄色土粒の量も 8 より多い。

8’' もやや砂質。色調がやや淡＜灰色味が出る。

9 茶褐色土とローム土との混層

粘性、締りなし。軽石はほとんど含まれない。

9'はローム土の割合が多い。

10 暗茶褐色土 軽石はほとんど含まず、黄色土粒を若干含む。粘性、締りなし。

11 暗茶褐色土 10 と同様で黄色土粒は少し多い。粘性がある。締りあり。

12 暗茶褐色土 やや赤味を帯び粘性が強い。よく締っている。

13 白色粘土 ところどころが赤い

14 暗茶褐色土とローム塊との混層 ローム塊の方が多い。 ゜ 1 ; 50 2.5 m 

第281図 上谷戸調査区溝状遺構土層断面図(2)
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

ゆる竪穴状土坑に類するもの（上谷戸第 5 号・第11号・第23号・第24号土坑）が見られ、遺物は上谷戸第22

号土坑と上谷戸第24号土坑から出土している。

上谷戸第 1 号土坑 (FK 7) は市道東側の東端に近いFq • Fr-11 ・ 12グリッドにあり、径450cmx 270cm、深

さ 66cmの楕円形の土坑である。確認面標高は116.24mで、埋土には①黒色土、②暗黄褐色土、③黄褐色土が観

察され、遺物は見られない。（第292図、写真図版59)

上谷戸第 2 号土坑 (FK5) は市道東側の Fr· Fs-13 • 14グリッドにあり、径455cm X 258cm、深さ 99cmの楕

円形の土坑である。確認面標高は116.46mで、埋土には①茶褐色土、②暗灰褐色土、③黒色土、④黒褐色粘質

土が観察され、遺物は見られない。（第292図）

上谷戸第 3 号土坑 (FK4) は市道東側の Fs • Ft-13 • 14グリッドにあり、径404cmX 147cm、深さ 71cmの長

楕円形の土坑である。確認面標高は116.58mで、埋土には①黒色土、②黄褐色土、③暗褐色土が観察され、遺

物は見られない。（第292図、写真図版59)

上谷戸第 4 号土坑 (FK 3) は市道東側の Fv • Fw-10 • 11グリッドにあり、径398cmX 312cm、深さ 83cmの

楕円形の土坑である。確認面標高は116.58mで、埋土には①黒色土、②暗黄褐色土、③黄褐色土が観察され、

遺物は見られない。（第292図、写真図版59)

上谷戸第 5 号土坑 (FK 2) は市道東側の Fv • Fw-12 • 13グリッドにあり、径327cmX 267cm、深さ 36cmの

ほぼ方形の浅い土坑である。確認面標高は117.20mで、埋土には①黒色土、②暗黄褐色土、③黄褐色土が観察

され、遺物は見られない。（第292図、写真図版59)

上谷戸第 6 号土坑 (FK 1) は市道東側の Fw • Fx-12 • 13グリッドにあり、径405cmx 183cm、深さ 87cmの

長楕円形の土坑である。確認面標高は117.26mで、埋土には①黒色土、②暗黄褐色土、③黄褐色土が観察され、

遺物は見られない。（第292図、写真図版59)

上谷戸第 7 号土坑 (GK5) は市道東側の Fy-13グリッドにあり、径414cm X 168cm、深さ 60cmの長楕円形の

土坑である。確認面標高は117.44mで、埋土には①暗茶褐色土、②ローム粒混暗茶褐色土が観察され、遺物は

見られない。（第293図）

上谷戸第 8 号土坑 (GK 6) は市道東側の Ga-11 ・ 12 グリッドにあり、径297cm X 147cm、深さ 62cmの長楕円

形の土坑である。確認面標高は117. 76mで、埋土には①暗茶褐色土、②明茶褐色土が観察され、遺物は見られ

ない。（第293図、写真図版59)

上谷戸第 9 号土坑 (GK4) は市道東側の Ga·Gb-13·14グリッドにあり、径552cmX 243cm、深さ 48cmの

長楕円形の土坑である。確認面標高は117.50mで、埋土には①暗茶褐色土、②ローム粒混暗茶褐色土が観察さ

れ、遺物は見られない。（第293図）

上谷戸第10号土坑 (GK 2) は市道東側の Gd-11グリッドにあり、径289cmX 153cm、深さ 99cmの不整長方形

の土坑である。確認面標高は118.16mで、埋土には①黒色土、②黒褐色土、③茶褐色土が観察され、遺物は見

られない。（第293図）

上谷戸第11号土坑 (GK12) は市道東側のGd-12 • 13グリッドにあり、径289cmX 165cm、深さ 12cmの不整長

方形の土坑である。確認面標高は118.lOmで、埋土には①黒色土、②黒褐色土、③茶褐色土が観察され、遺物

は見られない。（第293図）

上谷戸第12号土坑 (FK6) は市道東側の Fr-12グリッドにあり、径135cmの円形で、深さ 54cmである。北

東部は別のピットと考えられる。確認面標高は116.40mで、土層確認がなされていないが耕作土と同様の茶褐

色土であり、近世後半以降と思われる。遺構の形状からは墓壊に類したものと考えられる。（第293図、写真
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

因版59)

上谷戸第13号土坑 (GKll) は市道東側の Ga· Gb-12グリッドにあり、長径153cm、短径111cm、深さ 26cm

の隅丸長方形の土坑で、確認面標高は117.50m、埋土は①ロームを主とする明茶褐色土である。（第293図）

上谷戸第14号土坑 (GKlO) は市道東側の Gb-l1グリッドにあり、長径87cm、短径84cm、深さ 26cmの隅丸長

方形の土坑で、確認面標高は117.47m、埋土は①ロームを主とする明茶褐色土で軽石を含む。（第293図）

上谷戸第15号土坑 (GK13) は市道東側の Gd-13グリッドにあり、径84cmX 72cm、深さ 63cmのほぼ円形の土

坑である。確認面標高は118.60mで、埋土は①暗茶褐色土、②明茶褐色土が観察される。（第293図）

上谷戸第16号土坑 (GK14) は市道東側の Gc-13グリッドにあり、径87cmX72cm、深さ 57cmのほぼ円形の土

坑である。確認面標高は117. 74mで、埋土は①暗茶褐色土、②明茶褐色土が観察される。（第293図）

上谷戸第17号土坑 (GK15) は市道東側の Gb • Gc-14グリッドにあり、径60cmX54cm、深さ 33cmの円形の

土坑である。確認面標高は117. 77mで、埋土は①明茶褐色土が観察される。（第293図）

上谷戸第18号土坑 (GK16) は市道東側の Gc-14グリッドにあり、径95cmX 62cm、深さ 69cmの円形の土坑で

ある。確認面標高は117. 77mで、埋土は①茶褐色土、②暗茶褐色土、③明茶褐色土が観察される。（第293図）

上谷戸第19号土坑 (GK17) は市道東側の Gc-14グリッドにあり、径74cmX66cm、深さ 33cmの円形の土坑であ

る。確認面標高は117. 72mで、埋土は①暗茶褐色土が観察される。（第293図）

上谷戸第20号土坑 (GK7) は市道東側の Gd-12グリッドにあり、径129cmX 122cm、深さ 66cmのほぼ円形の

土坑である。確認面標高は117.68mで、埋土は①暗茶褐色土、②明茶褐色土が観察される。（第294図）

上谷戸第21号土坑 (GKl) は市道東側の Gf-11 • 12グリッドにあり、径188cmx 17 4cm、深さ 51cmのほぼ円

形の土坑で、確認面標高は118.50mで、埋土は①暗灰色土、②黒褐色土、③黄褐色土が観察される。（第294図）

上谷戸第22号土坑 (GK3) 土坑は市道東側の Ge-13グリッドにあり、径252cmx 228cm、深さ 69cmの円形土

坑である。確認面標高は118.24mで、埋土には①暗茶褐色土、②茶褐色土が認められ、陶器の甕の口縁部片、

軟質陶器製の内耳鍋口縁部片が出土している。（第295図•第296図、写真図版60)

上谷戸第23号 (GK 9) 土坑は市道東側の Gb~Gd-12~14グリッドにあり、径945cmX 600cm、深さ 73cmの

不整方形の竪穴状土坑である。確認面標高は118.lOmで、埋土には①暗茶褐色土、②明茶褐色土、③黒色土が

認められる。（第297図）

上谷戸第24号土坑 (GK 8) 土坑は市道東側の Gf • Gg-13 • 14グリッドにあり、径479cm X 398cm、深さ 36

cmの不整方形の竪穴状土坑である。確認面標高は118.30mで、埋土には①暗茶褐色土、②明茶褐色土、③黒色

土が認められる。（第298図、第299図、写真図版60)

(2) 市道西側下位面検出の遺構

市道西側の下位面は標高122m~123mの等高線が通る Hbライン付近までで、ここの一角には調査前に住宅

があり、撤去の際に攪乱を受けて遺構確認が不可能な部分があったが、掘立柱建物跡 1 棟、石組遺構 1 基、

井戸跡 1 基、溝状遺構 9 条、土坑 3 基が検出された。下位面の西側は上位面との境をなす段差が、北側には

丘陵裾部との境をなす段差が認められ、また、東側で検出された上谷戸第19号溝状遺構は規模も大きく、山を

背にした屋敷の東側を画す性格を持つと見られ、中世から近世にかけての時期の屋敷跡であると推定される。

《溝状遺構》 （第279図～第282図、写真図版54 • 55 • 56 • 5 7) 

市道西側下位面で検出された溝状遺構は10条あり、 2 条に浅間A軽石が埋土中に認められ、他はその時点

では埋没しており、層位的には近世前半ないし中世にまで遡りうる。また幾つかの遺構には重複関係が認め

られる。
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上谷戸第19号溝状遺構は市道に沿って南北方向の走行で確認され南北両端が調査区外にのびる。調査区を

横断する溝と考えられるが中央部に住宅があり撤去の際に攪乱を受け、調査時には南北で別の遺構として検

出したが、走行・形状・埋土から同一の遺構と判断した。確認面標高は南で119.80m、北で120.20mである。

走行方位はN-29°-E を示す。断面形状は箱型に近いU字形で、南側では底面にさらに小溝が見られる。上

端幅は市道にかかり確認できないものの最大で4.5mを越えると推定され、下端幅も 1.2mあり、最深部で1.94 

mを測る。南側底面の小溝は上端幅50~60cm、深さ 15~30cmの浅い U字形である。埋没は浅間A軽石降下以前

であり、底面小溝には流水の痕跡が認められた。埋没の過程で 2 度にわたる掘り返しが認められる。

出土遺物は板碑・土師質土器・軟質陶器・陶器などである。 9328の土師質土器はロクロ成形の浅い小型皿

である。軟質陶器は9458~9461の摺鉢と 9462に内耳鍋が見られる。また、 9839 は陶器（常滑系）の大甕口縁

部であり、いずれも中世のもので、本遺構の年代を示す資料と考えられる。（写真図版124 • 128) 

上谷戸第22号溝状遺構はGq-06グリッド付近をコーナーとして鍵形に確認された溝状遺構である。下位面

の造成に伴うものと見られ、通水を目的としたものではない。上端幅2.2m、下端幅1.4m、深さは20cmである。

本遺構は上谷戸第19号溝状遺構とともに下位面を方形に区画する性格を持つと考えられる。

上谷戸第12号溝状遺構と上谷戸第13号溝状遺構は平行する南北方向の溝状遺構であるが、埋土に浅間A軽

石が認められ、下位面の溝状遺構の中では新しい時期のものである。（写真図版56)

上谷戸第14号溝状遺構と上谷戸第15号溝状遺構は下位面の山際に位置する溝で、浅間A軽石降下以前に埋

没した溝である。両者に切り合い関係があるが上谷戸第14号溝状遺構がやや新しい。上谷戸第14号溝状遺構

はGx-09グリッドで終息する。そして、この部分から南～南東方向へ暗渠である上谷戸第16号溝状遺構がのび

る。暗渠用石材には片岩系の偏平な円礫が使用されているが、板碑の転用例も認められる。走行がやや鍵の

手であることから屋敷に伴うものと推定される。上谷戸第17号溝状遺構は下位面の南縁で検出され、第 1 号

石組遺構•第 1 号井戸跡・第16号溝状遺構との重複が認められる遺構である。（写真図版55)

上谷戸第14号溝状遺構は、下位面の西よりに位置し、走行はN-45°-E で、標高122mの等高線にほぽ一致

する。確認長は31mで、南部においては遺構が流失していた。この間の高度差は80cmである。また断面形状は

上部を大きく開く U字状を呈し、上端幅 l~1.3m、下端幅は30~40cm、最深部で76cmを測る。なお本溝はいっ

たん埋没した後、若干北寄りに再度掘り返された痕跡が認められる。また、北岸上にはこれと併走する形で

約15mにわたって硬化面が確認され、道路の痕跡と考えられる。この硬化面と溝とは関連性があるものと考え

られる。本遺構は上谷戸第13号・第15号溝状遺構と重複関係にあるがいずれの遺構よりも旧い。（写真図版55)

上谷戸第15号溝状遺構は、上谷戸第14号溝状遺構の北約50cmに位置し、これとほぼ併走する走向を示す。

だが全体的な平面形状は鎚形を呈し、両端部は南東方向へ曲がり上谷戸第14号溝状遺構を断ち切る。確認全

長は12.5mであった。断面形状は緩いU字状を呈し、上端幅は40~60cm、最深部で39cmを測る。底面には一定

方向への傾斜は見られず、中央部やや北寄りの深所と比して北側では14cm、南側では25cmそれぞれ高くなっ

ている。なお、比較的深く掘り込まれた部分のその底部付近からは、直径20~30cmほどの円礫が投棄された

ような状態で、約 7mにわたって検出されている。また下部の埋土にはロームブロックが多童に混入していた

ことからも本遺構の埋没は人為的なものであった可能性が考えられる。上谷戸第13号溝状遺構と重複してい

るが、これよりも旧い。

上谷戸第17号溝状遺構は、丘陵斜面の傾斜が緩みをみせ始める G区の西南端から H区東南端にかけて位置

する。基本的には西から東へ下る走向を示すと思われるが、調査区内では南西方向から出現したあと緩やか

な円弧を描きながら南東方向へ戻って行く様子が見られる。確認全長は36mであった。断面は上手ではV字形
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第31表上谷戸第 1 号掘立柱建物跡計測表
柱穴

長径x短径 x深さ 底面標高
柱間計測値(cm)

番号 桁 行 梁 行

p 1 36X 32 X26 119. 86 p 1~P 2 215 p 1~P 8 391 

2 29X28X31 119. 59 p 2~P 3 236 

3 39X 36 X23 119. 05 P3~P 4 225 p 2~P 7 387 

4 39 X 35 X20 119. 67 

5 33X 30 X32 119. 51 P 8~P 7 218 p 3~P 6 388 

6 34 X27 X25 119. 61 p 7~P 6 228 

7 27X25X22 119. 64 P6~P 5 230 p 4~P 5 370 

8 33 X32X 30 119. 57 

:1 号：二建：~ 1 口査Bi',:I:]□ I:)::I面ロロ三 I三三 I 庇;)1:穴平:1 備 考
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状を示すが、中ほどより下手においては上部の大きく開いたU字形状である。上端幅80~130cm、底部幅は上

手で10~20cm, 下手では30~40cmを測る。最深部は46cmである。また溝底部は西から東へ132cmの比高差で傾

斜する。埋土には明瞭な流水痕跡は確認できず、下手へいくほど灰色粘質土の厚く堆積することから、通水

溝とは別の性格の遺構と推定される。上谷戸第 1 号石組遺構、上谷戸第16号・第18号溝状遺構、そ」して上谷

戸第 1 号井戸跡と重複関係にあり、上谷戸第 1 号井戸跡より新しく、他の 3 遺構よりは旧い。（写真図版57)

《掘立柱建物跡》 （第283図、写真図版58)

下位面は屋敷跡と考えられるが、建物については掘立柱建物跡を 1 棟（上谷戸第 1 号掘立柱建物跡）確認

した。下位面南東部に位置し、 3 間 X 1 間の規模で、上谷戸第19号溝状遺構の西に約3.6m離れて棟方向を溝

の走行とほぼ同じくする。柱穴埋土は上谷戸第19号溝状遺構埋土にも共通する黒色土が見られることから、

関連のある遺構と考えられる。

《石組遺構•井戸跡》 （第284図～第291図、写真図版58)

下位面では調査時には 3 基の井戸跡と考えられる遺構を検出している。しかし、整理の過程で遺構の形状・

埋土等の検証の結果、 1 基については排水桝のような性格の石組遺構（上谷戸第 1 号石組遺構）、他の 1 基に

ついては浅い竪穴状土坑に類する性格のもの（上谷戸第25号土坑）と考え、井戸跡としたのは 1 基（上谷戸

第 1 号井戸跡）である。また、上谷戸第19号溝状遺構の南端に円形石組の井戸跡が％程度確認されたが、比

較的新しく、最近まで使用されていたとのことで報告から除いた。

上谷戸第 1 号石組遺構は、調査区の南縁に近い Ha-14グリッドで検出され、下位面の南西隅に位置する。

遺構は北西隅を開口する方形の石組みが見られ、石組みは60cm~90cmの高さで円礫の横口を面として直に積

み上げられている。石組みは北辺が1.9m、東辺が2.2m、南辺が2.5m、西辺が3.2mで、石は掘り方底面から

積まれており後詰めは認められない。東西長で4.5mを測る方形掘り方が認められている。石組と掘り方との

間の土層観察がなされず、両者の関係は不明であるが、北西隅の開口部に掘り方面に共通する傾斜面が見ら

れ、傾斜面上端と掘り方上端がほぼ一致することから石組遺構のための掘り方と考えられる。また、本遺構

は上谷戸第17号溝状遺構を切って構築されている。
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第v章上谷戸調査区の遺構と遺物

埋土中からは多量の陶磁器類を出土している。陶器製摺鉢、軟質陶器製焙烙、肥前系磁器の碗皿類、瀬戸

美濃系陶器の碗などである。これらの遺物は17世紀末から始まり 18世紀前半～中頃のものが多く、本遺構の

時期を示す。また、埋土には泥質・シルト質のやや還元された色調を呈すものが互層となって見られ、下位

面でも谷に面した低い位置にあることや、埋土中の多量の遺物投棄から、排水施設としての性格の遺構と考

えられる。なお、遺物は市道西側上位面で大量に出土したものとの共通性が認められる。

上谷戸第 1 号井戸跡は上谷戸第 1 号石組遺構の東約20mの Gu· Gv-15 • 16グリッドで検出された。確認面

より約 lmの深さまでしか確認できなかった。確認形状は径3.3m~4.0mの不整円形で浅い皿状であり、北に

石組みが見られる。井戸に伴う石組みとして検出したが、石組みが部分的でありやや不自然で検討を要す。

本遺構は 2 条の溝状遺構と重複するが、いずれも本遺構埋土中にあり、本遺構に後出する。遺物は土師質土

器皿 (9323) 、軟質陶器摺鉢 (9468 • 9469) ・内耳鍋 (9470 • 9471) 等が見られ、いずれも中世のものである。

このほかに天目碗と見られる陶器 (9826) も出土しているが、これについては遺構との関係が明瞭ではない。

遺構の重複関係と遺物からは、上谷戸調査区の中近世遺構の中で最も古い時期に属すと考えられる。

《土坑》 （第301図～第304図、写真図版126)

市道西側下位面では 3 基の土坑を検出した。

上谷戸第25号土坑 (GE 2) は、下位面西よりの Gw • Gx-11 • 12グリッドで検出した。調査時には井戸跡

と考えたが、浅い竪穴状の土坑と判断した。平面形状は不整楕円形で、長径475cm、短径348cm、深さ 78cmで、

確認面標高は120.63mである。（第300図）

上谷戸第26号土坑 (GK18) は、下位面西よりの Gq • Gr-08 • 09グリッドで検出した。平面形状は浅い楕

円形のいわゆる竪穴状遺構で、長径522cm、短径471cm、深さ 54cmで、確認面標高は121.03mである。遺物は、

土師質土器の皿 (9325) 、軟質陶器の摺鉢 (9476 • 9477) ・内耳鍋 (9478~9480) が出土しており、いずれも

中世である。

上谷戸第27号土坑 (GK19) は、下位面の北よりの一段高くなるGl-04 • 05グリッドで検出された円形土坑

である。径261cmX 227cm、深さ 108cmで、大甕をはじめとする遺物が出土した。調査時に丸掘りしてしまった

ために埋土の観察はされず不明であるが、遺物からは近世の中頃か後半と推定される。 9836 は常滑系の焼締

陶器大甕、 9481 は軟質陶器の焙烙、 9426の土師質土器はロクロ成形の皿形で内面に墨書が見られる。 9718 は

肥前系京焼風陶器、 9719~9721 は肥前系磁器の染付碗、 9828 は瀬戸系のいわゆる尾呂茶碗である。

(3) 市道西側上位面及び斜面部検出の遺構

市道西側の上位面は標高125m付近に沿って斜面部とは明瞭に区分される段差が存在し、下位面とも約 lm

近い比高差の見られる一角である。この面は山裾を削り取って平坦に造成したと見られ、方形に区画された

形跡が段差に認められる。ここでの遺構は表土掘削後に浅間A軽石を含む溝状遺構・土坑等が検出され、建

物自体の痕跡を認めないものの溝・土坑の配置と平坦面の造成の様子、それと出土遺物の在り方から近世の

屋敷跡と推定した。下位面との関係では、出土遺物に大きな差異は見られないものの若干古いものが下位面

出土のものに見られることや、遺構埋土に浅間A軽石を含むものが多く、上位面の遺構が下位面よりやや下

る時期と推測された。丘陵部は上位面の造成で裾が削られて段差が見られるが、段差より上の斜面部にも上

位面に関連すると考えられる溝状遺構や井戸跡が検出された。

《溝状遺構》 （第213図、第279図、写真図版54)

斜面部で検出された 7 条の溝状遺構（上谷戸第 2 号～第10号溝状遺構）はすべて浅間A軽石を何らかの形

で埋土としている。上谷戸第 2 号及び第 3 号溝状遺構は締りのない暗茶褐色土を埋土とすることから耕地の
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第289図 上谷戸第 1 号井戸跡出土遺物実測図

境をなす溝状遺構と推定され、他の溝状遺構もこれと同様のものと考えられる。上谷戸第 4 号溝状遺構と上

谷戸第 5 号溝状遺構に切り合い関係がみられるものの時間的には大きな差異は認め難い。南北方向のものは

耕地境としての性格がかなり高い。上谷戸第 5 号溝状遺構に純層に近い浅間A軽石が見られ、斜面部検出の

近世溝状遺構の中では最も古い。またこの溝はHb-04グリッドで上位面の上谷戸第11号溝状遺構に落ち込み、

埋土にも共通性が認められる。
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上谷戸第11号溝状遺構は、丘陵裾部を削り平坦部上位面を造成した際の境界を区画する性格の遺構と思わ

れる。遺構はGxラインから HIラインまでほぼ06ラインに沿って東西にのび、 HI ラインでは南北に走行を替

え、削平段差に沿って存在する。上谷戸第 9 号溝状遺構にも同様の埋土が見られる。上位面では、畝状に浅

間A軽石が認められており、浅間A軽石降下以降の屋敷等の存在は考えられない。上谷戸調査区では上位面

に多量の遺物出土が見られるが、特にこの上谷戸第11号溝状遺構に沿って遺物の集中傾向が認められる。

《井戸跡》 （第290図•第291図、写真図版58 • 117 • 125) 

上谷戸第 2 号井戸跡 (HE 1) は丘陵の裾に近い斜面部のGy•Ha-03グリッドに位置し、確認面標高は124.

74mである。径3.3m~3.4mの円形の平面形で、水平に堆積した埋没土中に、更に径2.2mの円形掘り方が見

られる。深さは約2.4mまで確認したのみである。出土遺物には肥前系の青磁碗の口縁部片 (9502) や瀬戸美

濃系の輪花皿 (9824) 、同じく長石釉のかかる皿 (9825) が見られる。 9825には内面に煤の付着が認められた。

いずれも近世の中頃の17世紀～18世紀のものである。本遺構は斜面部に位置するものの上位面若しくは下位

面に関係する遺構と考えられる。

《土坑》

土坑は上位面の平坦に整地された部分と斜面部から検出されている。このうち墓塙と考えられるものが 1

基あり、上位面の周縁にあって屋敷と関連するもの数基が、土坑の性格をやや明らかにしている。

上谷戸第28号土坑 (HK 7) は、斜面部の裾に近い Gt-03グリッドにあり、確認面標高は123.40mである。

不整な長楕円形を呈し、長径365cm、短径186cmで、張り出し部のような出っ張りがあり、ここでの幅が287cm

である。深さは54cmで、埋土には①暗褐色土、②黒褐色土、③暗褐色土、④暗黄褐色土が見られる。（第305

固、写真図版60)
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第292図 上谷戸第 1 号～第 6 号土坑遺構平面図
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2 ローム粒混暗茶褐色土 3 茶褐色土 2 明茶褐色土軽石なし。 2 暗茶褐色土

3 ロームブロック 3 暗茶褐色土軽石なし。 3 明茶褐色土
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3 明茶褐色粘質土 ローム塊あり。

第293図 上谷戸第 7 号～第19号土坑遺構平面図

゜
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に全くなし。

5 黄褐色土拳大のローム塊

との混じり。

6 黄褐色土細かいローム粒

との混じり。

第294図
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上谷戸第22号土坑土層注記 A-A' 

l 暗茶褐色土軽石多し、ローム粒塊若干あり。

2 暗茶褐色土軽石多し、ローム粒塊全くなし。

3 ローム塊

4 暗褐色土 軽石若干あり、ローム粒混じる。

第295図 上谷戸第22号土坑遺構平面図

\ 

L ~118.10 

第296図 上谷戸第22号土坑出土遺物実測図
5 4 層に似るが軽石なし。

6 4 層に似るがローム多し。

7 白色粘土塊を多く含む暗茶褐色土

8 茶褐色土粘性、締りなし。
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第297図 上谷戸第23号土坑遺構平面図

上谷戸第23号土坑土層注記

1 耕作土（黒褐色土）軽石若干あり。

2 暗茶褐色土 軽石多くローム粒若

干あり。

3 明茶褐色土軽石多くローム粒も

多い。

4 明茶褐色土 軽石ほとんどなく

ローム土が主体。

0 I :100 2.5m 
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第299図 上谷戸第24号土坑出土遺物実測図

上谷戸第24号土坑土層注記

l 耕作土（黒褐色土） 軽石若干あり。

2 暗茶褐色土軽石多くローム粒若干あり。

3 明茶褐色土 軽石多くローム粒多し。

4 明茶褐色土 軽石ほとんどなくロームが主

体。

5 暗茶褐色土軽石を含む、大きめのローム塊

が混じる。

6 黒色土 軽石を含む、ローム粒若干含む。

7 ローム塊 軽石を含む。

A' 

ローム地山 ゜ 1 : 60 2m 

第298図 上谷戸第24号土坑遺構平面図
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第300図 上谷戸第25号土坑遺構平面図
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第302図 上谷戸第26号土坑出土遺物実測図
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土層注記 A-A' 

la 暗褐色土

lb 淡暗褐色土 ローム粒をわずかに含む。

2 黒褐色土

3a 褐色土 ロームブロックを多量に含む。

3b 淡暗褐色土 ロームプロックを多量に含む。

4 暗褐色土

5 暗黄褐色土 ロームを多量に含む。

6a 褐色土 ローム粒をわずかに含む。

6b 褐色土 ローム粒を多く含む。
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第307図 上谷戸第29号土坑出土遺物実測図

第306図 上谷戸第29号土坑遺構平面図
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第309図 上谷戸第30号土坑出土遺物実測図
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3 黒褐色土締り弱い。

4 黒褐色土と明褐色土粒子細かく大
上谷戸第31号～ 変よく締る混土層。

第33号・第 36号・第37号土坑遺構平面図

ぶ‘
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上谷戸第34号土坑土層注記

1 暗灰色粘質土

2 暗色砂質土茶褐色土少々混入

3 灰褐色砂質土 A軽石純層

4 褐色土 A を多星に含む、 1 層

5 黒色土鉄分、凝集性あり。

粒子細かい。

6 暗灰褐色土少々粘性あり。

7 黄灰色粘質土 黄色粘質土と灰色

粘質土が斑状に混じる。

8 灰色粘質土大変粘る。

I: 60 2m 

第311図 上谷戸第34号土坑遺構平面図

390 



第 3 節 中・近世の遺構と遺物

こ

9832 

＼ここ

I I 

9833 

I~二IJ

＼ニ

汀
如
/ 

]
 

゜

9724 

1: 3 10cm 

、 I I — 
¥) 

@o 

ーノ
- --aｷ 

□925 

\ 

□924 

9487 

0 1:4 IOcm 
1, ゴ

第312図 上谷戸第34号土坑出土遺物実測図

上谷戸第29号土坑 (HKll) は、斜面部の裾に近い Gv-02グリッドにあり、確認面標高は124.00mである。

確認形状は隅丸方形であるが、底面では円形の掘り方が認められる。径120cm、深さ 45cmで、埋土には①ロー

ム粒子を含む黒褐色土、②暗褐色土、③黒褐色土が見られる。遺物は土師質土器の皿 (9328) と「寛永通賣」

(6068) が出土しており、埋土と遺物からは墓壊と考えられる。（第306図、第307図、写真図版60、 127、 128)

上谷戸第30号土坑～第37号土坑は上位面で検出されており、基本的には斜面裾部を削平し、上位面を平坦

に整地してからの遺構と考えられる。上谷戸第 4 号溝状遺構に沿って検出され、この溝状遺構の埋土が浅間

A軽石であり、浅間A軽石降下以前の時期の屋敷に関連する遺構と考えられる。
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第315図 上谷戸第38号土坑遺構平面図
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第316図 上谷戸第38号土坑出土遺物実測図

上谷戸第30号土坑 (HKlO) は Hb-05グリッドで検出された円形土坑で、径は131cmX 123cm、深さ 95cmで

ある。埋土中から陶器碗 (9830) 、磁器染付端反り碗 (9722) 、陶器摺鉢（9482) 、ひょうそくと思われる陶器

(9829) 、銅製キセル (9908) などが出土している。（第308図、第309図、写真図版60 、 127、 128)

上谷戸第31号土坑 (HK5) は Hb • Hc-06グリッドに位置し、確認面標高は123.54mである。浅い方形の

竪穴状土坑として確認され、長径555cm、短径339cmで、さらに中心付近に径94cmX 76cmの円形の掘り込みが

見られ、ここでの深さは47cmである。埋土は①茶褐色土、②暗褐色土が見られ、いずれにも炭化物の混入が

認められる。（第310図、写真図版61)

上谷戸第32号土坑(HK9) は He-06グリッドに位置し、確認面標高は123.82mである。方形を呈し、長径

78cm、短径58cm、深さ 15cmである。（第310図、写真図版61)

上谷戸第33号土坑(HK6) は He-07グリッドに位置し、確認面標高は123. 74mである。長径153cm、短径

134cm、深さ 56cmの隅丸方形を呈し、数個のピットが見られる。埋土には焼土・炭化物を含む暗褐色土が見ら

れた。（第310図）

上谷戸第34号土坑 (HK4) は Hj • Hk-06グリッドに位置し、確認面標高は123.28mである。北側を第10

号溝状遺構により切られており、溝に面しての石積みが認められた。遺構形状は不整楕円形で一方の径が約
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309cm、深さは69cmである。埋土には上層に暗褐色砂質土が数層認められ、下層には泥質・粘質の灰褐色土が

互層となって確認され、小礫が投棄されていた。遺物も豊富に出土している。上位面では多量の陶磁器類が

出土しているが、それと同様の傾向の遺物である。（第311図、第312図、写真図版61)

上谷戸第35号土坑 (HK 3) は、上谷戸第34号土坑に隣接して Hk-06 • 07グリッドで検出された。確認面

標高は124.42m、平面形状は長楕円形で、長径318cm、短径210cm、深さ 45cmで、埋土最上層に浅間A軽石の純

層が見られ、下層には水成堆積の粘質土が観察される。埋土中から陶器 (9831) 、鉄製品 (9901) が出土した。

（第313図•第314図、写真図版61)

上谷戸第36号土坑(HK2) は、 Hk-08グリッドで検出された長径131cm、短径78cmの楕円形で、深さは36

cmである。確認面標高は124.46mである。（第310図、写真図版62)

上谷戸第37号土坑（HKl) は、 Hk-09グリッドで検出された径126cmX 117cmの円形で、深さは54cm、確認

面標高は124.36mである。埋土には①暗褐色土、②黒褐色土が見られる。（第310図、写真図版62)

上谷戸第38号土坑(HK8) は丘陵斜面部の Hm-05グリッドにあり、確認面標高は128.08mである。方形

を呈し、浅い竪穴状土坑で、径231cmX 195cm、深さ 20cmである。埋土中から須恵器の坪（9139) が出土して

いる。（第315図、第316図、写真図版128)

2 遺物

(1) 種別

上谷戸調査区で出土した遺物は、溝•井戸・土坑等の遺構に伴うものの他はグリッド毎の取り上げである。

出土遺物は土師質土器、軟質陶器、陶器、磁器、銭貨、鉄・銅製品等が見られる。市道西側の上位面と下位

面との遺物の分別は実施できなかったが、 G区のものが主に下位面、 H区が上位面と大別は可能である。以

下、種別毎に述べる。なお、遺物は残存状況から A~F ランクに分類し、個体識別が可能なA·B·C ラン

クのものを抽出し、さらにその中から器形復元及び図化が可能なものを選択して報告した。

(2) 土師質土器（第317図、写真図版113 • 114) 9301~9329 

土師質土器は上谷戸第19号溝状遺構・上谷戸第 1 号井戸跡・上谷戸第27号土坑・上谷戸第29号土坑で 1 点

づつ出土した他は、 H区（上位面）で 4 点、 G 区（下位面）で18点出土している。器形は皿形であり、残存

状況は良好で完形のものが多い。 25点のうち手捏成形のものは 1 点のみで、他は全てロクロ成形による。中

世の皿形土師質土器は大御堂調査区でまとまって出土しているが、ここで見られる土師質土器には、大御堂

調査区出土のものと共通するものとそうでないものとが見られる。また、大御堂調査区のものは中世に属す

もののみであったが、ここでは近世陶磁器類と供伴すると考えられるものがあり、大御堂調査区出土のもの

と異なる特徴を持つものが認められる。

ここでは、大御堂調査区出土のものと共通するものについては同じ基準で分類し、ロクロ成形のもので別

に分類の必要なものをN類～ P類に分けた。以下、分類した種別毎に説明する。

[B類］

9301がこれにあたる。口径が98mmの手捏成形の小型皿で、器高は25mm と比較的浅い。色調は浅黄橙色を呈

す。手捏成形のものはこの 1 点のみで、上谷戸第 1 号井戸跡の所在するグリッドからの出土である。

大御堂調査区出土の土師質土器のB類の小型皿に相当する。

[J類］

9302 • 9323 は底径42mmの小型皿である。法量および器形の特徴は3011 と同じで、底部は回転糸切り、体部
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

第32表 上谷戸調査区出土遺物観察表一土師質土器一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日④重輩(g) ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出上グリッド ②器高h叶 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 ⑤焼 成 ⑥色 調

9301 土師質土器 ( 98 ( 15 ①手捏成形②偏平•平底 ③浅い小型皿

317 皿 Gul6g ( 17 ④細粒砂・白色粒子、黒色鉱物粒子、赤褐色

% ( 68 粒子 ⑤酸化焔 ⑥浅黄橙色

9302 土師質土器 ( 20 ①ロクロ成形 ④細粒砂、白色微粒子・黒色 体部横ナデ

317 皿 N類 Gr05g 鉱物粒子 ⑤酸化焔・良好 ⑥明赤褐色

ｽ ( 50 
9303 土師質土器 ( 30 ①ロクロ成形 ②右回転糸切り ④細粒砂、 体部横ナデ

317 皿 N類 Gw05g 黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔・普通 ⑥鈍い赤褐

% ( 67 色

9304 土師質土器 ( 84 ( 10 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細砂粒、

317 皿 01類 Gkl7g ( 17 白色微粒・黒色鉱物粒・微粒雲母 ⑤酸化焙・

% ( 51 普通 ⑥鈍い橙色

9305 土師質土器 ( 95 ( 60 ①ロクロ成形 ②右回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 01類 Gt04g ( 16 黒色鉱物粒子 ⑤酸化焙・良好 ⑥浅黄橙色

113 完形 ( 59 
9306 土師質土器 ( 87 ( 50 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 02類 Gv05g ( 18 黒色鉱物粒子・赤褐色粒子・微粒雲母 ⑤酸

113 % ( 58 化焔・良好 ⑥浅黄橙色

9307 土師質土器 ( 92 ( 50 ①ロクロ成形 ②右回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 〇，類 Gql7g77 ( 18 白色微粒子・黒色鉱物粒子 ⑤酸化焙・良好

113 % ( 60 ⑥浅黄橙色

9308 土師質土器 ( 90 ( 70 ①ロクロ水挽成形 ②左回転糸切り ④細粒 底部内面未調

317 皿 P類 Gp05g03 ( 25 砂、白色微粒子・黒色鉱物粒子 ⑤酸化焙． 整

113 完形 ( 58 良好 ⑥橙色

9309 土師質土器 ( 90 ( 75 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、 底部内面未調

317 皿 P類 Gp05g03 ( 23 白色微粒子・黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔・良好 整

113 完形 ( 54 ⑥橙色

9310 土師質土器 ( 92 ( 76 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ④細粒砂、白

317 皿 P類 Gp05g03 ( 24 色微粒子・黒色鉱物粒子 ⑤酸化焙・良好 ⑥ 

113 完形 ( 55 橙色

9311 土師質土器 ( 91 ( 75 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gp05g03 ( 24 白色微粒子・黒色鉱物粒子 ⑤酸化焙・良好

113 完形 ( 52 ⑥橙色

9312 土師質土器 ( 93 ( 65 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gp05g01 ( 23 白色微粒子・黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔・良好

113 % ( 52 ⑥橙色

9313 土師質土器 ( 95 ( 45 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gp05g 1 • 4 ( 24 黒色鉱物粒子・赤褐色粒子・微粒雲母 ⑤酸

113 ｽ ( 56 化焔・良好 ⑥橙色

9314 土師質土器 ( 96 ( 70 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gm05g01•04 ( 23 白色微粒•黒色鉱物粒・微粒雲母 ⑤酸化焙・

113 % ( 52 普通 ⑥鈍い橙色

9315 土師質土器 ( 94 ( 40 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gm05g ( 22 黒色鉱物粒子・微粒雲母 ⑤酸化焔・普通 ⑥ 

113 % ( 62 鈍い橙色

9316 土師質土器 ( 92 ( 15 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gu05g ( 23 白色粒•黒色鉱物粒・赤褐色粒子 ⑤酸化焔・

% ( 23 良好 ⑥浅黄橙色

9317 土師質土器 ( 93 ( 65 ①ロクロ成形 ②右回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gp05g05•04 ( 22 黒色鉱物粒子・微粒雲母 ⑤酸化焔・良好 ⑥ 

113 % ( 56 浅黄橙色

9318 土師質土器 ( 100 ( 30 ①ロクロ成形 ②右回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Gm05g ( 19 白色徴粒子・黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔・良好

113 % ( 68 ⑥浅黄橙色

9319 土師質土器 ( 98 ( 15 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ④細粒砂、白

317 皿 P類 He07g01 ( 23 色微粒子・黒色鉱物粒·微粒雲母 ⑤酸化烙・

113 % ( 66 良好 ⑥浅黄橙色
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遺物番号 種 別 出土位置 ①口径佃成D重量(g) ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高佃叶 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 ⑤焼 成 ⑥色 調

9320 土師質土器 ( 120 ( 20 ①ロクロ成形 ④細粒砂、黒色鉱物粒子 ⑤ 

317 皿 P類 ( 24 酸化焔・良好 ⑥橙色

% ( 76 
9321 土師質土器 ( 88 ( 55 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、 底部内面未調

317 皿 P類 Hal3g01 ( 18 黒色鉱物粒子、白色粒子 ⑤酸化焔・良好 ⑥ 整

114 完形 ( 60 浅黄橙色

9322 土師質土器 ( 93 ( 60 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

317 皿 P類 Hel3g02 ( 17 黒色鉱物粒子 ⑤酸化焙・良好 ⑥浅黄橙色

114 完形 ( 59 
9323 土師質土器 ( 20 ①ロクロ成形 ②右回転糸切り ③極小型皿

289 皿 Gul5g ④細粒砂、精選 ⑤酸化焙・良好 ⑥赤褐色

113 ｽ 上第 1 号井戸 ( 41 
9325 土師質土器 ( 70 ①ロクロ成形 ②右回転糸切り ④細粒砂、

302 皿 Gq08g 微粒良好、白色粒子、黒色鉱物粒子 ⑤酸化

126 底部 上第26号土坑 ( 60 焙・普通 ⑥褐色

9326 土師質土器 ( 96 ( 20 ①ロクロ成形 ④細粒砂、精選、白色・黒色 墨書

304 皿 Q類 Gl04 • 05g ( 22 微粒子 ⑤酸化焙・良好 ⑥外面橙色、内面 器厚は薄い

126 % 上第27号土坑 ( 40 黒色

9327 土師質土器 ( 83 ( 40 ①ロクロ成形 ②左回転糸切り ④細粒砂、

282 皿 ( 114 白色•黒色鉱物微粒子 ⑤酸化焔・良好 ⑥ 

124 % 上第19号溝 ( 51 浅黄橙色

9328 土師質土器 ( 90 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ④細粒砂、黒 体～口は直に

307 皿 ( 18 色鉱物粒子 ⑤酸化焔・良好 ⑥橙色 近い立ち上り

完形 上第29号土坑 ( 72 
9329 土師質土器 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ④細粒砂、黒

312 皿％ 色鉱物粒子 ⑤酸化焔・良好 ⑥浅黄橙色

上第34号土坑

はやや内湾する。色調は赤褐色を呈す。

[N類］

9303の 1 点のみである。口縁部が欠損しているので全体の器形復元が難しいが、底径が68mm とやや大きく

器壁は薄い。体部はやや内湾すると推定でき、赤褐色を呈す。

[O類］

ロクロ成形の皿で浅黄橙色を呈す一群である。器形の点では器壁やや薄く直に外反する 01類 (9305 • 9307) 

と、やや内湾傾向で器壁がやや厚い 02類 (9306 • 9318 • 9321 • 9322) とが見られる。ロクロの回転方向はい

ずれも右方向である。

01類は口縁部はやや浅く直に外反し、内外面ともにきれいにナデ調整されている。 02類は若干器壁が厚

く、体部がやや内湾気味である。 9316 は口縁部小片であるが02類と思われる。

[P 類］

9308~9314•9317の 8 点である。すべて Gp-05グリッド出土で、 9308~9311の 4 個体は重なって検出され、

一括出土資料である。橙色を呈し、器壁はやや厚く、ロクロ成形で底部は左回転糸切りである。体部から口

縁部にかけてやや内湾し、内面にはロクロ痕を残すものが見られる。口唇部外面に浅い凹みを伴う横ナデ調

整が施される。 9328 は上谷戸第29号土坑出土で「寛永通賓」と供伴する。体部から口縁部にかけてほぽ直に

外反し内湾傾向を示す本類と若干異なる点が見られるが、胎土・焼成・色調等の点では共通する。

[Q類］

9326 は比較的精緻な作りの土師質土器で、器壁は薄く、内外面ともきれいなナデ調整がされる。上谷戸第

27号土坑出土であり、 18世紀中頃の陶磁器類が供伴する。内面に墨書が見られ、そのうち底面中央の文字は
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「行」と読み取れる。

《遺物の年代観について》

上谷戸調査区出土の土師質土器には土坑出土で他の遺物と供伴するものが見られる。遺構と遺物の性格が

明らかなのは墓壊と考えられる上谷戸第29号土坑である。 9328 は6068の「寛永通賣」とともに副葬された遺

物と見られ、 17世紀後半以降18世紀代のものと考えられる。また、上谷戸第27号土坑出土の9326にも 18世紀

中頃以降の年代が与えられる。また、 B類．J類に関しては大御堂調査区出土のものと共通する中世のもの

と考えられ、上谷戸第 1 号井戸跡出土の9323 は出土遺構の埋没年代と供伴遺物の軟質陶器類からも中世後半

の年代が与えられる。

〇類と P類の土師質土器については大御堂調査区に類例が見られず、 G•H区での出土遺物の状況から近

世にはいってのものとの可能性が高いと判断される。 01類の9305の器形は大御堂調査区のK類 •L類の流れ

を汲むと見られ、これに後出すると考えられる。 P類の土器は一括廃棄されたものと考えられ、ここにあっ

たと考えられる屋敷に伴うものと推定され、近世前半又は中頃と考えられる。

(3) 摺鉢類（第318図•第319図、写真図版114 • 115) 

摺鉢類は近世の陶器製のものを中心に、上位面からかなり多量に出土しているが、中世の軟質陶器製の摺

目の見られないものも見られる。以下、焼成方法を基準に分類して説明する。

[A類・焼締陶器］ 9401

常滑系の焼締陶器製片口の摺鉢口縁部片である。堅緻な焼成で、口唇部は平坦で短く直に外反する。摺目

は見られず、中世のものである。

[B類・軟質陶器］ 9402~9406

9402~9404 は非常に堅緻な焼締陶器で、在地系かと考えられる。 9405 • 9406 は須恵質であり、摩滅が著し

い。これらには摺目が見られず、いずれも中世と考えられる。上谷戸第 1 号井戸跡出土の 2 点も同時期のも

のと見られる。

[C類・陶器］ 9407~9411

C1類 (9407~9410) は胎土のやや粗い焼締陶器で関西系とみられ、このうち 9408~9410 は信楽製と見られ

る。いずれも器壁は厚くなく粘土紐痕が観察されやや外反する。 C2類 (9411) は瀬戸美濃系の摺鉢で表面に

鉄釉が掛けられている。底部には糸切り痕が残る。

[D類・陶器］ 9412~9425

赤褐色を呈す無釉の陶器製摺鉢で9412~9425がこれにあたり、器形の特徴や摺目には若干の差異が見られ

る。底部はほとんどが平底であるが、高台作りのものも見られる。体部は直に開くものとやや内湾するもの

とが見られる。口縁部は帯状に緑帯をつくり口唇部側に 1 条の、外面に 2 条の沈線が共通して見られる。ロ

縁部下の内面にはほぼ全面に摺目が見られ、摺目は 7 条～12条でエ具幅12~32mmである。体部外面には横方

向のケズリがほぼ全面に見られる。胎土は比較的密で、良く焼き締まっており、無釉である。色調は赤褐色

ないし鈍い赤褐色を呈し、断面では白色粒子の央雑が観察される。いわゆる堺焼きの摺鉢と考えられる。ほ

とんどが上位面 (H区）からの出土である。

(4) 鍋・焙烙・火舎・香炉類（第320図•第321図、写真図版115)

［内耳鍋］

内耳鍋は遺構からのものが多く、グリッド取り上げのものは9434の 1 点だけであった。 9434 は褐色を呈す

瓦質焼成で、口端部から内稜までは比較的短い。
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Îi,
1
/
'
 

I
J
,

4

 
I

:

 

ー
ノ
ー

，
．
ヽ
·

釘
刃
'
‘
9

、

.

.
"
ヵ
り
が
’
.
J

i
レ
、
＇
，

4
炉

[
知
翠
／
．
〇

10cm 

第319図 上谷戸調査区出土遺物実測図(6)一陶器（摺鉢類）一
399 



第v章上谷戸調査区の遺構と遺物

＼□□~; 
\Ci二

// 

79‘一て
\.、

．、、ク~ i 

ヽ l
、J

¥ "----—三＝よ豆／
9429 

4
 

3
 

4
 

, .l 

ー

33 
94 

¥

¥

¥

 

＼
ー
'
*
'
i
'
i
‘

I
I
I

紐
/ 

I I 11 

こ＿―-ーニ＝三
こロニ］
/ て\ コ9445 

¥ // 

＼ロニ］□―=ll,439

了
U
I
I

□□9431 
＼ロニ／

\ 

いニーロ

I□□ 
- - --

□9457 
第320図 上谷戸調査区出土遺物実測図(7)一軟質陶器一

゜

こ
ー
／
よ
｀
g
M
l
J
J
こ

——

-4]1 

400 



第 3 節 中・近世の遺構と遺物
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

第33表上谷戸調査区出土遺物観察表一摺鉢類一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日④器厚日 ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼⑤摺目条 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼⑥摺目幅 ⑤焼 成 ⑥色 調

9401 陶器 ( 12~13 ①紐作り ②欠損 ③逆ハの字 ④中粒砂、 口唇部は外反 常滑系

318 不明 Gy04g01 白色微粒子多 ⑤酸化焔・堅緻な焼締 ⑥暗 内外面横ナデ 14c 

口縁部 赤褐色

9402 軟質陶器 ( 338 ( 320 ①紐作り ②欠損 ③口端：平 ④白色微粒 片口

318 鉢片口 G 区 子多 ⑤還元焔・須恵質・焼締 ⑥にぶい赤 内面はかなり

口縁部 褐色、断面褐灰色 磨滅

9403 軟質陶器 ( 125 ①ロクロ成形 ②欠損 ③体部は直に外反、 片口

318 鉢片口 Hbl2g ロ端部断面三角 ④細粒砂・精選・白色微粒 内面：横ナデ

口縁部 子 ⑤酸化焔・堅緻な焼締 ⑥表面黒褐色 外面：指圧痕

9404 軟質陶器 ( 200 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③体部は直に 9403 と同一か

318 鉢 Hbl2g 外反 ④細粒砂・精選、白色微粒子 ⑤酸化 内面やや摩滅

114 底部 焔・堅緻な焼締⑥黒褐色（断面にぶい赤褐色）

9405 軟質陶器 ( 70 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③体部は直に 内面かなり摩

320 鉢 Ha05g01 外反 ④細粒砂、白色粒子 ⑤還元焔、須恵 滅

113 底部 質 ⑥灰色

9406 軟質陶器 ( 50 ①ロクロ成形 ②平底 ③細粒砂、白色微粒 内面：横ナデ

318 鉢 HblOg 子 ⑤還元焙・須恵質 ⑥灰色

115 底部

9407 軟質陶器 ( 70 ①ロクロ成形 ②平底 ③中粒砂、砂粒を多

318 鉢·摺鉢 Hb05gl2 く含む ⑤酸化焔・焼締 ⑥黄褐色

114 底部

9408 陶器 ( 170 ①ロクロ成形 ②平底 ③体部はやや外反傾 内面摩滅が著

318 鉢・摺鉢 Hj05g ⑤ 7 条 向 ④細粒砂、小粒砂 ⑤酸化焔・焼締 ⑥ しい

114 体～底部 ( 19mm 内面浅黄橙色、外面にぶい褐色
9409 陶器 ( 190 ①ロクロ成形 ②平底 ③体下半は外湾気味 内面やや摩滅

318 摺鉢 Hf05g ⑤ 6 条 ④中粒砂、小砂粒混 ⑤酸化焔・焼締 ⑥浅

114 底部 ( 16mm 黄橙色
9410 陶器 ( 160 ①ロクロ成形 ②平底 ③体部はほぽ直に外 内面やや摩滅 信楽系

318 鉢．摺鉢 Hf06g01 反 ④細粒砂、白色微粒子 ⑤酸化焙・焼締

114 底部 ⑥にぶい橙色、断面、内面浅黄色

9411 陶器 ( 450 ①ロクロ成形 ②回転糸切り ③体部は直に 瀬戸美濃系

318 鉢摺鉢 Hal3g03 ⑤16条 外反 ④細粒砂・やや密 ⑤酸化焔 ⑥表面

115 底部 ( 38mm に鉄釉（暗褐色）、断面浅黄色
9412 陶器 ( 280 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁内側に 1 条、 体部外面：横 関西系

318 鉢摺鉢 Hc05 • 06g ⑤ 8 条 外に 2 条の凹線 ④細粒砂、白色砂粒 ⑤酸 ヘラケズリ 堺又は明石

115 口縁部 ( 24mm 化焔・焼締⑥赤褐色
9413 陶器 ( 360 ①ロクロ成形②欠損③縁帯はやや薄く、ロ 体部外面ヘラ 関西系

319 鉢摺鉢 Gm05g ⑤11条 唇 1 条、外 2 条の凹線④細粒砂、緻密、淡黄色 ケズリ後、横

114 ロ縁部 ( 37mm 粒子⑤酸化焔・焼締⑥赤褐色、外面に鉄釉 ナデ

9414 陶器 ( 230 ①ロクロ成形 ②欠損 ③体部内湾、縁帯や 縁帯下横ナデ 関西系

318 鉢摺鉢 Hc06g68 ⑤ 7 条 や幅広 ④細粒砂、砂粒 ⑤酸化焔・焼締 ⑥ 体部外面ヘラ

114 口縁部 ( 23mm 赤褐色 ケズリ

9415 陶器 ( 250 ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁帯はやや大きく 体部外面横ヘ 関西系

319 鉢摺鉢 Hb05gl6 ⑤ 7 条 肥厚 ④細粒砂、白色小砂粒多 ⑤酸化焙． ラケズリ

114 口縁部 ( 22mm 焼締 ⑥赤褐色

9416 陶器 ( 120 ①ロクロ成形②欠損③縁帯はやや薄い 縁帯下横ナデ 関西系

319 鉢摺鉢 HgOOg ⑤12条 ④細粒砂、白色小粒子 ⑤酸化焔・焼締 ⑥ 体部外面横ヘ

115 口縁部 ( 34mm にぶい赤褐色 ラケズリ

9417 陶器 ( 100 ①ロクロ成形②欠損③縁帯はやや薄い 縁帯下横ナデ 関西系

319 鉢摺鉢 HfOOg ⑤10条 ④細粒砂、白色微粒子 ⑤酸化焔・焼締 ⑥ 体部外面横ヘ

115 口縁部 ( 28mm にぶい赤褐色、断面一部赤褐色 ラケズリ

9418 陶器 ( 50 ①ロクロ成形②欠損③縁帯はやや薄い 体部外面横ヘ

319 鉢摺鉢 Hh08g ④細粒砂・密 ⑤酸化焔、堅緻な焼締 ⑥に ラケズリ

115 口縁部 ぶい赤褐色

9419 陶器 ( 245 ①ロクロ成形 ②平底、ヘラ起し ③体部や 体部外面横ナ

319 鉢摺鉢 Hj05 • 06g ⑤12条 や内湾気味 ④細粒砂・密 ⑤酸化焔、焼締 デ

114 底部 ( 30mm ⑥赤褐色
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼④重撮(g) ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 ⑤焼 成 ⑥色 調

9420 陶器 ①ロクロ成形 ②平底③体部はやや内湾気 体部外面横ナ

319 鉢摺鉢 Hc05 • 06g46他 ⑤ 8 条 味④細粒砂・密、白色小砂粒 ⑤酸化焔・ デ

114 底部 ( 24mm 焼締 ⑥赤褐色・内面小しくすんである

9421 陶器 ①ロクロ成形 ②平底 ③体部はやや内湾気 体部外面横ナ

319 鉢摺鉢 Hf05 • Hg06g ⑤11条 味 ④細粒砂・密 ⑤酸化焔・焼締 ⑥赤褐 デ

115 底部 ( 28mm 色
9422 陶器 ①ロクロ成形 ②平底・高台作り ③体部は 体部外面横ナ

319 鉢摺鉢 HfOO • Hi05g ⑤10条 ほぼ直に外反 ④細粒砂、白色粒子 ⑤酸化 デ、高台部は

114 底部 ( 30mm 焔・焼締 ⑥明赤褐色 凹線により区

画

9423 陶器 ①ロクロ成形 ②平底・尚台作り ③体部は 体部外面横ナ

319 鉢摺鉢 Hb07g04 ⑤ 9 条 直に外反 ④細粒砂・密、白色小粒子 ⑤酸 デ、弯線によ

115 底部 ( 28mm 化焔・焼締 ⑥表面鉄釉（鈍い赤褐色）、断面 る高台部区画

赤褐色

9424 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁帯は薄い ④細 縁帯下指頭押

318 鉢摺鉢 Hb05 • 06g ⑤11条 粒砂・密 ⑤酸化焔・焼締 ⑥にぶい赤褐色、 圧、体部外面

115 口縁部 ( 30mm 内面断面赤褐色 横ケズリ

9425 陶器 ①ロクロ成形②欠損 ③縁帯はやや薄い 縁帯下横ナデ

318 鉢摺鉢 Hk07g03 ⑤12条 ④細粒砂・密、淡黄色粒子 ⑤酸化焔・焼締 体部外面ヘラ

115 口縁部 ( 32mm ⑥赤褐色 ケズリ

9426 陶器 ①ロクロ成形 ②平底 ③筒形の器形か ④ 底部に穿孔あ

320 鉢 He06g-02 中粒砂、⑤酸化焔・やや焼締 ⑥にぶい黄橙 り、体部横ナ

114 底部 色・無釉 デ調整

9427 軟質陶器 ①ロクロ成形 ②平底・ボタン状脚貼付 ③ 内：横ナデ

320 火舎・香炉 Hc06g 体部やや内湾 ④細粒砂、白色微粒子 ⑤酸 外面口縁部に

115 口～底部 化焔・燻 ⑥黒・内面一部と断面にぶい褐色 1 条の沈線

9428 軟質陶器 ①ロクロ成形 ②平底、ボタン状脚貼付 ③ 内面横ナデ外

320 火舎・香炉 Hb05g 体部内湾 ④細粒砂・均質 ⑤酸化焔・燻 ⑥ 面、全面にス

115 底部 表面：黒褐色、断面鈍い赤褐色 タンプ

9429 軟質陶器 ①ロクロ成形 ②平底・ボタン状脚貼付 ③ 内面横ナデ

320 火舎・香炉 Hb05g 体部内湾 ④細粒砂⑤酸化焙．燻 ⑥表面 外面、スタン

115 底部 暗赤褐色、断面にぶい赤褐色 プ

9430 軟質陶器 ①ロクロ成形 ②平底、ポタン状脚貼付 ③ 体部横ナデ
320 火舎・香炉 Hi05g 体部は外傾気味に直立 ④細粒砂 ⑤酸化焔

115 底部 ⑥明褐色

9431 軟質陶器 ①型作り ②欠損③口唇部は平坦で幅広 口縁部では横

320 火鉢 Hc08g ④細粒砂、赤褐色粗粒子 ⑤酸化焔・良好 ⑥ ナデ調整

115 口縁部 にぶい黄橙色

9432 陶器 ①紐作り ②・③不明 ④細粒砂・密⑤酸

320 甕 Gs06g 化焔・焼締 ⑥外面赤褐色・内面灰白・断面

胴部 浅黄

9433 陶器 ①紐作り ②・③不明 ④中粒砂、白色小砂 常滑系灰釉

320 甕 Gw06g 粒⑤酸化焔・焼締⑥外面オリープ黄色・ ヘラ描き

肩部 内面明赤褐色・断面一部黒色

9434 軟質陶器 ①紐作り②欠損③体部は外傾、口縁部は外 外面煤付着

320 内耳鍋 GdlOg 反、内稜はなし④中粒砂、白色微粒子⑤酸

口縁部 化焔⑥外：暗褐色・内：浅黄・断面にぶい褐

色

9435 軟質陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③体部外傾、口縁部 内面、外面口

320 内耳鍋 Gm05g 外反 ④細粒砂・密 ⑤酸化焔・瓦質 ⑥黒 縁部横ナデ、

口縁部 色、一部灰色 体外面ケズリ

9436 軟質陶器 ①紐作り ②平底か③体部外傾気味に直 口唇部に沈線

320 焙烙 Gu06g01 • 02 立、口唇部外反 ④細粒砂、微粒雲母、黒色 内面横ナデ体

113 口～底部 鉱物粒子 ⑤酸化焔・燻 ⑥にぶい黄褐色 下指頭圧痕

9437 軟質陶器 ①紐作り ②平底か ③体部やや肥厚して外 内耳は幅広

321 焙烙 Gul5g 傾 ④細粒砂、赤褐色粗粒子、黒色鉱物粒子 体部横ナデ

ロ～底部 ⑤酸化焙 ⑥外面黄褐色・内面淡黄色
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日④重星(g) ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 ⑤焼 成 ⑥色 調

9438 軟質陶器 ①紐作り ②平底か ③体部外傾、口端部外 内面横ナデ

320 焙烙 Hc05g 反 ④細粒砂、徴粒雲母、白色微粒子 ⑤酸 外面指頭圧痕

115 ロ～底部 化焙・燻 過外面黒褐色・内面にぶい黄褐色

9439 軟質陶器 ①紐作り ②平底か③体部外反④細粒 内面やや摩滅

320 焙烙 Hf08g 砂・密、白色•黒色微粒子 ⑤還元焙・やや

115 底部 瓦質 ⑥表面黒色・内面灰色

9440 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③体部やや外傾④細粒 内外面横ナデ

320 焙烙 HiOSg 砂、黒色鉱物粒子 ⑤酸化焔・燻（やや瓦質）

127 底部 ( (310mm) ⑥器表面黒褐色、断面浅黄橙色

9441 軟質陶器 ①紐作り ②平底か③体部外傾気味に直 内面、外上半

320 焙烙 Hb05g 立、口端部短く外反 ④中粒砂、小砂粒 ⑤ 横ナデ、体外

127 口～底部 酸化焔 ⑥外面灰褐色・内面にぶい黄橙色 下指頭圧痕

9442 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③体部ほぼ直立、口端部 内・外上半横

321 焙烙 Hk05g 短く外反 ④細粒砂 ⑤酸化焙・燻 ⑥灰褐 ナデ、体外下

127 口～底部 色、断面にぶい黄褐色 指頭圧痕

9443 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③体部外傾気味に直立、 内・外上半横

321 焙烙 He05g 肥厚 ④中粒砂、白色微粒子、小砂粒 ⑤酸 ナデ、体外下

127 口～底部 化焔・燻 ⑥にぶい黄褐色 指頭圧痕

9444 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③体部外傾気味に直立、 内・外上半横

321 矩烙 HblOg 肥厚 ④中粒砂、白色微粒子 ⑤酸化焔 ⑥ ナデ、体外下

127 口～底部 にぶい黄橙色 指頭圧痕

9445 軟質陶器 ①紐作り ②不明 ③内湾、口端部平坦 ④ 外面ミガキ

320 焙烙 Hf07g 微粒子、赤褐色粗粒子 ⑤酸化焔・燻、やや 内面横ナデ

127 ロ～底部 瓦質 ⑥表面黒色、断面にぶい橙色

9446 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部は短く直立 ④ 体部横ナデ 近世

321 焙烙 Hc05g 徴粒砂、赤褐色粗粒子 ⑤酸化焔 ⑥橙色

127 口～底部

9447 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部は内湾気味に直 体部横ナデ

321 焙烙 Hb05g08 立 ④細粒砂、微粒雲母 ⑤酸化焔・外面燻

127 口～底部 ⑥橙色

9448 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部は内湾気味に直 体部横ナデ

321 焙烙 Ha05g 立’④細粒砂、白色微粒子、赤褐色粒子 ⑤ 

127 口～底部 酸化焔・燻（やや瓦質） ⑥黄灰色

9449 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部はやや外傾気味 体部横ナデ 近世

321 焙烙 Hb06g05 に直立 ④細粒砂、微粒雲母 ⑤酸化焔

127 口～底部

9450 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部はやや外傾気味 体部横ナデ 近世

321 焙烙 Hf07g03 に直立 ④微粒砂、白色微粒子・微粒雲母 酸

127 ロ縁部 化焔・良好 ⑥橙色

9451 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部は外傾気味に短 体部横ナデ 近世

321 焙烙 HcｷHf05g く直立 ④微粒砂、赤褐色粒子、微粒雲母 ⑤ 

127 底部 酸化焔・燻 ⑥外面黒褐色、内面褐色

9452 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部は外傾気味に直 体部横ナデ

321 焙烙 Hc06g 立 ④細粒砂、微粒雲母・赤褐色粒子 ⑤酸

127 口～底部 化焙・燻 ⑥にぶい赤褐色、外面一部黒色

9453 軟質陶器 ①型作り ②平底 ③口縁部は外傾気味に短 体部横ナデ

321 焙烙 HbｷHc06g く直立 ④微粒砂、微粒雲母、赤褐色粒子 ⑤ 外面煤付着

127 口～底部 酸化焔

9454 土師器 ①紐作り ②欠損③折り返し口縁 ④細粒 口縁部横ナデ

277 壺型土器 Ha05g02 砂、小砂粒 ⑤酸化烙焼成 ⑥灰白色

口縁部

9457 軟質陶器 ①型作り ②平底③器種は不明④中粒

320 不明 砂、小砂粒を多く含む ⑤酸化焔 ⑥表面黒

125 口～底部 上第23号溝 色、断面にぶい黄橙色

9458 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③口端部は内側にやや肥 外面・ロ縁内

282 鉢 厚 ④細粒砂、白色微粒子、微粒雲母 ⑤還 側横ナデ

124 口縁部 上第19号溝 元焔（須恵質） ⑥灰色 内面やや摩滅
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遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日④器厚曰 ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高佃北況習目条 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真因版 残存状況 出土遺構 ③底径日⑥摺目幅 ⑤焼 成 ⑥色 調

9459 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③体部に直に外反 ④細 外面指ナデ調

282 鉢 粒砂、小砂粒 ⑤還元焔（須恵質） ⑥灰色 整、内面の摩

124 底部 上第19号溝 滅著しい

9460 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③体部は直に外反 ④細 外面指ナデ

282 鉢 粒砂、赤褐色粒子・小砂粒 ⑤酸化焔・燻 ⑥ 内面摩滅

124 底部 上第19号溝 鈍い赤褐色

9461 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③体部外反 ④細粒砂、 外面横ナデ

282 鉢 赤褐色粒子、微粒雲母 ⑤酸化焔．燻 ⑥断 内面摩滅

124 底部 上第19号溝 面鈍い赤褐色 外面煤付着

9462 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③体部直立、口縁部外反 内面横ナデ

282 内耳鍋 ④中粒砂、赤褐色粒子、白色小粒子、微粒雲母 口縁外横ナデ

124 口縁部 上第19号溝 ⑤酸化焔．燻 ⑥表面灰色、断面鈍い赤褐色 体外煤付着

9463 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③口唇部やや肥厚 ④細 外面指頭押圧 内面摩滅

282 鉢片口 Gul4g02 粒砂、白色・黒色粒子 ⑤還元焔（瓦質） ⑥ 後ナデ調整

125 口縁部 上16号溝 灰色 内面横ナデ

9464 軟質陶器 ①ロクロ成形 ②平底 ③体部は外方に開く

286 不明 ④細粒砂、微粒雲母、小砂粒 ⑤酸化焔・燻

体～底部 上 1 号石組 ⑥浅黄橙色、表面黒色

9465 軟質陶器 ⑤還元焔（瓦質）

286 焙烙 ( 55 
上 1 号石組

9466 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③体部はほぽ直立、口唇 内・外上横ナ

286 焙烙 ( (52) 部は短く外反 ④中粒砂、白色粒子 ⑤酸化 デ、体外下指

上 1 号石組 焔・燻 ⑥表面黒色、断面鈍い赤褐色 頭押圧

9467 軟質陶器 ①紐作り ②欠損③やや外傾気味に直立 体部横ナデ

286 焙烙 ④細粒砂、微粒雲母、黒色鉱物粒子 ⑤酸化

上 1 号石組 焔（やや瓦質） ⑥鈍い黄橙色

9468 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③体部はやや内湾気味に 口縁部横ナデ

289 鉢 開き、口唇部は玉縁状④細粒砂、小砂粒 ⑤ 内面摩滅、波

124 口縁部 上 1 号井戸跡 酸化焔 ⑥橙色 状の摺目

9469 軟質陶器 ①紐作り ②平底③細粒砂、白色小砂粒 体下半～底部

289 鉢 ⑤酸化焔 ⑥にぶい黄橙色 の摩滅が著し

124 底部 上 1 号井戸跡 し）

9470 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③体部外傾気味に直立、 内外面：横ナ

289 内耳鍋 口縁部外反 ④細粒砂、白色微粒子 ⑤還元 デ

124 上 1 号井戸跡 焔、やや瓦質 ⑥灰黄褐色

9471 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③やや外傾気味、口縁部 内外面：横ナ

289 内耳鍋 外反 ④細粒砂⑤酸化焔・普通⑥橙色 デ、体下半に

124 口～体部 上 1 号井戸跡 ⑧外面煤付着 ヘラケズリ

9472 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③不明 ④細粒砂 ⑤酸 内面：横ナデ

内耳鍋 化焔一部還元・やや須恵質 ⑥褐灰色 体外面：横ナ

底部 上 1 号井戸跡 デ

9473 軟質陶器 ①ロクロ作り ②欠損 ③体部は外傾気味に 内外面：横ナ

296 内耳鍋 直立、口縁部はやや外反、口端部は平坦 ④ デ

126 口縁部 上第22号土坑 細粒砂、白色微粒子⑤還元烙・須恵質 ⑥ 内稜まで短い

灰色

9474 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③体部はやや外傾、口縁 内綾あり

296 内耳鍋 部外反 ④細粒砂、微粒雲母、黒色鉱物粒子 体部横ナデ

126 口縁部 上第22号土坑 ⑤酸化焔・良好 ⑥にぶい橙色

9475 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③口縁部近くが内湾 ④ 内面かなり摩

300 鉢こね鉢 白色微粒•黒色鉱物粒・微粒雲母、細粒砂 ⑤ 滅

126 底部 上第24号土坑 ( (96) 還元焔•やや須恵質⑥鈍い橙色 外面指頭圧痕

9476 軟質陶器 ①紐作り ②欠損③口縁部付近でやや内 片口

302 鉢こね鉢 湾、口端部平坦 ④細粒砂、黒色微粒子 ⑤ 

126 口縁部 上第26号土坑 還元焔・須恵質・堅緻 ⑥灰色

9477 軟質陶器 ①紐作り ②平底 ③直に外反 ④細粒砂、 内面：横ナデ

302 鉢こね鉢 黒色粒子 ⑤還元焔・須恵質・堅緻 ⑥灰色 外面：指圧痕

126 底部 上第26号土坑 ( llO 内面：摩滅
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遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼④器厚徊叫 ①成 形 ②底 部

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼⑤摺目条 ③器 形 ④胎 土 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼⑥摺目幅 ⑤焼 成 ⑥色 調

9478 軟質陶器 ①紐作り ②欠損 ③直に近い立ち上り ④ 外面煤付着

302 内耳鍋 細粒砂 ⑤酸化焔・良好 ⑥鈍い黄橙色 内：横ナデ

126 上第26号土坑 外下半：ヘラ

ケズリ

9479 軟質陶器 ①たたら作り ②平底 ③体～口欠損で不明 底内面：横ナ

302 内耳鍋 ④細粒砂、黒色微粒子 ⑤還元焔・須恵質・ デ

126 底部 上第26号土坑 ( 180 堅緻 ⑥灰色 体外：横ナデ

9480 軟質陶器 ①たたら作り ②平底 ③体部はやや内湾 内外面：横ナ

302 内耳鍋 ④細粒砂 ⑤酸化焙・やや堅緻な土師質 ⑥ デ

126 底部 上第26号土坑 ( 182 赤褐色

9481 軟質陶器 ( 370 ①たたら作り ②平底 ③口縁は内湾して浅 内耳

304 焙烙 ( 44 い立ち上り、口端は平坦 ④細粒砂・砂粒混 口縁内外面横

126 口～底部 上27号土坑 ( 296 ⑤酸化焙・土師質 ⑥橙色一部暗褐色 ナデ

9482 陶器 ①ロクロ成形 ②平底 ③体部はやや内湾気

309 摺鉢 味 ④細粒砂、白色砂粒多 ⑤酸化焔・焼締

128 底部 上第30号土坑 ⑥赤褐色

9483 軟質陶器 ①たたら・紐作り ②平底 ③口縁部はやや 内面は幅広

321 焙烙 Hb05g~15 外傾気味に直立 ④細粒砂、白色•黒色鉱物 体部横ナデ

115 口～底部 粒子 ⑤酸化焔（やや瓦質） ⑥にぶい黄橙色 底内面刻印

9484 軟質陶器 ①たたら・紐作り ②平底 ③口縁部はやや 内耳は幅広

321 焙烙 Hb 5 gl4 • 09 外傾気味に直立 ④細粒砂、白色•黒色鉱物 体部横ナデ

115 口～底部 粒子 ⑤酸化焔（やや瓦質） ⑥にぶい赤橙色 ※ 9483 と同

ーか

9485 陶器 ①ロクロ成形 ②平底、高台作り ③体部は 体部外面横ナ

319 摺鉢 Gm05g 直に外反 ④細粒砂・白色砂粒 ⑤酸化焙． デ

114 体～底部 焼締 ⑥赤褐色

9486 軟質陶器 ①たたら作り ②欠損 ③方形の火鉢か ④ 口縁部面取り

286 あんか 細粒砂・白色微粒子 ⑤酸化焔・良好 ⑥浅 内外面横ナデ

125 口～体部 上 1 号石組 黄橙色～褐灰色

9487 軟質陶器 ①ロクロ成形 ②平底 ③体部はやや内湾気 体部外面ヘラ

312 摺鉢 味 ④細粒砂・白色砂粒 ⑤酸化焔・焼締 ⑥ ケズリ後横ナ

口～底部 上第34号土坑 赤褐色 デ

［焙烙類］

焙烙類は、体部から口縁部への立ち上がりが、外方に開くもの (A類）、ほぼ直立するもの (B類）、短く

内湾傾向を示すもの (C類）とが見られる。また、焼成では瓦質のもの、酸化焔による土師質のものとが見

られる。いずれのものにも内耳が伴うと思われる。ほとんどが上位面(H区）からの出土である。

焙烙A類は、 9453がこれにあたる。器壁の薄い精緻な作りで、瓦質焼成で灰褐色～黒褐色を呈す。体部は

逆ハの字形に開き、口縁部は短く外反する。類例の少ないタイプである。

焙烙B類は、体部がほぼ直に近い立ち上がりで、口唇部が短く外反する。体部上面には横ナデ調整が見ら

れ、下半には指頭による押圧痕が見られ、底部は平坦である。体部の作りは、器壁の比較的薄い B1類 (9438·

9442) 、やや肉厚の比類 (9437 • 9439~9441 • 9444) 、体部上半が肥厚する比類 (9443) がみられる。外面

が灰褐色、断面では黄褐色を呈し、やや還元の瓦質の焼成と思われる。

焙烙C類は、酸化焔焼成で赤褐色を呈す一群である。 9446~9553 • 9483 • 9484がこれにあたる。体部から

口縁部まではやや内湾する短い立ち上がりで、きれいな横ナデ調整が見られ、底部は平底である。体部は肉

厚のものとやや薄いものとが見られる。 9484には底部内面に刻印が認められる。

［火舎・香炉類］

9427~9430がこれにあたる。底部は平底で、ボタン状の脚が 3 カ所に貼付される。体部から口縁部にかけ

ては9437が直であるのに対し、 9427~9429 はやや内湾する。 9428 • 9429には体部外面に押圧によるスタンプ
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文が見られる。

9431 は角型の火舎口縁部片と思われる。

［不明・その他］

9453 は内外面とも比較的きれいに磨きのかけられた黒色を呈し、口唇部は平坦で、体部がやや内湾し、下

半は欠損して不明であるが、高台もしくは脚を伴うものと思われる。

9457 は軟質焼成のものと思われるが器種は不明である。

(5) 陶磁器類（第322図～第327図、写真図版116~123)

上谷戸調査区からは市道西側の上位面 (H区）を中心に多量の近世陶磁器類が出土している。肥前系の染

付類と瀬戸系の施釉陶器類が中心であるが、肥前系陶器類（唐津系・京焼風）、瀬戸系染付等も見られ、また

無釉の焼締陶器も見られる。また、輸入磁器も 1 点出土している。器種は碗皿類が中心であるが、鉢類や壺・

瓶類、火入れ・香炉類、灯明皿・ひょうそく•仏具類等がみられる。なお、ここでは磁器及び施釉陶器を主

に扱い、摺鉢類についてはすでに述べたのでここでは省く。

［陶器・壺甕類］ （第320図）

9433 は大甕の肩部片と思われ、ヘラ描きが見られる。 9432は妬器質の大甕の胴部片である。

［磁器・皿類］ （第322図、第325図、写真図版116、 117)

9501 は明青花、皿の底部片で、内面に笹文が見られる。 17世紀前半代の福建省か広東省あたりの製品であ

る。他は肥前系の製品である。 9503~9505 は青磁の小片である（図化略）。 9507·9508は内面草花文の青磁染

付皿である。 9506 は有田製、 9510 は内面にコンニャク印版が見られ、 17世紀末～18世紀前半にかけてのもの

である。 9511~9514 は内面松竹梅文、外面唐草文、見込み五弁花手描きの輪花皿である。 9516は笹文の輪花

皿である。 9518 • 9519 • 9520には内面に蛇ノ目釉ハギが見られる。

［磁器・碗類］ （第323図•第324図、写真図版118、 119 、 127)

ここで見られる磁器碗は大部分が陶胎染付も含む肥前系であり、少量ではあるが瀬戸系（新製焼）染付も

見られる。器種は丸碗が多く、端反り碗・広東碗・小碗・小盃等が見られる。

9523 は柴垣文の丸碗で器壁が薄く、精緻な作りであり有田製と見られる。 9539 もやはり有田製である。 9542

の扇文も比較的上手である。量的に多く見られる丸碗の染付文様は雪輪梅樹文であり、二重網文も見られる。

コンニャク印版による菊花文 (9543) も見られる。

丸碗以外の器形として筒形碗 (9530 • 9564）、ソバ猪口形 (9542) 、端反り碗（9528 • 9531 • 9548) 、やや筒

形の丸碗 (9560 • 9558 • 9563) と、猪口 (9561) が見られる。またこれらより若干生産年代の下る広東型碗

(9567~9570) とその蓋 (9571 • 9572) が確認される。

瀬戸系染付は9588~9597の10点で、肥前系とは呉須の発色等にはっきりした相違が認められた。やや明る

い色調か濃い藍色で、透明釉に細かな気泡が観察され、呉須の溜まりはやや盛り上がっている感じである。

9590 • 9597の端反り碗には墨弾きによる絵付けが見られる。

［磁器・その他］ （第324図•第325図、写真図版117、 119 、 121 、 127)

碗皿類の他には青磁香炉 (9576) 、青磁火入れ (9577 • 9578) ・白磁染付火入れ (9579) 、仏飯器 (9580·9581) 、

袋物 (9584 • 9586 • 9587) が見られる。 9586 は袋物の底部で、外面の高台際に赤絵の圏線が見られる。 9503

は青磁、 9582 は染付で、仏花器かと思われる。

［陶器・灯明皿］ （第325図、写真図版120)

灯明皿は油皿と油受皿が 6 点ずつ12点 (9601~9612) あり、他にひょうそく (9613) が 1 点出土している。
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9601~9603 は灰釉が掛かる関西系と思われる製品で、他は鉄釉が刷毛塗りされたものである。 9613のひょう

そくは黒褐釉の瀬戸美濃系の製品である。

［陶器・肥前系］ （第325図•第326図、写真図版119 • 121 • 123) 

9619 は肥前系京焼風陶器の碗で、赤絵である。 9620 • 9622 • 9623 • 9625 は同じく肥前系京焼風陶器、 9621 ・

9630 は肥前系唐津の灰釉刷毛塗りの碗である。 17世紀末から 18世紀前半の製品である。 9627は唐津内野山の

皿である。

［陶器・瀬戸美濃系］ （第325図•第326図、写真図版120~123)

黒褐釉のものは9613~9616の 4 点で、 9614 • 9615 は白色の長石釉をいっちん掛けした抹茶碗である。 9617

は灰釉碗、 9618 は灰釉皿である。 9625·9526 は瀬戸系の灰釉皿、 9628·9629 は瀬戸美濃系である。 9631~9647·

9651~9654 は瀬戸系・瀬戸美濃系の碗で、黄瀬戸釉、褐釉、灰釉等が掛けられ、いわゆる尾呂茶碗．鎧茶碗

等が見られる。 9648 はやや大型の槃に近い器形で黄瀬戸釉が掛かる。

釉調は9613 と同じである。

石造物・石製品（第329図～第331図、写真図版123 • 129 • 130) 

上谷戸調査区では 9 点の板碑 (9911~9918 • 9922) が出土している。

(1) 板碑(9914) は残高86.5cm、幅33.8cm、厚さ 3.5cmの胴部中程で折れ、華底部端を欠失している。頂部は、

やや左下がりの山形をなすが 2 条線は認められない。種字は中央付近に阿弥陀三尊の種字「キリーク・サー・

サク」が浅く丸彫りされる。裏面縁辺部はハツリ仕上げ成形が施されている。点紋絹雲母石墨片岩製。

板碑 (9913) は残高55.5cm、残幅23.5cm、厚さ 2.8cmの頂部から上胴部にかかる右半分の破片で、表面には

阿弥陀の種字「キリーク」が浅く丸彫りされている。裏面の縁辺部はハツリ仕上げが認められる。絹雲母緑

泥片岩製。

板碑 (9916) は残高31cm、残幅2 1. 5cm、厚さ 3 cm頂部付近左半分の残片である。本板碑の残存部分には種

字等の残存は確認されない。裏面にはハツリ仕上げ成形が認められることから、板碑の破片であると断定で

きる。絹雲母緑泥片岩製。

板碑 (9912) は残高53cm、幅40cm、厚さ 5cmの某部破片で、表面は平滑に仕上げられ、裏面には幅1. 3cm程

の平ノミ状工具による左右からの剥離痕が顕著に認められる。緑泥片岩製。

板碑 (9917) は残高42cm、残幅22cm、厚さ 3.5cmの頂部付近の破片で、種字の「キリーク」の左半分が認め

られ、表裏面ともに平滑に仕上げられている。点紋緑泥片岩。

板碑 (9918) は残高48.5cm、残幅19cm、厚さ 3 cmの側端部の破片で天地不明である。表面は水磨き仕上げ

される。点紋緑泥片岩製。

板碑 (9915) は残高35.5cm、残幅19cm、厚さ 3.5cmの基底部左下端部の破片である。絹雲母緑泥片岩製。

板碑 (9911) は残高63cm、幅30cm、厚さ 5cm程のものであるが、風化が激しく現在でも薄く剥離が進んで

いる。このため表面の拓本のみで、実測および裏面の採拓は行わなかった。板碑に認められる種字は阿弥陀

三尊の内、蓮台に乗る「キリーク」、無台の「サ」のみが確認された。緑泥片岩製。

板碑 (9922) は中位部から基部にかけての破片で、残高28cm、幅17.5cm、厚さ 2.3cmで、基部側表面の一部

が剥離している。上端部中央に蓮台が残るが種字は不明。

これらの板碑は、本来使用されていた場所から移動されて、暗渠排水溝の天井に再利用されたもの、井戸

あるいは溝に廃棄されたものであったが、板碑の持つ年代観は近接するもので、同一箇所からの持ち込みが

想定される。板碑のいずれにも頂部 2 条線が存在しないこと、種字の彫り込みが浅いこと、板碑の仕上がり
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第34表上谷戸調査区出土遺物観察表一磁器・グリッドー

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日
⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼

9501 磁器•青花 ②高台畳付無釉、誰山砂付着 ③低平な皿形 高台裏に砂付 明代 17C 

322 皿 Hf09g ④精選密（白色） ⑤良好 ⑥白色 ⑦笹文 着 広東か福建

116 底部 ( (75) ⑧やや濃い青色に発色

9502 磁器・青磁 ( 118 ②欠損 ③体部に稜を認める ④精緻（灰色） 肥前系

291 碗 ( 33 ⑤良好 ⑥オリーブ灰色 17c 

117 口縁部片 上第 2 号井戸 ( 80 

9503 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③袋物底部で体部に面取り 肥前系

325 香炉 Hb05g ④精選（灰白色） ⑤良好 ⑥緑灰色（内面 17c中

117 底部小片 無釉）

9506 磁器・染付 ( 85 ②高台畳付無釉 ③口縁部やや内湾 ④精選 肥前系

322 小皿 G 区表採 ( 19 （白色） ⑤良好 ⑦内面全面に山水文、体 1690~18c 

117 ％口～底 ( 65 部外面唐草文 ⑧淡い青色に良好に発色 初

9507 磁器•青染 ( 146 ②高台畳付無釉 ③体部内湾気味に直立、ロ 肥前系有田

322 皿 ( 34 唇部外反 ④精緻（灰白色） ⑤良好 ⑥内外 17c末～18c

116 ％口～底 Gm05g ( 76 面青磁釉（淡緑色） ⑦内面草花文 ⑧濃い青 則~. 

9508 磁器・青染 ②高台畳付無釉 ④精緻（灰白色） ⑤良好 肥即系

322 皿 ⑥内外面青磁釉（淡緑色） ⑦内面草花文 ⑧ 17c末～18c

％体～底 Gk08g ( 88 極めて良好に発色 月· IJ • 

9509 磁器 ②不明 ④精緻（灰白色） ⑤良好 ⑥内外 肥前系

皿 面青磁釉（淡緑色） ⑦内面草花文 ⑧呉須 17c末～18c

177 小片 は良好に発色 削~. 

9510 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 肥前系

322 皿 Hal4g02 ⑦見込コンニャク印判草花文 ⑧やや淡い青 1690~18c 

底部 ( 52 色に発色 削• • 

9511 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 輪花皿か 肥前系

322 皿 Hg05g ⑦体部内面松竹文、外面唐草文 ⑧良好な発 18c前

116 体～底部 色
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遺物番号 種 別 出土位置 ①口径伽叫
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 特 徴 備 考
写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径碕

⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

9512 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 肥前系

322 皿 Hb05g ⑦体部内面松竹文か、見込五弁花手描き、高 18c前

116 底部 ( 80 台裏「渦福」 ⑧鮮かな青に発色

9513 磁器・染付 ( 140 ②尚台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑦ 輪花皿 肥前系

322 皿 Hb06g59 ( 40 体部内面松竹梅文、外面唐草文、見込五弁花 「渦福」 18c前

116 底部 ( 80 手描き、外面唐草文 ⑧鮮かな青色

9514 磁器・染付 ( 146 ②高台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑦ 輪花皿 肥前系

322 皿 Hb06g04 ( 42 体部内面松竹梅文、外面唐草文 ⑧青色に良 18c前

116 底部 ( 80 好に発色

9515 磁器・染付 ( 144 ②欠損 ④精選（灰白色） ⑤良好 ⑦内面 肥前系

322 皿 Hc05g つる草文、外面唐草文⑧濃淡いずれも青色 18c前～中

116 口縁部 に良好に発色

9516 磁器・染付 ( 120 ②尚台畳付無釉 ④精緻（灰白色） ⑤良好 輪花皿 肥前系

322 皿 Hb05g ( 41 ⑥明緑灰色⑦内面雪持笹文、外面唐草文 うるし継痕 18c中～後

116 口～底部 ( 88 ⑧暗青灰色に発色

9517 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精緻（灰白色） ⑤良好 肥前系

皿 Hd05g ⑥明緑灰色 ⑦内面宝文、外面唐草文 ⑧や 18c中～後

116 口～底部 やくすんだ青色

9518 磁器・染付 ( 132 ②高台畳付無釉 ③見込蛇ノ目釉ハギ ④精 肥前系

322 皿 Hc06g57 ( 32 選（灰白色） ⑤良好⑥灰白色 ⑦体部内 18c後

116 片完形 ( 66 面つる草文 ⑧ややくすんだ青色

9519 磁器・染付 ( 128 ②高台畳付無釉 ③見込蛇ノ目釉ハギ ④精 肥即系

322 皿 Hc05g77 ( 30 選（灰白色） ⑤良好 ⑥灰白色 ⑦体部内 18c後

117 片完形 ( 60 面つる草文 ⑧やや淡い青色

9520 磁器・青磁 ( 142 ②高台無釉③見込蛇ノ目釉ハギ④精選 肥前系

322 皿 Gv07gｷ Hb05g ( 32 （灰白色） ⑤良好⑥明緑灰色 18c 

121 口～底 ( 42 

9521 磁器・染付 ( 140 ②蛇ノ目凹形高台 ④精選（灰白色） ⑤良 肥前系

322 皿 Hc05g ( 35 好 ⑦体部内面唐草文 ⑧良好に発色 18c末～

117 口～底 ( 90 19c前

9522 磁器・染付 ( 142 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑦ 「渦福J 肥即系

322 皿 Hf09g ( 32 内面格子目文、見込五弁花コンニャク印判 18c後

116 底部小片 ( 42 ⑧鮮かな青色

9523 磁器・染付 ( llO ②高台畳付無釉 ③薄手、精緻な作り ④精 肥前系

323 碗 Hj05g ( 57 緻（白色） ⑤良好⑥灰白色 ⑦体部外面 1690~18c 

ll8 口～底 ( 48 柴垣文 ⑧発色は良好 初

9524 磁器・染付 ( 96 ②高台畳付無釉 ④精緻（灰白色） ⑤良好 「渦福」 肥前系

323 丸碗 Gm05g ( 54 ⑥灰白色 ⑦外面に扇面草花文 ⑧釉面に細 1690~18c 

118 口～底 ( 43 かな気泡が見られ、呉須は良好に発色 月~IJ. 

9525 磁器・染付 ① ②尚台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 肥前系

323 丸碗 Gm05g ② ⑥灰白色 ⑦八ツ橋草花文 ⑧器面がやや白 1690~18c 

体～底 ( 42 濁気味、呉須は良好に発色 月~Iｷ J 

9526 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑦ 肥前系

323 丸碗 Gm08g 外面綱干葺文 ⑧淡い青色に発色 1690~18c 

体～底 ( 42 月· I• J 

9527 磁器・染付 ( 76 ②欠損 ③体部下半に稜線 ④精緻（白色） 肥前系

324 小型・丸碗 Gm05g ⑤良好 ⑥透明な白色（内面やや劣化） ⑦ 18c前

口～体 流水文 ⑧明るい青色に発色

9528 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑥ 肥前系

323 端反碗体 Gu05g ( (50) やや明緑灰色 ⑦体部外面に草花文 ⑧やや 1690~18c 

118 ～底 ( 36 くすんだ青色 即~ • 

9529 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 肥前系

323 碗 Hj05g ⑥白色 ⑦体部外面に海波風景文（帆掛舟） 1690~18c 

119 体～底 ( 44 ⑧呉須は明るい青色 月· I• J 

9530 磁器・染付 ②欠損 ④精選（白色） ⑤良好 ⑥やや青 肥前系

323 碗・ソバ猪 Hj05g 味がかった白色 ⑧やや濃い青色 17c末～

118 ロ体部 18c前
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遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高h叫 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日
⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

9531 磁器・染付 ( 68 ②高台畳付無釉 ④精緻（灰白色） ⑤良好 肥前系

323 碗・端反碗 Hi06g06 ( 52 ⑦草花文コンニャク印判併用 ⑧ややくすん 1690~18c 

118 口～底 ( 30 だ青色 前

9532 磁器・染付 ( 100 ②欠損 ④精緻（灰白色） ⑤良好 ⑦草花 肥前系

323 丸碗 Gm05g 文 ⑧明るい青色 18c前

口縁部

9533 磁器・染付 ( 97 ②高台畳付無釉（鉄錆） ③やや厚手 ④精 「大明年製」

324 碗 HfOOg ( 52 選（灰白色） ⑤良好 ⑥明オリープ灰色 ⑦ くずれ 18c前

118 口～底 ( 40 手描きつる草文コンニャク印判併用

9534 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 肥前系

323 碗 Hf05g ⑥白色⑦体部外面コンニャク印判菊花文 18c前

底部 ( 40 ⑧明るい青色に発色

9535 磁器・染付 ( 86 ②高台畳付無釉 ③やや薄手 ④精選（灰白 肥前系

324 碗 Hj 06g07• Hj05 ( 48 色） ⑤良好 ⑥明緑灰色 ⑦雪持笹文 ⑧ 18c前

118 口～底 g ( 34 ややくすんだ青色に発色

9536 磁器・染付 ( 100 ②高台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑥ 「渦福」 肥前系

323 丸碗 Gm05g ( 52 明緑灰色 ⑦体部外面二重網文、内面一重網 18c前

118 口～底 ( 38 文、見込菊花文 ⑧良好な発色

9537 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑥ 肥前系

323 丸碗 Hf08g 白色 ⑦外面二重網文、内面一重網文、見込 18c前

底部 ( 40 菊花文 ⑧淡い青色に発色、良好

9538 磁器・染付 ( 90 ②欠損 ③厚手 ④精選（灰白色） ⑤良好 肥前系

323 丸碗 Hi05g3 ⑥明緑灰色 ⑦外面に梅樹文 ⑧淡い青色に 18c前～中

口縁部 発色

9539 磁器・染付 ( 90 ②高台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑦ 肥前系

324 碗 Hc06gl8ｷ 19ｷ25 ( 65 若松文 ⑧明るい青色に発色 18c前～中

118 口～底 ( 40 
9540 磁器・染付 ( 106 ②欠損 ④精選（灰白色） ⑤良好 ⑥明緑 肥前系

323 碗 Hd07g 灰色、器面やや劣化 ⑦雪輪梅樹文 ⑧くす 18c前～中

口縁部 んだ青色

9541 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 肥前系

324 碗 Hc06g58 ⑥明オリープ灰色 ⑦体部外面草花文 ⑧や 18c前～中

118 底部 やくすんだ青色に発色

9542 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③ソバ猪口型 ④精選、密 肥前系

323 碗 Hc06gl7 （灰白色） ⑤良好 ⑦海浜風景文か ⑧明 18c前～中

118 底部 ( 50 るい青色に発色

9543 磁器・青染 ②高台畳付無釉 ③体部内面白磁染付、外面 肥前系

筒形碗 Hf05g 青磁釉 ④精緻（灰白色） ⑤良好、見込み

117 底部 ( 37 五弁花 ⑧淡い青色

9544 磁器・青染 ( 87 ②高台畳付無釉（鉄錆） ③体部内面白磁染 肥前系

323 丸碗 Gs06g ( 51 付、外面青磁釉 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑥ 18c中

口～底部 ( 43 明緑灰色 ⑦見込み五弁花か

9545 磁器・染付 ( 100 ②高台畳付無釉 ③厚手 ④精選、密（灰白 肥前系

323 碗 Hf05g05 ( 55 色） ⑤良好 ⑥明緑灰色 ⑦体部外面二重 18c中

118 口～底 ( (36) 網文 ⑧発色は良好

9546 磁器・染付 ( 96 ②高台畳付無釉 ③厚手 ④精選、密（灰白 肥即系

323 丸碗 Hf05g ( 54 色） ⑤良好 ⑦雪輪梅文 18c中～後

118 口～底 ( 44 
9547 磁器・染付 ( 78 ②欠損 ④精選（白色） ⑤良好⑥透明な 肥前系

323 丸碗 Gm05g 白色 ⑦体部外面草花文 ⑧鮮かな青色 18c中～後

口縁部

9548 磁器・白磁 ( 72 ②高台施釉 ③端反り小坪 ④精選、密（灰 肥前系
323 小坪 Hj05g ( 44 白色） ⑤良好 ⑥オリープ灰色 17c末～18c
118 口～底 ( 28 月~L．J 

9550 磁器・染付 ②尚台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑦ 「大明年製」 肥前系
323 碗 Hc05g 雪輪梅樹文 ⑧淡い青色に発色、良好 くずれ 18c中～後
119 底部 ( 38 
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径加
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出上グリッド ②器高日
⑥色調 ⑦染付文様⑧呉須の色

特 徴 備 考

写真因版 残存状況 出土遺構 ③底径佃叫

9551 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③厚手丸碗 ④精緻（白色） 肥前系

323 碗 Hb05g ⑤良好 ⑥明緑灰色⑦雪輪梅樹文 ⑧呉須 18c中～後

118 底部 ( 40 は淡い青色に発色

9552 磁器・染付 ( 100 ②品台畳付無釉 ③厚手丸碗 ④精選（灰白 肥前系

323 丸碗 Gs06g01 ( 53 色） ⑤良好 ⑥表面が劣化、白濁 ⑦雪輪 18c後

118 口～底 ( 36 梅樹文 ⑧呉須は白濁のため明青灰色

9553 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③やや厚手 ④精緻（灰白 肥前系

323 碗 Hk05g 色） ⑤良好 ⑥明緑灰色器表面白濁 ⑦雪 18c後

119 底部 ( 40 輪文か

9554 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③やや厚手 ④精選（灰白 肥前系

碗 HJ05g 色） ⑤良好 ⑥灰白色 ⑦高台際圏線、見 18c後半

ll8 底部 込五弁花コンニャク印判 ⑧淡い青色に発色

9555 磁器・染付 ( 84 ②高台畳付無釉 ③やや厚手の丸碗 ④精選 肥即系

323 丸碗 Hc06g02 ( 48 （灰色） ⑤良好 ⑥明緑灰色 ⑦雪輪梅樹 18c後

118 口～底 ( 30 文 ⑧呉須の発色はやや不良（暗緑灰色）

9556 磁器・白磁 ( 62 ②脚部欠損 ③仏飯器の坪部 ④精選（灰白 肥前系

323 仏飯器 Gm05g ( (36) 色） ⑤良好⑥明緑灰色やや白濁 ⑦体部 18c後

坪部 外面雪輪文か ⑧発色はやや不良（暗緑灰色）

9557 磁器・染付 ( 102 ②高台畳付無釉（鈍い赤褐色） ③厚手 ④ 肥前系

323 碗 Gm05g ( 71 精選（灰色） ⑤良好 ⑥緑灰色 ⑦山水文 18c 

118 口～底部 ( 46 ⑧呉須は暗オリープと淡い青色に発色

9558 磁器・染付 ( 82 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑦ 肥即系

323 丸碗 Hc06g22 ( 52 体部外面丸文ちらし、見込み五弁花 ⑧呉須

119 口～底部 ( 38 は濃い青色に発色

9559 磁器・染付 ②欠損 ④精選（灰白色） ⑤良好 ⑥器表 肥前系

324 碗 Hh07g08 面はやや白濁 ⑦矢羽根文 ⑧発色はやや良

119 体部片

9560 磁器・染付 ②高台畳付無釉（鉄錆） ④精選（灰白色） 肥前系

323 丸碗 Hc06g65 ⑤良好 ⑥灰白色 ⑦縞文 ⑧一部暗オリー

119 口～底部 プで全体的には良好な発色

9561 磁器・染付 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑦菊花文（内外面） 焼き継ぎ 肥前系

323 小坪・猪口 Hb05ｷHe05g ( 26 ⑧鮮かな青色に発色 18c末～

119 口～底 19c前

9562 磁器・染付 ②高台畳付無釉、高台径小 ④精緻（白色） 肥前系

323 碗 Hb05g02 ② 2 ⑤良好 ⑦体部外面本葉文、見込み染付あり 18c末～

118 底部 ( 34 ⑧濃い青色 19c初

9563 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③やや筒形の丸碗 ④精選 肥前系

323 碗 Ha06g01 ( 55 （白色） ⑤良好 ⑥体外面、内面口縁部に 18c末～

118 口～底 ( 36 幾可文、高台際圏線、見込五弁花 ⑧良好 19c初

9564 磁器・染付 ( 68 ②欠損 ③筒形 ④精選（白色） ⑤良好 ⑦ 肥前系

323 筒型碗 Hc05g34 体部外面紅葉ちらし文 ⑧やや黒ずんで発色 18c末～

119 口～体部 1810 

9565 磁器・染付 ( 74 ②欠損 ③体部直立やや外傾 ④精選（灰白 肥前系

323 筒型碗 Hc06g07 色） ⑤良好 ⑦体部外面横矢羽根文、内面 18c末～

口～体部 口縁部圏線 ⑥釉調はやや白濁 ⑧鈍い青色 1810 

9566 磁器・染付 ( (118) ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑦ 肥前系

324 碗・広東型 Hb05gl0他 ( 64 体部外面宝文、内面に圏線、見込み不明 18c後半

119 口～底部 ( (48) 

9567 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑦ 肥前系

324 碗·広東型 Hd05g05 雪輪文か、高台際圏線 ⑧呉須は濃淡描き分 19c前

118 底部 ( 54 け、良好な発色

9568 磁器・染付 ④精選（白色） ⑤良好 ⑥明緑灰色 ⑦不 肥前系

広東型 Hi09g01 明 ⑧暗青灰色に発色 19c前

119 底部片

9569 磁器・染付 ④精選（灰白色） ⑤良好 ⑥透明な白色 ⑦ 肥前系

323 広東型碗 Hc05g 山水文 ⑧やや濃い青色 19c前

127 口縁部
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第V章上谷戸調脊区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日
⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

9570 磁器・染付 ( 126 ③体部はやや内湾気味 ④精緻（灰白色） ⑤ 肥前系

323 広東型碗 Hc06g26 良好 ⑥透明な白色 ⑦輪花文 ⑧暗青灰色 19c前

口縁部 に発色

9571 磁器・染付 ( (52) ③広東型碗の蓋部 ④精緻（白色） ⑤良好 肥前系

324 広東型碗 Hc06g06 ( 29 ⑥透明な白色 ⑦海浜風景文 ⑧濃淡描き分 1780~19c 

119 蓋 ( 59 け、良好な発色 月ヽ1ｷ 」

9572 磁器・染付 ③広東型碗の蓋部 ④精緻（灰白色） ⑤良 肥前系

324 広東型碗 Hc06g43 好 ⑦外面ナス文、内面圏線 ⑧濃い青色に 1780~19c 

127 蓋 発色
即~. 

9573 磁器・染付 ③広東型碗、口唇部釉ハギ、薄手 ④精緻（白 肥前系

323 碗・蓋物 Hd07g05 色） ⑤良好 ⑦唐草文（絵付部分の面積が 19c 初～幕

127 口縁部 大） ⑧やや濃い青色に発色 末

9574 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③薄手の小坪 ④精選（白 肥前系

324 小碗 Hb05g ( 41 色） ⑤良好 ⑥透明な白色 ⑦笹文か ⑧ 19c初～末

119 口～底部 明るい青色に発色

9575 磁器・染付 ( (65) ③やや端反り気味の小坪 ④精選（白色） ⑤ 肥前系有田

324 小碗 Hc06g ( 35 良好 ⑥白色 ⑧淡い青色に発色 19c初～末

119 口～底部 ( 26 

9576 磁器・青磁 ②欠損 ③口唇部は平担、体部は内湾気味に 上手 肥前系有田

324 香炉 Hf05g 直立 ④精選（白色） ⑤良好 ⑥青緑色で 17c後半

117 口縁部 良好な発色（細かい気泡が見られる）

9577 磁器・青磁 ②蛇ノ目凹形高台、鉄泥 ③筒形 ④精選（白 肥前系

324 火入れ Gu05g 色） ⑤良好 ⑥釉調は比較的良好な淡い緑 18c 

底部 ( 82 色

9578 磁器・青磁 ( 104 ②蛇ノ目凹形高台、鉄泥筒形④精選（白 肥即系

324 火入れ Hc06g55 ( 80 色） ⑤良好⑥釉調は比較的良好な淡い緑 18c 

117 口～底部 ( 70 色、体下半に貫入

9579 磁器・染付 ( 95 ②蛇ノ目凹形高台 ③筒形 ④精選（灰色） 肥前系

324 火入れ Hc06g08 ( 70 ⑤良好⑥明緑灰色、体部内面下半は無釉 18c末～

117 口～底部 ( 85 ⑦流水笹文 ⑧発色は良好 19c初

9580 磁器・染付 ( 74 ②脚下半～裏面無釉 ④精選（灰白色） ⑤ 肥前系

324 仏飯器 Hk06g02 ( 56 良好 ⑥灰白色 ⑦口縁部雨降文、坪下半に 18c前半

117 ほぼ完形 ( 40 圏線 ⑧淡い青色、一部オリープ褐色

9581 磁器・染付 ②脚裏面無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑥ 肥即系

324 仏飯器 Ha05g03 灰白色 ⑦体部外面に圏線 18c中～後

117 体～底 ( 40 
9582 磁器・染付 ②高台畳付無釉③花瓶の器形か ④精選 肥前系

325 袋物 HfOOg （灰白色） ⑤良好 ⑥明緑灰色 ⑦雪輪竹 18c 

117 頸～底部 ( 54 文 ⑧暗緑灰色に発色、一部に釉切れ

9583 磁器・染付 ②欠損 ④精緻（灰白色） ⑤良好 ⑥灰白 肥前系

325 袋物 Hc06g72 • 66 色⑦肩部に「酢」 ⑧発色は良好

117 頸～体部

9584 磁器・染付 ④精選（灰白色） ⑤良好 ⑥灰白色 ⑦幾 肥前系

324 袋物 Hb05g 可文 ⑧発色は良好

127 体部片

9585 磁器・白磁 ( 58 ②欠損 ③口唇部は外反 ④精緻（灰白色） 肥前系

325 袋物 Hh06g ⑤良好 ⑥明オリープ灰色

117 口～頸

9586 磁器・赤絵 ②高台畳付無釉（鉄錆） ③袋物底部 ④精 肥前系

324 袋物 Hc06g 選（灰白色） ⑤良好 ⑥明線灰色 ⑦高台

121 底部 ( 48 際に赤絵の圏線

9587 磁器・染付 ②品台畳付無釉 ③袋物底部 ④精緻（白色） 肥前系

324 袋物 Hf05g ⑤良好 ⑦高台際に圏線 ⑧発色は良好

119 底部 ( 38 
9588 磁器・染付 ( 72 ②高台畳付無釉 ③筒形の丸碗 ④精緻（白 瀬戸系

324 碗 Hc06g25 ( 58 色） ⑤良好 ⑦口唇内面・高台際圏線、体

119 口～底 ( 35 部外面海浜文 ⑧発色は良好（水色）
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日
⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼

9589 磁器・染付 ( 73 ②高台畳付無釉 ③筒形の丸碗 ④精緻（白 瀬戸系

324 碗 Hc06g41 ( 53 色） ⑤良好 ⑦口唇内外面高台際圏線、体

119 口～底 ( 40 部外面海浜文 ⑧濃い青色

9590 磁器・染付 ③端反り碗 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑥白 瀬戸系

324 碗 Ha06gl4 色 ⑦体部外面に梅花、雁文、口縁部下墨弾

119 口縁 き ⑧発色良好

9591 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ③丸碗（高台径やや小） ④ 見込み五弁花 瀬戸系

324 碗 Hc06g03 精選やや密（灰白色） ⑤良好 ⑥明オリー

119 体～底 ( 34 プ灰色 ⑦人物文（竹の子掘り） ⑧青色

9592 磁器·染付 ②欠損 ③丸碗 ④精選（灰色） ⑤良好 ⑥ 瀬戸系

324 碗 Hc06g03 灰白色 ⑦人物文（竹の子掘り） ⑧明るい

119 口～体 青色

9593 磁器・染付 ②尚台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 瀬戸系

324 碗 Hc05g28 ⑥明オリープ灰色 ⑦竹文（竹の子掘りか）

118 体～底 ( 20 ⑧暗青色に近い発色

9594 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑥ 瀬戸系

324 碗 Hc05g29 透明な白色 ⑦紅葉ちらし文 ⑧呉須は濃い

119 体～底 ( 40 青色

9595 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好 ⑧ 瀬戸系

324 碗 Hd05g コバルトプルー

底部 ( 46 

9596 磁器・染付 ( 90 ②晶台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤良好 ⑥ 肥月IJ系

324 碗 Hf09g ( 50 明緑灰色 ⑦雪輪梅樹文 ⑧暗青灰色

118 口～底 ( 42 

9597 磁器・染付 ( 92 ②高台畳付無釉 ③端反り ④精緻（白色） 瀬戸系

324 碗 Hc06g21 ( 52 ⑤良好⑥明緑灰色⑦鳳凰文⑧暗青灰

119 口～底 ( 35 色、内面墨弾き、見込「米」

第35表上谷戸調査区出土遺物観察表一陶器・グリッドー

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼
⑥色調 ⑦染付（文様・呉須） ⑧他

特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日

9601 陶器・施釉 ( 85 ①ロクロ成形 ②平底 ③内面に劃花、施釉 信楽系

325 灯明皿 Hc06g42 ( 18 ④精選、密（灰白色） ⑤酸化焙、良好 ⑥ 18c~19c 

120 口～底 ( 36 灰釉（灰白色）、外面に鉄錆

9602 陶器・施釉 ( 92 ①ロクロ成形 ②平底 ③内面施釉 ④精選 外面煤付着 信楽系

325 灯明皿 Hc05g ( 18 緻密（灰白色） ⑤酸化焔、良好 ⑥灰釉（灰 18c~19c 

120 口～底 ( 46 白～浅黄色）

9603 陶器 ( 98 ①ロクロ成形 ②平底 ③油受皿 ④精選や 瀬戸美濃系

325 灯明皿 Hj05g ( 20 や密（浅黄～灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥灰

120 口～底 ( 46 釉（灰白色）

9604 陶器 ( 100 ①ロクロ成形 ②平底 ③油受皿④精選

325 灯明皿 Hb05g ( 22 （灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆釉（にぶ

120 ほぼ完形 ( 44 い赤褐色）

9605 陶器 ( 106 ①ロクロ成形②平底③油受皿④精選 瀬戸美濃系

325 灯明皿 Hc06g53 ( 23 （灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆釉（にぶ

120 口～底 ( 42 い赤褐色）

9606 陶器 ( 106 ①ロクロ成形②平底 ③油受皿④精選 瀬戸美浪系

325 灯明皿 Hf09g ( 19 （灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆釉（にぶ

120 口～底 ( 42 い赤褐色）

9607 陶器 ( 106 ①ロクロ成形②平底 ③油受皿④精選 瀬戸美濃系

325 灯明皿 Hc06g53 ( 19 （灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆釉（にぶ

120 口～底 ( 50 い赤褐色）

9608 陶器 ( 94 ①ロクロ成形②平底 ③油受皿④精選 瀬戸美濃系

325 灯明皿 He06g01 ( (20) （灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆釉（にぶ

120 口～底 い赤褐色）

9609 陶器 ( 80 ①ロクロ成形 ②平底 ③油皿 ④精選（灰 瀬戸美濃系

325 灯明皿 Hj06g ( 18 白色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆釉（褐色）

120 口～底 ( 30 
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径曰
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿因番号 器 種 出土グリッド ②器高h叫 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日
⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

9610 陶器 ( 106 ①ロクロ成形 ②平底 ③油皿 ④精選、密 瀬戸美浪系

325 灯明皿 He08g02 ( 23 （明褐灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆釉（暗

120 口～底 ( 40 褐色）

9611 陶器 ( 78 ①ロクロ成形 ②平底 ③油皿 ④精選、や 煤付着

325 灯明皿 Hc05g ( 16 や密（灰白色） ⑤酸化焙、良好 ⑥鉄錆釉

120 口～底 ( 38 （褐色）

9612 陶器 ( 98 ①ロクロ成形 ②平底か ③油底 ④精選、

325 灯明皿 Hb05g ( (18) やや密（淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥鉄錆

120 口～底 釉（褐色）

9613 陶器·施釉 ( 52 ①ロクロ成形 ②平底、回転糸切り高台裏無

325 ひょうそく Hk07g01 ( 49 釉、回転糸切り ④精選（灰白色） ⑤酸化

120 完形 ( 38 焔、良好 ⑥黒褐釉

9614 陶器・施釉 ( 98 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選、密（淡 瀬戸美濃系

325 碗 He05g01 ( 65 黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥黒褐釉、長石釉

121 口～底 ( 40 いっちんかけ

9615 陶器・施釉 ( 110 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選、密（淡 瀬戸美濃系

325 碗 Hc06g76 黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥黒褐釉、長石釉

121 口～体部 いっちん掛け

9616 陶器・施釉 ①ロクロ成形②高台無釉④精選やや密 瀬戸美濃系

325 碗 Hc05g （灰白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥黒褐釉

123 底部片 ( 32 
9617 陶器・施釉 ( 140 ①ロクロ成形 ②欠損 ③やや深い碗型 ④ 

326 碗 Hd05g 精選（灰白色） ⑤やや還元焔 ⑥灰釉（オ 18c~19c 

122 口縁片 リープ灰色）

9618 陶器・施釉 ( 134 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③重ね焼き 瀬戸系

325 皿 Gm08g ( 27 痕 ④精選（灰白色） ⑤酸化焔、良好 ⑥ 18c 

121 口～底 ( (72) うすく灰釉がかかる（灰オリープ色）

9619 陶器・施釉 ( 94 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③見込赤絵、体 京焼風 肥前系

325 碗 Gm05g ( 53.5 部に稜 ④精選、密（淡黄色） ⑤酸化焔、 18c前

119 口～底 ( 26 良好 ⑥黄瀬戸釉

9620 陶器・施釉 ( 90 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選、密 肥前系

325 丸碗 Gm05g01 ( 68 （淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥黄瀬戸釉（浅 18c前

119 口～底 ( 44 黄色）

9621 陶器・施釉 ( 90 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選、密（灰褐色 肥前系唐津

325 丸碗 Gvl5g ～にぶい赤褐色） ⑤酸化焙、竪緻 ⑥灰釉 1690~18c 

口～体 刷毛塗（内タテ、外ヨコ、暗赤褐色に白色）

9622 陶器施釉 ( 90 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選、密（淡黄色） 京焼風 肥前系

325 丸碗 Gm05g ( 68 ⑤酸化焔、良好 ⑥灰釉（にぶい黄橙色） 17c末～

口～体 ( 44 18c前

9623 陶器施釉 ( 90 ①ロクロ成形 ②高台裏無釉 ③高台の削り 京焼風 肥前系

325 丸碗 Hf05g ( 60 は精緻 ④精選、密（浅黄橙色） ⑤酸化焔、

119 口～高台 ( 42 良好 ⑥灰釉（浅黄橙色）

9624 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③高台は精緻な 高台裏「柴」 肥前系

326 碗 Hg05g04 削り出し ④精選、密（灰白色） ⑤酸化焔、 17c~18c初

122 高台片 ( 60 良好 ⑥灰釉（浅黄橙色）

9625 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選、密 肥前系

皿 H 区表採 （淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥灰釉（浅黄

123 体下半部片 色）

9626 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁折れ ④精選、 肥月1」系唐津

皿 Hc05g33 密（灰白色） ⑤やや還元焔、竪緻 ⑥灰釉 17c末～

121 体部片 （暗オリープ色） 18c前

9627 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台裏無釉 ③やや高高台 見込蛇ノ目釉 肥前系唐津

325 皿 Hc06g ④精選、密（灰白色） ⑤やや還元焔、堅緻 ハギ 内野山

121 底部片 ( 62 ⑥灰釉（灰白色） 17c末～

18c前

9628 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台裏無釉 ③低平な皿、 瀬戸美濃系

325 皿 H 区表採 見込に菊花印刻 ④精選やや密（淡黄色） ⑤ 

121 底部片 酸化焙、良好 ⑥黄瀬戸釉（灰白色）
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 特 徴 備 考

写真因版 残存状況 出土遺構 ③底径曰
⑥色調 ⑦染付文様⑧呉須の色

9629 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③見込みに 瀬戸美濃系

325 皿 He07g01 呉須絵 ④精選やや密（淡黄色） ⑤酸化焔、

121 底部小片 良好 ⑥黄瀬戸釉（浅黄橙色）

9630 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選、密 肥前系唐津

326 碗 Hk07g07 （にぶい橙色） ⑤酸化焔、良好 ⑥灰釉刷

119 底部片 ( 42 毛塗

9631 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選（淡黄色） 瀬戸系

325 碗 Gu05g ⑤酸化焔、良好 ⑥内面に褐釉

119 底部片 ( 62 
9632 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②局台無釉 ③白化粧土 ④ 瀬戸系

325 碗 Gs04g 精緻（灰色） ⑤やや還元焙、良好 ⑥灰釉 18c 

底部片 ( 40 （やや緑がかった灰白色）

9633 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選（灰 瀬戸系

326 碗 Gu06g02 白色） ⑤酸化焔、良好 ⑥褐釉（オリープ

底部片 ( 56 褐色）

9634 陶器施釉 ( 100 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③釉かけ分 瀬戸系

325 碗 Gm05g ( 60 け ④精選やや密（淡黄色） ⑤酸化焔、良

底部片 ( 44 好 ⑥口縁外～内面灰釉、外体下半褐釉

9635 陶器施釉 ( 100 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③釉かけわ 瀬戸系

325 碗 Gm0_5g ( 60 け ④精選密（灰白色） ⑤酸化焙・良好 ⑥ 

121 底部片 ( 50 口縁外～内面灰釉、外体下半褐釉

9636 陶器施釉 ( 102 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選（灰白色） ⑤ 瀬戸系

326 碗 Gm05g 酸化焔・良好 ⑥褐釉（黄褐色）、高台無釉か

底部片 ※ 9642 と類似

9637 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②尚台畳付無釉 ④精選やや 瀬戸系

325 碗 Gm05g 密（灰白色） ⑤酸化焙、良好 ⑥内面灰釉

121 底部片 ( 44 外面褐釉

9638 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選（灰白色） 瀬戸系

325 碗 Gm05g ⑤酸化焔・良好 ⑥褐釉（赤褐色）

底部片 ( 48 
9639 陶器施釉 ( (100) ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③釉かけわ 瀬戸系

326 碗 Hb05g ( (60) け ④精選、密（灰白色） ⑤酸化焔、良好

121 ロ～高台 ( (44) ⑥内面灰釉、外面褐釉

9640 陶器施釉 ( 136 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選（淡黄色） ⑤ 瀬戸美濃系

325 碗 Hal4g04 ( (59) 酸化焔、良好 ⑥褐釉（オリープ褐色）

122 口～体

9641 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ④精選（灰 瀬戸美濃系

326 
碗

Hn03g 白色） ⑤酸化焔、良好 ⑥赤絵上絵付

123 体～底 ( 36 

9642 陶器施釉 ( 98 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選（黄灰色） ⑤ 瀬戸美濃系

326 碗 Hal4g04 酸化焙、良好 ⑥褐釉（黄褐色）

125 口縁部 ※ 9636 と類似

9643 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選（淡黄色） 瀬戸美濃系

326 碗 H区表採 ⑤酸化焔、良好 ⑥黄瀬戸釉

122 底部片 ( 46 
9644 陶器施釉 ( 90 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③口縁部端 尽焼風 瀬戸美濃系

325 碗 Hc06g ( 45 反り ④精選（浅黄色～灰色） ⑤酸化焔一 口縁外面に梅 18c 

123 口～底 ( 38 部還元烙 ⑥黄瀬戸釉 花文

9645 陶器施釉 ( 90 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③口縁端反 京焼風 瀬戸美濃系

325 碗 Hb05g ( 50 り ④精選（淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥ 口縁外面に梅 18c 

口～底 ( 32 黄瀬戸釉 花文

9646 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③鎧茶碗 瀬戸美濃系

326 碗 Hi05gl2 ④精選、密（灰黄色） ⑤酸化焙、良好 ⑥ 

121 底部片 ( 48 内面黒色釉、外面灰釉

9647 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選、密（灰 瀬戸美濃系

326 碗 Hc05g08 白色） ⑤酸化焔、良好 ⑥灰釉（灰白色）

123 底部片 ( 32 
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径徊
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼
⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼

9648 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③大型の碗 ④ 瀬戸美浪系

326 碗 Hc05g25 精選、密（淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥褐

122 底部 ( 82 釉（オリープ褐色）

9649 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③袋物の底部か 瀬戸美濃系

326 鉢 Hg05gl0 ④精選、密（灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥体

122 底部 ( 112 部外面褐釉（黒褐色）

9650 陶器施釉 瀬戸美濃系

326 碗 Hf05g 

123 底部 ( 22 
9651 陶器施釉 ( 85 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁端反り ④精 関西系

325 碗 Hb05g 選、密（灰白色） ⑤酸化焙、良好 ⑥灰釉

121 口縁部 （灰白色）、貫入多し

9652 陶器施釉 ( 96 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精緻（灰白色） 関西系

326 碗 Hb05g ( 47 ⑤還元焙・良好⑥灰釉（灰白色）

123 口～底部 ( 32 
9653 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選、密（灰 関西系

326 碗 Hb05gl4 白色） ⑤還元焔、良好 ⑥灰釉（灰白色）

123 底部 ( 28 貫入

9654 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台欠損 ③丸碗 ④精選 相馬

326 碗 不明 密（灰色） ⑤酸化焔、良好 ⑥外面褐袖（暗

121 体部下半 褐色）、内面灰釉（灰白色）

9655 陶器施釉香 ( 112 ①ロクロ成形 ②欠損 ③体部はほぼ直立、 瀬戸美濃系

326 炉 Hj06g 口端部は内傾 ④精選、密（灰白色） ⑤酸

122 口～体 化焙、良好 ⑥褐釉（オリーブ褐色）

9656 陶器施釉香 ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選やや密（淡黄

326 炉 Hf06g03 色） ⑤酸化焔、良好 ⑥褐釉（暗オリープ

体部小片 色）

9657 陶器施釉 ( 100 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③口縁は短く外 瀬戸美濃系

326 小型甕 Hc05g03 ( 88 反 ④精選やや密 ⑤酸化焔、良好 ⑥褐釉

122 完形 ( 60 （赤褐色）

9658 陶器施釉 ( 186 ①ロクロ成形 ②欠損 ③外面に三条の凹線 瀬戸美濃系

327 鉢 Gg03g03 ④精選密（淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥褐

口縁部 釉（褐色）

9659 陶器・施釉 ( 240 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部は玉縁状に 肥前系唐津

327 鉢 Gu58g 折り返し ④精選、密（赤褐色） ⑤酸化焔、

122 口縁部 堅緻 ⑥灰釉刷毛塗

9660 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③体下半部にきれい 瀬戸系

326 盤 Hf07g01 な灰釉 ④精選、密（灰色） ⑤酸化焔、良

体部 好 ⑥灰釉（オリープ灰色）

9661 陶器施釉 ( 166 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部玉縁 ④精 瀬戸美濃系

327 鉢 Hc06g20 選やや密（淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥褐

口縁部 釉（オリープ）

9662 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部外反、口端

326 鉢 Hf05g 部やや肥厚 ④精選、やや粗い ⑤酸化焙、

口縁部 良好 ⑥褐釉（オリーブ黒色）、一部白濁

9663 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口唇部T字形 ④ 肥前系唐津

326 甕 Hg05g 精選、密（灰色） ⑤酸化焙、堅緻 ⑥外面 18c～幕末

口縁部 は灰釉刷毛塗（オリーブ褐色）

9664 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部外反、体部 瀬戸美濃系

326 甕 Hi05g 上半に陰刻施文 ④精選密（浅黄橙色） ⑤ 火鉢

口縁部 酸化焔、良好 ⑥銅緑釉（深緑色）

9665 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③全面に褐 瀬戸美濃系

327 鉢 Hg06g22 釉 ④精選、やや密（黄橙色～褐灰色） ⑤ 
122 底部 ( 140 酸化焙 ⑥褐釉（暗褐色）

9666 陶器施釉 ( 206 ①ロクロ成形 ②高台、ヘラケズリ ③内面 瀬戸美濃系

327 鉢 Hj07g01 ( 160 に胎土目痕 ④精選やや密（淡黄色） ⑤酸

122 口～底 ( 132 化焔、良好 ⑥褐釉（暗褐色）
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径佃叫
①成形 ②底部 ③器形 ④胎土 ⑤焼成

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高佃叫
⑥色調 ⑦染付文様 ⑧呉須の色

特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径如叫

9667 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③耳付 ④精選、密 関西系

326 袋物か急須 Hc06g44他 胴径170 （灰白色） ⑤酸化焔、良好 ⑥灰釉（灰白

122 胴部 色）、体下半部まで施釉

9668 陶器施釉 ①ロクロ成形②欠損③肩部がやや張る 瀬戸系

327 袋物 Hc05g 胴径160 ④精選やや密（淡黄色） ⑤酸化烙、良好 ⑥ 

122 胴部 外面に褐釉（暗オリープ褐色）

9669 陶器 ①ロクロ成形②欠損③口縁部折り返し 瀬戸美濃系

326 鉢・こね鉢 Hc06g54 ④やや密（淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥灰 18c~19c中

口縁部 釉（浅黄色）一部緑色 頃

9670 陶器施釉 ①ロクロ成形 ②削り出し高台無釉 ③細い

326 袋物 Hc06g51 筒形 ④精選、やや密（淡黄色） ⑤酸化焔、

122 底部 良好⑥灰釉（灰白～淡黄色）

9671 陶器施釉 外径78 ①ロクロ成形 ③下底面ヘラケズリ、裏面無 裏面に墨書あ 瀬戸美濃系

326 蓋 Hg06gl5 器高16 釉 ④精選、密（灰白色） ⑤酸化焔、良好 り

122 完形 下径43 ⑥灰釉（淡黄色）

9672 陶器施釉 外径98 ①ロクロ成形 ③裏面無釉 ④精選、やや密 瀬戸美濃系

326 蓋つまみ Hg06g01 （淡黄色） ⑤酸化焔、良好 ⑥青緑色釉

122 部 下径72

体部

9673 陶器施釉 ( 30 ①ロクロ成形 ②欠損 ③短い鶴首 ④精選 瀬戸美濃系

326 袋物 Hc05g25 密（褐灰色） ⑤酸化焙 ⑥白色釉（浮白色）

口～頸

9674 陶器施釉 ( 128 ①ロクロ成形 ②欠損 ③縁折れ皿、輪花状 瀬戸美濃系

325 皿 Hj06g02 に調整 ④精選、やや密 ⑤酸化焔、良好 ⑥ 

121 ロ～体 灰釉（灰白～淡黄色）、見込呉須絵

第36表 上谷戸調査区出土遺物観察表一磁器・遺構一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径伍叫 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高日 土（色調） ⑤焼成⑥釉調（色調） ⑦染 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径白 付（文様・呉須） ⑧他

9701 磁器・染付 ②高台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤還元焔・ 肥前系

282 碗 ( (11) 良好 ⑧見込みに草花文 18c前半

底部 上第12号溝 ( 52 

9702 磁器・染付 ( 80 ②脚下端～底無釉 ④精選 ⑤良好、呉須は 肥即系

286 仏飯器 ( 62 淡い青色に発色 ⑥明青灰色 ⑦口縁部雨降 18c前半

125 口～底 上第 1 号石組 ( 46 文、胴下・脚に圏線

9703 磁器・染付 ( 36 ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好、 肥前系

286 小碗 ( 40 呉須は淡い青色 ⑥明緑灰色 ⑦口縁部に雨 18c前

口～底 上第 1 号石組 ( 30 降文

9704 磁器・染付 ① ②高台畳付無釉（砂が付着） ④精選（白色） 肥前系

286 皿 ( (23) ⑤良好、呉須はやや青黒色 ⑥明緑灰色 ⑦ 1690~18c 

体～底 上第 1 号石組 ( (88) 体部外面唐草文か、内面梅文か 即̀. 

9705 磁器・染付 ((1 42) ②高台畳付無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好、 肥前系

286 皿 ( 27 表面がやや劣化して白濁 ⑥白色 ⑦外面唐 18c前

口～底 上第 1 号石組 ( (82) 草文か、内面墨弾き

9706 磁器・染付 ((1 02) ②高台畳付無釉 ④精選（白色） ⑤良好、 肥前系

286 皿 ( 28 呉須の発色良好⑥明緑灰色⑦外面唐草 18c前

口～底 上第 1 号石組 ( (56) 文、内面墨弾き

9707 磁器・染付 ②高台畳付無釉「太明手製」か ④精緻（白 肥前系

286 碗 ( (40) 色） ⑤良好（釉に細かい気泡あり、呉須の 18c前～中

体～底 上第 1 号石組 ( (42) 発色やや良） ⑥体部外面

9709 磁器・染付 ②欠損 ③薄手の丸碗 ④精選（灰白色） ⑤ 肥前系

286 碗 良好（釉の表面やや劣化）、呉須はやや黒っぽ 1690~18c 

口～体 上第 1 号石組 く発色 ⑦松竹梅文か 月‘I’J 

9710 磁器・染付 ②欠損 ③胴下半に稜、内面無釉 ④精選（灰 肥前系

286 火入れ ( (48) 白色） ⑤良好 ⑥明緑灰色（内面はやや赤 17c末～18c

上第 1 号石組 味） 中
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径佃叫 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高紺 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調） ⑦染 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径徊叫 付（文様・呉須） ⑧他

9711 磁器・染付 ( 94 ②高台畳付無釉 ④精緻（灰白色） ⑤良好、 肥前系

286 丸碗 ( 54 呉須は暗青灰色 ⑥明緑灰色 ⑦体部外面コ 18c前～中

125 口～底 上第 1 号石組 ( 40 ンニャク印判

9713 磁器・染付 ((1 00) ②欠損 ③薄手 ④精選（灰白色） ⑤良好、 肥月IJ系

286 丸碗 ( (45) 呉須はきれいに発色 ⑥灰白色 ⑦雪輪梅文 18c中～後

口～体 上第 1 号石組

9714 磁器・染付 ( (96) ②欠損 ③丸碗 ④精緻（白色） ⑤良好（呉 肥前系

286 丸碗 須は暗緑灰色に発色） ⑥明オリープ灰色 18c中～後

口～体 上第 1 号石組 ⑦雪輪梅樹文

9715 磁器・染付 ( (118) ②欠損 ③広東型 ④精緻（灰白色） ⑤良 肥前系

286 碗 ( (43) 好（呉須は青灰色） ⑥明オリーブ灰色 18c後

口～体 上第 1 号石組

9716 磁器・染付 ②高台畳付無釉（にぶい赤褐色） ③厚手 ④ 肥即系

286 碗 ( (52) 精選（灰色） ⑤良好 ⑥釉調は青灰色、呉 18c後

体～底 上第 1 号石組 ( (50) 須はややくすんだ青色 ⑦草花文か

9718 陶器・施釉 ②高台無釉 ④精選（灰白色） ⑤良好 ⑥ 京焼風 肥前系

304 碗 ( (24) 黄瀬戸釉（淡黄色） 17c末～18c

126 体～底 上第27号土坑 ( (52) 即.. 

9719 磁器・染付 ( 94 ②高台畳付無釉 ④精緻（白色） ⑤良好（呉 肥前系・有

304 碗 ( 51 須は良好に発色） ⑦雪輪松竹梅文 田 18c 前

126 ロ～底 上第27号土坑 ( 40 ～中

9720 磁器・染付 ( 100 ②欠損 ③丸碗 ④精緻（白色） ⑤良好（呉 肥即系

304 碗 ( (37) 須の発色やや良） ⑥雪輪梅樹文 18c中～後

126 口～体 上第27号土坑

9721 磁器・染付 ( 100 ②欠損 ③丸碗 ④精緻（白色） ⑤良好（呉 肥前系

304 碗 ( (43) 須の発色良） ⑦梅樹文か

126 口～体 上第27号土坑

9722 磁器・染付 ( 81 ②高台畳付無釉「大明年製」 ③ソバ猪口型 肥前系

309 碗 ( 53 ④精緻⑤良好、呉須はプルーに発色⑥ 18c 

128 完形 上第30号土坑 ( 44 松・竹・雁・人物因

9723 磁器・染付 ( (92) ②欠損 ④精緻（灰白色） ⑤還元焔・良好

312 碗 ⑦雪輪梅樹文、器表面は明緑灰色、呉須は青

口～体 上第34号土坑 灰色に発色

9724 磁器・染付 ( (109) ②高台畳付無釉（暗褐色） ④精選（灰色） 肥前系

312 碗 ( 68 ⑤還元烙・良好 ⑥緑灰色 ⑦海浜風景 18c 

128 口～底 上第34号土坑 ( 48 

9725 磁器・染付 ②高台端部が欠ける ④精緻（灰白色） ⑤ 

312 碗 ( (28) 還元焙・良好 ⑦外面の劣化が著しく染付文

体～底 上第34号土坑 ( 40 様は判然とせず

9726 磁器·染付 ②高台畳付無釉（鉄錆が見られる） ④精緻

312 碗 ( (26) （灰白色） ⑤還元焙・良好 ⑦高台際～体

体～底 上第34号土坑 ( 38 下半に圏線、呉須の発色はやや良

第37表上谷戸調査区出土遺物観察表一陶器・遺構一

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・高台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調） ⑦染 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径臼 付（文様・呉須） ⑧他

9803 陶器 ①ロクロ成形②平・回転糸切り ③体部は 瀬戸美濃系

286 摺鉢 摺目 10条 直に外反 ④精選・やや密（淡黄色） ⑤酸 18c 

125 底部 上第 1 号石組 ③(136) 摺幅36mm 化焔・堅緻 ⑥器表面に鉄釉（褐色）

9804 陶器 ①ロクロ成形 ②平・回転糸切り ③体部は 瀬戸美濃系

285 摺鉢 摺目 11条 直に外反 ④精選・密（淡黄色） ⑤酸化焔・ 18c 

底部 上第 1 号石組 ③(117) 摺幅27mm 堅緻 ⑥器表面に鉄釉（褐色）

9805 陶器 ①ロクロ成形②欠損 ③縁帯はやや肥厚 瀬戸美濃系

285 摺鉢 ④やや密（淡黄色）、砂粒まじり ⑤酸化焙・

口縁部小片 上第 1 号石組 良好 ⑥鉄釉（褐色）

9806 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口唇部 1 条、縁帯 縁帯下横ナデ 関西系

286 摺鉢 外面 2 条の凹線 ④精選・密（赤褐色）、白色 （堺か）

口縁部小片 上第 1 号石組 小粒子 ⑤酸化焔・焼締 ⑥表面暗赤褐色
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径日 ①成形 ②底部・局台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高佃叫 土（色調） ⑤焼成⑥釉調（色調） ⑦染 特 徴 備 考

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径日 付（文様・呉須） ⑧他

9807 陶器 ( (340) ①ロクロ成形 ②欠損 ③体部は外反し口縁 口縁部・体部 関西系

286 摺鉢 摺目 8 条 部は直立、口唇部外反 ④精選、やや密、砂 外面横ナデ 信楽

口縁部 上第 1 号石組 摺幅26mm 粒 ⑤酸化焔・焼締 ⑥淡黄色

9808 陶器・焼締 ( (320) ①ロクロ成形②欠損③体部はやや内湾 縁帯下横ナデ 関西系

285 摺鉢 摺目 9 条 ④精選・密（赤褐色）、白色砂粒 ⑤酸化焔・ 体部外面ヘラ 堺か

125 口縁部 上第 1 号石組 摺幅25mm 焼締 ケズリ

9809 陶器 ①ロクロ成形 ②平底 ③体部はやや内湾気 体部外面指ヘ 関西系

285 摺鉢 摺目 9 条 味 ④精選・密（赤褐色）、白色砂粒 ⑤酸化 ラケズリ 堺か

125 底部 上第 1 号石組 ③(150) 摺幅25mm 焙・焼締

9810 陶器 ①ロクロ成形 ②欠損 ③体部に紐状痕、ロ 外面横ナデ 関西系

285 摺鉢 摺目 7 条 縁部に 2 条の凹線 ④精選・密（暗青灰色）

口縁部 上第 1 号石組 摺幅26mm ⑤酸化焔・焼締 ⑥器表面褐色

9811 陶器 ①ロクロ成形②高台削り出し、畳付無釉 肥前系

286 丸底 ④精選・密（にぶい橙色） ⑤酸化焔・良好 唐津

125 体～底 上第 1 号石組 ( 46 ⑥灰釉刷毛塗（内：タテ、外：横）

9812 陶器 ( (llO) ①ロクロ成形②高台削り出し、畳付無釉 肥前系

286 丸底 ( 73 ④精選・密（浅黄橙色） ⑤酸化焔・良好 ⑥ 

口～底 上第 1 号石組 ( (44) 灰釉

9813 陶器・染付 ( 100 ①ロクロ成形 ②晶台畳付無釉 ④精選・密 肥前系

286 丸碗 ( 70 （灰色） ⑤還元焔・堅緻 ⑦唐草文 ⑧全 波佐見か

125 口～底 上第 1 号石組 ( 48 体に灰色がかった色調

9814 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ④精選・やや密 瀬戸美濃系

286 摺絵皿 （灰白色） ⑤酸化焔・堅緻 ⑥灰釉 ⑦見

底部 上第 1 号石組 ( (52) 込摺絵

9815 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部に玉線状の 体部外面に 肥前系

287 鉢 折り返し、体部内湾④精選・密（赤褐色） いっちんがけ 唐津

口縁部 上第 1 号石組 ⑤酸化焔 ⑥内：灰釉・鉄絵、外：灰釉刷毛

9816 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口縁部に玉縁状の 肥前系

287 鉢 折り返し ④精選（赤褐色） ⑤酸化焔 ⑥ 唐津

口縁部 上第 1 号石組 内外面灰釉刷毛塗り（灰白色）

9817 陶器・施釉 ①ロクロ成形②欠損 ③注口付 ④精選・ 瀬戸美濃系

287 片口 やや密（淡黄色） ⑤酸化焔 ⑥黄瀬戸釉（明

口～体 上第 1 号石組 黄褐色）

9818 陶器・施釉 ( (114) ①ロクロ成形 ②欠損 ③やや腰折れ、体下 抹茶碗

286 碗 半にロクロ痕 ④精選・密（灰色） ⑤酸化

口～体 上第 1 号石組 焔 ⑥鉄釉（褐色）、口唇部に灰釉二度掛け

9821 陶器・施釉 ( (94) ①ロクロ成形 ②欠損 ③体部外面に 2 条の

286 碗 凹線 ④精選・やや密（淡黄色） ⑤酸化焔

口～体 上第 1 号石組 ⑥口縁～内：白化粧土灰釉、外：褐釉

9822 陶器・施釉 ( 100 ①ロクロ成形 ②腰折れ碗 ④精選・密（灰 瀬戸系

286 碗・腰折碗 ( 50 色） ⑤酸化焔・良好 ⑥灰釉と錆釉の掛け

125 口～底 上第 1 号石組 ( 40 分け

9823 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②高台削り出し、無釉 ④精 瀬戸系

碗 選・密（灰色） ⑤酸化焔・良好 ⑥暗オリー

125 体～底 上第 1 号石組 ( 46 プ色

9824 陶器・施釉 ①ロクロ成形・型作り ②高台無釉 ③輪花 瀬戸系

291 皿 ( 34 皿 ④精選・密（灰色） ⑤酸化焙 ⑥灰釉

125 口～底 上第 2 号井戸跡

9825 陶器・施釉 ( 12 ①ロクロ成形②高台裏無釉 ③浅い皿型 口縁部に煤付 瀬戸美濃系

291 皿 ( 21 ④精選・やや密（淡黄色） ⑤酸化焔 ⑥口 着

125 口～底 上第 2 号井戸跡 ( 55 縁から内面に長石釉（劣化・ハク離が著しい）

9826 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②天目碗か ③精選・密（灰

289 碗・天目 白色） ⑤酸化焙・良好 ⑥鉄釉（褐色）外

124 底部 上第 1 号井戸跡 ( (40) 面下半無釉

9827 陶器・焼締 ①紐作り ②欠損 ③甕の頸部から肩部④ 常滑系

296 甕 細粒砂、白色徴粒子、小砂粒 ⑤酸化焔・焼

口縁部 上第22号土坑 締（黄色） ⑥表面暗赤褐色
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第V章上谷戸調査区の遺構と遺物

遺物番号 種 別 出土位置 ①口径臼 ①成形 ②底部・尚台 ③器形の特徴 ④胎

挿図番号 器 種 出土グリッド ②器高臼 土（色調） ⑤焼成 ⑥釉調（色調） ⑦染

写真図版 残存状況 出土遺構 ③底径佃叶 付（文様・呉須） ⑧他

9828 陶器・施釉 ( (100) ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③体部外面

304 碗・丸碗 ( (60) に筋状沈線 ④精選・密（灰白色） ⑤酸化

126 口～底 上第27号土坑 ( (48) 焔 ⑥口縁～内面灰釉（灰白色）、体下半褐釉

9829 陶器・施釉 ( 70 胴径113 ①ロクロ成形②平底③油差し状④精

309 ひょうそく ( 57 選・密（にぶい黄橙色） ⑤酸化焔 ⑥内面・

128 完形 上第30号土坑 ( 59 外面灰釉（灰オリーブ）、口唇部・底面無釉

9830 陶器・施釉 ( (llO) ①ロクロ成形 ②欠損 ④精選・密（灰白色）

309 碗 ⑤酸化焔 ⑥内外面灰釉（オリープ黄色）

128 口～体 上第30号土坑

9831 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②欠損 ③口唇部平坦 ④精

314 鉢 選・密（灰色） ⑤酸化焔 ⑥褐釉

口縁部 上第35号土坑

9832 陶器・施釉 ( 58 ①ロクロ成形 ②高台無釉 ③肩衝き茶入れ

312 小型双耳壺 ( 104 双耳壺 ④精選・やや密（淡黄色） ⑤酸化

128 完形 上第34号土坑 ( 70 焔 ⑥褐釉、肩部に灰白釉、口唇部無釉

9833 陶器・施釉 ( 116 ①ロクロ成形 ②高台畳付無釉 ③体下半に

312 碗 ( 75 ロクロ痕、上半に沈線波形 ④精選・密（灰）

128 完形 上第24号土坑 ( 50 ⑤酸化焙 ⑥褐釉、灰釉を口縁部に二度掛け

9834 陶器・灰釉 ( 106 ①ロクロ成形 ②平底か ③油皿④精選・

312 燈明皿 ( (23) 密（灰色） ⑤酸化焔・焼締 ⑥鉄錆釉（暗

口～底 上第34号土坑 褐色）

9835 陶器・施釉 ①ロクロ成形 ②粘土紐脚付 ④精選・密（灰

312 香炉 ( (52) 白色） ⑤酸化焔・良好 ⑥内・外面に褐釉

128 体～底 上第34号土坑 ( 100 （黄褐色）

9836 陶器・焼締 ( 592 ①紐作り ②平底 ③口縁部は平坦④精選

304 大甕 ( 610 （灰色） ⑤酸化焙・焼締 ⑥器面は褐色

126 口～底 上第27号土坑 ( 178 

9837 陶器 ①ロクロ成形 ②平・回転糸切り ③縁折れ

282 盤 ( (45) 盤 ④精選・やや密（淡黄色） ⑤酸化焙 ⑥ 

124 底部 上第19号溝 ( 132 内面に灰釉が部分的に見られる

9838 陶器・焼締 ( (240) ①紐作り ②欠損③口縁部T字状折り返

282 大甕 し。 ④精選（灰色） ⑤酸化焔・焼締 ⑥ 

128 口～体 上第20号溝 肩部に自然釉、体部は鈍い赤褐色

9839 陶器・焼締 ( (134) ①紐作り ②欠損 ③頸部は短く直立、口縁

282 大甕 ( (127) 部は平坦 ④精選やや密（淡橙色） ⑤酸化

128 口～体 上第20号溝 焙・焼締（やや甘い） ⑥淡橙色

がやや雑なことなどから 14世紀中頃から後半代の所産になるものと考えられる。

(2) 石臼

特 徴 備 考

瀬戸美濃系

尾呂茶碗

在地系

下仁田か

19c 

瀬戸系

瀬戸美濃系

18c前半代

抹茶碗

常滑系

瀬戸系

頸～口縁部横 常滑系

ナデ、体部内

面に指頭圧痕

頸部横ナデ 常滑系

9919 は径64cm、厚さ 20cmの石臼半欠品で、目無しの下臼である。中央部には心棒穴の貫通孔が、下面には

大きなえぐりが施されている。全体的に片べりの傾向が窺え、長期間の使用が想定される。砂岩製。

9920は推定径64cm、厚さ 15cmの、石臼 3 分の 1 程の破片で推定 5 分画の基本溝数は 7 本前後と思われる。

中央部には心棒穴の貫通孔が、下面にはえぐりが施されている。全体的に薄く擦り減っていることから、長

期間の使用が想定される。砂岩製。
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第38表上谷戸調査区出土銭貨一覧

馨胄 挿図 写真 出土区域 遺構名称 グリッド 銭貨銘 読順 材質外径 内径 孔重量 書体 特徴•初鋳造年・備考

6068 300 127 斜面部墓墳 第29号土坑 寛永通賣 対読 銅 23 19 6 2.4 楷書

6069 322 127 西側下位面 第19号溝付近 Gi 5 gOl 不明 銅 25 24 0.9 ％欠損

6070 322 127 西側下位面 Gk 3 glO 至道元賣 対読 銅 24 19 6 1 楷書 宋（太宗）至道元年 (995)

6071 322 127 西側下位面 Gq 3 gOl 寛永通賓 対読 銅 21 17 7 1 6 楷書

6072 322 127 西側上位面 31土坑付近 He 6 g63 寛永通賓 対読 銅 24 20 7 3.3 楷書

6073 322 127 西側上位面 31土坑付近 He 6 g62 寛永通賣 対読 銅 22 19 7 1.5 楷書

6074 322 127 西側上位面 31土坑付近 He 6 glO 寛永通賓 対読 銅 22 19 6 2.1 楷書

6075 322 127 斜面部 2 溝付近 Hp04g 寛永通賓 対読 銅 24 19 6 2.3 楷書

6076 322 127 斜面部 Hs03g 寛永通賣 対読 銅 24 20 6 2.9 楷書

第39表上谷戸調査区出土鉄製品一覧表

罰 挿図 為嚢 出土区域 グリッド名 重鼠 長さ 幅 (mm) 形 状 特 徴 備 考

9902 328 上谷戸 H 区 Hc05g05 1.1 g 30mm 4 x- 釘頭部片折れ 断面角 頭部残存

9903 328 上谷戸 H 区 Hc05g 1 3 g 26mm 5X- 釘頭部片折れ 断面角 一部残存

9904 328 上谷戸 H 区 Hg06g25 4.0 g 55mm 7 X 4 釘頭部片折れ 断面角 一部欠損

9905 328 上谷戸 H区 Hc05g 0. 7 g 19mm 4X- 釘不明 不明 一部残存

9906 328 127 上谷戸 H区 Hb05g 8. 7 g 41mm 12 きせる（雁首） 完形

9907 328 127 上谷戸 H区 Hf08g 7. 7 g 98mm lOX 5 きせる（吸口）完形 折れ曲る

9909 328 127 上谷戸 H区 Hh07g 10_4g 12mm 12 鉄砲玉
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第 3 節 中・近世の遺構と遺物
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第 1 節調査の成果と問題点

第VI章考 察

第 1 節調査の成果と問題点

1 はじめに

白石大御堂遺跡の所在する鮎／ 1|流域は埋蔵文化財の豊富なことで知られ、発掘調査も数多く実施されてい

る。その内容は、白石稲荷山古墳・金井金山瓦窯跡などで実施された学術的成果を目的とした調査、白石稲

荷山古墳・七輿山古墳・東平井古墳群などでの遺跡保存を目的とした行政による調査例、そして、開発行為

に伴ういわゆる緊急（行政）発掘と呼ばれるもので、調査例及び調査面積が圧倒的に多いのは第三の例によ

る。白石大御堂遺跡の発掘調査もその線上にある。

この行政主導による緊急調査は昭和50年代以降に飛躍的に増加しており、それがまた本地域の考古学的解

明を進める原動力ともなったのである。昭和52年の竹沼遺跡の発掘調査はその画期をなすものであり、それ

に続く緑埜遺跡群をはじめとする一連の発掘調査は、遺跡の個別的調査から広域的・網羅的方向へと調査の

性格を変えて行った。しかし、それは調査の視点や調査目的の広域化ではなく、開発行為の大規模化・広域

化により埋蔵文化財の保護という観点からは次善の策としての記録保存に頼らざるを得ないという点では充

分であるとは言えない状況である。しかし、こうした状況下にあっても、すでに蓄積された関係者の努力の

結果は埋蔵文化財の保護と保存活用と言った面で着実な成果をあげ、地元住民の理解と協力が図られつつあ

る。

本地域が藤岡市内はもとより県下でも有数の埋蔵文化財包蔵地であることはかなり周知徹底され、一部の

意図的な古墳の破壊行為を除けば開発行為と文化財保護という問題について、本地域・行政当局・地元住民

は先駆的な実績のある地域と言える。前述の古墳の保存整備のための調査のほかに、住民運動の成果として

中世山城の保存が、その開発計画の一部を変更して実現され着実な成果をあげている。

白石大御堂遺跡の発掘調査は、こうした地域の文化財保存の状況下で実施された。その結果、鮎川流域に

おける埋蔵文化財の在り方について新たな成果を得ることができ、特に中世から近世にかけて考古学的な調

査による成果を得られたという点で重要な意味をもつものと言える。そこで、本調査の意義と当該地域にお

けるその位置付けについて若干の考察を加えてみたいと思う。

2 白石大御堂遺跡の立地について

鮎川流域では、その中・下流域にあたる日野金井より上落合にいたる間に、かなり濃密に遺跡が分布して

いる。また、遺跡の種別も墳墓・集落•生産・城館等多様であり、遺跡立地も沖積低地・洪積台地・丘陵（山

麓・尾根上）等多岐にわたる。その中で最も多くかつ古くから知られているのは古墳・古墳群である。白石

稲荷山古墳・七輿山古墳を中心とした白石古墳群が下流域左岸に、東平井古墳群が中流域右岸に分布してい

る。また、これらの古墳・古墳群と同時期の集落跡もあるはずであるが、現在までにこの流域で確認された

遺跡は、竹沼遺跡・緑埜遺跡群など西平井から緑埜にかけての洪積台地上に広がるものである。この洪積台

地上の集落遺跡は古墳時代のみならず縄文から平安時代にいたる長期間にわたって確認されており、当該地

域の開発が古くから行われて来たことを物語っている。考古学的に調査される遺跡・遺構は縄文時代から平
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安時代にかけてのものが多いが、近年では中・近世のものも増加しつつある。

この鮎川流域が地形的特徴から沖積低地（鮎川氾濫原）、洪積台地（鮎川河岸段丘）、丘陵裾部（山麓）、丘

陵尾根部（鞍部）と地形的な遷移が見られ、遺跡の性格もその地形特性に左右されたものとなっている。白

石大御堂遺跡の発掘調査は、ミクロ的な視点からは、鮎川左岸に地形横断的にトレンチを入れ、遺跡分布の

在り方を直線的に確認し、遺構と地形的条件との関係を明らかにするという点に重要な意味を持ち、マクロ

的には鮎川左岸流域での遺跡・遺構の分布の中で占める位置が遺跡の性格を反映したものとして、さらには

関東平野北西部における地形的な傾斜変換点・地理的な結節点に位置することで、そうした状況下での遺跡

の在り方を考えるという点からその意義を認めるものである。

この地域では、すでに藤岡市教育委員会により十数件の発掘調査が実施され、従前のものを含めてかなり

の数に上る（付図 1 白石大御堂遺跡と周辺遺跡、第10図 鮎川流域遺跡分布図参照）。そうした調査の成果や

現状で認められる古墳の分布・土器片の散布等からは、確認された遺跡と地形との個別的関係については、

特にこの鮎川流域では、地形が標式的であることから、各時代・種別毎の遺跡選地の特徴を比較考察するこ

とが可能な地域としてとらえられてきた。本調査によっても、通常の生活の場としての営みが、縄文時代・

古墳時代・平安時代そして中・近世に至るまで確認された。しかし、その立地には各時代毎に差異が認めら

れ、それぞれの時代特性を反映した遺跡選地の状況がなされたと言える。また、一方では、中世の寺院址が

明らかとなり、本遺跡に通常の集落遺跡とは別の視点からの分析も必要となり、二つの異なる性格を併せ持っ

た遺跡としてとらえなければならない。また、その際に従前の発掘調査の成果を踏まえて考えなければなら

ぬ問題でもある。

すでに実施された『 Fl竹沼遺跡群』『 F2緑埜遺跡群』の調査は、本調査を上回る広域かつ大規模なもので

あるが、地形的に見た場合には同一条件下において広がる遺跡の調査、すなわち前者においては洪積台地上

の、後者においては沖積低地に広がる遺跡の調査が主であったと言えよう。最も広域にわたった緑埜遺跡群

の調査においても、水田の基盤整備に伴う土地改良事業による発掘調査であったために、調査範囲は地形的

には水田の分布範囲（＝洪積台地上の谷地部分）が中心であり、調査された遺跡の内容には、沖積地の開発

状況を示す内容が窺われる。

竹沼遺跡・薬師原遺跡等の発掘調査においては、洪積台地縁辺部に立地する集落遺跡が明らかとなった。

居住域の選択を見た場合に、当該地域に於けるひとつの在り方を示すものと言える。

また、これとはやや性格が異なるが平井城跡をはじめとする城館跡の立地や、金井金山瓦窯跡・炉沢遺跡等

の生産遺物立地も地域内での地形的条件と吟味して選地していると考えられ、それぞれ諸条件を示唆するも

のとしてとらえられよう。しかし、これらの遺跡についてはより広い視野からの考察を必要とする内容があ

り、単に一地域の限られた範囲において語ることは遺跡のもつ固有の性格を歪めてしまう危険性をもつもの

である。

鮎川流域に於ける遺跡立地という問題は非常にミクロな視点ではあるが、鏑川流域に視野を広げても同様

な在り方を示すものと考えられることから、地域開発と土地利用の在り方を考えようとする際に重要な情報

を含み得る地域と言えよう。

3 調査の成果

白石大御堂遺跡の調査の意義は、地形縦断的な発掘調査という方法に画期をもたらすべき内容があり、そ

こで得られた考古学的知見は従来のパターン化された集落立地を基本とする遺跡のとらえ方に修正をもたら
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す内容をもつという点で重要である。さらには、縄文時代から中近世に至るまで各時代にわたって連綿と続

く人々の営みがあったことが、そこで検出された遺構と出土した遺物から知られ、地域における連続的な変

遷を知る上でも重要な意味をもつ調査と言える。

次に発掘調査によって明らかとなった諸点を列記し、各時代毎にその要点を述べたいと思う。なお、その

中で重要と考えられる幾つかについてはさらに節を改めて考察を加えることとする。

(1) 先土器・縄文・弥生時代

① 先土器時代の遺物として、石器を前原調査区で採集した。鮎川左岸の洪積台地上では白石字稲荷原や竹

沼遺跡で出土例が報告されている。本遺跡は他の 2 遺跡の中間的な位置を占め、洪積台地の東側縁辺部とい

うほぼ同じ立地条件で有ることから、ここでの先土器時代の遺跡の存在を示唆させるものである。

② 縄文時代の遺構としては、中期の加曽利E式期の住居跡を検出している。検出遺構は 4 軒であるが、前

原調査区で検出された 2 軒と大御堂調査区で検出された 2 軒とには立地条件・住居形態・時期等に次のよう

な差異が認められる。

前原調査区 1 円形・竪穴住居跡

大御堂調査区 柄鏡形・敷石住居跡
2ロ
2 軒 加曽利 E4式

洪積台地面（鮎川左岸上位段丘面）

沖積低地面（鮎川左岸下位段丘面）

ここで注目されるのは集落（住居）立地の変化であるが、台地の上位面から下位面への遷移という点に注

目される。上位面には関東ローム層（板鼻層）の堆積がみられ、前原調査区の竪穴住居跡 2 軒はこれを掘り

くぼめて作られている。下位面に当たる大御堂調査区では、河川堆積物である粘質土面に結晶片岩を主とす

る敷石住居を作っている。前 2 軒は加曽利E3式、後 2 軒は加曽利E4式と、編年的には連続する時期であり、

ここでの集落立地に明確な垂直的遷移傾向が認められる。しかも敷石住居の発生と密接に関連した問題とし

てとらえられる。すでに鏑川流域において類例が知られており、また、同じ鮎川流域には中大塚敷石住居跡

があり、当該地域における縄文時代中期の様相のひとつの傾向を示す資料として重要である。（このことにつ

いては本章第 2 節において詳説する。）

③ 縄文時代の遺物として注目されるのは、上谷戸調査区において発見された「の」字形垂飾である。表採

資料で出土状況や供伴する遺物を明らかにし得なかったのは残念であるが、類例が東京都八丈島倉輪遺跡や
26 

富山県天林北遺跡などわずかで、縄文時代前期～中期の土器とともに出土していることが知られている。上

谷戸調査区での縄文土器も前期から中期のものが見られることから、本遺跡出土のものもこれに該当する時

期に当たると考えられる。縄文時代の特殊玉生産とその流通に関連して貴重な発見例であると言えよう。

④ 縄文時代の遺構は前原・大御堂の各調査区で検出され、遺物は上谷戸調査区においても出土している。

その時期は前期が少量見られ、中期が主体的に存在し、後期のものも若干含むといった内容であり、それぞれ

の調査区において縄文人の足跡をたどることが可能である。各調査区の出土遺物の傾向は、前期の土器は丘

陵斜面部（上谷戸調査区）や洪積台地縁辺部（前原調査区）に見られ、中期後半中頃に洪積台地縁辺に近い

平坦面に集落を構成し（前原調査区）、中期後半末葉には更に下位の沖積低地に遷移することが判明した。こ

のことは、鮎川左岸における縄文時代遺跡の分布と立地を端的に説明する成果であると言える。

⑤ 大御堂調査区の沖積低地面においては、縄文時代晩期から弥生時代初頭にかけての遺物が比較的まと

まって出土した。千網谷戸式から岩櫃山式にかけての時間的に連続すると見られる一群の資料で、内容的に

は縄文晩期の変形工字文の流れをくむものと、遠賀川式系のものとが見られる。類例資料の蓄積があまり進

んでいない該期の遺物として重要である。縄文晩期の遺跡はいわゆる低湿地に多く立地することが知られて
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いるが、本遺跡出土資料も同様な立地条件と考えられ、藤岡市内においては沖 II遺跡において、弥生時代初

頭の土器の出土が知られる。また、温井遺跡からも小片ではあるが同様の土器片が出土している。いずれも

藤岡台地の周辺沖積低地に立地するという共通性が認められ、水稲耕作の開始と関連して注目される。該期

の遺跡が沖積低地面に進出し、湿地部分の水田開発と自然堤防状の微高地への居住域の展開を示唆するもの

と考えられる。

(2) 古墳～平安時代

古墳～平安時代にかけては各調査区において土師器・須恵器・埴輪等の遺物が出土しているが、遺構とし

て確認できたのは上谷戸調査区における 5 軒の竪穴住居跡である。古墳時代の住居が 2 軒、平安時代の住居

が 3 軒で、いずれも丘陵の南東斜面に立地し、“上谷戸”谷に面している。該期の集落はかなり規模の大きい

ものも知られるが、ここで検出された 2 時期の集落は、立地する斜面の規模を考慮にいれるとさほど大きな

ものでないことが予想され、検出数が 2 軒と 3 軒であることを考えると、 5 • 6 軒程度の小規模な集落の一

部であると予想される。

鮎川左岸における拠点（基幹）集落としては竹沼遺跡が知られ、その生産基舘は緑埜遺跡群に求められる。

この竹沼・緑埜遺跡群がこの地域の中核的存在としてあり、その周辺に古墳群の分布が見られる。すなわち、

南に西平井古墳群、東には緑埜古墳群と鮎／ 1[ の対岸には東平井古墳群が、そして北には白石緑埜古墳群及び

白石古墳群が分布する。これらのことから、少なくとも古墳時代後半には鮎川左岸流域において、集落•生

産・墳墓が地域の中で固有の選地がなされ、遺跡として展開することが明らかである。

この地域での農耕集落は古墳時代初頭より開始されることは、竹沼遺跡で鮎川崖に沿う部分で最も古い時

期の住居が見られ、本遺跡上谷戸調査区からも前期の石田川式の土器片が出土して、これに続く 5 世紀代の

土師器も見られ、古墳時代当初より開発は始まっていたと考えられる。竹沼遺跡では鮎川崖に近い部分であっ

たが、基本的には丘陵裾部に見られる小支谷の開発によるもので、限定された生産力に見合う小規模なもの

である。上谷戸調査区に見られるような丘陵裾部に展開する集落は、古墳時代より平安時代にいたるまで見

られるが、古墳時代初頭に於ける場合とそれ以降とでは、その集落の性格が異なったものと推定される。上

谷戸調査区出土の古墳時代前期の土師器は開発初期の時代の遺物と考えられる。

上谷戸調査区検出の住居は古墳時代後期の 6 世紀代と平安時代前期の 9 世紀代である。 6 世紀の鮎／ 1 ［流域

の状況は稲荷山古墳・七輿山古墳などの首長墓が作られ、かなりの生産力があった地域と考えられ、さらに

円墳が群集（密集）して作られる時期にもあたる。すでに竹沼遺跡を基幹集落とする村落構成が出来上がっ

ており、これを母村として耕地の拡大が図られ、周辺に小規模な分村が営まれる。こうした傾向は、この鏑

川・鮎川流域においては丘陵裾部（下位段丘面最奥部）の小支谷の（再）開発として見られ、上谷戸調査区

の住居もそうした性格のものと考えられる。

(3) 中世～近世

本遺跡の調査を実施するに当たり、当初包蔵が予想された埋蔵文化財は前原・上谷戸調査区のある洪積台

地面における縄文及び古墳～平安時代集落であり、中近世に関しては、「大御堂」の字名と「アミダイケ」の

地名伝承の他には、藤岡市教育委員会による発掘調査が実施されるまでは考古学的な確認は何らなされてな

かったと言える。否、鮎川流域では分布密度の最も薄い地域と見られていた。

発掘調査の実施により、大御堂調査区においては中世の寺院址と重複する範囲に見られる埋葬遺構群、近

世に入ってからも残る寺院址遺構の一部、前原調査区においては“鎌倉街道”と見られる道路跡と中世後半

の屋敷跡を検出し、上谷戸調査区においては近世の屋敷跡とそれに先行する中世の遺構群が検出されている。
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これらの成果は、従来、考古学的な調査の実施されることの少なかった中・近世の遺構・遺物を明らかにし

たという点で意義があり、今後の指標となり得る重要なものと言えよう。

調査で明らかにし得た中近世の成果は次の諸点である。

① 大御堂調査区において中世前半期の創建と思われる寺院址遺構を検出した。方形区画が認められる寺域

の範囲内に園池遺構を検出した。いわゆる臨池伽藍寺院であり、平安時代後半から鎌倉時代にかけて京都を

中心に造営された形式の流れを汲む遺構である。（寺院址遺構に関しては本章第 3 節で考察する。）

② 寺院址遺構からは、寺院建築にかかわる遺物として瓦類及び釘を主とする多量の鉄製品が出土している。

瓦類はその形状・焼成・胎土等から新旧 2 時期と考えられ、古い時期のものが創建瓦と考えられ、その時期

は鎌倉時代と推定される。また、新しい時期の瓦はその特徴から室町時代に入ってからのものと推定され、

寺院址の存続期間を示す資料である。

③ 寺院址遺構からの出土遺物は、建物に関する瓦・釘類の他に、土師質土器・軟質陶器・陶磁器類・銭貨

類等が見られる。詳細に見ると中世に属す遺物と近世に入ってからのものとに分けられ、少なくとも遺物の

持つ時間幅の中では寺院又は寺院址としての何らかの機能があった期間のものと考えられる。また、種別・

器種別に出土傾向を見ると寺院址遺構の変遷を時代の経過とともにたどり得るものである。

④ 中世の出土遺物は寺院に直接・間接に関わるもので、寺院の存続期間の中では一括資料として捉えるこ

とが可能である。出土した遺物には形式的変遷をたどり得る資料より、同一時期の一括資料と見なされるも

のが多い。

⑤ 寺院の創建年代は中世前半の鎌倉時代と考えられ、室町時代に入るころまでは存続していたものと推定

される。（これについては本章第 3 節の出土遺物の考察で詳述したい。）

⑥ 大御堂調査区のA•B 区は寺院址の主要部が検出されたが、これに隣接する C 区は寺地としての広がり

が考えられ、意図的な区画・配置の溝状遺構と掘立柱建物跡群が検出されている。

⑦ 寺院址では、埋葬遺構がまとまって検出されている。配石墓・火葬跡・火葬墓・土坑墓・土壊等、多様

な様相を見せ、中世後半から近世にかけての時期に営まれたものである。中世墓地としてまとまった資料で

あり、寺院址との関係が注目される。

⑧ 前原調査区において、いわゆる“鎌倉街道”と考えられる道路跡を検出し、本遺跡の地理的重要性が指

摘される。また、道路跡に沿って、中世後半と考えられる屋敷跡が検出された。中世後半には平井城が築造

され、上野国における中心的な役割を果す地域であり、屋敷跡が交通の要衝にあたる位置を占めると考えら

れ、その関係が注目される。

⑨ 上谷戸調査区においては近世前半の屋敷跡を検出した。遺構と遺物からは中世にまで遡ることが可能で

あり、元禄年間の村絵図に記載も認められ、その末裔と考えられる人家が隣接してあることから、地域史の

視点から近世の様相が明らかとなった。

⑩ 字名・地名伝承・村絵因等の関連資料と発掘調査の結果から、特に近世段階において地域史の再検討．

再構築が可能となった。（本章第 4 節で考察する。）

以上の諸点が調査の成果として明らかとなった。特に中世史については、平井城と上杉氏に関連して注目

されてはいるが、それ以前の様相については、文献資料が断片的には追えるもののそれを傍証する手掛かり

はやや不十分であったと言わざるを得ない。考古学的にも中世前半の資料は発見例が少なく、しかもそれが

地域的に偏在することを考えると、本遺跡の出土資料とその成果は今後重要な意味をもつであろう事は明ら

かである。 （綿貫鋭次郎）
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1 「上毛古墳綜覧」による古墳分布調査をはじめとして、多くの報告書に流域での遺跡分布が示されている。特に文献14~18の遺跡詳細

分布調査によりその実態はかなり把握されるようになった。本書では鮎川流域の遺跡分布を第 7 図～第10図に示したが、そこでの掲載遺

跡はこれまでの分布報告例を集成したもので、現段階で周知された最新のものと言える。

2 第 1 章第 2 節第 2 項に詳述

3 群馬縣 r史蹟名勝天然紀念物調査報告」第三輯

4 文献32

5 昭和60 • 61年度に藤岡市教育委員会により確認調査実施。
6 昭和47年度に群馬県教育委員会により、昭和63年度～平成 2 年度に藤岡市教育委員会が確認調査実施。

7 昭和55年度に群馬県教育委員会調査、文献23

8 緊急発掘による応急の記録保存は、藤岡市に於いては特に古墳の滅失に関わって実施されてきた。鮎川流域では中流域右岸での工場建

設、下流域左岸での住宅団地造成をその端緒として、以降、様々な開発行為が実施されている。

9 県営圃場整備事業の実施に伴う緊急調査として発掘調査が実施された。事業は昭和48年度より昭和52年度まで継続して実施されたが、

昭和52年度の調査は藤岡市教育委員会に文化財担当の専門職員を配して初の直営事業として行なわれ、文化財保護行政の転機として特筆

される。文献13

10 藤岡市教育委員会では、発掘調査の多くが開発事業に起因して実施され、当該区域内のみの記録保存を当座の目的として、ひとつの遺

跡に対しても様々な原因による調査が実施されることを想定し、遺跡名称（＝原因者別事業名称）の記号化を図っている。報告書に記載

されたい＼竹沼遺跡群Jのアルファベットは町村合併以前の区域に便宜的に分類し (A~H) 、数字は区域別に発掘調査の着手順に冠され

ている。従って、調査の実施件数は、昭和52年度以降のものについては地区毎に冠された数字の最も大きいものが示している。ちなみに

本遺跡の所在する平井地区 (F）での発掘調査を見ると、平成 2 年度実施の関越道上越線工事用道路部分のうち藤岡市教育委員会の調査

部分が「 Fl3」と冠する予定であるとのことで、藤岡市教育委員会実施のものが13件にのぽっていると理解できる。平井地区での調査総

件数は、これに昭和51年度以前のものと昭和52年度以降に藤岡市教育委員会以外の実施機関（県教委・当事業団等）の件数を加えたもの

である。

11 開発事業の中で最も広域的なものは、農業基盤整備（土地改良・圃場整備）事業である。鮎川左岸では竹沼地区に続き緑埜地区でも実

施され、この両者を合わせると約80万m'にもなり、中下流域のかなりの部分を占める。同様の事業は市内では小野地区・藤岡平地区でと

計画され、それにかかわる調査が実施されている。

12 藤岡市では担当職員の増員、担当課の設置により、文化財保護行政の充実を図っている。

13 数多く存在していた古墳の滅失は、耕地拡大を図る農民の日々の営みの結果と考えられるが、近年、重機を使用して削平するといった

事例も散見される。

14 東平井古墳群は、市内はもとより県内でも有数の群集墳として知られ、現在、史跡公園の整備が進められている。文献。

15 本遺跡の西南方約 3 kmのところにある「平井金山城（平井詰め城）」は、ゴルフ場建設工事に伴い大幅な地形改変が予定されて一部保存

を前提として、緊急調査が実施された。地元では「平井城址保存会Jを中心に、平井城に関連するこの山城の保存運動が持ち上がった。

その結果、ゴルフ場の設設変更により、山城は全面的に保存されることとなった。これは、文化財保護が住民運動として結実した成果と

評価できる。

16 鮎川左岸の洪積台地上の集落遺跡としては「E竹沼遺跡J、「 F，薬師原遺跡」が調査されている。竹沼遺跡では、圃場整備事業に係る道

路・水路部分のみの調査であったにもかかわらず、縄文時代から古墳•平安時代までの竪穴住居跡が55軒確認され、中流域左岸に展開す

る基幹的集落かと思われる。

17 「凡薬師原遺跡」において中世の溝状遺構が検出され、「比久尼橋」、「比久尼屋敷」等の地名伝承も残る。また、「 F2緑埜地区遺跡群 I J 

の中でも中近世遺物の報告が見られる。

18 地形横断的な発掘調査は、藤岡市東半を占める神流川左岸の地域で、国道254号線バイパス建設工事に関連して実施され、「A1堀ノ内遺

跡群」としてまとめられている。ここでは古墳時代初頭より平安時代に至る集落跡と、古墳時代前期～後期の方形周溝墓・前方後方墳・

群集墳が検出され、台地上での種別・時代別の選地の傾向が明らかとなった。

19 生活域・居住域としての集落遺跡という性格と、寺院址・埋葬址（墓地）としての特殊な性格（信仰の対象として）の遺跡として。

20 文献11

21 文献12

22 遺跡の広がりは、生活の場の広がりを示し、竪穴住居跡等の生活遺構の検出により居住域については確認できる。この生活の場の周辺

には生産の場が確保されなければならず、先土器・縄文時代においては狩猟・採集の場が、弥生時代以降については農業生産の場（水田・

畑地等）の確保が必須であり、更にこれに墓地等の埋葬遺構が加わって人間の営為としての遺跡として確認できる。

23 文献 9

24 文献13

25 P 336参照

26 P336参照

27 文献 30

28 文献25
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第 2 節 鏑川流域の敷石住居跡の様相

第 2 節 鏑川流域における敷石住居跡の様相

1 かぶらの谷の地形概観

群馬県の北西部に位置する荒船山頂に立つと、かぶらの谷が一望できる。荒船山（1,423m) とその裾野に

連なる山々は、上信越国境の分水嶺になっている。この谷合いから湧き出る水は鏑川の源流となり、たくさ

んの支流を集めて、下仁田町、富岡市、甘楽町を東に流れて烏川に合流しているが、この流域を「かぶらの

谷」と呼んでいる。下仁田町東方の鏑川流域は、/I I の流れも一転して緩やかになり、河岸段丘面が末広がり

に平地をつくっている。富岡市を中心とした平坦地は、鏑川を境にして、南側には高瀬段丘面が広く発達し

ている。一方北側には、妙義山麓丘陵、丹生丘陵、富岡丘陵など小高い丘が続いている。高田川（21,619m) 、

丹生川、そして鏑川 (37.645m) の流水の働きによって河岸段丘（面）が発達し、ーノ宮・富岡市街地をつくつ

ている。甘楽町一帯の地形は、下仁田町との境界に登え立つ稲含山（1,370m) に源を発して流れる雄川 (15,

394m) が、小幡丘陵の北側を流れて小幡扇状地を発達させて鏑川へ合流している。藤岡市周辺の地形は、関

東構造線（下仁田一藤岡構造線）以南の山地（標高500~600m) と北側の丘陵（標高150~300m) 及び、これ

を開析する鏑川、鮎川、神流川等に沿って発達する扇状地性の台地（標高80~150m) と低地 (70~100m) に

大きく区分される。

2 検出された敷石住居跡

かぶらの谷に関越道上越線建設に伴う調査が開始されたのは昭和61年からであり、これを契機として県内

西毛地域での考古学的調査がさかんになった。調査では各時代の各種遺構が検出されたが、縄文時代の調査

においては中期末から後期にかけての敷石住居跡の検出が相次いだ。藤岡市上栗須寺前遺跡（第332図ー 1)

から後期の敷石住居跡 2 軒、同白石大御堂遺跡（第332図ー 3) から中期加曽利E4式期の敷石住居跡 2 軒、

甘楽町白倉下原遺跡（第332図ー 4) から中期末～後期にかけて 7 軒、富岡市田篠中原遺跡（第332図ー 5)

から中期加曽利E3式期 7 軒、 E4式期 4 軒、同内匠上之宿遺跡（第332図ー 6) から後期 1 軒、同南蛇井増光寺

遺跡（第332図ー 8) から中期末～後期 6 軒である。この他に昭和49年に調査された藤岡市中大塚遺跡（第332

図ー 2) から加曽利E4式期 1 軒、昭和53~54年にかけて調査された富岡市本宿・郷土遺跡（第332図ー 7) か

ら加曽利E4式期 1 軒が検出されており、合計 8 遺跡31軒の敷石住居跡の検出となる。これ以外にも下仁田町

において敷石住居跡の調査例はあるが、詳細不明のために割愛した。 31軒の敷石住居跡を時期別にみると、

加曽利E3式期の敷石住居跡は 1 遺跡 7 軒、同E4式期 6 遺跡10軒、後期称名寺～堀之内式期 4 遺跡13軒となる。

鏑川流域における敷石住居跡の出現は、中期加曽利E3式期に確実に求められる。この事実は、南関東・中部

域においても敷石住居跡の出現としては一番早い時期に相当する。加曽利E4式期になると遺跡数も増加し、

この傾向は後期へと続いていく。

加曽利E3式期の敷石住居跡出現前（円形竪穴住居跡に代表される）の集落は、鏑川の上位段丘面に立地し

ている。代表的遺跡としては、吉井町長根安坪遺跡をあげることができる。未報告のために詳細は不明であ

るが、この遺跡からは加曽利E3式期の円形竪穴住居跡と小規模な環状列石、配石遺構が検出されている。と

ころが、加曽利E3式期のある段階（敷石住居跡出現前後）に集落立地が上位段丘面から下位に移行する急激

な変化をみせる。田篠中原遺跡は中期加曽利E3式期のある段階までは居住不可能な湿地状態にあり、白石大
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第332図 鏑川流域敷石住居検出遺跡分布図

御堂遺跡も同様な状態であった。このような場所に突如として集落が営まれた。こうした集落は加曽利E4式

期まで継続されていくが、後期には再び上位段丘面（ローム台地上）に集落が営まれるようになる。鏑川流

域では中期末の一時期に集落変遷史上に大きな画期を認めることができるが、これと軌を一つにするように

新たな住居形態である敷石住居の登場、大規模な配石遺構群の登場に特徴づけられるようにもなる。

3 各時期における敷石住居跡の様相

加曽利E3式期の敷石住居跡は、現在のところ田篠中原遺跡検出の 7 軒のみである（第333図 1~7) 。 E3式

期の敷石住居跡を概観すると、円形を呈するもの（可能性も含む） 4 軒（第333図 1~4) 、柄鏡形を呈する

もの（第333固 5~7) 3 軒となり、加曽利E4式期と後期の敷石住居跡がすべて柄鏡形（第333図 8~15) を

呈するのとは対象的である。すでに田篠中原遺跡の報文中でも触れたが、加曽利E3式期は住居形態が円形竪

穴住居跡から柄鏡形敷石住居跡へと変化する過渡的段階と把握することができるものであろう。

敷石住居跡の敷石状態をみると、加曽利E3式期では主体部に全面敷石を施すことはなく、あっても部分敷

石（炉辺部）であり、また周縁に小礫（縁石）を配することである。この傾向は加曽利E4式期にもうけつが

れ、白石大御堂遺跡の 2 軒にも認められた。主体部に全面敷石を施している例は、藤岡市中大塚遺跡例（第

333図ー15) 、甘楽町白倉下原遺跡例、富岡市南蛇井増光寺遺跡例があり、加曽利E4式期でも後出的なものと

なろう。後期の敷石状態は、富岡市内匠上之宿遺跡、甘楽町白倉下原遺跡B·C 区検出住居跡のように主体

部は無敷石となり、張り出し部のみ敷石を施している。以上のことから敷石の変遷は、加曽利E3式期に始まっ

た部分敷石（炉辺部）・縁石が加曽利E4式期になって全面敷石へと展開したものであろう。しかし加曽利E4式

期においても、主体部は縁石のみの敷石住居跡が多いことから、全面敷石との相違を時間差としてとらえる

ことができる。後期には集落立地が上位段丘面へと前時代の集落立地に回帰するように、敷石も縮少傾向に
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鏑川流域検出の敷石住居跡
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第333図 鏑川流域検出の敷石住居跡変遷図
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なり、わずかに張り出し部のみにその名残りをとどめることになる。また屋内施設である住居内埋甕につい

ては、加曽利E3式期は基本的に 1 個体である。しかし田篠中原遺跡の36吾配石遺構（柄鏡形敷石住居跡第333

図ー 5) では主体部と張り出し部の接続部から 1 個体と張り出し部の先端部から 1 個体の計 2 個体が出土し

ているように、複数個体をもつのはまれではあるが存在している。加曽利E4式期では 1 個体出土している住

居跡 5 軒、 2 個体以上出土している住居跡は 6 軒となった。その埋設場所は、接続部 1 個体 2 軒、接続部 2

個体 l 軒、張り出し部先端部 1 個体 3 軒、張り出し部先端部複数個体 2 軒、接続部と張り出し部先端部にも

つもの 3 軒と、統一性はない。しかしいずれも住居の出入口部に該当する場所である。埋設位置に統一性は

ないが、遺跡間で比較してみた場合にはある共通性が認められる。たとえば、田篠中原遺跡での加曽利E4式

期の柄鏡形敷石住居跡である 24号配石遺構には、接続部 1 個体、先端部に 1 個体の埋甕、 23号配石遺構には

先端部に 2 個体の埋甕が埋設されていた。同様な傾向は白石大御堂遺跡の 2 軒の敷石住居跡にも認められた。

1 号敷石住居跡には張り出し部先端部に 3 個体の埋甕、 2 号敷石住居跡には接続部と張り出し部先端部に埋

甕が検出された。同一集落内における埋甕受容の違い、また他遺跡間における埋甕受容の共通性など、埋甕

が胎盤を収納した容器と結論づけたとしても、さらにそこに秘められた奥深い意図を感じざるを得ない。と

ころが、後期になると埋甕の設置はほとんどみられなくなる。他の遺跡では箱状石囲い施設や出入口部土墳

へと変遷してゆく傾向が確認されており、敷石の無敷石化と同様に、後期になると何らかの祭祀的様相が薄

らいでいくことが判断されることはたしかである。

今回とりあつかった鏑川流域は日本でも有数の石材の豊富な地域である。南関東・中部域にさきがけて敷

石住居跡の登場も充分に納得できる背景はあるが、中期加曽利E3式期から後期堀之内式期にかけての期間だ

けでさえ、部分敷石→全面敷石→無敷石へと敷石住居跡の形態がめまぐるしく変化をしているように、単純

に石材が豊富な地域だからと結論づけることはできない。敷石住居跡の登場する中期末に集落立地が急激に

変化する大きな画期を認めることができたが、こうした社会的要因も深く考えていかなければならないであ

ろう。それにしても鏑川流域は、他地域にさきがけて敷石住居跡が出現したことは間違いのない事実である。

（菊池実）
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第40表縄文時代敷石住居跡一覧表

遺構 構築 敷石状態 屋内施設

N(l 遺跡名 所 在 地 形状 炉埋甕 出土遺物 時期
状態Noｷ 主体部張り曲し器 石囲埋甕地床接続部先端部立石

1 上栗須寺前 藤岡市上栗須字寺前 3 竪穴 柄鏡 縁石 0(?) 0 - - 後期

部分

6 平地 ? 縁石 ? 0 - - 後期

2 中大塚 藤岡市中大塚字鎌倉 平地 柄鏡 全面

゜
0 0 - 01 01+1 

゜
石棒・多孔石等 E4 

3 白石大御堂 藤岡市白石字大御堂 1 平地 柄鏡 縁石

゜
0 - - 03 多孔石・凹石等 E4 

2 平地 柄鏡 縁石

゜
0 - - o l  01+1 石皿・凹石等 E4 

4 白倉下原 甘楽郡甘楽町大字白倉 A区91 竪穴 柄鏡 部分不明 - 0 - 多孔石 後期

(?) 称名寺

A区31 竪穴 柄鏡 縁石

゜
- 0 - 後期

堀之内

A区96 竪穴 柄鏡 部分 0 0 - 注口土器 後期

(?) 堀之内

暉26 竪穴 柄鏡 全面

゜
0 - - 石組み

゜
多孔石 E4 

暉89 竪穴 柄鏡

゜
- - 0 o l  02 多孔石

c区76 竪穴 柄鏡

゜
- 0 - 石皿 後期

多孔石 堀之内

CE77 竪穴 柄鏡 0 0 - 後期

堀之内

5 田篠中原 富岡市田篠字中原 1 平地 円形 炉辺一 0 - - 01 多孔石・凹石 E3 

2 平地 （円形） 炉辺 - - 0 01 E3 

5 平地 円形 炉辺 0 - - 01 多孔石・凹石等 E3 

縁石

8 平地 柄鏡 縁石

゜
0 0 - 01 凹石等 E4 

17 平地 縁石 0-- 石皿•多孔石等 E3 

23 竪穴 柄鏡 縁石

゜
0 - - 02 

゜
l:illl• 多孔石等 E4 

24 竪穴 柄鏡 縁石

゜
01 01 石皿・多孔石等 E4 

26 平地 柄鏡 縁石

゜
- 0 - 01 石棒（？）・11'1石等 E4 

36 平地 柄鏡 炉辺

゜
0 - - o l  01 石llll• 多孔石等 E3 

縁石

37 平地 柄鏡 縁石

゜
0-- 01 

゜
石III1•多孔石等 E3 

38 平地 柄鏡

゜
o l  石皿等 E3 

6 内匠上之宿 富岡市内匠字上之宿 7 竪穴 柄鏡

゜
0 - - 石III1•多孔石等 後期

7 本宿・郷土 富岡市ーノ宮字本宿 MTI~ 平地 柄鏡

゜
0 - -

゜
凹石 E4 

8 南蛇井 富岡市南蛇井字増光寺 c区薗 平地 柄鏡 全面

゜
0 - -- 多孔石等 後期

増光寺 堀之内

c区綴 平地 柄鏡

゜
- - 0 後期

称名寺

C区l皿 竪穴 柄鏡

゜
0-- E4 

部分不明 0 - -

靱22 平地 柄鏡 部分

゜
0 0 - 02 凹石 中期末

E区46 平地 柄鏡 部分

゜
- 0 - 01 凹石 中期末

※未発表の資料については、調査担当者である石塚久則氏、木村収氏、新井仁氏、伊藤 肇氏、小野和之氏、亀山幸弘氏から御教示

いただきました。記して感謝いたします。
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第 3 節 中世寺院址について

《はじめに》

本節では大御堂調査区で検出された寺院址について、立地・伽藍配置・出土遺物・建立及び廃絶の年代と

社会的背景について若干の考察を加えてみたいと思う。特に、出土遺物は寺院址を傍証する最も有力な手掛

かりとなることから、第III章第 3 節で報告した寺院址出土の遺物について、出土分布と出土状況から、寺院

址遺構との関わりについて検討し、その年代観から寺院の創建及び廃絶、更にはその変遷についての考察を

行い、寺院建立の背景と歴史的意義について検討してみたい。

1 寺院の立地について

寺院の立地条件を考えた場合に『好処』を選ぶということが国分寺造立の詔に見られる。この『好処』は、

その理想的な地理的条件として「丘陵の扇状地帯に位置し、南方に平地をのぞむところであり」、これに風水

の思想を取り入れると、「後方に山を負い、左右にも丘陵を配し、前面の平地に河川をのぞむ」、いわゆる四

神相応の地ということになる。これが古墳の立地条件にも合致することはすでに指摘され、特に白石稲荷山

古墳・七輿山古墳等の存在から、鮎川流域がこうした条件の適地であることを物語っている。やや時代が下っ

て、中世から近世にかけての城郭についても同様なことが言われる。古墳・寺院・城郭等のモニュメントと

しての性格をもつものには共通して指摘し得る立地と言えよう。

大御堂寺院址は、鮎川左岸の沖積低地（下位段丘）面上にあり、鮎川川床面との比高差は現状では約 6~7

mである。沖積低地中央部付近には沢が北東方向に伸び、これと鮎川とに挟まれた低台地上に寺院は造られて

いる。寺院は東に鮎川を臨み西に丘陵を背負うという形になり、前述の立地条件に適う。ここでは、縄文時

代中期に敷石住居跡の検出があったものの、通常の居住の場としては背後に洪積台地が存在することとも併

せて、基本的には集落に適した立地ではない。これは寺院廃絶後に農地としての土地利用がなされたことや

寺院建立以前の遺構・遺物の検出状況からも判断できる。生活・居住の場というより生産の場にふさわしい

立地条件であると言える。

立地条件には地理的要素も重要であり、古代から駅や大道との関連が特に国分寺等の場合において強く認

められる。大御堂寺院址の北約100mの所には国道254号線が通っており現在も主要交通幹線として機能して

いる。この道筋は近世には姫街道と呼ばれ、中山道の裏街道として栄えた。一方、中世においては“鎌倉街

道上道”の道筋にあたり、鏑川の谷の出入り口として山間部と平野部とを結ぶ位置を占め、鮎川の渡河地点

にあたるという点でも重要な場所であったと考えられ、交通の要衝であったと言える。遺跡の南方にある平

井城はやや時代の降る中世後半であるが、同様な立地条件に戦略的・防衛的な要素が加わったものと看るこ

とができる。

2 寺域について

わが国の寺院は「占地として方形の平地がえらばれ」、「そこに南面して経営されている」ことが古代寺院

等の発掘調査例から知られている。これは平安時代の山岳寺院においてはその形態が変わるものの、中世以

降の平地寺院においては、依然として踏襲される形式である。

大御堂寺院址においても発掘調査前の現況地籍図で、道路を境として一辺約120mの周辺の地割りとは異

なった区画を認めることができる。さらにそこには寺院境内域を示すと思われるような小区画も見られ、そ
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の中に「アミダイケ」も存在する。この地割りは発掘調査によって寺院の区画を踏襲したものであることが

判明した。調査により確認された寺院址区画は、西に大御堂第 1 号濠と土塁跡、北に大御堂第 3 号溝状遺構、

南に大御堂第13号溝状遺構、東に大御堂第14号溝状遺構が考えられる。南北については、藤岡市教育委員会

の調査で大御堂第13号溝状遺構に平行する溝状遺構が南側にもう 1 条検出されており、これを加えて寺院址

区画をなすと考えられる。

大御堂第 1 号濠跡・土塁跡・大御堂第 2 号溝状遺構・園池遺構東縁・大御堂第14号溝状遺構はその長軸方

向をN-14゜～15°-E に揃えて平行して存在する。北側については大御堂第 2 号・第 3 号溝状遺構が北縁とな

る模様で、南縁の大御堂第13号溝状遺構及びそれと平行する溝状遺構を含めて考えると、南北は溝状遺構の

外縁まで含めて約78mが、東西については第 1 号濠の中心線から大御堂第14号溝状遺構までで約81m（外縁を

基準とすると 84m) の方形区画にほぼ収まる。これを寺域と考えることができよう。

また、大御堂第 2 号溝状遺構は土塁跡とともにいわゆる境内地を区画する性格の遺構と考えられ、ほぼ南

北に一直線である。この溝を基準として寺院境内域の縄取りが推定され、一辺が約57mの区画が想定され、境

内域に該当するものと思われる。これをもとにすると第336図に示す寺域・境内域の区画が推定される。検出

遺構の範囲からは大御堂寺院址の規模は東西84m、南北78mが計測される。

3 伽藍配置と検出遺構について

(1) 検出遺構と検出面

境内域内で検出された寺院に関する遺構は僅かに掘立柱建物跡 2 棟と井戸跡 l 基のみであった。しかし、

寺院址の中央部で検出された大御堂第11号掘立柱建物跡は、この周辺に集中するピットで瓦が多く出土し、

比較的大き目の破片であることから、瓦が廃棄されて後に意図的に入れられたものと考えられ、中世の寺院

に伴うとは考えられない。大御堂第10号掘立柱建物跡は大御堂第 2 号溝状遺構の南西コーナーに沿って存在

し、合理的な配置と考えられることから寺院に伴う建物である可能性が高い。

寺院址は鮎川崖から大御堂第 2 号濠跡までの微高地にあり、検出面が最も高い位置は土塁跡上での浅間 B

軽石の自然堆積面で、標高106.80mである。このレベルが寺院建立時の旧地表面に近いと思われる。また、大

御堂第 2 号溝状遺構の確認面は寺院建立時のレベルに最も近く、地業層あるいは基壇はこれより上のレベル

と考えられる。その後の削平で寺院建築の遺構の痕跡をとどめるものは少ないが、園池遺構の検出は寺院址

の性格を示唆するものとして重要である。また、南西部で検出された掘立柱建物跡群は、寺院址に関係する

ものであることはその位置と出土遺物から明らかである。これらの遺構をもとにして大御堂寺院址の性格に

ついて考えてみたい。

大御堂第 1 号濠跡から大御堂第14号溝状遺構までを寺域としたが、寺院址東部検出遺構として報告した大

御堂第16号・第17号溝状遺構は、主軸方向が寺院址に伴うと考えられるものとはやや異なっており、大御堂

第17号溝状遺構は方形区画をなすと見られ、その広がりが東方に予想されるものの鮎川左岸の浸食作用によ

ってかなり削られた結果が調査により明らかとなった。寺院建立時には鮎川の流路は現在より東にあり、寺

院の東にこれとは別の遺構（区画）が存在していたことが大御堂第17号溝状遺構の形状から推定される。こ

の溝からは土師質土器の出土が見られ、また、これを切って掘られている大御堂第16号溝状遺構では埋土上

面で13世紀代の常滑製片口鉢が完形で出土している。大御堂第17号溝状遺構は寺院創建時に近い時期、大御堂

第16号溝状遺構はこれを切っているが、ほぼ同じ位置で規模を大きくしたものと考えられ、大きな時間差は

認められない。土師質土器と常滑製片口鉢の時間幅の中にこの 2 条の溝は構築されたと思われる。大御堂第
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17号溝状遺構からは土師質土器・軟質陶器の小片が見られ、大御堂第 2 号溝状遺構とも共通する傾向を見せ

る。出土した土師質土器は時期的に大きな差は認められないが器形・胎土等では寺院址出土のものと異なる

傾向を見せる。土師質土器の分類と編年は別項で述べるが、ここで出土したものは在地的・伝統的要素の強

いものであると考えられ、溝の年代は大御堂第 2 号溝状遺構等と大差の無いものと思われる。

大御堂寺院址が当初より寺院建立を目的としたものであったことは、中世以前の遺構と遺物がほとんど見

られなかったことと、中世の遺物が寺院址に集中して検出されたことから明らかである。しかし、何もない

所に忽然と寺院が建てられたとは思われず、周辺に寺院址以外の遺構が存在していた可能性は否定できない。

調査区域の中では、寺院西側は洪積台地の段丘崖までが寺地の広がりと推定され、ここで検出された溝状遺

構・掘立柱建物跡群は、寺院と何らかの関係を持つものと推定される。寺院の南北については藤岡市教育委

員会の調査で寺域を画する溝状遺構の一部が検出されたほかは見られず、寺院址東部で検出された溝状遺構

に、別遺構の存在が想定される。特に大御堂第17号溝状遺構は寺院址区画の規格とやや異なる方形区画を構

成すると思われるが、現状では半分以上が鮎川による浸食作用を受け滅失している。この遺構が、寺院址と

同時期または先行するものと考えられる。

(2) 園池遺構について

「大御堂」という字名と寺域内に配された園池遺構から、大御堂寺院址はいわゆる「寝殿造式伽藍配置」

の寺院と推定されるが、これは次のように説明される。

「藤原時代の貴族の住宅寝殿造を基にして作られた伽藍配置である。寝殿造りの主要建築である対の屋を

仏の御堂とし、その北の対の屋を講堂にし前面に池を掘り中島を築き、中島に橋を架して南門に通ぜしめ、

池の東西にある釣殿泉殿を鐘楼・経蔵に変改したものである。ただし当時は摂関貴族が仏門に入って入道と

称することが多く、したがってその山荘を住宅兼用の仏舎として造営せられたことに起因するものと思われ

る。京都日野法界寺・浄瑠璃寺・大和忍辱山円成寺はこの系統のものと思われ、宇治平等院はこれをさらに

変化させたものと言うべきである。この式伽藍配置は畿内より飛火して奥州平泉の毛越寺・観自在王院・無

量光院・白水阿弥陀堂の造営となり、また、時代は降るが鎌倉二階堂、金沢称名寺伽藍もこの系統の伽藍配

置と思われる。この式伽藍の流行は、上限は藤原時代に限られ、下限は金沢称名寺の例によって鎌倉時代中

期頃までおよんだようである。」（石田茂作「伽藍配置の研究」「仏教考古学講座第二巻寺院』 1984)

大御堂寺院址で確認された園池遺構は「アミダイケ」の名称が冠され、大正時代まで存続していたことが

分かっている。園池遺構は中央部を土橋状に隔てられた南北二つの池からなり、それぞれの池に遣水施設と

考えられる溝状遺構を伴い、暗渠や滝口施設と見られる遺構も確認されたことから、いわゆる浄土式庭園を

模した遺構と判断され、中世に遡ることが考えられた。

調査で最初に確認したのは池周縁部に見られる石垣列で、石垣列検出面での池埋土は②層［浅間A軽石を

主とする砂質土］であり、この層中からは近世陶磁器類が出土している。石垣列は池修築工事によるもので、

南北両池共に検出されている。近世遺物で時期の特定できる資料のうち最も古いものは肥前系の青磁皿の破

片で、 17世紀中頃 (1630~1640) の生産年代が与えられる。この遺物は、比較的安定した南池埋土③層［黒

褐色粘質土］上面からの出土で、この面が石垣修築の時期の池底面と考えられる。また、出土陶磁器類は17

世紀後半から 18世紀中頃までの時期に集中し、この時期に寺院址が何らかの形で復興していたことが予想さ

れ、園池遺構も、石垣の積み方とその平面形状の特徴からいわゆる放生池に改変されたものと考えられる。

この段階では園池遺構はすでに当初の掘り方よりやや狭い。近世の石垣列は、北池北縁・東縁、南池東縁・

北西縁・南西縁で確認されたが、修築の時期と性格については差異が認められる。南池北部で石垣列が見ら
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第41表 中世史年表・関連寺院一覧表

西暦 記 事 寺 院 記 事

1016 藤原道長、摂政となる 東三条殿 藤原良房邸にはじまり、道長・頼通らを経て、

1051~87 前 9 年・後 3 年の合戦 忠通の仁安元年 (1166) 焼亡

1086 院政始まる 堀河殿 藤原基経邸にはじまり、頼通・師実らを経て、

1095 亡弊のため、上野国貢税を免除される 保安元年 (1120) 焼亡

ll08 浅間山噴火。上野大半を火山災害が襲う。浅間山南麓の 法成寺 藤原道長、治安 2 年 (1022)

水田の復旧は困難を窮めた。 法界寺 藤原（日野）資業、永承 6 年(105 1)

12世紀前半 女堀が開削される。疲弊した「こかんの郷ごう」の再開 平等院 藤原頼道、天喜元年 (1053）（史跡・名勝T·ll)

発がはじまる 高陽院 藤原頼道 (992~1074) 治安 3 年 (1023) 頃作庭

1114 藤原家綱、雑物押収により上野国司より訴えられる 法勝寺 白河天皇、承暦元年 (1077) 焼亡（1342)

1119 関白藤原忠実家の上野国荘園設立計画、院の反対で停止 鳥羽殿 応徳 3 年～保安 4 年 (1086~1123)

1129 上野国司、火山灰降下によって貢税免除を申請 浄瑠璃寺 嘉承 2 年 (1107) 阿弥陀堂建立、久安 6 年

1131 高山御厨、成立 (1150) 恵信、作庭（特別名勝・史跡 s. 60) 

1141以前 安楽寿院領土井出・笠科荘、成立 法金剛院 待賢門院、大治 5 年（1130) 作庭（特別名勝・

1156 薗田御厨、成立 青女滝・附五位山、 s. 62) 

1157 金剛心院領新田荘、成立。新田義重、下司となる 円成寺 寛遍僧正、仁平 3 年 (1153) 作庭（名勝 S. 48) 

1159 安楽寿院領下野国足利荘、成立 平泉中尊寺 藤原清衡、長治 2 年 (1105）～大治元年 (1126)

1167 平清盛、太政大臣となる 建立

1173 新田義重、薗田御厨と相論 平泉毛越寺 藤原某衡、久安 6 年(1150) 頃（特別名勝 s.

1175 高山御厨、武蔵児玉荘と相論。これに宣旨が下る 34、特別史跡 S. 27) (1226) 炎上

ll80 新田義重、平家方として帰国し、源頼朝の挙兵に応ぜず 平泉観自在王院 藤原基衡妻（特別史跡 s. 27) 

寺尾（高崎）で自立の動き 平泉無量光院 藤原秀衡（特別史跡 S. 30) 

1189 高山重久（重昭改）、比企能員に属して泰衡討伐に従軍 いわき 白水阿弥陀堂 藤原基衡娘徳尼、永暦元年 (1160) 建立（史

1190 小林次郎、頼朝上洛の随兵に加わる 跡 s. 41) 

1192 源頼朝、征夷大将軍となる 京都法住寺殿 後白河上皇、永暦 2 年（1161)

1195 源頼朝東大寺供蓑の随兵に小林次郎、同三郎が加わる 鎌倉永福寺 源頼朝、堂前に池を堀り、静玄を召して石立

1221 承久の乱起こる てする

1221 徳川義季、世良田に長楽寺を創建 北山殿 西園寺公経創建（現、鹿苑寺）

1224 北条泰時、執権となる 金沢称名寺 金沢貞顕のとき伽藍完成、性一法師作庭

1274 モンゴル襲来（文永の役） 「称名寺絵図」成る (1323)

1281 モンゴル襲来（弘安の役） 足利錢阿寺大御堂 (1229) 上棟

1333 鎌倉幕府滅亡 尊勝寺 焼失（1314)

1333 新田義貞、生品神社（新田町）に挙兵し、鎌倉を攻める 最勝寺 焼失(1314)

1334 建武の新政 世良田長楽寺 栄朝、創建(122 1)

1335 上杉憲房、上野国守護となる 臨川寺 被災（1361)

南北朝内乱 足利法楽寺 足利義氏、建長元年 (1249) 建立

1338 足利尊氏、征夷大将軍となる 足利智光寺 足利泰氏、文永 2 年 (1265) 建立

1338 新田義貞、敗死

1454 享徳の乱起こる

1467 応仁の乱起こる

1469 金山城（太田市）、岩松氏によって築城

1476 白井城主長尾景春、関東管領の就任を阻まれ反乱、上野

各地で戦いが起こる

1526 このころ長野氏、箕輪城（箕郷町）を築く

1552 関東管領上杉憲政、平井城を捨て、越後の長尾景虎を頼る

1556 武田信玄、箕輪城を攻略

1573 室町幕府滅びる

1582 本能寺の変

1582 滝川一益、厩橋城（前橋市）に入る

後北条氏、上野を攻める（神奈川合戦）

1585 豊臣秀吉、関白となる

1590 後北条氏降伏

1590 名胡桃城（月夜野町）、後北条方に落とされる

徳川家康、箕輪に井伊直政、館林に榊原康政、厩橋に、

平岩親吉などを封じ、関東北辺を固める

1600 関ケ原の戦

1603 徳川家康、征夷大将軍となる
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れず、崩落に近い状況の円形掘り込みと、池底面まで埋土①・②層が確認されることから、北西縁石垣列修

築以降の比較的新しい時期の造作であることは明らかである。北池北縁・東縁の石垣列は北池北東隅から東

にのびる近世溝状遺構と一連のもので、前述の南池北西縁の石垣列よりやや時代の下るものと推定される。

南池東縁の石列も同様と考えられる。

近世以前の園池遺構の形状は、南池北西部の石垣列下の掘り方面検出作業で、埋土③・④層が石垣列の下

に堆積しているのを確認し、古瀬戸の梅瓶の出土もあって中世面の残存部分と判断した。この面は近世の石

垣列に示された池汀線より 2m程度広がり、この間は緩やかな傾斜面で小礫が敷かれ、洲浜状の造作がなされ

たものと推定された。北池では池の西縁が緩やかな傾斜面となり上端の確認が困難であったが、これも南池

と同様の遺構の性格に因ると思われる。浄土庭園の造りとしては、白水阿弥陀堂や称名寺に見られる例に似

て、東方より池をまたいで西方の阿弥陀堂（大御堂）を拝したものと推定され、洲浜となる部分は堂宇全面

の園池遺構西縁である。世良田の長楽寺にも勅旨門を入った所に園池が広がり、同時期に造られたものの遺

構として近似した特徴が認められる。調査前の地籍図では東方より池に向かう道路が確認され、これは近世

段階での参道である可能性が高く、北池と南池との間の土橋部分まで確認でき、ここから寺院部分と考えら

れる。寺院址中央部で検出された大御堂第11号掘立柱建物跡はこの延長線上にあたるので、『元禄村絵図』に

記載された小堂宇である可能性が高い。この建物周辺のピットから瓦類の出土が見られることからは、寺院

廃絶後の多少時間を隔てた時期と考えられる。

園池遺構での遺物出土の傾向を見ると、近世陶磁器類が寺院址内では最も多く出土していることが分かる。

これは埋土①・②層中からの出土で、埋土③・④層中からの中世陶磁器類の出土とは明らかに傾向を異にし、

池が近世以降も維持され続けて来たことを証明している。北池での最上層の埋土①層中からは明治に入って

からの陶磁器類の出土も見られ、大正時代に池を埋めたという話を出土遺物からも裏付けている。

南北それぞれの池への暗渠施設を伴う遣水遺構の確認も行われた。園池遺構は寺院建立当初より設計され

存在したものと思われ、その形式が「浄土式庭園」にあたると考えられる。池には洲浜が確認され、遣水

は南北共に段差を設けて滝口を作り、南池滝口には立石を配したことが推定される。大御堂第11号溝状遺構

から大御堂第12号溝状遺構に続く部分で長さ 120cm、幅45cm、厚さ 35cmの牛伏砂岩製の大石が検出され、同様

な砂岩が数個まとまってあったことから判断した。大御堂第12号溝状遺構は埋土下層からは瓦類を主として、

多くの遺物が出土している。しかし、ここに近世陶磁器類は見られず、埋没の時期が中世に遡ることが考え

られる。

大御堂第11号溝状遺構は南池遣水遺構では最も新しい時期と見られるが、これを切って大御堂第 2 号土坑

墓が作られ、副葬された土師質土器が15世紀後半から 16世紀にかけてのものと見られるので、遣水遺構の埋

没はそれ以前の時期であると思われる。したがって、大御堂第12号溝状遺構の埋没もこれと同時期であり、

15世紀前半にはすでに形状をとどめていなかったものと考えられる。

(3) 寺院の復元

建物推定位置は遺構検出状況と瓦分布状況から土塁跡・大御堂第 2 号溝状遺構と園池遺構との間と思われ、

東面する建物が想定される。南面する建物を仮定した場合には、大御堂第 7 号溝状遺構よりは北に位置し、

その場合には大御堂第 3 号・第 4 号溝状遺構をまたぐか、又は、その北側ということになる。しかし、この

場合には確認された寺域外となり、園池遺構との関係もそぐわない。また、瓦出土状況も北側での建物の存

在を示唆しないと判断され、大御堂寺院址における建物は池を正面とするものと考えられる。阿弥陀堂建築

は平安時代中期の比叡山の常行三昧堂をその起源とし、方 3 間ないし方 5 間を基本とするが、平等院鳳凰堂・
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毛越寺・永福寺などに見られる翼楼付き二階堂形式、浄瑠璃寺に見られる九体阿弥陀堂形式等も知られる。

多量の瓦類の出土は、瓦葺き建物の存在を意味し、その内容に胎土・焼成・大きさ等の異なる A•B類二種

が見られ、出土分布に 2 種が偏在する傾向も認められたことから、時期を隔てた葺き替え又は建て替え、あ

るいは別棟の建て増し等を示唆すると思われる。建物構造については、 A類鬼瓦に大棟・降棟用との二種類

が見られ、入り母屋若しくは寄せ棟形式の屋根であったことが推測される。また道具瓦に小型の瓦が認めら

れ、数種の建物があったことを窺わせる。

建物基壇は既に削平されたものと思え、礎石の確認もできなかったが、建物基壇に使用されたと思われる

砂岩製の切石が寺院周辺から馬入れ・水路等に転用された形で出土している。いずれも断面では30cmx 15~20 

cmの方形に揃っており、最も長いもので120cm を計る。 6 個確認し、いずれも牛伏砂岩である。 2 点について

は地覆石と見られ、表面に当たる部分が特に丁寧に仕上げされている。こうした状況から遺構検出はなかっ

たものの、園池遺構に面して大御堂（阿弥陀堂）とされる建物があったことが推定される。園池遺構から第

1 号濠跡までの間に主要堂宇があったものと思われ、瓦類の出土分布が土塁の東面に南北に広がりを見せる

ことから、南北に長い構造であった可能性が考えられる。

土塁跡は浅間B軽石の自然堆積面上で二次堆積と見られる黄褐色粘質土が薄く確認され、土塁跡の残存部

分と判断した。また、この面は寺院創建時の地表面に最も近い面と見られ、大御堂第 1 号濠の掘削土を積み

上げたものと推定される。濠については掘り方がやや不整であるが、本来は南端で確認されたように明瞭な

方形掘り方であったと推定され、埋土の状況からは空堀であったと思われる。濠内土坑は濠掘削時の祭祀遺

構と判断され、出土遺物は祭祀時の一括廃棄と見られ、大御堂第 2 号溝状遺構出土のものと併せて寺院創建

時の遺物と考えられる。

(4) 類例資料との比較検討

園池遺構を伴う庭園例は飛鳥時代にまで遡ることができるが、発掘調査により確認された例としては平城

京内の左京三条二坊六坪の曲水の造園例が知られる。平安時代前期には自然湧水を利用したものが「神泉苑」

などを代表例として造営される。大御堂寺院址はいわゆる浄土庭園の園池遺構を配した寝殿造系伽藍配置の

寺院と考えられるが、この形式は「東三条殿」に代表される平安時代の貴族の寝殿造形式の住宅の庭園に起

源をもち、平安時代後半にはいってこれらの住宅が寺院として造営されるに従い、臨池伽藍配置という形式

が完成される（第41表参照）。平安時代後半に京都・畿内に始まり、東国へは奥小Ii平泉を経て伝播したことが

知られ、鎌倉時代にかけて盛行する。鎌倉時代の中頃には禅宗系の林泉寺院伽藍配置が見られるようになり、

園池の規模や形状に変化が見られる。これは室町時代に盛行し、その特色は室町初期までは浄土式庭園の影

響下にあるが、中期以降に面積の縮少、水利用の困難などが原因して表現の簡素化、意匠の象徴化が認めら

れる1:

11世紀代に京都ではじまる寝殿造式伽藍配置の寺院造立は12世紀代に奥州平泉に及び、奥州征伐を機に関

東地方にも及ぶ。京都での造寺が摂関家を中心とする権門勢家によるものであり、奥州でのそれが藤原氏を

背景としたように、東国においては荘園を基盤とする武士勢力の台頭が、源頼朝の武家政権の確立を契機と

して、御家人層の中での造寺につながるものと理解される。現存又は調査により明らかな類例寺院としては、

上野国世良田長楽寺、下野国足利智光寺、同法界寺、相模国二階堂永福寺、武蔵国金沢称名寺、伊豆国韮山

願成就院等が知られる。永福寺は源頼朝が奥州征伐を機に平泉で見聞した中尊寺・毛越寺などの精舎を模し

て造られたことが知られ、創建が文治 5 年 (1189) で応永12年 (1403) に炎上消失し、その間に何度か罹災・

復興を繰り返していることが記録に残っている。平泉における寺院造立が京都・畿内における文化の移植と
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いう性格を持ち、東国での諸例は、頼朝による勝長寿院・ニ階堂永福寺の建立を契機として武士階層にも広

がりを見せる阿弥陀堂建築の流れの中に位置付けられる。永福寺着工と同じ年に北条時政による願成就院の

建立を初めとして、足利氏・新田氏など鎌倉幕府の有力御家人による造寺が12世紀末から 13世紀代にかけて

見られ、大御堂寺院址もそうした流れの中に位置付けることができる。藤岡市とは神流川を挟んだ埼玉県児

玉郡上里町にも大御堂の字名が残り、ここには幕府の御家人安保氏の館跡とともに寺院址の存在が知られ、

地名が寺院に由来するなら本遺跡と同様のものと類推できる。

4 出土遺物について

大御堂寺院址からは多種多様の出土遺物が見られた。その多くは寺院に直接・間接に伴うものと考えられ、

明確な寺院遺構が検出されない中で、出土遺物は寺院の年代と構造を明らかにするうえで重要である。ここ

では寺院址内における各遺物の出土傾向とその年代についての考察を加えることとする。

(1) 瓦類

大御堂調査区の中世寺院址で最も多く出土した遺物は瓦である。そして、この瓦は胎土・焼成・大きさ等

の相違から A類と B類の 2 種類とに分けられた。 A類瓦と B類瓦の相違点として胎土の選択と焼成方法に明

瞭な差が認められ、技術的系譜が異なることが指摘できる。基本的には瓦工集団の相違としてとらえられよ

う。遺構としての寺院建築物が検出されない中で、瓦の出土はその存在を直接的に証明できる遺物である。

瓦は寺院創建にかかわる遺物であるが、 A類とした瓦がこれにあたると考えた。また、 B類瓦はA類瓦とは

明瞭な差異が認められ、技術的系譜の相違を示すと同時に、生産・使用年代の時間差を示すか、使用建物の

相違を示すかのいずれかと考えられた。

出土瓦の総量は約275kgで、 A類瓦と B類瓦の比率は46: 54である。寺域面積約6500rri刈一辺81mの方形区

画）、そのうち境内域面積約3200m' （一辺57m) である。南西部で掘立柱建物跡群が検出されているがここで

はほとんど瓦は出土せず、ここの建物は瓦葺きではなかったことが推測される。大御堂第 1 号濠跡にあたる

寺院西部での出土量も少ない。また、園池遺構の東側及び寺院北部からの出土例も殆ど無く、瓦の分布範囲

は寺院址境内域にほぼ一致すると考えられる。この範囲はほぼ90％が調査区域内であり、削平がほぼ一様に

進んでいるとすれば、地区別の出土分布も建物位置を示唆する内容を含むと考えられよう。

A類瓦は南池西で約％の出土が見られるが、ほとんどは大御堂第12号溝状遺構の埋土中からである。南池・

北池・中央B ・中央 C ・北西部 B でそれぞれ10％前後で比較的四至に分散する出土傾向を示す。 B類瓦では

北西部の瓦溜まりに分布の中心があり、全体の55％が集中する。同じ区域でA類瓦が16％の出土菫であるこ

とと比較しても顕著である。次に多いのが南池西での19％で、遺構の深さや埋没土の残存状況とはあまり関

係なく、むしろ北と南に偏在する傾向を示す。 A類瓦との分布の層位は使用建物の相違を意味し、創建時と

は別の棟に使用された事が、出土分布の偏在傾向から推定される。

確認された瓦当箔種は 4 型式に分類され、①瓦当文様、②瓦の成形技法等の相違点及び特徴は次のように

整理される。

型式分類 胎土 焼 成 色 調 軒丸瓦 軒平瓦 丸瓦 平瓦 時期

I A1類 微粒砂 酸化焔・燻 明赤褐色 左三巴文 連珠文 丸凹：布目 13 C~ 

II A2類 細粒砂 酸化焔・燻 鈍い赤褐色 複弁蓮華文 宝相華唐草文 平凸：鋸歯状叩き 13 C~ 

III 恥類 細粒砂 還元焔 灰色 左三巴文 均正唐草文 丸凸：縄叩き 14 C~ 

IV 恥類 中粒砂 還元焔 暗灰色 右三巴文 均正唐草文 平凸：二条線 14c~ 
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第42表 大御堂寺院址出土瓦種類別総量一覧表

こ 03 04 05 06 08 09 

軒丸
150 600 120 1,250 

(2) (2) (2) (2) 

瓦 丸
100 1,800 1,050 2,650 

(1) (16) (20) (22) 

軒平
940 2,000 

A 
(4) (4) 

類 平
200 13,200 100 9,000 28,590 

(5) (136) (10) (192) (252) 

鬼
130 65 7,180 

(1) (1) (15) 

A 類計
300 15,150 830 11,175 41,670 

(6) (154) (13) (219) (295) 

軒丸
200 300 220 

(1) (2) (1) 

瓦 丸
llO 2,830 4,620 1,700 11,230 

(3) (22) (23) (11) (36) 

軒平
400 100 100 2,510 

B 
(3) (1) (1) (7) 

類 平
380 3,050 8,720 2,700 13,300 

(4) (34) (45) (21) (64) 

鬼
1,200 

(1) 

B 類計
490 200 6,580 13,440 4,500 28,460 

(7) (1) (61) (69) (33) (109) 

A·B類 790 200 21,730 14,270 15,675 70,130 

合 計 (13) (1) (215) (82) (252) (404) 

10 11 12 

260 

(3) 

550 750 1,250 

(3) (8) (1 1) 

1,650 1,250 

(3) (2) 

3,300 12,400 9,000 

(37) (218) (122) 

1,950 

(1) 

5,500 15,100 11,760 

(43) (227) (138) 

1,100 2,100 

(1) (21) 

1,450 450 

(3) (2) 

700 6,400 510 

(4) (59) (9) 

3,250 8,950 510 

(8) (82) (9) 

8,750 24,050 12,270 

(51) (309) (147) 
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16 

単位g ( )内は個数

15 16 合 計
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(13) 
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(4) (107) 
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(1) (17) 

3,350 250 95,240 

(36) (3) (1,145) 
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(18) 
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(41) (3) (1,300) 

1,620 

(14) 
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(2) (309) 
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(2) (25) 
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(8) (812) 

1,585 

(3) 

1,530 149,365 

(12) (1,163) 
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(53) (3) (2,463) 
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第339図 中世瓦集成図

軒丸瓦の瓦当文様は巴文と複弁蓮華文の 2 種が見られる。巴文は平安時代末に始まり中世以降に一般化す

る瓦当文様で、 A1類 •B1類・恥類に見られる。いずれも三つ巴文であるが頭の形や尾の長さ、内区と外区

との間に見られる圏線の有無、外区に配された連珠の大きさ・個数、瓦当径に対する内区比等から次のよう

な差が認められる。巴文自体の形式的変遷をたどることは難しいが、本寺院址出土瓦に見られる巴文の変遷

の一般的傾向としてはA1類→い類→凡類の形式的変化が考えられるが、 A1類と B類・恥類との巴文の相

違はA類瓦と B類瓦の相違を反映したものとしてとらえられ、 B類内での相違は意匠上のもので時期差を示

すものとは考えられない。
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複弁蓮華文はA2類に見られる。その特徴は内区を 4 分割して 8 葉の複弁の蓮華を配し、凸式中房内に「十」

字を陽刻で表す。複弁は比較的短く、複弁蓮華文の系譜の中では比較的後出するものと見られる。

種別 巴の種類 頭の形状 尾の特徴 外区の連珠（数） 圏線 瓦当径・内区径・比

A類 左三巴文 頭部は平坦で幅広 やや短く圏線に接す 径 8 mm· 粗（14) 有 130mm 62mm 0.48 

り類 左三巴文 頭部は平坦で幅広 長く圏線に接す 径 6 mm· 密 (26) 有 132mm 79mm 0.60 

恥類 右三巴文 頭は円形で大きい 長く互いに接しない 径 5 mm· 密 (35) 無 120mm 68mm 0.57 

軒平瓦は B類においては第種が均正唐草文のみであるが、 A類においては連珠文と宝相華唐草文との 2 種

が見られる。これはA類軒丸瓦の 2 箔種に対応するものと見られ、胎土と焼成の特徴から I 型式 (A1類）と

II型式（凡類）の組み合わせになると思われる。また、 B類に於ける組み合わせは巴文軒丸瓦と均正唐草文

軒平瓦である。 B類と恥類の軒平瓦の苑種が同ーであり、 B類軒丸瓦は5001以外はすべて B2類であること

から型式的には 1 種類と見たほうがよいかもしれない。

技法的な特徴としては、軒丸瓦に於ける瓦当裏面の調整がA2類では押えの粘土がやや厚く、指押えによる

調整痕が見られる。 A1類は裏面が剥離して不明であるが、 A2類と同様の調整かと思われる。 B類では瓦当面

は薄くなり、裏面はヘラで平坦に、端部は直角に調整され、 A類における指押えとは異なる。軒平瓦では瓦

当部と平瓦部の接合方法に特徴が見られる。 A1類の連珠文では顎貼り付け、 A2類の宝相華唐草文では顎折り

曲げが、 B類の均正唐草文では顎折り曲げ、または瓦当部・平瓦部の両端を斜めにカットした後に接合する

という技法が見られ、顎貼り付け→顎折り曲げ→端部斜めカット後接合という変遷が認められる。

以上の特徴から、大御堂寺院址の瓦類はA類瓦が13世紀代、 B類瓦は後出する要素を認めることから 14世

紀代と考えられよう。巴文による類例比較は困難であるので、複弁蓮華文から系譜をたどると、類例資料と

して京都府の臨川寺境内遺跡出土例・常盤仲ノ町集落遺跡出土例に近似した特徴が認められる。軒平瓦の連

珠文や顎貼り付け技法とともに、鎌倉前期の特徴が認められ、 13世紀前半から中頃を創建時期と推定できよ

う。

発掘調査による中世瓦の出土例は平安京・南都の畿内地域、平泉、鎌倉などで知られる。古代においては

寺院のほかに官衛からの出土もあったが、中世にはほとんど寺院に限られる。これらの寺院は『八宗体制j

または『顕密体制』と呼ばれる荘園を経済的基盤とした中世的な色彩の濃いものへ再編成される過程ではそ

の中心となった南都・北嶺の諸寺院の影響下に造営されたものと考えられる。造瓦に関してはその需要が寺

院からのもので有り、瓦エ人集団は有力寺院に所属して活動していたものと思われる。したがって仏教文化

の地方への伝播はこうした技術者集団（寺匠・瓦工等）の移動を伴うものと考えられる。大御堂寺院址出土

瓦も、在地での系統的発展によると見るより、エ人集団の移動によりもたらされたものと考えるのが妥当で

あろう。

大御堂寺院址出土瓦を創建年代が明らかで紀年銘瓦も出土している永福寺出土例・智光寺出土例との比較

検討を試みた。永福寺のものとは直接比較できる内容を持ち得ないが、その創建瓦の巴文にA類瓦との若干

の類似性が認められたが、内容的には隔たりが大きい。足利智光寺例の出土瓦には大御堂出土例と近似した

傾向が認められる。すなわち、創建瓦とこれに後出するものとの 2 傾向が認められ、創建期のものは胎土が

きめ細かく精選された粘土を使用し、新しい時期のものは砂粒が多く含まれる。これは大御堂寺院址におけ

る A類 •B類と同様の区分傾向•特徴が認められる。相互の比較において大御堂出土例のほうが若干古い要

素を持つと認められ、智光寺に先行するものと思われる。なお、類例資料については第339図に示した。
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▲ロクロ成形

第340図 大御堂寺院址遺物分布図(2)一土師質土器一

(2) 土師質土器

寺院址から出土した土師質土器は個体の識別できるものが129点で、手捏成形のものとロクロ成形のものと

が見られ、その比率は86 : 14で圧倒的に手捏成形のものが多く、また、比較的完形で確認されるものが多い

のが特徴と言える。出土遺構・層位との関係からは寺院址に伴うものと埋葬遺構に伴うものとに分けられる。

埋葬遺構からのものはすべてロクロ成形のもので量的には土師質土器全体の 8 ％程度と少ないが、残存状況

は良好で銭貨を共伴し、その年代推定が可能な資料である。隣接した C 区からはほとんど見られないことか

ら、寺院址・埋葬遺構に関連した遺物と判断される。土師質土器の分布状況は寺院址内の境内域に集中する

傾向が認められ、特に園池遺構～南池西及び中央部から北西部にかけて多く出土している。また、寺院址南

西部の掘立柱建物跡群及び東部の溝状遺構群にやや集中しての分布傾向も認められ、特に東部出土の土師質
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土師質土器（手捏成形） 単位： mm 土器は他のものと異なる様相を示しており、

ら芍 ら吋o 1i0 1向~o 8~ 7：oら 1 検出遺構の性格と併せて寺院址との関係が注
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第341図 大御堂寺院址出土土師皿編年図（1)

目される。

土師質土器は手捏成形のものをA類～ E類

に分類し、ロクロ成形のものを F類～ L類に

分類した。さらに前原調査区・上谷戸調査区

での出土も見られ、大御堂寺院址出土のもの

と異なる様相を示すものについては、これを

M類～Q類に分類し、比較資料として検討す

る事とした。

《手捏成形土師質土器について》

手捏成形の土師質土器の分類の基本は、胎

土と色調に見られる差異であり、器形の点で

は E類のコースター形を除いて口径120mm前

後のものと口径80mm前後の 2 種の法量差が認

められる皿形である。 A類～ C類は共通の浅

い皿形であるが、 D類はやや深くなり、若干

の器形的差異が認められる。これは胎土・色

調の相違とも合致する。調整技法の点では手

捏成形の後に、内面はほぼ全面に横ナデし、

外面は口縁部下を一段横ナデした後、口唇部

を横ナデして口端部の断面形状が三角となる

ように仕上げられる。出土状況から見ると、

大御堂第 1 号濠内土坑の出土遺物 (A類． B

類）と大御堂第 2 号溝状遺構からの出土遺物

(D類）が寺院址遺構に関係して層位的に最

も古い遺物と考えられる。いずれも寺院創建

時のものとするなら、両者の間での時期的な

差は認められず、手捏成形の皿形土師質土器

は一括して寺院に伴うものと考えられ、その

性格には非日常的な色彩が強く窺われる。 A

類～E類に見られる差異は、時期差を示さず

とも何らかの意図が働いてのものと判断さ

れ、旧来の素焼き土器の色調である褐色系の

ものとは別に、特に白色を強調した土器の出

現を示すと理解され、 B類• C類にこの傾向

が認められる。これは手捏成形の土師質土器

の製作目的とも関連する問題と考えられる。
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第 3 節 中世寺院址について

器形の点では土師質土器の口径縮小化傾向

や、器高の点でD類に古い要素を認めること

もできるが、遺物の寺院址に於ける性格と出

土状況から時期差を持つものとは考えなかっ

た。この点に関しては類例資料を待って検討

したい。

《ロクロ成形土師質土器皿について》

ロクロ成形の土師質土器は出土量は少ない

ものの、型式的には F類～ L類まで 7 種に細

分される。これらは遺構との関係から寺院址

のもの (F類～ I 類）と、埋葬遺構のもの (K

類• L類）とに分けられる。

F類としたものは口縁部の立ち上がりが短

く低平な器形で、口底比は小さく底面の器厚

に対して口縁部は薄くなっている。外面のナ

デ調整は口縁部と底部際に 2 段にわたってい
24 

る。 13世紀後半代に比定される。大御堂第 1

号濠跡・北池から出土している。

G類は底部片のみであるが、底径からは中

型の皿と思われる。この一群の土器片は寺院

址東部の大御堂第17号溝状遺構からの出土で

あり、胎土が土師質土器皿の中では砂粒を多

く含み、最も粗い。

H類としたものは体部から口縁部にかけて

やや内湾し、器壁は薄く、精緻に仕上げられ

ている。鎌倉で14世紀代に見られるものに共
25 

通する特徴を見られる。

I 類は大御堂第14号溝状遺構からの出土で

ある。小型で器壁はやや厚く、体部から口縁

部にかけてやや内湾する。

J類は底部から体部にかけてやや外反気味

で口縁部では内湾する。中型・小型の二種が

見られる。寺院西部の第 1 号濠跡からの出土

である。

k類は火葬墓出土のもので、第 2 局～第 4

号火葬墓からの出土である。遺構の共通性か

らまとめたが、器壁が薄くなり、体部外反に

より口底比が大きくなる傾向が認められる。

459 



第VI章考 察

供伴する銭貨から 15世紀以降と判断される。

L類は土坑墓出土の土師質土器皿である。 K3類としたものと共通する器形であるが、器壁は薄くなり、底

部には回転糸切り痕が残らず、へら削りによる器面調整がなされたものと考えられる。

M類は前原調査区出土の土師質土器皿である。器形としては L類のものと共通性が認められるが、法量的

にはやや大きくなり須恵質の焼成でやや堅緻な焼き上がりである。

N類以下は上谷戸調査区で出土した土師質土器皿を分類したもので、供伴する遺物との関係から近世に

入ってからのものと推定される。

N類は、口縁部が欠損して全体は不明であるが器壁は薄く、堅緻な酸化焔焼成である。

〇類は器壁薄く口縁部が直に外反する 01類と、器肉やや厚く体部から口縁部にかけてやや内湾する 02類

が見られる。色調は浅黄橙色を呈す。

P類は橙色を呈し、器壁やや厚く体部は内湾し、内面にロクロ成形痕を未調整のまま残すものも見られる。

Q類は精緻な作りの土器で、体部にはきれいなナデ調整が施される。土坑からの出土で供伴遺物からは18

世紀中頃かと推定される。

《手捏成形土師質土器皿の年代観について》

手捏成形系土師質土器は県内及び近県での出土例が少なく比較資料が少ないが、京都及び鎌倉などの都市
26 

遺跡においては編年作業が進んでおり、そこでの成果と比較検討してみたいと思う。

鎌倉においては鶴岡八幡宮境内出土のものを中心として斉木秀雄氏により、 12世紀末から 17世紀までをVIII

期に分類して編年している。ここで手捏成形の出土比率が高いのは II 期で、 III期になるとロクロ成形のもの

と出土比率が逆転し、 IV期には激減する。 13世紀中頃をピークとして14世紀代まで見られる。

京都においては小森俊寛氏による「平安京とそれに重複する中近世京都及び周辺出土土器編年案一土師器
27 

小型供膳形態を軸とした一」が示され、 9 世紀から 17世紀までの椀・杯・皿類をVII期に分類している。この

編年案にしたがえば、大御堂寺院址出土のものはVI期ないしVII期のものに共通する特徴を認めることができ

る。 VI期の特徴は「一段凹みナデ化し口径縮小化、中小の 2 種が主力、白色系が分化する」、 VII期は「中小の

口径縮小化、体部外反化、白色系は薄手化しヘソ皿定型化する」という特徴が見られる。 VI期と VII期とは1270

年頃を境として区分され、 13世紀から 14世紀にかけての編年の指標となる。本遺跡出土のものは口唇部を横

ナデして口端部断面を三角形に見せており、中型の口径が120mm~130mm、小型の口径が80mm~90mmである。

これはVI期（新）ないしVII期（古）のものに共通性が認められる。 VII期にはコースター形が消滅しヘソ皿の

定型化が認められるが、本遺跡にはヘソ皿は見られず、ヘソ皿出現以前のコースター形が縮小化して消滅す

る時期までに該当すると思われ、 13世紀の後半を中心としてその前後する時期であると推定される。鏑手蓮

弁文の青磁碗も VI期（新）から見られ、この点でも共通する特徴を認められる。

法量別分布については第43表に示したが、小型皿に比し、中型皿に若干のばらつきが見られる。口径の縮

小化という流れの中では、ばらつきの中に時間差が含まれる可能性もあるが、連続する型式の範囲内に収ま

る程度と思われる。

畿内では 9 世紀からの黒色土器、 11世紀からの瓦器椀にみられる黒色に仕上げることを目的とした供膳具

が多く出土する。この瓦器椀に代表される供膳形態は14世紀まで続き、搬入品としての瓦器椀は鎌倉でも出

土しているが、これが東国に定着することはなかった。本遺跡A類の土器は、黒色に仕上げることを目的に

作られた土器と考えられる。手捏成形土師質土器は、黒色・白色（淡黄色）・褐色（赤褐色）等の色彩に意味

があるものと推定される。これについては畿内に見られる土器様相が何らかの影響をしている可能性が推測
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される。

《ロクロ成形土師質土器皿の年代観》

埋葬遺構のものは配石墓・火葬墓・土坑墓からであり、銭貨を供伴し一括して埋納することから、時期の

推定が可能である。埋葬遺構と寺院址とは層位的・時間的に明瞭な差異が認められ、中世前半と後半とに分

けることができる。

ロクロ成形の土師質土器を中心とした編年は太田浜町屋敷内遺跡C地点系統変遷図・赤塚遺跡系統編遷

図•石那田遺跡系統変遷図・下野国に於ける土師質土器皿系統編年図に 13世紀代から 15世紀までの編年が示

されている。これと鎌倉での編年を指標として大御堂寺院址及び白石大御堂遺跡出土の土師質土器皿を見る

と、編年的位置付けが比較的はっきりするものとして、 13世紀後半とされる F類と、 14世紀とされる H類が

ある。いずれも比較的精緻な作りであり、寺院に伴う遺物と判断される。 F類については手捏成形のものと

平行する時期関係にあるものと思われる。また、埋葬遺構からのK類と L類は器形的な変遷が認められるが、

概ね15世紀後半から 16世紀にかけての時期に位置付けられる。J類については埋葬遺構からのものに近いこ

とも考えられる。したがって、寺院に関係することが比較的はっきりするのは F類～ I 類のグループである。

(3) 大御堂寺院址遺物出土状況

瓦類及び土師質土器皿については比較的出土量が多く、編年的な指標ともなり得ることからその変遷と寺

院址内での出土状況を見て来たが、それ以外の遺物について分布状況と時期について検討を加える。

輸入磁器はすべて龍泉窯系の製品で13世紀代と見られる。第343図の示す分布傾向は寺院境内域に比較的

まとまる傾向を見せる。

軟質陶器の出土分布は第344図に示したが、摺鉢・内耳鍋類など中世のものと焙烙類など近世にはいってか

らのもの、火舎・香炉類では中世のものと近世のものとが見られる。出土分布は寺院中央部、園池遺構、寺

院西部とにほぽ 3 分割される。このうち、中世のものは中央部から西部に、近世のものは園池遺構に多く見

られる。

第345図には国産陶器の出土分布を示したが、園池遺構に集中する傾向が認められる。また、中世の陶器類

は寺院西部から南西部にかけて分布する。第346図には近世磁器の出土分布を示した。陶器の分布と基本的に

は同様の傾向を示し、園池遺構に集中する。

第347図に示した鉄製品の分布は、寺院中央部から西部にかけて分布し、近世陶磁器類の分布の中心である

園池遺構からは極めて少ない。鉄製品の大部分が釘であり、その一部について埋葬遺構出土のものがあるも

のの、基本的には寺院建物に関する遺物と見ることができ、中央部での分布は瓦類と同様の傾向を示し、さ

らに西部及び南西部にも分布する。

第348図に示す銭貨の分布は埋葬遺構の分布とほぼ一致する。

以上、寺院址内での遺物分布の傾向を概観してみると、園池遺構には近世遺物が比較的集中し、寺院址に

関すると思われる中世の遺物は中央部から西部にかけて分布する。これは遺構分布とともに中世面の包含層

の有無とも関係する。瓦・鉄製品は建物に関する遺物であるが、鉄製品は土塁の外側となる南西部掘立柱建

物跡群から第 1 号濠跡南半部にかけて分布する。ここでは輸入磁器・中世軟質陶器・中世国産陶器も見られ、

中央部の南西隅及び南池西と併せて寺院関連遺物の分布域と言える。園池遺構では水平的な分布では近世遺

物が優勢であるが、層位的には中世遺物と近世遺物とに分けられる。

なお、寺院東部の溝状遺構からの出土遺物は寺院址出土遺物とほぼ同時期と思われるが、内容について土

師質土器に見られるよう vこ若干の相違が認められる。常滑製の陶器の摺鉢にも寺院址内出土のものと器形が
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第 3 節 中世寺院址について

異なり、寺院址とほぼ同時期ではあるが別遺構の存在を示唆する内容と判断される。

5 寺院の創建・廃絶の年代とその背景について

(1) 創建年代について

寺院址内で出土した遺物のうち、瓦A類は寺院創建にかかわる遺物と考えられ、土師質土器A~E類（手

捏成形）がこれと同時期と考えられ、胎土分析の結果でも指摘される。瓦A類の年代は、瓦当文様に中世前

半の鎌倉時代の特徴が窺え、軒平瓦の技術的特徴も符合する。複弁蓮華文の意匠からは「天福元年」銘のも

のとの類似性が指摘され、 A類瓦には13世紀の前半～中頃の年代観が与えられる。手捏成形土師質土器皿の

(A類～ E類）及びロクロ成形の F類は13世紀後半に位置付けられよう。また、輸入磁器が13世紀代であり、

これに中世国産陶器（常滑系）及び軟質陶器の摺鉢・内耳鍋もこれらとほぼ同じ時間幅のなかに収まること

から、遺物から見た寺院の創建年代を13世紀中頃から後半にかけてと推定できる。

寺院は建立後はある程度の時間幅の中で存続していたものと考えられ、その幅は瓦A類と瓦B類の製造年

代の時期差に使用期間を加えた時間幅で想定でき、 14世紀の後半頃までは存続したものと推定される。土師

質土器H類は F類に後出する 14世紀代のものと見られ、常滑系の甕の胴部・ロ縁部片や古瀬戸の梅瓶•仏花

瓶なども 14世紀代のものと見られ、これらは寺院の存続年代を示す遺物と言えよう。

園池遺構に続く遣水遺構では暗渠の造り替えが見られ、それに続く大御堂第12号溝状遺構では当初の掘り

方面とは別に、ある程度埋没してからの面が園池遺構の一部として機能していたことが考えられ、瓦に見ら

れる時期差に遺構も対応するものと考えられる。

類例寺院と比較すると、永福寺よりは新しく称名寺が整備されるまでの、 12世紀末から 14世紀初頭までの

間の時期と考えられる。その間に創建年代のはっきりする資料として、世良田長楽寺、足利智光寺等があり、

いずれも 13世紀前半から中頃にかけての創建である。勝長寿院・永福寺、伊豆韮山願成就院などは東国にお

ける鎌倉初期の建立寺院で、 12世紀末であるが、これらに続いて盛んに建立された阿弥陀堂建築のひとつと

して考えられ、長楽寺にはやや後出し智光寺にはやや先行するか同時期のものと推定されるが、これは瓦の

瓦当文様の比較による時期比定であり、他の遺物を含めての検討ではなく、今後の検証が必要であろう。

(2) 寺院の廃絶とその後の変遷について

募地の造営は、分布範囲が寺院址と重複することから何らかの関係があったことは推定される。しかし埋

葬遺構の検出面は寺院址遺構がある程度埋没してからのことであり、寺院が当初の姿で維持された期間でな

いことは明らかである。したがって、埋葬遺構との関連を検討することにより寺院の廃棄の過程とその年代

を明らかにすることが可能である。

寺院の廃棄を直接的に示唆する遺物としては、前述の古瀬戸の梅瓶及び仏花瓶があげられる。いずれも園

池遺構からの出土であり、まとまってはいるが破砕された状態で検出されている。梅瓶は南池北西縁の洲浜

状の小礫面で、人為的にしかできないような小片に砕かれており、廃棄時の状況を示唆する。

大御堂第 1 号配石墓は土塁跡東面にあり園池遺構の中央土橋から見て正面に位置し、寺院址と密接に関連

した選地がなされている。渥美製の骨蔵器が出土しているが、渥美の中では新しい時期と見られ、 13世紀末

ないし14世紀初頭の生産年代と推定される。また、周辺では石造物の廃棄も見られることから、宝筐印塔・

板碑等の造立年代である 14世紀中頃以降の時期と推定される。被葬者が若年であることと、既に寺院址の埋

没が開始されていることから開山・開基にかかわるものとは考え難い。

火葬墓・土坑墓からは銭貨及び土師質土器の出土が見られ、 15世紀以降と考えられる。この埋葬遺構は西
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部での検出状況から、濠が埋没してから営まれたものであり、大御堂第11号溝状遺構を切って構築された大

御堂第 1 号土坑墓においても埋没後の造営であることは確かである。したがって、 15世紀の後半には寺院址

遺構はかなり埋没が進み、すでに廃絶されていたものと想定される。墓地の造営は寺院規制に則ってその跡

地利用したものと考えられる。

なお、園池遺構はその形を変えながらも近世以降も残る。これについては『元禄村絵図』との関係におい

て次節で述べる。

(3) 寺院造立の背景について

大御堂寺院址はその出土遺物から 13世紀中頃から後半にかけて造営され、 14世紀代まで続いたと考えられ

る。そして、 14世紀の後半ないし15世紀の前半には配石墓が営まれ、 15世紀後半から 16世紀にかけて火葬跡・

火葬墓・土坑墓等の埋葬遺構群が営まれる。近世に入ってからは、何らかの形で復興し、園池遺構にも修復

の手が加えられたものと推定される。近世後半には寺院址は農地となり池は農業用に改変され、近代に続く

ことが調査により明らかとなった。ここでは、寺院が存続した期間及びその前後の社会的背景について述べ

てみたい。この時期に関しては『群馬県史通史編 3 中世』に詳述されており、これを参考として大御堂寺院

址建立の背景を考えたい。

寺院建立以前の上野国の状況を見ると、天仁元年の浅間山大爆発による火山灰（浅間B軽石）の大量降下

により耕作地は大きな被害を受けたことは記録にも残っており、調査でも浅間 B軽石層が地表面を覆ってい

たことが確認できる。浅間 B軽石下の水田・畠等は多くの遺跡で検出され、火山災害のすさまじさを物語っ

ている。この浅間山大爆発の前後の11世紀末から 12世紀前半にかけて、上野国に関しては貢税免除の記事も

見られ、災害によりかなり疲弊していた様子が窺える。そうした災害復旧の過程において多くの開発私領が

形成され、それから荘園化という動きにつながる。高山御厨、土井出・笠科荘、新田荘、青柳御厨、玉村御

厨などが立荘の年を確認でき、その他にも荘園の形成がすすみ、また、国衡領の成立もこの頃と推定される。

12世紀代の荘園設立の過程においては、こうした在地土豪（土着官人・武士）層による私領開発が、院・

摂関家等の本所・領家への寄進により本領安堵を図るという構図ができている。この構造は中世に於ける権

力構造の変化を敏感に反映し、鎌倉時代に入ってからは下司・地頭層の台頭が守護の権力と結び付いて本所・

領家との関係に優先し、上野国内においても荘園・御厨の変遷過程にそれを看取することができる。

上野国緑埜郡に所在する高山御厨は天承元年 (1131) 建立され、永治 2 年 (1142) 宣旨によって公認され

たことが建久 3 年 (1192) 8 月の伊勢皇大神宮神領注文にあり、安元元年 (1175) には武蔵国児玉荘と相論

を起こしていることが『玉葉』に見える。この高山御厨は秩父氏（平）系の高山氏による私領開発をその基

盤とするものと推定され、高山氏に関しては鎌倉時代に幕府御家人としての活動が『吾妻鏡』に見られる他、

『高山文書』等によってその事蹟が知られる。高山氏とともに幕府御家人として小林氏の名も見られるが、

高山氏から分流した同族である。高山御厨に関しては、建久 3 年の段階では没官地とあり、給主は不明であ

る。高山御厨は、室町時代の守護領国化の動きまでは存続したものと思われ、少なくとも鎌倉時代を通じて

の存在は確認される。高山の地名は藤岡市の南部のやや山間部に入った所に残るが、ここを在所とするのは

時代がかなり下ってからのことと思える。徳治 3 年の所領争いは大塚郷・中栗須郷を巡ってのものであり、

さらに安元元年の武蔵国児玉荘と相論を起こしていることで、高山の御厨の範囲を神流川以西の藤岡台地を

基盤とする地域であることが想定される。

高山御厨が成立した12世紀中頃は、西毛地方には源義賢・秩父重隆の勢力が優勢で、赤城南麓の藤原姓足

利氏と上野国の二大支配勢力をなしていたが、久寿 2 年 (1155) に源義平により武蔵国大蔵館において義賢
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が源義平に討たれる頃から、南関東の武士団の動きとも関係して、中央での政治的状況の変化を敏感に反映

するようになり、頼朝政権の誕生に至るまで、争乱状況は続く。上野武士団の動きを見ると、鎌倉幕府誕生

の過程においても上野の武士団は、多胡荘における源義賢の遺領を継承する木曽義仲陣営に入るもの、平氏

方の反頼朝陣営に属すもの、新田義重に見られる自立の動きなど様々であった。

鎌倉幕府設立以降の上野国は、守護として安達氏の力が支配的になり、承久の乱を経て北条氏の執権政治

が確立した後も継続される。安達氏は鎌倉にいたが上野国に於ける中心は家宰としての玉村氏とその基盤で

ある玉村御厨であった。安達氏の影響力は13世紀後半の霜月騒動（1185) まで続くが、その後は北条得宗家

の知行地として上野国の得宗領国化が進む。安達氏に次いで上野国を支配したのは得宗被官の平頼綱で、そ

の後長崎高資が守護代となる。こうした動きは、上野守護の失脚と関係して上野国内の在地武士団にも直接

的な影響を与え、御家人の得宗被官化や幕府法曹官僚の所領化がすすむ。高山御厨に関して徳治 3 年 (1308)

2 月 7 日の関東下知状で大塚郷・中栗須郷を巡り、摂津親竪と三善朝清妻大江氏が争っている。このことで

高山御厨が幕府法曹官僚の所領であったことが判明しており、霜月騒動以後の状況が窺える。

鎌倉幕府滅亡後は新田氏の挙兵が直接的契機となったが、南北朝・室町時代を通じて再び動乱期に入り、

上野国もその例外ではない。最初の動きは楠木合戦への動員であり、続いて新田義貞挙兵と続く。建武期に

入り幕府与党であった御家人の所領は没収され、その後の新田氏と足利氏の対立、足利政権内での対立を通

して足利氏の支配が強まり、観応の擾乱を経て上杉氏体制へと移行する。この時期の上野武士団は「短い間

に権力者が次々に交替したためにつねにその選択を強いられ」、また、「一族の分裂」と「惣領による統制が

弱く」、「戦乱の度に大量の欠所地ができ、新しい領主が補任され、所領関係が複雑なものとなっていった」

ことが指摘され、こうした状況は貞治 2 年 (1363) の上杉憲顕復活まで続く。

以上が、大御堂寺院址が建立されたと考えられる中世前半（鎌倉時代）の上野国の情勢であり、その概要

は以下のとうりである。

12世紀初頭→→→浅間山大噴火………上野国疲弊

12世紀前半→→→復興・再開発「こかん（空閑）の郷々」、立荘の動き＝武士団の成長

12世紀中頃→→→高山御厨成立（高山氏を背景）

12世紀後半→→→保元・平治の乱～治承の動乱（源平合戦）

12世紀末→→→→鎌倉幕府成立、御家人層の台頭＝在地武士団の御家人化

13世紀前～後→→上野国守護安達氏＝比較的安定した社会状況（封建的主従関係の確立）

13世紀後半→→→上野国北条得宗領化、幕府法曹官僚の所領化（封建的主従関係崩壊の兆し）

14世紀前半→→→鎌倉幕府滅亡

14世紀中頃→→→南北朝の動乱～観応の擾乱、白旗一揆の成立

14世紀後半→→→関東官領上杉氏による支配＝比較的安定期

大御堂寺院址造立の背景を考えた時に、それを可能とする幾つかの条件を考えねばならない。中世の寺院

建立の檀越となったのは、社会的にその地位が上昇してきた武士階級であり、荘園をその経済的基盤として

成長して来た中小の在地武士団である。頼朝の永福寺建立をはじめとする有力御家人の造寺の影響は地方に

波及したものと考えられ、特に鎌倉幕府の安定期に見られ、上野国においても新田氏族の関係した長楽寺が

知られる。

大御堂寺院址は旧緑埜郡白石村に所在し、緑埜郡域が高山御厨を基盤とすることから、これとの関係が最

も注目される。上野国を安達氏が支配していた時期は13世紀前半から後半にかけてであり、安達氏は金剛三
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第349図 群馬県内輸入磁器出土遺跡分布図

1 バテレン遺跡 18 書上下吉祥寺遺跡 36 鳥羽遺跡

2 賀茂遺跡 19 書上上原之城遺跡 37 中尾遺跡

3 庚塚遺跡 20 上植木壱町田遺跡 38 吹屋遺跡

4 浜町屋敷内遺跡 21 新宮遺跡 39 日高遺跡

5 伝新田氏累代の募 22 横沢遺跡 40 新保遺跡

6 村田・上野井遺跡 23 大胡城址 41 元島名遺跡

7 市野井・重殿遺跡 24 荒砥東原遺跡 42 元島名 B遺跡

8 市野井•生品神社南中世墓跡 25 三原田遺跡 43 矢島遺跡

9 歌舞伎遺跡 26 中畦遺跡 44 寺ノ内遺跡

10 長楽寺遺跡 27 名胡桃城遺跡 45 御布呂遺跡

11 上新田西遺跡 28 洞 I 遺跡 46 芦田貝戸遺跡

12 西今井遺跡 29 洞 I]遺跡 47 融通寺遺跡

13 下淵名遺跡 30 洞III遺跡 48 上並榎南遺跡

14 小角田前遺跡 31 薮田遺跡 49 下佐野遺跡

15 十三宝塚遺跡 32 清里・陣場遺跡 50 舟橋遺跡

16 三ツ木遺跡 33 下東西遺跡 51 本宿遺跡

17 明神遺跡 34 国分寺中間遺跡 52 稲荷森遺跡

35 同道遺跡 53 菅原遺跡
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昧院建立に尽力するなど高野山との関係が深いことが指摘されている。その勢力基盤は玉村御厨とされ、大

御堂寺院址とは同一水系の比較的近い距離にある。出土遺物に見られる輸入磁器は13世紀代の龍泉窯製であ

り、こうした遺物の搬入には鎌倉の有力御家人を介在してのことが予想され、その場合には安達氏の影響が

最も大きいと推定される。第349図において、群馬県内からの輸入磁器の出土遺跡分布図を示したが、上野国

の有力武士層との関係が出土傾向にも関係すると思われる。一般的な出土傾向は、越磁をはじめとした最も

古いタイプは国府周辺に見られ、 13 • 14世紀代のものは新田郡周辺に集中する。榛名山東南麓における分布

は長野氏に関係する遺跡のもので、時期もやや下る。この図に示す限りでは大御堂遺跡周辺の西毛地域での

出土例が少ないが、調査自体が緊急発掘によるものでその粗密に影響された部分もあり、中世での在地武士

団の動きを考えると、その消長とも関係した出土傾向を示すとも考えられる。鎌倉街道の推定路に概ね一致

する分布は看取できると思う。西毛地域においては類例遺跡は今後増えるものと予想される。

大御堂寺院址の鎌倉街道上道での重要性と利根川水系での河川交通の便を考慮した地理的位置についての

検討、隣接地する板倉郷・山名郷・多胡荘などとの関係については、今後の検討課題としたい。また、檀越

としての可能性が高いのは高山氏若しくはその一族の小林氏であるが確証はない。調査結果からは、寺院の

廃絶が意図的な破却であった可能性が考えられ、在地の中小武士団の動向と関連しての検討が必要である。

近世での復興に旧地の回復といった意味のものが加わるのかについても一考の余地があろう。

大御堂寺院址の創建時期については類例資料が乏しく、比較検討できた範囲では13世紀中頃を中心とする

時期と考えられ、 14世紀代までは続くことが考えられた。また、造立の背景には高山御厨の存在と高山氏が

考えられるが、調査結果にはこれを直接的に示すものは見られなかった。また、上杉氏が平井城を基盤とし

て上野国を支配する 15世紀後半には、大御堂寺院址においては埋葬遺構が営まれている。その時期は出土土

師質土器皿や銭貨からは15世紀後半から 16世紀代にかけてと思われるが、平井城に地理的に近接することか

ら、その関連が注目される。これについては、大御堂寺院址の廃絶とも関係して今後の検討課題としたい。

（綿貫鋭次郎）
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l 斉藤忠「 II寺院跡 1 立地」「新版仏教考古学講座 第二巻寺院J pp 7~9 、 1984 雄山閣出版

2 鮎川左岸には洪積（ローム）台地が発達し、集落が立地する好条件を備えている。その概況は第 7 図～第10図に示したが、生活址（集

落）、生産址（水田址等）及び墳墓（古墳等）が、一定の条件下でいわゆる‘'棲み分け、の如き状況で分布している様子が着取できる。本

遺跡もそうした観点からは、沖積低地面での生産址と洪積台地面での生活址といった認識が可能な遺跡である。しかし、寺院址・城館址

といった遺構は、その立地条件に地理的・地勢的要因が加味され、造立の背景が強く影響するものと思われる。

3 鎌倉街道については、文献 (24) の報告がなされ、埼玉県側についても文献 (107）をはじめとして多くの調査がなされている。

4 注 1 。寺院の伽藍配置については、密教系山岳寺院の例を除けば、方形区画で南面するという基本的パターンを踏襲している。

5 鮎川は、遺跡付近では寺院建立時の流路が現在より東方にあったものと考えられ、かなり蛇行した流路であったことが現地形からも窺

える。（付図 1 参照） 寺院址は沖積低地面の中では、周辺より微かに高い自然堤防上に選地したものと思われる。

6 出土陶磁器類の遺物鑑定は大橋康二氏による。 1630~1640年代の生産年代から与えられる肥前系青磁皿は、比較的優品で日常雑器とし

て一般的に流通したものとはとらえ難く、特筆すべきものとの指摘があった。 17世紀前半～中頃の遺跡の在り方を示す遺物とも考えられ

る。

7 園池遺構の主要な埋土は浅間A軽石を主とする砂質土層であることから、石垣列で示された近世園池の埋没は天明年間以降と考えられ

る。陶磁器の示す17世紀後半より 18世紀中頃という時期とも合致する。

8 加藤充彦文化財調査官によれば、池の形状は近世段階での特徴を備えているとの指摘があった。

9 園池遺構西側の寺院址中央部で検出された小礫面は、早田勉氏の鑑定により自然堆積層の露頭面と判断された。しかし、南池北西縁石

垣列の背面ではこれとは異なる小礫面が検出され、前述の古瀬戸梅瓶の出土も見られることから、この部分は洲浜状遺構の残存部と判断

される。

10 文献 123 • 124 

11 文献 130 

12 文献 84 • 85 

13 文献 133 

14 文献 125~129 

15 奈良国立文化財研究所宮本長二郎氏・上原真人氏の御教示による。

16 文献 144 

17 文献 121 

18 文献 130 

19 文献 非山町教育委員会「伊豆非山願成就院発掘調査概報J

20 文献 101~103 

21 上原真人氏の御教示による。特に「天福元年」の紀年銘瓦に類似した特徴が認められ、瓦の年代をこれに近い時期と考えてよい。

22 群馬県内の類似資料（中世瓦）としては、世良田長楽寺出土瓦、鬼石町浄法寺出土瓦、国分寺中間地域出土瓦等が知られている。

23 文献 213 

24 斉木秀雄氏の御教示による。

25 同上

26 本遺跡出土土師質土器を鎌倉市内出土と資料、及び平安京出土資料との直接比較を試みた。

鎌倉出土の資料との比較においては、 F類• H類としたものに顕著な共通点が認められた（斉木氏、福田氏、原氏の御教示による）。

平安京出土資料との比較は、小森俊寛氏にお願いしたが、直接的な関係を認め得る内容は確認できなかった。しかし、平安京編年をそ

の指様として考えることは可能で、その場合に法量的・形態的特徴からの比較は可能であると考え、年代考定の根拠とした。

27 奈良国立文化財研究所、平成 2 年度発掘技術者専門研修「中・近世窯器調査課程」の講義資料である。
28 闘群馬県埋蔵文化財調査事業団「太田浜町屋敷内遺物C地点J 1982 

29 大橋康二氏の御教示による。

30 土師質土器と瓦とに共通する粘土を使用したと詔められるものがあり、同時に作成していた可能性を指摘できる。本章第 5 節で鑑定結

果を報告している。

31 瓦B類について、大江正行氏、木津博明氏によって、群馬県内出土の室町時代の瓦に共通する特徴を認められるとの御教示がある。

32 埋葬遺構に関しては、時間的制約から十分な検討をなされぬままとなった。しかし、白石大御堂遺跡の出土資料は今後、重要なものと

なると思われるので、出土資料の検討は継続的に行っていきたい。

33 遺跡の南方に所在する平井城は15世紀中頃以降のものと考えられ、本遺跡の埋葬遺構群とは時期的には並行関係が認められ、相互の関

係については検討の余地が残ると思われる。

34 群馬県立歴史博物館企画展「関東の古陶磁展J図録、 1982年をもとに作成。

35 関越道上越線関連の発掘調査に於いても神保植松遺跡をはじめとして多くの遺跡で出土しており、今後、出土遺跡数が増加することは

確実である。
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第 4 節 『元禄村絵図』について

白石大御堂遺跡ではA区から I 区にかけてのほぽ全域から近世の遺物及び遺構が数多く検出されている。

遺物に関しては特に A·B 区の寺院址部分（字大御堂）と G·H 区の丘陵裾部（字上谷戸）においてその質・

量ともに目を見張るものがあった。ここでは上記の二調査区を対象に、若干の文献史料や村絵図を検討する

ことによってその近世以降の変遷の概要を把握し、発掘調査の成果とあわせて地域史の解明を試みるもので

ある。

1 大御堂調査区

大御堂調査区の寺院址の一部（字大御堂2215番地ほか）は、戦後の農地解放までは藤岡市白石字上郷に所

在する真言宗般若寺の所有地であった。当寺は大和国長谷寺の直末として元和元年に創建されたと伝えら

れ、慶安二年 (1649) には13石の朱印地を受けている。現在は無住となり吉井町延命密院の兼住を受けるが、

昭和初期までは専住の僧侶がいたようである。

明治六年五月「緑埜郡白石村壬申地引絵図」 （以下「明治地籍図」と略称する）によれば、寺院址周辺は

一面の畑地であったが、この一画のみ一辺約50mの方形状の水田となっており周囲に比ベ一段低い土地で

あったことがわかる。この中央やや西よりには「塚」を示すマーキングがあり、また東辺部の北寄りと南寄

りには扇形をした二つの池が認められる。池はそれぞれ 2 号池• 3 号池に相当すると考られるが、当時の般

若寺の所有地はこの 3 局池の西部、つまり大御堂等12号溝状遺構とほぽ重複する 1 畝20歩ばかりの東西に細

長い土地のみであった。地元の古老の話によれば、その後般若寺は一檀家より「塚」周辺の土地 8 畝12歩の

寄進を受け、大正の半ば頃には「塚」の盛土を崩して両池を埋め、一挙に方形区画内の開田化を成し遂げて

いる。なお埋めたて前の池の水は 3 号池の南西方向から取水し、 2 号池の北東部分から排水がなされていた

という。なお当地の「塚」は、昭和10年に作成された「上毛古墳総覧Jに白石村623号墳として記載されてい

る。当時これは既に消滅していたため古墳と判断した根拠は乏しいが、少なくとも大正頃までは小丘が存在

していたことは確実であろう。

さらに時代を潮り、 17世紀後半代の当地の様相を元禄六年 (1693) に作成された「白石村般若寺・同村百

姓野論裁許絵図」 （以下「元禄村絵図」と略称する）によって窺い知ることができる。これによると 180年の

時間差にも拘らず遺跡地を取り巻く景観にさほど大きな変化は見られない。しかし当図にはその使用目的上

「明治地籍図」ほどの詳細さはないが、それでも大御堂調査区内を見た場合、明治期の様相との間に若干の

相違が見られることに気づく。

例えば、南北の二つの池は当時は接続していたようでその水域は眼鏡形に表現されている。また寺院址の

中心範囲を示すと思われる区画がやはり見られるが、その南辺は「く」字状に中央部が張り出し、その屈曲

部分は南方に広がる水田地帯の末端部分と接するように描かれていた。この接触部分こそが池へつながる当

時の導水路の位置を示すものと考えられる。なお当絵図は田・畑などの基本的な地目と争論の対象である般

若寺の所有地を彩色することにより識別するが、この区画部分については顔料の褪色によって指示事項が判

然としない。当絵図の添書によると、もしその配色が鼠色であるならば単なる水田を、紫色であるならば般

若寺所有の田畑を表すものとなるのであるが、現段階では結論付けることはできなかった。またさらに注目

すべきことは、この長方形区画のほぽ中ほどに中島状のさらに小さな方形区画が見られ、その中心には宗教

施設の存在を示す朱点が記されていた。しかしこの施設がいかなる規模で、またいかなるものを崇拝対象と
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して納置するものであったのか、固上に注記はない。ただ現在村中に残る他の宗教関係施設の規模から推測

すると、当絵図上の施設の表現方法は比較的規模の大きいものには朱書きでその家屋形状を、祠堂程度のも

のには朱点と、それぞれ描き分けていたものと考えられる。また東側の池は大正の埋め立て時まで「阿弥陀

池」と呼称されていたという事からも考え合わせると、図上のこの朱点は比較的小規模な阿弥陀堂を表現す

るものであった可能性が高いと思われる。

2 上谷戸調査区

本調査区は丘陵の東斜面部に位置しているが、南約10mのところを東流する小谷川の開析によりやや南東

方向に緩い傾斜を持つ地形上にある。その中腹から裾部にかけてほぼ東西方向に開析地形を利用した高さ 2

m前後の人為的な段差が見られ、段下においては傾斜が一際緩くなる。調査前まではいずれも主に桑畑として

利用されていた。

これは明治初期においてもほぽ同様な状況が窺える。「明治地籍図」によれば、特に G 区中央部を南北に貫

く道路と丘陵部中腹の間は平井幸治郎・平井鉄五郎•平井源吉の三家によって所有されており、現況と相違

する点は調査区内北寄りの高位所にこの鉄五郎家の家屋があったことぐらいである。今回の調査で確認され

た上谷戸第 2 号井戸がこの名残であると考えられる。また、この真南にあたる段下の造成面からは特に多量

の陶磁器類が検出されているが、当地も同家所有の畑地として記載されている。三家の関係については現在

のところ明確にしえないが、同姓であること、屋敷が本村からやや離れた当調査区の北方にあって互いに近

接していることなどから血縁的に深い繋がりのあることが察せられる。中でも幸治郎家はこの本家筋にあた

る家柄といわれている。（以下便宜上、幸治郎家を平井本家と称する）

平井本家は現在、八郎氏を当主とし、当調査区に北接した丘陵斜面部に広大な屋敷構えを伝えている。当

地への定着時期については詳らかでないが、屋敷地の西約250m、丘陵の頂部に位置する当家墓地には最古の

ものでは寛永二年 (1625) 「奉口院火乗妙口居士」銘のある墓石が存在することから、遅くとも寛永以前にま

で潮ることができるものと思われる。また天保年間（1830~43) に作成されたと考えられる「緑埜郡白石村

古書古言記」 （以下「古書古言記」と略す）によれば、当時まで残存していた天正期 (1573~91)のものと

伝承される古水帳中に当家の遠祖が全村高の半分に及ぶ530石余を領していたことが記載されていたという。

さらに同墓所内の寛保元年 (1741) 銘の墓石碑文によれば寛永年中に清和源氏新田氏流の堀口姓から平井に

改姓した旨が記されており、もしこれらが事実であるとするならば、当家は由緒ある血筋と豊かな財力に支

えられた当村内でも屈指の家柄であったと言えよう。

その後、延宝二年 (1674）、それまで幕領であった当村は旗本二家の相給村となり、総石高987石中の287石

が松平（鷹司）氏の所領としてあてがわれている。当地は後に白石村古領の名で呼ばれ、「古書古言記」によ

ると平井本家はその二代目の名主役を引き受けている。それは遅くとも元禄六年 (1693) 以前のことであっ

たと考えられ、当時「身代世さ加り」の家勢を誇っていたことがその委任理由であったと推測される。当家

は通称「上谷戸」の名で呼ばれ、以後延享二年 (1745) まで名主役として当領内での指導的役割を果たして

いたようである。しかし名主役にある程度付随する高札場や郷倉を明和年間 (1764~71) までその屋敷地付

近で保持、管理していたと伝えられることから当家の村内における優位的な立場は18世紀の後半ごろまでは

続いていたものと思われる。しかしこれ以降、村内における本家の位置付けを明確かつ具体的に示す史料は

現在のところ見当たらない。

ところで「元禄村絵固」を見ると当時の当調査区域内に家屋等の構造物は見当たらない。だが、当時すで

472 



第 4 節 「元禄村絵図』について

に存在していた平井本家の屋敷とその南方を東流する谷川との間に本家の屋敷区画とほぼ同規模で、かつそ

の内部を空白とする方形区画が外四方を植栽に囲まれた形で記載されている。これは新家屋の建設前の造成

地、あるいは逆に家屋倒壊後のさら地などといった屋敷区画を示すものであるのか、または除地等の特殊な

土地を表現するものであったのか、今のところ確定的な答えは見いだせない。ただ平井本家の屋敷区画と南

北に違和感なく並ぶことから当家と非常に密接な関係をもつ土地であったと考えられる。

また、明治初期には分家筋にあたると考えられる鉄五郎家が上谷戸調査区の主要部分を所持していたこと

からも、これより約 1 世紀潮る当区内の屋敷跡も平井家の縁者が居住していた可能性が極めて高いと考えら

れる。さらに屋敷跡の一角にある上谷戸第34局土坑からは農民階層の所持品としては大変稀な抹茶椀が 2 点

検出されていることから、ここの住者は本家と非常に近い関係にある人物であったと推測することができる。

また当屋敷跡は出土遺物から判断すると 18世紀の初頭頃より営まれはじめたが、天明三年の軽石の降下以前

には廃絶している状況が窺われ、このことは平井本家が当村吉井藩古領内の先導的立場を離れる時期とほぼ

一致している。平井家の名主役交替の理由がいかなるものであったかは不明であるが、いずれにしろそれが

家勢の相対的な衰微によるものであったことは間違いあるまい。ここで検出された屋敷跡も 18世紀後半にお

ける平井本家の衰勢を反映するものとして、あるいは逆に導いたものとしてとらえることができるのであろ

うか。（船藤亨）

(1) 

(2) 元禄七年八月「白石村領・般若寺寺領境界論争裁可書上」（「藤岡市史j資料編 近世ー205) 平成二年刊

(3) 群馬県立文書館蔵

(4) 藤岡市白石 堀越茂三郎家蔵

(5) 「藤岡市史」資料編近世ー148

(6) 「群馬県史J資料編 9-112 昭和五十二年刊 本文書は、 16世紀初頭から天保五年(1834) にわたる白石村の領主および所領の変遷、

名主の交替などを克明に記録したものである。伝聞事項の記述も多いが、現在となってはすでに失われてしまっている古水帳や古名寄帳

などを参考にしてまとめられており、その内容はかなり信頼性のおけるものであると考えられる。

(7) 墓石裏面に「堀口美濃守貞満朝臣支流苗裔旨命云寛永年中俗称善兵衛代ヨリ改平井氏」とある。旨命とは被葬者の名であるが平井家

の系譜上の位置付けは不明である。

(8) 「群馬県史j通史編 4 285頁平成二年刊 これは初代信平 (1636~89) の在任中にあたる。「古書古言記」には、慶安三年 (1650) 、

三代松平（鷹司）仁十郎（矢田藩初代信清1689~1724) の頃とあるが、これは時代的に一致せず誤認であったものと考えられる。ちなみ

に「寛政重修諸家譜Jによると、当松平家にとって慶安三年とは、信平が義兄にあたる三代将軍家光の招きによって京都から江戸に下り、

「凜米千俵、月棒二百口」を給された年にあたる。

(9) 前掲注 2 18世紀以降、平井本家の家系中に四郎右衛門の名を複数見かける。当資料中にも松平仁十郎分の名主として四郎右衛門の名

があり、「古書古言記」の内容からもこれが平井本家の先祖にあたる人物であろうと考えられる。

ao) 「古書古言記」によると寛政六年 (1794) から文政六年 (1823) にかけての30年間は四郎左衛門なる者が古領の名主を勤めたとあるが、

現在の白石地内のどの家につながる人物であるかは不明である。ちなみに当時の平井本家の当主は四郎右衛門（1766~1842) といい、文

化五年 (1808) 「緑埜村正福寺、白山権現取替議定」（「藤岡市史」資料編ー555) に白石村古領の名主として同様の名が見える。このこと

から四郎左衛門とは四郎右衛門の誤りであるか、または平井本家の四郎右衛門が文化五年前後に名主役を勤めていた可能性も考えられよ

う。
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X線回折試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第45表胎土性状表に示すとおりである。

閥第四紀地質研究所井上 巌

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験

に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察できるように整形し、がlOm/m の試料台にシルバーペース

トで固定し、イオンスパッタリング装置で定着した。

1-2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電子製J DX

-8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target: Cu、 Fi lter: Ni、 Voltage: 40Kv、 Current : 30mA、ステップ角度： 0.02゜、計数時間： 0.5SEC。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合についての観察は電子顕微鏡によって行った。

観察には日本電子製T-20を用い、倍率は35 、 350、 750、 1500、 5000の 5 段階で行い、写真撮影をした。

35~350倍は胎土の組織、 750~5000倍は粘土鉱物及びガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果の取扱い

実験結果は第45表胎土性状表に示すとうりである。

第45表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組成が示してあり、左側には、各胎土に対

する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現われる各鉱

物に特有のピークの高さ（強度）を m/m 単位で測定したものである。

電子顕微鏡によって得られたガラス量と X線回折試験で得られたムライト (Mullite）、クリストバーライト

(Cristobalite) 等の組成上の組合せとによって焼成ランクを決定した。

2-1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb 三角ダイアグラム

第350図に示すように三角ダイアグラムを 1~13に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位置

を数字で表した。
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Mo、 Mi、 Hb、の三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討した。三角ダイアグラム
はモンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica) 、角閃石 (Hb) 、の X線回折試験におけるチャートのピーク高
を、パーセント（％）で表示する。

モンモリロナイトは Mo/Mo+Mi+ Hb * 100でパーセントとして求め、同様にMi、 Hb、も計算し、三角
ダイアグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1~4 は Mo、 Mi、 Hb、の 3 成分を含み、各辺は 2 成分、各頂点は 1 成分よりなっ
ていることを表している。

位置分類についての基本原則は第350図に示すとうりである。

2) Mo-Ch、 Mi-Hb 菱型ダイアグラム

第351図に示すように菱型ダイアグラムを 1~19に区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は20 とし
て別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica) 、角閃石(Hb) 、緑泥石 (Ch) 、のうち、 a) 3 成分以上含ま
れない、 b) Mont、 Ch、の 2 成分が含まれない、 c) Mi、 Hb、の 2 成分が含まれない、の 3 例がある。
菱型ダイアグラムは Mont-Ch、 Mica-Hb の組合せを表示するものである。 Mont-Ch、 Mica-Hb の
それぞれのX線回折試験のチャートの高さを各々の組合せ毎にパーセントで表するもので、例えば、 Mo/
Mo+Ch*lOO と計算し、 Mi、 Hb、 Ch、も各々同様に計算し記載する。
菱型ダイアグラム内にある 1~7 は Mo、 Mi、 Hb、 Ch、の 4 成分を含み、各辺は Mo、 Mi、 Hb、 Ch、

のうち 3 成分、各頂点は 2 成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原則は第351図に示すとうりである。

50 10 

第350図 三角ダイヤグラム位置図

ふ
Mi Ch 

11 0 
0 17 

第351図 菱形ダイヤグラム位置図
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第45表胎土性状表

試料 遺名 物称 鱈 タイプ 焼成
組成分類 粘土鉱物および造岩 鉱 物

Mo-M1 Mo-ch M M i H b Ch Ch Ka K~ Al Q Nu 分類 ランク
-Hb Mi-Hb ont ca (Fe) (Mg) 01 fels bite t Pl Mu 

1 瓦A類 4007 F III 7 , 345 162 307 1528 767 

2 瓦A類 4103 A II~Ill 1 1 220 208 147 276 182 1335 514 

3 瓦A類 4102 E II~III 6 20 106 150 1498 444 

4 瓦A類 4105 F II~Ill 7 , 222 145 398 386 1576 1338 

5 瓦A類 4106 F Ill 7 , 409 171 312 295 1607 1863 

6 瓦A類 4301 F Ill 7 , 328 129 391 202 1905 937 

7 瓦B類 5001 C II 5 20 89 1772 873 58 

8 瓦B類 5201 D I ~II 6 10 76 80 85 1705 848 63 , 瓦B類 5103 I I ~II 14 20 1015 773 69 

10 瓦 B類 5211 B II I 15 97 89 165 1511 721 

11 瓦 B類 5303 G III 7 20 196 128 1567 831 

12 瓦 B類 4201 D Ill 6 10 176 177 128 1749 549 

13 瓦 B類 5231 E III 6 20 121 145 1896 740 

14 瓦B類 5201 G II 7 20 125 116 1694 1081 

15 縄文 1053 G III~IV 7 20 179 150 2793 516 

16 縄文 1036 F III 7 , 148 137 217 73 2707 747 

17 弥生 1510 F III 7 , 195 112 153 3177 687 

18 弥生 A lII~IV 1 1 212 225 160 304 3967 1431 

19 弥生 1511 F III~IV 7 , 164 158 324 141 2817 638 

20 土師器 1603 E III 6 20 91 177 1488 2222 

21 土師皿 3004 A Ill 1 1 324 187 177 391 1118 381 

22 土師皿 3040 C II~III 5 20 57 2788 925 

23 土師皿 3041 A III~IV 1 1 304 537 244 365 2653 1080 

24 土師皿 3129 F III 7 , 363 212 389 212 2384 959 

25 土師皿 3125 H Ill 12 14 137 90 803 1071 

26 土師皿 9318 G lII 7 20 102 74 1034 1172 

焼成ランク Mu : I Mu--<::r : II Cr---glass : 111 glass : IV 原子： Mont:モンモリロナイト Mica: 雲母類 Hb: 角閃石
Ch: 緑泥石 Ka: カオリナイト Hy:紫蘇輝石 Qt:石英 Pl: 斜長石 Cr: クリストバーライト Mu: ムライト

2-2 焼成ランク

Cr 
ガラス 備

127 中粒 中粒砂

119 中～粗粒 中粒砂

200 中～粗粒 細粒砂

153 中～粒粒 中粒砂

153 中粒 中粒砂

95 中粒 中粒砂

146 中～粗粒 細粒砂

172 粗粒 中粒砂

154 粗粒 中粒砂

150 中～粗粒 細粒砂

175 中粒 細粒砂

119 中粒 細粒砂

146 中粒 細粒砂

136 中～粗粒 細粒砂

147 細～中粒 粗粒砂

166 中粒 粗粒砂

128 中粒 粗粒砂

295 細～中粒 粗粒砂

93 細～中粒 粗粒砂

189 中粒 中粒砂

193 中粒 細粒砂

140 中～粗粒 細粒砂

細～中粗 細粒砂

中粒 細粒砂

中粒 中粒砂

291 中粒 中粒砂

焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成と、電子顕微鏡観察によるガラス量によって行った。

考

ムライト (Mullite) は、磁器、陶器など高温で焼かれた状態で初めて生成する鉱物であり、クリストバー

ライト (Cristobalite) はムライトより低い温度、ガラスはクリストバーライトより更に低い温度で生成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを I~V の

5 段階に区分した。

a) 焼成ランク I :ムライトが多く生成し、ガラスの単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b) 焼成ランク II :ムライトとクリストバーライトが共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭くなる。

C) 焼成ランク III :ガラスの中にクリストバーライトが生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状断面をし、

ガラスのつながりに欠ける。

d) 焼成ランク IV: ガラスのみが生成し、原土（素地土）の組織をかなり残している。ガラスは微小な葉状

を呈する。

e) 焼成ランク v: 原土に近い組織を有し、ガラスは殆んどできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、すなわち、粘土の良悪によってガラスの生成量は異なる

ので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比重を占める。このため、ムライト、クリストバーライト
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などの組合せといくぶん異なる焼成ランクが出現することになるが、この点については第45表の右端の備考

に理由を記した。

2~3 タイプ分類

タイプ分類は各々の土器胎土の組成分類に基づくもので、三角ダイアグラム、菱型ダイアグラムの位置分

類による組合せによって行った。同じ組成を持った土器胎土は、位置分類の数字組合せも同じはずである。

タイプ分類は、三角ダイアグラムの位置分類における数字の小さいものの組合せから作られるもので、便

宜上、アルファベットの大文字を使用し、同じ組合せのものは同じ文字を使用し、表現した。

例えば、三角ダイアグラムの 1 と菱型ダイアグラムの 1 の組合せはA、三角ダイアグラムの 2 と菱型ダイ

ィアグラムの15 は B という具合にである。なお、タイプ分類のA 、 B 、 C 、などは便宜上つけたものであり、

今後試料数の増加にともなって統一した分類名称を与える考えである。

3 実験結果

3-1 タイプ分類

白石大御堂遺跡出土土器は第45表に示すように、第352図三角ダイアグラム、第353図菱形ダイアグラムの

位置分類、焼成ランクに基づいてA~I の 9 タイプに分類された。

土器胎土のうち最も多いタイプは F タイプ(7-9 ）で、個体数は 8 個に達する。続いて G タイプ(7 -20) 

と、 A タイプ（ 1-1) の 4 個、 E タイプ (6-20) の 3 個、 C タイプ (5 -20) と D タイプ (6-10) の

2 個、 B (1-15) 、 H (12-14) 、 I (14-20) の各 1 個となる。

分析したものは13~15C の瓦類が14個、 12~17C の土師質土器が 6 個、古墳時代の土師器が 1 個、弥生時

代の甕が 3 個、縄文時代の加曽利E4 式深鉢が 2 個となっている。弥生式土器は株木(B 4) 遺跡、縄文式土

100% 

記載不能 9

12、 1

14i 
4 、

5 、

100% 

゜
50 

Mont ゜100% 

第352図 Mo,Mi ,Hb 三角ダイヤグラム

16 

Mica 

8 、

゜

Ch 記載不能

50 3 、 7 、 9 、 11 、 13 、 14
15 、 20、 22 、 26

21 

第353図 Mo-Ch, Mi-Hb 菱形ダイヤグラム
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器は田篠中原遺跡の分析結果と対比した。

電子顕微鏡分析によると、瓦類は粗粒のガラスが生成している焼成ランクが I~II のものは 2 個と比較的

少なく、中～粗粒のガラスが生成しているものが多い。土師質土器は中粒のガラスが生成し、焼成ランクは

III と幾分高い。縄文と弥生式土器は細～中粒のガラスが生成し、焼成ランクはIII~IV と低くなる。

次に各タイプについて記述する。

Aタイプ…大御堂ー 2 、 18、 21 、 23

Mont、 Mica、 Hb、 Ch、の 4 成分を含むもので、個体数は 4 個と、比較的多い。

B タイプ…大御堂ー10

Mont、 Mica、 Hb、の 3 成分を含み、 Ch 1 成分に欠ける。個体数は 1 個と少ない。

C タイプ…大御堂ー 7 、 22

Hbl 成分を含み、 Mont、 Mica 、 Ch、の 3 成分に欠ける。個体数は 2 個である。

D タイプ…大御堂ー 8 、 12

Mica、 Hb、 Ch の 3 成分を含み、 Mont 1 成分に欠ける。個体数は 2 個である。

E タイプ…大御堂ー 3 、 13、 20

Mica、 Hb の 2 成分を含み、 Mont、 Ch、の 2 成分に欠ける。個体数は 3 個である。

F タイプ…大御堂ー 1 、 4 、 5 、 6 、 16 、 17 、 19 、 24

Mica、 Hb、 Ch、の 3 成分を含み、 Mont 1 成分に欠ける。個体数は 8 個と最も多い。 D タ

イプも類似する組成を示しているが検出強度が異なるために位置分類が異なっている。 D

タイプも類似する組成として扱えば、個体数は10個となり、最も多いタイプで、在地ある

いは在地近傍の可能性が考えられる。

G タイプ…大御堂ー11 、 14、 15、 26

Mica、 Hb、の 2 成分を含み、 Mont、 Ch、の 2 成分に欠ける。個体数は 4 個と比較的多い。

組成的にはE タイプと類似するもので、 E タイプも含めると 7 個となり、個体数の多いこ

とから推察して、 F タイプと同様に在地あるいは在地近傍の可能性が考えられる。

H タイプ…大御堂ー25

Mont、 Hb、の 2 成分を含み、 Mica、 Ch、の 2 成分に欠ける。個体数は 1 個と少ない。

I タイプ…大御堂ー 9

Mont、 Mica、 Hb、 Ch、の 4 成分に欠ける。個体数は 1 個である。粗粒のガラスが生成し、

高渦で焼成されたときにできるムライト、クリストバーライト生成していることから判断

して、 4 成分は高温のために分解してガラス化したものであろう。

分析結果によるタイプ分類ではA~I の 9 タイプに分類されたが、 D と F 、 E と G のように類似するもの

を 1 つとすると 7 タイプになる。またこれらの分析結果の特徴は雲母類 (Mica) と角閃石 (Hb) を主体とし、

緑泥石 (Ch) とモンモリロナイト (Mont)が加わるという組成を示していることである。この様な組成は結

晶片岩系との関わりが強いと判断される。

田篠中原遺跡の縄文式土器でも 7-9 と 7-20の組成をもつものが主流となり、同様の傾向が認められる。

大御堂ー15 は 7-20の G タイプ、大御堂ー16 は 7-9 の G タイプで、組成的には非常によく似ているといえ

る。

大御堂ー17、 18、 19 は弥生式土器であるが、株木 (B4) 遺跡の組成と比較すると大御堂ー17 と 19 は 7-9 の
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F タイプ、大御堂ー18 は 1-1 のA タイプであり、株木 (B4) 遺跡の組成とよく類似している。

組成的な問題と混入した砂の問題とは密接な関係にあるので、砂との関係については次の項で検討する。

3-2 石英(Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土

器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団が持つ土器製

作上の個有の技術であると考えられる。

自然状態における各地の砂は個々の石英と斜長石の比を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地域における砂は各々個有の石英一斜長石比を有している

といえる。

この個有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは前記のように各々の集団の有する個有の技術

の一端である。

第354図石英一斜長石相関図に示すように、大御堂遺跡出土土器は I~VIの 6 つのグループと“その他”に

分類された。縄文式土器は田篠中原遺跡の土器と、弥生式土器は株木(B4) 遺跡の土器と対比、検討した。

次に各グループと“その他”について各々検討する。
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I グループ…大御堂ー 5 、 20

石英は800~200、斜長石は1850~2200の範囲にあり、個体数は 2 個である。これらは斜

長石の強度が異常に高く、他と比較して異質である。斜長石の強度において 2 つの土器

には差があり、同じグループを形成するものではないかも知れない。
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II グループ…大御堂ー14 、 25、 26

石英は600~1800、斜長石は1050~1200の範囲にあり、個体数は 3 個である。 25 と 26 は土

師質土器、 14 は B類の丸瓦である。土師質土器は近接した関係にあるが瓦は離れており、

両者は異なるグループを形成するのかも知れない。

III グループ…大御堂ー 1 、 6 、 7 、 8 、 9 、 10 、 11 、 13

石英は800~2200、斜長石は700~950の範囲にあり、個体数は 8 個と最も多い。 1 と 6 は

A類の瓦であるが、他は B類の瓦で構成され、瓦が集中するグループ、特に B類の瓦が

集中するグループとして特徴付けられる。

IVグループ…大御堂ー 2 、 3 、 12 、 21

石英は800~1900、斜長石は350~550の範囲にあり、個体数は 4 個である。 2 と 3 は A類

の連珠紋平瓦、 12 は B類の丸瓦、 21 は土師質土器で構成される。このグループの特徴は

A類の連珠紋平瓦が集中することと B類の丸瓦や土師質土器など異なるものとが共存す

ることである。胎土的にはA タイプで特徴付けられるようである。土師質土器では21だ

けが離れており、他と比較して特徴的である。

V グループ…大御堂ー22 、 23、 24

石英は2200~3200、斜長石は900~1100の範囲にあり、個体数は 3 個である。これらはい

ずれも土師質土器であり、土師質土器のグループとして特徴付けられる。

VIグループ…大御堂ー16、 17、 19

石英は2400~3500、斜長石は650~750の範囲にあり、個体数は 3 個である。 16 は縄文式

土器の加曽利E4 、 17 と 19 は弥生式土器の甕である。胎土はいずれも F タイプであり、

統一的である。弥生式土器と F タイプの胎土で特徴付けられる。

“その他”…大御堂ー 4 、 15、 18

4 は A類の唐草文の平瓦で、斜長石の強度が高いのが特徴である。 15 は縄文式土器の加

曽利 E 4 タイプで、斜長石の強度が幾分低い。 18は弥生式土器の甕で、石英と斜長石の

強度が他と比較して高く、異質である。組成的にはAタイプの胎土であり、この地域の

ものと判断される。縄文式土器に関しては田篠中原遺跡の土器との対比で特徴を述べる。

<A類の瓦について＞

大御堂ー 1 、 4 、 5 、 6 はいずれも F タイプの胎土で構成され、石英の強度は変化が小さいが、斜長石の

強度において高いものから低いものへと分布が分散する。斜長石の強度が高いものは 4 と 5 の唐草紋、それ

より低い 1 、 6 は丸瓦と平瓦となり、両者には差があるように見受けられる。また 2 と 3 は連珠紋の平瓦で

あり、この様にみてくると瓦の文様によって斜長石の強度が異なっているように見受けられる。

<B類の瓦について＞

大御堂ー 7 、 8 、 9 、 10 、 11 、 13の瓦はIII グループに集中し、平瓦、丸瓦、均正唐草紋平瓦など形の異な

るものや文様の異なるものが共存し、これら異なるものが同じ焼成方法で焼かれているように見受けられる。

12 はIVグループに属し、斜長石の強度が低く異質であり、 14 は斜長石の強度が高く、これも異質である。

＜土師質土器について＞

土師質土器は大きく分けて 3 タイプとなる。大御堂ー21 は唐草文の瓦のグループのIVグループに属し、胎

土も A タイプで、類似性が高い。この土器は他のものと異なり、異なる器種と共存するのが特徴である。 22、
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23、 24 は V グループを形成し、土師質土器だけで構成されるグループとして特徴付けられる。 25 と 26は非常

に近接した関係にあり、これら 2 個で独自のグループを形成するようである。

く土師器について＞

大御堂ー20は明らかに斜長石の強度が高く他と比較して異質である。組成的にはE タイプで遺跡周辺の組

成と一致している。 A類の唐草文平瓦と近い関係にあるかも知れない。

＜縄文式土器について＞

大御堂ー15 と 16 は縄文式土器の加曽利EIVタイプの深鉢である。田篠中原遺跡の土器と比較したものが第

356図である。図からも明らかなように田篠中原遺跡のVIIグループの中に入っている。このグループは加曽利

E3 タイプの土器で構成されるものであり、器種的には異なっている。グルーピングの中にはちょうど入っ

ており、組成的には、 15 は 7-20、 16 は 7-9 で田篠中原遺跡の土器との類似性は高い。

＜弥生式土器について＞

弥生式土器については株木B4遺跡の土器との対比を行った。株木B4遺跡については第357図に示す通りで

ある。この図には埼玉県埋蔵文化財調査事業団が発掘した古井戸遺跡の土器も記載してある。大御堂ー17 は

VIIグループに近く、大御堂ー19 は V グループに近い。これらはいずれも古井戸遺跡のグループに近いもので、

株木B遺跡とは幾分離れている傾向を示すこと、また、組成的にも両者は 7-9 であり、古井戸遺跡の組成

と類似していることから推察して、古井戸遺跡の土器に近いように思える。大御堂ー18 は石英と斜長石の強

度が高く、どこにも属さず、異質である。

4 ま と め

i)土器胎土はA-I の 9 タイプに分類されたが D と F 、 E と G タイプはそれぞれ類似する組成をしてお

り、タイプとしては 7 タイプになるのではなかろうか。雲母類 (Mica) と角閃石 (Hb) の 2 成分を主体

とし、モンモリロナイト (Mont)と緑泥石 (Ch) の両方、あるいはどちらか一方が含まれる組成は結晶

片岩系の影響を受けているものと判断され、白石大御堂遺跡の土器の大半はこの状況下にある。

株木B遺跡と田篠中原遺跡の土器の組成と比較対比してみると、大御堂遺跡の土器の組成は両遺跡の組

成と類似している。

ii)電子顕微鏡分析によると瓦類は中～粗粒のガラスが生成し、焼成ランクが 1~II あるいは II~III と高い。

土師質土器、弥生式土器、縄文式土器は中粒のガラスが生成し、焼成ランクはIII あるいはIII~IV と幾分

低い。

iii)石英と斜長石の分類では I~VIの 6 グループと“その他”に分類された。 A類の瓦は分散しているのが

特徴であるが、斜長石の強度の高いものは唐草紋、中くらいのものは丸瓦と平瓦、低いものは連珠紋と

分かれているようである。 B類の瓦はIII グループに集中し、異なる器種のものが混在している。土師器

は明らかに斜長石の強度が高く、異質である。土師質土器は 3 つのグループに分かれ、はっきりとした

傾向を示している。

iv) 白石大御堂遺跡の縄文式土器は加曽利E4 タイプの土器である。田篠中原遺跡の土器と対比すると、組

成的には類似性が高いが、田篠中原遺跡の分類では加曽利E3 タイプの土器で構成される VIIグループに

属する。このことが意味することははっきりしない。大御堂ー17、 18、 19の弥生式土器は株木B4遺跡の

土器と対比したが、大御堂ー17 と 19 は株木B4遺跡の土器よりは埼玉県の古井戸遺跡の土器に近いグルー

プと組成を示している。大御堂ー18 は石英と斜長石の強度がともに高く、どのグループにも属さず、異
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質である。大御堂ー19 は東海系であるが、胎土的には結晶片岩系であり、在地あるいは在地近傍で作ら

れている可能性が高いと推察された。
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福田氏・原氏には発掘・整理をそれぞれの段階で貴重な御助言をいただいた。

また、奈良国立文化財研究所の平成 2 年度発掘技術者専門研修『中・近世窯器調査課程』においては、上

原真人先生・宮本長二郎先生をはじめとして講師の先生方並びに研修生の皆様に、本遺跡出土資料の実見を

願い、有益な御教示を得ることができた。大橋康二先生には九＇州からはるばる来団されての御指導を受け、

こうした諸先輩の御協力の成果が本報告書と言える。本報告書で検討課題としたものについては、今後、継

続的に調査研究を進めることを自己の課題として背負い、皆様の御協力に感謝する次第である。

（綿貫鋭次郎）
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写真図版 1

白石大御堂遺跡空中写真



写真図版 2

白石大御堂遺跡空中写真（西から）

白石大御堂遺跡空中写真（東から）



大御堂調査区写真図版 3

寺院址垂直写真 (A • B 区）

寺院址斜め写真（西から）



写真図版 4 大御堂調査区

寺院址地鎮祭 線刻五輪塔付近（調査前）

寺院址中央部の作業風景 土塁跡付近（調査前）

寺院址中央部試掘調査



大御堂調査区写真図版 5

寺院址から西方を望む 降雨後の寺院址（南西から）

作業風景（南池西） 作業風景（南池北縁部）

作業風景（南池西） 作業風景（埋葬遺構）

城山小児童の遺跡見学 作業風景（北西部）



写真図版 6 大御堂調査区

大御堂第 1 号溝状遺構•第 1 号濠跡（北から）

大御堂第 1 号濠跡・土塁跡（南から）



土塁跡・大御堂第 2 号溝状遺構
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大御堂第 1 号濠跡土層（南から）

大御堂調査区写真図版 7

大御堂第 1 号濠跡土層
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大御堂第 1 号濠内土坑土層・炭化物出土状況 大御堂第 1 号濠内土坑遺物出土状況



写真図版 8 大御堂調査区

寺院址西部・中央部を望む（南西から）

守只
\ 占心

＼こゞ
寺院址南西部掘立柱建物跡群（北から）

ヽ



大御堂調査区写真図版 9

寺院址南西部掘立柱建物跡南棟群（南から）

寺院址南西部掘立柱建物跡北棟群（西から）



写真図版10 大御堂調査区

寺院址南西部掘立柱建物跡群内土坑 a （東から） 寺院址南西部掘立柱建物跡群内土坑 a （南から）

大御堂第 2 号溝状遺構・土塁跡 大御堂第 2 号溝状遺構

寺院址中央部作業風景 大御堂第 2 号溝状遺構遺物出土状況（第 1 号配石墓下）

るる、

大御堂第 2 号溝状遺構遺物出土状況 大御堂第 2 号溝状遺構遺物出土状況



寺院址北西部瓦溜まり（東から）
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寺院址北西部瓦溜まり（南から）

大御堂調査区 写真図版11



写真図版12 大御堂調査区

大御堂第 3 号•第 4 号溝状遺構（東から）
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大御堂第 3 号・第 4 号溝状遺構（東から） 寺院址作業風景（北東から）

大御堂第 1 号池状遺構 大御堂第 7 号溝状遺構土層



大御堂調査区 写真図版13

寺院址中央部北池遣水遺構（南東から）

大御堂第 6 号～第 7 号溝状遺構滝口段差 大御堂第 7 号溝状遺構掘り方遺物出土状況

大御堂第 5 号～第 7 号溝状遺構（北西から） 大御堂第 6 号溝状遺構暗渠（北西から）



写真図版14 大御堂調査区

寺院址北池北縁部石垣（南西から）

北池底面遺物出土状況 南池西遺物出土状況

北池北縁部土層 北池確認状況（浅間 A軽石面）



大御堂調査区 写真図版15

寺院址南池（北東から）

北池・南池間土橋（東から）



写真図版16 大御堂調査区
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寺院址南池土層 (Ayライン）

南池北西部 (Bb ライン）・土層

寺院址南池道路下土層

南池～第12号溝状遺構南西縁石列

南池遺構底面確認状況



大御堂調査区 写真図版17

寺院址南池土層（南壁）

寺院址南池近世面検出状況（北西から） 寺院址南池西閉塞石積（東から）

寺院址南池西閉塞石垣（東から） 寺院址南池西閉塞石垣（北から）



写真図版18 大御堂調査区
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大御堂第12号溝状遺構 (Be• Bd ライン・西から）



大御堂調査区 写真図版19

大御堂第12号溝状遺構（北から） 大御堂第12号溝状遺構（北東から）

大御堂第12号溝状遺構土層 大御堂第12号溝状遺構掘り方（北東から）

大御堂第12号溝状遺構西端部 大御堂第12号溝状遺構大石出土状況

大御堂第10号溝状遺構土層 大御堂第11号溝状遺構肩部小礫面



写真図版20 大御堂調査区

大御堂第10号•第11号溝状遺構 大御堂第12号溝状遺構遺物出土状況

大御堂第12号溝状遺構遺物出土状況 大御堂第11号溝状遺構土層

• ｀｀盲編馳r9●9999-云昌ら占■こ“臼，贔冒 こ“^

大御堂第 9 号～第12号溝状遺構（東から）



大御堂調査区 写：真．図版t21

大御堂第17号溝状遺構・近世道路跡

大御堂第17号溝状遺構遺物出土状況



写真図版22 大御堂調査区

大御堂第16号・第17号溝状遺構（北から）

寺院址東部全景



大御堂調査区 写真図版23

大御堂第15号溝状遺構掘り方 大御堂第15号溝状遺構小礫埋没状況

大御堂第14号溝状遺構 大御堂第14号溝状遺構

大御堂第17号溝状遺構コーナ一部 大御堂第17号溝状遺構

大御堂第16号溝状遺構土層 大御堂第 2 号土坑



写真図版24 大御堂調査区

大御堂第 1 号配石墓全景（東から）
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大御堂第 1 号配石墓全景（北から） 大御堂第 1 号配石墓掘り方（東から）

大御堂第 1 号配石墓骨蔵器 大御堂第 1 号配石墓骨蔵器確認状況



大御堂調査区 写真図版25

大御堂第 1 号配石墓土層（東から） 大御堂第 1 号配石墓炭化物確認状況（南から）

大御堂第 1 号配石墓遺物出土状況 大御堂第 1 号配石墓土層（南から）

大御堂第 1 号濠跡北西部小礫敷面



写真図版26 大御堂調査区

-— 

大御堂第 1 号濠跡内石造物出土状況 大御堂第 1 号跡濠内火葬跡群（南から）

大御堂第 1 号濠跡内石造物出土状況 大御堂第 9 号火葬跡・第 1 号火葬墓•第 1 号土坑墓

大御堂第 1 号濠跡埋土上面検出埋葬遺構群（北から）



大御堂調査区 写真図版27

大御堂第 1 号火葬墓•第 1 号土坑墓遺物出土状況
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大御堂第 1 号土坑墓銭貨出土状況
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大御堂第 1 号火葬墓銭貨出土状況

大御堂第 1 号土坑墓銭貨棺材出土状況
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大御堂第 1 号濠跡埋土上面検出埋葬遺構群（北から）



写真図版28 大御堂調査区
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大御堂第 1 号土坑墓礫検出状況
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大御堂第 1 号土坑墓掘り方
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大御堂第 1 号火葬跡掘り方

大御堂第 1 号土坑墓土層
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大御堂第 2 号火葬跡掘り方

大御堂第 1 号火葬跡掘り方

.. 

大御堂第 1 号火葬跡土層 大御堂第 2 号火葬跡土層



大御堂調査区 写真図版29
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大御堂第 3 号火葬跡掘り方 大御堂第 3 号火葬跡礫検出状況

大御堂第 3 号火葬跡土層 大御堂第 3 号火葬跡掘り方

大御堂第 4 号火葬跡掘り方 大御堂第 4 号火葬跡土層

一9 -• 
大御堂第 4 号火葬跡人骨検出状況 大御堂第 4 号火葬跡人骨検出状況



写真図版30 大御堂調査区

大御堂第 5 • 6 号火葬跡掘り方 大御堂第 5 • 6 号火葬跡炭化物出土状況

大御堂第 5 • 6 号火葬跡土層 大御堂第 5 • 6 号火葬跡炭化物出土状況

大御堂第 7 号火葬跡土層 大御堂第 7 号火葬跡炭化物出土状況

大御堂第 7 号火葬跡掘り方 大御堂第 7 号火葬跡人骨検出状況



大御堂調査区 写真図版31

大御堂第 8 号火葬跡土層 大御堂第12号火葬跡土層

ー一 ベー一

大御堂第 8 号火葬跡人骨検出状況 大御堂第12号火葬跡炭化物検出状況

大御堂第 8 号火葬跡掘り方 大御堂第 9 号火葬跡土層
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大御堂第 9 号火葬跡炭化物出土状況 大御堂第 9 号火葬跡掘り方



写真図版32 大御堂調査区

大御堂第11号火葬跡炭化物出土状況 大御堂第11号火葬跡土層

大御堂第11号火葬跡人骨検出状況 大御堂第11号火葬跡掘り方

大御堂第 5 号火葬墓掘り方（東から） 大御堂第 5 号火葬墓土層（北から）

大御堂第 5 号火葬墓炭化物検出状況（東から） 大御堂第 5 号火葬墓人骨検出状況



大御堂調査区 写真図版33

大御堂第 4 号火葬墓遺構検出状況（東から）手前右は第 3 号火葬墓

大御堂第 4 号火葬墓（東から） 大御堂第 2 号火葬墓掘り方（東から）

大御堂第 3 号・第 4 号火葬墓遺構検出状況（南東から） 大御堂第 2 号火葬墓銭貨出土状況（東から）



写真図版34 大御堂調査区

大御堂第 5 号火葬墓遺物出土状況（西から） 大御堂第 2 号火葬墓遺物出土状況（東から）

大御堂第 5 号火葬墓遺物出土状況（北から） 大御堂第 2 号火葬墓遺物出土状況（西から）

大御堂第 5 号火葬墓遺物出土状況（東から） 大御堂第 2 号火葬墓遺物出土状況（東から）

大御堂第 5 号火葬墓遺物出土状況（北東から） 大御堂第 3 号火葬墓遺物出土状況（東から）



大御堂調査区 写真図版35

大御堂第 4 号土坑墓礫遺物出土状況（南西から） 大御堂第 4 号土坑墓（南西から）

大御堂第 5 号土坑墓礫出土状況 大御堂第 5 号土坑墓遺物出土状況

大御堂第 3 号土坑墓礫検出状況（南から） 大御堂第 3 号土坑墓礫検出状況（東から）

H 
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大御堂第 3 号土坑墓遺物出土状況（西から） 大御堂第 3 号土坑墓遺物出土状況（北から）



写真図版36 大御堂調査区
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大御堂第 6 号（手前） •第 7 号土坑墓（南から） 大御堂第 8 号土坑墓（東から）
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大御堂第 1 号土壌（南から） 大御堂第 2 号土墳（西から）

, 

大御堂第 4 号土墳（南東から） 大御堂第 5 号土墳（北から）

大御堂寺院址中央部南隅ピット柱根検出状況

窓＼窮
5--区←鍼・

大御堂寺院址中央部ピット内遺物出土状況



大御堂調査区 写真図版37

大御堂第11号掘立柱建物跡（東から） 大御堂第11号掘立柱建物跡（南から）

大御堂第 1 号井戸跡掘り方（東から） 大御堂第 1 号井戸跡土層（北から）
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大御堂第 2 土坑礫検出状況（東から） 大御堂第 2 土坑土層（南から）

B 区農道西馬入れ•砂岩切石検出状況（南から） A 区トレンチ土層



写真図版38 大御堂調査区

先端部埋甕検出状況（南から）

張り出し部から主体部を望む（東南から） 先端部埋甕完掘状況（南から）



大御堂第 2 号敷石住居跡（東南から）

第 2 号敷石住居跡検出状況（東から）

大御堂調査区 写真図版39
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張り出し部（東から）

石囲い炉（南から） 先端部埋甕検出状況（北から）



写真図版40 大御堂調査区

先端部埋甕完掘状況（北から） 作業風景

c 区南西部遺物包含層遺物出土状況 c 区全景（西から）

c 区空中写真



大御堂調査区 写真図版41

大御堂第12号～第14号掘立柱建物跡・ C 区東群（北から）

大御堂第15号～第19号掘立柱建物跡・ C 区西群（北から）



写真図版42 大御堂調査区

大御堂第 1 号溝状遺構（西から） 大御堂第 1 号溝状遺構（北東から）

c 区溝状遺構作業風景（東から） 大御堂第18号・第22号溝状遺構（北西から）

大御堂第19号溝状遺構（南から） 大御堂第19号溝状遺構（南西から）手前は第18号溝

大御堂第20号溝状遺構（北東から） 大御堂第21号溝状遺構（北西から）



大御堂調査区 写真図版43

c 区西端部段差下遺構検出状況 大御堂第 2 号井戸跡（南西から）

c 区全景（西から） 前原調査区段丘崖土層

C • D • E 区全景（北西から）



写真図版44 前原調査区

前原・上谷戸調査区全景（東から）
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前原調査区 D 区全景（垂直写真） 前原調査区 E 区全景（北から）



前原調査区·写真図版45

前原第 1 号竪穴住居跡（西から）

前原第 1 号竪穴住居跡遺物出土状況（南西から） 前原第 1 号竪穴住居跡埋甕検出状況（東南から）

前原第 1 号竪穴住居跡・埋甕確認状況 前原第 1 号竪穴住居跡作業風景



写真図版46 前原調査区

前原第 2 号竪穴住居跡（北から）

前原第 2 号竪穴住居跡内炉跡 前原第 1 号土坑（西から）

前原第 2 号土坑（南から） 前原第 2 号土坑掘り方（南東から）



前原調査区 写真図版47

前原第 3 号土坑（北から） 前原第10号土坑（東から）
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前原第11号土坑（北西から） 前原第11号土坑土層（南から）

前原第12号土坑・遺物出土状況 前原第12号土坑土層（南から）

E 区遺物出土状況 D区遺物出土状況



写真図版48 前原調査区

E 区屋敷跡（東から）

E 区屋敷跡（垂直写真）



前原調査区 写真図版49

前原第 1 号・第 2 号溝状遺構東部分（南から） 道路跡覆土土層（南西から）

道路跡（北から） 道路跡（北東から）上方に第 2 号掘立柱建物跡

前原第 3 号掘立柱建物跡（西から） 前原第 4 号（手前） •第 5 号掘立柱建物跡（東から）

前原第 5 号掘立柱建物跡（北から） 前原第 6 号掘立柱建物跡（北から）



写真図版50 前原調査区

前原第 1 号掘立柱建物跡（北東から） 前原第 1 号井戸跡

前原第 7 号～第 9 号掘立柱建物跡（西から） 前原第 8 号掘立柱建物跡（南西から）

前原第 9 号掘立柱建物跡（南東から） 前原第11号土坑遺物出土状況（南から）

D 区作業風景 前原第11号土坑遺物出土状況（南西から）



上谷戸調査区 写真図版51
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上谷戸調査区斜面部全景（東から）

上谷戸第 1 号住居跡（東から） 上谷戸第 1 号住居跡遺物出土状況（北東から）
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上谷戸第 1 号住居跡カマド内遺物出土状況（東から） 上谷戸第 1 号住居跡カマド（東から）



写真図版52 上谷戸調査区

上谷戸第 1 号住居跡カマド 上谷戸第 2 号住居跡遺物出土状況（南西から）
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上谷戸第 2 号住居跡掘り方（南西から） 上谷戸第 2 号住居跡カマド（南西から）
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上谷戸第 3 号住居跡 上谷戸第 3 号住居跡遺物出土状況（南東から）
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上谷戸第 3 号住居跡掘り方（南東から） 上谷戸第 3 号住居跡カマド（南東から）



上谷戸調査区 写真図版53

上谷戸第 4 号住居跡・遺構全景（南東から） 上谷戸第 4 号住居跡遺物出土状況（南東から）

上谷戸第 5 号住居跡掘り方（南東から） 上谷戸第 5 号住居跡南カマド（南東から）

上谷戸第 5 号住居跡遺物出土状況（東から） 上谷戸第 1 号集石遺構（北東から）

G 区遺物出土状況（南東から） 上谷戸第 1 号集石遺構（北東から）



写真図版54 上谷戸調査区

上谷戸第 1 号溝状遺構（南から） 上谷戸第 2 号溝状遺構（南東から）
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上谷戸第 3 号溝状遺構（東から） 上谷戸第 6 号溝状遺構（南から）

上谷戸第 7 号・第 8 号溝状遺構（北東から） 上谷戸第 7 号・第 8 号溝状遺構（北東から）

上谷戸調査区・丘陵斜面部試掘調査（北から） 上谷戸調査区試掘トレンチ・土層



上谷戸調査区 写真図版55

市道西側上位面全景（西から）

市道西側下位面～上位面（東から） 市道西側下位面（南西から）

上谷戸第14号溝状遺構（南西から） 上谷戸第14号（左側） •第15号溝状遺構（北東から）



写真図版56 上谷戸調査区

上谷戸第17号溝状遺構（西から）右は 1 号石組遺構掘り方

上谷戸第19号溝状遺構土層（北壁）

上谷戸第11号溝状遺構（東から）

上谷戸第11号溝状遺構土層（東から）

上谷戸第19号溝状遺構（南西から）
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上谷戸第19号溝状遺構土層（南壁）

上谷戸第11号溝状遺構西部分（南から）

上谷戸第12号・第13号溝状遺構（南西から）



上谷戸調査区 写真図版57
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上谷戸第16号溝状遺構暗渠検出状況（東から） 上谷戸第16号溝状遺構暗渠遺構面（東から）

上谷戸第16号溝状遺構暗渠（北東から） 上谷戸第16号溝状遺構暗渠蓋石（中央は板碑片）

上谷戸第18号溝状遺構（北から） 上谷戸第20号溝状遺構（北東から）

上谷戸第21号溝状遺構（西から） 上谷戸第23号溝状遺構（北東から）



写真図版58 上谷戸調査区

上谷戸第 1 号掘立柱建物跡（北西から） 上谷戸第 1 号石組み遺構（東から）

上谷戸第 1 号石組み遺構（西から） 上谷戸第 1 号石組み遺構掘り方（北から）

上谷戸第 1 号井戸跡遺物出土状況（北から） 上谷戸第 1 号井戸跡土層（南東から）

上谷戸第 1 号井戸跡（東から） 上谷戸第 2 号井戸跡土層（東から）



上谷戸調査区市道東側全景（西から）
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写真図版60 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版61

上谷戸第31号土坑（北西から） 上谷戸第32号土坑（北から）

上谷戸第34号土坑（北東から） 上谷戸第34号土坑（北東から）

上谷戸第34号土坑掘り方（北東から） 上谷戸第34号土坑遺物出土状況（北東から）

上谷戸第34号・第35号土坑（手前） （北東から） 上谷戸第35号土坑（東から）



写真図版62 上谷戸調査区

上谷戸第36号土坑（左方東から） 上谷戸第37号土坑（北東から）

G 区遺物出土状況 H 区遺物出土状況

H 区遺物出土状況（南から） 上谷戸調査区 F 区試掘調査（西から）

上谷戸調査区試掘トレンチ土層 上谷戸調査区試掘トレンチ土層



白石村絵図 写真図版63

白石村絵図（元禄六年作成・堀越茂三郎氏蔵）
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写真図版64 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版65
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写真図版66 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版67

1601 

1601 

1603 

1603 

1511 

1601 1603 

1602 

. 
3410 

マ
皿 • 

} 
3414 

~ 



写真図版68 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版69
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写真図版70 大御堂調査区
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写真図版72 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版73
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写真図版74 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版75
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写真図版76 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版77
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写真図版78 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版79

4209 4209 

4201 
] 

4212 4212 

4201 

4211 4211 4213 4213 

4301 4301 

4302 4302 



写真図版80 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版81
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写真図版82 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版83



写真図版84 大御堂調査区



大御堂調査区 写真図版85
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写真図版86 大御堂調査区
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写真図版88 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版89

5233 5233 

— 1 i 疇5229 5229 

5236 5236 

5231 5231 

5235 5235 

5232 5232 5230 5230 

5223 5223 5234 5234 

5503 5503 3001 

一, ""宣

I 

5502 5502 5504 5504 3001 



写真図版90 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版91
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写真図版92 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版93
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写真図版94 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版95
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写真図版96 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版97
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写真図版98 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版99
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写真図版100. 大御堂調査区上谷戸調査区
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大御堂調査区 写真図版101
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写真図版102 大御堂調査区
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大御堂調査区 写真図版103
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写真図版104 大御堂調査区
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前原調査区 写真図版105
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写真図版106 前原調査区
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前原調査区 写真図版107
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写真図版108 前原調査区
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上谷戸調査区 写真図版109



写真図版110 上谷戸調査区

ｷ

9

2

 

~• 
9, 



上谷戸調査区 写真図版111



写真図版112 上谷戸調査区



上谷戸調査区 写真図版113
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写真図版114 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版115
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写真図版116 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版117
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写真図版118 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版119

64 9571 

こ
9571 

9553 

9529 9568 9591 

9588 9675 

9590 9590 9630 

9592 

9620 

9597 

9574 

9592 

9597 9587 9594 9623 



写真図版120 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版121
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写真図版122 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版123
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写真図版124 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版125
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写真図版126 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版127
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写真図版128 上谷戸調査区
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上谷戸調査区 写真図版129
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写真図版130 上谷戸調査区
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大御堂調査区 写真図版131
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白石大御堂遺跡発掘調査報告書正誤表

ページ 行・図・表 誤 正

抄録 2 遺構数量 ．住居跡古墳 2. 平安 3 古墳 4 •平安 1
上谷戸調査区

抄録 3 まとめ 住居跡が 5 軒（古墳 2 •平安 3) （古墳 4 •平安 1)
古墳～平安時代

15 右9行目 大御堂調査区標準層序 大御堂調査区（ゴチック体）

55 第19図 別添図に差し替えて下さい

68 第31図 1526 文様展開図 天地が逆

73 第35図 1607縮尺 （記入漏れ） 1 : 2 

75 15行目 墓塙 土坑墓・土壊

76 21行目 B軽石降下以降A軽石降下以前 浅間 B軽石降下以降浅間A軽石降
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76 25行目 A軽石降下後 浅間A軽石降下後

84 第41図 （記入漏れ） スクリーントーン上→6、スクリー
ントーン下→7

74 第41図縮尺 2 2.5m 

88 30行目 廂 庇

88 31行目 可能性がある。 と考えられる。
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穴計測表

103 4 行目 藤岡市教委 藤岡市教育委員会
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117 8 行目 Bc-08で Bc-08グリッドで
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124 8 行目 伺われる 窺われる
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277 • 278 第197図 FF' 土層番号が欠 上から 1 • 2 • 3 を入れる

304 第224図 AA' 土層記号の25 2f 
337 第251図 9021 縮尺比 1 : 1 1 : 3 

376 第283図 縮尺比 1 : 60 

390 第310図 ML5 →31号 削除

390 第310図 MK6 →33号 削除

390 第310図 HLl →37号 削除

390 第311図 白石粘土 白色粘土
392 第314図 上段縮尺 1 : 2 1 : 4 

392 第313図土層注 5 暗灰色粘質土（黄白色粘質の 黄白色粘質土との混土層
434 8 行目 古墳時代の住居が 2 軒 古墳時代の住居跡が 4 軒

434 9 行目 平安時代の住居が 3 軒 平安時代の住居跡が 1 軒
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第19図 大御堂第 2 号敷石住居跡出土遺物分布図
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